国 枝史郎 


楽書き をす る 女 

どべ い すみ 

京都 所 司 代の 番士 のお 長屋の、 茶色の 土塀へ 墨 黒々 

と、 楽書き をして いる 女が あった。 

おぼろ 

照り もせず 曇リも はてぬ 春の 夜の 朧 月夜に しく も 

の はなしと、 歌人に よって 詠せられ た、 それ は 弥生の 

かすみ  しゃ 

春の 夜の ことで、 京の 町々 は 霞 こめて、 紗を卷 いたよ 

おぼろ 

うに 嘴 であ つ た。 

まろ  うすずみ 

寝 よげ に 見える 東 山の、 円らの 姿 は 薄墨よりも 淡く、 

ちおん いん  しょうご いん 

霞の 奥 所に まどろんで おれば、 知 恩院、 聖 護院、 


勧修寺 あたりの、 寺々 の 僧侶た ちも稚 子た ち も、 安ら 

力，？ 

かに まどろんで いる ことであろう。 鴨の 流れ は 水 音 も 

なく、 河原の 小石 を 洗いながら、 南に 向かって 流れて 

いたが、 取り 忘れられた 晒し 布が、 一 一筋 三 筋 河原に 残つ 

て、 白く 月光 を 吸って いた。 

祇園の 境内で は 昔ながら の、 桜の 老木が 花 を 咲かせ 

て、 そよ ろと 吹き 過ぎる 微風に つれられ、 人に 知られ 

なま 

ず 散って いたが、 なやまし くも 艷 めかし い 眺めで あつ 

た。 

ふ  にぎ 

更け まさっても 賑やかで あると、 いいった えられて 

うしみ つ 

いる 春の 夜で はあった が、 しかし 丑満を 過ごした 今 は、 


大路に も 小路に も 人影が まばらで、 足の 音 さえ もまれ 

まれで ある。 

ニ条 のお 城 を 中心に して、 東 御 奉行所 や 西 御 奉行所 

や、 所 司 代な どの いかめしい 官衙 を、 ひとまとめ にし 

ている この 一画 は、 わけても 往来の 人影がなくて、 寂 

しいまでに 静かであった。 

ひょうしぎ  いまし 

と、 拍子木の 音が したが、 非常 を 警めて いるので も 

まるた 

あろう。 丸太 町 あたりと 思われる 辺から、 人 をと がめ 

る 犬の 吠え声が、 猛々 しく ひとしき リ 聞こえて 来たが、 

拍子木の 音の 遠の いた ころに、 これ も 吠え 止めて ひつ 

そりと なった。 


一 軒のお 長屋の 土塀 を 越して、 白木蓮の 花が 空に 向 

かって、 馨ば しい 香い を 吐いて いる。 

くちる とも 

なに か うらみん 

こよい 

つき 今宵 

はれ を 待つべき 

みに しあらねば 

紅色の かった 振り袖 を 着て、 髪 を 島 田に 取り上げて 

いる、 まだ 十八、 九の 年 ごろの 娘が、 一軒一軒お 長屋 

の 土塀へ、 楽書き をして 行く 文字と いえば、 このよう 

な 一 首の 和歌な のであった。 


きんけつ 

京都 所 司 代の 役目と いえば、 禁闕を 守衛し、 官用 を 

べん リ  ふしみ  そしょう 

弁理し、 京都、 奈良、 伏 見の 町奉行 を 管理し、 また 訴訟 

ちょうだん  そうしょう  かく 

を 聴 断し、 兼ねて 寺社の 事 を 総 掌す る、 威権 赫々 た 

る 役目であって、 この 時代の 所 司 代 は 阿部 伊予 守で、 

世人に 恐れ はばかられ ていた。 したがって これに 仕え 

ている、 小身 者の 番士 など も、 主人の 威光 を 笠に 着て、 

威張り散らした ものであった。 

みそら 

そういう 番士 のお 長屋の 土塀へ、 若い 女の 身空 を 

もって、 いかに 人目がない とはいえ、 楽書き を 書いて 

きちが い 

行こうと は、 白痴で なければ 狂人で なければ ならない。 

しかし 娘 は 白痴で もなければ、 また 狂人で もな さそ 


うであった。 書く 手に 狂いがない ばかり か、 書かれた 

文字に も 乱れがない。 

こうして 同 一 の 一 首の 和歌 を、 五軒 あまりのお 長屋 

の 土塀へ、 しだいし だいに 書いて 行った が、 六 軒 目の 

お 長屋の 土塀の 面へ、 同じ その 和歌 を 書こうと した 時 

- J  、 

「女子よ」 と 呼ぶ 声が 背後から 聞こえた。 

とも ざ むら い 

無言で 振り返った 娘の 眼の 前に、 一人の 供 侍 を 従 

えて、 おおらかに たたずんで いる 人物が あつたが、 

どうふく  くく  ばか ま  こい 

道 服の 下から 括り 袴の 裾が、 濃紫に 見えて いると こ 

ろから 推して、 公卿で ある ことが うかがわれた。 


「およびに なり ましたの は 妾の ことで？ 何 かご 用 

で， 1 j ざり ます かしら？」 

りっぱな 公卿に とがめられても、 娘 はたい して 驚 こ 

うと もしないで、 平然として 訊き返した。 

と、 呼びかけた 公卿の ほうで も、 あえて 突っ込んで 

とがめようと はせ ずに、 これ も 平然たる 態度と 口調で、 

「なんと 思うて そのような 所へ、 そのような 和歌 を 楽 

よこしま  いたずら 

書きす るぞ？ 風流に して は 邪 である。 悪戯に して 

は 度が過ぎる。 そちの 思惑 を 聞きたい もの だ」 こう 

いって 相手の 返辞 を 待った。 


疑問の 問答 

と、 娘 は 月の 光の 中で、 大胆に 艷 めいた 笑い 方 をし 

たが、 

「決して 風流で は ござり ませぬ。 さりと て 悪戯で も ご 

ざり ませぬ。 ただ 書きた くな りました ので、 楽書き を 

いたしまして ござります」 

こういって 依然として 大胆に、 艷 めいた 笑い 方 を 公 

卿へ 見せた。 


しかし どうやら 公卿の ほうで は、 それ を諾 おうと 

はしない ようであった。 

まろ 

「麿に は そのよう に は 思われぬ よ。 何ら か 深い 思惑が 

あって、 楽書き をした ものと 思われる よ。 麿に 遠慮 を 

する こと はない。 そちの 思惑 を 話す がよ い」 こういつ 

て 娘の 顔 をの ぞいた。 

しかし 娘 は 同じように、 大胆な 艷 めいた 笑い 方 を、 

顔 一杯に 漂わせる ばかりで、 答えようと はしなかった。 

と、 そういう 娘の ようすが、 公卿に はいよ いよ 審か 

しく も、 疑わしく も 思われた らしい、 胸と 胸と が 合わ 

さるば かりに、 近々 と 娘へ 近づいた が、 


「そ も、 そちの 名 は 何とい ぅぞ ？」 

「はい、 条と 申します」 

「で、 年 は 幾 歳で あるか？」 

「はい、 十九に ござります」 

「ここの 長屋 を いずこと 思う ぞ？， - 

「所 司 代 様の ご番士 方の、 組お 長屋と 存じます」 

「それと 知っていて 楽書き をした か？」 

「はいはい、 さように ござります」 

「恐ろしい と は 思わずに な？」 

「なんの 恐ろしい ことが ござりましょう。 この 妾に 

とりまして、 恐ろしく も 尊く も 思われ ますお 方 は、 お 


一 方の ほかに は ござり ませぬ」 

「それが 聞きたい、 申して みやれ？」 

きん リ 

「はい、 禁裡 様に ござります」 

「  」 

りっぱな 公卿 は その 言葉 を 聞く と、 襟 を 正して 

しゅくぜん 

粛然 としたが、 

き 

「改めて そちに 訊く ことがある。 『くもる とも、 なに 

うら  こよ：；' 

か 怨みん、 月 今宵、 晴れ を 待つべき、 身に しあらねば』 

—— この 和歌の 意味 を 存じて おる かな？」 

「存じて おります で ござります」 

よみて 

「和歌の 詠 者 も 存じて おる か？」 


「存じて ぉリ ますで ござります」 

「どのような 場合に 詠った もの か、 その 点 も そち は存 

じて おる かな？」 

「存じて おります で ござります」 

「では 改めてもう 一 度 訊く が、 そちと この 和歌の 詠 者 

と は、 有 縁の ものと 思われる が、 それに 間違い は ある 

まいな」 

「有 縁の も の に) J ざり ます」 

「さよう か」 といった が りっぱな 公卿 は、 顔 を ゆすつ 

てうなず いてみ せた。 「所 司 代の 番士の 長屋の 土塀へ、 

楽書き をした 心持ち も、 これでお およそ わかって 来た。 


反抗的に 書いた のであろう？」 

ぎょい 

「御意の 通りに ござります」 

「うむ」 というと りっぱな 公卿 は、 また 顔 を ゆすって 

まろ 

うなずいて みせた が、 「そち、 この 麿 を 存じて いるか 

な？」 

とく だ い じ 

「徳大 寺 様と 存じます る」 

「いかにも」 と 徳大寺 大納言 家 は、 それ を 聞く とまた 

もやうな ずいて みせた が、 「麿と その 歌の 詠 者と は、 昔 

多少の 縁が あった。 自然 そちと も 有 縁と いえよう。 … 

…麿の 別邸 は 烏 丸に ある。 いつな りと 訪ねて 参る がよ 

い。 そちの 力に もなる であろう。 麿に も 頼みたい こと 


が ある」 

「お訪ねい たします で ござります」 

娘 は うやうやしく 一礼した が、 そのまま 顔 を 上げな 

かんきゅう 

かった。 感泣 をして いるの かも 知れない。 

「くわしい そちの 身分な ども、 まいった 時に 訊ねる と 

しょう」 

こういい すてる と 徳大寺 大納言 は、 供 侍 を 見返った 

あおち  せいざえ もん 

が、 「青地、 青地、 清左衛 門！」 

「は」 と 身近く 寄り添つ たの は、 公卿 侍の 青地 清左衛 

やさ 

門であって、 二十 八、 九 歳の 優男であった。 「何 ご用に 

て) ，- ざり まする か？ 一 


「今夜の こと は 秘密に いたせ」 

「かしこまりまして) /ざ リ ます」 

かすみ 

青地 清 左 衛門を 従えて、 霞 の 中へ 悠々 と、 徳 大寺大 

納言 家の 歩み 去った 後 は、 ぉ条 という 娘 一 人 だけと 

なった。 

「徳大 寺 様 を 手の 中へ 入れた。 金 ちゃんに 話したら 嬉 

しがる だろう。 その 金 ちゃんが 何 をして いる やら。 い 

まだに 姿 を 見せ やしない」 

いや この ころ 金ち やん は、 千 本お 屋敷と ご用 地との 

露路 で、 片耳の ない 大男と、 妙な 立ち話 を やって いた。 


片耳の 大男と 変 面の 小男 


「で、 お前さんの 名 はなん というんで？」 こう 訊いた 

ぶおとこ  びんしょう 

の は 金ち やんで ある。 醜男で 小兵で 敏捷ら しい。 

しぎ まる 

「へい、 私の 名は嶋 丸と いうんで」 こう 答えた のは片 

ろ どん  かっこう 

耳の ない、 大兵 だが 魯 鈍らしい 男であった。 年格好 は 

二人ながら、 二十 七、 八 歳と 思われる。 

「へ ー、 嶋丸？ いい 名 だな あ、 が、 柄と は 釣り合わ 

ない よ」 


「皆様 もそう おっしゃ います。 —— が、 これ は 芸名な 

ので」 

あき 

「フ— ッ、 芸名？ これ は 呆れた。 ではお 前さん は芸 

人な ので？」 

「 芸人 衆 様 でございますよ」 

「ふざけち ゃァ いけない、 何が 『様』 だ。 が まあまあ 

あきな 

それ はどうで もい い。 何 を 商って いるんだ い？」 

「え？ 商い？ これ はどう も、 私 は 芸人 衆 様で ござ 

いますよ」 

「だからよ、 訊いて いる じゃァ ないか。 どんな 芸を 

商って いるの かってね」 


「あ ッ、 なるほど、 そういう 意味な ので 

かるわざ 

い 軽業 を 商って おります」 

「ハ— ン、 そうか、 軽業 か」 

「それから 手品 も 商つ ております」 

「おや、 二色 もやる のかい」 

「それからお 芝居 もいた します」 

「凄い 芸人が あった もの だ」 

「ええと、 それから 女 相撲な ども」 

「フ— ッ、 とほうもない 芸人 衆 様 だ」 

「ええと それから 猿芝居な ども」 

「おい、 いい加減で 許して くれ」 


へ 
い 
へ 


まく ま 

「長 崎 渡りの 奇術な ども、 幕間 幕間に 演じます」 

「で、 お前さん は 何 役な ので？」 

「口上 い い でございますよ」 

「そんな もの だろうと 思って いた。 舞台へ 上がる 柄 

じゃァ ない」 

「ところが これが 大切な 役で」 

めんよう 

「面妖 だね。 なぜだろう ね」 

「へい、 お客様 を 笑わせます」 

「悪ふざけ をして くすぐ るんだろう」 

「軽い 口上 を 申し上げまして、 お 上品に 笑わせる ので 

ござり ますよ」 


「お 妻さん というの はどうい うお 方で？」 

「女 太夫 さ ん で) J ざ いますよ」 

「はは あ お前さんの 一 座に いなさる？」 

「へいへ いさよう でございますよ」 

「で、 どうして お前さんに は、 『お 妻さん お 妻さん』 と 

泣き声 を 上げて、 うろつき まわ つ て いなす つたので？」 

「へい、 お客さんに 連れられまして、 京へ 来たからで 

ございま すよ」 

「はは あ 逃げた と、 こう 思 つ て、 それで 探しに 来な すつ 

たので？」 

「へいへ いさよう でございますよ」 


「が、 大丈夫 帰りましょう よ。 女 太夫が お客さんと 一 

緒に、 どこかへ しけ 込む というよ うな こと は、 ざら に 

ある ことで ござります からな。 いずれ は 戻る で ござり 

ましょうよ。 そいつ をい ちいち 追つ かけて いたで は、 

女 太夫 はやり きれますまい」 

「それが そうで は ございま せんので」 

「へ—、 なぜ だね、 そうでな いと は？」 

「お 妻 太夫さん は 情 女な ので」 

「惨 女？ へ ー、 誰の 情 女な ので？」 

しぎ まる 

「この 嶋 丸めの 情 女な ので」 

とうとう 金 兵衛は 吹き出して しまった、 「ひどい 目 


に 逢えば 逢う もの だ。 こんな， J となら 親切気 を 出して、 

声な ど 決して 掛ける のじ ゃァ なかった」 

仲間のお 条に 逢おうと いう、 そういう 約束が あった 

むろ 

がた めに、 車屋 町の 隠れ家 を 出て、 烏 丸、 室町、 新 町、 

かまん ざ にしのと ういん 

釜 座、 西 洞院の 町々 を 通って、 千 本お 屋敷と ご用 地と 

の 間の、 露路 まで 急いで 歩いて 来たと ころが、 そうい 

う 道々 を 相 前後して、 片耳の 大きな 図体の 男が、 泣く 

ような 声 を 響かせて、 「お 妻さん お 妻さん」 と 呼んで い 

るので、 なんだか 不思議な 気持ち もした し、 またい じ 

らしく も 思われた ところから、 ついつ い 声をかけ たと 

のろけ 

ころ、 惚気 を 聞かされて しまったの であった。 


「が、 それにしても よくした もの だ、 こんな 片耳の 醜 

男に も、 情 女が あると いうの だからな」 —— 忙しい の 

も 打ち 忘れて、 金 兵 衛は心 を ノン ビリ とさせた。 「よ 

ね ほ  まじめ 

しょし 根 掘って 訊いて やろう」 —— で 金 兵衛は 真面目 

顔 をして 訊いた。 


不具者の 片恋 

「いずれお 妻さん という 女 太夫さん は、 美しい お 方で 


ございま しょうね」 

こう 加工 的の 真面目 顔 を もって、 金 兵衛に 訊かれて 

嶋丸 という 男 は、 相好 を 崩して 二 タニタ 笑い をした が、 

「素晴らしい 美人で ございま すよ。 たとえ ば 

き つ しょう てんにょ 

吉祥天 女 様の ようで」 

「いやいやそう ではあります まい」 

やゆて き 

いよいよ 金 兵衛は 面白くな つた。 で、 揶揄 的に なろ 

うとす る、 そういう 心持ち を 苦心して おさえて、 ます 

ます 加工 的に 真面目 顔 をした が、 

「吉祥天 女 様と いうよう な、 仏く さいお 方で はあり ま 

ま つら さよ ひめ  あだ 

すまい。 松 浦 佐 弔姫康 というよ うな、 ^つぼい 色つ ぼ 


いお 方の はずで」 

「はいはいそう でございます とも、 佐 用 姫様の ように 

仇つ ぼい 女で」 

油 を かけられ ている こと も 知らずに、 嶋丸 という 男 

は 嬉しそうに、 それ こそ 真面目に 答える のであった。 

それが どうに も 金兵衛 にと つて は、 面白く も あれば 

おかしく も ある。 で、 いよいよ 図に 乗った 口調で、 

「やつ がれの 思う ところに よれば、 そのお 妻さん とい 

う 女 太夫さん は、 佐 用 姫様の ように 色つ ぼい と 一緒に、 

みさお 

佐 用 姫様の ように 操が 正しい はずで」 

すると 片耳の 嶋丸 という 男 は、 うなだれて 足 もと を 


睨みつ けた。 なんとなく 悄気た ようすで ある。 

「おや」 と金 兵衛は 意外に 思った が、 揶揄 を 止めよう 

と はしなかった。 「で、 やつ がれの 思惑に よれば、 お前 

さん 一人 だけ を 大切に 守って、 決して ほかへ は 仇し 男 

など は、 お 妻 太夫さん はこしら えない はずで」 

しかし 片耳の 嶋丸 という 男 は、 依然として 足 もと を 

睨みつ けて いるば かりで、 返辞 をしょう と はしな かつ 

た。 図抜けて 大柄な 男 だけに、 悄気 返って いるそう い 

あ-つ 

う 姿が、 おかしみ と 憐れ さ を 二倍に して 見せる。 

「ところで」 と金 兵衛は 吹き出し そうになる 心 を、 大 

変な 努力で 制しながら、 「お 妻 太夫さん と お前さんと は、 


い つ ごろから 深い 仲に なりました ので？」 こう 訊いて 

しばらく 間を置いて、 相手の 男の 返辞 を 待った。 

と、 嶋丸 という 片耳の 男 は、 ようやく 臆病そう な 顔 

を 上げた が、 「私の ほう だけで 想って いるば かりで、 お 

妻 太夫さん の ほうで は 想って いないので」 

おおぎょう 

「え？」 と、 それ を 聞く と金 兵衛 は、 わざと 大仰 に 驚 

いて 見せた が、 

「なんです かい、 それで は、 片恋 なので」 —— しかし 

もちろん 心の中で は、 「そんな こと だろうと 思って い 

たよ」 とこん なよう に 思って いるので あった。 と、 嶋 

丸 は 意外に 順 直に、 


あんばい 

「へ—、 さようで、 そんな 塩梅な ので」 

それから またも 首 を 垂れて、 じっと 足 もと を 睨みつ 

けた。 

や 0 

揶揄しょう という 心持ちが、 そういう 嶋 丸の ようす 

を 見た ために、 にわかに 金 兵衛の 心から 消えた。 「も 

う ひやかす の は 止めに しょう。 正直な 順 直な 好人物ら 

しい。 そうして とうてい 及ばない 恋に、 夢中に なって 

いるら しい。 こういう 男が 思い詰め ると、 どんな 事 を 

ゃリ 出す かわからない」 つまり こんなよ うに 思った か 

ら であった。 で、 ひょいと 話 を 変えた。 

「で、 只今 は お前さんの 一座 は、 どこで 興行 をして お 


リ ますので」 

「大津 の 宿 でございますよ」 

「それじゃ ァ大津 からこの 京都へまで、 お 妻 太夫さん 

を 探しに 来たので？」 

「どこへ でも 探しに まいり ますよ」 

しゅうしん 

「大変な 執心 でございますな あ」 

「死ぬ まで 私 は 思い詰めます。 そうして 私の 死ぬ 時に 

は、 お 妻 太夫さん も 殺します」 

金 兵衛は 急に 寒気が した。 「白痴の 一 念と いうので 

もあろう。 思い込まれ たお 妻と いう 太夫に も、 俺は大 

いに 同情す るよ」  もう 金 兵衛は 別れようと 思った 


「では 嶋 丸さん ご免な すって、 これでお 別れ をいた し 

ましょう」 

「これでお 別れ をいた しましょう。 いろいろ 有難う ご 

ざいました」 

おぼろ  しゃ  かすみ  ね 

朧の 月光と 紗 のよう な 霞と で、 練り 合わされ てい 

るが ために、 千 本お 屋敷と ご用 地との 露路 は、 煙りの 

底の ように 眺められ たが、 その 中 を トボト ボと嶋 丸の 

姿が、 人間の 殻の ように 歩いて 行く。 と、 曲がって 見 

こま J 

えなくな つた。 小 堀 屋敷の ほうへ 行った ようで ある。 

「とんだ 道草 を 食って しまった。 どれ 急いで 走って 行 

こう。 ぉ条姐 ごが 待って いるだろう に」 


しもた てうり  まるた 

金 兵衛は 小刻みに 走り出し たが、 下 立 売から 丸太 町 

を 抜けて、 所 司 代の 番士 のお 長屋の、 塀の 側まで 間 も 

なく 来た。 と、 ぉ条が 立って いた。 

開けられた 窓 

「金ち やん、 どうし たんだよ、 遅かった じ やない か」 

息せ き 切って 走って 来た、 金 兵 衛の姿 を 迎え 取る よ 

うにして、 このように 声をかけ たの は、 徳大寺 卿 を 送つ 


てから、 半 刻 あまり もた たずんで、 じれ 切って いたお 

条 であった。 

と、 金兵衛 はお 条の 前へ、 ピョコ リとー つお 辞儀 を 

したが、 「姐 ご 済みません、 あやまります。 実は 道草 を 

食い ましてね」 

「道草？」 と 聞き返し たがお 条の声 は、 不安な もの を 

持って いた。 

「それで はなに かい、 てきら の 一人と？」 

「なんの なんの」 とそれ を 聞く と、 金 兵 衛は手 を 振つ 

て 払うよう にした が、 「そんなた いした 道草の 種なら、 

あやま  どうけ 

済みません なんて 謝罪り はしません。 ただ 道化者に 


逢った だけで」 

「道化者？ ふうん、 どんな 道化に さ？」 やはりお 条 

は 不安ら しい。 

「へい、 こういう 道化者な ので」 思い出しても おかし 

いという ように、 金 兵衛は 一件 を 話し 出した。 

「お 妻さん という 綺麗な 女 太夫さん に、 片耳で 大男で 

きりょう  しぎ まる 

縹緻の 悪い、 鴨 丸さん という 口上い いが、 片 恋なる も 

の をして いまして ね、 深夜の 京都の 町々 を 『お 妻さん 

お 妻さん』 と 呼び 歩きます ので、 惻隠の情 を 起こし ま 

してね、 私が 事情 をたず ねました ところ …… 」 

「およしよ」 とお 条は 止めて しまった。 「相変わらず 


暢気な 金ち やん じゃァ ないか。 お前さん そんな ものに 

かかりあつ ていたの かい」 

あんばい 

「ざっとそう いった 塩梅で。 もしなん なら もっと 詳し 

いところ を  」 

「よして おくれよ、 聞き ゃァ しないよ」 

ぉ条 はなん となく 不快そう であった。 と、 そういう 

不快そう なお 条の、 浮かない 気分が 感ぜられ たらしい、 

金 兵衛も いくらか てれた ように、 しばらくの 間 無言で 

ヽ 二、、 ゝゝ 

レたカ 

「それ はそうと 姐 ごどうし たんで、 今夜 ここ へ 来る よ 

ことづて 

うにと、 私に 伝言 をな すった ので、 そこで やって は 来 


たんです が、 どういう ご用が おありな さるので？」 

「ああそう、 そう、 話して あげよう」 

ようやく 機嫌 をな おしたら しい、 ぉ条は 気軽そう に 

こういつ たが、 かたわらに 立って いた 長屋の 土塀へ、 

ヒ ョ ィ とば かりに 指 を さした。 

「ね、 ご覧よ、 楽書きが あるから」 

—— で、 金 兵衛は 土塀 を 見た。 

「お ッ、 これ は 例の 和歌 だ」 

「そうと もそうと も 例の 和歌 だよ」 

「で 誰が 楽書き をし たんです い？」 

「つい お前さんの 鼻の 先の 人 さ」 


「あ ッ、 それじゃ お前さん だ」 

「あいよ あいよ 妾が 書いた のさ」 

「なんで？」 と金 兵衛は 怪訝そう にした。 

「ああ さ、 大物 を 手に入れる ために さ」 

「大物？ へ ー い。 どなたの ことで？」 

こ-つ さ 

「徳大 寺 大納言 公 城 様 さ」 

「え？」 

「そうな のさ！」 

「そいつ ァ 本当で？」 

「どうだい 細工 は？」 

「りゅうりゅう ですな あ」 で、 二人 は 寄り添つ たが、 


互いに ひそひそと ささやき 合った。 とお 条が声 を 上げ 

た。 

「 …… といった ような やり 口で、 徳大寺 様の ご注意 を 

引いて、 わざとお 声をかけさせて、 そうしてお 心 を 引 

き 付けて、 妾と いう もの を 植えつ けたの さ」 

「そうした 結果と いう ものが …… 」 

「出入り を 許す、 訪ねて 参れ！ というと ころへまで 

漕. ぎつ けたの さ」 

「姐 ご、 明日に もお 訪ねし ましょう」 ここで 金 兵衛は 

嘆息 を 洩らした。 「いろいろの 芸当 を 持って いるので、 

姐 ご は 全く 幸せ だよ」 


「さあ 帰ろう よ」 

「お供し ましょう」 

依然として 四辺 は 月の 光と、 紗 のよう な 霞の 世界と 

であった が、 そういう 世界 を 分ける ようにして、 ぉ条 

と金 兵衛 とが 立ち去った 時に、 木蓮の 花の 咲いて いる、 

とびら 

一軒のお 長屋の 窓の 扉が、 —— その 時まで 細目に 開 

いていた が、 この 時 一杯に 押し あけられて、 主人の 

矢柄 源 兵衛の 顔が、 戸外へ 黒く 突き出された。 

「すっかり 見 もし 聞き もした よ。 組頭へ さっそく 

ごんじょう 

言上 しょう」 

—— で、 ぉ条 と金 兵衛 との 二人が、 立ち去つ たほう 


ほ つ たん 

を 見送った が、 以上 を 物語の 発端と して、 次回から 序 

曲に はいる ことにしよう。 


奉書 取り 

三回ば かり 足 を 早めて 書こう。 

ここ は 京都の 烏 丸 通りの、 徳大寺 別邸の 裏庭で ある。 

いちう  ちん 

植え込みが しげく 繁 つていて、 一 宇の 亭が 立って いる。 

時刻 は 夜で 星が ある。 


亭で 話して いる 二人が ある。 一人 は 主人の 徳大寺 卿 

ざ むら い 

で、 一人 は 公卿 武士の 清左衛 門であった。 

とめが 

「これ こそ 大切の 巻き 奉書 だ、 留 書き 奉書と い つ て も 

よい。 大 先生へ お渡しす るよう」 

「かしこまりましても  /ざり ます」 

「で、 すぐに も 出立す るよう」 

「かしこまりまして ござります」 で、 清 左 衛門は 植え 

込み をく ぐって、 どこと も 知れず 立ち去って しまった _ 

と、 その 時 一所で、 物の うごめく 気配が したが、 夜 

鳥 か？ それとも 風の 音であろう か？ いやいや 人間 

がいた ので ある。 


番士の 矢柄 源兵衛 であった。 

「青 公卿 どもが 懲りようと はせ ずに、 またも 陰謀 を 企 

てて いるそう な。 ご 城代 様に はお 心に かけられ、 この 

おんみつ 

俺 を 隠密に 仕立て上げて、 ここの 邸へ 入り込ませ たが、 

大変な 話 を 聞いて しまった。 …… よしよ しこれから 

追つ かけて 行って、 叩つ 切って 奉書 を 奪い取って やろ 

う」 

で、 庭から 忍び 出た。 

徳大寺 卿 は 知る 由 もない。 亭に腰 を かけて 黙念と し 

ている。 

と、 二つの 人影が、 植え込み をく ぐって 現われて 来 


た。 

へ ん めん 

一人 は 美しい 娘であって、 一人 は 変 面の 小男で あつ 

た。 

「ああ 参った か、 ご苦労 ご苦労、 用と いうの は ほかで 

もない、 今 大切の 巻き 奉書 を、 青地 清左衛 門へ つかわ 

して、 大 先生へ もたらせ たが、 道中の ほどが 心 もとな 

い。 で、 その ほうた ち 二人へ 命ずる、 それとなく 清 左 

衛門を 警護す るよう。 なお 江戸の 地へ 着いたならば、 

大 先生の 指揮の 下に、 何かと 事 を 運ぶ よう。 これ だけ 

の 用事 だ、 さあさあ 行け」 で、 娘と 小男と は、 一 礼 を 

して 立ち去つ たが、 後 は 徳大寺 卿 一人と なった。 「万 


端う まく 行けば よいが」 心に かかる ようすで ある。 

うつぎ  ざくろ 

卯 木の 花が 咲いて いる。 石榴の 花が 咲いて いる。 泉 

水に 水禽で もい るので あろう、 ハタ、 ハタ、 ハタと 羽 

音が する。 

「皇室の 衰微 も はなはだしい。 王覇の 差別 も なくなつ 

てし まった。 どうと もして 本道へ 返さなければ ならな 

びぎん 

い」 徳大寺 卿 は微吟 をした。 

忠 怠於宦 成、 病 加 於 小 愈。 禍生於 懈惰、 孝衰於 妻子。 

細い 美しい その 声が、 花木で 匂う 夜気の 中 を、 絹糸 

のように 漂って 行く。 


さて その 日から 数日た つた。 

ここ は 箱 根の 山中で ある。 

一 人の 武士が 急いで 行く。 と、 背後から 一 人の 武士 

が、 小 走って 来て すれ違つ たが、 抜き 討ちに 一 刀に 叩ッ 

切った。 

悲鳴、 血汐、 それつ きりであった。 叩つ 切った 武士 

は 手 をのば すと、 死骸の 懐中から 巻き 奉書 を 出した。 

「うむ、 これでい い。 …… お届けしょう」 で、 その 武 

土の 走り去った 後 は、 死骸ば かりが 残って いた。 

日が テラ テラと 照って いる。 木々 の 新 葉が 光つ て い 

る。 老鶯の 声が 聞こえて いる。 が、 一人の 人通り もな 


ち だま  あり 

い。 血 溜りの 中で 幾 匹 かの 蟻が、 もがき 苦しんで 這い 

まわ つてい る。 

と、 二つの 人影が、 峠の 道へ 現われた。 

「しまった、 姐 ご、 殺されて いる。 清 左衛門 様が 殺さ 

れ ている」 それ は 変 面の 小男であった。 

「しらべて ご覧よ、 巻き 奉書 を」 こう 叫んだ の は 娘で 

あった。 二人で 死骸 を しらべた が、 巻き 奉書の ある は 

ず 力る レ 

「切られた はほんの 今し方ら しい。 切った 野郎 を 追つ 

かけて 行こう」 

がってん 

「合点！ 姐 ご、 追つ かけやしょう」 で、 二人 ははせ 


下った が、 追いつく ことができ るだろう か？ 

くぐ 

江戸の 本郷の 一画に りっぱな 邸が 立って いた。 潜り 

戸 を トン トンと 打つ 者が ある。 

「どなたで ござるな、 かかる 深夜に …… 」 


一 一隻の 屋形船 


「京都 所 司 代より まいり ましたる もの、 大切の 文書 を 


たず さ えて ござる。 至急 ご主人に お 目に かかりた く、 

この 段お 取次ぎ ください ますよう」 門番の とがめた 声 

に 答えて、 表の 声が こう 答えた。 

「で、 ご 姓名 はなん といわれる」 

r 番士 の 矢柄 源 兵衛と 申す」 

「よろし ゆう ござる。 おはいり なされ」 で、 潜り戸が 

ギ ー と あいて、 源 兵衛の 姿の 吸い込まれた 後 は、 ひつ 

そリ として 寂しかった。 拍子木の 鳴る 音が する。 遠く 

で 犬の 吠え声が する。 

で、 要するに それだけであった。 


こういう 事件の あってから、 数日た つた ある 日の 夜 

大 川の 流れ を 屋形船が、 ニ隻音 もな くす べっていた。 

ともしび 

その 一隻の 屋形船に は、 不思議に も燈 火が ついてい 

ない。 で、 真っ暗な 船で ある。 漕いで いる 船頭の 姿 さ 

え、 陰影の ように 真っ黒 だ。 

が、 お 客が 一人あった。 どうやら みすぼらしい 浪人 

らしい。 屋 形の 中に 端坐して、 物音 を 聞いて いるら し 

ヽ o 

レ 

船 は 下流へ すべ つて 行く。 

あんどん 

が、 もう 一隻の 屋形船に は、 行燈が 細々 とと もって 

いる。 三人の 客の 影法師が、 屋 形の 障子へ うつって い 


る。 

お も 

その 面 ざしが よく 似て いる。 どうやら 三人 は 兄弟ら 

しい。 その 中の 二人 は 武士で あつたが、 一人 は 前髪 を 

立てた ままの、 十七、 八 歳の 少年であった。 

ほんぽう 

「私に は 兄 上の ご 行動が、 奔放に 過ぎる ように 存ぜら 

れ ます。 不安で 不安で なり ませぬ。 少し ご注意く ださ 

あき 

いますよう。 少なくも 石 置き場の 空 屋敷な どへ は、 あ 

まりお 行きに なり ませぬ よう、 願わしい ものに 存じ ま 

す」 

おもて  いさ 

誠実 を 面 に 現わして、 諌め るよう にそうい つたの は、 

その 前髪の 少年 武士であった。 


が、 兄 上と 呼ばれた 武士 は、 物に かかわらない 性質 

と 見えて、 聞き入れる ようす も 見えなかった。 

「一 つの 仕事 を 仕 とげよう とする に は、 相当の 危険 を 

おか 

冒さなければ ならない。 あの 石 置き場の 空 屋敷な ど は、 

たいして 危険な 場所で はない よ。 集まって くる 連中の 

なかには、 なかなか 面白い 手合いが ある。 ああい う 手 

まじわ 

合いと 交際る の も、 必要が あろうと いう もの だよ。 そ 

れ より 俺 はお 前へ いいたい、 お前 こそもう 少し 元気 を 

出して、 こと を 大胆に 振る舞う がよ い。 お前の 姉の 鈴 

江な ど は、 女ながら も 心得た もの だ、 俺と 行動 を 一に 

して、 いつも 俺 を 助けて くれる。 空 屋敷な どへ も 一緒 


に 行く。 お前に も そのよう になって ほしい」 

兄 上と 呼ばれた 青年の 武士 は、 このように いくらか 

たしなめる ようにい つたが、 憎く 思って いったの では 

は き 

なくて、 弟に 覇気 を 持たせよ うとして、 むしろ 慈愛 的 

にいつ たようで あ つ た。 

が、 弟の 少年 武士に は、 かえって それが 不安そう で 

あった。 「その 姉上の ご 行動 も、 私に は 心配で なり ま 

せぬ。 やはり 女子 は 女子ら しく、 おとなし くご 行動な 

さいます ほうが、 およろ しいよう に存 せられます」 こ 

ういつ て かたわら を 振り返った。 

そこに 娘が すわって いた。 二十歳ぐ らいの 年格好で 


ある。 快活で 無邪気で 大胆ら しい。 

顔 の 表情 や 態度で わかる。 さっきから 黙って 微笑 を 

して、 二人の 話 を 耳に していた が、 行燈の 前へ 左手 を 

てのひら の 

差し出し、 掌 に 載って いる 数十 本の 針の、 数 を 右の 

指で かぞえ 出した。 「これが 雄 針、 これが 雌 針、 これが 

雄 針、 これが 雌 針 …… 五十 本の 針 さえ 持って いたら、 

わたし  こわ  わしず しちべ え 

妾に はなんだ つて 怖く はない。 …… 鷲津七 兵衛、 

どろ こっちの すけ  ねぎし とかく  へんみむ しゃ  わざ 

泥 子 土 之 助、 根 岸 兎角、 逸見 無 車、 妾 は 吹き 針の 業に 

かけたら、 この 人た ちに だって 負けない 気 だよ」 

で、 弟 を 振り返つ たが、 

やさ 

「小 次郎 や、 お前さん は 優し 過ぎる よ。 もっと やん 


ちゃになる がいいよ。 この 妾の ように お転婆に おな 

リ」 またもや 針 を 数え 出した。 この 船 も 下流へ すべつ 

て 行く。 

一間 あまりの 距離 をお いて、 ニ隻の 屋形船が すべつ 

て 行く。 

と、 小 次郎が 気が かりそう に 訊ねた。 「兄 上、 どちら 

へ 参られます ので？」 

へ さき 

「石 置き場の 空 屋敷へ 行く の だよ」 二 隻の船 は 船首 を 

y え た 


宣戦の 小柄 


「石 置き場の 空 屋敷へ 行く の だよ」 と、 兄なる 武士に 

明かされて、 小 次郎は 仰天したら しかった。 

で、 何 かいおう とした。 

と、 それ をお さえる ように、 兄なる 武士 はいい つづ 

けた。 「鈴 江と 相談 をした の だよ。 小 次郎へ 勇気 をつ 

けて やろう、 小 次郎へ 歓楽 を 味わせ て やろう。 それに 

は 二人で おびき 出して、 石 置き場の 空 屋敷へ 連れて行 

くの が、 一 番手 早くて よろしかろう とな。 …… 何もい 


わずに ついて おいで、 そこに はいい ものが あるの だか 

わし ちまた 

ら。 …… そうして お前 は 聞く がよ い。 俺が 巷 へ 呼び 

かけた 声が、 どんなに 大勢の 口々 によって、 叫ばれて 

いるかと いう こと を」 

しかし どうに も 小次郎 にと つて は、 空 屋敷へ 行く と 

いう ことが、 恐ろしく も 不快に も 思われる らしい。 

「いやで ござります、 いやで ござります」 身 もだえ を 

していう のであった。 

それが 鈴 江に はお かしかった らしい。 明るい あけつ 

ぱ なしの 笑い 方 をした が、 

「まあまあ 一度 は 行って ごらんよ。 悪い 所ではないの 


だから。 一度 あそこの 味 を 知ったら、 私たち 二人が 誘 

わないでも、 たいがい 一人でお 前さん から 進んで、 し 

おしろい 

げしげ 通うよう になる だろう よ。 …… 白粉の 匂い、 口 

紅の 色、 カラン カランと いう 賽コ 口の 音、 お 酒、 ご馳 

走、 いい 争い、 悪口、 組 打ち、 笑い声 …… それでいて 

みんなが 仲が よくて、 そのく せみん なが 仲が 悪くて、 

しかも 元気で 活気が あって、 そうして 全体が 平和な の 

だよ」 

「そうだよ」 

といった の は 兄に あたる 武士で、 莞爾 という 言葉に 

うってつけの 笑い を、 その 口 端に 漂わせた が、 鈴 江の 


話の 後 をつ づけた。 

「そこへ 集まって 来る 人間 こそ は、 人間の 中の 人間な 

かざ リ  み え  きれい 

の だよ。 虚飾 だの 見得 だの 外聞 だの、 ないし は 儀礼 だ 

のとい うような もの を、 セ セラ 笑って いる 人間な のさ。 

が、 他面から いう 時には、 浮世の 下積みに なって いる、 

憐れな 人間 だとい うこと がで きる。 で、 彼ら は 怒って 

いるの だ。 浮世と 浮世の 人間と をな。 …… そうして そ 

ういう 人間 こそ、 本当の 人間 だとい うこと がで きる。 

つきあ 

本当の 人間と は 交際った ほうが い い。 いざと いう 場合 

に 役に立つ」 

しかし やっぱり 小次郎 として は、 石 置き場の 空 屋敷 


へ 行く という ことが、 どうに も 心に 染まない らしい。 

で、 頑固に いうので あった。 

「いやで ござります、 いやで ござります」 しかし 小 次 

郎の 思惑な どに、 船 はか かわろうと はしなかった。 

下流 へ 下流 へ とすべ つ て 行く。 

大 川の 流れ はかなり ゆるやかで、 そうして 水上 は 暗 

かった。 

しかし 対岸の 西 両国に は、 華やかな 光が ともって い 

た。 船宿 だの 料理屋 だの 水茶屋 だのが、 岸に 並んで い 

へやべ や  ともしび 

るからで ある。 水へ 向いた 室々 の 窓 や 障子に、 燈 火の 

光が 橙き にさして、 それが 水面に 映っても いた。 


三味線の 音な ども まれ まれに 聞こえる。 

一 一隻の 屋形船 はすべ つ て 行く。 

石 置き場の ほうへ 行く ので ある。 

大川を 右へ それたならば、 一 ッ目 橋と なる であろう _ 

たもと 

一 ッ目 橋の 抉から、 水 戸 様 石 置き場へ 上がる ことが 

できる。 

ほかげ 

こうして 三人 を 乗せた ところの、 燈 影の 暗い 屋形船 

が、 一 ッ目 橋の ほうへ それよう とした 時に、 一 つの 意 

外な 珍事が 起こった。 

浪人 者の 乗って いる、 燈火 のつ いていない 屋形船 か 

ら、 一本の 小柄が 投げ出されて、 三人の 兄弟の 乗って 


うすべ リ 

いる、 屋形船の 障子 を つらぬいて、 薄縁の 上へ 落ちた 

ことで ある。 

その 柄に 紙片が 巻きつけて ある。 

「私情から 申しても 怨みが ござる。 公 情から 申せば 主 

義の 敵で ござる。 貴殿に 闘い を宣 する しだい、 ご用 

そうろう  もも  い きゅう ま  そく ひょう ま 

心あって しかるべく 候 。 —— 桃ノ 井久 馬の 息 兵馬よ 

やまがた もん や 

り 山 県紋也 殿へ」 

紙片に 書かれた 文字で ある。 兄 上と 呼ばれた 青年の 

け わ  ちゅうちょ 

武士 は、 さすがに その 眼 を 険しく はした が、 躊躇し よ 

うと はしなかった。 同じ 小柄へ 紙片 を 巻きつけ、 相手 

の 屋形船へ 投げ返し たが、 紙片に は 文字 をこう 書いた。 


「心得て 候。 山県紋 也より」 と。 

以上の 三回 を 序曲と して、 いよいよ 本筋へ はいる こ 

とに する。 

その 翌日の ことで あつたが、 ニヤ リニ ャリと 笑いな 

がら、 西 両国の 広小路 を、 人 をつ けて 行く 人物が あつ 

た。 

武士ば かり を 狙う 


ニヤ リニ ャリと 笑いながら、 人 をつ けて 行く 人物が 

あいみ じん  あわせ  どつ こ  せった 

あった。 藍 微塵の 袷に、 一本 独鈷の 帯、 素足に 雪駄 を 

まげ  きゃん 

突つ かけて いる。 鬍の 形が 侠であって、 職人と も 見 

えない。 真面目に 睨んだら 鋭かろう。 だが、 現在 は 二 

ャリ ニヤ リと、 笑 をた たえて いるが ために 優しく 見え 

る 大形 眼の、 鼻 は 高い が 節が あるので、 十分 りっぱと 

いう こと はでき ない。 特徴の あるの は 薄手の 口で、 こ 

れ また 真面目に 引きし めたならば さぞ 酷薄に 見える だ 

ろう。 ところが 今 は 笑って いるので、 愛嬌 あふれる ば 

かりで ある。 年の 格好 は 四十 一、 二で、 精悍ら しく 小 

兵で ある。 


「あ、 やりお つた、 また やりお つた。 ずいぶん 上手に 

はたくな あ」 

口の 中で つぶやい てつけて 行く。 

ふところ 

この 人物 は 何者であろう？ 誰かが 懐中 をの ぞいた 

ねずみいろ 

ならば、 すこし ふくらんだ ふところの 中に 鼠色 をし 

ほじょう  しゅぶ さ 

た 捕 網と 白 磨き 朱 総の 十手と が、 ちゃんと 隠されて あ 

る ことに、 きっと 感づいた に 相違ない。 そうして その 

めあか 

人 はいう だろう 「ははそう か、 目 明し なのか」 と。 

この 人物 こそ 目 明し なのであった。 住居 は 神 田 代官 

町で、 そうして その 名 を松吉 といった。 そこで 綽名し 

て 代官 松 —— などと 人 は 呼んだり した。 乾 児 も 七、 八 


人 持って いて、 目 明し 仲間での 腕つ こきであった。 

「あ、 やりお つた、 また やりお つた、 ずいぶん りっぱ 

に はたくな あ」 

またも 口の 中で つぶやい たが、 依然として ニヤ リニ 

ャリと 笑い、 悠々 としてつ けて 行く。 

つけられて いるの は 二人の 掏摸で、 これが また 変 

ふ うさ い 

わった 風采であった。 すなわち 一人 は 女で あり、 町 娘 

ふうに やつして いる。 水色かった 振り袖 を 着、 鹿 子 を 

かん ざし 

かけた 島田鬍 へ、 ピ ラビラの 簪 を さしてい る。 色が 

めざ  きりょう 

白くて 血色が よくて、 眼 醒める ばかりに 縹緻 がよ い。 

いいぐさ  あだ 

古い 形容 だが 鈴の ような 眼つ き、 それが きわめて 仇つ 


ぼい。 で、 この 眼で 笑われたならば、 たいがいの 男 は 

グンニ ャリ となろう。 

ところで 鼻 だが オン モリと 高く、 そうして 上品に な 

だら かで ある、 口 はとい うに まことに 小さく、 その上 

いうと ころの 受け口で これが また 非常に 色 つぼい。 

ニッと 笑って 前歯で も 見せたら、 おそらく 男はフ ラフ 

ラ となろう。 その 年 ごろ は 十八、 九で、 r 一十 歳まで は 

せい  や 

行 つ てはいないだろう。 身長が 高くて 痩せぎ すで ある。 

首なん か 今にも 抜けそう に 長い。 

その 女 掏摸と 並びながら、 手代 ふうの 若い 男が 行く。 

相棒で ある こと はいう まで もない。 どこか 道化た 顔つ 


きで ある。 薄くて 細くて 短い 眉毛、 それと 比較して 調 

和の とれた、 細くて 小さくて ショボ ショボ した 眼つ き、 

獅子鼻で はない が 似た ような 鼻、 もうこれ だけで も 

ひいきめ 

貝 頭 属目に 見ても、 美男で あると はい われない。 その上 

に 口が 大変 物で ある。 俺 は 自信の ある 雄弁家 だとそう 

披露で もして いるよう に、 やけに 大きく 薄い ばかり か 

そっぱ 

反歯で さえ も あるので ある。 年 は そち こち 二十 八、 九 

か、 色 浅黒く 肥えて いる。 

で、 二人 を 一見 すれば、 相当 大家の 商人の 娘 を、 醜 

い 手代が お供して、 歩いて いると いう ことができる。 

が、 二人へ 接近して、 その 会話 を 聞いたならば、 胆を 


冷す に 相違ない。 

I 姐 ご、 あいつ は 関東 方で」 「そうかい、 それじゃ ァ 引つ 

こ 抜いて やろう」 「おっとお つと 今度 はいけ ない、 あの 

お 侍さん は 京師 方で」 

「そうかい そうかい 止めに しょう」 などと いっている 

の だから。 

さて そのす り 方 だが 見事であった。 つまり こんなよ 

うにす るので ある。 向こうから 武士が やって来る。 と 

人波に 押された かの ように、 ヒ ヨロ ヒ ヨロと 女 掏摸が 

よろめいて 行って、 武士の 胸 もとへ ポン とぶ つかる。 

そそう 

「とんだ 粗相 をいた しました。 ホッ、 ホッ、 ホッ、 ご 


めん あそばせ」 例の 眼で 笑い 例の 口で 笑う。 と、 ぶつ 

かられた 武士で あるが、 ぶつかられた 瞬間に はちよ つ 

と 怒る。 

「注意し やつし やい！ 粗忽 千万な！」 よくよく 見る 

と美 形で ある。 で、 ガラリ と 調子が 変わる。 「これ は 

これ は 娘 ごで。 大事 ござらぬ、 ハツ、 ハツ、 ハツ。 も 

しなんな らもう 一度で も」 それから 同僚 を 振り返って 

「拙者 非常 に 幸福で ，、- 」 ざる」 

だが 非常にお 気の毒で ある。 もうこの ころに は 懐中 

物 は、 とうに すられて いるの だから。 

す リ 

そういう 掏摸 をつ けながら、 代官^ は 捕えよう とも 


せずに、 悠々 と 歩いて 行く のであった。 

「武士ば かり をす るの が 不思議 だよ」 これが 松 吉には 

不思議な のであった。 

偉い お 方 をす りゃァ がった 

「武士ば かり をす るの が 不思議 だよ。 いったい どうし 

たという のだろう？ それに さ、 も 一 つ 変な ことがあ 

ふちょう 

る。 関東 方 だの 京師 方 だのと、 妙な 符牒 をつ けて いる。 


どうも 俺に はわから ない よ。  と、 こういうと 穏当 

なの だが、 ナ ー 二 俺に はわ かってい る。 だから いっそ 

う 眼が 放されない」 

目前に 男女の 二人の 掏摸が、 ボン ボン 仕事 を やって 

いるの を、 目 明した ると ころの 代官 松が、 引っ捕えよ 

うと もしな いのは、 そういう 疑念が あるから であ つ た- 

すなわち 二人の 男女の 掏摸が 「関東 方 だ、 京師 方 だ」 

と、 符牒 をつ けて 分けへ だて をして、 関東 方の 武士ば 

かり を、 狙って するとい うこと が、 ひどく 疑わしく 思 

われる からであった。 

「どうやらき や つらの 残党 どもが、 最近に 江戸へ 入り 


込んで 来て、 何やら 策動 をして いるそう だ。 …… こい 

つら 二人の 男女の 掏摸 も、 なんとなくき やつらの 残党 

らしい。 …… 取って おさえる の は 訳 はない が、 それよ 

り ももう 少しつ けて 行って、 はたしてき やつらの 残党 

なのか、 そうでな いか を 確かめて やろう。 その ほうが 

俺に は 大事な の だからな」 で ニヤ リニ ャリ 笑って、 二 

人の 後 をつ ける ので あ つ た。 

処は 名に 負う 江戸 一 番の 盛り場の 両国の 広小路で あ 

る。 で、 往来の 両側に は、 女 芝居 や 男 芝居の、 垢離 場 

の 芝居小屋が 立って いる。 軽業、 落語、 女 義太夫 —— 

などの 掛け小屋 も かかって いる。 木戸銭 はたい がい 十 


六 文で、 芝居の 中 銭 も 十六 文、 I といった ような 安 

物で ある。 

のてんげ いにん  もろもろ  よしず  テント 

野天 芸人の 諸ぶ も、 葦簾 を 掛けたり 天幕 を 張って、 

とりむすめ 

その 中で 芸を 売って いる。 「蛇使い」 も あれば 「鳥 娘」 

こま  かご 

も ある。 「独楽 廻し」 も あれば 「籠抜け」 も ある。 「で 

さいもん 

ろで ろ 祭文」 や 「居 合 抜き」 「どっこい どっこい」 の 

かけもの 

賭博 屋 から 「銅の 小判」 というよ うな、 いかもの 屋ま 

でも 並んで いる。 そういう 間に 介在して、 飲食店が で 

きている。 卵の 花 〔# 「卵の 花」 は ママ〕 寿司、 鰯の 

て ん ぷ ら  え び  かば や  まめかす 

天麩羅、 海老の 蒲焼き、 豆 滓の 寿司 —— などと いうよ 

うな 飲食 吉で、 四 文 出せば 口に はいろう という、 うま 


くて 安い 食物ば かり を、 選んで 出して いる 飲食店な の 

である。 

大 川に 添った 川岸に は、 水茶屋が ビッ シリと 並んで 

いる。 軒 を 並べて いると ころから、 これ を 一名 並び 

ちゃや 

茶屋 ともいう。 

うれ  うきぶ ね  あおやぎ  ふで ふと 

「梅 本」 「嬉し 野」 「浮 舟」 「青柳」 など、 筆太に 染め出 

あさぎ  のれん 

した、 浅黄の 長い 暖簾な どが、 ヒラリ ヒラリ となび い 

ている。 店の 作りが 変って いて、 隣リの 店との へだて 

やなぎ はら  たか 

がない。 隣り 同士で 話が できる。 「柳 原へ 出る 夜鷹の 

ベ つ びん 

ひととせ、 そり ゃァ とほうもない 別嬪で。 ためしに 

買って ご覧なさい」 「へ い へ ぃ昨晚 こころみました」 「あ 


あさよう か、 お 早い ことで」 などと いうよう な 会話 も 

できる。 銀 ごしら えで は あるまい か？ そんなよ うに 

ちゃがま 

も 思われる ほどに、 ピカピ 力 光る 大きな 茶釜が、 店の 

片隅に 置いて ある。 そこから 白 湯 を 汲み出して は、 桜 

あつで 

の 花 をポッ チリ 落とし、 それ を 厚手の 茶碗な どへ 入れ 

あだ もの 

て、 お 客の 前へ 持って来る。 持って来る 茶屋 女が 仇 者 

であって、 この 土地の 名物で ある。 抜ける ような 綺麗 

えりあし  ひや 

な 頸 足 をして、 冷つ くような 素足 をして、 臆面もなく 

ちかごろ  み， R ぎ 

客へ 見せて、 「おや、 近来お 見限りね」 —— はじめての 

お 客へ 向かって さえ、 こんなお 世辞 を 振り まくので 

あった。 


そういう 建物に はさまれて、 広々 と 延びて いる 往来 

に は、 今や 人が 出盛って いた。 勤番 者ら しい 武士が 行 

けば、 房 州 出ら しい 下女 も 行く。 職人 も 通れば 折 助 も 

そうしょう  いなせ とび 

通る。 宗匠ら しい 老人から、 俠な鳶 らしい 若者 も 通 

る。 ごった返して いるので ある。 時刻から いえば 夕暮 

れ 近くで、 カツと 明るい 日の 光が、 建物に も 往来に も 

のぼ リ 

みなぎつ ている。 その 中で 幟が ハタ ハタと ひらめき、 

その 中で 絵 看板が 毒々 しく 輝き、 そうして その 中で 太 

鼓の 音が、 ォデデ コォデ デコと 鳴って いる。 万事が 明 

るく 花やかで、 そうして 陽気で 賑やかであった。 そう 

いう 境地 を 縫いながら、 二人の 掏摸が すって まわる、 


そうして それ を 代官 松が、 笑いながら つけて 歩いて 行 

「あ、 また やった な あ、 またはた いた。 ずいぶん 綺麗 

に はたくな あ。 ああ も 綺麗に 仕事 をされ ると、 俺と い 

えど も 感心す るよ」 感心しながら つけて 行く。 が、 そ 

の 直後に 代官 松 は、 感心して ばかり はいられ ないよう 

な、 一 つの 事件に ぶっかる ことにな つた。 というの は 

群衆 を 分ける ようにして、 一 人の 威厳の ある 大身ら し 

い 武士が、 二人の 家来 を 供に 連れて、 行く手の ほうか 

ら 歩いて 来たの を 娘 姿の 例の 掏摸が、 例の ごとくに し 

てす つたから である。 


「あり ゃァ 『本郷 の 殿様』 だ！ 偉い お 方 をす りゃァ 

がった。 こいつ ァ うつち やって はお かれない！」 


追う 者と 追われる 者 


「本郷 の 殿様」 と 呼ばれた 武士 は、 まことに 威厳の あ 

る 風采であった。 年の 格好 は 五十 歳 あまりで、 鬢 髪に 

塩 を まじえて いる。 太く うねって いる 一文字の 眉 は、 

臥 蚕と いう 文字に うってつけ である。 眼 は 細くて 切れ 


長で、 眼 尻が 耳まで 届いて いると、 そう もい いたい ほ 

かみそり 

どで ある。 その 眼の 光の 鋭い こと は！ まさしく 剃刀 

くぼみ 

の 刃であった。 鼻の 附け 根に は 窪 味がなくて、 額から 

すぐに、 盛り あがって いる。 小鼻が 小さくて 食い 上 

かぎばな 

がって いる。 で、 そのために 高い 鼻が、 完全の 鉤鼻 を 

くちびる 

なして いる。 鼻の 下から 唇 へ つづく、 人中の 丈が 短 

けんさき がた 

くて、 剣先 形 をな している。 すなわち 貴人の 相で ある _ 

ところが 口 は どこに あるの だろう？ そんなに もい わ 

なければ ならない ほどに も、 唇が 薄くて 引き締つ て い 

た。 で、 一 見 酷薄に 見える。 が、 左右の 端に、 深い 

えくぼ  あご 

笑 窪が できて いるので 酷薄の 味 を 緩和して いる。 顎の 


中央 を 地閣と いうが、 そこの 窪 味が きわだ つ て 深い。 

これ は 剣難の 相で ある。 がそう いう 欠点 も、 広い額、 

L こ  まお 

厚い 垂れ 頰、 意志 強そう ないかめ しい 顎、 そういう も 

はくせき 

のが 救って いる。 驚くべき は 顔色であって、 白皙に 赤 

味 を 加えて いる、 二十歳 時代の、 青年の 顔の 色 そつく 

りと いうべき であった。 鉄色の 羽織 を 着て いたが、 そ 

うずらお リ  だきみ ようが 

れは 高価な 鶉 織らし く、 その 定紋 は 抱 茗荷で ある。 

はかま せ いこうお リ 

はいている 袴 は 精 好 織で 仕 立 上がり を 畳へ 立てたら、 

すい 

崩れずに ピ ンと立 つで もあろう か、 高尚と 高価と 粋と 

堅実と を、 四つ 備えた 織物と して、 この 時代の 少数の 

貴人た ちが、 好んで 用いた 品で ある。 さて 帯びて いる 


大小で あるが、 鞘 は 黒塗りで 柄 糸 は 茶で、 鍔に 黄金の 

象眼で も あるの か、 陽 を 受けて 時々 カツと 光る。 

そういう 風采の 人物で あつたが 決して 四辺な ど 見廻 

そうと はせ ずに、 グッと 正面へ 眼 をつ けた ままで 歩調 

正しく 歩いて 来る。 まさかに 円光と はい われない けれ 

ど、 異様に 征服 的の 雰囲気と はいえ る、 そういう 雰囲 

気が立って いるかの ように、 その 人物が 進む につれ て 

みなぎり 流れて いる 群衆が、 自然と 左右へ 道 をよ ける。 

で、 搔き 分ける 必要 はなく、 歩いて 来る ことができる 

のであった。 そうして シ トシ トと 歩いて 来て 垢離 場の 

芝居小屋の 前まで 来て、 通り過ぎよ うとした 時に、 娘 


姿の 例の 掏摸が、 例によって 人波に 押された かの よう 

に、 ヒ ヨロ ヒ ヨロと よろめいて 出た が、 ボンと 「本郷 

からだ 

の 殿様」 の 胸へ、 美しい 身体 をぶ つつけ たのであった。 

そそう 

「とんだ 粗相 をいた しました。 ホッ、 ホッ、 ホッ、 ご 

免 あそばせ」 —— で、 ス ルリと 抜けた ので ある。 だが 

その 瞬間に 右の 手が 上がって、 真白い 腕が 肘の 辺まで 

現われ、 それが 夕陽に ひらめいた。 どうやら 何 かを投 

げたら しい。 それ を 受け取った 者が ある。 手代 ふう を 

した 相棒の 掏摸で、 両手 を ヒョィ と 腹の 前へ 出す と、 

落ちて 来た 何 か を チョロ リと 受け、 ス— ッと 袖の 中へ 

入れて しまった。 眼に も 止まらない 早 わざで ある。 で、 


男女の 二人の 掏摸 は、 人波 をく ぐって 歩き 出した。 

すられた 「本郷 の 殿様」 は、 すられた ことに 気づか 

なかった らしい。 変わらぬ 歩き 方で 歩いて 行く。 しか 

しぶつ かられた 一刹那に は、 さすがに ちょっと ばかり 

驚いたら しく、 いくらか 胸 を 反らす ようにし たが、 切 

れ 長の 細い 眼 を パッと 開いた。 と、 夕陽の 加減ば かり 

ではなくて、 本来が 鋭い 眼 だからで もあろう、 瞳の あ 

おき 

たりに 燠の ような 光が、 チラ、 チラ、 チラと 燃える よ 

うに 見えた、 妖精 じみた 光で ある。 が、 それと てほん 

まぶた 

の 一瞬間で、 上 眼瞼が すぐに 瞳 をお おうて、 もとの 通 

りの 細い 眼と なった。 そうして あえて 叱ろうと もせず 


ましてい わん や 振り返ろう ともせず 変らぬ 歩き 方で 歩 

き 出した。 で、 すった 者 はすった まま、 すられた 者 は 

すられた まま 何の 事件 も 起こらずに すれ違つ て その ま 

ま 別れよう とした。 

しかし 目 明し の 代官 松 だけ は 見過ごし てお くこと は 

できなかった。 「あ リゃァ 『本郷 の 殿様』 だ、 偉い お 方 

をす りゃァ がった。 こいつ ァ うつち やって はお かれな 

と  ま 

い！」 はじめて 捕る 気になった らしい。 裾 を 捲く ると 

人波 を ひらいて、 二人の 掏摸 を 追つ かけた。 と、 二人 

の 掏摸で あるが、 いち 早く 気配 を 感じたら しい、 一緒 

に 背後 を 振り返つ たが、 「姐 ご、 いけない、 目つ けられ 


た」 「お逃げよ、 急いで …… まいて やろうよ」 これ も 人 

波 を 押し ひらき、 裾 を 蹴 ひらいて 走り出した。 


死んだ はずの 老儒 者が？ 


二人の 掏摸が 逃げて 行く の を、 目 明し の 代官 松が 

追って 行く。 所 は 両国の 広小路で、 人が 出盛って う 

ねって いる。 逃げる に は 慣れて いる 掏摸であった。 搔 

いくぐ り搔 いくぐ り 逃げて 行く。 令嬢 姿の 女 掏摸の、 


衣裳の 裾が ひるがえり、 深紅の 蹴出しが 渦 を 巻き、 

ざくろ  はなびら  はぎ 

石榴の 花弁 そっくり である。 それ を 洩れて 脛が チラ チ 

ラ したが、 ピンと 張り切った 脛で あり、 脂肪 づ いても 

いるら しく、 形の よい こ ともおび ただしい。 で、 行人 

が 眼 を 止めた が、 「悪くない な あ」 と 眼で ささやく。 

女 掏摸 は 相棒 を 見返 つ たが、 

「素晴らしい 物 をす つたんだ よ。 目的の 獲物 をす つた 

のさ、 取り返されたら 大変 だ、 どうで もこう でも 逃げ 

おわせなければ ならない。 …… あ、 いけない、 追いせ 

ま つ て 来た」 

「え、 本当で、 そいつ ァ 偉い、 へえ、 あいつ を はたい 


たんで、 偉い な あ、 大 でき だ！ たまる かたまる か 取 

リ 返されて たまる か！ ナ—  二 大丈夫 だ、 逃げお わせ 

ますと も」 それから 人波 を搔 きわけ たが、 「ご免く ださ 

い、 ご免ください、 忘れ物 をした ので ございま すよ。 

急いで 取りに 行きます ので」 それから 背後 を 振り返つ 

たが、 「あ、 いけない、 とつ 捕まり そうだ」 

かん ざし 

二人 は 懸命に ひた 走る。 女 掏摸の 髪の 簪 が 夕陽 を 

はねて ピ ラビラと ひらめき、 眼の ふちの あたりが 充血 

をして、 美し さと 凄 さと を 見せて いる。 前 こごみ にの 

ばした 上半身の、 胸が 劇しく 揺れて いるの は、 乳房が 

踊って いるから であろう。 引き 添って 走って いる 男 掏 


摸の、 醜い 顔に は 殺気が ある。 唇 を 漏れて はみ出して 

いる、 反歯が 犬の 歯 を 想わせる。 陽が たまって 光って 

いるから である。 

で、 二人 は 素早く 走る。 

二人の 逃げ 方 は 素早かった が、 代官 松の 追い 方 は、 

さらにい つ そう 素早かった。 これ は 当然と いうべき で 

あろう。 稼業が 目 明し というので あるから。 追う のに 

は 匱れ て いる はずで ある。 

「『本 郷の 殿様』 と 承知の 上で、 懐中物 をす つたので あ 

ろうか？ それとも 知らずに すった のであろう か？ 

き や つらが き や つらの 残党なら 承知です つたと 見なさ 


なければ ならない。 何 をい つたいす つたの だろう？ 

大事な 物 をす つた かもしれ ない。 とつ 捕まえて 絞り 上 

げて、 取った 物 を こっちへ 取り返さなければ ならない」 

左手で 衣裳の 裾 をた ぐり、 右手で 人波 を 左右へ 分け、 

「どけ！ 寄るな！ 御用の 者 だ！」 で、 ヒタ ヒタと 

追つ かけた。 

こうして 十 間と は 走らなかった であろう、 二人の 掏 

摸へ 追い つ いた。 

「待て！ こいつら！ 悪い 奴ら だ！」 

女 掏摸の 振り袖が 風に なびいて、 眼の 前へ 流れて 来 

たと ころ を、 グッと 握った 代官 松 は、 こう 怒声 を あび 


せかけ たが、 にわかに その 手 を ダラ リと 下げる と、 あ 

らぬ 方へ 驚きの 眼 を 投げた。 

「よ ッ、 これ はどうし たの だ、 あの 老人が 歩いて いる。 

うしろ 

あの 老人に 相違ない！ 背後 姿 だが 見覚えが ある。 だ 

がどうに もお かしい なァ、 あの 老人なら 去年の 四月に、 

みやけ 

三 宅の 島で 死んだ はず だ」 

茫然と いったよ うな 形容詞 は、 まさに この 時の 代官 

松の、 表情に かぶせるべき 〔# 「かぶせるべき」 は 底本で 

は 「かぶせべき 匕 ものであろう。 そんなよう にも 茫然 

と  掏摸の ことな ど は 忘れた かの ように  代官 松 

は 眼 を 据えた。 


「あの 老人が あの 老人なら、 とほうもない 獲物と いわ 

なければ ならない。 こいつ ァ しっかり 見届けて やろ 

う」 

小刻みに 忍びやかに 走り出した。 

両国 橋の 橋 詰め をめ がけて、 歩いて 行く 一人の 老人 

あみがさ 

があった。 編 笠 をいだ いている 上に、 向こう を 向いて 

いると ころから、 顔の 形 はわから なかった が、 半白の 

切 下げの 長髪が、 左右の 肩へ 振リ かかって、 歩調に つ 

れて 揺れる のが、 一種の 特色 をな していた。 人波の 上 

をぬ きんで て、 五寸 あまり も 身丈が 高い。 非常な 長身 

せいく  つる 

といわなければ ならない。 清軀 あたかも 鶴の ごとしと、 


こう もい つたら 当たる であろう か、 そんなに も 老人 は 

きょげ 

痩せて いて、 そうして そんなに も 清 気であった。 無紋 

の 黒の 羽織 を 着して、 薄茶 色の 衣裳 を まとって いる。 

袴 を 避けた 着流しで ある。 大小 はどう やら 短い らしい、 

羽織の 裾 をわず かに 抜いて 鐺 の 先 だけ を 見せて いる。 

儒者と いったよ うな 風采で ある。 これが 目 明し の 代官 

松が、 疑心 を 差し はさんだ 老人な ので あつたが、 この 

ほかにもう 一人の 人が、 この 老人へ 眼 をつ けて、 そう 

して 同じように 疑心 を はさんだ。 

「本郷 の 殿様」 その 人な のであった。 で、 立ち止まつ 

て 見守った。 


この 陰謀 は 大きい ぞ 


両国 橋の 橋 詰めの ほうへ、 歩いて 行く 儒者 ふうの 老 

人 を、 「本郷 の 殿様」 と 呼ばれた 武士 は、 疑念 を 差し は 

さんで 見守った が、 足 を 止める とつぶ やいた。 「お ッ、 

これ はどうし たの だ、 あの 老人が 歩いて いる。 あの 老 

人に 相違ない。 背後 姿 だが 見覚えが ある。 …… だが ど 

うに もお かしな こと だ、 あの 老人なら 去年の 四月に、 


三 宅の 島で 死んだ はず だ」 —— 代官 松の つぶやきと、 

同じ つぶやき を つぶやい たので ある。 だが その 次に つ 

ぶ やいた 言葉 は、 かなり 恐ろしい ものであった。 「あ 

の 老人が あの 老人なら、 とうてい 活かして はお かれな 

い。 幕府に とっての 一 敵国 だ、 俺に とっても 一 敵国 だ。 

…… これ は ぜひとも 確かめなければ ならない」 

「本郷 の 殿様」 と 呼ばれた 武士と、 代官 松と いう 目 明 

しとに、 疑念 を 持 たれて 見守られて いると は、 儒者 ふ 

うの 老人 は 知らぬ 気で あつ た。 いわれぬ 気高 さと 清ら 

かさと を、 やや 前 こごみ の 姿勢に 保た させ、 おおらか 

として 歩いて 行く。 円光な どと はい われなかった が、 


一 種の 雰囲気と はいう ことができよう。 そういう 一 種 

の 雰囲気 を、 儒者 ふうの 老人 もまと つていた。 で、 群 

衆が 自然と 分かれて、 老人の 行く手 を ひらく ようにし 

た。 が、 儒者 ふうの 老人の まとって いると ころの 雰囲 

気 は、 「本郷 の 殿様」 と 呼ばれて いる 武士の まとって い 

ると ころの 雰囲気と は、 全然 別趣の ものであって、 穏 

和と 清浄と 学者 的の 真面目 さ  そういう もの を 合わ 

せた ような、 限りない 奥ゆかしい 雰囲気であった。 「本 

郷の 殿様」 に対して は、 人 は 威圧 を 感ずる のであろう、 

儒者 ふうの 老人に 対して は、 尊敬 を 払う に 相違ない。 

ぱ いぼくし や 

往来の 片側に 大道 売卜 者が、 貧しい 店 を 出して いた 


が、 そこまで 行く と 儒者 ふうの 老人 は、 ほんの わずか 

に 顔 を 向けた。 と、 編 笠から 洩れて いた 髪が、 ゆる や 

かにう ねって 襞 を 作って、 半白の 色が 真珠色に 光った。 

が、 すぐ 前 通りに 正面 を 向いて、 おおらか として 歩い 

て 行った。 

「本郷 の 殿様」 はうな ずいた が、 「矢柄、 矢柄」 と 声 を 

かけた。 

「は」 といいながら 腰 を かがめた の は、 三十 七、 八の 

供の 武士で あつたが、 京都 所 司 代の 番士 をして いた、 

ほかならぬ 矢柄 源兵衛 であ つ た。 

と、 「本郷 の 殿様」 は、 心持ち 顎 をし やくって 見せた 


が、 「見覚え はない かな、 あの 老人に？」 

「は」 というと 矢柄 源兵衛 は、 儒者 ふうの 老人へ 眼 を 

つけた。 

「殿、 あの 仁 は …… これ は 不思議 …… 」 

「うむ、 お前に も 合点が行か ぬか」 

「 合点が 行きませんで ござります、 死なれた はずの あ 

の 仁が …… 」 

「そち 走れ！ たしかめて 参れ」 

「は。 たしかめ ると 申します と？」 

「編 笠から 顔 をの ぞいて 見い！」 

「かしこまりまして ございます」 こういつ た 時には 矢 


柄 源兵衛 は、 すでに 幾 足 か 踏み出し ていた。 群衆 を排 

して 老儒 者 を 追って、 橋 詰めの ほうへ 走って 行く。 

見送った 「本郷 の 殿様」 は、 ヒョィ と 懐中へ 手 を 入 

れ たが、 「あの 老人が あの 老人なら、 京都から 送られた 

とめが 

留 書き 奉書が、 いよいよ 重大な ものと なる。 …… はて 

がくぜん 

な？」 というと 愕然とした。 

「ない！ 失われた！ 先刻の 娘！」 

で 四辺 を キラ キラと 見た。 と、 誰かに 追われて でも 

いるの か、 さっき 胸 もとへ ぶっかって 来た 振り袖 姿の 

町 娘が、 人波 を 分けて あわただし そうに、 これ も 両国 

の 橋 詰めの ほうへ 走って 行く 姿が 眼に ついた。 


「掏摸 だな！ 女め！ 一  大事 だ …… 下坂 下坂」 と 声 

を かけ、 もう 一人の 供の 侍の、 下坂 源 次郎の 寄って 来 

るのへ、 「追え 捕えろ！ あの 娘 を！」 

もちろん 下坂 源 次 郎には 何の 理由 だか わからな か つ 

たが、 烈しい 主人の 気合に 打 たれて、 思わず 自分 も 意 

気 込んだ。 「は」 というと 身 を ひるがえして、 「どけ！ 

どけ！ どけ！」 と 人波 を 割って 娘の 後 を 追つ かけた。 

ガチ ガチと 歯音の 聞こえた の は、 「本郷 の 殿様」 が 口 

の 中で、 歯 叩き をした がた めであろう。 

「今回の 陰謀 は 大きい ぞ！ しかも 連絡が あるら し 

い！ 女の 掏摸！ あの 老人！」 


ふる  つばぎ わ 

「本郷 の 殿様」 は 顫える 左手で、 刀の 鍔 際 を ひっつか 

んだ。 眼で は 老儒 者 を 睨んで いる。 

しかるに 儒者 ふうの 老人 を 合点が行かない というよ 

うに、 みつめて いるもう 一人の 人物が あった。 貧しい 

店 を 出して いたと ころの、 大道 売卜 者の 老人であった。 


切リき っぞ ！ 


大道 売卜 者の 老人が、 儒者 ふうの 老人へ 気づいた の 


は、 決して 自分の ほうから ではなかった。 呼びかけら 

れて 気づいた ので ある。 その 左 は 並び 床で あり、 その 

右 は 矢場で あり、 二 軒に はさまれて 空地が あつたが、 

さんぎ  ぜ いちく 

そこに 売卜 者の 店が あった。 算木、 筮竹、 天眼鏡、 そ 

えき  あしだか 

うして 二、 三 冊の 易の 書物 —— それら を 載せた 脚 高の 

見.^、 これが 店の 一切であった。 葦簾 も 天幕 も 張って 

ない。 見台に は 白 布が かかって いて、 「人相 手相 家相 

しゅうえき 

周易 」 などと いう 文字が 書かれて あって、 十一 一宮 殿の 

人相 画 や、 天地人 三才の 手相 画が、 うまくない 筆勢で 

描かれて もいた。 それさえ ひどく 墨色が 褪せて 白が よ 

ごれ て 鼠色 をな した 掛け 布の 面に にじんで いた。 が、 


そういう 店 を 控えて、 牀几に 腰 を かけて いる 老売 卜者 

の、 姿 や 顔と いう もの は、 いっそうに よごれて 褪せて 

いた。 黒の 木綿の 紋付きの 羽織、 同じく 黒の 木綿の 衣 

ちゃし ま 

裳、 茶 縞の 小 倉の よれよれの 小 袴。 でも 大小 は 帯びて 

いた。 といって 名ば かりの 大小で、 柄 糸 は ゆるく ほぐ 

れ ている し、 鞘の 塗りな ども はげて いた。 老年に なつ 

ちぎょう 

て 知行に 離れた、 みじめな 浪人の 身の上 だと は、 一 見 

して わかる 姿であった。 

ごましお 

地の 薄くな つた 胡麻塩の 髪 を、 小さい 鬍に 取り上げ 

ている。 顔 は 小さくて 萎びて いて、 そうして 黄 味 を 帯 

かんき つ 

びて いた。 古びた 柑橘を 想わせる。 にもかかわらず 顔 


ととの 

の 道具 は、 いかめし いまでに 調って いた。 高くて 

順 直で のびやかな 鼻に は、 素性の よさが 物語られ てい 

え いちて き 

るし、 禿げ上がった 広い額に は、 歙智 的のと ころさえ 

ある。 が、 大きくて 厚手の 口に は、 頑固ら しいと ころ 

が うかがわれる。 心の 窓 だとい われて いる 眼 こそ は、 

何より 特色 的であった。 何物 を か 怒り 何物 を か 呪い、 

何物 を か 嘲笑して いる ぞ —— と い つ ている ような 眼つ 

きな ので ある。 しかし そういう 眼つ きのた めに、 表情 

は穢 されて はいなかった。 むしろ そのために 老売 卜者 

の 顔 は、 悲壮に も 見え 純真に も 見えた。 

往来 を 人波 はう ねって いたが、 店へ 立ち寄る 者 はな 


かった。 で 売卜 者 は 鼻の 先 を 黒表 紙の 易 書で あおぎな 

ほこ リ 

がら —— すなわち 塵埃 を 払いながら、 無心に 人波 を眺 

めて いた。 

その 時 呼び声が 聞こえて 来たので ある。 

「お 気 をお つけなされ、 今日が あぶない！ お 手前の 

人相 を ご覧な され！」 

で、 ギヨ ッ として 老売 卜者が、 声の 来た ほうへ 眼 を 

やった 時に、 儒者 ふうの 老人 を 目つ けたので ある。 「お 

お！」 という 声が 筒抜けた。 老売 卜者が 漏らした ので 

ある。 「おお これ はどうし たの だ、 大 先生が 歩いて お 

られ る。 大 先生に 相違ない。 背後 姿 だが 見覚えが ある。 


…… とはいえ どうに もお かしな こと だ、 大 先生なら 去 

年の 四月に、 三 宅の 島で 逝去 なられた はず だ！」 

たぐ 

つ ぶ やきな が らも 老売 卜者 は、 懐し さ 類う べき もの 

しょ ラぎ 

もない —— 牀几から、 腰 を 上げる と 立ち上がって、 両 

手 を 見台の 上へ つくと、 毛 をむ しられた 鶏の 首の よう 

な 細いた るんだ 筋 だらけの 首 を、 抜ける だけ 長く 襟 か 

ら 抜いて、 儒者 ふうの 老人 を 見送った。 

「本郷 の 殿様」 と 呼ばれた 武士 や、 代官 松が つぶやい 

たと ころの、 つぶやきと 同じような つぶやき を、 老売 

卜者 も つぶやいた のであった。 が、 その後の つぶやき 

は、 二人と は 反対な ものであった。 


「大 先生が お 丈夫なら、 こんな 嬉しい こと はない。 ま 

た 私 は 浮世へ 出る ことができる」 

感情が 昂 ぶった がた めで もあろう、 見台へ ついてい 

ふる 

た 左右の 手の、 指の 先が ピリ ピリと 顫え 出した。 と、 

うつす リと 眼の 中へ、 涙の ような ものが 浮かみ 出た。 

「お確かめしょう お確かめしょう。 たしかに 大 先生で 

あられる か、 それとも 全くの 人違い か」 

で、 牀几から 踏み出した。 追って 行こうと したので 

ある。 しかし その 時 意外の 事件が、 老売 卜者の 足 を 止 

めた。 

「お爺さん 頼む よ、 預かって おくれよ！」 


やさ 

優しく はあった が あわただし そうな、 女の 声が こう 

聞こえて、 それと 同時に 見台の 上へ、 厚手に 巻かれた 

奉書の 紙が、 音を立てて 落ちて 来た ことで ある。 

反射運動と でもい うのであろう、 老売 卜者 は それと 

見る と、 ドンと 牀几へ 腰を下ろして、 片袖を 上げる と 

巻き 奉書 を、 その 袖の 下へ 隠した が、 眼 を 返す と 声の 

来た 方角 を 見た。 と、 往来の 人波 を 分けて、 誰かに 追 

われて でもい るよう に、 さも あわただしく 走って 行く、 

娘と 手代と が 眼に はいった。 「はてな？」 とつぶ やき 

はした ものの、 それよりも 大切な ものが あった。 儒者 

ふうの 老人の 行方で ある。 で、 ふたたび 眼で 追った が、 


「お ッ 危険 だ！ 切り合う ぞ！」 老売 卜者 は 体 を こわ 

ばらせた。 

落ちて 来た 巻き 奉書 

「お ッ、 危険 だ、 切り合う ぞ」 老売 卜者が 体 を こわば 

らせ たの は、 次の ような 事件が 起こった からで ある。 

目 明し ふうの 壮漢 が、 人波 を 分けて 泳ぐ ように、 儒者 

ふうの 老人に 近寄って 行く。 と、 もう 一人の 若い 武士 


が、 これ も 人波 を 押し分けて 儒者 ふうの 老人へ 近寄つ 

て 行く その 態度で おおよそ は 知れる、 二人ながら 儒者 

ふうの 老人へ、 禍 を 加えようと している らしい。 し 

かし そのために 老売 卜者が、 「お ッ、 危険 だ、 切り合う 

ぞ」 と、 驚きの 声 を あげたので はなかった。 五 人の 中 

たくま 

年の 逞しい 武士が、 目 明し ふうの 壮漢 と、 若い 武士と 

へ 立ち向か うように、 にわかに 足 を 止めて 振り返って、 

刀に ソリを 打た せた からであった。 

五 人の 武士 は 何者な のであろう？ 儒者 ふうの 老人 

の 護衛ら しかった。 どこに この 時まで いたので あろ 

う？ 往来の 人た ちに 気づかれな いように、 儒者 ふう 


の 老人 を 囲繞して、 さっきから 歩いて いたのであった。 

つまり それとなく 方陣 を 作って、 真ん中へ 儒者 ふうの 

老人 を 入れて、 互いに 関係が ありながら、 関係ない と 

いうよう に、 さっきから 歩いて いたのであった。 それ 

がに わかに 足 を 止めて 目 明し と 若い 武士と へ 向かった 

ので ある。 

距離が 少しく へだたって いたので、 五 人の 中年の 逞 

しい 武士の 姿 は 仔細に はわから なかった が、 いずれも 

目立たぬ, 装 をして、 いずれも 編 笠 を 真深に かぶ つ て、 

そうして 袴 を 裾 短 かに はいて、 意気込んで いると いう 

こと だけ は 十分に 看取す る ことができた。 で、 じっと 


静まって いる。 で、 もし 目 明し と 若い 武士と が、 執念 

く 儒者 ふうの 老人へ、 追いす がって でも 行こう ものな 

ら、 五 人の 中年の 逞しい 武士 は、 いっせいに 抜いて 叩つ 

切る であろう。 

そこで 老売 卜者が 声 を 上げた ので ある。 「お ッ、 危 

険だ！ 切り合う ぞ！」 と。 

が 事件 は 案じた ほどに もな く、 呆気なく 無事に 終わ 

リを つげた。 すなわち 目 明し と 若い 武士と が、 五 人の 

中年の 逞しい 武士の、 不意の 敵対に 胆を 奪われた よう 

に、 ギヨ ッ とした 塩梅に 立ちす くんだ が、 駄目 だと 観 

念 をした のであろう、 人波 をく ぐっても と 来た ほうへ 


引 つ 返して しま つたから である。 

「ああ 安心、 これでよ かった」 声 を 漏らした 老売 卜者 

は、 のばした 首 を もとの 座へ 据えた が、 眼で は 儒者 ふ 

うの 老人 を、 なお も 熱心に 見守った。 

そういう 事件の あった こと を、 少しも 知らない とい 

うように、 儒者 ふうの 老人 は 変らぬ 姿勢で、 おおらか 

に 足 を 運んで いた。 むしろ 神々 しい 姿で ある。 と、 ま 

ぎ ぼ し 

もな く 両国 橋の、 橋 詰めの 擬宝珠の 前まで 行った。 そ 

うして それ を 渡り かけた 時に、 逞しい 中年の 五 人の 武 

士が、 追いついて すぐ 囲繞した。 六 人が 橋 を 渡って 行 

く、 河 風が 吹き上げて 来たからで もあろう、 身の 長の 


高い 儒者 ふうの 老人の、 編 笠 を 洩れた 長髪が、 二、 三 

度 斜めにな びいた が、 それさえ 気高く 思われた。 

こうして 一 行が 見え なくなった 時に、 太い 溜息 を 一 

つ 吐いた が、 老売 卜者 は 腕 を 組んだ。 

「いよいよ 大 先生に 相違ない。 護衛の 人た ち を 連れて 

おられる …… では 大 先生に は 三 宅の 島で、 おなくなり 

なされた のではなかった のか 9  それにして もこ 

のよう な 江戸の 土地な どへ、 いつからお 乗り込み なさ 

れ たのであろう 9  どうと もして お住まい を 突き 

とめたい、 そうしてお 預かりの 品 を、 どうと もして お 

手へ 渡したい」 


めいもく  いんさん 

瞑目 をして 考えて いる。 陰惨と していた 顔の 上に、 

歓喜 の 色が 浮かんだ の は、 明るい 希望が 湧いた からで 

もあろう。 が、 まことに 不思議な ことに は、 その 歓喜 

の 色なる ものが、 にわかに 顔から 影 を 消して、 反対の 

ものが 現われた。 疑惑と 不安との 色な ので ある。 それ 

は老 売卜 者の 心の中へ、 儒者 ふうの 老人の 呼びかけた 

言葉が、 この 時 甦生って 来たから であった。 「お 気 を 

つけなされ、 今日が あぶない！ お 手前の 人相 を ご覧 

なされ！」 それ はこうい う 言葉な のであった。 「私に 

呼びかけ たに 相違ない！」 で、 老売 卜者 は 刀 を 抜いた。 

こしらえ は 粗末で はあった けれども 中身 は 十分に 磨か 


れ ていた。 三寸 あまり も 抜いた 時に、 夕陽が ぶっかつ 

たからで もあろう、 虹の ような 光 を 放った が、 それの 

おもて 

面へ 顔 を 写して 見た。 人相 を 写して 見た ので ある。 

「ああ、 なんだ！ この 人相 は！」 で、 ガック リと見 

台の 上へ 両手 をつ くと 沈み 込んだ。 その 手に 触れた も 

のがあった。 

「うむ、 さっきの 巻き 奉書 だな！」 夢中で ス ルス ルと 

解いて 見た が、 グ— ッと 懐中へ ねじ 込んで しまった。 

「死なれない！ 死なれない！ 死なれない！」 で、 

ぼうぜん 

茫然と 空 を 見た。 いつまでも いつまでも 眺めて いる。 

が、 その 空 もす つかりと 暮れて、 夜が 大 江戸 を 包んだ 


時に、 上野に 向かう 下 谷の 道 を、 一 つの 人影が 歩いて 

いた。 浪人 ふうの 若い 武士で ある。 


つけて 行く 浪人 者 


浪人 ふうの 若い 武士が、 下 谷の 通り を 歩いて いる。 

今し がた 降った 雨が 止んで、 雲 切れが して 月が 出た が、 

往来の 左右 は 寺々 で、 燈火 一筋 さしてい ない。 で、 四 

辺が 暗闇で 姿が ハツ キリ わからなかった。 しかし どう 


やら 尾羽 打ち 枯らした、 みすぼらしい 浪人の ようすで 

ある。 少しば かり 酒気 も 帯びて いるら しくて、 歩く 足 

しんそう 

つきが 定まらない。 高台 寺、 常 林 寺、 永昌 寺、 秦宗寺 

を 通れば 広徳 寺で、 両国に ついでの 盛り場で あつたが、 

今夜 は 妙に うら 寂しい。 おでん、 麦湯、 甘酒な どの 屋 

台 店が 出て いるば かりで ある。 と 家 蔭から 一 人の 女が 

こも 

白い 手拭い を 吹き流しに かぶって、 菰を 抱いて チョロ 

チョロと 現われた が、 「もしえ、 ちょいと」 と 声をかけ 

た。 「ふん」 と 浪人 は 鼻 を 鳴らした が、 「二十 四 文 も 持つ 

さび 

てはいな いよ」 鯖の ある ドスの きく 声であった。 「い 

や はや 俺 も 夜 窵 風晴に 声をかけられる 身分と な つ たか。 


どこまで おっこちて 行く こと やら」 でヒ ヨロ ヒ ヨロと 

先へ 進んだ。 往来が 突き あたる と 常 照 寺になる。 向か 

つつ も 

い 合つ て タラ タラと 並んで いるの はお 筒 持ちの 小身の 

組 屋敷で あつたが、 そこ を 右へ とって 進んで 行けば、 

うぐ い すだ に 

寂しい 寂しい 鶯谷 となる。 そっちへ 浪人 は 歩いて 行 

く。 と、 にわかに 足 を 止めた が、 グッと 前方 を 睨む よ 

うにした。 

おやじ 

「うむ、 あり や 爺め だ！」 わずかば かり 思案 をした よ 

うで あつたが、 すぐに 足音 を 忍ばせて、 シタシ タシタ 

シタと 追つ かけた。 「私情から いっても 恨みが ある。 

公 情から いえば 主義の 敵 だ。 どうせ 生かせて はおけ な 


い 奴 だ」 —— でシタ シタと 追つ かけた。 そういう 恐ろ 

しい 浪人 者に つけられて いると は 感づき もせずに 一 人 

の わびし 気な 老人が、 二 間 あまりの 先 を 歩いて いる。 

両国に いた 大道 売卜 者であった。 いつもの ように 店の 

道具 を、 一軒の 懇意な 水茶屋へ 預けて、 深い 考えに 沈 

みながら、 ここまで 歩いて 来たので あった。 

じゅんとう  せきみ やく ひとみ 

「準 頭に 赤色が 現われて いた。 赤 脈が 眸を つらぬ 

いていた。 争われない 剣難の 相であった」 先刻 方 自分 

の 人相 を、 刀の 平へ 写して 見た 時、 それが 現われて い 

たこと を、 今 改めて 思い出した のであった。 「それで 

は 俺 は 殺される のか。 誰が この 俺 を 殺す のだろう？ 


…… ああ 死にたくない 死にたくない—  大 先生に 

あ 

お遭いし なければ ならない。 お遭いす るまで は 死なれ 

ない。 …… お遭いして 品々 をお 渡ししたい。 …… ああ 

そして 巻き 奉書 を！」 ット 懐中へ 手 を 入れる と 巻き 奉 

書 をし つかりと つかんだ。 

「恐ろしい 恐ろし い 巻き 奉書 だ、 幕府 の 有司の 手に 

渡ったら、 上 は 徳大寺 大納言 様から、 数十 人の 公卿 方 

のお 命が 消えて しまわな いもので もない。 のみならず 

すたり もの  うきめ 

下 は 俺の ような 廃 者 さえ も 憂目 を 見る」  それに 

しても 老売 卜者 は 巻き 奉書が あんな 偶然の 出来事から、 

自分の 手へ はいった という ことにつ いて、 一面 この 上 


もな く 不思議に 思い、 他面 感謝 をした くな つた。 「町 

娘 ふうの あの 娘と、 手代 ふう をした あの 男と は、 俺と 

いう 人間 を 知っていて、 それで あのよう に 預けた ので 

あろう か？ それとも 二人 は 俺と いう ものの、 素性 も 

身分 も 少しも 知らずに、 ほんの 偶然に 預けた ので あろ 

うか 9  誰 やらに 追われて いたよう であった が、 

誰に 追われて いたのであろう？」 

群集 を搔き 分けて あわただし そうに、 逃げて 行った 

二人の 男女の 姿が、 老売 卜者の 眼に 見えて 来た。 

「どっちみ ち 恐ろしい 巻き 奉書が、 俺の 手へ はいった 

という こと は、 天佑と いうより いいようがない。 有難 


いこと だ」 

老売 卜者 は 歩いて 行く。 そのうな だれた ぼんのくぼ 

あたりへ、 月の 光が 落ちて いて、 抜き 衣紋に なって い 

る 肩の 形が、 いかにも 寂しく 見受けられる。 歩き 方に 

も 力がなくて、 素足の 踵が 裾 を はねて、 よろめく よう 

に 動く の は、 心の 乱れて いる 証拠と もい えよう。 帯び 

ている 大小 も 重そう である、 羽織の 裾 を かかげる よう 

にして、 はみ出し ている 鞘の ひと 所が、 時々 生白く 光 

るの は、 月の 光の 加減で もあろう。 と、 老売 卜者 はつ 

ぶ やいた。 

「佐幕 党の 手へ は 渡されない。 大 先生へ お 目に かかつ 


て、 どうで もお 渡しし なければ ならない。 …… 死なれ 

な レ 死な.^ な レ 死なれな レ ！」 

しかし まもなく 傷まし い 事件が 老売 卜者の 身の上に 

起こった。 筆法 を 変えて 描写しょう。 冴えた 腕 だ！ 

背後 袈裟に 切った！ 


一 本の 小柄 


冴えた 腕 だ、 うしろ 袈裟に 切った。 悲鳴 を あげて 倒 


れ たの は、 例の 売卜 者の 老人で あつたが、 ガリ ガリと 

土 を 引つ 搔 いた。 

「た、 たれ だ —— ッ」 と 引き 声で いう。 

血 刀 を 下げて 突っ立つ たの は、 例の つけて 来た 浪人 

であった が、 裾 を 高々 と 端折って いた。 

「武 左衛門 殿、 拙者で ござる」 

「む ッ、 わり ゃァ …… 」 

「拙者 だよ」 

「悪人！」 

「くたばれ」 

にんちく しょう 

「に、 人畜 生！」 


傷 手に も 屈せず 起き上がって、 浪人の 腰へ むしゃぶ 

りついた。 その 武左衛 門 を 蹴返す と、 またもや 一太 刀 

あびせ かけた。 

うめ 

もう、 武左衛 門 は 動かれない。 かすかに 呻き を あげ 

ながら、 背に 波 を 打た せる ばかりで ある。 

しばらく 浪人 は 見て いたが、 ゆるゆると 武左衛 門へ 

またがる と、 そろそろと 切っ先 を こめかみへ 下ろした _ 

プ ッ ッリと 止 どめ を 刺そうと したと き 足早に 歩いて 来 

る 足音が した。 チ エツと 舌打ち を ひとつし たが、 身 を 

ひるがえ すと 浪人 者 は、 いずこへ ともなく 走り去った _ 

やがて 来 かかった 人影が ある。 誰か 迎 いに でも 来た 


のだろう、 傘 を 二 本 持って いる。 みなりの 粗末な 二十 

歳ぐ らいの 女で、 ぬかるみ を 踏み 踏み 近よ つて 来た。 

「おや」 とつぶ やいて たたずん だの は、 武左衛 門の 姿 

を 見かけた からであろう。 月 あかりで じっと見 守った 

vr  、 

力 

「お 父 様」 と 叫ぶ と ベタ ベタと すわった。 

かたき 

と、 武左衛 門 は 顔 を 上げた が、 「君 江 か …… 敵 は… 

〜」 それつ きりであった。 いやいや 最後に もう 一声 

いった。 「渡すな、 文書 を 頼んだ ぞょ」 ま つ たく 息が 絶 

えてし まった。 君 江 は 死骸 を 抱く ようにし たが、 死骸 

へ 額 を 押し あてた。 あまりに 意外な 出来事な ので 気が 


ボ— ッ としたの らしい、 泣き声 を さえ も 立てようと は 

しない。 うずくまつ ている ばかりで ある。 その 時 君 江 

の 肩 を、 うしろから おさえる ものが あった。 ハツと し 

て 君 江 は 振り返つ たが、 

「ま、 あなた は 竹 之 助 様！」 

「君 江 か。 ふうむ、 どうした こと だ—  ぉッ これ 

は 武左衛 門 殿が …… 」 

「は い 何者かに む ^ 」 たらしく 殺されまして ござり ま 

す」 

胸へ 腕 を 組んで 見下ろして いるの は、 着流し 姿の 武 

士 であった。 感慨に 堪えない というよ うに、 しばらく 


武士 は 黙って いたが、 つぶやく ように 声 を 洩らした。 

「頑固な お 方で ございました ゆえ 恨み をう けたので ご 

ざり ましょうよ。 …… 子 さえで きている 二人の 仲 を 

なまき  さ 

生木 を さくよう に 割かれた お 方 だ」 

不意に 君 江が 声 を 上げた。 「小柄が 一 本、 落ちて お 

リます ！ 」 

「小柄？」 と 武士 は 手 をのば したが、 「なんだ、 こいつ 

は、 俺の 小柄 だ」 それから 寒い ように 笑った が、 「浪人 

ぐらし も 久しくなる。 刀の 鞘な どガ タガタ だ。 で、 今 

しがた 落とした のだろう よ。 …… それ はとに かくうつ 

ちゃって はおけ ない、 届ける 所へ 面け ずば なるまい。 


俺 は 一 走り 行って 来る」 

なんじょう 

南 条竹之 助と いう 若い 武士が、 こういい すてて 走 

り 去った、 後に は 一 つの 死骸と 一人の 娘と が、 凄く 寂 

しく 只に 残った。 と 雨が 降って 来た。 さっき 方 あがつ 

た 雨で ある。 ふたたび 下ろして 来たので ある。 死骸の 

上に 降り かかる。 君 江 は 傘 を ひらいた が、 死骸の 上へ 

おおい かざした。 

「お気の毒 なお 父 様、 ぉ可哀 そうな お 父 様、 君 江 はこ 

じょうぶつ 

ん なに 泣いて おります。 成仏な すって ください まし。 

そうして どうぞ この 妾 を、 お許しな すって ください 

まし。 妾 は 一人に なりました。 みよりの ない ものに な 


りました。 で、 お 父 様が お嫌いで も、 子まで ある 仲で 

ございます ゆえ、 竹 之 助 様と 一緒になります る。 お 許 

しなす つ てくだ さい まし」 

片手で 傘の 柄 を 握りし めて、 片手 を ひらいて 額へ あ 

てて 拝む ような 形 をした が、 泣きながら 君 江 はいう の 

であった。 傘の 破れ目から 雨が 漏って、 それが 傘の 柄 

を 伝わって、 ボタ ボタと 死骸の 上へ 落ちる。 それが 君 

江に は 悲しい らしい。 ひた 泣きに 泣いて 搔き 口説く の 

であった。 


疑いの 心 

泣いても 泣いても 泣き きれなければ、 口説いても 口 

説いても 口説き きれない。 これが 君 江の 心ら しかった。 

「雨に おぬれに ならない ようにと、 傘 を 持ちまして わ 

ざ わざと、 お迎えに 参った ので ございます。 傘 はお 役 

に 立ちませんでした。 いえいえお 役に立ちました。 こ 

のようにお 父 様 をお おうてお リ ます。 でも わたくしと 

いたしまして は、 傘で 死なれた お 父 様 をお おうて あげ 

ようと は 思いませんでした。 ほんと に 夢の ようで ござ 


います。 悲しい 悲しい 悲しい 夢—  ああ ボタ ボタ 

と 雨が 漏る。 雨まで がお 父 様 を さいなむ。 不幸な 不幸 

なお 父 様！」 

た，；： -ま  こ 

木立ち を 通して 田圃 を 越して、 雨に 漉されて 色を增 

した はるかの 町に 燈 火が 見える。 

自分 は 傘 を さそうと もせずに、 しと どに 雨に ぬれな 

がら、 ひた 泣きに 君 江 は 泣く のであった。 

かんら ぐん こはた  のぶく に 

「上 州 甘 楽 郡 小幡の 城主、 織 田 美 濃 守 信 邦 様と 申せば、 

ろく  きたば たけな いも つね さね 

禄 はわず かに 二 万 石ながら、 北 畠 内 府常真 様のお 子、 

ひょうぶ だ いすけの ぶよし  こういん 

兵 部 大輔信 良 様の 後胤、 織 田 一統の 貴族と して、 国 持 

ち 城 持ちのお 身柄で もない のに、 世々 従 四 位下 侍従に 


あじろ  こし  つまお  ゆいしょ 

も 進み、 網 代の 輿に 爪 折り 傘 を 許され 、由緒の 深いり つ 

ばな お 身分、 そのお 方の ご 家老と して、 世に ときめい 

げし， ま 

た吉 田玄蕃 様の 一族の 長者と して、 一藩の 尊敬の 的に 

なられた 妾のお 父 様が 事 もあろう に、 みすぼらしい 売 

卜者の 姿と して、 所 もあろう に 夜の 往来で、 誰に とも 

なく 闇 討ちに されて、 このように あえなく 亡くなられ 

ようと は、 妾に は 本当に は 思われません。 その上に 敵 

の 手がかり はなく、 怨み を 晴らす 術 もない。 成仏な 

すって ください ましと、 どのように 妾が 申し ましたと 

ころで、 成仏な されて はく だされますまい。 また 妾に 

いたしましても、 憎い 敵 を 見つけ 出して、 一 太刀な り 


と 怨み ませねば、 この 心が 落ちつき ませぬ。 …… どこ 

かに 手がかり はない ものであろう か？」 

闇 を あてもなく 見廻した が、 雨 や 枝 や 葉を顫 わせて 

いる 藪 畳が 茂って いるば かりであった。 と、 君 江の 

心の中へ、 ピ カリと ひらめく ものが あった。 で 「小 

柄！」 とつぶ やいた。 殺された 父の 死骸の 横に、 落ち 

散って いた 小柄の ことが、 瞬間に 思い出され たからで 

ある。 

「でも、 あの 小柄 は 竹 之 助 様が、 自分の 小柄 だと 仰せ 

かたき 

られ た。 では 敵の 小柄で はない」 

で、 君 江 は 考え込んだ。 と、 にわかに 身 を 固く した 


闇の 中で 君 江 は 眼 を 閉じた。 

むこし ゆうと 

「あの 竹 之 助 様と お 父 様と は、 婿 舅で ありながら、 

恐ろしい までに 不和で あられた。 …… 子まで ある 仲 を 

引き裂いて、 竹 之 助 様 をお いだされ た。 …… そのく せ 

はじめはお 父 様の ほうから、 婿と して 竹 之 助 様 を 望ま 

れ たのに。 …… 何が お 二人 を 不和に したの やら、 いま 

だに 妾に はわから ない。 …… 不和！ 憎しみ！ 舅と 

婿—  それで はもし や 竹 之 助 様が？」 

この 疑い は 君 江に とって は、 悲しく も あれば 恐ろし 

くもあった。 

「そんな ことがあ つてよ いもの か。 こんな 疑い はやめ 


よう」 しかし 悲しく も 恐ろしい、 この 疑い は 君 江の 心 

から 消え去ろうと はしな か つ た。 

え も  しすく 

この間 も 雨 は 降り つづいて、 柄 漏れの 滴が いよい 

ょ繁 く、 武左衛 門の 死骸へ 降り かかる。 ふと 君 江 は 腕 

をのば したが、 死骸の 懐中へ 手 を 入れた。 

「臨終に お 父 様が 仰せられた —— 渡すな、 文書 を、 懐 

中の 文書 を！  どのような 文書が あるの やら」 で、 

ソロ ソロと ひき 出した。 

「たしかに お預かりいた しました。 誰に も 渡す ことで 

は ござり ませぬ。 ご 安心な すって ください まし」 自分 

の 懐中へ 巻き 奉書 を、 大事そう に 手早く 納めた 時に、 


町の 方角から 提灯の 火が、 点々 とこ ちらへ 近寄って 

来た。 

こういう 事件の 起こった の は、 明 和 六 年の 晚春 初夏 

の、 ようやく 初夜へ はいった ころの ことで、 所 は 下 谷 

の 車 坂から、 根 岸の 里へ 下りよう とする、 上野の 山の 

裾の 辺で、 人家が とだえて 藪 畳が あつたが、 その 藪 畳 

での 出来事で ある。 

日数が たって その 月が 暮れて、 翌月の 中旬と なった 

時に、 本郷の 高台の 一郭で、 ひとつの 変った 事件が 起 

こった。 というの は 女 煙術師 が、 煙 術 を 使って いたの 

である。 


煙りの 文字 


一人の 女 煙術師 が、 往来で 煙 術 を 使って いる。 赤い 

てこう  きゃはん  うこん  たす き 

手 甲に 赤い 脚絆、 鬱金の 櫸を かけて いる。 編 笠 を か 

ぶって いると ころから、 その 顔形 はわから なかった が、 

年の 格好 は 十八、 九で もあろう か、 小づ くりで は ある 

が 姿が よくて、 たしかに 美人に 思われる。 手に 持った 

きせる  ら お 

は 煙管で あつたが、 長さ 五 尺 はありそう である。 羅宇 


まきえ 

に 蒔絵が 施して ある。 

ところで 煙 術と はどうい う ものな のであろう？ 支 

那 から 渡って 来た もので、 煙草の 煙り を 口へ 吸って、 

やなぎ  け まり  か な 

それ を 口から 吐き出して、 柳に 蹴毬 とか、 仮名文字と 

か、 輪廓 だけの 龍 虎と かそうい う もの を 空へ かいて、 

見物へ 見せる 芸 なので ある。 小規模のお 座敷の 芸 とし 

て も、 きわめて 小規模の ものであって、 とうてい 嵐の 

吹く ような、 往来な どで は 演ずる ことができない。 元 

禄 年間に 一 時流 行って、 それから しばらく 中絶した が、 

明 和 年間に また 流行った。 というの は 一人の 美人が 出 

て、 上手に それ を 使った からで もあった が、 それより 


むしろ その美 人が、 目立つ ような 派手 やかな 風俗 をし 

て、 その 風俗と その 美貌と を、 売り物に したがた めで 

ある。 

で、 今一 人の 女 煙術師 が、 往来で 煙 術 を 使って いる。 

きせる 

まず 煙管 を ボンと 上げた が 吸い口 を 口へ 持つ て 来た。 

い き 

深く 呼吸 を 吸った かと 思う と モク モクと 煙リを 吐き出 

した。 首 を 左右 前後に 振る。 それで 調子をと るので あ 

ろう、 はたして 空へ 文字が できた。 幾 個 か 幾 個 かで き 

たので ある。 が、 なんと 書かれた もの か、 それ は ほと 

んど わからなかった。 というの は 空に 月 こそ あれ、 そ 

うして 月光が 満ちて こそ おれ、 今日の 時刻で いう 時 は、 


十一 一時 を 過ごした 夜 だからで ある。 夜の 暗 さに ぼかさ 

れて、 煙りの 文字が わからな いので ある。 

とはいえ 女 煙術師 が、 すきとおる ような 綺麗な 声で、 

その 口上 を 述べ 出した ので 書かれた 文字 も 明らかに 

なった。 

「ただ今 書きました 煙りの 文字 は、 和歌の 一 首で ござ 

ります。 『くもる ともなに か 怨みん 月 今宵 晴れ を 待つ 

ベ き 身に しあらねば』 こういう 和歌な ので ござります。 

どういう 意味 かと 申します こと は、 いまさら わたくし 

が 申さず とも、 ご 承知の ことと 存 せられます。 辞世の 

和歌な ので ござります。 こういう 和歌 を 作った 後で、 


その 人 は 不幸に も 切られました。 そうして 獄門に かけ 

られ ました。 では 悪人 かと 申します に、 決して そうで 

は ございません。 よいお 方だった ので ござります。 そ 

うして よいお 方で ありまし たので、 そんな 目にあった 

ので ございます。 全く 全く 浮世に は、 そういう ことが 

ございま すねえ。 よいお 方であった がた めに、 かえつ 

て 不幸に お逢いな さる —— という そんな 変な ことが… 

〜」 

だが いったい 女 煙術師 は、 誰に 向かって 煙 術 を 使つ 

て、 口上 を 述べて いるの だろう。 一人 も 見物 はいない 

ではない か。 また いないの が 当然で も ある。 時刻 は 深 


い 夜で あり、 所 は 本郷の 一 画で、 大名屋敷が 並んで い 

る。 下町と 違って 昼間で も、 人通りの 少ない 地点で あ 

る。 

で、 見物 はいなかった。 それで は 女 煙術師 は、 いな 

い 見物 を 相手に して、 そんな こと をい つてい るので あ 

ろうか？  と 思う と 少し 違う。 一 人 だけ 見物 はい 

たので ある。 

夜 だから これ も ハツ キリと は、 その 風貌 はわから な 

かった が、 袴 を 着けない 着流し 姿で、 たしかに 蠟塗リ 

と 思われる が、 長目の 大小 を 帯びて いる。 京都 あたり 

の 武士で は あるまい か？ とそん なよう に 思われる ほ 


どに も、 身体 全体 は 優しかった が、 腰の 構えが ドッシ 

リ としていて、 いわゆる 寸分の 隙 もない。 どっち かと 

いうと 身長 は 高く、 胸な どのび やかに 張って いる。 鼻 

が 端麗 だとい うこと は、 斜めに 受けて いる 月光の ため 

きわ  か げ 

に、 際立って いる 陰影に よって、 受け取る ことができ 

そうで ある。 

さむら い 

そういう 若い 武士が 女 煙術師 の、 二 間 あまりの 背後 

に 立って、 煙 術 を 眺めて いるので あった。 

「どうもな 俺に は 不思議 だよ」 ふと 若い 武士 はつぶ や 

いた、 「どうして あの 和歌 を 知っている のであろう。 

それに どうして あのような 和歌 を、 ああ も大っ ぴらに 


喋 舌る のであろう？ うっかり 口に 出す と あぶない 和 

歌 だ。 それに さ、 あの 和歌 はこの 俺に とって は、 縁故 

の 深い 和歌な の だ。 おかしい な あ、 どうしたの だろ 

う！」 —— だが その 次の 瞬間に は、 もっとお かしな 事 

件が 起こった。 


すられた 印籠 


そのお かしな 事件と いうの はク ルリと 身 を 返した 女 


煙術師 が、 小 走りに 走って 来た かと 思う と、 ボンと 若 

い 武士へ ぶっかって、 

「とんだ 粗相 をいた しました」 

こういつ て 謝った ことで ある。 

「いや 拙者 こそ。 …… どういたしまして」 

かえって 気の毒 だとい うように、 若い 武士 は 笑って 

挨拶 をした。 

「粗忽な 妾 でございます こと。 ホッ、 ホッ、 ホッ ご免 

あそばせ」 

女 煙 術師は 行き過ぎた。 

だが ぶつかられた 若い 武士 は、 どうやら テレ たらし 


い。 女 煙 術師を 見送った が、 口の 中で つぶやいた。 

「油断 をして いると こんな 目に 逢う。 一刀 流で は 皆伝 

きとう リ ゆう 

の 技倆、 起 倒 流で は 免許の 技倆、 などと 自慢 をして い 

ながら、 真正面から 女の子の ために ボンとば かりにぶ 

つかられて、 かわす こと さえで きな かったん だからな 

あ。 油断 をして いると こんな 目に 逢う」 

どうやら 苦く 笑ったら しい、 顔の 一所へ 白々 と、 一 

列の 歯が 現われた。 

「そうはい つても もっとも ともい える さ」 また 口の 中 

で つぶやいた。 「こんな 深夜に こんな 所で、 見物 もな 

うかつ 

いのに 煙 術 を 使って、 迂濶に はいえない あのような 和 


歌 を、 あんなに も 大っぴ らに喋 舌って いたの だからな 

あ。 見とれて いたの は 当然 だよ。 …… いったい どうい 

う 女な のだろう！」 

左側 は 十五 万 石 榊 原 式部 大輔、 そのお 方のお 屋敷で、 

なまこ 

海鼠 壁が 長く 延びて いる。 その 海鼠 壁 をぬ きんで て、 

ふもん いん 

お 庭の 植え込みが 繁 つてい、 右側 は 普 門院 常 照 寺で、 

白壁が 長く 延びて いる。 それの 間に はさまれ ている 道 

を、 松 平備後 守のお 屋敷の ほうへ、 女 煙 術 師は小 走つ 

ていた。 白く ひらめく ものが ある。 月夜 を 海に たとえ 

たなら ば、 その 中で 魚が ひらめく ように、 女 煙 術師の 

足の 踵が、 チロチ 口と 白く ひらめく のであった。 


「立って いたと ころで しかたがない。 どれ ソロ ソロ 帰 

ろうか」 

女 煙 術師の 行った ほうと は、 全く 反対の 方角へ、 若 

い 武士 は ゆるゆると 方向 を 変えた が、 雪駄の 音 を 響か 

せて 二足 三 足 歩き 出した。 

と、 どうした のか 立ち止ま つたが、 「しまった、 すら 

れた、 印籠 を すられた」 

腰の あたりへ 片手 を あてて いる。 で、 ク ルリと 振リ 

返った が、 女 煙 術師を 眼で 追った。 

「あの 女が すった に 相違ない。 さっきまで あった 印籠 

きづか 

だ。 どこへ も 落とす 気遣い はない。 あの 女が すった に 


相違ない。 そういえば ちょっとお かしかった よ。 肩 を 

少しく 前へ かしげて、 顔 を 地面へ うつむけて、 小 走る 

ように 走って 来て、 ポン とこの 俺へ ぶっかつ たんだ か 

らな あ。 粗忽で ぶっかった ぶつかり 方で はない よ。 す 

リ 取る 手段と してぶ つかった もの さ。 こいつう つ 

ちゃ つ て はお かれない な あ」 

で、 若い 武士 は 小戻り に 戻って 「待て！」 と 声 を か 

けようと したが 「待った リ」 と 自分で 自分 をお さえた- 

「これ は 迂濶に は 呼べない よ」 ニヤ リと 苦く 笑ったら 

しい。 また 顔へ 白く 歯が 見えた。 「さて 呼び止めて 調 

ベて みて、 もし 印籠が なかろう ものなら、 引っ込みの 


ぶ ざ ま 

つかない 不 態となる。 それに さ、 疑いと いうよう な も 

の は、 むやみと 人に かける もので はない。 困った 困つ 

た 困った ことにな つた ぞ」 

女 煙 術師を 眼で 追った。 

女 煙 術師の 後ろ姿 は、 月光 を 浴びて いると ころから、 

見えて いる こと は 見えて いたが、 今 は 小さくな つてい 

た。 まもなく 右へ 曲がる だろう。 すると 松 平備後 守の、 

宏大な 屋敷の 前へ 出る、 そこ を また 右へ 曲がる かもし 

れ ない。 と不 忍の，， 池畔へ 出る。 それから 先 は 町家 町 

で 露路ゃ 小路が 入り組んで いる、 自由に まぎれて 隠れ 

る ことができる。 


追つ かけるなら 今であった。 

「印籠の こと は ともかく として、 ずいぶん 変って いる 

女 煙術師 だ、 こっそり 後 をつ けて 行って、 住居 だけで 

も 突きと めて やろう」 

これが 若い 武士の 本意であった。 でシ トシ トと 追つ 

かけた。 

もうこれ だけの 事件で も、 変った 事件と いわな けれ 

ばなら ない。 ところが 同じ この 一郭で、 またもや 変つ 

た 事件が 起こった。 二人の 姿の 消えた 時に、 それと 反 

対の 方角から、 一 人の 武士が 現われて、 こっちへ 近寄つ 

て 来たので ある。 


現われた 敵 

現われた 武士 は 浪人ら しくて、 尾羽 打ち 枯らした 

みな リ  さかやき  しゅざや 

扮 装であって、 月 代な ども 伸びて いた。 朱鞘の 大小 は 

差して いたが、 鞘な ど はげ ちょろけ ている らしい。 が 

時々 光る の は、 月光が 宿って いるから であろう。 

地上へ 細つ こい 影を曳 いて、 だんだん こちらへ 近 

寄って 来る。 足 もと 定まらず 歩いて 来る。 どうやら 酒 


にで も 酔って いるら しい。 痩せて はいるが 身長 は 高く、 

肩が 怒って 凛々 しいの は、 武道に 深い 嗜みを 持って 

いる 証拠と いう ことができる。 

と、 月 を 振り仰いだ。 まさしく りっぱな 顔であった。 

が、 気味の 悪い 顔と もい える。 はね上がった 眉、 切れ 

長の 眼、 高くて 細い 長い 鼻、 いつも 苦い 物 を ふくんで 

いる ぞと、 そういって いるよう な 食いし ばった 口、 

顳顬は 低く 頰骨は 高く、 頤 はずつ こけて はいた けれど、 

頤の骨 は 張って いた。 年 はおよ そ 二十 三、 四で、 五 ま 

では 行って いないら しい。 

そういう 浪人が ヒ ヨロ ヒ ヨロと、 足 もと 定まらず 歩 


いて 来た。 

こうして 榊 原 式部 大輔 のお 屋敷の 外側 を 通り抜けて、 

松 平備後 守のお 屋敷の 外壁の 近くまで やって来た 時に、 

一 つの 事件が 湧き起 こった。 そこ は 丁字形 をな してい 

たが、 右手の 道から 遊び人 ふうの 男が、 これ も 酒に で 

も 酔って いるので あろう、 千鳥足 をして 現われて 来た 

がド— ンと 浪人に ぶっかった。 

が、 その 時には 浪人 者 は、 酔って はいても 正気で あ 

るぞ と、 そういつ たような 塩梅に、 ス ルリと 体 を 右へ 

そらして、 そのぶ つかり を 流して しまった。 と 遊び人 

ふうの 人間 は、 自分の 力に 自分が 負けて、 グ ー ッ との 


める と 地へ 倒れた。 

ざま 

「気をつけ ろよ、 なんという 態 だ」 

声をかけ ておいて 浪人 者 は、 丁字形の 道 を 曲がり か 

けた。 

すると またもや 同じような、 遊び人 ふうの 人間が、 

行く手に あたって 現われた が、 ド ー ンと 浪人へ ぶつ 

かって 来た。 

が、 その 時には 浪人 者 は、 すでに 左手へ 避けて いた。 

で、 同じように 遊び人 ふうの 男 は、 自分の 力に 自分が 

負けて、 グ— ッ とのめる と 地へ 倒れた。 

「気をつけ ろよ、 なんという 態 だ」 


い いすて ると 浪人 は 丁字形 を 曲が つ た。 

しかし またもや 行く手に あたって、 三人の これ も 遊 

び 人 ふうの 男が、 抜いた 匕首に 相違ない、 それ を 月光 

に キラつ かせながら、 のつ そりと 立って いるの を 見た 

時、 浪人 はちよ いと 足 を 止めた。 

それから 「ふうん」 と 鼻 を 鳴らした が、 ゆっくりと 

背後 を 振り返つ て 見た。 

地に 倒れて いた 遊び人 ふうの、 二人の 男が 立ち上 

がって いて、 これ も 抜いた 匕首 を、 月の 光に キラつ か 

せて いる。 

腹背に 敵 を 受けた ので ある。 はさみ 打ちの 位置に 置 


かれた ので ある。 

「はは あそう か、 あいつら の 仲間 か」 

口に 出して 浪人 はつぶ やいた が、 たいして 驚いた よ 

うす もなかった。 

「どうせ 撲り 合いに はなる だろう よ。 切り合い になん 

かなる もの か」 

つばぎ わ 

セ セラ 笑い を 洩らした が、 それでも 左手 を 鍔 際へ や 

ると 軽く 鯉口 を くつろげた。 

「さて これから どうした もの だ？」 

小首 を 傾げ はした ものの、 逃げよう かな どと 思った 

ので はなく、 こちらから 先方へ 進んで 行こう か、 それ 


とも 先方から やってく るの をた たずんで ここで 待ち 受 

けようかと、 一瞬間 思案 をした ものら しい。 

「どっちみ ちたいした 相手で はない。 俺の ほうから 

行って やろう。 なに さ 自宅へ 帰る のさ」 

で、 浪人 は 無造作に、 三人の ほうへ 歩き 出した。 そ 

の 結果 起こった のが 乱闘であった。 

遊び人 ふうの 一 人の 男 は、 匕首 を 月光に ひらめかす 

まり  はず 

と、 毬 のように 弾んで 突いて 来た。 とそれ よりも 少し 

ばかり 早く、 同じく 月光 を ひらめかして、 水平に 流れ 

る 光物が あった。 すぐに 悲鳴が 起こった が、 同時に 一 

つの 人の 影が、 往来の はずれへ ケシ 飛んだ。 浪人が 腰 


の 物 を 素破抜いて、 斬ろうと もせず、 突こうと もせず 

柄頭で 喰らわし たの を 眉間へ 受けて、 遊び人 ふうの 

人間が、 往来の はずれへ ケシ 飛んだ ので ある。 が、 そ 

ういう 一刹那に、 今度 は 遊び人 ふうの 人間が、 前後 か 

ら 二人 突いて 来た。 


呼び止めた 声 


前後から 浪人へ 突いて かかった 二人の 遊び人の 運命 


も、 きわめて 簡単に 片づ けられた。 

斜めにぶ つつけ た 体当たりで、 まず 一人の 遊び人の、 

腰の 構え を 砕いて おいて、 さっと 振り返った 浪人 は、 

なぐ 

片手 撲 りの 峰打ちで、 もう 一人の 遊び人の 肩 を 打った。 

と、 背後へ 下がった が、 背後に 海鼠 壁が 立って いた。 

いかく 

それへ 背中 を あてる ようにし たが、 あたかも 威嚇で も 

する ように、 片手 下段に のびのびと、 頭上へ 刀 を 捧げ 

たので ある。 

「まだ 来る 気 かな。 …… 今度 は 切る ぞ！」 

ひじ  てのひら 

で 順々 に 五 人 を 見た。 左の 腕 を 肘から 曲げて、 掌 

を 腰骨へ あてて いる。 右足 を 半 歩 あま リ 前へ 踏み出し、 


左足の 踵 を 浮かせて いる。 で、 いくばく か 上半身が、 

前方に 向かって 傾いて いる。 のっかかった ような 姿勢 

さば 

なので ある。 捧げた 刀 は 月光 を まとって、 鯖の 腹の よ 

うに 蒼白く 光り、 柄の 頭が 額に かかって、 その 影が 顔 

くま 

を隈 どって いる。 で 両眼が 穴の ように、 黒く そうして 

深く 見える。 しかも 浪人 はそう いう 姿勢で、 静まり 

ささな み 

返って いるので ある。 ただし 刀身 は 脈々 と、 漣 〔# 

ルビの 「ささな み」 は ママ U のように 顫えて いる。 で、 月 

光が はねられて、 顔の 隈が たえまなく 移動す る。 居つ 

かぬ ように 軟 かく、 刀 を ゆすって いるので ある。 

静まり返つ ている だけ、 かえって 凄く 思われる。 も 


しも 本当に 斬る 気になって、 翻然と 飛び出して 来たな 

らば、 そんな 五 人の 遊び人な ど は、 ー薙 ぎニ薙 ぎで 斃 

される であろう。 

ところが 一 方 遊び人た ち も、 武道の ほう は ともかく 

けんか  こつぼう 

として、 喧嘩の 骨法 は 知っている とみえて、 そうして 

とうてい 浪人に 対して、 勝ち目 はない と 思った ものと 

みえて、 眉間 を 突かれた 遊び人 は、 その 眉間 を 両手で 

おさえ、 肩 を 打 たれた 遊び人 は、 その 肩 を 片手で しつ 

かリ とっかみ、 体当たり を 喰らった 遊び人 は、 横腹の 

あたり を 両手で 抱き、 二人の 無傷の 遊び人と 一緒に、 

脛 を 月光に チラ チラと 見せて、 右手の ほうへ 一 散に、 


素ば しっこい 呼吸で 逃げ出した。 

と、 浪人 は 捧げて いた 刀 を、 ダラ リと 垂直に 引つ 下 

げたが、 

「これ」 と 遊び人た ち を 呼び止めた。 

「お前た ちの 姐 ごのお 条 にいえ！ 浪人 こそ はして い 

るが、 まだまだ 芸人 ごろん 棒な どに、 拙者め つたに ヒ 

ケは 取らぬ と！ ハツ、 ハツ、 ハツ、 しっかりと いえ！ 

そうして さらにこう いいたせ、 あくまで お前た ちに 張 

リ 合って みせる と！ お前た ち は 大勢、 俺 は 一人、 そ 

れで 十分 張り合って みせる と！ さらにこう もい つて 

くれ！ ぉ条 よ、 おおかた お前の 素性と、 そうしてお 


前の やり 口と を、 俺 はおお よそ 探り 知った と！ そう 

して 俺と は 一切合財、 あべこべ であり 逆で あると！」 

だが 浪人の 最後の 言葉が、 まだす つかりと はいいき 

らな いうちに、 五 人の 遊び人の 逃げて 行く 姿 は、 小さ 

くな つ て 消えて しま つ た。 

で、 ひっそり となった ので ある。 

と、 浪人 は 左手 を 上げた が、 刀身へ 袖 を 軽く かけた。 

ぬぐ  ほこ リ 

それから ゆるゆると 拭った が、 単に 塵埃 を ふいた まで 

である。 すぐに ささやかな 鍔 音が した。 無造作に 刀 を 

納めた のであろう。 胸の あたりへ 手 を やった が、 乱れ 

た 襟 を 直した ので ある。 と、 シ トシ トと 歩き 出した。 


さすがに 酔いだ け は 醒めたら しい。 踏んで 行く 足に 

狂いがない。 おちついて 歩いて 行く ので ある。 だが な 

ん となく その 姿 は、 浮世の 裏道 を、 人目 を 憚り 人目 を 

恐れ、 そうして 自分で も 人 を 呪い、 そうして 自分で も 

浮世 を 呪い、 こそこそ 通って 行く ところの、 気の毒な 

陰惨な 廃人の、 姿 を 思わせる ものが あった。 

なまこ かべ 

その 左側に 海鼠 壁 を 持って、 その 背後に 影法師 を曳 

ぼう 

いて、 そうして 半身 を 月光に さらして、 腰から 下を茫 

とぼ かして、 浪人 は 先へ 歩いて 行く。 

しかし 十 間と は 歩かなかった。 

「お 武家、 お待ち、 ちょっとお 待ち！」 


一 種の 素晴らしい 威厳 を 持った 男の 声が 背後の ほう 

から、 こういって 浪人 を 呼んだ からで ある。 で、 浪人 

は 足 を 止めた。 

「また 変な 物が 出たら しい。 今夜 は よくよく おかしな 

晚だ、 いろいろの 役者が 登場す るよ」 

つぶやいて 浪人 は 振り返つ たが、 「ふうん こいつ 

力 も 

は 素敵 もない 鴨 だ」 

頭巾で 面 を 包んで いるので、 容貌 は 少しも わからな 

かった が、 大名の ように 貫禄の ある、 一人の りっぱな 

侍が、 二人の 武士 を 供に つれて 眼の 前に 立って いたの 

である。 


いわれぬ 圧迫 


浪人の 眼の 前に 立 つ ている 大名の ような 貫禄の ある 

武士 は、 身体つ き や 声の ようすから 見て、 年 は そち こ 

ち 五十 ぐら いで もあろう か 身長 は 高く 肥えても いた。 

折り目正しく 袴 を はいて、 長目の 羽織 を 着て いたが、 

おかしな ことに は 定紋がない。 無紋の 羽織 を 着て いる 

のであった。 で、 胸高に 大小 をた ば さみ、 その 柄頭 を 


右手の 扇で、 軽く 拍子 どって 叩いて いるが、 それ は そ 

の 武士の 癖の ようであった。 そうして そういう 癖に さ 

え、 一種の いわれぬ 威厳が あった。 しかし 向かい合つ 

て 立って いる 浪人に とって 苦痛な の は、 その 武士 全体 

せま  いんしん 

から 逼 つて 来る、 陰 森と した 圧力で、 それが 浪人の 心 

持ち を、 理由な しに 圧迫す るので あった。 頭巾に 包ま 

まぶ か 

れ ている 眉 深の 顔 は、 月に そむいて いるが ために、 ほ 

とん ど 見る こと はでき なかった が、 刺す ように 見て い 

る 眼ば かりが、 陰影の 奥に 感ぜられて、 それが また 浪 

人の 心持ち を、 恐怖 的に 圧迫す るので あった。 

武士 は 浪人 をみ つめている。 というよりも 浪人の よ 


うす を、 検査して いると いった ほうがよ い。 そんなに 

しゅうね 

も 執念く おちつき 払つ て、 無言で 浪人 を 見て いるので 

あった。 

「なんだ こい つ は 無礼な 奴 だ」 浪人 は 思わざる を 得な 

かった。 「呼び止め ておいて 物 をい わない。 なめる よ 

うにい つまで もジ ロジ 口 見る」 

で、 皮肉 をい おうとした。 しかしい うこと はでき な 

かった。 例の 理由の ない 圧迫が、 浪人の 口 を 封ず るか 

ら である。 

ひど 

「なんの 素敵な 鴨な もの か、 うっかり すると 酷い 目に 

逢う ぞ」 问 となく 浪人に は 思われた。 「これ は 躊躇な 


く 逃げた ほうがいい」 しかし 逃げる こと もで きそう も 

なかった。 例の 理由の ない 圧迫が、 浪人の 足 を 止める 

からで ある。 「叩つ 切ろう かな？ 叩つ 切ろう かな？」 

だが こう 思 つ た 瞬間に、 そう 思 つたこ とが 相手の 武 

士へ、 どうやら 直感され たらしい。 

つと 武士 は 一 足 前へ 出た が、 

「むやみと 刀な ど 揮わぬ がよ い」 

「は」 

「よい か」 「は」 「よい か」 

といつ か 浪人 はうな だれて いた。 

と、 武士 は 刀の 柄頭 を、 右手の 白扇で 拍子 づけて、 


軽く 二、 三度 叩いた が、 

「通りかかって、 見た という もの さ。 そちの 素晴らし 

い 手並み をな。 で、 呼び止め たという もの さ。 何も 恐 

れる におよ ばない。 俺 は 決して 役人で はない よ」 ここ 

やさ 

で 口調 を 優しくし たが、 「見受ける ところ、 浪人ら しい 

の」 

「は、 さように ございます」 浪人の 本当の 心と して は 

「そち」 と 下目に 呼ばれたり、 「何も 恐れる におよ ばな 

い」 などと、 威嚇的に 物 をい われた こと 不快で も あれ 

ごうはら 

ば 業腹で もあった が、 例の 理由の ない 圧迫に 押されて、 

おとな  いんぎん 

そういう 本心 を 出す ことができず、 つい 和 しく 慇勤心 


に そんなよ うに 口から 出した ので あ つ た。 

と、 武士 は 肩で うなずいて みせた が、 

「俺の 屋敷へ 遊びに 参れ」 不意に こんな こと をい い 出 

した。 

浪人 は 意外に 感じた のであろう、 ぼんやり として 

黙って いる。 

「俺 はな、 久しく 探して いたの だよ」 そういう 浪人の 

ようすな どに は、 かかわ リ がない というよ うに 武士 は 

後 をい いつ づけた。 「お前の ような 人間 をな。 浪人で 

そうして 腕が 立って、 人 を 殺した 経験の ある。 …… 俺 

に はわ かるよ、 殺した ことがあろう？」 


今度 は 浪人 は 怯 かされた らしい、 思わず 二、 三 歩 後 

へ 下がった。 

「で、 姓名 はなん というな？」 

—— いったい これ はどうな るんだ？ これが 浪人の 

心持ちであった。 追つ かけ 追つ かけ 訊かれる ことが、 

いちいち 浪人に は 恐怖 だからで ある。 

「は、 私の 姓名 は …… 」 

「おいい、 これ、 何とい うな？」 

なの 

どうした もの かそれ に応じて、 浪人 は宣 ろうと はし 

なかった。 足 もと をみ つめて 黙って いる。 しかし 心で 

はいって いるので あった。 「名 を宣る こと はい やなの 


だ。 俺の 本名 を 聞いた が 最後、 たいがいの 武士 は 俺に 

対して、 憎む か 嘲る かする の だからな」 

で、 宣 ろうと はしなかった。 そういう 浪人の 困惑し 

た 態度 を、 相手の 武士 は 訝しそう に、 しばらくの 間 見 

守って いたが、 にわかに 笑声 を ほころ ばせ た。 

「やはり 恐れて いるよう だの。 俺 を 恐れて いるよう だ 

の。 では 俺から 宣る としょう」 

恐ろしい 惑星 


では 俺から 宣る ことにしよう。  大名の ような 貫 

禄の ある 武士 は、 さも 無造作に こういつ たが、 すぐに 

無造作に 名を宣 つた。 

ほうじょうみ まさか 

「俺 は 北 条美作 だよ」 

しかし 無造作に は宣 つた けれども、 その 北条美 作と 

なまえ 

いう 名 は、 恐ろしい 姓名 だと 思われる。 

というの は それ を 聞いた 浪人が、 まるで 雷に でも 打 

たれた かの ように、 おかしい ほどに も 飛び上がって、 

そうして 背後へ 引き下が つたが、 すぐに 土下座 をした 

からで ある。 


「北条 の 殿様で ござりました か、 さような ことと は少 

しも 存ぜ ず、 まことに ご 無礼 をいた しました。 お許し 

おかれく ださい ますよう」 

慇憝に 丁寧に 挨拶 をした。 

ところで 北条美 作と は、 どういう 身分の 武士な ので 

あろう？ 

九 千 石の 旗本な のであった。 がそれ だけで はなんで 

もない、 たかが 旗本に すぎない の だから。 ところが 北 

条美作 は、 ある 者に は、 一 世の 豪傑と して、 恐れ 敬わ 

れ 尊ばれて いた。 が、 一方で は奸 物と して 憎まれ 嫌わ 

れ はばかられ ていた。 何が いったい そうさせ るので あ 


さ こんしょ うげんたけ もと 

ろう？ 時の 老中の 筆頭で、 松 平 左 近 将監武 元なる 人 

の、 遠縁に あたって いるば かり か、 その 武 元に 取り入つ 

て 切れ味の 鋭い 懐中 刀と して、 その 武元を 自在に 動 

かす、 —— というの が 理由の 一 つであった。 そうして 

京都の 貧しい 公卿の、 美しい 姫 を 養女と して 養い、 巧 

みに 時の 将軍に 勧めて、 その 側室と した ことによって、 

将軍家の お覚えが いと もめで たい。 —— というの が理 

由の 一 つであった。 いやいや そういう 美しい 女 を 一人 

将軍家へ 勧めた ばかりではなくて、 いろいろの 手蔓 を 

き  どころ 

求めて は、 美しい 女 を 狩り集めて 来て、 利き所 利き所 

の 諸侯へ 勧めて、 その 側室と する ことによって、 一種 


の 閨閥 を 形成く つた。 —— というの が 理由の 一 つで も 

あった。 

わいろせ いたく  ひそ 

で 賄賂 請託が 到る 所から 到来した。 それに 密かに 佐 

渡の 金山の、 山 役人と 結托 〔# 「結 托」 は ママ〕 をして 

いた。 で 美 作 は 暴 富であった。 そうして 美 作 は その 暴 

富 を、 巧妙に 活用す る ことによって、 自分の 勢力 を 

布衍した。 というの はこれ も 利き所 利き所の 諸侯へ 金 

子 を 貸す ことによって、 金権 を 手中に 握った ので ある。 

これ を 要約して いう 時 は、 金と 女と を 進物に して、 

ま つ 

閥 をつ くつ たという ことになる。 

で、 若年 寄 を はじめと して、 大目 附 であろうと 町 奉 


行で あろうと、 北条美 作に 対して は 一 目 置かざる を 得 

なかった。 

その上に 美 作 は 人物と して は、 胆力が 大きく 機智が 

縦横で、 それにす こぶる 執拗で あ つて、 かつ 用心深 か つ 

た。 そうして 性質から いう 時 は、 この 上 もな く 陰性で、 

黒幕 的 性質に できて いた。 もし 美 作が 望んだならば、 

五 万 石 以上の 大名 ともなれ るし、 役 付く こと もで きる 

ので あつたが、 それ も 望もうと はしなかった。 表面に 

立 つ こと を 嫌った からで ある。 

もう 一 つ 美 作の 特徴と して、 挙げなければ ならない 

一 事が ある。 徹底した る 佐幕 思想 —— という ことが そ 


れ である。 したがって 美 作 は 同じ 程度に、 勤王 思想 を 

けんき 

嫌忌した。 で、 有名な 宝 暦 事件、 すなわち 竹 内 式部な 

る処士 が、 徳大寺 卿 を はじめと して、 京都の 公卿に 

ひんし  こすい 

賓師 となって、 勤王 思想 を 鼓吹した 時に、 左 近 将監武 

元に 策して、 断然た る 処置 を とらせたり、 その後 ほど 

やまがた だいに 

を 経て 起こった ところの、 山 県 大武、 藤 井 右門の、 同 

じょうな 勤王 事件に 際して、 これ も 将監武 元に 策して 

苛酷な 辛辣な 処置 を とらせた。 

幕府 方に とって は 力強い 味方で、 京都 方に とって は 

恐ろしい 敵 —— と いうの が 北条美 作な のであった。 

どっちみ ち 北条美 作なる 武士 は、 この 当時 一個の 惑 


星と して、 諸人に 凄まじく 思われて いた こと は、 争わ 

れ ない 事実であった。 

その美 作 だとい うので ある。 浪人が 飛び 下がって 土 

下座 をして 慇憝 に 丁寧 に 挨拶 をし たの は、 当然な y J と 

といわなければ なるまい。 

しかし 北条美 作に とって は、 そう も 慇憝に 丁寧に、 

その 浪人に 土下座まで されて、 挨拶 をされ たという こ 

と は、 ちょっと おかしく 思われた らしい。 声を立てる 

ようにして 笑った が、 「さあさあ 俺 は 宣りを 上げた よ、 

今度 はお 前が 宣る がいい」 

「桃ノ 井 兵馬と 申します」 これが 浪人の 宣 りであった。 


「桃 ノ井？ ふうむ、 兵馬と いうか？」 美 作 は 何やら 

考え込んだ。 


浪人 者の 素性 


「桃ノ 井？ ふうむ、 兵馬と いうか」 こういって 考え 

込んだ 北 条美作 は、 月光 を 浴びながら 土下座 をして い 

る 浪人の 姿 を あらためて 見た が、 理由 ありそうに うか 

がうよう に 訊ねた。 


「桃ノ 井の 姓が 気に かかる。 そちの 父の 名 はなん とい 

ぅぞ ？」 

—— と、 兵馬 はいよ いよます ます、 慇憝の 度 を 強め 

さ ゆ-つま 

たが、 「桃ノ 井久 馬と 申します」 

「何？」 とこれ を 訊く と 北 条美作 は、 あたかも 物に で 

も 引かれた かの ように —— いやいや むしろ 懐し そうに、 

二、 三 歩 前へ ッ カツ 力と 出た が、 

「桃ノ 井久 馬なら ば 存じて いる。 神 田 小 柳 町に 住居し 

ていた はず だ」 

「はい、 さようで ござります」 

「そうで あつたか、 そうで あつたか、 桃ノ 井久 馬の 枠 


であった か。 では 俺と は 縁の 深い 者 だ」 

フ J 縁 深き 者に) /ざり ます」 

「  」 美 作 はこ こで 沈黙 をした。 探る ように 兵 

馬 を 見下ろし ている。 それ を 兵馬が 下の ほうから 顔 を 

あお 向けて 見上げて いる。 異様な 沈黙と なった ので あ 

る。 が、 その 沈黙が 破られた 時に、 二人の 間に 次の よ 

うな、 意味 深い 問答が 取り交わされた。 

「お前の 父 は 忠義 者で あつ たよ」 

「が、 お咎め を 受けまして、 日本 橋に おいて 三日間 晒 

ら され、 遠島され まして ござり まする」 

じゅんそう  れいそう 

「宫崎 準曹、 佐 藤 源 太夫、 禅僧 霊 宗らの 忠義 者と な」 


「はい、 同罪と ありまして、 遠島され まして ござり ま 

す」 

「気の毒な 身の上と なった ものよ。 助けようと 俺 も 手 

を 尽くして はみ たが、 そこまで は 力が およばなかった」 

「口惜しい 儀に) J ざり ました」 

「そち、 この 俺 を怨ん ではい まいな？」 

「なかなか もちまして そのような 事、 もったい 至極 も 

ござり ませぬ」 

「久馬 は怨ん でいた であろう か？」 

「いえいえ 反対に ござります。 遠島 まぎ わに 父の 口よ 

り 承 わりまして ござります。 北条の 殿様が あつたれ 


ば こそ、 死罪に も 行なわれず 軽い 遠島と！ ご 恩の ほ 

ど を 忘れるな よと …… 」 

「怨 まれれば 怨 まれる 節 も あるが、 怨んで いないと 耳 

に すれば、 やはり 俺に は 有難い」 

「なんのお 怨みな どいた しましょう。 怨み は 他の 人に 

一 ，- ざり ます」 

「他の 人？」 と美 作 は 首 を 伸ばした が、 「さあ 何者で あ 

ろうやら？」 

「山 県 大武に ござります。 藤 井 右門に) /ざリ ます」 

「が、 彼 は 殺された はず だ。 死罪 獄門に なった はず だ _ 

で、 この 世に はいない 者 ども だ」 


「しかし 後胤 や 一味の 者が、 残って いる はずに ござり 

ます」 

「なるほど」 という 北 条美作 は、 兵馬へ 身近く 進んだ 

が、 「そち、 消息 を 知ってい ると 見える？」 

「さぐり 知りまして ござります。 よりより 彼らの 後胤 

や 一味が、 京都から 江戸 を さしまして、 いろいろの も 

のに 姿 を やつして、 入り込みました 由に ござります」 

「しかもな」 という 北 条美作 は、 前 こごみ に 体 を こご 

ませた が、 「恐ろしい 大物 も 入り込んだ らしい」 

「は？」 と 訊き返した 桃ノ井 兵馬 は、 合点が いかない 

と いうよう にした が、 「と §: せられる 大物の 意味 は？」 


「いずれ は 話す。 今日はい うまい」 しかし 兵馬 は 押し 

返した。 「三 宅の 島で なくなられた はずの、 あの 恐ろ 

しい 人物が、 江戸 入りされ たものと 存じます が？」 

「そこまで そち は 知って おる のか？」 北 条美作 は 驚い 

たらしい。 「よくも あくまで きわめた もの だ」 

 と、 兵馬 はヌッ とば かりに、 顔 を 月光に 上向け 

たが、 沈痛の 口調で いい 出した。 

「この 私と いう 人間が 世間の 者に 嫌われまして、 裏切 

リ 者の 子で あると か、 不義の 人間の 子で あると か、 噂 

を 立てられます 根本 は、 その 三 宅の 島で 死なれた とこ 

ろの、 あの 恐ろしい 人物に、 端 を 発して おります ゆえ、 


あの人 物に 関しまして は、 詳しく 詳しく 詳しく 詳しく 

従来 も 探って おりました。 で、 その 結果 知りました こ 

と は …… 」 しかし ここまで いって 来る と、 兵馬 は 憂鬱 

のよう すに なった が、 突然 話の 方向 を 変えて、 全く あ 

らぬ こと をい い 出した。 

十分に 怨め 

兵馬 はこの ようにい い 出した ので ある。 


その ほうど もぎ  いちず  うったえい ずべ く 

「 …… 其方 共 儀、 一途 二 御 為 ヲ存ジ 可 訴出候 ヮバ、 

うたがわしく  おもむき きょじつ  かかわらず けんぶん  およ  とおり 

疑 敷 心附候 趣、 虚実 二 不拘 見聞 二 及ビ候 通、 

ぁリ てい うったえ いず  おそれ  あいき こ 

有体 二 訴 出 べキ 所、 上 モナ ク 恐 多キ 儀ヲ、 厚 ク相聞 

ェ候 様取斿 申立 候 儀ハ、 都テ 公儀 ヲ憚ラ ザル致 方、 

ぃたリ  う つ たえ  まで 

不届ノ 至、 殊ニ 其方 共ノ 訴 ヨリ、 大勢 無罪 ノ モノ 迄 

入牢 イタ シ、 御 詮議 二相 成リ、 其 上 無名 ノ捨 訴状、 

捨文等 有 之、 右 認 方全ク 其方 共ノ 仕業 二相 聞ェ、 

重科 ノ者ニ 付 死罪 申 付べ キ者ニ 候処、 大武、 右門 

企 ノ 儀ハ、 兵学 雑談、 或ハ 堂上 方ノ 儀、 其 外 恐 入 候 

不敬 ノ 雑談 申 散 候ハ、 其方 共 申立 ヨリ 相知レ 候、 大 

式 ハ 〔# 「大 武ハ」 は 底本で は 「大武 は 匕 死罪、 右門 儀ハ 


まかり  おき  うったえ 

獄門 罷成、 御 仕置 相 立 候 二 付、 不届 ナガ ラ 訴人 ノ事 

じょめい 

故 此処 ヲ以 テ、 其方 共助 命 申 付、 日本 橋 二 於テ、 三日 

さらし 

晒 ノ上、 遠島 之ヲ申 付ル」 

兵馬の 口調 は 暗誦 的であった。 永らくの 間 心の中に 

そらんじ 

あって、 しばしば 繰り返し ていた 文章 を、 暗誦た とい 

うような ところが あ つ た。 

「これ は 私の 父 を はじめ、 宫崎 準曹、 佐 藤 源 太夫、 禅 

僧 霊宗に 下されました、 断罪の 文に ござります。 つま 

リ 私の 父な ど は、 幕府のお ため を 存じまして、 謀叛 人 

企て を 明ら さまに、 お訴え を 致しました 結果と して か 

えって お叱り を 受けました しだいで、 逆し ま 事の よう 


に は 存じます が、 こういう 結果に なり ましたの も 山 県 

大武ゃ 藤 井 右門の、 恐るべく 憎き 陰謀に その 端 を 発し 

ており まする。 しかるに 大武ゃ 右門なる ものの、 その 

陰謀の 源泉 は、 三 宅 島に おいて 逝く なられました はず 

の、 あの 恐るべき 人物から 流れ出て いる はずに ござり 

ます。 したがって 私に とりまして は、 三 宅 島に おいて 

逝く なられた はずの、 その 恐るべき 人物 こそ、 怨みの 

的に ござります」 

なお 兵馬 はいいつ づけよう として か、 片膝 を 立てて 

胸 を 反らせた が、 感情が にわかにた かぶった からで も 

あろう、 言葉 切れが して 絶句した。 と 見て とった 北条 


美 作 は、 なだめる ように 片手 を 伸ばす と、 おさえつけ 

るよう に 上下した が、 

「詳しい こと は 屋敷で 聞こう。 明日に も 訪ねて 来る が 

よい」 

立てた 片膝 を 地へ 敷く と、 兵馬 はつつ ましく 頭 を 下 

げた。 

「参上いた します で ござります」 

ぶ ち  くらし 

「隠し 扶持な ども 進ぜよう。 生活に 事 を 欠かぬ ように、 

^  J の 美 作が 世話 をして やろう」 

「は、 忝け のう 存じます」 

「十分に 怨め！ 獵 つて 取れ！」 


「  」 

この 意味 は 兵馬に はわから なかった らしい、 無言で 

美 作の 顔 を 見た。 と、 美 作 は 笑った が、 

「例の 恐るべき 人物と、 大武ゃ 右門の 後胤 や 一味 を怨 

ん で獵リ 取れと 申して おる の だ」 

「それ こそ 私に とりまして は …… 」 兵馬 は 一種の 武者 

振る い をした が、 「唯一の 目的で ござります」 

「同時に 幕府の ために もなる」 

「何よりの ことに 存じます」 

「同時に 俺の ために もなる」 

「お 殿様のお 為で ござりましたら …… 」 


「粉骨砕身して くれる か？」 

いのち 

「愚かの ことに ござります。 命 一 つ さえ 捧げます る」 

「ああよ い 片腕が 俺に はでき た」 

「いえ この 私に こそ 力強い 後ろ 楣が できまして ござり 

ます」 

「では」 というと 北 条美作 は、 鷹揚に 顎 をし やくった 

が、 「今夜 はこれ で 別れよう」 

二人の 供 を 従える と、 シ トシ ト と美 作 は 足 を 運んだ。 

「犬 大名 ゃ大 旗本が、 この 本郷に はたく さん あるが 『本 

郷の 殿様』 と  一 口にい えば、 すぐに も 北条美 作の ご 前 

と、 誰も 彼 もがい ちょうに、 納得す る ほどに も 有名な 


お 方 だ。 そのお 方に 俺が 見いだ された の だ。 世に出る 

ことができる かも 知れない」 

なまこ かべ 

大名屋敷の 海鼠 壁に 添って、 肩の あたり を 月光に 濡 

らして、 二人の 供に 前後 を 守らせ、 歩いて 行く 美 作の 

つし ろ 

背後 姿が、 曲がって 見え なくなった 時まで 目送 をして 

いた 桃ノ井 兵馬 は、 こうつぶ やくと 立ち上がった。 「俺 

ね ぐら 

も 寝 倉 へ 帰る としょう」 

こぼ 

無人と なった 境地に は、 月光ば かりが 零れて いた。 

したや 

しかるに この ころ 一 人の 武士が、 下 谷の 町の 一 所に、 

腕 を 組みながら たたずん でいた。 「こんな りっぱな 屋 

敷の 中へ、 はいって 行った と は 不思議で ならない。 た 


かが 女の 煙術師 ではない か」 II 眼の 前に 宏壮な 屋敷 

があった が、 眺めながら 考えて いるので あった。 


怪しの 屋敷 


武士の 眼の 前に そびえて いる、 宏壮な 屋敷の 構造 は、 

大 旗本の 下屋敷 ふうで、 その 正面に は 大門が あり それ 

と 並んで 潜り 門が あり、 土塀が グ ルリと 取り巻い てい 

た。 おびただし いまでに 庭木が あって、 いずれも 年 を 


ときわぎ  いら か 

経た 常 磐 木と 見えて、 土塀の 甍 から 高く ぬきんでて、 

いくむ ね 

林の ように 繁 つていた。 幾 棟 か 建物 も ある ことで あろ 

うが、 しかし 庭木に おおわれて、 その 一 棟 さえ 見えな 

かった。 大門の 瓦屋根に さえぎられて、 門の 扉が 裾 

の あたりで、 月の 光からの がれて いたが、 その 薄暗い 

門の 扉の 上に いかめしい 大鋇が 打って あるの が、 少 

しく 異様に 見て とられた。 用心 堅固に 守って いる ぞと、 

威嚇して いるよう に 感ぜられる。 

いやいや 用心 堅固と いえば、 庭木の 形に も 見られる 

のであった。 すなわち 内側から 土塀の 方へ、 鉄よりも 

堅く 思われる ような 老木 をビ ッシリ 植え込んで、 枝 や 


葉 を 網の ように 参 差さ せ て 防禦の 態 を 造 つてい るから 

である。 何者か 屋敷 内へ 入り込もう として、 たとえ 土 

塀 を 乗り越した ところで 庭木の 塀に さえぎられて、 目 

的 を とげる こと はでき ないで あろう。 屋敷の 大きさ は 

一町 四方 もあろう か、 周囲の 家々 から 独立 をして、 ひ 

とり そびえて いるので ある、 あえて この辺 は 屋敷町で 

はなくて むしろ 町家 町と いうべき であった。 もっとも 

いずみの かみ  さえ もんの じょう 

はるか 東北の 方に は 藤 堂 和 泉 守 や 酒 井 左 衛門尉 や 佐 竹 

そうつ しまの かみ 

左 京 太夫 や 宗対馬 守の、 それ こそ 雄大な 屋敷 屋敷が、 

ま 

長屋 町家 を 圧迫して 月夜の 蒼白い 空 を 摩して、 そそり 

立って はいた けれど …… 。 


で、 この辺 は 町家 町であった。 しかもい うと ころの 

力た がわ  ぎんりん 

片側 町であった。 反対の 側 は 神 田 川で、 今、 銀鱗 を 立 

てながら、 大 川の ほうへ 流れて いる。 下流に 橋が 見え 

いずみば し 

て いたが それ はどう やら 和 泉 橋ら しい。 とすると ここ 

は 佐久間 町の 三 丁目に あた つ ている のか もしれ ない。 

「こんな りっぱな 屋敷の 中へ、 はいって 行った とは不 

思議で ならない、 たかが 女の 煙術師 ではない か」 たた 

ずんで 見て いた 若い 武士 は、 今度 は 声に 出して つぶや 

いたが、 いかにも 腑に 落ちない というよう すであった。 

本郷の 往来で 煙 術 を 見て いて、 うっかり 油断 をして い 

たと ころ を 女 煙 術師に 印籠 を すられた、 —— その 若い 


おもわく 

武士であった。 で、 若い 武士の 思惑と して は、 たかが 

安手の 芸人で ある。 どこか みすぼらしい 露路 の 奥の、 

棟割長屋の 一軒へ でも、 はいって 行く ものと 思って い 

た。 しかるに どうやら 期待 は 裏切られて、 堂々 たる 構 

えの りっぱな 屋敷へ 女 煙 術師は 入り込ん だので ある。 

で、 武士と して はこの 事実 は、 化かされ たように も 

思われる のであった。 

「他人の 屋敷へ はいった ので はない。 自分の 家へ は 

いったの だ。 少なくも あの 女の 懇意な 者の 屋敷へ は 

いったと いう こと はでき る。 …… ス タス タと道 を 歩い 

て 来て、 この 屋敷の 前まで 来て、 トン、 トン、 トンと 


潜り 門 を 打って、 二 声 三 声 物 をい つた かと 思う と、 す 

ぐに 内から 潜リ 門の 扉が あいて、 あの 女 を 内へ 入れた 

の だからな。 …… 自分の 屋敷 か 懇意な 人の 屋敷 さ」 眼 

の 前に 立って いる 屋敷の 中へ、 女 煙 術師が はいった 時 

の、 —— その はいり 方の 無造作だった こと を、 あらた 

め て 回想す る ことによって 武士の 疑惑 は 深ま つたら し 

ヽ o 

レ 

くせもの 

「女 煙 術師も 曲者ら しいが、 この 屋敷 も 怪しく 思われ 

る」 

で、 しばらく は 見 まわして いた。 屋敷 内 は 寝静まつ 

ている らしい。 人声 もしなければ 足音 もしない。 繁っ 


ている 庭木の 一所で、 ね ぐら をつ くって いた 雀で も あ 

ろうか、 ひとしきり 羽音が 聞こえた が、 それ とてもす 

ぐ 止んで しまって、 まったく 物音が 聞こえ なくなった _ 

「いつまで 眺めて いたと ころで、 別に 得 をす る こと も 

あるまい。 思い切り よく 帰る としょう」 

—— で 若い 武士 は 立ち去ろう としたが、 立ち去る こ 

と はでき なかった。 

「印籠に 未練が ございますなら、 お返しす る ことにい 

たしましょう」 

潜り 門の 内側からの 女の 声が、 悪戯 ッ児 らしい 語調 

を もって、 揶揄す るよう に 呼んだ からで ある。 


「ほう」 という 若い 武士 は、 ちょっと 度胆を抜かれた 

ように、 潜り 門の 前まで 寄って 行った が、 

「それで はや はり 拙者の 印籠 を、 あなたに はおす りな 

された ので？」 どうと いう 訳と もなかつ たが、 こんな 

ような 丁寧な 言葉 使 いで 若い 武士 は 訊き返した。 と、 

すぐに 女の 声が した。 


本職 は 放火 商売 


「妾に とりまして は 印籠な ど は、 どうで もよ かった 

の で， > /ざ い ますよ。 欲しい と 思った ので は，) J ざ いませ 

んょ」 依然として その 声 は |、5 戯ッ 児ら しい、 揶揄 的の 

調子 を 帯びて いた。 潜り 門の 扉 をへ だてて おりながら、 

声が ハツ キリと 聞こえて 来る の は、 扉の 合わせ目へ 

近々 と 口 を 寄せて 物 をい つてい るからで あろう。 追つ 

かけて 女の 声が した。 

「妾の 本当に 欲しい もの は、 ほかに あるので ございま 

すよ」 

「ほう、 さよう かな、 なんで ございましよう？」 

どうやら 若い 武士の 性質 は、 磊落で 放胆で 明る いら 


しい、 叱咜も 浴びせずに 訊き返した。 

と、 女の 声が した。 

まごころ 

「誠心な の で >  J ざ い ますよ」 

「誠心？ ほほう 誠心が お好き か。 風 変り の ものが お 

好きと 見える」 

て つ せきしん 

またもや 女の 声が した。 「鉄石心と 申しましても、 

よろしい ようで ございま すよ」 

「だんだんへ チ物を 望まれる ようで」 若い 武士 は 興味 

ちゅうこん， きたん 

を 感じたら しい、 面白そう にこうい つたが、 「忠魂 義胆 

など はいかが な もので？」 —— で、 女の 言葉 を 待った。 

「何より 結構で ございま すよ。 ぜひとも 頂戴いた した 


いもので」 だが こういった 女の 声に は、 今まであった 

ような 揄揶 的のと ころ や、 悪戯 ッ児 らしい ところな ど 

は、 おおよそ 封 せられて なくなつ ていた。 真面目な 語 

調と なった のであった。 

しかし 若い 武士 はなん と 思った か、 道化た 口調で 押 

し 切った。 「忠魂 義胆 がご 入用なら、 これから せい ぜ 

い 骨 を 折つ て 仕入れる ことにいた しましょう」 

—— と、 女の 声が した。 「それに はおよ ぶまい と存 

せられます。 ずっと 昔から 今日まで、 変らず お持ちつ 

づけて おいでになる、 その 忠魂 義胆 だけで、 もうもう 

十分で ございま すよ」 


「どうもな、 いよいよ 変な 女 だ。 俺の こと を いくらか 

知っている らしい」 若い 武士 は いささか 気味が 悪く 

なった。 で、 打ち 案じて 黙って いた。 潜り 門の 向こう 

側で も 黙って いる。 で、 しばらく は ひそかであった。 

いちはしし もうさの かみ 

神 田 川 を 越した 向こう側の、 巿橋下 総 守の 屋敷の 

辺から、 二 声 三 声 犬の 声が したが、 つづいて ギヤ ッと 

いう 悲鳴が 起こった。 往来の 者に 蹴られた ので も あろ 

う。 佐久間 町の 二 丁目の 方角から、 駕籠が 一 挺 来 か 

かった が、 相 生 町の ほうへ 曲がって しまった。 

で、 この 境地 は 静かであった、 霜で も 置いた ような 

月光が、 往来 を 一杯に 満たして いる。 


と、 その 時 女の 声が、 潜リ 門の 向こう側から 呼び か 

けた。 「妾 は 掏摸で は ございません。 でも 掏摸 かもし 

れ ません。 妾 は 煙術師 では ございません。 でも 煙術師 

かもしれ ません。 …… いえいえ 本当の 商売 はそんな も 

ので は ございません。 放火 商売な ので ございま すよ。 

…… ちょうど あなた 様と 同じように！」 

こんな 妙な こと をい い 出した ので ある。 

ひつけ 

「ナニ 拙者と 同じように、 放火 商売 だと おっしゃ いま 

すので？」 さも さも 驚いた というよ うに、 若い 武士 は 

うしろ 

胸 を 背後へ 引いた が、 「拙者 は 決して 放火な ど はし ま 

せぬ」 


しかし 女 はう ベな わなかった らしい。 同じ 口調で い 

き じ 

いつ づけた。 「神 田の 雉子 町の 四 丁目で、 一刀 流の 剣 

道 指南の、 道場 を ひらいて おいでな される、 山 県紋也 

というお 方の 本当の ご 商売 は、 放火 商売な ので ご ざ い 

ますと も」 

もしも この 時が 昼であった ならば、 若い 武士が 心 か 

ら 仰天して、 その 眼 を 大きく みはった ことに、 恐らく 

感づ いた ことであろう。 

「ほう」 と 若い 武士 はまた もい つたが、 「拙者の 姓名 を 

ご存じと みえる」 

「はいはい 存じて おります とも。 お 名前ば かりで は ご 


ざ リ ませぬ 。 > J 素性から.》 J 行動から 目的 ま で 存じ て お 

るので ございま すよ。 で 申し上げ るので ございま すよ 

放火 商売が 本職 だと。 …… そうして 妾 は 幾度と なく、 

あなた 様と お逢いいた しました。 そうしてお 話 をいた 

しました。 ご 懇意の はずで ございま すよ」 

若い 武士の 山県紋 也に とって は 女の いう ことが 何 か 

ら 何まで 意表に 出る ように 思われた。 「お逢いした 覚 

え は ござり ませぬ が、 どこで お逢いし ました かしら？」 

「はいはい 石 置き場のお 屋敷で」 

女 はクス クスと 笑った ようで ある。 


活殺の 問答 


石 置き場の 空 屋敷で 逢った という。 しかし そういう 

記憶はなかった。 で、 紋也は それ をい つた。 「その 石 

置き場の 空 屋敷へ は、 私 も たびたびまい りました よ。 

しかし 一度 も あなたら しい、 女 煙術師 などに は 逢い ま 

せんでした」 

すると またもや 笑い声が、 潜 門扉の 内側から 聞こえ 

て 来たが、 「それで は 今度 は 女 煙術師 として、 お 目に か 


かる ことにいた しましょう」 

「ほう」 と 紋也は それ を 聞く と、 声 を 洩らさざる を 得 

なかった。 

「それで は あなた は 女 煙 術師の ほかに 商売 を 持って お 

られ ますので？」 

「はいはい、 さようで ございます とも」 女の 声 は 愉快 

そうで あ つ た。 

むすめし  かんたんし 

「娘 師、 邯鄲師、 源氏 追い、 四 ッ師、 置き引き、 九官 

かっさら いっけ  てんがい  あんさつ  こがしら 

引き、 攫 浚 付たり 天蓋 引き、 暗殺 組の 女 小頭、 いろい 

ろの 商売 を 持って おります」 

「う ー ん」 とそれ を 聞く と 山 県紋也 はこうい わざる を 


得なかった。 「参った！」 という 意味な ので ある。 事 

実 紋也は 女のお 喋 舌に、 かなり 参って しまったので 

あった。 しかし 紋也は 思い返した。 「どこまで もこの 

俺 を 嬲る 気な の だな」 と —— で、 こだわらずに 話し か 

けた。 

「それで は 石 置き場の 空 屋敷で は 娘師、 邯鄲師、 源氏 

追い、 四 ッ師、 置き引き、 九官 引き、 攫 浚 付たり 天蓋 

引き、 暗殺 組の 女 小頭 —— といった ような 商売の 中の、 

その 一 つの 商売人と して、 私と お逢いく ださいました 

ので？」 

とまた 女の 笑い声が、 潜 門扉の 内側から 聞こえて 来 


たが、 つづいて こういう 声が した。 「たった 今し方 も 

申しました、 妾の 本当の 商売 は 放火 商売な ので ご ざ い 

ますよ。 で、 石 置き場の 空 屋敷で は、 その 本職の 放火 

商売人と して、 あなたに お 目に かかりました はずで」 

ここで プッリ と 話 を 止めた が、 どうやら 考え込ん でい 

るよう であった。 と、 後 をい い 継いだ。 奇妙に も 声が 

真面目で ある 「ご 回想な すって ください まし、 お思い 

出しな すって ください まし、 きっとお 思い出され ま 

しょう。 部屋の 片隅の 卓に 倚って、 醜い 小男と 肩 を 並 

ベて、 あなた 様のお 話に 耳を澄まして、 誰よりも 先に 

手を拍 き、 誰よりも 先に 喝ぁ をし、 誰よりも 先に 賛成 


をす る、 一 人の 女が ありました 事 を。 …… それが 妾な 

ので ございま すよ」 

「ああ それで は あの 私娼 か！」 山 県 紋也は 思い出した。 

いかさま そういう 女が あった。 が、 紋 也に は 合点が い 

かなかった。 年齢と そうして 風貌との 相違が、 著る し 

いがため であった。 

「いかさま」 と 紋也は 声をかけた。 「そういう 女と は 

あの 空 屋敷で、 行く たび ごとに 逢い ましたよ。 しかし、 

その 女 は 三十 五、 六で、 風采 も いやらしく 容貌 も 醜く、 

す さ  いんとう 

態度 も 荒んで 淫蕩で、 あなたと は 似ても 似つ かないよ 

うな、 そういう 女で ありまし たよ。 たしか 私娼で ぁリ 


ました はずで」 

すぐに 女の 声が した。 

「顔 や 姿 を 変える ことな ど は、 妾に はなんでも ありま 

せん。 年 や 態度 を 変える ことな ども、 妾に は 何でも あ 

りません」 

「では」 と紋也 はとが める ようにい つた。 「数 ある あ 

なた の 商売の 中には 私娼と いう 商売 もあります ので」 

「はいはい 私娼 もいた します とも」 

きたな 

「穢ぃ 女 だ！ いやな 女 だ！」 

「でもお 信じく ださい まし、 妾 は 処女で ござ いますよ」 

「何 を 莫迦な！ 私娼 だとい うのに！」 


「でもお 信じく ださい まし。 一 歩 手前で 踏み止まり ま 

す」 

おうむ 

「 一 歩 手前で？」 と 鸚鵡返した。 

「許さない ので ございま すよ」 

「ああなる ほど。 …… ああなる ほど」 

「で、 処女で ございま すよ」 

二人 はしば らく 沈黙した。 月が わずかば かり 西へ ま 

わった。 で、 紋 也が 地へ 敷いて いる 影法師が 少し 東へ 

移った。 

「妾の 名 はお 条と 申します」 潜 門扉の 内側の 女の 声が、 

沈黙 を 破って こういつ たの を、 いうと ころの キ ッカケ 


として、 驚く ばかりに 能弁に ぉ条 という 女 はいい 出し 

た。 

恋人 同士に 

「さっき も 妾 は 申し上げ ましたが、 なんの 妾が 印籠な 

どに、 眼 を くれる ことが ございましよう。 印籠な ど 欲 

しく は ございません。 さっそくお 返しいた します。 I 

I と、 このように 申しましたならば、 あなた 様 はおつ 


しゃる で ございましよう、 では 何 ゆえ 印籠 をす つたの 

かと。 …… それに は 訳が ございます。 この 妾と いう 人 

間 を、 強く 強く あなた 様に 印象づけ たく 思いました か 

らで。 …… これが 一 つで ございます。 だが もう 一 つ ご 

ざいます。 このお 屋敷 を あなた 様へ 強く 強く 強く 強く 

印象づけた いがため だった ので。 …… つまり あなた 様 

を ここの 屋敷へ、 引っ張って 来たかった ためだつ たの 

で …… すると あなた 様 はおつ しゃいましょう。 ここ は 

何者の 屋敷な のかと？ どういう 性質の 屋敷な のか 

と？  今 はお 答えいた しかねます。 でも これ だけ 

は 申し上げられます。 あなた 康と 同じような 考え を 


持って、 あなた 様と 同じような 仕事 をして いる、 そう 

こも 

いう 人た ちの 籠って いる、 そういう 屋敷で ございます 

と。 …… で、 妾 は 申し上げます。 もしも あなた 様が 何 

かの 事件で、 危険が 迫って まいりましたならば 決して 

ご 遠慮に も ご 斟酌 にもお よばず、 ここの 屋敷へ おい 

でな され ましと。 ご 保護いた すで ござりましょう。 ま 

た 私たちに いたしましても、 あなた 様の ような おりつ 

ぱ なお 方に、 保護 をして いただき たいので ございます 

よ。 妾 は 思う ので ございま すよ。 あなた 様に は 敵が あ 

りましょうと。 表立った 敵 も、 隠れた 敵 も—  私 

たち もそう なので ございま すよ、 たくさんに 敵が ござ 


います。 表立った 敵 も 隠れた 敵 も—  で、 妾 は 申 

し 上げましょう。 同盟し なければ いけませんと！ … 

…はいはい あなた 様と 私たちと は—  だが あなた 

様 はおつ しゃいましょう、 お前 は 全体 何者な のかと？ 

お前の 素性 はなんで あるかと？ お答えす る ことにい 

たしましょう」 

潜 門扉の 内側から 聞こえて いた、 ぉ条 という 女の 話 

し 声が、 ここでに わかに プッ ッリと 絶えた。 が、 それ 

もほんの わずかの 間で、 すぐ 声が 聞こえて 来た。 しか 

しそれ は 歌声であった。 

「くもる とも …… 何 か 恨みん …… 月 今宵 …… 晴れ を 待 


つべき …… 身に しあらねば …… 」 朗詠め いた 節で あつ 

た。 「ね」 とお 条の 声が した。 

「この 和歌 を 作られた 人物と、 深い 深い関係が、 妾に 

は あるので ございま すよ。 そうして この 和歌 を 作られ 

た 人と、 あなた 様のお 父 様に あたられる 方と も、 深い 

深い関係が、 やはりあった はずで ございま すよ。 した 

がって あなた 様と 妾と も、 深い関係が ある ものと、 こ 

う 申し上げても よろしい ようで。 ああ …… 」 という 一 

種 の 嘆息め い た 声が 、 潜 門扉 の 内側から 聞こえて 来た。 

「父上 同士 は 師弟で 親友！ ではお 互いの 息子と 娘 は 

師弟 以上に 親友 以上に …… ああ」 とまた もや 声が した。 


「恋人 同士に なった ところで、 不思議で はないで は あ 

リ ません か—  恋し 合い 愛し 合い 助け合って、 そ 

うして 同じ 道へ 向かう—  なんてい いこと で ござ 

います。 …… 妾 は あなた 様 を 恋して おります。 …… で 

もこれ 以上 は 申し上げられません。 …… さようならよ 

さようならよ！ でも また すぐにお 逢いで きましょう- 

…… 印籠 をお 返しいた します よ」 

いら か 

月光に 水の ように 濡れて 見える 土塀の 甍 を 躍り 越 

えて、 石塊の ような 小さな 物が、 紋 也の 頭上へ 落ちて 

来たの は、 そういった 声の 終えた ころであった。 で紋 

也 は 右手 を 伸ばして、 宙で 受け止めて 握った が、 それ 


は すられた 印籠であった。 で、 手早く 腰へ つけたが、 

「ぉ条 殿。 ぉ条 殿」 と 声をかけた。 が、 ぉ条は 立ち去つ 

たので もあろう か、 潜 門扉の 内側から 返事がなかった。 

「は— ン」 と 紋也は 笑った が、 自分へ 向かって 笑った 

ので ある。 「これで はまる つきり 化かされ たような も 

の だ。 いつまでも まごまごし ていよう ものなら、 どん 

な 目に 逢わされる かわからない。 帰ろう、 帰ろう、 家 

へ 帰ろう」  で、 紋也は 二 丁目の ほうへ、 片側 町の 

家並みに 添って、 足 を 早めて 歩き 出した。 しかし 十 間 

と は 歩かない うちに、 足 を 止めざる を 得なかった。 異 

様の 行列が 行く手の ほうから こちらへ 歩いて 来たから 


である 


妖艷の 姫 


一挺の 女 駕籠 を 取り巻いて、 数人の 男女が 歩いて 来 

る。 —— これが 行列の 大体であった。 異様な ことで は 

ないで はない か。 —— と、 こういう 事 もい えば いえる- 

しかし やっぱり 異様な のであった。 駕籠が 第一 に 異様 

である。 大 大名のお 姫様が、 外出の 場合に 使用す るよ 


うな、 善美 をき わめた 女 駕籠であって、 塗り は 総体に 

しっこく  まきえ  む ひ 

漆黒で、 要所要所に 金銀の 蒔絵が、 無比の 精巧 を もつ 

て ちりばめられて ある。 引き 扉に は 朱 総が 飾られて 

まのお 

あって、 駕籠の 動揺に 従って、 焰 のように ユラ ユラと 

揺れる。 駕籠 を 取り巻い ている 男女の 姿 も、 かな リ異 

様な ものであった。 駕籠の 前に 立って 二人の 武士が、 

足音 を 盗んで 歩いて いたが、 かぶって いると ころの 覆 

いちょう 

面 頭巾 も、 着て いると ころの 無地の 衣裳 も、 一様に 濃 

厚な 緑色であった。 駕籠の 後から つき 従って 来る、 二 

人の 武士の 服装 も、 すなわち 覆面 も 無地の 衣裳 も、 同 

じょうに 濃荸な 緑色で あ つ た。 


が、 まだ これら はよ いとしても、 駕籠の 左右 を 取り 

巻いて いる 四 人の 女た ちが 揃いも揃って、 同じように 

かつぎ 

濃厚な 緑色の 被 衣 を 深々 とかぶ つてい る 姿 は、 どうに 

も 異様と いわなければ ならない。 以上 を 簡単に 形容す 

こみ どリ  しゅぶ さ 

れば、 濃 緑の 立ち木に 取り巻かれて、 黒塗りの 朱 総 金 

まきえ 

銀 蒔絵 の 駕籠が 、 ゆらめき 出た という ことができよう。 

歩き 方が いかにも しとやかで、 誰も 彼 も 物 をい おうと 

しわぶ き 

はせ ず、 咳 一 つ 立てようと もしない。 しとやかに 進 

んで 来る ので ある。 いやいや 異様な の はこれば かりで 

はなかった。 四 人の 武士が 揃いも揃って、 若くて そう 

して 美貌 だのに、 四 人の 女が 揃いも揃って、 老年で そ 


うして 醜 いのも、 異様な ことと いわなければ なるまい。 

こういう 異様な 行列が、 昼間で も ある ことか 深い 夜 

を、 田舎で も ある ことか 大 江戸の 町 を、 辻番 などに も 

咎められずに、 しとやかに 練って 来る という こと は、 

異様 以上に 奇怪と もい えよう。 そういう 行列に 出会 つ 

たので ある、 山県紋 也が 足 を 止めた の は、 当然の こと 

と いうべ きであろう。 

「いったい 何者の 行列な のであろう？ 駕籠に は 誰が 

いるの だろう？」 —— で、 茫然と 眺め やった。 そうい 

う 紋也を 驚かせて、 異様 以上の、 怪奇 以上の、 凄い よ 

うな 事件の 起こった の は、 それから まもなくの ことで 


あった。 駕籠が 紋 也の 前まで 来て、 宙に舁 かれた まま 

で 静止して、 駕籠の 扉が 内から 開けられて、 女の 顔が 

のぞいた のが、 凄い ような 事件の はじまりであった。 

月光が さえぎられて いるが ために 駕籠の 中 は 闇に 閉 

ざされ ていたが、 その 闇 を さえ 押しの ける ほどに も、 

女の 顔色 は 白かった。 年が 若い という ことと、 高貴の 

女性 だとい うこと と、 艷麗の 容貌 だとい うこと と、 姫 

君 姿 だとい うこと が、 感覚的に ではあった けれど、 山 

こみ どリ  かいど リ 

県紋 也に は 感じられた。 濃 緑の 衣裳、 濃 緑の 禰襠、 そ 

れを 着て いると いう こと も 感ぜられた。 衣裳の 襟から 

花の 茎の ように、 白く 細々 しく 鮮 かに、 頸 足が 抜け出 


している こと も、 紋 也の 眼に は 見て とれた。 

が、 何よりも 紋 也の 瞳に、 強く 印象され たの は、 う 

つむけ た 顔の 額 越しに、 凝 然とみ つめている 女の 眼つ 

まむし 

きで、 よくいえば 二 粒の 宝石で あり、 悪く いえば 蝮 の 

眼で あると いえた。 つまり そのよう にも 光が 強くて 魅 

力 を 持って いるので あった。 で その 眼で みつめられた 

者 は、 一 種の 恍惚と した 陶酔境に、 墜落し なければ な 

ら ないで あろう。 闇の 中に 一輪の 白 芙蓉が 咲き出て、 

そこへ 二 滴の 露が 溜って、 その 露が 光 を 放って いると、 

こう も 形容 をしたならば、 駕籠の 中の 容貌 を、 描き出 

す ことができる かも 知れない。 と、 その 女が 声をかけ 


た。 

リ り  くちづけ 

「この 若侍 は 凛々 し 過ぎる よ。 接吻 をしても 駄目 かも 

しれない。 でも 妾 はこうい う 男 も 好きだよ。 妾 はこ 

の 男 を 手に入れて みせる。 …… でも この 男 は 拒絶る だ 

ろうよ。 あの 北 条左内 様の ように。 でも 左 内 様 は 妾の 

物 さ。 …… 今夜から 妾の 物になる のさ。 …… 今夜 はこ 

の 男に は 用 はない よ。 だから 今夜 は 帰る がいいよ。 で 

も 妾 を 覚えて おいで。 妾の ほうで も 覚えて おくから。 

くちづけ 

…… 一 度 接吻 をして あげよう。 お前 はフ ラフラになる 

い き 

だろう。 いいえ 一 呼吸 を かけて あげよう。 お前 はフラ 

フラ になる だろう。 …… 一 呼吸な のよ！ 一  呼吸な の 


よ！」 

忽然と 消えた 駕籠 

高貴の 姫君に 相違ない のに、 駕籠の 中の 女の そう 

いった 声の、 なんと 荒んで いる こと ぞ！ そうして そ 

うい つた 言葉つ きの、 なんと はしたなく 下卑て いる こ 

とぞ！ たたずんで 見て いた 山 県 紋也は 驚きと 一緒に 

いわれぬ 憎悪 を 胸に 持たざる を 得なかった。 


「それにして もこの 女 は 何者な のであろう？ 白痴で 

きちが い 

なければ 狂人 だ。 何 をい いかけて いるの だろう？ 意 

味 をな さない 言葉で はない か …… それにして もこれ は 

どうしたの だ？ 胸 を搔き 乱す 芳香 は！」 

たきもの  た 

炷 物を炷 いている ので もあろう か？ 香料 を 身に つ 

けて いるので もあろう か？ 駕籠の 中から 形容に 絶し 

た、 馨 しい 匂いが 句って 来た。 いやいやそう ではな 

さそう であった。 炷 物を炷 いている ので もなければ 香 

料 を 身に つけて いるので もなくて、 全く 別の 何物 かか 

ら句 いは 匂って 来る ようであった。 では 女の 体臭で あ 

ろうか？ いやいやそう でもな さそう であった。 もし 


も 体臭であった ならば、 駕籠の 扉 を あけた その 時から、 

匂い は 匂って 来なければ ならない。 しかるに 馨し いそ 

の 句い は、 女が 物 をい い 出した 時から、 忽然と 匂い 出 

して 来たので ある。 

しはんと き 

「もし この 芳香 を たてつづけに、 四 半 刻と いう もの を 

いろき ちが い 

きいて いたならば 俺 は それ こそ 色情狂に なろう」 山 県 

紋也 がこう 思った ほどに も その 句い は 催 情 的の もので 

あった。 そういう 匂い を 漂わせながら、 なお も 女 はみ 

つめていた。 その 女を蔽 うて いるもの といえば、 黒 塗 

り 蒔絵の 駕籠で ある。 その 駕籠 を 護って いるもの とい 

かつぎ 

えば、 被 衣 を かぶった 四 人の 老女と、 覆面 姿の 四 人の 


若 武士と、 脛 を 出した 二人の 駕籠 舁 きとで ある。 そう 

して それら を 見下ろして いるの は、 白けた 晚ぃ 大輪の 

月で、 燐の ような 光 を こぼして いる。 

この 一 群 を ほかにして は 人 ツ子 一 人 も 通って いない。 

で、 往来 は 空つ ぼであった。 往来の 片側に 軒 を 並べて、 

無数の 家々 は 立 つ ていたが 雨戸 も 窓 もと ざされ ている 

ので、 一筋の 燈火 さえ 洩れて 来ない。 屋根ば かり を 月 

光に 化粧 させて、 地の 上へ 一 列の 家 影 を 引いて、 静ま 

り 返って いるば かりで ある。 この 光景 は 幽鬼 的と いえ 

る。 そういう 幽鬼 的の 光景 を 前に あたかも 釘 づけに で 

もされた かの ように 山 県 紋也は 突っ立って いたが、 そ 


れは 動く ことができない からであった。 魅せられ 麻痺 

されて いるから であった。 

「匂い はいった いど こから 来る の だ。 ：•：• 駕籠の 中の 

女 は 何者な の だ。 …… なぜ 老女た ち も 若い 武士た ち も、 

黙 つ て 無表情で 突 つ 立って いるの だ。 …… こいつら は 

俺 を势迦 にして いる」 

いかさま 四 人の 被 衣 を かぶった 老女と、 覆面 姿の 四 

人の 武士と は、 無表情の ままで 立って いた。 顔が 無 表 

情と いうよりも、 軀と 態度と が 無表情な のであった。 

すなわち 老女 も 若い 武士 も、 そこに 紋也 がいる という 

こと を、 勘定に 入れて いない かの ように、 紋 也の ほう 


を 見ようと もせずに、 空 を 見上げて いるので あった。 

「こういう 事件に は 慣れて いる」 

「俺た ち は 毎々 の 出来事な の だ」 

—— こう 語って でもい るよう な、 それ は 無視した 態 

度で も あれば、 冷淡 をき わめた 態度で もあった。 

無表情で もなければ 冷淡で もな く、 まして 無視して 

いない ものと いえば、 駕籠の 中の 女の 眼であった。 こ 

れは 反対に 執拗に、 あたかも 検査で もす るかの ように、 

紋也 をい つまで もみ つめている。 

こういう 両様の 態度の 中へ、 紋也 はは さまれ ている 

ので ある。 しだいに 怒りの 感情が、 胸の 中へ 盛り上が 


たか 

リ昂 まって 来たの は、 当然の ことと いってよ かろう。 

「莫迦に している の だ。 嬲って いるの だ」 紋也は そろ 

そろと 右手 を 上げた。 「叩き 斬って やろう！ 叩き 

斬って やろう！」 で 刀の 柄 を 握った。 と、 その 時 駕籠 

の 中で、 ゆるゆると 持ち上がる 白い物が あった。 女が 

腕 を 上げた ので ある。 と、 コ トリと 音が した。 見れば 

駕籠 の 扉が とざされ ている。 女が 内から とざした ので 

あろう。 すぐに 女の 声が した。 

「さあ 駕籠 を やる がよ い」 

駕籠が ユラ ユラと 動き 出して、 それ を 取り巻いた 男 

女の 者が 長く 往来へ 影を曳 いて、 佐 久間町 三 丁目の 方 


角へ、 シ トシ トシ トシ トと 歩き 出した の は、 それから 

まもなくの ことであって、 そのために 紋也は 殺生 沙汰 

から、 あやうく 救われる ことができ たが、 どうした も 

のか、 にわかに 「あ ッ」 といった。 駕籠の 一団が 三 間 

足らずの 先で、 忽然とば かりに 消えた からで ある。 

駕籠の 一 団が紋 也の 眼の 前の、 三 間 足らずの 先にお 

いて、 忽然とば かりに 消えて しまったの は 争われない 

くぐ 

事実で はあった けれど、 さりと て 地の 中へ 潜った ので 

もなければ 天へ 上って 行った ので もなかった。 一軒の 

家の 中へ はいった ので ある。 

片側 町の 家並みが、 月の 光に 染められ もせずに、 黒々 


と 線 を 引いて いたが、 その 一所に 小さい 門 を 持った、 

二階建ての 家が 立って いた。 その 造り は 貧しげ で、 か 

つ 小さくて 狭そう であった。 これと いう 特色 も 備えて 

いない、 隠居 家め いた 家と いえよう。 

と、 駕籠の 一 団 であるが、 その 家の 小 門の 前まで 行 

くと 予定の 行動 だとい うかのよ うに、 歩み をと どめて 

静まった。 と、 一人の 若い 武士で あつたが、 群れから 

離れて 小 門の 前まで 行く と、 ホトホ トと小 門 を 叩いた 

ようであった。 中から は 声が したら しい、 まもなく 小 

門が 一 杯に 開いた が、 それが 再び 閉ざされた 時には、 

駕籠の 一団 は 見え なくなつ ていた。 小 門の 中へ はいつ 


たので ある。 

だから こういう 順序から いえば、 駕籠の 一 団の 見え 

なくなつ たの を、 「忽然とば かりに 消えて しまった」 と 

こういう こと はいえない かもしれ ない。 しかし 紋也か 

らいう 時には、 「忽然とば かりに 消えて しまった」 と、 

やはりい わなければ ならなかった。 というの は 駕籠の 

一 団が、 さも 物々 しく 思われ たがために、 いずれ は駕 

籠の 一 団は、 ゆるゆると 往来 を 進んで 行って、 „ 厳しい 

立派な 大きな 屋敷へ、 はいる ものと 思って いたので あ 

る。 しかるに 予想 は 裏切られて、 すぐ 眼の 前の 貧しげ 

の 家へ 無造作に はいり 込んで しまったの である。 


「あやかし のように 忽然と、 眼の 前へ 現われて 来た 駕 

籠の 一 団は、 あやかし のように 忽然と、 眼の 前から 消 

えてな くな つ てし ま つ た」 

こう 紋 也に は 思われた ので ある。 

自然 紋 也の 心の中へ、 駕籠の 一団 を 吸い込んだ 小 門 

を 持った 貧しげ の 家が、 どういう 性質の 家で あるの か、 

そうして その 家へ はいり 込んだ、 駕籠の 一団の 正体と、 

そうして これからの 行動と を 思い切って 見き わめて や 

リ たいとい う、 好奇 的 情熱が 燃え上が つたこと は、 至 

極の ことと いうべ きであろう。 

いまだに 流れて いる 額の 汗 を、 紋也は 手の甲で 拭い 


ながら、 しばらく は 立った ままで 考え込んだ。 「まだ 

まだ 俺の 心 ゃ軀は 麻痺 陶酔 をして いるよう だ」 しかし 

紋也は 歩き 出した。 そうして 小 門の 前へまで 行った。 

耳を澄ま したが 物音 もしない。 屋内 は ひたすら 森閑と 

している。 「こうなる と 俺 は 俺の 眼 を 疑わざる を 得な 

くな つた。 はたして 駕籠の 一団 は、 この 家の 中へ は 

いったの であろう か？ はいった ように 思われる。 が、 

それにして は 静かす ぎる ではない か」 なお も 耳 を 傾け 

たが、 依然として 屋内 は 静かであった。 「ひとつ 裏口 

へで もま わって みょう か」 屋内が 静か だとい うこと が、 

いっそうに 好奇 的 情熱 を、 紋 也の 心へ 燃え立た せたら 


しい。 

紋也は その 家の 壁に 添って、 横手の 露路を 裏へ ま 

わった。 裏 は 小 広い 空地で はあった が、 地面に は 雑草 

がぼう ぼうと 生えて、 ところどころに 木立ちが あ つ て、 

切り石な どが 置いて あった。 建築 用の 空地の ようで あ 

る。 一所に 生白く 光る ものが あった。 地面に は 水が 

く ちづ 

溜って いて、 月が 接吻け ている からであろう。 紋也は 

少しく 距離 を 置いて、 家の ようす を 一渡り 見た。 黒い 

板塀が かかって いて、 その上へ 家の 二階 だけが、 月明 

の 空 を 押し分けて、 黒々 と 輪郭 をつ けて いた。 雨戸が 

引かれて いるから でもあろう か、 一筋の 燈火 さえ 洩れ 


ていない。 依然として 屋内 は 静かで ある。 

「こうなる と 俺 は 俺の 耳 を、 疑わなければ ならない よ 

うだ。 あれ だけの 人数が はいり 込んだ の だ。 人声の し 

ない はずがない。 それ だのに 人声が しないば かり か、 

しわぶ き  つんぼ 

咳 の 声 さえ 聞こえない。 …… 聾者に なった ので は あ 

るまい かな？」 

紋也は 少しく 莫迦ら しくな つた。 で、 家へ 帰ろうと 

した。 で、 塀に 添って 露路の ほうへ、 二足 三 足 歩き 出 

した。 だが、 その 次に 起こった のが 第二 段の 恐ろしい 

出来事であった。 塀の 内側から 足の 音が したが、 やや 

あって 塀の 一所へ、 ポッ カリと 四角の 穴が あいた。 切 


り 戸が 内側から あけられ たのら しい。 と、 その 切り戸 

か ら 黒 い 物体が、 無造作に 塀の 外へ 転がし 出された が、 

またす ぐに 切り戸 は 閉ざされて しま つ た。 

「はて、 なんだろう？」 と 怪しみながら、 紋也は 物体 

へ 近寄った が 「若い 男の 死骸 だ！」 - I と、 数人の 足 

音が した。 


怪異 連続 


塀の 切り戸から 転がし 出された、 若い 男の 死骸なる 

もの を、 山県紋 也が 小 腰 を かがめて、 調べて みょうと 

した 時に、 数人の 足音が 聞こえて 来た。 家と は 反対の 

方角から、 家の ほうへ 近寄って 来る ので ある。 で、 紋 

也 は そっち を 見た。 空地に 月光が 充 ちていた が、 その 

月光 を 黒く 抜いて、 これ も 覆面して いるら しい、 五、 

六 人の 武士が 一団と なって、 群像の ように 小 走って 来 

る。 

「下手人に 見られて は 迷惑で ある。 どこかへ 姿 を 隠し 

て やろう」 

I で、 紋也は 四辺 を 見た。 と 手近の 一 所に、 五、 


六本の 杉の 木が 立って いて、 影 を 地上へ 落として いた。 

「あそこへ 隠れて ようす を 見よう」  で、 すばやく 

木蔭へ はいって、 覆面の 武士た ち を 眺め やった。 

1 瞥し ただけ であった けれど、 切り戸から 地上へ 転 

がし 出された、 若い 男の 死骸が 異様な ものであった こ 

とが、 紋 也の 眼に は 焼きつ いていた。 年 は 二十 五、 六 

おおどこ あきんど せがれ 

でもあろう か、 大店の 商人の 枠め いた、 美貌で 痩せが 

たの 男であった。 襟 を ひろげて、 裾 を 乱して、 そこ か 

ら 清らかな 胸 や 脛 を、 痛々 しそうに 現わして いた。 し 

かるに どうに も 異様な の は、 顔の 表情に 苦痛ら しい も 

のが、 少しもなかった ことであった。 むしろ 反対な も 


のがあった。 恍惚と した 法悦 感が、 閉ざされた 眼に も、 

ポッと あけた 口に も、 鮮 かに 漂って いた ことであった。 

もと どリ 

髻が ちぎれて 髪が 乱れて、 額 ゃ頰へ かかって いた 

なまめ 

が、 それさえ も 苦痛の あらわれと 見えずに、 艷か しさ 

を 見せて いた。 法悦 感の 真っ只中 において、 息が 絶え 

たものと 見る ベ きであった。 

杉の 木蔭に かくれながら、 覆面の 武士の 行動 を、 眺 

め やって いる 紋 也の 心に は、 そういう 若者の 異様な 死 

相が、 疑惑と なって 渦巻いて いた。 

その 間 も 覆面の 武士た ち は、 家の ほうへ 向かって 小 

走って 来たが、 若者の 死骸の 前まで 行く と、 その 死骸 


を 包む ようにして、 足 をと どめて 前 こごみ になった。 

と、 二人 ひざまず いたが、 やおら 重々 しく 立ち上がつ 

た。 見れば 若者の 死骸の 足と、 死骸の 頭と を 抱えて い 

る。 どこかへ 運んで でも 行く ようで ある。 まさしく 運 

んで 行く のであった。 死骸 を 抱えた 二人の 武士が、 早 

い 足 どり で 歩く の を 包んで、 三、 四 人の 覆面の 武士た 

ちが、 また 群像の ように かたまって、 空地 を 横切って 

月光 を 縫って、 元来た ほうへ 引つ 返した の だから。 

武士た ちの 姿が 見え なくなった 時に、 紋也は 杉の 木 

蔭から 出た。 「行動が いかにも 規則正しい、 まるで 予 

定の 行動の よう だ。 塀の 切り戸から 死骸の 出る の を、 


待ち設け ていて 運んで 行った よう だ。 彼ら はいった い 

何者な のであろう？」 疑惑から 疑惑が 続く ので ある。 

「印籠 をす つた 女 煙 術師、 煙 術師の はいり 込んだり つ 

ばな 屋敷、 その 女 煙 術師の 変った 問答、 幽鬼 的の 駕籠 

の 行列、 その 駕籠の 中の 芳香 を 持った 女、 …… そうし 

いんしん 

て 陰 森と した この 小 家、 切り戸から 出た 若者の 死骸、 

その 死骸の 異様な 死相、 死骸 を 運んで 行った 覆面の 武 

士 たち。 …… なんという 今夜 は 気味の 悪い 晚だ！ 何 

かに 俺 は 憑かれて いる。 帰ろう 家へ 帰ろう。 これ 以上 

に 気味の 悪い ものに ぶっかろう ものなら、 俺と いえ ど 

も 怖 気 だつ よ」 —— で 紋也は 露路へ はいった。 そうし 


て露路 から 往来へ 出た。 とまた もや 恐ろしい ことが、 

往来で 紋也を 待ち受け ていた。 

更けた 月夜の 往来に は、 蠢 めく 物の 影 もなくて、 佐 

久間 町の 通り は 真っ直ぐに 延びて、 足 もとの あたり は 

さき くら 

明るかった が、 先 暗がりに 暗くな つて、 物の 形が ぼけ 

て 見えた。 そういう はるかの 往来に あたって 黒々 とし 

たもの が 浮かび 出た が、 非常に 早い 走り 方 を もって、 

紋 也の ほうへ 走って 来た。 近づく にしたがって よく 見 

える。 それ は 一人の 若い 武士であった。 露出した 顔 を 

上へ 向けて、 月の 光 を 吸い 寄せて いる。 盲目な ので は 

あるまい か？ 両方の 眼 を 閉じて いる。 が、 唇 は 反対 


もと どリ 

で、 無心の ように あけられ ている、 髻 は ちぎれて は 

いなかつ たが、 髪が 乱れて なびいて いた。 襟が はだけ 

はぎ 

て 胸が 現われ、 裾が 崩れて 脛 を 出して いた。 二十 二、 

三の 若い 武士であった。 紋 也の いるのに も 気づかない 

らしく、 小 門の ある 家の 小 門 をめ ざして、 夢中の 態で 

飛び込もう とした。 

「待た れい！ 貴殿、 左 内 氏で はない か！」 

声をかけ ると ほとんど 同時に、 山 県 紋也は 身 を 躍ら 

せた が、 背後から 若い 武士 を 羽搔ぃ 締めに して、 ズル 

ズルと 小 家から 引き離した。 「やはり 北 条左内 氏 だ 

な！ 狂気した のか！ 心 を 静めろ！」 なお も 背後へ 


ズル ズルと 引いた 


魅入られた 左 内 


北条左 内と 呼ばれた 武士 は、 紋也 のために 羽 搔ぃ締 

めに されて、 ズル ズルと 背後へ 引きずられ たので 驚き 

と 怒りと を 感じたら しい。 身 を 絞って 紋 也の 羽 搔ぃ締 

めから、 のがれよう のがれようと 焦心る ようにし たが、 

「誰 だ！ 無礼 だ！ 手 を 放せ—  ああ この 手 を 


放して くれ！ 呼ばれて いるの だ、 行かなければ なら 

ない！」 

しかし 紋也は 放さなかった。 「俺 だ、 俺 だ、 山 県紋也 

だ！」 

「山 県紋 也？」 と、 それ を 聞く と、 左 内 は 首をかしげ 

るよう にした が、 「どこかで 聞いた 覚えが ある。 がそ 

んな事 はどうで もい い！ 手 を 放して くれ、 手 を 放し 

も 力 

て くれ！」 なお も 体 を 腕 かせる。 

「どこかで 聞いた ような 覚えが あると？ 何 をい うの 

だ！ 驚いた 男 だ！ 親友の 俺 を 忘れた のか—  

気 を 確かに もて、 正気 づけ！ 北 条美作 殿の ご 子息で 


はない か！ 身分の ある りっぱな 若殿で はない か！ 

取り乱した 姿で このような 深夜に、 なんと 思って どこ 

へ 行く ぞ！ いえ！ いって くれ！ どこへ 行く の 

だ！」 羽搔ぃ 締めに した 両の腕 をます ます 強く 締めつ 

けながら、 その 手で 左 内の 体 を 揺すって、 放心から 解 

放させよ うとした。 

しかし 左 内の 放心 的 態度 は、 そのために 解けようと 

はしなかった。 今 は 腕いても 駄目 だと 知った のか、 お 

となし く軀を まかせて はいたが、 そうして 顔 を 空へ 向 

けて、 月へ 蒼白く さらして はいたが、 茫然と した 口調 

でい いつ づけた。 「 ：：： 昼間 は 姫君 だ！ 夜 は 妖婦 


だ！ ああ そのお 方が 呼んで いるの だ！ 今夜 こそ 

くちづけ 

接吻 をし ましょうと—  だから ぜひとも 行かな け 

れ ばなら ない！ ああ 放して くれ、 手 を 放せ！ そう 

い き 

して 俺 を 行かせて くれ—  一 呼吸 はすで にか かつ 

ている！ もう 以前に かかって いる—  だから 今 

度 は 接吻な の だ—  」 

月に さらされた 左 内の 顔 は、 美しくて 高尚で 女性的 

であった、 眼 を ほんのりと 今 あけた。 脆の 形 をした 切 

ま つげ 

れ 長の 眼で、 睫毛が 一 倍に 濃かった が、 瞳に 月光が 宿つ 

ている のか、 その 濃い 睫毛の 合わさり 目から、 露の よ 

うな 光が チロチ 口と 見える。 神経質ら しい 高い 鼻が、 


まともに 月光 を 受けて いるので、 寸が 短く 見做された 

が、 まこと はむしろ 長い ほうであった、 その 鼻の 影が 

上唇の あたりに ちょん ぼり と 黒く染ま つて 見える。 

ボッと あけられ ている 唇の 形 はまる で 女の それの よう 

に、 愛らしくて 優しかった。 頤が 円くて 頰 がふくよ か 

で やはり 女の それの ようであった。 そういう 顔の 下 辺 

にあたって、 すなわち 胸の 真ん中の あたりに、 交叉 さ 

れたニ 本の 腕が あつたが、 背後から、 しっかりと 羽搔 

い 締めに している、 山県紋 也の 腕な のであった。 であ 

たか も 十字架の ように 見える。 腕の 十字架に 締めつ け 

られ て、 左 内 は 身動きさえ できない のであった。 


羽搔ぃ 締めに している 山 県紋也 は、 左 内のう わごと 

を 耳に して どのように 驚いた かしれ なかった。 という 

ゆき あ 

の は 先刻 方 遭遇 つた 駕籠の 中の 女の いった 言葉が 、 思 

い 出された がた めであった。 —— でも 左 内 様 は 妾の も 

のさ。 —— 今夜から 妾の ものになる のさ。 —— それ は 

こういった 言葉であった。 「ああ それで は 親友の 左 内 

は、 姫君 姿の 幽鬼 的の 女に、 誘惑 をされ ている ので あつ 

たか。 いよいよ うつち やって はお かれない。 どうと も 

して 正気に 返さなければ ならない。 だが どうした らい 

いのだろう？ 余りに も 強く 魅ん られ ている」 

しかし その 時 一 つの 考えが、 紋 也の 頭に ひらめいた。 


「うむ、 そうだ、 これ をい つて やろう」  紋也は 首 を 

伸ばして、 左 内の 右の 耳の あたりへ、 近々 と 口 を 近づ 

けたが、 「貴殿に は 恋人が ある はず だ、 お 狂言 師の 

レずみ 力 もん 

泉嘉門 殿の 十九に なられる 娘のお 菊 殿が！ どのよう 

な ことがあろう とも、 お 菊 殿 を 袖に はでき ますまい。 

ほかの 女に 誘な われる！ 不人情で ござる ぞ！ 不人 

情で，、， j ざる ぞ ！」 

この 紋也 のさ さやいた 言葉 は、 左 内に はてき めんに 

効果が あった。 フッと 左 内 は 身顫ぃ をした が、 

「お 菊？ お 菊 殿！ いかにも 俺の 愛する 人 だ！」 そ 

れ から 四辺 を 見 まわした が、 「どこ だ？ ここ は？ 


誰 だ？ 貴殿 は？ ぉッ山 県紋也 か！ 俺 はいった い 

どうしたの だ？」 ようよう 正気に 返った のであった。 


闇から 出た 男 


正気に 返った と 見て取つ たので、 羽搔ぃ 締めに して 

いた 両の腕 を 素早く 紋也は 解き放し たが、 北条左 内の 

前へ 立った。 

「左 内殿、 本心に 戻られた か？」 


「  」 左 内 はしかし 黙って いる。 何やら 考えて 

いるら しい。 

「いずれ 事情 は ある ことであろう。 が、 只今 は 聞かぬ 

ことにしよう。 拙者、 お 屋敷へまで お送りい たす。 さ 

あさ あ 一 緒に おいでな され」 

「  」 しかし 左 内 は 黙って いる。 やはり 考えて 

いるら しい。 

「一人で 帰られて は 心 もとない。 拙者、 お 屋敷へまで 

お送りい たす。 さあさあ 一緒にお いでな され」 

で、 紋也は 歩き 出した。 そういう 紋 也と 肩 を 並べて、 

左 内 も 足 を 運び出し たが、 なお も 何 か 考えて いた。 と 


不意に 足 を 釘 づけに したが、 「紋也 殿、 ここ は どこで ご 

ざるな？」 いぶかし そうに、 声をかけた。 

と、 紋也は 気づか わしそう に、 左 内の 顔 をの ぞくよ 

うにした が、 「ここ は 佐久間 町の 一 一丁目で ござる」 

「はは あ 佐久間 町の 一 一丁目で？」 

またもや 左 内 はいぶ かしそう に、 首 を ひねって 考え 

込んだ が、 「なんと 思って このような 所へ、 拙者 深夜に 

ま い つたので ござろう！」 

すると また 紋也は 気づか わしそう に、 左 内の 顔 をの 

ぞき 込んだ が、 「それ はかえ つ て 拙者の ほうから 貴殿 

にお 訊ね をしたい ので ござる よ。 …… が、 今夜 はやめ 


にしましょう。 貴殿 もお 訊ねな さらぬ がよ い。 拙者 も 

お訊ねいた しますまい。 しかし これ だけ は 申し上げて 

おく、 どうやら 貴殿に は 怪しい 女性に、 今夜 は 魅入ら 

れ ていたよ うで ござる と。 で、 今後 は ご注意な され」 

山 県 紋也は 歩き 出した。 左 内 も 並んで 足 を 運んだ が、 

またもや その 足 を 釘 づけに した。 

「ああ 俺に はわから ない！ 何が なんだか わからな 

い！ いつ、 どうして、 なんと 思って、 こんな 所へ 来 

たのだろう 9  そうして なんだ、 俺の 姿 は！」 左 

内 は 自分の 姿 を 見た。 「髪が バ ラバ ラに 乱れて いる。 

襟が ダブ ダブに ひらけて いる。 裾が めちゃくちゃに 崩 


ぱ か  きちがい 

れ ている。 白痴 か 狂人の ありさま だ！ 俺 はいった い 

どうしたの だ—  今夜 は 俺に は 不思議な 晚 だ！」 

ほほえみ 

「さよう」 とそれ を 聞く と 山 県紋也 は、 一 瞬の 間 微笑 

を ほころ ばした が、 その 微笑 を 引っ込ませ ると、 逆に 

真面目な 顔つき をした。 それから 両手 を 胸の 辺まで 上 

げたが、 左 内を柔 かくお さえる ようにした。 

「今夜 は 不思議な 晚で) 」 ざるよ。 拙者 も この 眼で 不思 

議な もの を、 いろいろ さまざま 見て ござる よ。 が、 ま 

あま あそれ につ いて は、 一 一、 三日の うちにお 目に かかつ 

て、 ゆっくりお 話 をいた しましょう。 また 拙者から 貴 

殿に 対して、 承りたい こと も ござります。 …… ただし 


今夜 は 貴殿に おかれて は、 順 直にお 屋敷へ お帰りな さ 

れ。 そうして 今夜の 行動 を、 とっくりと ご 自分に ぉ考 

えなされ」 子供に 対する 大人の ように、 物 優しく 紋也 

はこうい つたが、 静かに 先へ 足 を 運んだ。 

往来の 上へ 黒々 と 引かれた、 二人の 武士の 影法師が、 

少しば かり 長く 延びた の は、 月の 傾いた 証拠で も あろ 

う。 そういう 影法師 を 供に 連れて、 二人 は 先へ ゆる ゆ 

ると 歩いた。 片側 町の 家並み は、 例によって 静寂 を 

かもめ 

保って いたが、 反対側の 神 田 川で は、 目覚めた 鷗 でも 

た 

羽搏 いたのであろう、 バタ バタと いう 物音が した。 し 

かし 路上に は 人影はなくて これ も 静寂 を 保って いた。 


二人 は 先へ 歩いて 行く。 歩きながら 繰り返し 繰り返 

して、 左 内 はつぶ やき を 洩らす のであった。 「今夜 は 

俺に は 不思議な 晚だ。 何 か を 夢中でした らしい」 

そういう 左 内の つぶやきの 声 を 紋也は 耳に 止め はし 

たが、 合槌を 打とうと はしなかった。 しかし 心で は考 

えていた。 「豪奢 をき わめた 女 乗り物、 その 中に いた 

芳香 を 持った 女、 乗り物 を 取り巻い ていた 男女の 供人、 

そうして 裏 塀の 切り戸 口から、 転がし 出された 若い 男 

の 死骸、 その 男の 死骸 を 運んで 行った、 覆面 をした 数 

人の 武士。 …… これらの 事件と 北条左 内と は、 何ら か 

関係がなければ ならない。 よしよ し 近いうちに 左 内に 


質して、 秘密の つながり を 聞く ことにしよう」 

二人 は 先へ 歩いて 行く。 が、 にわかに 二人ながら、 

足 を 止めなければ ならない ことが 起こった。 闇に 包ま 

れ ていた 一軒の 家の 軒の 下から 一人の 男が、 ス ルス ル 

と 姿 を 現わして、 二人の 前へまで 来たから である。 


皮肉な 目 明し 


「北条 の 若様で は ござり ませぬ か」 こういつ て 声 を か 


けたの は、 闇に 包まれて いた 一軒の 家の、 軒の 下から 

現われた、 敏捷ら しい 男であった。 

「誰 だな？」 というと 北 条左内 は 足 をと どめて すかす 

ように 見た が、 

「ああお 前 か、 松吉 であった か」 

「へい、 松吉 でございます」 それ は 目 明し の 代官 松で 

あった。 

「どこか のお 戻りで で も，、 - ざ いますので 」 

「うむ」 といった ものの 北 条左内 は、 ろくろく 返辞 も 

しなかった。 相手 は 下等な 目 明し である。 旗本と はて 

みま さか 

ん から 身分が 違う。 それ にもかかわらず 父の 美 作が、 


どのような 目的が あるの か は 知らぬ が、 この 松 吉に目 

を かけて、 時々 屋敷へ 呼び寄せ るの をい い 気になって 

やす 

慣れ 慣れし く ふるまい、 このような 往来で 心 易そう に 

そんなよ うに、 言葉 を かけた のが、 潔癖の 左 内と して 

は 不愉快 だからであった。 と、 そういう 左 内の 心 を、 

代官 松 は 感じたら しい。 てれた ように 顔 を ゆがめた が 

その 顔 を 今度 は紋 也の ほうへ 向ける と、 

「これ は 山 県の 先生で、 若様と ご 一 緒で ござりました 

力な」 

「さよう」 紋也も 冷淡であった。 

「見られる 通り 一 一人 一緒」 —— あえて 代官 松 一 人 だけ 


ではなくて、 あらゆる 目 明し というよ うな もの を、 曰 

ごろから 紋也は 嫌って いた。 もっとも 世間の 誰 一人と 

して、 目 明し を 好きだと いう もの は あるまい。 が、 紋 

也 は 身分に おいても、 また 抱いて いる 志に おいても、 

また ふるまつ ている 行動に おいても、 絶対に 他人に 知 

ら せる ことので きない 大きな 秘密 を 持って いた。 した 

がって、 いっそうに 紋也 として は、 目 明し を 嫌わねば 

ならない のであった。 代官 松 は 江戸に おいても、 名う 

ての 腕つ こきの 目 明し であって、 その上に 紋 也と 同じ 

ように、 神 田の 区域に 住んで いた。 で、 紋也 はずつ と 

以前から、 代官 松の やり 口に ついては、 注意と 監視と 


を 怠らなかった。 しかるに 決して 思いな しばかりで 

はなくて、 たしかに 相手の 代官 松の ほうで も、 紋 也に 

何ら かの 疑い を かけて、 探って いるよう に 思われた。 

今 その 代官 松に 逢った ので ある。 冷淡に あっかった 

の は 当然と いえよう。 

二人の 武士に ひとしな みに、 冷淡 至極に あつかわれ 

たので、 代官 松 はてれ る 以上に、 怒り を 胸へ 燃やした 

ようであった。 が、 そのために 立ち去ろうと はせ ずに 

あべ こべ に 執拗に 構え 込んで、 ベ ラベ ラと 皮肉に 喋 舌 

り 出した。 

「物騒な 世間で ございま すよ。 この 泰平な 徳川 様の 天 


下 を、 ひっくり返 そうとする ような 奴ら が、 近来 続々 

とど こから ともなく、 はいり 込んで 来た の で， 、- J ざい ま 

すから な。 …… そうかと 思う と 娘の くせに 掏摸 を 働 こ 

うとい う 手 合 も あれば 生 若い 武士の 身分で いながら、 

水 戸 様の 石 置き場の 空 屋敷な どで、 つまらな いこと を 

説教して、 人の 心 を 乱す 奴 も ある。 女 煙術師 というよ 

うな、 変な 芸人が 産まれた かと 思う と、 死んで いる は 

ずの 老人が 生きて いて ご 府内を 歩いたり している。 物 

騒、 物騒、 物騒な 世間で、 油断 も 隙 もな リま せんて。 

人と 逢ったら 悪党 だと 思え！ これ は 金 言 で ) 」 ざい ま 

すな あ。 そこで 私 は 押し切りまして、 友達 をお 選びな 


まじわ  けが 

さ いまし と。 妙な 人間と 交際ろう ものなら ご 家名 を穢 

むほん 

すば かりでなくて 謀叛 人の 汚名 さえ 着ましょうと。 … 

…そこへ 行く とこ こに 控えて おられる 山 県紋也 先生な 

ど は、 よいお 友達で ございま すよ。 剣道に かけて は 一 

きとう リ ゆう 

刀 流の 皆伝、 柔術に かけて は 起 倒 流の 免許、 美男で 品 

がよくて 心が 綺麗で、 謀叛 心なん か は 持って いません。 

ご 浪人ながら も 道場の 主人で、 門弟 衆な どもた くさん 

にあって、 内輪 も だいぶ ご 裕福ら しい。 もっとも どん 

なに 繁昌した ところで、 たかが 道場の 持ち主で、 派手 

な 生活 はでき ますまい。 にもかかわらず 山 県 先生に は、 

どうやら 困って いる 人た ちな どへ は、 派手に お金な ど 


ま 

を 撒かれる ようで、 結構 至極に ございま すよ。 ただし 

疑えば 疑えます て。 全体 どこから あんなお 金が、 集 

まって 来る もので ございます やら？ ひょっと かする 

と 軍資金と して、 箱 根 を 越した 方角から …… ぉッと 

ぉッ とこ いつはい けない。 ここまで 喋 舌つ ちゃ ァ いけ 

ません な あ。 …… で、 お 喋舌リ はこれ くらいと して、 

お別れす る ことにいた しましょう。 とこうい うとい い 

のです が。 ナ— 二 もっとも つと 喋 舌り ますよ」 

月光に たっぷり 浸りながら、 代官 松 はいいつ づける 

のであった。 

と、 紋也は 身 を ひねった が、 代官 松に は 見えない よ 


うに、 右手 を ソロ ソロと 上へ 上げる と、 刀の 柄へ そつ 

とかけ た。 


サッと 一 太刀！ 


代官 松 を 切ろうと でもす るの か 山 県 紋也は 身 を ひ 

ねって、 抜き打ち 居 合い 腰の 姿勢と なった が、 代官 松 

に は 気がつ かないと 見える。 なお もべ ラベラと まくし 

立てる のであった。 


「 …… が、 ご 安心な さり ませ、 どのように 世間が 物騒 

であろうと、 変な 人間が はい リ 込んで 来ようと、 そう 

しゅん ど-つも うどう 

して その 変な 人間た ちが、 蠢動 妄動 をしょう とも、 こ 

の 私の 眼の 黒い うち は、 だい それた 仕事 はさせ ません 

て。 というの は そのうち にこの 私が、 腕に 撚りを かけ 

て 秘密 を 探って 一 切 合 財 を あばき 立てて、 一 網 打尽に 

引っ捕えて、 獄門 台へ かける という 意味な ので。 ナ— 

二 わけはありません よ。 いと 易い ことで ございま すよ 

それに あらかた 今日までに、 おおよその ところ は 調べ 

上げました。 ただ 私と いたしまして は、 細かい 雑魚な 

V- じら 

ど はどうで もよ い、 大きな 鯨 をに がしたくない ので。 


それで 今まで 大事 をと つて、 十手 捕り 緦を ひらめかさ 

なかった まで。 …… がそろ そろ ひらめかし ますよ。 と 

いうの は 鯨の 居場所が、 ほぼ 見当が つきました からで。 

で、 とってお さえます よ。 それ もね、 居場所と いった 

ところで、 遠い 所 じゃァ ございません。 鼻の 先な ので 

ございま すよ、 実は 今夜 も 鯨の 居場所 を、 それとなく 

探りに 来たと いう もので。 へいへい これから 参 じます。 

いや 全く 悪い 鯨で、 三 宅 島の 海の 底の あたりに、 死ん 

で 沈んで おれば よいのに、 フ ラフラと 大 江戸へ 泳いで 

来て、 町の 真ん中に 頑張って、 いかめしい 屋敷に 囲ま 

めざ わ 

れて、 住んで いるので ござります からな あ。 眼 障りで 


いけど 

しかたが ございま せんよ。 で、 生 捕って しまいます よ。 

この 鯨 さえ 生 捕って しまえば たとえば ャット —の 先生 

のよう ない わば 雑魚の ような 連中 は、 自然と 自滅 をい 

たします。 …… おやまた 少しば かり 喋 舌り すぎた。 今 

度 こそお 別れと いたしましょう。 ご免ください、 ご免 

ください。  とこうい えば よいので すが、 ナ— 二 ま 

だま だ 喋 舌り ますよ」 

こうべ ラベ ラ とまく し 立てながら も、 代官 松 は 眼 を 

そばめて、 紋 也の 顔 をみ つめる のであった。 月の 光に 

ぼけて はいたが、 紋 也の 顔 はよ く 見える。 まくし 立て 

る 言葉の 一 つ 一 つに よって、 どのように 紋 也が 表情 を 


変える か？ それ を どうやら 代官 松 は 見て取ろ うとし 

き ぼ 

ている ようであった。 しかし 紋 也の 表情 は、 木彫りの 

面の それの ように、 微動 を さえ もしなかった。 ただし 

右の 手 はしつ かりと、 刀の 柄に かかって いた。 

茫然と している というよりも、 呆気に 取られて いる 

とい つた ほうが この場合の 左 内の 態度に はまる。 

「この 目 明し の松吉 という 男 は、 何 をい つたい 喋 舌つ 

ている の だ。 わけのわからないことば かり をい うで は 

ないか。 俺に はわけ がわから ない。 それに 平常の 松吉 

といえば、 こう もよ く 喋 舌る 男ではなかった。 今夜 は 

よほど どうかし ている」 これが 左 内の 心持ちであった。 


が、 そういう 心持ち を、 ひっくり返す ような 出来事が、 

俄然とば かり 起こった の は、 毒々 しい 口調で 代官 松が 

こういい かけた 瞬間であった —— 「どだい 京師の 

青 公卿 ばらが、 自分た ちの 力量 を 計ろうと もせずに、 

この 治まって いる 徳川 様の 天下 を …… ぁッ、 しまつ 

た！ き、 切る 気 か！」 

この 時紋 也の 体形が 急に 左へ 傾いて、 肩が 一刹那 沈 

むように 見えた が、 右手が 素早く 前へ 伸びた。 ヮッと 

わめ 

いう 喚き声の 起こった の は、 それと ほとんど 同時で 

まり 

あって、 そうして その 次の 瞬間に は、 黒い 大きな 毬の 

ような 物が、 三 間 あまり もケシ 飛んで、 紋 也と 左 内と 


の 前にいた 代官 松が 見え なくなつ ていた。 で 二人の 眼 

の 前に は、 月の 光 を 吸って いる 空間と 往来が あるば か 

りであった。 

「貴殿、 松 吉めを 切られました ので？」 

「いや」 と 紋也は 白く 光る 抜き身 を ダラ リと 地へ 向け 

て ひつ 下げた が、 

「刀に ソリは 打た せませんで したよ」 

「ああ それで は 峰打ちな ので？」 

「さよう、 懲らして やりました。 …… あまりに 不作法 

に 喋 舌り ますので な。 …… が、 あいつ も 素早い 奴で ご 

う ら ぼうし 

ざる。 ケシ 飛び 方が 神妙で ござった。 裏 鋩 子 を 胴へ 受 


けたば かりで ござろう。 …… とにかく 帰宅 だ」 

「帰宅す る ことにしましょう」 

さてこう して 紋 也と 左 内と は、 この 一郭から 立ち 

去った が、 ちょうど そのころ 一 つの 影が 小 門 を 持った 

小 家の 前へ、 浮かむ がよう に 現われた。 

ほかならぬ 目 明し の 代官 松であった。 


下りて 来た 火の 光 


小 門の ある 家の 小 門の 前へ、 ボッと 現われた 代官 松 

は、 自分で 自分 を 笑う がよう に、 声 を 出して つぶやい 

た。 「雑魚 だ 雑魚 だと 馬鹿にし たが、 どうして どうし 

て紋 也と いう 男 は、 雑魚で ない ばかり か 大物 だ。 気象 

も 武道 も 素晴らしい。 …… あやうく 俺 は 切られる とこ 

ろ さ。 …… おや」 

とつぶ やくと 代官 松 は、 小 門の ある 家の 扉へ、 軽く 

片頰を 押し あてた。 「たしか この 家 は 空屋の はず だが、 

今夜 は 人の 気勢が する」 

 で、 しばらく 聞き澄ました。 

「借り手が ついては いったの だろう。 ちっとも 不思議 


な こと はない さ」 

代官 松 は 歩き 出した。 

「一軒、 二 軒、 三 軒、 四 軒 …… 小 門の ある 家から はじ 

まって、 同じ 並びの 小さい 借家が、 ここ 数 力 月の 以前 

から、 一度に 空屋 になった の は、 なんとなく 俺に は腑 

に 落ちない よ」 

月 はい つの 間に か 家の 背後へ まわった からで も あろ 

う、 片側 道の 佐久間 町の 家並み は、 いちょうに 間口 を 

黒めて いたが、 その 家並みに 添いながら、 一軒、 二 軒 

と 代官 松 は、 家 を 数えて 歩いて 行った。 

と、 ぴったり、 そこに 建って いる 家と いうの は 女 煙 


術師と 山県紋 也と 話し合った ところの 屋敷であった。 

と、 ス ルス ルと 近寄って、 代官 松 は 大門の 扉へ、 しつ 

かりと 片耳 を 押し あてた。 

「俺の 本当の 目的 は、 この 屋敷に あろうと いう もの さ 

一力 月 このかた 探って いるの だが、 いまだに ハツ 

キリと はわから ない」 

—— で、 聞き耳 を 引つ 立てた。 

今より 一力 月の 以前で あつたが、 三 宅 島で 死んだ は 

ずの 老儒 者が、 両国の 広小路 を 歩いて いたので、 たし 

かめようと 後 を 追った ところ、 老儒 者に は 警護の 武士 

があって、 代官 松 を さえぎつ たがために、 代官 松 は 引 


きさが つたが、 そのまま 引く ような 無能者で はな か つ 

た。 引き さがって 逃げた と 思わせて おいて、 その実 は 

見え隠れ につけて 来て、 そうして 老儒 者と 警護の 武士 

さと 

とが、 この 屋敷の 中へ はいった こと を、 覚られ ずに 首 

尾よ く 突きと めた のであった。 で、 その後と いう もの 

は、 夜と 昼との 差別 もな く、 この 屋敷へ やって来て は、 

ダル ダルと ようす を 探ったり、 近所の 家々 を 訪れて は、 

住人の 起居 を 尋ねたり した。 が、 その 結果 知った こと 

といえば、 この りっぱな お 屋敷なる ものが、 八 千 石の 

お 旗本の 松 浦 左 膳の 控え 家で ある ことと、 多くの 武士 

が 出入り をす る ことと、 時々 議論で もす るら しい、 人 


の 話し声が 洩れて 来る ことと —— ただ それく らいの も 

のであった。 

「儒者 ふうの 老人が いる はず だが？」 こう 鎌 を かけて 

近所の 者へ 訊いた が、 「さあ その 点 は 存じません」 と、 

あっけない 挨拶 を 聞かされた ばかりであった。 

「いくらか 妙に 思われ ますの は、 数 力 月から 並びの 借 

家が、 いっせいに 店 立ちし ました ことで、 なぜだろう 

と 私たち は 噂 をして おります」 

こうい う 知らせ を 受けた ， ^ とぐら いが 乏しい 代官 松 

の 獲物であった。 

「土塀 を 乗り越えて 屋敷の 庭へ はいって、 思い切って 


ようす を さぐ つ てみ ようか」  こう 代官 松 は 思う こ 

とも あつたが、 どうに も 決心が つかなかった。 という 

の はなん となく 神々 しく、 また 何となく 恐ろしく、 こ 

この 屋敷が 思われる からで あ つ た。 

で、 今夜 も 見に は 来たが、 やはり 土塀 を 乗り越して、 

屋敷の 中へ 忍び込む 気に は、 どのように 努めても なら 

なかった。 

「チ エツ」 と 代官 松 は 舌打ち をした が 「こんな 経験 は 

これまでに はなかった。 いったい どうした というの だ 

けんのん 

ろう？ これまでの 俺と 来た 日に は、 どんな 剣呑な 屋 

敷へ だろうと、 これと 思い込んで 目星 をつ けた 以上 は、 


きっと 忍び込んで 探った もの だが、 この 屋敷に 限って 

忍び込む ことができない。 …… ャキ がま わった という 

もの かな？ それとも 何 か あらた かな 物が、 屋敷の 中 

に 在す からかな？」 

はがゆく 思われて ならな いのであった。 

「了ぶ くす つて 考えよう」 大門から それて 土塀の 裾へ、 

きせる 

腰 を かがめ 込んだ 代官 松 は、 腰の 煙管 を 引き抜く と、 

ゆるゆる 莨 を 詰め 出した が、 「チ エツ」 とまた もや 舌 

打ち をした。 

ひうち 

「いけない いけない 燧 石 を 忘れた」 

—— とその 時 土塀の 上から、 意外に も 女の 声が した。 


「よろし か つ たらお 火 をお 貸しし ましょう」 

同時に 火の玉が 下りて 来た。 


揶揄す るお 条 


「よろしかったらお 火 をお 貸しし ましょう」 こういう 

声が 聞こえて 来て、 それと 一緒に 大きな 火の玉が、 眼 

の 前へ 下がって 来たので あった。 代官 松た る もの 仰天 

せざる を 得まい。 「何 を ！ 」 と 思わず 叫び 声 を 上げた が、 


眼の 前の 火の玉 を 睨む ように 見た。 羅宇に 蒔絵が ほど 

きせる 

こして ある、 ずばぬけて 巨大な 一 本の 煙管が、 その 

雁首へ 莨の 火 を 持って、 そこから もうもうと 煙り を 上 

げて、 眼の 前の 空間に ふらつ いている。 「ほう」 とそれ 

を 見る と 代官 松 は、 驚きの 声 を またも 洩らした が、 グ 

ィと額 を 上へ 向ける と、 背に 背負って いる 土塀の 上の、 

瓦屋根の ほうへ 眼 を やった。 と、 黒々 と 茂って いる、 

ときわ ぎ 

常 磐 木の葉 を 背景に して、 瓦屋根の 上へ 夕顔の ような、 

白い 女の 笑って いる 顔が、 月の 光の ない 中へ、 抜ける 

ように 浮き出して 見えて いた。 

「チ エツ」 とまた もや 代官 松 は、 三度 目の 舌打ち をし 


たかと 思う と、 やにわに 右手 を 差し 延ばして、 巨大な 

煙管 を ひったくろ うとした。 がその 時には 巨大な 煙管 

は、 より 素早 さ を もって、 ス ー ッと 上へ 引き上げられ 

て、 煙りば かりが 暗 さの 中に、 白い 渦 を 巻いて いた。 

「恩知らずのお 方で ござい ますこと。 せ つ かく 親切に 

莨のお 火 を、 お貸しし たではありません か。 それ だの 

にお 礼 も おっしゃらずに、 何とい うこと をな さるので 

しょう」 

こういつ たの は 土塀の 上の、 白い 女の 顔であった。 

もうこの 時には 代官 松 は、 土塀から 離れて 往来へ 立つ 

て、 真正面から 女 を 睨んで、 怒りと 恥と に 身 を 揉んで 


いた。 が 代官 松 も 只者で はない。 よしよ し 図に 乗って 

からか 

挑戯 つて 来る この 女 をう まく あやなして、 屋敷の よう 

す を 探って やろう  こう 早く も 心 を 決めた。 で、 わ 

ざと らしい 笑 い 声 を 立 てた が、 

「お前さん は 当時 江戸で 名高い、 女 煙術師 のお 条 さん 

で」 まずこう いって 声をかけた。 

ご ひ いき 

「はいはい さようで ございま すよ、 御蟁属 にお 願いい 

たします」 土塀の 上の 女 はお 条 であった が、 こういう 

と 白い 顔 を ゆがめて 見せた。 笑い を 笑った 証拠で ある。 

—— ひと つ 油 を かけて やろう —— 

こう 代官 松 は 考えたら しい。 


「決してお 世辞で は ございま せんよ、 お前さんの 煙 術 

と 来た 日に は、 どこでも かしこで も大 評判で、 うらや 

ましい ほど で，) ，- ざ いますよ」  どう だ たいがい は嬉 

しがる だろう  代官 松 は ニヤ ニヤした。 

が、 ぉ条は 逆手に 出た。 

き：：' よ. つ 

「煙 術 も 結構に は 相違ない が、 縹緻の ほうが もっとい 

いと、 皆様 このように おっしゃ います」 

「おやおや」 と 代官 松 は 苦く 笑った が、 すぐに 応ずる 

ことにした。 

きりょう 

「それ は 申す まで も ございま せんよ。 お前さんの 縹緻 

からてん じく 

と 来た 日に は、 唐 天竺に もない という ことで」 


「でも 皆様 はおつ しゃいます」 またもやお 条は 上手に 

てこう  きゃはん  うこん 

出た。 「赤い 手 甲に 赤い 脚絆に、 長い 振り袖に 鬱金の 

たす き 19 力 た 

櫸 姿の ほうが 縹緻 よりも、 もっとも つと 結構 だと」 

「いやはや またもや はぐら かされた ぞ。 一筋 緦 ではい 

かない 女 だ」 代官 松 はい やにな つたが、 しかし 応ずる 

ことにした。 「いや お前さんの 扮 装と 来て は、 豪勢な 

評判で ございま すよ」 

 今度 はなん というだろう かな？ 代官 松 はヒャ 

ヒャ しながら、 ぉ条の 返辞 を 待ち設けた。 

「煙 術より 縹緻 ょリ扮 装より、 もっとも つと もっと 素 

晴らしい もの を 持って いると、 皆様 はおつ しゃり はし 


ません か、 あなた 様ば かり はおつ しゃいます はずで」 

「え？」 と 代官 松 は 首 を ひねった。 

「そうで) /ざいましょう かな？ そうで) J ざい ましよ 

うかな？」 

「両国で お逢いし ましたね え」 

「え、 両国で？ さあ いつごろ？」 

「 一 月 ほど 前の 真昼 間に」 

「はてね、 どうも 覚えがない」 

—— とお 条は 蓮っ葉に 笑った が、 

「つくり や 顔 を 変えて いたので お気がつかなかった の 

で ございま しょうよ。 お前さんの 眼の 前で ポンポンと 


懐中物 を はたいた はずで …… 」 

「お ッ、 あの 時の 女 掏摸が 9  」 

「あい、 妾 さ」 

あき 

「呆れた な」 

「さんざお 呆れよ」 

「下りて 来 や がれ …… 」 

ののしる と 一緒に 代官 松 は、 身 を 躍らせて 飛び かか 

ろうとし たが、 もう その 時にはお 条の顔 は、 土塀の 上 

に 見えなかった。 しかし その代わりに 男の 顔が、 同じ 

土塀の 上に 見えた。 


皮肉な 晚 だ！ 


ぉ条と 入れ違いに 土塀の 上へ、 獄門 台の 上の 首の よ 

うに、 顔 を 現わした 男と いえば、 ぉ条の 相棒の 金兵衛 

であった。 

「今晩は」 とば かリ金 兵衛の 顔が 代官 松に 向か つ て 声 

を かけた。 「ご苦労様に ござります」 

変な 奴が 出 て 来 やが つ た —— 代官 松 は y 」 う 思 つたの 

で、 返辞 もせずに 眼 を 怒らせて、 金 兵 衛の顔 を 睨みつ 


けた、 右の 肩 を グッと 怒らせた の は 敵愾心 を 示した 証 

拠で ある。 

しかし 金 兵衛は 代官 松の、 そういう 態度に 無関心 か 

のように、 ベラ ベラと 能弁に 喋 舌り 出した。 

「私 は 金 兵衛と 申しまして、 ぉ条 さんの 仲間な ので ご 

ざいます よ。 で、 ある 時には 煙術師 としての、 ぉ条さ 

んの 助手と なりまして、 大 煙管 を かついだ りいた しま 

すし、 また ある 時には 手代 ふう をして、 お嬢さんのお 

条 さんと 一 緒に、 両国の 広小路で やりました ような、 

ああい うこと もいた します。 そうかと 思う と、 お 長屋 

の 土塀へ、 ぉ条 さんが 楽書き をいた しました の を、 偉 


いなどと いって 同意した りします。  もっとも これ 

はなん のこと だか、 お前さんに はわ かりますまい がね。 

そうかと 思う とお 条 さんと 一 緒に、 水 戸 様の 石 置き場 

の 空 屋敷な どへ 行って、 人の 心へ 火 をつ ける お 若い お 

侍さん の、 お 話 を 熱心に 承って、 手を拍 つたり などい 

たします。 …… 間の 抜けた 顔 はして おります が、 案外 

に 私 は 気が 利いて いまして、 わけても 眼と 耳が 利いて 

おりまして、 人様の 思惑 やや リロが、 よく わかる ので 

ございま すよ。 たとえば お前さんが 一月 このかた、 こ 

まわ リ 

の 屋敷の 土塀の 周囲 を、 グ ルグル おまわり なさる こと 

や、 近所のお 神さん や 子供さん の 口から、 ここのお 屋 


敷の 内輪の ようす を 聞きた だそうと した ことな ども、 

ちゃんと 知って おります ので。 …… で、 私と いたし ま 

して はせ つかく にお 骨折りく ださい ますので、 ここの 

お 屋敷の 内輪の ようす を、 お知らせし たいので ござい 

さし さねり 

ますが、 少し 故障が ありまして、 それだけ はお 話しい 

たしかね ます。 で …… 」 

とこ こまで いって 来たが、 金 兵 衛は首 を 一方へ 傾げ 

ときわぎ 

た、 ぉ条の 顔色 は 白かった ので、 背後に は 常 磐 木 を 背 

負って いても、 また 月光に そむいて いても、 夕顔の 花 

のように 浮き出して 見えた が、 金 兵 衛の顔 はそう はい 

かなかった。 暗い 中に いっそうに 暗く 見えた。 そうい 


う 顔が 傾がった かと 思う と、 辛辣な 声が 響き渡った。 

「やい、 立ち去れ！  二度と 来るな！ 代官 町の 松吉 

め—  ホッ、 ホッ、 ホッ、 行きお る 行きお る！」 

相手が 悪い と 思い もした し、 自分の 心 を 見抜かれた 

ことが、 小気味が 悪く も 思われた からであろう、 金 兵 

衛の 毒舌 を 背後に 聞き流して、 屋敷の 土塀に 添いな が 

ら、 屋敷の 裏の 方角へ、 代官 松 は 足早に 歩いた。 

「思った よりも 凄い 奴ら が、 この 屋敷の 中には 籠もつ 

ている」 

土塀に ついて 左へ 曲がった。 それへ ついて 進んで 行 

く。 こうして 屋敷の 裏側へ 出た が、 その 裏側 を 行きつ 


くす と、 広い 空地に なって いた。 建築 用の 空地ら しい。 

空屋 になって いる 数軒の 小 家の、 裏側が 空地に 列 をな 

している。 それにつ いて 代官 松 は 先へ 進んだ。 こうし 

て 表口に 小 門 を 持った 小 家の 裏まで 歩いて 来た 時に、 

またもや 気味の 悪い 出来事に、 ぶっからざる を 得ない 

ことにな つた。 その 家の 黒 塀の 切り戸が 開いて、 そこ 

ほう 

から 若い 男の 死骸が 空地の 草の 上へ 抛り 出されて、 す 

ぐ に 切り戸が 閉ざ された ので ある。 

代官 松と して は 知らなかった ので あるが、 これで 二 

人の 男の 死骸が、 切り戸から 空地へ 出された ので あつ 

た。 「お ッ、 死骸 だ！」 とうめ くように いったが、 代官 


松 はしゃがみ 込んで、 その 死骸 を 調べよう とした。 し 

かるに 引き つづいて 意外な ことが、 代官 松の 眼前で 演 

せられた。 覆面の 武士の 一 群が、 どこから ともなく 

走って 来たが、 代官 松 を 押しの けて、 男の 死骸 を 運び 

かけた ので ある。 

「やい、 こいつら！ 待て！ 曲者！」 

そういった 代官 松の 怒った顔 を 一 人の 武士が のぞく 

ようにし たが。 「おお 貴様 は松吉 か」 

「どいつ だ！ ぁッ、 あなた 様 方で！」 

「今夜の こと は 人に 洩らすな！」 で、 武士た ち は 足早 

に 去って、 代官 松 だけが 残された。 


「今夜 は 皮肉な 厭な 晚 だな あ」 

しかし そういう 皮肉な 晚も、 その後、 事 もな く 明け 

こうじ 

はなれて、 翌日の 昼に なった 時に、 麴町 三番 町のお 狂 

言師 の、 泉嘉 門の 屋敷の 庭で 恋 語り をして いる 男女が 

あった。 


お 狂言 師の家 

さぎり ゆう いずみり ゆう 

狂 言 に は 三つの 流 派 が あ る。 鷺流 、 和 泉 流、 


おおくらり ゆう 

大蔵 流で ある。 ただし 現在で は 鷺流は 滅びて、 二流 

だけにな つてい る。 「鷺は なかなか 軽妙に して 飛び 放 

れ たる 芸 をな し、 和 泉 もまた 鷺の ごとし、 唯 ひとり 大 

蔵 は 堅実な る芸 をな せば 素人 受けな き 方な り。 さはい 

え 厳格の 中に 可 笑 味 あり」 これが 三流の 特色で ある。 

しかるに 旧幕 時代に おいて は、 鷺 流と 大蔵 流が 幕府 方 

で、 和 泉 流 だけが 京師 方であった。 どうして 鷺 流が 滅 

びて しまった のか は、 いまだに ハツ キリと はわ かって 

いないが、 噂に よると、 他の 二流から、 排斥され たか 

ら だとい うこと である。 しかし 旧幕の 時代に あって は、 

勢力の あった 流派で ある。 


泉嘉 門と いうお 狂言 師は、 姓 を 泉と 宣 つて はいたが、 

流派 は鷺 流に 属して いて、 しかも 名人の ォモ 役者で 

あった。 年齢 は 四十 八 歳で、 りっぱな 顔の 持ち主で 

あった。 由来お 能役者 やお 狂言 師は、 その 職業の しか 

らしめ ると ころ か、 おおかた 使用 をす る 面の ような、 

端正の 顔 をして いるもの であるが、 嘉 門の 顔 も その 例 

ちゅうじょう 

に 洩れずに 面の ように 端正であった。 「中将」 とい 

う 面が あるが、 嘉 門の 顔 は それ に似ていた。 が、 年 は 

争われない。 皺が 顔に うねって いた。 とはいえ そうい 

う 皺に さえ も 閑雅で 上品な ものが あった。 蓬々 とした 

ナ つ 

太い 眉毛、 魚の 形 をした 夢見る ような 眼、 決して 険し 


くない 高い 鼻、 軽く 開いても 強く 結んでも、 愛嬌の あ 

ふれる 小型の 口、 これが 顔の 道具であった。 こめかみ 

から 頰 から 頤へ かけて、 なだらかに 引かれて いる 顔の 

線 は、 芸術的と いっても いい ほどであった。 顔 全体の 

形から いえば やや 長い 卵形と いう ことができよう。 身 

体 は 大柄で 威厳が ある。 

しかるに そういう 嘉 門の 顔が、 ここ 数 力 月に 変って 

来た。 眼に 一 抹の 怒りが 現われ、 口に 一 抹の 皮肉 味が 

出て 来た。 これ はどうい うし だいな のであろう？ 噂 

によると ある 事件から、 嘉門は 宗家から 破門され て、 

能界 から 圧迫 排斥され て、 表 だって 舞台へ 上がる こと 


が、 でき なくなった からだと いう ことで ある。 

で、 嘉門 はこの ごろ 中 は、 家にば か リ鬱々 と 引き籠 

もっていて、 朝に 昼に 晚に 飲酒ば かりして いた。 

今日 も嘉門 はた だ 一 人で、 取り ちらされた 盃盤を 前 

に、 裏 座敷で 酒 を 飲んで いる。 

あけ 放された 障子の 向こう は、 広い 板 縁に なって い 

たが、 その 向こう は 荒廃した 庭であった。 庭 好きの 嘉 

門で はあった けれど、 このごろ では 手入れ もしない も 

おく ど 

のと 見える。 雑草な ども 伸びて いた。 庭の 奥 所に 藤棚 

があって、 咲き 垂れて いる 藤の 花の 周囲 を、 蜜蜂が 群 

つきやま 

れて 飛びめ ぐって いた。 小さい 築山の 裾の あたりに、 


夏 水仙の 花が 咲き揃って いたが、 緑に まじって いるが 

ために、 琥珀の ような 色が 冴えて 見えた。 昼の 陽が 庭 

レ きいき 

に 降り注 いでいる。 で、 葉の 色 も 花の 色 も、 活々 と 明 

るく 健康に 見えた、 近くに 泉水で も あるので あろう、 

樋から 水で も 落ちて くるので あろう、 トコ トコと いう 

音が 聞こえて いた。 

庭が 明るくて 健康そう だのに、 部屋の 中の 薄暗くて 

陰気な こと は！ しかし そういう 薄暗 さの 中に、 朱塗 

リの 衣桁が 立てて あって、 「連歌 盗人」 の 都雅な 衣裳が、 

無造作に 掛けられて あると ころ は、 古風で 美しい 光景 

であった。 その 衣桁の 足 もとの あたりに、 幾 個 かの 箱 


が 置いて あつたが、 面 を 入れて おく 箱な のであった。 

ふた  なき あま 

一 つの 箱の 蓋が 開いて いる、 箱の底に 深々 と 「泣 尼」 

の 面が、 上向きに 一面 置かれて あつたが、 活 きている 

うつろ  ほこ 

ような 上作で、 虚の 眼が 天井 を 見上げて いる。 鋅だ 

まないた ぼうちょう 

の 俎 庖丁 だの、 小道具の 類が 床に 近く、 乱雑に 投げ 

出されて 置いても あつたが、 薄暗い 部屋の 微光の 中で、 

その 太刀の 鞘の 一 本が 銀 灰色に お ぼめ いている のが、 

これ また 古風に 眺められた。 で、 部屋の 中 は 狼藉と し 

ている。 

何事 かに わかに 思い出して、 衣裳 や 面 や 小道具の 類 

を、 一時に 引き出して 吟味して いるう ちに、 酒が 飲み 


たくな つたので、 それらの 物 をう つち やった ままで、 

酒の ほうへ かかった ものであろう。 

明るい 庭の ほうへ 横顔 を 向けて、 盃を なめていた 主 

人の 嘉門 は、 ヒョィ とば かりに 腕 を 伸ばす と、 黒塗り 

の 膳の 向こう側の、 畳の 上へ 盃を 置いた が、 「太郎 冠者 

しょうばん 

殿まず 一 杯、 ご 相伴 をな され、 ご 相伴 をな され」 こう 

い つ て 首 を 前へ 伸ばした。 

が、 この 部屋に は嘉 門の ほかに は、 太郎 冠者 どころ 

か次郎 冠者 どころ か、 誰 一人と していない のであった。 


酔った お 狂言 師 


誰も 一人 もい もしない のに、 眼の 前に 太郎 冠者が い 

るかの ように、 盃を さした 狂言 師の嘉 門 は、 手 を 伸ば 

すと 側の 铫子を 取り上げて、 盃へ酒 を 一杯に ついだ。 

「太郎 冠者 殿よ、 遠慮 はいらない。 さあさあ お過ごし 

な だもの 

なさり ませ。 酒 は 上等の 灘 物で ござる よ、 亭主 役 は 泉 

嘉 門で ござる。 不足 はない はずで ござります がな」 — 

I かな リ嘉門 は 酔って いるら しい。 少しく ろれつの ま 

わり かねる 舌で、 このように 一人で 喋 舌って 来たが、 


いも しないと ころの 太郎 冠者が、 盃を 取り上げて 飲む 

はずが ない。 しかるに どうやら お 狂言 師の嘉 門 に は、 

それが 不服で ならない らしい。 皮肉な こと をい い 出し 

た。 

「さて は 冠者 殿に おかれましても、 この 嘉門を 嫌って 

おられます そうな。 困った お 方で ござり ますな。 もつ 

とも いつでも 太郎 冠者 殿 は、 意地の 悪い お 方で ござり 

ますが な。 大名 衆な ど をお さえお 虐めな される。 また 

い ま 

狂言に 現われて 来る 大名 衆と 来た 日に は、 現在の 大名 

衆と 同じように、 ばからしい 手 合ば かりで は ござ いま 

あらそ い 

すがな。 『鬼 争 』 の 大名 は、 臆病者で あります し、 『萩 


すみぬ リ 

大名』 の 大名 は、 無学 無風 流で ござり ますし、 『墨 塗』 

『伊 文字』 『釣 女』 などに、 姿 を 現わす 大名と 来て は、 

う っぽざる 

好色で しかたが ございません。 また 『靱 猿』 の 大名 は、 

はなと リ すもう 

圧制で 残忍で ございま すよ。 『鼻 取 相撲』 や 『文 相撲』 

などに 登場す る 大名と 来た 日に は、 力の 弱い 骨頂で、 

くりやき  あわた 

『栗 焼』 『太刀 はい』 『粟田口』 『あかがり』 などへ 現わ 

れて 来る、 お 大名 衆と 来た 日に は、 まことに うってつ 

けに 太郎 冠者 殿に、 からかわれ るに 適した 人物で ござ 

んす。 で、 よろしく 太郎 冠者 殿に は、 大名 衆 をお 虐め 

なさり ませ。 しかし 拙者 は 大名 衆で は ござらぬ。 その 

ふ る 

大名 衆と 同じような、 暴威 を 揮う 人 たちのた めに、 さ 


いなまれて いるお 狂言 師で ござる。 で、 いじめて はい 

けません。 むしろ 可愛がって いただきた いもので。 … 

…で、 お 相伴く ださり ましょう。 盃を お干しく ださり 

ましょう」 

どのように 嘉 門が 強請んだ ところで、 座に いもし な 

ぃ太郎 冠者が 酒 を 飲み干す 気づかい はない。 で盃 につ 

がれた 酒 は、 減り もしないで 満ちて いる。 

「止せ！」 と 嘉門は 怒鳴りつ けた。 「このよう におす 

すめいた しましても、 どうしても 飲まない と 仰せられ 

るなら、 無理に 飲めと は 申しますまい。 …… 拙者が い 

ただく で ござりましょう」 嘉門は 腕 を 伸ばした が、 盃 


を 口へまで 持って来 ると、 キュ— ッと 一息に 飲み干し 

た。 

かんろ 

「古いい い 草 だが 甘露 甘露で。 これ さえ 飲んで おり ま 

すれば、 不平 も 自棄 も 起こり ませぬ て。 …… では 今度 

は次郎 冠者 殿へ、 お 相伴 を 願う で ござりましょう」 こ 

ういう と 嘉門は 盃の手 を、 黒塗りの 膳の 右側の ほうへ、 

さも 恭 しく 差し出し たが、 「お飲みく だされ、 お飲み 

くだされ 遠慮 はいらない 次郎 冠者 殿、 器用に お飲みく 

ださり ませ」 —— で、 盃を 畳の 上へ 置いた。 

しかし もちろん その 方角に も、 次郎 冠者 殿が いない 

ばかり か、 誰 一人と していない のであった。 盃には 酒 


が 満ちた ままで ある。 

ど くづ 

「これ はこれ は 呆れた 話 だ」 嘉門 はまた もや 毒 吐き出 

した。 

「次郎 冠者 殿まで が 拙者 を 嫌って お 相伴 をして くださ 

ら ないそうな。 なんと 申して よろしい やら、 薄情な 話 

で ござ リ ますな あ。 人間が 一 度 落ち目に なると、 寄つ 

てた か つ て 周囲の 者が、 さいなむ ようで ございますな 

あ。 …… さいなみ たければ さいなむ がよ ろしい、 嘉門 

は 少しも ビ クッキません。 それに さ、 俺 は 名人 だよ！」 

大きく 両眼 を 見開いた が 自負と 自信と に 満ちた 光が、 

その 眼の 中に 輝いて 見えた。 が、 その 次の 瞬間に は、 


笑殺 的な 冷や かな 光が、 涙の ように 濡れて 見えた。 

「 お 狂言 師 の 嘉門様 は、 はいはい 名人で ござり ますと 

も。 祝賀 物 を やらせても、 鬼神 天狗 物 を やらせても、 

片輪、 いたずら、 悪気の ない 物、 争い 物 を やらせても、 

僧侶 物から 遊興 物、 婿取り 物から 夫婦 物、 盗人 物から 

悪人 物、 何から 何まで やらせても、 いつも 名人で ござ 

ります よ。 …… それほどの 名人の 泉嘉門 だ！ 誰 だ！ 

はいせき 

嫌って 排斥す るの は—  ハツ ハツ ハツ、 怒って は 

いけない。 浮世 はこうし たもの だからな あ。 ともかく 

盃 をいた だきましょう」 

盃を 取り上げ ると 口へ 持って来た。 で、 キュ ー ッと 


飲み干し たが、 手酌で ドク ドクと つぎ 出した。 たてつ 

づけに 嘉門は 酒 を あおる。 と カラ リと盃 を 投げた が、 

フ ラフラと 立ち上が ると 縁へ 出て、 庭下駄 を はくと 庭 

へ 出た。 


季節お くれの 牡丹 桜 


庭へ 下り立つ たお 狂言 師の嘉 門 は、 したたかに 酒に 

酔って いるが ために、 歩く 足 どり が 定まらない。 ヒョ 


ロヒ ヨロ ヒ ヨロ ヒ ヨロと よろめく ので ある。 そういう 

あぶなっかしい 足 どり で、 あてなし に 庭 を 歩いて 行く。 

「草 や 木ば かり を 見て さえ いれば、 不平 も 不満 も 起こ 

らな いの だが、 活 きて 浮世に 暮らして いるから に は、 

やはり 人間 を 見なければ ならない。 と、 不平 やら、 不 

かまくび 

満 やらが、 すぐに 鎌首 を 持ち上げて 来る。 いや だい や 

だ、 人間 はい や だ」 

左の ほうへ ヒ ヨロ ヒ ヨロと よろ けた。 「どっこい」 

というと 足 を 踏み固めて、 両 膝へ 両手の 拳 をつ いたが、 

「転んで はいけ ない 立って いなければ いけない、 転ん 

だが 最後 世間と いう 奴が、 重く その上へ 乗っか かって 


来て、 起きられない ようにお さえつけ る。 立ったり 

い きど お 

立ったり 頑丈に 立ったり」 —— で、 酔眼 を 憤 らしく 

つつじ  くさむら まど 

あけた が、 その 眼の 前に 躑躅の 叢 が 円ら かに コンモ 

リと 茂って いて、 花が つばら かに 咲き出し ていた。 「上 

まて 

にある ものと いえば 涯 のない 空 だ、 周囲に ある ものと 

いえば 日の 光ば かりだ、 さえぎる もの もな く のびのび 

として、 勝手に 咲く ことので きる 花、 勝手に 咲く こと 

のでき る 花、 どうに も 俺に は 羨ましい よ」 しばらく 躑 

躅の花 を 見て いたが、 嘉 門はフ ラフラと 先へ 進んだ。 

A いかに 童子の 御座 あるか、 童子と 呼ぶ はいかなる 

も のぞ、 山伏た ちの 御 入 候 か …… 


寂び た 美音で 謡い 出した の は 「大 江山」 の 一 曲で あつ 

た。 と、 今度 は 右の ほうへ ヒ ヨロ ヒ ヨロ ヒ ヨロ ヒ ヨロ 

とよろ めいた。 「どっこい」 といって 足 を 踏み固めて、 

また 両 膝へ 両の拳 をつ いたが、 嘉門は 胸 を 張って 笑い 

出した。 

「おびただし くも 酔いに けり —— 酔う という こと はよ 

いこと さ、 芸に 酔い 術に 酔う。 いつもい つも 醒めて い 

る 奴 は 冥利 や 金ば かりに かじりつく。 ハツ ハツ ハ、 陶 

然と 酔えよ」 今度 は 無邪気に 酔眼 を あけて、 体の まわ 

り を 眺め やった。 と、 足 もとに 芍薬の 花が 十数 本の 

青い 茎の 上に、 群れて 白々 と 咲いて いた。 微風が 渡つ 


ている からで もあろう、 花の 群れが 頭 を 振って いる。 

まじりけ 

「芳香が 高く て 純潔で、 雑 気のない 白 芍薬 の 花よ！ 

俺 はお 前が 大好き だよ。 その 根が 人助けの 薬になる。 

何から 何まで もい い 花 さ」 —— だが 嘉門は 先へ 進んだ。 

やなぎ 

A 柳の 下のお ちご 様 は、 朝日に むこうて お 色が 黒 

ヽ 

まい もの 

小 舞 物の 古雅な 「柳の 下」 を微吟 しながら 歩いて 行 

A お 色が 黒く ば 笠 を 召せ …… 

まんさん 

蹣跚 として 歩いて 行く。 と、 またもや 左の ほうへ、 

ヒ ヨロ ヒ ヨロ ヒ ヨロ ヒョ 口と よろめいた。 


「どっこい」 というと 同じように、 嘉門は 足 を 踏み 固 

めて、 そうして 両 膝へ 両の拳 をつ いたが、 あやうく 転 

ぶの をまぬ がれた ので ある。 と、 ヒョィ と 前 を 見た。 

ぼ たんざくら 

牡丹 桜の 老木が 立って いた。 すでに 季節 は 過ぎて いた 

ので、 枝に も 梢に も 一面に、 花はなくて 新 葉が 萌え出 

ていた。 が これ はどうした のであろう、 その 色が あせ 

て 花弁が 縮れて、 みすぼらしく はなって いたが、 二 束 

あまりの 牡丹 桜の、 花が かたまって くっつい ていた。 

もろ くもなって いるので あろう、 絶えず 風に ホロ ホロ 

と 散る。 

「なんだか 心が 滅ん つて 来た」 嘉門は 花 を 見上げた が、 


ふと 寂しそう につぶ やいた。 「季節に 遅れて はかた な 

しだ。 なんて みすぼらしい 牡丹 桜 だ！ 盛りが 花やか 

であった だけに、 衰えた 今が、 よりみ じめ だ。 …… うつ 

かりして はいられない。 俺と いえ どもこう なる かもし 

れ ない」 しかしに わかに 笑い出した。 「な あに、 俺は大 

ぐまい 

丈夫 だ！ 怒り を 心に 持って いる。 そのうちに 愚昧の 

連中 を、 一 人 残らず 吹き飛ばして みせる。 まず それ ま 

で 辛抱 さ」 しかし やはり 寂しそう であった。 いっか 肩 

がうな だれて、 顔が 地面へ 向いて いる。 その 肩の 上に 

日が さして、 その 日の 中の 肩の 上に、 散った 花弁が 止 

まって、，' る。 


「これが、 いけない といって いるの だ」 はねる ように 

さまよ 

嘉門は 幹から 離れて、 元気よ く 庭 を 彷徨い 出した。 

「時々 に 起こって くる 鬱 ぎの 虫！ これが、 いけない 

といって いるの だ。 …… 無理に も 元気に ふるまう がい 

い。 さて 元気 だ！ 元気 を 出して 謡え！」 

A うらに 来い との 笛の 音、 裏道 来い との 笛の 音 …… 

元気よ く 嘉門は 彷徨 つ て 行く。 


見て いけない もの を 


A 裏道 来い との 笛の 音 …… 

嘉門は 手拍子 を 打ちながら、 元気よ く 庭 を 彷徨って 

行く。 

ふもと  すい 

A じょに 吹く 笛が 麓 にき こ ゆるお おさて は 推した、 

うらに 来い との 笛の 音 …… 

まんさん 

元気よ く蹣跚 として 彷徨って 行く。 手拍子 を 打つ手 

がヒラ ヒラと 動いて、 明るい 初夏の 日 を はね 返して、 

手首が 肩の 上へ 上がる ごとに、 手の甲の ほうが 日蔭と 

なって、 掌 の ほうが 明るんで 見える。 裾 を 乱して 脛 

を 出して、 腰から 下の ほう を 少しく 沈めて、 及び腰 を 


して 歩いて 行く。 顔に 真っ向に 日が さしていて、 面の 

ととの 

ように 調った 顔の、 眼 や 鼻に 陰影が ついている。 

そういう 嘉門を 送り迎え るの は、 手広い 荒れ 庭の 草 

や 木であった。 

ざくろ 

一所に 花 柘榴の 木が あって、 赤い 蕾が 珠 のように、 

枝に 点々 と つづられ ていたが、 その 中の 二、 三 顆が襪 

のよう な 花弁 を、 恥ずかし そうに はみ出させ ていた。 

その 根 もとに ゆらゆらと なびいて いるの は、 これ も 蕾 

ゆ リ 

の 百合の 花で あ つ たが、 十日 ほどた つ たら 蕾 を 破ろう。 

A うらに 来い との 笛の 音、 うら 道 来い との 笛の 音… 


嘉門は 先へ 歩いて 行く。 と、 草萌 えで 青み 渡って い 

る、 小さな 築山の 前へまで 来た。 その 築山の 裾の 間 か 

ら、 新しい 苔 を まとった ところの、 筧が 一 本 突き出さ 

れ ていたが、 清らかの 水が 筧の 口から、 泉水の 中へ 流 

しぶき 

れ 落ちて、 細かい 飛沫 を 上げて いた。 

「のうのう 水鏡 を 見よう ずるに て 候」 

わけの わからな いこと をい いながら、 歩いて いた 嘉 

門 は 足 を 止めて 泉水の 縁へ たたずん だが、 やがて 足 を 

曲げて かがみ 込んだ。 と、 姿が 水へ うつって、 小鬢の 

は  ぎ わ 

生え際 や 額の あたりに、 めっきりと 増えた 白い 髪が の 

ぞき 込んだ 嘉 門の 眼に 映つ た。 


「老いに けらし な 今 はは や。 …… なんの 芸 匠に は 年 

はない よ」 で、 嘉門は 立ち上が つたが、 泉水 をめ ぐつ 

て 歩き 出した。 とまた もや 嘉門は 謡い 出した。 

r\ 杖に すがりて よろよろと、 本の 藁屋へ かえりけ り、 

ももと せ うば 

百年の 姥と 聞こえし は、 小町が 果ての 名な リ けり …… 

「俺に は 年がない にしても、 娘のお 菊 は 女の 身 だ。 

うかつ  せき 

迂濶に ほうって はお かれない。 『関 寺 小町』 とおち ぶ 

れ させて は、 親と して 申し訳がない からな あ」 

ろくしょ ういろ  あつに く 

二 坪ば かりの 茶畑が あって、 緑青 色の 厚 肉の 葉が、 

押し合う ように 盛り上がって いたが、 その 傍らまで 

歩いて 来た 時に、 嘉門は 胸へ 腕 を 組んだ。 


「一刻で 頑固で 人と 势れ ないで、 思う 通り を やっての 

さし さ 

ける、 俺の 性質 や 暮らし方が、 娘の 出世に 支障 わった 

ら、 済まない ことになるの だが な あ」 

これに 思いが 至った からであった。 

「お 菊 は 今年 十九の はず だ。 そろそろ 婿 を 取って やら 

なければ ならない。 嫁に 貰い 手が あるよう なら、 こだ 

わらずに 嫁に くれてやって 俺の 家 は 一 代で 潰しても よ 

い。 同業から ャク ザの 婿 を 貰って、 なまじお 狂言 師に 

仕立てる よりも、 嫁に やった ほうが 無難ら しい」 

やもめ 

嘉 門の 女房 は 数年の 前に 死んで、 今 は 嘉門は 鰥夫で 

あった。 子供 はお 菊 一人し かない。 で、 嘉門 はお 菊に 


対して は、 父と しての 世話 を やくと 一緒に、 また 母と 

しての いろいろの 世話 を も、 やいて やらなければ なら 

なかった。 しかるに 嘉 門の 心の中で は、 限りなく お 菊 

みず か  わざ わ 

を 可愛が つ てはいた が、 自 らの 性質が 禍 いして、 ずつ 

とこれ まで はお 菊に 対して 不注意の 態度 をと つ ていた。 

それが 済まなく 思われた ので ある。 

しかし 嘉門は 腕 をと いて、 そうして 元気よ く 笑い声 

を 立てて また 蹣跚 とさ まよい 出した。 

きりょう 

「縹緻 もよ ければ 姿 もよ くて、 しかも 優しい あのお 菊 

だ、 自分の 娘ながら りっぱな もの だ、 嫁に 貰い 手な ど 

ザ クザク あろう。 あると も あると も大 あり だ。 現に あ 


のお 方が あるじ ゃァ ないか。 …… が、 どうに も あのお 

方へ だけ は 差し上げる こと はで きないな あ」 

A 草木 は 雨露の めぐみ、 養い 得て は 花の 父母 …… 

「おや」 と 嘉門足 を 止めて、 藤棚の ほう を のぞき 込ん 

だ。 「見て 悪い もの を 見た よう だぞ」 

藤棚の 横に 捨て石が あつたが、 それに 腰 を かけて 若 

むつ 

い 男女が、 睦まじ そうに 話して いた。 


恋の 重荷 


藤棚の 横の 捨て石の 上へ、 腰 を かけて いた、 若い 男 

女 は、 ふと 話し声 を 途絶えさせ たが、 一 緒に 捨て石 か 

ら腰を 上げた。 その 時まで 遠々 しく 聞こえて いた、 嘉 

門の 酔った 小 謡の 声が、 だんだん こっちへ 近寄って 来 

て、 藤棚の 向こう側まで 来た かと 思う と、 にわかに フッ 

ッリと 絶えた からであった。 

と、 二人 は 顔 を 見合わせ たが、 藤棚の 向こう側 をす 

かして 見た。 その 藤棚の 向こう側に は、 白い 花 をつ け 

あせび  くさむら 

た 馬 酔 木の 叢 が、 こん もりと 茂って いるが ため か、 

嘉 門の 姿 は 見えなかった。 


「今日 も 嘉門殿 は ご機嫌の ようで」 

「このごろ では 父 は 毎日の ように、 お 酒 を あが るので 

ござり ますよ」 

わ だか ま  め 

「お 心に 蟠 りが おありな さるに よって、 それで 飲 さ 

れ るの で ござりましょう」 

「気 の 毒な 父 で w J ざり ます。 気 の 毒な 父 で ござり ま 

す」 

「すべ て 名人と 申します もの は、 不平と 一 徹と 負け じ 

魂と に、 悩まされる もので ござり ますよ」 

「 一 倍 父 は その 方面の ことで、 悩む 性質で ござります 

ので。 …… 」 


「悩み は 誰に で も ^ ざり ます」 

こういうと 若い 武士 は 物憂そう に 元の 捨て石へ 腰 を 

下ろした が、 「あなた もお かけな さり ませ」 

藤棚 を 漉して 来た 初夏の 陽が、 藤の 花房の 揺れる ご 

とに、 乱れた 縞の ような 斑 をな して、 続いて 捨て石に 

腰を下ろした 若い 娘の 肩 を さした。 

一 一人 はしば らく 黙って いる。 

蜂の 唸り 声が かすかに 聞こえて、 隣り のお 屋敷で 

飼って いるら しい、 老鶯の 啼く声 も 届いて 来た。 

黙って いると いう ことが、 どうやら 一 一人に は 苦痛の 

ようであった。 二人ながら 身体 を もじもじ とさせた。 


切れた 話の つづきで もあろう、 何気なげ に 娘 はいい 

継いだ。 「お 狂言 も 好きで は ござり ますが、 でも 妾に 

はお 能の ほうが、 もっと 好きな ので ござり ますよ。 お 

能の 面な ど を 眺めて おります と、 もう それだけで 心の 

こお もて  ぞう 

中が、 ノビ ノビと いたして 参ります。 小面 や 若 女ゃ增 

かなわ 

の 面な ど はわ けても 大好きで ございます。 でも 鉄 輪の 

でい がん  おうみ 

生成 や、 葵の 上の 泥 眼 や、 黒 塚に 使う 近 江 女な ど は、 

すごみ 

凄味が ありまして 恐ろし ゆう ござります」 

捨て石の 上へ 穏やかに、 膝 を 揃えて 腰 を かけて、 そ 

えくぼ 

の ふつ くりとした、 膝の 上へ、 靨の 見えて いる 両手 を 

重ねて、 つつまし やかで は あるが 無邪気な 言葉で、 こ 


う 娘 はいい 継いだ が、 嘉 門の 一 人 子お 菊であった。 

「お 能の 面と いう もの は、 まことに よろしい もので ご 

ざり ますよ。 しかし 私 は あなたと は 反対に、 生成 や 泥 

眼 や 近 江 女な どの 面に、 心 を 引かれる ので ござります 

あくじょう 

よ。 特に 私に は 重荷 悪 尉の 面が、 好 もしく 思われる 

ので ござり ますよ」 

お 菊と 向かい合って 捨て石の 上へ、 こごみ 加減に 腰 

を かけて、 お 菊の 顔に 見入りながら、 少し 性急に こう 

いったの は、 袴 姿の 武士で あつたが、 ほかならぬ 北条 

も だ 

左 内であった。 眼の 中に 一抹の 悶えが ある。 

と、 お 菊 は 首 を 傾げる ようにし たが、 「あのよう に 恐 


ろしい 重荷 悪 尉の 面が、 なぜに あなたに はお 気に 召し 

ますこと やら」 ここで いくらか 口ごもつ たが、 「妾に は 

ただただ あの 面 は、 醜く 凄く いやらし いものに、 思わ 

れる だけで ござり ますよ」 

「では」 と 左 内 は それ を 聞く と、 眼の 中の 一 抹の 悶え 

の 色 を、 濃く する ように まばたき をした が、 「それで は 

きっとお 菊 殿に は、 この 私の 顔な ど を も、 醜く 凄く い 

やらし いものに、 お思いな さるで ござりましょう な？」 

—— で、 不安そう に のぞき 込んだ。 

「まあまあ 何 を おっしゃい ますこと やら」 お 菊 は 呆れ 

たという ように、 眼 を 張って 左 内の 顔 を 見た が、 「おか 


ら かいな さるもの では ござり ませぬ よ」 

「なんのから かいな どいた しましょう。 真面目に 申し 

上げて おります ので」 左 内の 声 は 真剣であった。 

「あなたに お逢い をいた しまして から は、 私の 心と 申 

やましな しょうえん 

します もの は、 重荷 悪 尉の 主 だとい われる、 山 科 荘園 

の 幽霊の ように、 恋の 重荷に 堪えられずに、 嘆いたり 

恨んだり 迷ったり、 焦れて いるので ござり ますよ。 で、 

おそらく は 私の 顔 は、 重荷 悪 尉の 面の ように 醜く 凄く 

いやらし いものと、 変り 果てた ものと 存 せられ ますよ」 

で、 お 菊 を 呪うよう に 見た。 


おとめ 

悶えの 処女 

左 内から 恋の 告白 をされ て、 お 菊 は 眼 もと を 赫らめ 

たが、 物 もい わずに うつむいて、 膝の 上で 両手 を 握り 

しめた。 

お 狂 言師 の嘉 門の 家へ、 北条左 内が 内々 ではあった 

が贄を 入れて 弟子と なった の は、 この 日から 半年 ほど 

の 以前の ことで、 嘉 門の 芸風が 独特であって、 人柄に 

も りっぱな ところが あると、 人の 噂に 聞いた からで 


あった。 そうして 入門 をした 北 条左内 は、 嘉 門の 芸風 

や 人柄に ついては、 もちろん 感心 はした けれど、 娘の 

お 菊 を 見る に 及んで、 すっかり 捉えられ 魅せられ てし 

まった。 

親子の 血統 は 争われないで、 お 菊の 容貌 は嘉 門と 似 

ていた。 が 男女の 相違からで もあろう、 嘉 門の 顔 は 「中 

将」 の 面に、 よく 似通って いた けれどお 菊の 顔 はいつ 

そう 優しくて、 「小面」 の 面に 似通って いた。 すなわち 

うわまぶた 

眼つ き は 半弓 型で、 上瞼が 波形 をな していた。 しか 

し 下瞼 は 弛みの ない、 ピンと 張り切った 一文字で、 心 

持ち 眼 尻が 上がって いるか しら？ が 権高に は 見えな 


かった。 額の 付け根から 盛り上がつ ている 鼻 は、 高く 

て 肉太で 高尚であって、 いささか 小鼻が 根 張って はい 

たが、 それが かえって 富貴に さえ 見えた。 口 はき わめ 

て 小さくて 小鼻と 口 もとと が 平行して いる。 で 唇 をと 

め いそうて き 

ざして いる 時には、 冥想 的に 見え 意思 強く 見え、 ポッ 

と 開けて 前歯 を 見せて いる 時には、 処女 的の 無邪気 さ 

といい たげ の ものが、 口の あたりに 漂って いた。 顔の 

輪郭 は 瓜 実 型で、 頰骨 など はない のか もしれ ない と、 

そう 思われる ほどに も頰の 肉が、 なだらかな 線 を 引い 

て もいた。 眉毛 は 父 に似ていて 太かった が、 剃り 込 も 

うと さえして いない。 「小面」 の 形と 異ぅ点 は、 わずか 


に頤の 一力 所で もあろう か、 「小面」 の頤は 長いので 

まどか 

あつたが、 お 菊の 頤は 円であった。 

父の 仕込んだ 狂言の 振りが、 自然と 姿に 滲み込んで 

いて、 中肉 中身 長の 調った 身体 は、 起居 動作と も 優雅 

である。 顔 や 姿の 美し さに、 左 内 は 捉えられ たので 

あつたが、 親しく 話し合うよう になって から は、 左 内 

はお 菊の 心持ちに、 より 以上に 捉えられた。 父の 嘉門 

が芸匠 だからで もあろう、 その 血 を 受け継いで いるか 

ら でもあろう、 お 菊の おとなしい 性質の 中には、 芸術 

的 情操が ふくまれ ていて、 それが お 菊の 美し さと、 清 

浄とを 倍加して いるので あった。 


で、 左 内 は 入門 をした 時から、 お 菊に 烈しい 恋をし 

たが、 しだいに 日が 経つ にしたがって、 恋心 はます ま 

すつ のる ばかりであった。 で、 折りに ふれ 物に つけて、 

今日までに 左 内 は 幾度 ともなく、 自分の 悩ましい 恋心 

をお 菊に 向かって ほのめかした ので あつたが、 今日は 

思い切って、 かなり 率直に、 重荷 悪 尉の 面に 例えて、 

恋心 をお 菊に 訴えた のであった。 

で、 返辞 を 待って いる。 

お 菊 はなん とい つ て 答える であろう か？ 

膝の 上へ つつまし く 両袖 を 揃えて、 抉から 紅色 をの 

ぞ かせて 伏し 眼 を 使って 指の 先 をみ つめて、 お 菊 はな 


ん とも 答えなかった。 しかし 心で は 感謝と 苦痛と、 恋 

の 心と を 渦巻かせ ていた。 

—— りっぱな 大身のお 旗本の、 若殿で ある 北 条左内 

しせい 

が、 たかが 巿 井のお 狂言 師の 娘の、 自分の ような 人間 

を、 恋して くれる という ことが、 お 菊に はむしろ もつ 

たいなかった。 いやいや それよりも 自分の ような もの 

ていねい いんぎん 

へ、 叮嚀な 慇憝な 言葉つ きで、 親しく 話して くれる と 

いう、 そのこと だけで も 有難かった。 しかもお 菊 は 

逢った 時から、 左 内に 深い 恋心 を 感じて、 いつで あろ 

うと も 心 も 身体 も、 捧げ 尽くそうと 思って いた。 で、 

これまで にも 左 内に よって、 きわめて 微妙に では あつ 


たけれ ども、 恋 を 告白 をされ る ごとに、 お 菊 は 恋心 を 

そそられて、 すぐに も 自分の 心の中 を 打ち あけようと 

思ったり した。 そうして 今日は かなり 率直に、 左 内に 

恋 を 打ち あけられ たので ある。 お 菊に とって はよ い 機 

会で ある。 即座に 心 を 打ち あけて、 左 内に 鎚 つて 行く 

べきであった。 しかるに 何 ゆえ か 沈黙 を 守って、 恋の 

心 を 打ち あけようと はしない。 これ はどうした ことで 

あろう か？ 

父の 嘉 門が 二人の 恋 を、 頑固に さえぎって いるから 

であった。 「あのお 方へば かり はお 前 はやれない。 あ 

のお 方の ために もなら なければ、 またお 前の ために も 


ならない。 そうして 私の ために もなら ない」 このよう 

にお 菊へ 注意す るからで あ つ た。 お 菊 は 父 を 愛して い 

た。 愛する 父の 不同意 を排 して、 恋しい 男の 左 内の 方 

へ、 走って 行く こと は 本意でなかった。 

黙って うつむいて いるお 菊の 横顔へ、 鬢の 毛が か 

ふる 

か つ て 顫えて いる。 


情熱の 焰 


しかしお 菊に は どのような 理由から、 左 内と そうし 

て 自分との 恋 を、 父が さえぎる のかが わからなかった。 

「お 狂言の 弟子の 左 内 様と して は、 お 父 様 は 左 内 様に 

親切で、 愛しても いれば 尊敬しても いられる。 嫌って 

も 憎んでも いられない。 それ だのに 二人の 恋仲ば かり 

は 嫌っても いられれば さえぎつ て も いられる。 これ は 

わ ナ 

どういう 理由からで あろう？ 妾と 左 内 様と は 身分 や 

家柄が 余りに も 隔たり 過ぎて いる。 それに 不安 をお 感 

じな されて、 恋仲 を さえぎろうと なされる のであろう 

か？ でもお 父 様 は芸匠 だけに、 そういう 身分の 高下 

などに は、 昔から ずっと 無頓着で あられた。 ほんの 一 


時の 慰み物と して、 妾 を そそのかして いるの だと、 こ 

のように 思 つ て いられる からであろう か？ いやいや 

そんな はず はない。 左 内 様が 真面目で 一 本気で、 潔癖 

であられる という 事 は、 お 父 様に も 承知して いられる _ 

では 何 か 深い 事情が あってお 父 様 は 二人の 恋仲 を さえ 

ぎら れ るに 相違ない。 いったい どのような 事情な ので 

あろう？ ああ 妾 は 事情 を 聞きたい」 

しかし 嘉門は 今日まで も、 事情に ついては 語らな 

かった。 父の 否定的の 思惑と、 左 内の 一 本気の 恋心と 

の、 その 中央に たたずんで、 お 菊 は 今日まで 悩んで 来 

た。 そうして 今 も 悩んで いた。 


「お 父 様が 事情 をお 話しく だされて それが 妾の 胸に 落 

ちたら、 妾 は 恋 を 諦めて、 左 内 様へ 泣きながら こうい 

おう、 『どうぞお 諦めく ださり ませ』 と。 もしも それが 

反対と なって、 お 父 様が 事情 をお 話しく だされて、 妾 

の 胸に 落ちなかったら、 妾 はお 父 様へ お願いしょう。 

『妾 は 左 内 様 を 恋して おります。 左 内 様と 添わせて く 

ださり ませ。 飽きられて 捨てられても 構い ませぬ』 と _ 

…… 妾 はお 父 様から 事情 を 聞きたい」 

しかし 今日まで は 父の 口から、 事情 を 聞く ことが で 

きなかった。 で 今のお 菊の 心持ちと いえば、 決断の つ 

かない ものであった。 それで 左 内と 向かい合って、 捨 


て 石の 上へ 腰 を かけて、 両袖 を 揃えて 膝の 上へ 置いて、 

その 袖の 上で 手 を 握りし めて、 その 手 をう つむいて み 

つめた ままで、 沈黙 を 守って いるので あった。 

そういう 姿勢で おりなが らも、 お 菊 は 左 内が 燃える 

ような 眼つ きで、 自分 をみ つめている こと や、 自分が 

黙 つてい るが ために、 しだいに 左 内が 焦 立 つて 来て、 

今にも 鋭い 声 を あげる か、 ないし は ひざまずいて 嘆願 

をす るか、 または 怒って 立ち去る か、 ともかくも 悲し 

い 出来事が、 すぐに も 起こって 来る であろうと、 そう 

いう 気 ir が 感じられた。 そうして それが お 菊の 心 を、 

いよいよ 苦しい ものにした。 


ほたるぐ さ  たば もろげ 

足 もとに 空色の 螢 草の 花が、 一束 脆 気に 咲いて い 

たが、 花弁が かすかに 顫え 出した。 花に 添って お 菊の 

素足が ある。 それが 顫えた がた めであろう。 

お 菊の 感じ は 正しかった。 左 内 は 捨て石に 腰 を かけ 

て、 お 菊の 姿 をみ つめながら、 焦 立つ 心 をお さえつけ 

ていた。 左 内の 瞳に 映って いるもの は、 お 菊のう つむ 

けた 形の よい 額で、 それが 紅潮 を呈 していて、 そこへ 

前髪の 影が さして、 眉毛の あたりの 暗く 見える のさえ 

ほれぼれ 

左 内に は惚々 しく 悩ましかった。 

いつまでもお 菊が 黙って いる。 それが 左 内の 心持ち 

を、 不安と 焦燥と に 導いた の も、 お 菊の 察した 通りで 


あった。 膝に おいた 手 を 捻る ように 揉んだ が、 汗が ま 

とってい るからで もあろう、 ツル リツ ルリと 指が はず 

れた。 「なんとも 返辞 を しないの は、 俺 を 嫌って いる 

からであろう か？ それとも 初心の 乙女心から、 恥じ 

らい 切って いるから であろう か？」 これが 左 内に は 疑 

問であった。 「もしも 前者なら ば 絶望で ある。 もしも 

後者な らば 口説き 立 てて、 相手の 心に 熱情 を 燃やして、 

本心 を 語らせる 必要が あ る。 ど ぅぞ 後者 であるよう 

に」 …… 左 内 は 後者 を 希望った。 で、 言葉に 熱気 を も 

たせて、 獵り 立てる ように 口説き 出した。 

「私 は 不作法の 人間と は、 決して 思って はおり ませぬ。 


むしろ 作法 を 心得て いる 人間の つもりで ござります。 

しかし 只今 は 故意と 好んで、 不作法の こと を 申し上げ 

ます。 …… 私 をお 愛しく ださり ませ！ 私 を 恋して く 

ださり ませ！ 私 を 愛し 恋して いると、 一言お つ 

しゃ つ てくだ さり ませ—  私 は あなた を 愛して お 

ります。 それ こそ 心が 狂う ほどに も、 私 は あなた を 恋 

してお ります。 …… 証拠 を 見たい とおつ しゃい ますな 

ら …… 」 ここまで いって 来て 北 条左内 は、 あえぐ がよ 

い き 

うに 呼吸 をつ いた。 


情熱の 恋 

あえぐ がよう に 呼吸 をつ いた 北 条左内 は、 憑かれた 

ように 口説きつ づけた。 

「証拠 を 見たい とお つし や いますなら いくらでもお 眼 

にかけ ましょう。 まず 私 は 屋敷 を 出ます。 そうして 町 

ず ま い 

住居 をいた します。 あなたと 一緒に 世帯 を 持って、 ど 

のよう な 貧しい 生活に でも、 投 ずる ことにい たします _ 

本来 私 は北条 家の、 長男の 身分であります ので、 家督 

を 継がなければ なり ませぬ が、 あなたの ためで ござり 


ましたら、 いさぎよく 長男の 位置 をす てて、 舎弟に 家 

を 譲ります。 …… もし また あなたが 大 旗本な どの、 一 

時 養女と いう ことにな つて、 そこから 北条 家へ 花嫁と 

して、 輿入れな さるの をお 望みなら ば、 きっと 私 は 父 

を 説いて、 許し を 得る よういた します。 父と 私と は 気 

象の 上で、 いちじるしく 相違して おりまして、 父 は 私 

ふ が い  けんぼう 

を 腑甲斐ない 者に 思い、 私 は 父 を 権謀に 過ぎた、 鋭 さ 

余る 性質と して、 好 もしく 思って ぉリ ませぬ。 そうは 

いいましても 父と しまして は、 子と しての 私 を 愛して 

はおります。 で、 私が 願いましたならば —— 根限り 命 

限り 願いましたならば、 あなた を 私の 妻と して、 輿 入 


れ させる という こと を、 きっと 許して くださり ましよ 

う。 が、 もし 父が 許し ませねば、 只今 私が 申しました 

通りに、 私 は 家 を 捨てまして、 あなたと 一 緒に 町 住居 

をして、 あなたに 不自由 はかけ ませぬ。 しかし このよ 

うに 申しましたならば、 あなた はおつ しゃる かもしれ 

ませぬ。 浮世の 苦労 を 積んだ ことがない、 旗本な どの 

枠な どが、 情熱に 駆られて 家 を 出て、 町 住居な ど をし 

たと ころで、 生活して 行ける もので はない と。 …… し 

かし 私 はいい 切りましょう。 いやいや そのような 心配 

はない と！ もし そのよう になり ましたならば、 あの 

けいろく  ようじけ ず  からかさ は 

軽 禄のご 家人な どが、 楊子 削り や 唐傘 張り や、 門に 立つ 


て 謡 をうた うこと によ つ て、 生活 を 立てて 行く ように、 

私 も 楊子 を 削りましょう し、 唐傘 張リ もいた しまし よ 

うし、 門に 立って 謡 をうたい もして、 二人ば かりの 生 

活 なら、 必ず 立てて お 目に かけます。 …… いえいえ あ 

なた と ご 一 緖 ならば、 江戸 を 立ちの いて 他国へ 行って、 

流浪 をしても よろし ゆう ござります。 …… 只今の 私に 

とりまして は、 あなた は 私の 生命で も あれば、 喜びな 

ので も ござります。 …… 私 は 父 を 捨てましょう。 あな 

たもお 捨てく ださ リ ませ！ 私 は 家 を 出ましょう。 あ 

なた も 家 をお 出く だされ—  どうぞお 願いいた し 

ます。 私 をお 愛しく ださり ませ！」 


情熱が いわせる からで もあろう、 左 内の 声 は 甲高で、 

焰 のよう な 熱が あって、 しかも 流れる 水の ように、 音 

リ ゆうちょう  ふる 

楽 的で 流 暢 であった が、 さすがに 顫え を 帯びて いた。 

言葉に つ れて 体が のり 出して、 胸が しだ いに 前へ 傾い 

めのうい ろ 

て、 顔が 瑪瑙 色に 赤味 を呈 して、 これ も 向かい合った 

お 菊の ほうへ、 ひたとば かりにす り 寄って 行く。 

この 凄い までの 左 内の 恋心が、 処女のお 菊の 心の底 

を、 揺り動かさない はずがない。 

お 菊 は 顔 を 不意に 上げて、 涙を充 たせた みはった 眼 

むさぼ  まぶた 

で、 左 内の 顔 を 貪る ように 見た が、 みるみる 眼瞼が 

けいれん 

痙攣した かと 思う と、 左右の 眼 頭から 大粒の 涙が、 押 


し 出された ように 頰へ 流れた。 何 かいおう とする ので 

もあろう、 これ も 痙攣 をす る 唇 を、 二度 も 三度 も蠢め 

かした が、 それが ポッ カリと あいたかと 思う と、 

「さ、 左 内 様！」 と 魘される ようにい つた。 

「もった いないお 言葉で ござります。 何と 申して よろ 

しい やら！ もった いないお 言葉で ござります！ … 

…このような 私 を 若様が—  そうまで そんなに ま 

で おっしゃ つ て—  お 屋敷 を 出な さろうと 仰せら 

れる！ お 父 様 を 捨てようと 仰せられる—  なん 

の 私に！ なんの 私に！」 で、 ヒ ヨロ ヒ ヨロと 捨て石 

から 立って、 ぶっかる ように 前へ 進んだ。 


うめ 

「ああ」 と 左 内 も 呻く ようにい つて、 同じように 捨て 

石から 立ち上が つたが、 

「それで は 私 を …… 」 

「命に かけても …… 」 

「おお、 お 愛しく ださる か？」 

歓喜に 顫える 手 をのば して、 お 菊の 両手 を 取ろうと 

した 時に、 

「 A 裏道 来い との 笛の 音—  これ はこれ は 北条の 

若様、 ここにお いでで ござりました か」 こういい なが 

らお 狂言 師の嘉 門が、 馬 酔 木の 裾 を まわって、 二人の 

傍へ 寄って 来た。 


親の 心 

くさむら 

馬 酔 木の 叢 の 裾 を まわって ヒョ ィと嘉 門が 現われ 

たので、 手 を 取り合お うとした 左 内と お 菊と は、 ハツ 

としたよ うに 飛びの いた。 そういう 二人 を 等分に 見た 

が、 嘉門は 別になん ともい わずに、 酔いの 醒めない 足 

どり を もって、 ヒ ヨロ リヒ ヨロ リと 歩きながら、 さも 

偷决 そうに 喋 舌り 出した。 


「これ は 北条の 若様で、 ここにお いでで ございました 

か、 先刻お 越しで ございま したが、 お 酒 をいた だいて 

おりました ので、 お 狂言のお 稽古 もで きませんでした。 

…… それ はそうと 今日はよ いお 天気で お日様が 笑って 

おります な あ。 自然と 人間の 心持ち も 笑いた くなる で 

は ござり ませぬ か」 

いいい い 嘉門は 空 を 仰いだ が、 その 額に 明るく 日が 

あたって、 咽喉の あたりが 暗く 見えた。 と、 両手 をフ 

ラリと 上げて、 垂れて いる 藤の 花房へ さわった。 と、 

その 花房に たかって いたらし い、 無数の 蟆 子の ような 

小さい 羽虫が、 花粉 かの ように 舞い 立った が、 日光の 


中に 吸い込まれて しまった。 上への ばした 両手 を 下ろ 

すと、 その 手 を 今度 は 胸へ 組んで、 ヒ ヨロ リヒ ヨロ リ 

と 歩き 出した。 「承れば 左 内 様に は、 ご 老中 筆頭の 左 

しょうげん  まち ひめ 

近将監 様の、 ご 妾腹ながら もお 姫様の、 満知 姫様と ご 

婚約との お 事、 結構な ことで ござり ますな あ」 右の ほ 

うへ ヒ ヨロ ヒョ 口と よろめい たが そちら にお 菊が 放心 

したよう に、 空虚の 眼 をして 立って いた。 

と、 その 顔 を 睨む ように、 嘉門は 鋭く 見やった が、 

「娘 も 十九に なりました。 婿取りせ ねばな リ ませぬ。 

大事な 年頃な ので ございま すよ。 若い りっぱな お 武家 

^  J ま ま 

様な どと、 こっそり 人気の ない 花の 蔭な どで、 自由な 


話な ど をして いて は …… ハツ ハツ ハツ、 何 をつ まらな 

い！ つまらない こと をい い 出し ましたな あ」 こうい 

うと 嘉門 はまた もよ ろけ て、 左の ほうへ 傾いた が、 そつ 

ちに 左 内が 憂鬱ら しい 姿勢で 黙然と してた たずんで い 

た。 と、 嘉門は そのよう す を 見た が、 意味 ありそうに 

いいつ づけた。 

「浮世 は 厄介で ござり ますよ。 異を ちょ つと でも 樹て 

おさえ つ 

ようと すれば、 世間が すぐに 圧迫け ます。 そのよい 例 

が この 私で。 私の 狂言の 流派と いえば、 ご 承知の 通り 

鷺流 なので、 大蔵 流と 相 待ちまして、 幕府 方のお 狂言 

で ござります。 ところが 私 は 京師のお 狂言の、 和 泉 流 


を 習いまして、 その 特徴 を 取り入れまして、 私 一個の 

狂言の 型 を" 創り いだそうと いたしました ところ、 さ つ 

そく 宗家から 非難が 出まして、 そうして 邪魔 をされ ま 

して、 その上に 破門 をされ まして、 今では 私に 表 だつ 

て、 舞台へ 立つ ことので きないよ うな、 みじめな 身の 

上と なりました。 …… で 私 は 思います ので、 高い りつ 

ばな 身分のお 方が、 巿 井の 貧しい 娘な どと、 恋仲と な つ 

て 夫婦に なって、 町 住居な ど をな さろうと いうの はや 

じょ う ぼく 

はリ 浮世の 絹 墨に はずれた、 異を樹 てること なので 

ございます とな。 さような こと をなさい ましょう もの 

ならす ぐに 世間から 邪魔 をされ て、 みじめな お 身の上 


となりましょう。 …… 高貴な お 方 は 高貴な お 方 同士で、 

下賤な 人間 は 下賤な 人間同士で、 嫁取り 婿取り をな さ 

いました ほうが、 事なかれ主義 という 点で、 よろしい 

ようで ございま すよ。 ハツ ハツ ハツ。 何 をつ まらな 

い！ つまらな いこと を 申し ましたな あ」 ここで さら 

に嘉門 はよ ろめいて、 左 内と お 菊と が 向かい合って、 

黙然と たたずんで いる 真ん中の あたり をヒョ ロヒ ヨロ 

と 縫って 向こう側へ 行った が、 そこに は 花 をつ けて い 

さるす ベ リ 

ない 百日紅の 木が 立って いた。 と、 嘉門は 振り返って、 

百日紅の 幹へ 背 を もたせかけて、 左 内と お 菊 を 見比べ 

たが、 「それに 近来 私のと ころへ、 気味の 悪い お 武家 様 


が 再々 参られて、 このような こと を 申します ので 『美 

しい 娘を囵 にして、 若殿 様 を たぶらか すの は、 不届き 

至極 ゆえ 注意 さっし やい！』 と。 そうして 私 は そのお 

方 様から 承った ので ござり ますよ。 左 近将監 様の 姫君 

様と、 左 内 様との ご 婚約の こと を。 …… なんの 私が 娘 

を 画に、 高い ご 身分のお 武家 様な ど を、 手中に 入れな 

どいた します もの か。 ハツ ハツ ハツ、 つまらな いこと 

を！」 

二人の 男女の 間 を 通って、 またもや 嘉門は 酔いの 醒 

めない 足で、 藤棚の ほうへ 歩いて 行った が、 それから 

さらに 馬 酔 木の 叢の、 裾 を 向こうへ グ ルリと まわって、 


姿 をし ばらく 隠して しまった。 が、 再び 藤棚の 下へ、 

まんさん 

蹣跚 とした 姿 を 現わした。 

「ひとつ 率直に 申し上げましょう」 どうした のか 嘉門 

は 左 内 を 睨んだ が、 「あなた 様の 父上の 北 条美作 を、 私 

は 嫌いな ので ございま すよ」 

こういつ てな おもいいつ づけよう として か、 ぺロリ 

と 舌で 唇 をし めした。 


抑えろ 抑えろ、 抑えつ けろ！ 


嘉門は 唇 を 舌で しめした が、 かなり 辛辣な 口調 を 

もって、 こう 左 内へ いいつ づけた。 

「あなた 様のお 父上の 美 作 様 を、 私 は 嫌いな ので ござ 

ります よ。 鷺流は 幕府 方の 流儀であって、 和 泉 流 は 京 

師 方の 流儀で ある。 鷺 流のお 狂言 師の嘉 門た る 者が、 

和 泉 流 を 習う と は 不届きで ある。 よろしく 破門 をす る 

がよ いと、 宗家へ 押して 申された お 方が、 美 作 様 だか 

ら でございますよ。 その他に も 万事に 美 作 様に は、 京 

師 ふうの こと をお 嫌いな されて、 事 ごとに 圧迫 をな さ 

います そうな。 よろしくない ことに 存じます よ。 それ 


に反して この 私 は、 どちら かと 申せば 幕府 方よりも、 

京師 方の ほうが 好 もしい ので、 万事に 則りた く 存じ 

ます。 …… と、 このように 申しましたならば、 美 作 様 

の ご 長男で あられる あなた 様のお 心と いたしまして は 

お怒りになる か は 存じ ませぬ が、 実際に 京師の 公卿 衆 

方に 対して、 幕府のお 方の やり 口 は、 苛酷に 過ぎる よ 

うで ございますな あ。 ちょ つと でも 公卿 衆 方が 時世に 

慨 して、 兵書 をお 講じに なられたり、 武備に ついて お 

心 を 配られる と、 すぐに 迫害 をなさい ますよう で。 そ 

うして 公卿 衆 方に 仰せられる そうで、 『礼楽 式典 叙任 

叙勲、 そういう 方面へ ひたすらに、 ご 研究 をお 向けな 


さるが よろしい。 兵備 や 政治 は 一 切 合 財、 幕府へ お ま 

かせな さるが よろしい。 靖献 遺言と いうよう な 書物 も 

決してお 読みに なり ませぬ ように』 と。 …… 先年 

たけのう ちしきぶ  おう は  きん リ 

竹 内 式部と 申す 処士 が、 王 覇の説 を 唱えまして、 禁裡 

様 方の 威 福 を 計りました ところ、 さっそく 幕府 方に お 

かれまして は、 竹 内 様 を はじめと して、 徳大寺 大納言 

様 やその 他の 公卿 衆に、 弾圧 をお 加えなさい ました は 

じらい  ひっそく 

ずで。 爾来 徳大寺 大納言 様に は、 ご 逼塞の ごようす で 

ございますな あ。 ところが 大納言 様に は 以前から ご 

ひいき 

貝顯展 にあず か つ て いまして、 あるときに は わざわざ 京 

師に 召されまして、 大納言 様の ご 前にお きまして、 驚 


流のお 狂言 を幾番 となく、  w J 覧 に 供し まし たこと がご 

ざリ ますよ。 と、 その 時に 大納言 様 は、 私に このよう 

に 申されました。 京師 派のお 狂言の 和 泉 流に は、 もつ 

とよろ しいと ころが ある。 取って 加味して 一流 を 編め 

と。 —— で 私 は、 和 泉 流 を 習い はじめた ので ございま 

すよ。 すると 先 ほど も 申しました 通りに、 さっそくに 

邪魔が はいりました ので。 いやはや どうに も 不愉快の 

話で。 —— とまれ 私と 申す 人間 は、 京師 方の 人間で ご 

ざリ ますよ。 しかるに 北 条左内 様 は、 —— あるいは ご 

自身に おかれまして は、 さようで ないか は 存じ ませぬ 

が、 しかしお 父上との 関係 上、 こりかたまりの 幕府 方 


のお 方と、 申し上げなければ なり ませぬ ようで。 …… 

で、 私と あなた 様と は、 行くべき 道筋が 異 つてお リま 

す。 したがいまして 娘のお 菊 も —— ハツ ハツ ハツ、 何 

を 申す やら、 つまらな いこと を 申し ましたな あ。 …… 

とにかく この 際に ハツ キリと、 私から 左 内 様へ 申し 上 

げ ましょう。 …… 万事お あきらめ くださり ませと。 そ 

れ からお 菊へ いう ことにしよう、 高き を 目 ざすな！ 

下に おれと—  ホイ、 ホイ、 ホイ、 つまらな いこ 

と を。 …… どれどれ このような 理屈よりも、 謡い まし 

たほうが よろしい ようで。 柳の 下のお 稚子様 は、 朝 

日に 向こうて お 色が 黒い、 お 色が 黒く ば 笠 を 召せ …… 」 


藤の 花房が 下がって いる。 羽虫が 日の 中に 飛んで い 

る。 その 日 を 浴びて、 花房 をかず いて 嘉門は 手拍子 を 

拍ち 出した が、 まだまだ 醒めない 酔いの 足で、 ヒ ヨロ 

さまよ 

リヒョ ロリと 彷徨い 出した。 

「A 笠 も 笠、 いっきょ うとが リ笠、 おそり 笠、 じょに 

ふもと 

吹く 笛が 麓に きこ ゆる、 …… 」 

ヒ ヨロ リヒョ ロリと 彷徨い 出した。 

しょうぜん 

と、 憂鬱の 表情 を 保って、 黙って 悄然 とたた ずんで 

いる 北条左 内の 前へまで 来たが、 憐れむ ように 顔 をの 

ぞいた。 

「A おおさて は 推した、 うらに 来い との 笛の 音、 うら 


道 来い との 笛の 音。 ：•：• いやいや 私 は 反対に いいます。 

左 内 様 即座にお 帰リ なされと！」 

それから またも ヒ ョ ロリヒ ョ ロリ と、 嘉門は 千鳥に 

あせび  くさむら 

歩き 出した が 馬 酔 木の 叢 の 元まで 行く と、 またまた 

グ ルリと 振り返った。 

おさ 

「抑えろ 抑えろ 抑えつ けろ！ そのうちに はきつ と 爆 

発して みせる！」  こうして 再びの のしろう として 

か、 左 内の 顔 を 睨む ように 見た。 

絶望の 悲 


馬 酔 木の 叢の 元まで 行って、 またまた グ ルリと 振り 

返って、 再びの のしろうと でもす るかの ように、 嘉門 

は 左 内 を 睨む ように 見た が、 にわかに その 眼 をうる ま 

せる と、 むしろ 嘆願で もす るかの ように、 穏 かな 声で 

さと 

訓 すよう にいった。 

「抑えろ 抑えろ 抑えつ けろ と、 こう 只今 申し ましたの 

は、 私 を 圧迫す るよ くない 人た ちへ、 いったつ もりな 

ので ございま すよ。 つまりお 狂言 師 としての 泉嘉門 を、 

いくらでも 勝手に 抑えつ けろ！ そんな ことに は 驚か 


ない と、 こう 申した 意味な ので ございま すよ。 が、 私 

はこの 言葉 を、 そっくり あなた 様に 差し上げます。 抑 

えろ 抑えろ 抑えつ けろ と！ 心 をお 抑えなさい ましと _ 

 そのうちに はきつ と 爆発して みせる と、 只今 この 

ように 申し ましたの も 私へ 申しました ので ございます 

よ。 つまり いくらでも 圧迫 をせ い、 そのうちに 俺 は 爆 

発 をして みせる とこうい う 意味な ので ございま すよ。 

が、 私 はこの 言葉 を、 今度 は 反対に ひつく リ 返して、 

それ を あなた 様へ 差し上げましょう。 決して 爆発な さ 

いますな と。 …… おだやかに 素直に 無事 泰平に、 今後 

はおくら しなさい ましと。 …… あなた 様 はよ いお 方で 


ございます。 純情で 潔白で ございます。 お 父上と は 反 

対で ございます。 ですから 私と いたしまして は、 あな 

た 様が 大好きで ございます。 そのよう に 大好きで あれ 

ば こそ、 あなた 様に お 怪我がない ようにと、 お進めす 

るので ございます。 おだやかに 素直に 無事 泰平に、 今 

後 はおくら しなさい ましと。 …… もう 一度 ハツ キリと 

申しましょう、 私の 娘のお 菊な どの こと は、 必ず ご 断 

念なさい ましと！ ホイ、 ホイ、 ホイ、 なんだ なんだ 

とうとうお 談義に なりました ようで。 ハツ、 ハツ、 ハツ、 

これ も 結構。 …… それで は ご免 をこう むります。 …… 

あなた 様 もお 帰宅な さり ませ」 


「 A うらに 来い と の 笛の 音、 うら 道 来 い と の 笛の 音… 

…いや、 いや、 いや、 来て はなり ませぬ」 

まんさん 

嘉 門はク ルリと 振り返つ たが、 例の 蹣跚 とした 足 ど 

りで、 馬 酔 木の 叢の 裾 を まわって、 今度 こそ 左 内と お 

菊と を 見す てて、 家の ほうへ 引き返した。 

このように 泉嘉 門の ために、 あけすけに 拒絶 をされ 

て みれば、 情熱 家の 北条左 内と しても、 立ち去る より 

ほかに 手段はなかった。 悲しみと 絶望と に 顫えながら、 

それでも 左 内 は 取り乱そうと はせ ずに、 

いとま 

「お 菊 殿お 暇 をいた します」 と、 このように 声をかけ 

ておいて、 捨て石に つっぷして 泣きじゃくって いるお 


さるす ベ り 

菊へ 背中 を 向けた かと 思う と 百日紅の 立ち木の 幹 を ま 

わって、 その 向こうに 立って いる 裏木戸から 抜けて、 

左 内 は 姿を消して しまった。 

で、 その後の ここ の 庭に は、 白々 と 頸 を 日に さらし 

こま 

て、 その 頸へ かかった 後ろ髪 を、 細かく 細かく 細かく、 

顫 わせて 泣いて いるお 菊の ほかに は、 人の 姿 は 見られ 

なかった。 

が、 お 菊の 悲しい 心 を、 慰めようと でもす るかの よ 

うに、 一人の 女が 現われて 来た。 ほかで もない それ は 

山県紋 也の、 妹に あたる 鈴 江で あつたが、 泉嘉 門の 屋 

敷の 玄関へ、 小 走る ように 駆け込んで 来た。 


と、 玄関の 左の 側に、 裏庭へ 通う 小 門が あつたが、 

そこから 嘉 門が 顔 を のぞかせた。 

「おお これ は 鈴 江 様で」 

「お 師匠 様で ござります か。 今日は 稽古日で ござ いま 

すので、 兄と ともどもまい りました」 

「稽古？ はは あ、 お 狂言の な。 …… が、 今日は 駄目 

で ござる。 このように 酔い しれて おります のでな。 … 

…ああそう そうちよ うど 幸い、 お 菊が 泣いて おります 

ので、 あなた 様の 明るい ご 気象で、 慰めて やってく だ 

さり ませ。 …… さあさあ こちらへ おいでな され。 裏庭 

の 片隅で 泣いて おります。 柳の 下のお 稚子様 は、 朝 


日に 向こうて、 お 色が 黒い —— おいでく だされ、 おい 

でく だされ」 

小 門 を あけて 引き入れ たので、 鈴 江は胆 をつ ぶしな 

がら も、 裏庭へ はいって 行った 時、 兄の 紋 也が 笑 を ふ 

くみながら、 往来から 玄関へ はいって 来た。 

「ご免く だされ、 ご免く だされ」 

声をかけ たが 返辞がない。 ただし 裏庭の 方角から、 

酔って いるら しい 嘉門 のうた 声が、 むしろ 悲壮に 聞 こ 

えて 来た。 「今日 もお 酒 を 召された と 見える」 つぶや 

いて 小 門 をく ぐろうと した 時に、 またもや 一人の 侍が、 

往来から 玄関 へ はいつ て 来た。 


「うむ、 貴殿 は 山 県 氏 か」 

「ほほう、 これ は どなたで ござるな？」 

「拙者 は 桃ノ井 兵馬で ござる」 

しゅうて き 

顔を合わせた 謦敵 

心に 大望 を 抱いて いる、 山県紋 也で はあった けれど 

も、 風雅の 道 は 忘れなかった。 狂言 を 好む ところから、 

泉嘉 門へ 弟子入り をした の は、 この 時から 半年 ほど 以 


前の ことで、 北条左 内と 親しくな つたの も、 相弟子で 

あると いう 関係から であった。 妹の 鈴 江も濶 達の 気象 

で、 かつ は 風雅 を 好んだ ので、 兄と 一緒に 弟子入り を 

したが、 女 同士の ことであって 泉嘉 門の 娘お 菊と、 す 

ぐに 親しい 仲と なった。 

で、 紋也も 妹の 鈴 江 も、 嘉 門の 屋敷 を 訪ねる ことが、 

このごろ では 無二の 楽しみと なった。 

今日は 稽古日と いうと ころから 兄妹が 揃って 来たの 

であった。 

兄妹の 来た こと はよ いとしても、 なんの 理由から 桃 

ノ井 兵馬 は嘉 門の 家 を 訪ねて 来たので あろう か？ 


兵馬 も嘉 門の 弟子な のであろう か？ 

いやいや 決してそう ではなかった。 嘉 門の 狂言の 弟 

子で もない のに、 この 日ごろ 兵馬 は嘉 門の 屋敷 を、 し 

げしげ として 訪ねる のであった。 

何ら かたくら みがなければ ならない。 

とまれ こうして 紋 也と 兵馬と は、 嘉 門の 屋敷の 玄関 

の 前で、 ゆく りなく 顔を合わせた のであった。 

ところで 紋 也から いう 時には、 兵馬の 姓名 だけ は 

知ってい たが、 人物 を 見る の は 今日が はじめてで それ 

とても 兵馬から 宣られ たれば こそ、 それ を 知る ことが 

できた のであった。 もっとも いつぞや 大 川の 上へ、 屋 


形 船 を 浮かべて 漕がせて いた 時に、 並んで 浮かんで い 

た 屋形船の 中から 紙片 を 捲き つけた 一 本の 小柄 を、 

こっちの 屋形船へ 投げ込ん だので、 こっちから も 小柄 

へ 紙片 を 捲き つけて 向こうの 屋形船へ 投げ返して、 挑 

戦に 応じた ことがあ つたが、 その 小柄 を 投げて よこし 

た 男が、 すなわち 桃ノ井 兵馬であって 紙片に 書いて 

あ つ た 文字と いえば、 「私情から 申しても 怨みが ござる。 

公 情から 申せば 主義の 敵で ござる。 貴殿に 闘い を宣す 

るし だい、 ご用 心あって しかるべく 候。 —— 桃ノ 井久 

馬の 遺子 兵馬より、 山 県紋也 殿へ」 —— そうして 紋也 

から 応じた 文字と いえば 「心得て 唉 I という 四 文字で 


あった。 

まさに そういう 出来事 はあった。 が、 出来事 は それ 

だけであって、 桃ノ井 兵馬と いう 人物 を、 眼に 見た こ 

とはなかった のであった。 

「はは あこの 男が 兵馬な のか」 

で、 紋也は 相手 を 見た。 

古びた 玄関が 一方に ある。 その 前に 前庭が ひろがつ 

ている。 その 小 広い 前庭 を 囲んで、 黒い 板壁が めぐら 

ときわぎ 

されて あって、 その 板壁に 近く 寄せて、 常 磐 木が 丈 高 

く 植え込まれ ていたが、 その 枝と 葉 を 漉して 来る、 

飛白の ような 日の 光 を 浴びて、 突っ立つ ている 兵馬の 


風采と いえば、 痩せて はいるが 身長 は 高くて、 肩が 怒つ 

て 凛々 しかった。 はね上がった 眉に 切れ 長の 眼に、 高 

くて 細い 長い 鼻に、 残忍ら しい 薄手の 口な どず いぶん 

け わ  こめかみ 

と 険しい 人相であった。 顳顬が 低くて 頰 骨が 高くて、 

頤が ずつ こけて いると ころな ども 人 を 威嚇す るに 十分 

でもあった。 しかし 帯びて いる 大小 や、 着て いる 衣裳 

は りっぱな もので、 浪人な どと は 思われない。 年 は 二 

十三、 四ら しい。 

てごわ 

「これ は 手強い 相手ら しい ぞ」 紋 也に はこん なよう に 

感じられ たので おのず と 姿勢の 構えが ついた。 

「ひょっと かする と 切り合いになる ぞ」 で  紋也は 


眼 を 配った。 つまり 足場 を 計った ので ある。 

と、 そういう 紋 也の ようす を、 兵馬 は剌 すよう にみ 

つめてい たが、 ヒョィ と 右手 を 柄頭へ かける と、 

「ご所 望し だいに 素ッ破 抜きましょう か」 こういって 

口 もと を 曲げて 見せた。 左の 唇が 癇の ためで もあろう 

とが 

か、 斜めに 上へ まくれ 上がって、 そこから 犬歯が 尖つ 

て 見える。 

「さよう さ」 と紋也 はすぐ に 応じた。 が、 刀へ は 手 は 

かけずに、 相手の 瞳の 動き を 睨んだ。 「ご所 望し だい 

に 切り合いましょう よ」 

「が、 おいやなら 後日に 譲る」 いよいよ 左の 上唇 を、 


きしょう てき 

上へ まくって 犬歯 を 見せて、 兵馬 は 譏 笑 的に こういつ 

たが、 柄から 右手 は 放さなかった。 「しかし あら かじ 

め 申し上げて おく、 今日は 切り合い を やめと いたして 

も 他日に はき つ と 討つ て 取る とな」 

「よかろう」 と 紋也も ビクッ 力なかった。 「すでにい 

つ ぞゃ大 川の 上で 互いに 戦い は宣 した はずで。 …… 再 

度の 宣言く どう ござる よ。 …… が、 それにしても 兵馬 

氏と やら 俤 がご 尊父と そっくりで ござるな」 

すると 兵馬 は 一 歩 進んだ。 


兵馬の のしる 

一歩 進んだ 桃ノ井 兵馬 は、 激怒に 燃える するどい 瞳 

を、 紋 也の 顔へ 注いだ が、 どうした のかに わかに 笑い 

出した。 

V らし 

「貴殿の 生活 向き はいかが で ござる」 

「え？」 とこれ には紋 也の ほうが、 度胆を抜かれた 格 

好と なった が、 「ご 親切 は 感謝、 心配 は ござらぬ、 裕福 

にくらして おります よ」 

「アツ ハツ ハツ、 そうで も あるまい」 兵馬 はまた もや 


笑った が、 「道場の 主の 浪人ぐ らし、 仕官の 拙者と は 相 

違が ござろう」 

「いらぬ 斟酌、 ご 無用 ご 無用」 

「拙者の 主人 を ご存知 かな？」 —— なぜ こんな こと を 

いい 出した のであろう？ 兵馬 はこうい つて 紋也を 見 

た。 

「知り もいた さねば 知ろうと も 思わぬ」 紋 也の 冷淡な 

声と いう もの は！ 

が、 兵馬 は 後 をつ づけた。 「お明かし いたそう、 拙者 

の 主人 を。 権 臣北条 美 作 殿よ」 

「ほほう」 という 山 県紋也 は、 のぞく ようにして 兵馬 


を 見た が、 すぐに その 眼へ 冷笑 を 浮かべた。 

「結構な ご主人、 似つかわし ゆう ござる。 まことに 貴 

殿に 似つかわし ゆう ござる」 

「貴殿 も) J 仕官 をな されて はいかが？」 兵馬の 笑殺 的 

な 声と いう もの は！ 

「誰に な？」 と 紋也は 怪訝そう にした。 

「美 作 殿へ よ、 いうまで も ござらぬ」 

「ふん」 と 紋也は 突つ ばねた が、 「まず ご免、 いやで ご 

ざる」 

「何 ゆえな？」 と 兵馬 は 毒々 しい。 

二世の 好物！ 彼 美 作！ なんの 拙者が！ 穢らゎ 


し V わ レ ， • 」 

しゅうて き 

「それに 貴殿に は 謦敵 の はずで」 

「まさしく さよう、 謦 敵で ござる」 

「さて そこ だ、 不思議な ことがある」 罠に でも 落と そ 

うとす るので あろう か、 兵馬 はネ チネチ といって 来た 

が、 「 一 世の 奸 物で 貴殿の 謦 敵の、 その 北 条の美 作の ご 

前の、 ご 子息の 北条左 内殿と、 貴殿 はお 仲が よろしい 

そうで。 不思議 だの、 なぜで ござろう？」 

ここへ 搦 ませよう とした ものと 見える。 こういうと 

小気味よ さそう に、 ニヤ リニ ャリ とほく そえんだ。 「申 

し 分 ござらば、 承る としましょう」 


しかし 紋也 はこうい われても、 さして 動揺し なかつ 

た。 かえって 愉快そう に 笑いた くなる ので ある。 

「美 作 殿 は 一世の 奸物、 これに 相違 は ござらぬ よ。 が、 

ご 子息の 左 内 様 は、 それに 反して 潔白の ご 気象、 …… 

まじわ 

で、 交り を 結んで おる ばかりで」 

「ナ— 二そう では ござるまい」 兵馬 は 狡猾な 笑い 方 を 

したが、 「取り入ろうと 思 つ て いられる ので ござろう」 

「誰に な？」 と 紋也は 不審そう にした。 

と、 兵馬 はどうし たもの か、 話 を 横に そらした が、 

不意に こんな こと をい い 出した。 

あるじ 

「ここの 主人の 嘉門 殿に は、 美しい 娘が いられる はず 


で」 

—— おやおや 妙な こと をい い 出した ぞ —— 紋也は 見 

当 を 失った が、 

「いかにも ござる、 お 菊 殿と 申す、 それが なんとかい 

たしました かな？」 

—— と、 また 兵馬 は ニヤ リニ ャリ としたが、 

「駄目で ござる よ、 駄目で ござる よ」 

いよいよ 紋 也に はわから なくなった。 で 黙って みつ 

め やった。 そういう 山県紋 也の ようすが、 兵馬に はお 

かしく 思われた のであろう、 例によって、 唇 を まくり 

上げて、 犬歯 を 出して 笑った が、 


「いけない いけない、 取り持つ てはいけ ない！」 

しかし どうに もこの 言葉 も紋 也に は 意味が わからな 

かった。 で、 黙然と みつめて いる。 

「という わけ はこうい うわけ で」 兵馬 は紋 也の ようす 

が、 ますます おかしく 思われる のであろう、 嵩に かかつ 

た 能弁で、 まくし 立てる ように 喋 舌り 出した。 

「な、 ご 貴殿、 そうで ござろう。 やはり 浪人 は 辛い も 

ので。 そこで 誰かに 仕官 をしたい。 北 条のご 前 は権臣 

だ。 そこで ご 前に 仕えようと 思う。 が、 いかんせん 

伝手がない。 考えた のが 左 内 様の ことよ。 将を 獲よう 

とする 者 は、 まず その 馬 を 射よ というので 美人の 娘の 


お 菊 をけ しかけ、 巧く 左 内 様に 取り もって、 そいつの 

縁で 北 条のご 前へ ：：： ハツ ハツ ハツ、 いかがで ござ 

る！ 拙者の 眼力 は 狂うまい がな」 しかし ここまで 

いってく ると、 兵馬 はまた もや 話 を そらせた。 「紋也 殿 

紋也 殿、 紋也 殿そう いえば 貴殿の 俤 も、 よくご 尊父 

に似て いられ ますな」 

すると 今度 は紋 也の ほうが、 ヌッ とば かりに 前へ 出 

た。 


父の 怨み を 繰り返す 


ヌッ とば かりに 前へ 出た、 山県紋 也の 心持ちに は、 

いいたい ことが たくさん あつたが、 紋也 はいつ さい そ 

れを封 じて、 逆手で 相手 を 圧伏しょう とした。 「や は 

力ろ 

りな」 とまず もって 軽ら かにい つた。 「美 作 殿と 左 内 

殿との、 父子の 関係 は 別な ものと して、 親と 子 は 万事 

が 似て いるものと 見えます。 心 も 似る で， }  J ざり ましよ 

うよ」 

「心 も？」 といった 兵馬の 声に はなん となく 不安な も 

のが あつたが、 


「心？ いわつ しゃい！ なんの 心 か！」 

あざけ 

「されば さ」 紋也は 嘲 るよう にした が、 「裏切る 心よ！ 

…… 伝わ つ てお ろうよ！」 

「裏切る 心！ ふふんば かな！」 こうはいった ものの 

桃ノ井 兵馬 はいよ いよ 不安に 堪えない ようであった。 

と、 そういう 兵馬の 心 を、 早く も 紋也は 見抜いたら 

しく、 紋 也の すがすがしい 性質と して は、 少しく 大人 

気ない ほどに も、 突っ込んだ 調子で 繰り返した。 

「美 作 殿と 左 内殿との、 父子の 関係 は 別な ものと して、 

親 や 子 は 万事が 似て いるものと 見えます。 心 も 似る で 

ござり ましょうよ 一 


で、 相手の 返辞 を 待った。 

紋 也の 言葉 は 兵馬に 痛い ものの ように 思われた。 ブ 

ルツと 一 つ 身顫ぃ をした が、 嚙 みつき たげ の 兇猛の 眼 

つきで、 紋 也の 顔 を 見上げ 見下ろした。 

ふんまん 

「なるほど」 と 突然に 兵馬 はいった がその 声 は 憤懣に 

満たされ ていた。 「裏切る 心が 拙者に あると、 こう 貴 

殿に はい われる 気 か！」 相手の 言葉の 出よう 一 つで、 

すぐにで も 切ろうと でもい うように、 柄頭 を 拳で トン 

めぬき  ぞうがん  きんむく 

トンと 打った。 と、 目 貫の 象嵌が、 黄金 無垢で できて 

いたので もあろう。 陽 を はねて キラ キラと 輝いた。 

「さよう さ」 と 紋也は うそぶく ようにい つたが、 これ 


も いつしか 右の 掌 を、 刀の 柄へ 掛けて いた。 「貴殿 

の 父上の 久馬殿 は、 拙者の 父 を 裏切った はずで」 ひと 

しく 刀の 柄 を 打った。 「裏切り こそ は 卑怯の 卑怯、 男 

子と して 恥ず ベ きこと で ござる。 血統 的に そういう 心 

が、 ご 尊父より 伝わって おられるなら、 ご注意な され、 

ご注意な され」 で 右 肩 を そび やかして 見せた。 その 肩 

の 上に は 日が あたって いて、 一種の 日溜り をな してい 

たが、 そび やかした 拍子に 位置が 変って、 日溜り は紋 

也の 首へ 移った。 

と、 紋也は 考えた。 「少しく 俺 は 焦心り 出した ぞ。 

いけない いけない 冷静に なろう」 —— で、 柄から 手 を 


放して、 静まった 姿勢で 相手 を 見た。 

それが 兵馬に も 感ぜられ たと 見える。 これ も 柄から 

手 を 放して、 冷やかな 態度で 立ち向か つたが、 その 冷 

やかな 態度の 中には、 吸血鬼 的の 凄味が あって、 相手 

おび や 

を 怯 かすに 足る ものが あった。 

しかし こういう 故意と らしく 作った、 加工 的の 冷静 

という もの は、 すぐに 破られる ものであった。 

はたして 兵馬 は 焦心り 込んで 来たが、 叩きつ ける よ 

うに 毒 吐いた。 

「何 を 白痴め！ 何 を 申す か！ なんの 我が 父が 裏切 

る もの か！ 考えの 相違 だ！ それだけ だ！」 


「違う！」 と 紋也は 抑える ようにした。 「議論に 負け 

た 憂さ晴らしよ！」 

「藤 井 右門 か！ 単純な 奴め！」 

「が、 我が 父の 同志で はあった」 

「そ 奴と 我が 父と が 議論 をした の だ」 

「さよう、 そうして 負けられた そうだ」 

「意見の 相違 だ！ 考えの 相違 だ！ 勝敗はなかった 

という こと だ！」 

たくま 

「王 覇の別 さえ 心得られずに、 野心ば かり を 逞し ゆ 

うされ た、 貴殿の 父上が 鮮 かに その 際 負けた という こ 

とで ござる よ。 拙者 父より 承つ て ござる！」 


「ふむ、 その 貴殿の 父上で あるが、 その 際 仲裁 をし よ 

うと もせずに、 黙って いたと いう ことで ござる！ い 

かた ひいき 

や い や 藤 井 右門の 説 へ 、 片矗展 をした と いう ことで ご 

ざる。 拙者 父より 承った」 

すべ 

「あまりに 明らかな 勝敗 ゆえ 仲裁しょう にもす る 術が 

なく、 父 は 黙って いたそう にござる。 それ を 根に もつ 

て 卑怯に も 貴殿の 父上に おかれて は、 我が 父大 式 と 藤 

井 殿と を、 反 謀の 企て あるよう に、 官へ 密告され た そ 

うな！ 裏切りで ござろう！ 卑怯 千万！」 

明 和 年間の 尊王 事件の、 その 立て 者の 山 県大武 の、 

遺児の 山 県紋也 は、 尊王 事件 を あばき 立てた ところ 


の、 裏切り者の 張本人の、 桃ノ 井久 馬の 遺児の、 桃ノ 

井 兵馬と このよう にして、 今や 露骨に 向かい合った。 

鍔ぜリ 合い！ 

りゅうし 

明 和 尊王 事件と いうの は 「柳 子 新 論」 「院政 記 略」 

せいしろ く 

「省 私録」 等の 名著 を 著わし、 諸子 百 家の 学に 通じ、 わ 

けても 兵学に 堪能であった 甲 州の 処士の 山 県大武 と、 

その 友の 藤 井 右門と によって、 企てられた 事件で あつ 


おばた  のぶく に  げんば 

て、 小幡の 城主 織 田 信 邦の 家老の、 吉田 玄蕃を はじめ 

として、 数百 人の 門弟が あずかった。 まず 大武と 右門 

とで あるが、 江戸の 地へ 出て 塾 を ひらいて、 大義名分 

尊王 抑覇 の、 堂々 とした 学説 を 立てて、 兵学 を 論ずる 

にあたって は、 諸国の 城 地 を 引例して、 攻 取の 策 を 示 

したりした。 すなわち 朝 権の 衰微 を 憤り、 尊王の 精神 

を 鼓吹して 事 を 挙げようと 企てた のであった。 しかる 

にこ こに 意外の ことから 計画 は 画餅に 帰す る ことに 

なった。 

織 田家の 用人 松原 郡 太夫が 家老の 玄蕃の 勢力 を 妬ん 

で、 玄蕃に 異図の あると いう こと を、 藩主 信 邦に 讒言 


をした ため、 玄蕃は 疑獄の 人物と なった が、 調べが 進 

やみ 

むにしたがって、 大武と 右門との 企てが 暗から 明るみ 

に 出た ので ある。 

しかるに 一 方大 式 の 門弟に、 神 田 小 柳 町に 住居 をし 

ている 桃ノ 井久 馬と いう 浪人が あつたが、 一日 右門と 

議論 を 戦わせた ところ、 右門の ために 説伏され て、 面 

目 を 失った ところから、 逆 怨み をして 同門 弟の 中の、 

じゅんそう  れいそう 

宫崎 準曹、 佐 藤 源 太夫、 禅僧 霊宗を 語らって、 大武と 

右門との 企て を、 官に 向かって 密告した。 

ここに 至って 幕府の 有司 は、 一大事と ばかり 狼狽し 

て、 大 式 と 右門と を搦め 取って、 大 式 を 死罪に、 右門 


を 獄門に、 それぞれ 行ない 処分 をした が、 密告 をした 

三人の 者 も、 密告に 誇張が あつたと いうので、 遠島の 

刑に 行なわれ、 さらに 織 田家 は 国 換え をされ た。 吉田 

玄蕃に 至って は、 お構いな しと 放免に はなった が、 そ 

の 一 族の 幾人 か は、 主家 を 離れて 浪人した。 

以上が 明 和 尊王 事件の、 きわめて 荒い 輪郭な ので あ 

るが、 この 余波 を 受けて 偉大 ともいうべき、 もう 一人 

の 人物が 処分され た。 ほかならぬ 竹 内 式部で ある。 式 

部 は 徳大寺 大納言 家の 家臣で、 垂加 流の 神道の 鼓吹者 

で、 かつ 兵学の 大家で あつたが、 宝 暦年 間に 京都に お 

おおぎ まち 

いて 主人の 徳大寺 大納言 家 を はじめ、 正 親 町三条 


きみの リ きょう 

公 積 卿な どに、 同じく 尊王 抑 覇の説 を 述べて、 門弟 を 

集める こと 一 千 人に 及び、 まさに 大事 を 企てよう とし 

てるた か 

たが、 時の 京都の 所 司 代た る 松 平 輝 高に 搦め捕られて、 

追放の 刑に 処 せられた。 そうして 明 和 事件の 際に は、 

八丈島へ 流される ことにな つた。 しかるに 八丈島へ 到 

せいきょ 

着し ない 先に、 三 宅 島に おいて 逝去して、 尊王 主義の 

人々 を 悲しませた。 

が、 何 ゆえ 式部 は 流された のであろう か？ それ は 

大武ゃ 右門の 人々 と、 縁の つながりが あつたから であ 

る。 というより むしろこう いった ほうがよ い。 大 式 と 

右門と は 式部の 思想 を、 受け継いで 大事 を 企てた の で 


あって、 大武と 右門との 背後に は、 竹 内 式部が いたの 

であると。 とまれ こうして 竹 内 式部の 宝 暦 尊王 事件な 

る もの も、 大 式 と 右門の 明 和 尊王 事件 も、 幕府の 手に 

よって 破壊され たが、 表 だって 破壊 をした 者と いえば、 

時の 老中の 筆頭で あ つ た 松 平 左 近 将監武 元で あつ た。 

*7 ところ 力た な 

が、 その 将監の 懐中 刀 として、 縦横に 策略 を 振る つた 

きょ う ゆう 

者 は 梟雄 北条美 作であった。 で、 もし 大 式 や 右門な 

どに、 遺児が あつたと したならば、 当然に 将監 と美 作 

と、 裏切り者の 桃ノ 井久 馬と を、 恨まない わけに はい 

かなかったろう、 果然、 大武に は 遺児が あった。 紋也 

と 鈴 江と 小次郎 とで ある。 


またもし 裏切り者の 桃ノ 井久 馬に、 遺児が あつたと 

したならば、 大武ゃ 右門の 遺児に 遺恨 を 持たざる を 得 

なかったろう。 果然 久 馬に は 遺児が あった。 ほかなら 

ぬ 桃ノ井 兵馬で ある。 

今 その 紋 也と 兵馬と が、 お 狂言 師の 泉嘉 門の 玄関の 

前にお いて 互いに 顔を合わせ たので ある。 とうてい 無 

事に は 済まされまい。 

問答 は 無益と 思った のであろう。 「まいる ゾ— ッ」 

とば かりに 声を掛け たが、 桃ノ井 兵馬 は 飛び込み ざま 

に、 天道 流での 乱軍 刀 だ、 片手 なぐりに 切り込んだ。 

しょうぜん 

と、 鏘然 たる 大刀 〔# 「大刀」 は ママ U の 音が したが、 


しま 

見れば 二 本の 白刃が、 縞 を 織って いる 日光の 中に、 

鰐 迫り 合い をな していた。 すなわち 紋也も 同時に 抜い 

て 相手の 太刀 を 横つ 払い、 つけ 込んで、 セメ て、 ひた 

押しと なり、 鍔と 鍔と を 合わせた ので ある。 睨み合つ 

て 凄い 四ッの 眼！ 顔と 顔との 中央に あたって、 交叉 

をな した 二 本の 氷柱！ 抜き身 だ！ 輝く！ ブ ー ッ 

と 殺気！ 


天道 流と 一 刀 流 


鰐 迫り 合いの 姿勢と なった、 山県紋 也と 桃ノ井 兵馬 

と は、 交叉され た 二 本の 太刀 をへ だてて、 互いに 眼と 

眼と で 睨み合った。 片側に は泉嘉 門の 屋敷の、 古びた 

障子の 玄関が あって、 一匹の 虻が 障子の桟へ 唸り 立て 

ながらぶ つかって いた。 玄関と 反対の 片側に は、 板塀 

と 門と が 立って いたが、 門の 口 を 通して 白 茶 気た 往来 

が、 日の 光に 鈍く 照らされながら、 その 一 部分 を 見せ 

ていた。 好天気の 初夏の 日盛り だのに、 山の手の 往来 

であるが ため か、 人の 通って 行く 姿 も 見えない。 と、 

一 羽の 雌鶏で あつたが、 小さい 鶏冠 を 傾けながら、 近 


所の 犬に でも 追われた のであろう。 啼 きながら 門 内へ 

駆け込んで 来た。 が、 切り合いに 怯えた かの ように ま 

た啼 きながら 往来の ほうへ 駆け出し、 そのまま 姿を消 

してし まった が、 高い 険しい 啼き 声ば かり は、 なおし 

ばらく は 聞こえて いた。 

植え込みの 枝 や 葉 をく ぐって、 横 ざしに さしてい る 

日の 光が、 かすかの 顫え を 持ちながら 一 瞬間に は 右へ 

傾き 次の 瞬間に は 左 へ よじれる 一 一本の 太刀の 刀身 を、 

氷柱の ように 輝かせて いる。 

一 一人 は 押し合って いるので ある。 

呼吸が 合して 離れたならば、 一 一合目の 太刀が 合わさ 


れ るであろう、 どっち か 一人の 呼吸が 乱れて、 もしも 

構えが 崩れたならば、 離れた 刹那に 切られる であろう。 

今 は ひたすらに 押し合って いるが、 紋也は 考えた。 

「師匠の 屋敷の 玄関先 を、 血で 穢 して は 申し訳がない。 

悪い 悪い。 場所が 悪い」 

こういう 場合に これ だけの こと を、 ハツ キリ 考えた 

と いう こと は 心に 余裕の ある 証拠であった。 

「憎い 桃ノ井 兵馬で あるが、 斬って 捨てて はこ ちらの 

身 も あぶない。 捕えられて 咎め を 受ける であろう。 そ 

れに 俺に は 志が ある。 兵馬 ごとき はどうで もよ い。 討 

つの は 危険で 討 たれる の はい や だ。 どうぞして 難関 を 


くぐりぬ けたい もの だ。 それにしても 思った より 手強 

い 敵 だ、 天道 流 だな、 太刀捌きで わかる」 

考えが グル ダルと 渦 を 巻く。 

と、 その 時 遠々 しく はあった が 裏庭の ほうから 酔い 

しれて いるら しい、 嘉 門のう た 声が 聞こえて 来た。 ど 

うた  さまよ 

うやら 泉水の 岸の 辺 をめ ぐって、 謡って 彷徨って いる 

らしい。 

「うむ、 そうだ これが よい、 師匠に 仲へ はいって もら 

おう」 

で、 紋也は 力 を 橈め た。 

すぐにつ け 込んで 押して 来る。 その 兵馬の 押し 手 を 


受け 受け、 紋也 はし だ いに 下がつ て 行く。 

こうして 小 門の 前まで 来た。 とたんに 紋也は 押し返 

したが、 一 刀 流での 寄り身 捨て身 だ、 交叉した 太刀の 

交叉 をと いて、 ハツと 柔 かに 上へ 上げて、 兵馬が それ 

へのつ かかって、 袈裟 掛けに 切り込んで 来たと ころ を、 

左の ほうへ 体形 を 捨てた。 で 相手の 太刀が 流れた。 間 

一 髪に 身 を 寄せた が、 紋也は 兵馬へ ぶっかろうと した。 

が、 兵馬に 油断が あろう か。 体 あたりと 感じて 飛びの 

きざまに、 またも 斯 流での 乱軍 刀 だ、 片手 なぐりに 胴 

を 払った。 きまれば 紋也は 胴 輪切り だ。 が、 紋也は 未 

然に 察し その 裏 を かいて 飛びの くや、 小 門 を 肩で 


グッ— と 押して、 開いた 隙から 裏庭へ はいった。 背後 

下がりの 刻み足で、 太刀 は 中段 真の 構え、 兵馬の 眉間 

ぼうし 

へ、 鋩 子 先 を さしつけ、 居つ かぬ 用意に シタシ タと動 

かし、 ジ リリ、 ジ リリ、 ジ リリ、 ジリリ と、 庭の 奥へ 

と 下がって 行く。 

引き手に 釣られて 追い 迫る の は、 危険 至極の 業で 

あった。 剣鬼の ような 桃ノ井 兵馬が、 それ を 知らない 

はずがない。 それで は 知っていて やる のであろう か？ 

それとも 激怒 をして いるが ために、 危険 を 忘れて し 

しどう 

まった のであろう か？ これ は 斯道の 平 青 眼、 鋩 子 先 

を紋 也の 肩 口へ さしつけ、 引く ままに 引かれて 庭の 奥 


へ、 ジ リリ、 ジ リリ、 ジ リリ、 ジ リリ、 これ も 刻み足 

をして 追つ て 行く。 

「卑怯 だ！ 山 県！ 逃げる か！ 来い！」 

「  」 

ジリリ ジリリ と 後へ 下がる。 ジリ ジリと 追い 迫る。 

と、 力 チカ チと鋩 子 先が、 互いに 触れ合って 音を立て 

た。 と 思った まもない ように 一本の 太刀が はね上がつ 

たが、 日の 光 を 斜めに 叩き割った。 勝負！ どちら 

だ P 切られた の は 誰 だ P 

悲鳴 か 太刀の 音 か 斃れる 音 か、 いずれ かが 起こらな 

ければ ならな い だろう？ その 窒息 的の 空気 を 通して、 


華やかに 笑う 女の 声が、 裏庭の 奥から 聞こえて 来た。 

吹き 針の 稽古 

「そのよう にお 泣きなさい ますな。 赤ちゃんの ようで 

は ございま せんか。 さあさあ お笑いな さり ませ。 涙 を 

お拭きな さり ませ。 …… おやおや さようで ございまし 

たか。 あの 左 内 様が お怒りに なって、 帰って おしまい 

なさい ましたので。 それで は 泣かずに はおられます ま 


い。 でも 先方から あなた 様に 対して、 愛想 づ かし をな 

い つ こく もの 

された のではなくて、 一刻 者のお 師匠 様が、 邪魔 をな 

された ので ございま すから、 訳 はない はずで ございま 

すよ。 その内に はお 師匠 様 も 思案 変え をされ て、 左 内 

様と あなた 様との 想い 合った 仲 を、 お許しに なること 

で ござりましょう。 また 妾に いたしましても、 兄と も 

どもに お 師匠 様へ、 上手に 吹き込んで あげましょう。 

二人 を ご 一緒になさい ますよう にと。 …… たとえ 左 内 

様が 機嫌 を 害されて、 今日はお 帰りに なりました とこ 

ろで、 きっと 明日 はおいで になり ましょうよ。 …… お 

泣きなさい ますな、 お泣きなさい ますな。 …… せっか 


く 綺麗に したお 化粧が、 涙で 崩れて しまい ますよ。 涙 

をお 拭きなさい ませ。 —— それに、 今日はよ いお 天気 

はち  あぶ 

で、 蜂 や 小鳥 や 虻まで が、 面白そう に 唄って おります。 

トコ トコ トコと 泉水の 音まで、 笑つ ている では ござい 

ません か。 お笑いな さり ませ、 お笑いな さリ ませ。 … 

…おやおやお 笑いなさい ましたね。 おやおや 涙 を 拭き 

ましたね。 それでこそよ ろしゅう ござります。 それで 

こそ 綺麗な お 菊 様に、 立ち 帰った という ことができ ま 

しょう。 …… さあさあ 捨て石から 立って、 ここへ おい 

でな さり ませ。 妾と お並びな さり ませ。 そうして 吹き 

針 を 習いましょう。 お 伝授す る ことに 致します。 …… 


むずかしい ことな どご ざいます もの か。 練習 一 つで 覚 

えられ ますよ。 もっとも 二十 本 三十 本の 針 を、 つづけ 

て 吹く ようになります のに は、 こ つも あれば、 術 も あ つ 

て、 容易に 上達 はいたし ません けれど、 一本 一本 吹く 

ことな ど は、 すぐに も 覚えられ るで， >  J ざり ましょうよ」 

少しく 片寄った 頭上の 辺に は、 紫の 色の 花房 を 垂れ 

た、 藤棚が 小高く かかって いるし、 裾をグ ルリと めぐ 

あせび  くさむら  さるすべり 

るよう にして は、 馬 酔 木の 叢 や 百日紅の 老木 や、 灌 

木な どの 飛び散つ ている、 この 裏庭の 奥まった 所に、 

一 つの 捨て石 を 横手に 据えて、 たたずみながら 愉快 そ 

うに、 元気よ く 軽く 喋 舌って いるの は、 紋 也の 妹の 鈴 


江であった。 

と、 その 気持ちの よい 話ぶ りの ために、 今し方 左 内 

と 別れた ことによって、 捨て石の 一 つへ つつ 伏して、 

肩 を ふるわして 泣きじゃくつ ていたお 菊 も、 一時 悲し 

み を 忘れた と 見えて、 泣き顔 を 袖で 蔽ぅ ようにし なが 

ら、 いわれる ままに 立ち上がって、 鈴 江と 肩 を 並べる 

ようにした。 

二人の 娘の 並んだ 姿 は、 好 もしい 一幅の 絵の ようで 

あった。 身長が 高くて、 肉付きが よくて、 肩な どまる 

まると 肥えて はいるが、 女の 美し さ を 失って はいない。 

その 眼 鼻 だち はおお まかで、 頤 など 二重に くくれて い 


る。 眼 は 過ぎる ほどに も 大きくて、 やんちゃら しいお 

どけた 表情が、 絶えず チラ チラと 動いて いる。 —— こ 

れが鈴 江の 姿であった。 吹き 針に 得意な ところから、 

不断に 稽古 をす るからで もあろう、 唇が ボッと 膨らん 

でいた が、 しかし 卑しく は 見えなかった。 仲の よい 娘 

という もの は、 今 も 昔 も 同じように、 揃いの 衣裳 を 着 

合う ものと 見えて、 鈴 江 もお 菊と 同じように、 緑色が 

かった 友 禅の 衣裳に、 水玉 を 白く 染め抜いた 帯 を、 キ 

リリと 形よ く 締めていた。 

そういう 鈴 江と 並んで いるお 菊 は、 身長 もニ寸 ほど 

低ければ、 肉付き もずつ と 劣って はいたが、 そのため 


にかえって 優しく も 見えれば、 また 別 様に 美しく も 見 

かん ざし 

えた。 お 菊の 髪の 簪 が、 日の 光 を 吸って 光って いる。 

そのす ぐ 横手に ある ものと いえば、 ふつ くりとした 厚 

手の 薄 桃色の、 鈴 江の 左の 耳であった。 

と、 日の 光 を はね 返して、 宙で 輝く 物が あった。 伸 

てのひら  しゅう 

ばした 鈴 江の 右の 掌 に、 載って いる 五十 本の 雌雄の 

針で、 掌を埋 ずめ て 盛り上がつ ている。 

「さあさあお 稽古 をいた しましょう。 妾から 吹いて 

お 目に かけます。 その後で あなたが なさり ませ。 女子 

の 護身 用の 武器と して は、 吹き 針が 一 等で ございます 

よ」 —— にわかに 吹き 針が 消えて しまった。 鈴 江が 掌 


を 閉ざした からで ある。 その 握られた 掌が 鈴 江の 口 も 

とまで 上げられ たが、 口の 中へ 針 を 一杯に ふくんだ、 

的 は 向こうの 桐の 木ら しい。 で、 今や 吹こうと した。 

精妙の 吹き 針 

ボッと 膨らませた 鈴 江の 口から、 銀の 線で も 延ばさ 

す さま 

れ たかの ように、 針が 凄じい 速さ を もって、 引き続き 

引き続き 吹き出され たの は、 それから まもなく のこと 


であった。 五 間 あまりの かなたに あたって、 桐の 木が 

一 本 立 つ ていたが 茶色が か つ た 花の 蕾が、 空 へ 向かつ 

て 群れ 立って いた。 相当に 年 を 経た 桐の 木と 見えて、 

幹な ど は 太く 頑丈であって、 茶 緑の 鎧で も 着て いる 

やつで 

ようで あつたが、 その 前に 丈の 高い 八手の 木が あって、 

その 広い 葉で 桐の 木の 幹の、 下半 分を蔽 うていた。 

と、 その 八手の 群 葉 をく ぐって、 銀の 線が 奥へ 流れ 

て 行く、 日の 光 を 貫いた 吹き 針の 針で、 五 間の 空間 を 

さんさん 

一直線に 飛んで、 空に あるう ち は 燥々 と 輝き、 八手の 

葉の 蔭に 流れ込む や、 葉と 葉と でで きている 陰影に 溺 

れて、 瞬間 光 を 消して しまった。 


ゆっくりと 十 は 数えられなかった であろう、 それ ほ 

どに もわず かな 時間の 間に、 鈴 江 は 見事に 五十 本の 針 

を 綺麗に すっかり 吹いて しまった。 と 小 走りに 走って 

行って、 八手の 木の 前へ 立った かと 思う と、 群 葉 を 上 

へ かかげる ようにし たが、 

「お 菊 様 ご覧な さリ ませ。 ここに 桐の 木の 枝 折れの 痕 

が、 瘤の ようにで きて おりましょう。 一 ッ目 小僧の 眼 

のよう で。 これ を 狙った ので ございま すよ。 この 眼の 

ような 瘤の 周囲に、 五十 本の 針が 一本 残らず この 通り 

真っ直ぐに 突き刺さつ ております。 …… すべて 吹き 針 

と 申します もの は、 眼と か 眉間と かいうよ うな 急所 を 


狙って 吹きつける のが、 大切の 業と されて おります。 

で、 私 はこの 幹の 瘤 を、 敵方の 眼 だと 心得て、 吹きつ 

けて やった ので ございま すよ。 まあまあ ほんと に可哀 

そうに、 これで この 眼 は 潰れて しまいました。 ハツ 

ハツ ハ、 可哀 そうな 桐の 眼！」 

なるほど 桐の 木の 一 所の 幹に、 瘤の ような 枝 折れの 

痕 があった が、 見れば その 瘤をグ ルリと 囲んで、 無数 

に 針が 突っ立つ ていた。 鈴 江の 手に よって かかげられ 

た、 八手の 群 葉の 間 を 分けて、 日の 光が 一 筋に 投げ込 

まれて いたが、 その 日の 光に 照らされて、 突き刺さつ 

ている 針が 光って、 キラ キラ キラと 耀 うようす は、 


ゾ ッ とする ほどに も 凄く 見えた。 

と、 鈴 江 は 右の 手 を 延ばす と、 無造作に 針 を さらう 

ようにし たが、 抜き取った 五十 本の 針 を 握る と、 お 菊 

の 傍へ 飛び 返って 来た。 

「もう 一 度 妾が いたしましょう。 今度 は 桐の 木の 下 枝 

の 蕾へ 吹きつける ことにいた しましょう」 

てのひら 

いいい い 鈴 江 は 掌 を 開いた。 

め +6 り  ； 0+6リ 

「これが 雌 針、 これが 雄 針、 これが 雌 針、 これが 雄 針、 

長さ は 同じ で ござ いますが、 太 さが 違う の で， >  J ざ い ま 

す。 同じ 太 さで ありましたら、 息が 籠って 吹かれ ませ 

ん」 


いいい い 鈴 江 は 左の 手の指で、 針の 穂先 を 揃える よ 

うす あか  くぼ 

うにした。 その 針が 薄紅い 掌の 肉の、 円い 窪みに 充た 

されて いて、 水銀が 溜って いるよう に 見えた が、 反射 

する 光沢が 交叉し 合って、 それが 掌から ニ寸 ばかりの 

上で、 虹の ような 色彩 を 織って いる。 と、 水銀の よう 

な 針の 光 も 消えて しまった。 鈴 江が 掌 を 閉じた からで 

ある。 

「息 使い が むずかし いので ございま すよ。 長く 続けな 

ければ なりません ので。 …… こう 胸 を 張って、 こう 首 

を 延ばして、 腹一杯に 息 を 吸って、 それから 針 を 口へ 

ふくんで、 それから 吹く ので ございま すよ」 で、 右手 


を 口 もとまで 上げた。 

泉水の ほうから 嘉 門の 声で A 裏道 来い との 笛の 音… 

…と、 かすかで は あるが 聞こえて 来た。 酔いの 醒めな 

い 謡 声 である。 

と、 微風が 渡った ので もあろう、 藤の 棚から 垂れ 下 

がって いる、 花の 房が 左右へ なびき 出した。 

「では 吹く ことにいた しましょう、 口 もとへ ご注意な 

さリ ませ」 

鈴 江が 針 を ふくもう とした 時に、 裏庭の かなたの 小 

しょうぜん 

門の 辺から、 鏘 然と 太刀 音が 聞こえて 来た。 

「おや」 と 鈴 江 は 声 を 上げた が、 馬 酔 木の 叢の 裾の 辺 


まで、 小 走りに 走って うかがった。 

「あ ッ、 お 兄 様が！ ぁッ、 大変 だ！」 

づま  まと 

左の 手で 小 棲 を 取り上げ たが、 赤い 物 を 纏った 白い 

脛が、 裾から あらわに 現われる を、 恥ずかしく 思わな 

ければ 気に も 掛けないで、 鈴 江 は 一 散に 走り出した。 


恋 を 裂く 男 


鈴 江の 耳へ 聞こえて 来た 鏘 然とした 太刀の 音 は、 ジ 


リ、 ジリ、 と 後へ退く 山 県 紋也を 追い詰めながら、 ジ 

リ、 ジリ、 と 前へ 進む 桃ノ井 兵馬が 気 を いらって、 

ほんぜん  けさが 

翻然と して 飛び込んで 太刀 を 上げて、 袈裟 掛けに 日の 

光 を 割った の を、 ひっぱず した 紋 也が 突き を 入れた の 

を、 今度 は 兵馬が 体形 を 流して 取り直した 太刀で 横へ 

払った 時に、 響き渡った 太刀の 音な のであった。 

「  」 

「  」 

相 青 眼 だ！ 同じ 位 だ！ 

紋 也と 兵馬と は 構え をつ けた ままで、 依然として 一 

人 は 後へ退き、 依然として 一人 は 追い 迫った。 


「秘密 も 知って る、 大望 も 知って る、 行動 も 知って る 

みんな 知って る！ 水 戸 様 石 置き場の 空 屋敷、 そこで 

の 企み も 知っている！ 貴様の ことなら 一切合財、 調 

ベ 上げて みんな 知っている—  機会 を 待って いた 

ばかり だ！ どうせ 討って 取る 貴様だった の だ！ … 

…ここで 貴様 を 討って 取る、 その後で 余党 を燼 してみ 

せる—  俺ば かりで はない、 敵 は 多い ぞ！ 北条 

の ご 前に 用心し ろ！ 岡つ 引の 松吉に 用心し ろ！ 貴 

様に とって は みんな 敵 だ！ が、 今では 必要 もない 

か！ この 場で 貴様 を 討つ の だからな！ 退くな！ 

かかれ！ 切り込んで 来い！ 怖い か、 山 県、 兵馬が 


怖い か！」 

わめ 

喚き を 上げ 出した 桃ノ井 兵馬 は、 相手の 紋 也の 冷静 

な 態度に、 自分自身の 冷静な 心が、 搔き 立てられ てし 

まったら しい。 喚きながら ダッグ ッと 詰めて 行く。 太 

刀 先が しだいに 顫え を 加えて 細かく 細かく 日の 光 を 刻 

む。 襟が 開けて 胸 もとが のぞいて、 青白い 皮膚の 肋骨 

ち ら あせ 

の 窪みに、 膏 汗が にじみ 出て 光って いる。 

圧せられて 後へ引く のではなかった。 策が あって 後 

へ 引く ので はあった が、 しかし 紋 也に は 兵馬の 殺気が、 

なまぐさ 

腥 いまでに 感じられた。 

「人の 心身へ 喰い 込んで、 生血 を 吸って 相手 を 殺して、 


自分自身 を 生かす という、 吸血鬼の ような 凄い 奴 だ！ 

心からの 怨みと 執念と を、 俺に 注いで いるら しい。 そ 

れに剣 技 も 素晴らしい！ い つ て みれば 復謦鬼 だ！ 

うむ、 うむ、 うむ、 手強い 敵 だ！ ぉッ、 来るな！」 

と 山 県紋也 は、 少し 乱れた 鬢のほ つれ 毛 を、 これ も 

汗ばんだ 額へ かけて、 とも すれば 忙しくな ろうとす る、 

呼吸 を 調え 調えながら、 刻み足 をして 下がった が、 忽 

然サ— ッと左 転した。 と、 あたかも つんのめる ように、 

兵馬が その 間へ 飛び込んで 来た。 横へ 一 揮 だ！ 片手 

切り だ！ が、 その 時には 紋 也の 体 は、 小 門の ほうへ 

飛んで いた。 すなわち 位置が 変った ので ある。 が、 そ 


れ とても 一瞬間で、 またもや 兵馬 は 爪立つ 気勢に、 身 

長 高々 とのす ようにし たが、 紋 也の 真っ向へ 太刀 を 下 

ろした。 が、 その 太刀 も ひっぱず されて、 いささか 体 

形の 崩れた の を、 グッと 引き止めて 立ち直って、 兵馬 

は 太刀 を 振り かむ つたが、 これ はどうした というので 

あろう。 

つ. ば 

「お ッ」 と 叫ぶ と 柄 を 下げて、 鍔 を 眼 もとまで 引きつ 

けたが、 さながら 太刀 を 御幣 かの ように、 左右へ 

ピュ— ッと 振り立てた。 で、 刀身が 絢 われる ように、 

頭上で 入れ違って 綾 を 織って、 そこに 怪しい 気味の 悪 

い 光り物が 踊って いるよう に 見えた。 が もし 誰かが 眼 


を そばめて、 仔細に 観察 を 下したならば、 細い 細い 一 

本の 銀の 線が、 兵馬の 左の 眼 を 狙って、 流れ込んで 行 

くの を 見た ことであろう。 

が、 その 次に 起こった ことと いえば、 兵馬が 抜き身 

を ひつ さげた ままで、 小 門 をく ぐって 一散に 逃げて、 

その 姿が 庭から 消えて しまった 時に、 牡丹 桜の 老木の 

幹の 蔭から、 五十 本の 針 を 吹き 終えた 鈴 江が 小 走って 

来た ことであった。 

「うむ 鈴 江 か、 役に立て たな」 

「はい、 お 兄 様、 どうやら こうやら」 

紋 也と 鈴 江と が 向かい合った ときに、 酔い を醒 まし 


た泉嘉 門が、 しっかり とした 足 どり で 歩み寄った。 

「あのお 方な ので ございま すよ、 左 内 様と お 菊の 仲 を 

裂こうと、 このごろ しげしげと お越しに なって、 この 

私め を嚇 します の は」 思案に あまった というよ うに、 

こういうと 嘉門は 腕 を 組んだ が、 首 をめ ぐらす と 庭の 

奥 を 見た。 その 眼界に 立って いるの は、 恐怖に 怯えて 

眼 をみ はって、 顫えて いるお 菊の 姿であった。 馬 酔 木 

の 叢 を 背後に して、 倒れそう にして 立って いる。 

日数が 重な つ て 初秋が 来た。 


紋 也の 道場 


日数が 重なって 初秋が 来て、 江戸へ 涼気が 訪れて 来 

た。 

すすき  はぎ 

とりあ つめたる 秋の 憐れ は、 芒が なびいて、 萩が こ 

ぼれ て、 女郎花の 花が 露に しおれて、 虫の 鳴きし きる 

郊外よりも、 都会の 片隅に ある ものである。 微禄の 旗 

ふじば かま 

本屋 敷の 塀の、 崩れた 裾な どに 藤 袴 の 花が、 水引き の 

紅 を ひいて、 空色に 立って いる 姿な ど は、 憐れみ 深い 


ものである。 そうかと 思う といつ そうに 微禄の、 ご 家 

人な どの みすぼらしい 邸の、 こわれ 垣根に 寄り添いな 

が ら 、 木 芙蓉 の 純白の 大輪の 花が 行人に 見られて 咲い 

からかさ 

ていて その 奥の 朽ちた 縁の 上に、 主人の 内職の 唐傘な 

どが、 張られた ばかりの 白地 を 見せて、 幾 本 か 置かれ 

て あるよう すな ど は、 凄じい までの 憐れ さとい えよう- 

とんぼ 

霧の 立つ の もこの 頃で あれば 蜻蛉の 飛ぶ の もこの 頃 

であり、 名月の 深夜 を 怯 やかしながら、 雁の 啼き 渡る 

の もこの ごろで ある。 で、 八百屋の 店先な どへ は、 

とうい も  がしら  ごぼう  あお かぶ 

唐 芋 や 八 つ 頭 や 蓮根な どが、 牛蒡 や 青 蕪と 位置 を 争 つ 

て その 存在 を 示す ようになり、 魚屋の 店先へ はかれい 


まぐろ  はぜ 

やひし こが、 かじき 鮪 や 鯊な どと 並んで、 同じように 

存在 を 示す ようになる。 

葛の 葉の うらみ 貌 なる 細雨 かな 

バラ バラと 細雨が 降った かと 思う と、 すぐに あが つ 

て 陽が こぼれる の も、 この 季節での 出来事で ある。 と 

いさぎよ 

まれ 寂しい 季節と いえよう が、 一 面に は 潔 い。 

投げられて 坊主な りけ り 辻 相撲 

勇ましい 男らしい 辻 相撲な どが あそこに もこ こに も 

行なわれ るからで ある。 

町道場の 道場の 中で、 打ち合う 竹刀の 冴え ざえ とし 

た 音が、 往来の 人の 注意 を 引いて、 足 をと どめる もこ 


の ごろであって、 これ とても 潔い という ことができよ 

う。 

き じ 

そういう 潔い 竹刀の 音が、 神 田 雉子 町の 一所から、 

朝に 夕に 聞こえて 来た。 山県紋 也の 道場で ある。 

さて ある 日の ことで あつたが、 面 籠手 を 着けた 山 県 

紋 也が、 弟子に 稽古 をつ けて いた。 黒の 紋付きに 黒の 

袴、 朱色の 胴 を ゆるやか につけ、 一 刀 流の 流儀に 準じ 

て 造られた 鉢 白の 面 を かむ り、 これ も 同じように 流儀 

に 準じた 二 段 染めの 籠手 を はめた 手で、 握り 太に して 

なめ がわ 

三尺 五 寸鞣し 革で 包んだ 竹刀 を 引つ 下げ、 おりから 武 

ぼうじま 

者 窓から 棒縞 をな して、 幾 筋 か 場内へ 流れ込んで 来た 


午後の 曰の 光に 半身 を 染めて、 悠々 然として 突っ立つ 

た 態度 は、 まことに 凛々 しい ものであった。 

と、 羽目板 を 背後に して、 タラ タラと 並んで いる 弟 

子た ちの ほうへ、 面 越しに 視線 を 送った が、 

「さあさあ どなたでも おいでな され。 今日は 特別 を も 

ちまして、 一 刀 流の 型通りに、 拙者、 貴殿 方 をお 相手 

として、 真剣に 立ち合つ てお 目に かけます。 打つ 太刀 

一本、 引く 足 一足、 ことごとく 型に はめましょう。 … 

…ええと 最初 は 負け 退きと して、 一 人ず つ 代わって お 

いでな され。 一 人が 負けたら すぐに 一 人、 間 髪 を 入れ 

ず 飛び込んで ござれ。 ええと それから その後に おいて 


は、 三人な り 五 人な リ十 人な リ いかほど 大勢で も 構い 

ません。 一度に かかって おいでな され。 これと て 当 流 

の 型通りに、 立ち合って 切って お 目に かけます。 …… 

さあさあ どなたでも おいでな され」 

で、 ピュ— ッと 竹刀 を 振った。 と、 チラ チラと 光る 

物が、 道場の 空間へ 躍った が、 日の 光が 竹刀に はねら 

れ たので ある。 

「お 稽古お 願いいた します」 

並んで いた 列の 一所から、 こういう 声が 聞こえた か 

と 思う と、 面 籠手 をつ けた 一 人の 若者が、 竹刀 を 引つ 

下げて す ベリ 出た。 


こもだ 

「おお これ は 菰田 氏 か。 さあさあ おいでな さるが よ 

い」 で、 中段に ピ タリと 構えた。 

菰田と 呼ばれた 若い 男 は、 旗本の 三男で 重 助と いつ 

たが、 これ も 構え を 中段に つけて、 相手の 瞳へ 眼 をつ 

けた。 

が、 勝負に はならなかった。 あせって 打ち込んで 来 

た 菰田の 竹刀 を 叩き落とし たのが 第一の 太刀で、 二の 

太刀で 肩 を 袈裟に 切った。 

「参りまして ござります」 

「脇 構えより 奔出して、 太刀 を 払って 肩 を 切る！ こ 

れ がすな わち 当 流での 『妖 剣』。 さあさあ 代わって お 


いでな され」 

と、 一人が 飛び込んで 来た 


三 段の 撃ち 


飛び込んで 来た 大兵の 武士 は、 庄田 といって 浪人で 

あつたが、 腕 は 相当に すぐれていた。 

「庄田 氏 か、 さあ 来られい」 

また 中段に 竹刀 を 溝え て、 紋也は 相手 を 凝視した。 


腕 は 相当に すぐれて はいたが、 要するに 紋 也の 門弟で 

あった。 師匠の 紋 也に は 及ぶべく もない。 庄田内 記 も 

中段に 構えて、 同じように 紋也を 凝視した が、 眼の 先 

から 放れない 紋 也の 竹刀の、 切っ先の 気合に 圧せられ 

て、 突く こと も 打つ こと もで きなかった。 そういう 庄 

田 を 前に 置きながら、 紋也は 子供で も あしらう ように、 

のべ つに 偷央 そうに 喋 舌り たてる。 

「さあ 来られい さあ 来られい。 はは あなる ほど 籠手 を 

取る 気ら しい。 が、 お止めな され、 看破して ござる。 

拙者 看破 をいた して ござる。 ほほう さよう か、 今度 は 

突きで。 咽喉 を ねらって おります ようで。 が、 それと 


て も 無駄で ござる。 拙者 看破 をいた して ござる。 ふう 

ん さよう か 今度 は 面で。 横面 を 取られる お 意な ので。 

が、 それ とても 駄目で ござる。 拙者 看破いた して ござ 

る …… どうもな 貴殿 は まだまだ 未熟 だ。 『観 見』 の 業 

が 定まって いませぬ。 『観』 と はなん ぞゃ？ 答え ま 

しょうかな。 『鑑みる』 という ことで ござる。 『見』 と 

はなん ぞゃ？ 答えましょう かな。 『直ちに 見る』 と 

いう ことで ござる。 で、 二つ を 合わせる 時には、 洞察 

直観と いう ことになります。 『観 見』 の 業に さえ 達し 

て おれば、 相手の 心の 動き 方 や、 業の 変化 は 自然と わ 

かります。 そうして 自己の 心の 動き や、 業の 変化 は 反 


対に、 相手に 決して 悟られません。 貴殿の ようす を 見 

ている と、 貴殿の 心の 動き 方が、 拙者に はいちい ち 

歴々 と 見えます。 先刻 は 拙者の 籠手 をね らい、 その 次 

に は 拙者の 咽喉 をね らい、 その 次に は 横面 を ねらわれ 

たはず で。 『心 片寄れば 業 片寄る』 —— 『観 見』 の 業に 

達して いない 証拠で」 

こういいながら も 山 県 紋也は 竹刀の 切っ先に 気合 を 

こめて、 ともす ると 打ち込んで 来ようと する、 庄田内 

記の 竹刀の 切っ先 を、 グッ、 グッ、 グッ とおさえ るの 

であった。 むかい 合って 立って いる 庄田内 記 は 焦燥 を 

覚えざる を 得な か つ た。 


「今日は 普通の 稽古ではなくて、 一 刀 流の 型通りに、 

先生に は 相手をされる という。 実戦の 意気込み でか 

かって 来い と、 いわば 挑戦 をされ たような もの だ。 先 

生と いえ ども 鬼神で は あるまい。 真の 力 を 出し合って 

いる 本当の 試合に 一本で もよ い、 先生の 籠手で も 取つ 

てみたい もの だ」 —— で、 気合に 圧せられて、 崩れよ 

うとす る 体形 を、 持ち こたえ 持ち こたえて 飛び込もう 

とした。 

間隔 は 一 間 離れて いた。 武者 窓から さしてい る 日の 

光に、 袋 竹刀の 片側が 光って、 半面が 薄 黒く ぼけて い 

る。 夕暮れの 迫った 時刻な ので ある。 そういう 竹刀が 


むかい 合って、 空間に 二 本 泳いで いる。 と、 一本の 竹 

刀で あるが —— すなわち 庄 田の 竹刀で あるが —— 切つ 

先が 上へ 上がろう とした。 と、 それよりも 少しく 早く、 

その 切っ先 をお さえる ように、 もう 一本の 竹刀の 先が、 

すぐに グッと 上へ あがった。 紋也は 竹刀で おさえた の 

である。 その 鋭い 気合に 押されて 萎縮 をした というよ 

うに 庄 田の 竹刀が 左へ まわった。 と、 その 行く手に 紋 

也の 竹刀が すでに まわって いてお さえつけ た。 とまた 

庄 田の 竹刀で あるが、 鋭い 気合 を 避け かねた かの よう 

に 今度 は 顫え を 帯びながら、 逃げる がよう に 右へ ま 

わった。 が 依然と 一本の 竹刀が 先 まわり をして 押えつ 


けた。 山県紋 也の 竹刀な ので ある。 

ノ/ じ 

剣法に おける 三 挫きの 一 つの、 「太刀 を 殺す」 の 法で 

ある。 切っ先 を もって 敵 を 攻めて、 出 ずれば 突く ぞ退 

けば 追う ぞ、 避けたら 踏んで ぶつ 放す ぞと、 竹刀 先 を 

もって 挫く ので ある。 一刀 流の 一巻 書に いわく 「気 は 

あたかも 大納言の ごとく、 業 はさながら 小者の ごとし」 

と。 その 大納言の 気合 を もって、 切っ先 挫きに 挫く の 

であった。 

で、 庄田 はし だいに あせって、 手 も 足 も 出 なくなつ 

た 時に、 一 つの 事件が 行なわれた。 

「庄田 氏 十分に ご用 心 召され。 三 段の 撃ちで 負かして 


あげます。 …… 庄田 氏が 負けて 引き 退が ると 同時に、 

方々 決して 遠慮 はいらない、 一度に かかって おいでな 

され」 こういって 声をかけて 置いて、 紋也は ドンと 飛 

び 込んだ が、 瞬間に カツ 然と 音が した。 いやいや 音 は 

一 つではなくて、 間髪を入れずに 続け ざまに、 竹刀の 

音が 三度 響いた。 すなわち 最初に 面 をと り、 籠手 を 取 

リ胴を 取った ので ある。 

と、 ド、 ド、 ドッと 音が した。 道場の 羽目板 を 背後 

にして、 道具 をつ けて 居並んで いた 十数 人の 門弟が、 

一 度に 立ち上がって かかって 来たので ある。 


まわし 者 


が、 一 つの 事件と いうの は、 師匠の 紋也 一人 を 相手 

に、 十数 人の 門弟た ちが 竹刀の 先 を いっせいに 揃えて、 

一種の 半円 を 形どって、 ジリジ リと紋 也へ 攻め寄せて 

行って、 ちょっとの 隙で もあろう ものなら、 打ち込 も 

うと ひしめき 合って いるの を、 平然として 前へ 据えて 

「八方 分身 須臾 転化」 敵の 一 人へ は 眼 をつ けずに、 八方 

へ 向かって 眼 を 配って、 しかも 構え は 中段 を 嫌って、 


上段に 竹刀 を 振り かぶって、 居 付かぬ ように 竹刀 先 を 

揺すぶ リ、 前に 在らん と 欲して 忽然と して 後に 在リ I 

I 変化 自在に 足拍子 を 取って、 十数 人の 門弟 を 威嚇し 

ながら、 「さあ 真っ先に 誰 を 打とう か、 うむ、 よろしい 

むこうまん じ 

佐 藤氏と しょう。 型 は 当 流での 向 卍 だ。 面 を 取って 

縦、 胴 を 取って は 横、 防げる ものなら 防いで みられい」 

叫ぶ と 同時に 紋 也の 姿が、 武者 窓から さしていた 夕 

陽 を 散らして、 奔 然として 飛び出し たが、 同前に 続け 

ざまに 竹刀の 音が、 二つ 小気味よく 響き渡った。 半円 

しずま 

の 最左翼に 構え 込んで いた、 佐 藤志津 馬と いう 門弟が、 

向 卍で 打ち込まれた のであった。 で、 志 津馬は 引き 下 


がった が、 もう その 時には 紋 也の 姿 は 師範 台の 前の 元 

の 位置に、 同じ 姿勢で 立って いた。 上段に かぶられた 

竹刀の 先が 小さな 渦 を 巻いて いる。 柄 を 握って いる 左 

右の 拳の、 右の 甲の 辺が 光って いる。 夕陽が あたって 

いるから である。 と、 紋也は 声をかけた。 

うきた  たか 

「次 は 誰 だ、 字 喜 多 氏に しょう。 型 は 当 流での 鷹の 

片羽 だ。 右 肩 を 胸板まで 切り下げる 呼吸 だ。 用心！ 

行く ぞ！ 防いで ごらん」 

またもや 紋也は 飛び込ん だが、 同時に 竹刀が 空 を 

ど ぅぜ ん 

割って、 すぐに 洞然 たる 音が した。 最右翼に いた 門弟 

の 一人の、 宇喜多 文 吾が 打 たれた ので ある。 


「さあさあ 今度 は 誰に しょう。 を 十 嵐 氏が よい、 五十 

嵐 氏が よい。 型 は 当 流での 虎尾 剣 だ。 竹刀 を はね 上げ 

て 突き を 上げましょう。 行く ぞ！ よろしい か！ さ 

あ 用心！」 

字 喜 多 文 吾 を 打ち込む や 否や、 元の 位置に 飛び 返つ 

た 山 県紋也 は、 こういうと またまた 飛び込んで、 真ん 

中に いた 門弟の 一 人の、 五十嵐 駒 雄と いう 若侍 を、 そ 

の 虎尾 剣で 突き やった。 が、 一 つの 事件と いうの は、 

このよう にいち いち 注意 を 与え ておいて、 飛び込む) 」 

とに 一人 一 人 を、 一 刀 流での 型通りに、 さも 鮮 かに 打 

ち 込んで、 またたく 間に 三人の 門弟 を 退治た こと をい 


うので はない。 全く ほかの ことなの である。 

というの は 大勢の 門弟 を 相手に、 山県紋 也が 実戦 的 

の 型 を、 そう やって 示して いる 間中、 道場の 左側の 羽 

目 板 を 背負って、 町人と も 見えれば 遊び人と も 見え、 

浪人と も 見える 一 人の 若人が、 陰険ら しい 眼つ きをし 

て、 紋 也の 一挙手一投足 を、 心 ありそうに 眺めて いた 

が、 不意に 飛び上が ると 手 をのば して、 板壁に 幾 本 か 

あかがし はまぐりば 

かけられて ある、 型の 練習に 使用す る 赤樫 蛤 刃の 木 

剣の 一 つ を、 やにわに 握る と 矢の ように 飛び出し、 四 

人目の 門弟 を 打ち込もう として、 突き進んだ 紋 也の 背 

後へ まわる や、 卑怯と いおうか 無礼と いおうか、 黒地 


もろあし 

の 袴 を 裾 長に はいた、 紋 也の 諸 足 を 力ま かせに、 

ヒュ— ッと ばかりに 薙ぎ払った。  そういう こと を 

いうので ある。 

精巧に 作られた 蛤 刃の 赤樫の 木剣と きた ひに は、 鋭 

さ 真剣に も 劣らない。 それで 十分に 薙 がれた ので ある。 

剣豪の 山県紋 也と いえ ども ひとたまりもなく 倒されな 

ければ ならない。 

はたして 呻きの 声が して、 つづいて 倒れる 音が した。 

しかし 武者 窓から さし 込んで くる 夕陽の たま つ た 床 

の 上に、 顔 を 上向け て、 口 を 食いし ばって、 その 口 か 

ら 白い 泡 を 吹いて、 胸の 上で 両手 を 握りし めて、 長く 


のびて いる 人間の 姿 は、 意外に も 山県紋 也ではなくて、 

紋 也の 足を薙 いだ 若者であった。 左の こめかみから 頰 

くろあざ 

へ かけて 太い 黒痣が できて いる。 みるみる 黒痣 はふく 

れ 上がる。 竹刀で 喰らわされた 痕 である。 

「おお これ は 友吉殿 だ」 

「これ はいった いどうし たの だ」 

「悶絶して いる」 

「いや 気絶 だ」 立ち合つ ていた 門弟た ち も、 見物して 

いた 門弟た ち も、 一 度に 驚きの 声 を 洩らして、 倒れて 

いる 友吉を 取り巻いた。 

が、 その 時 声が した。 


「大事 は ござらぬ、 捨てて おおきな され。 …… こやつ 

は 敵方の 間者で ござる」 紋 也が 静かに いったので ある。 

目 明し の 輩 下 

取り巻い ている 門弟た ち を 分けて、 山 県 紋也は 気絶 

している 友吉 という 男の、 倒れて いる 姿 を 見下ろした 

力 

「方々」 と 門弟た ちへ 声をかけた。 


「こやつ を 何者と 思います かな？」 —— で 順々 に 門弟 

たち を 見た。 

下げて いる 竹刀 を顫 わせたり、 着けて いる 胴の 面 を 

撫でたり、 袴の 襞 を こすった りして、 門弟た ち はたた 

ずんで いたが、 答えようと はしなかった。 というの は 

師匠の 紋 也の 言葉 を、 意味 取る ことができなかった か 

らで、 それに はもつ ともの 理由が あった。 友吉 という 

男が 一 月 ほど 前から 師匠の 山県紋 也の 邸へ、 内弟子と 

して 住み込んで、 家事に は 忠実に 働く し、 剣道の 稽古 

に は 精 を 出す しする ので、 内で も 外で も 評判が よかつ 

た。 ただし 決して 武士で はない し、 といって 真面目の 


町人で もなくて、 素性と いう 点で は 疑わしく はあった 

が、 町道場の 習慣と して 素性の 知れない そういつ たよ 

うな 男が 弟子入り を するとい うような こと は あながち 

めずらしい ことで もなかった。 で、 問題に しなかった。 

「友吉 という 男 はよ くで きている」  というの が 一 

般の 評判であった。 ところが こんな 事件が 起こって、 

そうして 紋 也に 訊ねられた のであった。 「こやつ を 何 

者と 思います かな？」 と。  で、 どうに も 答えよう 

がない。 で、 門弟た ち は 黙って いた。 

と、 紋也は 門弟た ちの、 当惑した ような そういった 

ようす を、 笑止ら しい 眼つ きで 見 まわした が、 下げて 


いた 竹刀 を ヒョィ とのば すと、 胸の 上で しっかりと 

握って いる 友吉の 両手 をコッ コッと 打った。 

「右の 掌の 小指の 下と 左の 掌の 人差し指の 下に、 

緦 胼胝が できて おります はずで。 つまり 不断に 捕り 緦 

の 稽古 を 規則正し くやって いる 証拠で。 こやつ は 目 明 

し の 輩 下で， 、- J ざると いう こと はず つ と 以前に、 こやつ 

が 入門 を 願って 来た 時から、 拙者に は ハツ キリと わ 

かってお りました。 にもかかわらず 内弟子と して、 邸 

へ 入り込ませて 自由に させた のに は、 少しく 意味が あ 

りました ので、 ようす を 見ようと したので ござる。 す 

ると はたして 思った 通り、 表面で はまめ まめし く 働き 


ながら、 蔭へ まわる と 陰険 至極に も、 拙者の 書面 を ひ 

らいて 見たり、 拙者の 書き物 を あけて 読んだり、 不都 

合の ことば かり をいた して ござる。 『はは あいよい よ 

間者 だな』  と、 このように 見き わめました ので、 

近日に 懲らしめて 追い やろう ものと、 思案を凝らして 

おりました しだいで。 …… すると 今日の 仕儀で ござる。 

…… しかし それにしても なんの ために、 拙者の 足を薙 

ごう としたか、 この 点ば かり は 拙者に も 疑問で。 …… 

が、 どっちみ ちその ような こと はよ ろしい。 とにかく 

こやつ を 介抱して、 呼び 生かして 邸から 追い出し くだ 

され」 


フ ッ と 武者 窓から 外 を 見た が、 

「おうおう、 とうとう 日が 暮れて ござる。 稽古 も 今日 

はこれ までとい たそう。 さあさあ お帰りな さるが よい _ 

拙者 はこれ から 例の 所へ 参る。 庄田 氏、 菰田 氏 一緒に 

ござれ」 

こういい すてて 面 籠手 を はずして 衣裳 を 着換えて 門 

弟 を つれて、 山県紋 也が 邸 を 出た の は、 初夜 を 過ごし 

たころ であった が、 そう やって 紋 也が 出て 行った 後の 

紋 也の 邸の 奥の 座敷で、 しめ やかに 語って いる 男女の 

者が あった。 

一 人は紋 也の 妹の 鈴 江で、 もう 一 人 は 弟の 小 次郎で 


あった。 


強気の 姉 弱気の 弟 

あき 

「水 戸 様の 石 置き場の 空 屋敷へ、 今夜 も 兄 上に はまい 

られ ましたよ うで。 私に は 不安で なリ ませぬ」 

十七 歳の 小次郎 は、 まだ 前髪 を 立てて いた。 紫の 振 

り 袖で も 着せたい ような きゃしゃな 美貌の 少年 武士で 

ある。 肩な ど は なだらかで 女の 肩の ようで、 細い 首の 


上へ 面長の 顔が、 あぶなっかし そうにの つてい る。 

ふすま 

燭台の 灯が またたいて、 襖の 引き手の 円い 金具が、 

そのつど しらじらと 光って 見える。 で、 部屋の 中は静 

かであった。 

と、 サ ラサ ラと 音が した。 秋の 夜風が 出た ので も あ 

ろう。 庭の 木立ちが 騷 ぐので もあろう。 

と、 コ トコ トと音 がした、 下女が 台所で 洗い物 をし 

ていて、 器と 器と をぶ つつけ たので もあろう。 しか 

し 部屋の 中 は 静かであった。 

燈 火に 右の 頰を 明るく 光らせて、 キ チンと すわって 

いる 小 次郎の 影が、 左側の 畳の 上へ 落ちて いる。 と、 


その 影法師 を 揺する ようにして、 小 次郎は 一 膝 一 膝 を 

進めた が、 

「姉上そう では ござり ませぬ か。 私に は 不安で なり ま 

せぬ」 —— で、 姉の 鈴 江 を 見た。 

ふ だ ん ぎ  あわせ 

弟 小 次郎の 平素 着ら しい、 浅黄 色の 無地の 袷の 袖 を、 

しなやかに 縫って いた 姉の 鈴 江 は、 うつむけ ていた 額 

を 軽く 上げた が、 

「ほんと に 小 次郎は 弱気 だね え。 そう も 心配 をす る も 

ので はない よ。 兄 上に は 兄 上の 思惑が あって、 あそこ 

へお いでになる の だからね」 

—— で 顔 をう つむけ たが、 しなやかに 縫う 手 を 進め 


て 行く。 布 をく ぐったり 布に 隠れたり、 虫で も はって 

行く がよう に、 針が 銀色に チカ チカと 輝く。  二人 はし 

ばらく 黙り込んだ。 

庭の 草 むらで 露 を 吸いながら 啼 きしき つ ている 虫で 

もあろう、 虫の 音が 部屋まで 届いて 来た。 

と、 ポッン と 音が した。 昼間の 間に 部屋の 中へ、 こ つ 

こおろぎ 

そり 忍び込んで いたので もあろう、 一匹の 蟋蟀が 飛ん 

しょくしゅ  のみ 

で 来た。 長い 触 鬚をピ ラビラと 揺すって、 巨大な 蚤 

のよう な 形 をして 燭台の 脚の 下に うずくま つてい る。 

いかにも 初秋の 夜ら しかった。 

「わけても このごろ は 私たちの 一家 は、 つけ 狙われて 


おります のに、 あのような 物騒な 空 屋敷な どへ、 しげ 

しげおで かけなさい ますの は 不安 至極に 存じます よ」 

同じような こと をい いながら、 小 次郎は 蟋蟀へ 眼 を 

やった。 「あの 石 置き場の 空 屋敷 は、 いやな ところで 

ございます。 恐ろしい 所で ございます。 娼婦と ゴ ロン 

棒と 食い詰め 者と、 悪党 ど もの 巣で ございます もの」 

しかし 鈴 江 は 微笑した ばかりで、 顔 も 上げなければ 

返辞 もしない。 針の 手 を 進めて 行く ばかりで ある。 

「私 も 二、 三度 は 参りました。 自分から 進んで 参った 

のではなくて、 兄 上 や 姉上に 無理強い をされ て、 やむ 

を 得ず 参 つたので は ございま すが 。 …… 行けば 行く ほ 


ど 私に とりまして は あの 石 置き場の 空 屋敷 は、 いやな 

ところで) /ざいます。 何が あそ こに は あるでしょう？ 

腐った 夜気、 淫蕩の 音色、 麻痺した 良心、 不義 悪徳、 

そのような ものば かりで は ござ いません か。 とうてい 

真面目な 人間な どが、 行く ところでは ございません」 

また ポッン と 音が した。 蟋蟀が ひとはね 元気よ く は 

ねて、 燭台の 燈 火へ 飛びつ こうと したが、 そこまで 力 

が 及ばなかった からか、 黒塗りの 燭台の 脚 を 越して、 

力 も 

向こう側の 畳の 上へ 落ち たがために、 醸された ささや 

かな 音であった。 

こ つ ぜん 

畳の 上へ 兀 然と 立って、 まるで 怒って でもい るよう 


に、 飛び 脚 を 高く 鈎の ように 曲げて、 蟋蟀 は 気勢 をう 

かがって いる。 

姉が 返辞 を しないので、 小 次郎は 寂し さ を 感じたら 

しい。 独り言の ように つぶやいた。 

「いつぞや 泉嘉門 殿の 屋敷で、 桃ノ井 兵馬と かいう 悪 

侍 を、 兄 上と 姉上と でお 懲らしな されて 以来、 私たち 

一家の 身の上へ は、 いつも 物騒な 脅迫の 手が のばされ 

ている はずで ございま すよ。 先刻 方 屋敷から 追い出し 

て やった、 あの 友吉 という 内弟子な ども、 どうやら 敵 

方の 間者と かいう ことで。 恐ろしい ことに ござります 

よ」 


しかし 鈴 江 は 依然として、 しなやかに 指 を 運ばして、 

袖 を 縫って 行く ばかりであった。 まだ 蟋蟀 は 動かない。 

触 鬚で 空間 を 探って いる。 

「姉上」 と 小 次 郎は声 を 強めた。 


園 子の 噂 


「姉上！」 と 小 次 郎は声 を 強めた が、 姉の 鈴 江が 縫う 

手 も 止めなければ、 うつむいた 額 も 上げなかった ので、 


小 次郎は 意気込み を 砕かれて しまって、 気の 弱い 萎縮 

ひとりごと 

した おどおどした 声で、 独語の ようにい い 出した。 

「どうやら このごろ 兄 上の もとへ、 京都の 青地 園 子 様 

から、 いかにも 思い余った ような、 お気の毒 なご 書面 

がまい リ ましたよ うで。 兄 上から 内情 を 承りました。 

そのご 書面に よります と、 園 子 様の 兄 上の 青地 清左衛 

門 様 は、 徳大寺 様の 密使 を 受けまして、 江戸へ 密行 を 

なされる 途中、 箱 根の 峠路で 何者と も 知れず、 殺害な 

されて お 逝くな りなされ たそうで。 お気の毒 でお 気の 

毒で なり ませぬ。 …… 私たち 兄弟と 同じように、 園 子 

様に は ご 両親がなくて、 お 一 人の はずで ござり ますよ。 


それで ぜひとも この 土地へ 参って、 兄 上と ご 一緒にお 

なりに なりたい ような、 お 心持ち だと か 承りました。 

これ はまこと にご もっともの ことと、 この 小 次 郎には 

存 せられます。 おや さしい お 美しい 園 子 様と、 兄 上と 

いいなずけ 

は 許婚で ございます もの。 で、 私 は 兄 上に 向かって、 

すぐに も 京都から 園 子 様 を、 お呼びして ご 一 緖 におな 

りなさい ますよう にと、 おすすめ したので ございます 

よ。 すると どうでしょう 兄 上に は、 『武家の 堅苦しい 

このみ 

娘な どよりも、 砕けた 巿 井の 女の ほうが、 わしの 嗜好 

に 一 致す る。 水 戸 様 石 置き場の 空 屋敷に 出入り をして 

いる 女 どもの ほうが、 私に はう つてつ けに 恰好 だよ』 


—— などと このよう におつ しゃ いまして、 ご 返辞 さえ 

も 差し上げなかった ようで。 …… で、 私に は 思われ ま 

した。 兄 上 はお 心が 変ら れ たの だと。 大義と いう 言葉 

を かこつけ にして、 その実 は 放蕩に 溺れられ たの だと。 

…… よくな いこと でございます、 よくな いこと で ござ 

レ ます ！ 」 

園 子と いう 名が いわれ 出した 時から、 鈴 江 は 動揺 を 

現わし はじめた。 縫う 手 を 止めて 顔 を 上げた が、 見れ 

ば 眼の 中に 涙の ような ものが、 うつ すらと して 流れて 

いた。 

「実はね 妾 もお 兄 様から、 園 子 様の ご 書面 を 見せら 


れ たの だよ。 なんで 妾が 園 子 様へ、 同情 をし ない こと 

がありましょう。 それ こそ 園 子 様と いうお 方 は、 神様 

といおう か 仏様と いおうか、 慈悲 深くて ご 親切で 犠牲 

的で、 邪気と いう ものの 一点 もない、 お 美しい お 方で 

す ものね。 …… でも 妾 はお 兄 様へ 向かって、 全くお 前 

さんと は 反対の こと を、 その 時 押し切って いったの だ 

よ」 こういつてから 姉の 鈴 江 は、 また 縫い物の 針 を 運 

ばせ て、 顔 を そっとうつ むけた。 前髪に かぎられて 燭 

台の 灯が、 眉まで 影 をつ けて いる。 

「反対の ことと おっしゃい ますと？」 案外ら しく 小 次 

郎が 訊いた。 切れ 長の 眼が パッ とひら いて、 一瞬間つ 


ぶら にな つたの は、 驚いた 証拠と いう ことができよう。 

と、 鈴 江 は 顔 を 上げた が、 

「まだまだ 当分 は 園 子 様 を、 江戸へ お呼び寄せなさい 

ますな と、 つまり このように いったの だよ」  で、 

またう つむいて 縫って 行った。 

「それ はまた 何 ゆえで ございま すか？」 小 次 郎の声 は 

せきこ 

急 込んで いる。 

「園 子 様が あまりに もよ いお 方 だから だよ」 

「そのよう にょいお 方で ございま すから、 お呼び寄せ 

なされば よろしい のに」 

「園 子 様が あまりに も 清浄 だから だよ」 


「それで はいよ いよ 園 子 様 を、 お呼び寄せ なされば よ 

ろしい のに」 

「園 子 様が あまりに もお 弱い からだよ」 

「ではます ますお 呼び寄せ になって、 お助けな されば 

よろしい のに」 するとに わかに すわり 直す ように、 鈴 

江 は 厳然たる 態度 をと つ たが、 

「小 次 郎！」 と 鋭く 声をかけた。 

「そういう 園 子 様の よ いご 性質が 江戸 へお いでになる 

ことによって、 悪く なられる と 思われる からだよ」 

「私に は ハツ キリと わかり かねます が」 

「というの は 今の 私たちの くらしが、 秘密が 多くて 陰 


惨で、 そうして 殺伐で 危険 だから だよ」 

「お 言葉の 通りで ございま すよ」 小 次 郎は膝 を 乗り出 

すよう にした が、 「私 どもの 只今の くらし 方 は 秘密が 

多くて 陰惨で、 そうして 殺伐で 危険で ござります。 で 

すから 私 は 申し上げました ので、 もう 少しく 兄 上に お 

かれまして、 ご 自重な されて くだされば よいに と」 

「小 次郎 やお 前 は 若死にし そうだね え」 どうした もの 

か 姉の 鈴 江 は、 不意にこう いって、 小 次郎を 見据えた。 

►  ^ お ろぎ 

蟋蟀の 身の上 


「小 次郎 やお 前 は 若死にし そうだね え」 と、 意外な こ 

と をい われた ので、 小 次郎は 怪訝そう に 姉 をみ つめた。 

と、 鈴 江 はそう いう 小 次 郎の顔 を 鋭く 見据えつ づけた 

が、 にわかに 顔色 を 寂しそう にした。 

「私たち 三人の 兄弟のう ちで、 お前さん 一 人 だけが 心 

配 性で、 物事に ひどく 屈托 をして、 悪い ほうへ 悪い ほ 

うへ と、 考え まわして 行く という こと は、 ずっと 以前 

から わか つ てはいた が、 このごろ はそう い つた 傾きが、 

だんだん ひどくな つて 来たよ。 で、 このままで 行こう 


ものなら 自分で 自分へ 病い を こしらえて 斃れ てし まい 

そうに 思われる の だよ。 …… なんとなく お前さん は 影 

が 薄い ねえ。 それで 妾 はお 前さん へいいたい。 お 兄 様 

のこと はお 兄 様に まかせ、 妾の こと は 妾に まかせ、 園 

子 様の ことな ども 心に かけないで、 お前さん はお 前 さ 

ん 一 人 だけの こと を、 考える ようにな さるが よいと ね 

なるほど お前さんの 眼から 見れば、 水 戸 様 石 置き場の 

空 屋敷な どへ、 お 兄 様 や 妾が 出かけて 行く の は、 物騒 

にも 見えれば 危険に も 見え、 また 自堕落に も 見える か 

もしれ ない。 でも、 こういう こと も 思う がいいよ。 お 

兄 様に してから が 妾に してから が 決して 決してそう 


い つた 所ば かりへ 出入り をして いるので はない という 

こと をね。 お前さんに してから が 知っている はず だよ _ 

うねめ のしよう 

土 屋采女 正 様のお 屋敷へ も 牧野 遠 江 守 様のお 屋敷へ 

も、 中 川 修理 太夫 様のお 屋敷へ も、 水 野 豊後守 様のお 

屋敷へ も、 いいえい いえ それ どころではない、 光園 様 

以来 勤王の 家と して、 柳 営の 方々 にさえ 恐れられ てい 

られ る、 水府ぉ 館へ さえ 招かれて、 時々 私たち は 行く 

ではない かえ。 …… 敵 は 私たちに 多い かもしれ ない。 

でも 味方 も 多い の だよ。 めったに 乗ぜられる もので は 

ない よ。 それに まだまだ 私たちの 素性 や、 目的 や 手段 

や 後ろ 楣に ついては、 ハツ キリ 気取られて はいない の 


だからね。 心配す る ほどの こと はない よ。 …… 水 戸 様 

石 置き場の 空 屋敷な どへ、 たとい 私たちが 出入り をし 

たにしても、 それ はほんの 憂さ晴らし でも あり、 いい 

換えれば 息抜きで も あるの だよ。 もっとも あそこに い 

る ああい う 人た ちへ、 私たちの 思惑 を 伝える の も、 大 

切な ことに は 相違ない がね。 …… どっちみ ちお 前さん 

が 心配す るよう に、 お 兄 様に してから が 妾に してから 

が、 自堕落に もな つてい なければ、 危険に さらされて 

も いないの だよ。 …… 」 

こう 鈴 江 はいって 来たが、 膝の 上へ 置いて いた 縫い 

かけの 袖 を、 しずかに 取り上げ ると 畳の 上へ 敷いて、 


縫い目 を 爪先で こする ようにした。 

「上等の 袷が 仕立て上がります。 明日から 着せて あげ 

ましょう。 くよくよせ ずと 向島へ でもい つて、 秋草の 

花で も 見て 来る がよ いよ。 …… でも ほんと にお 前さん 

はこの ごろ 影が 薄くな つたね え。 妾に はなん となく 心 

がかり だよ。 よくない ことで も 起こらなければ よい 

が」 

—— と、 その 時 ポッン という、 ささやかな 音が した 

かと 思う と、 今まで 燭台の 向こう側 にいた 蟋蟀が 近く 

へ 飛んで 来た。 と、 そろそろと 歩き 出した が、 黒い 羽 

根 を 燭台の 灯に 光らせて、 鈴 江の 指の 先まで 来た。 


「  」 無言で 鈴 江 は 手 をのば すと、 素早く 蟋蟀 

を 指の 先で つまんだ。 「ねえ 小 次郎ゃ これ を ご覧、 可 

愛らしい けれども 弱々 しいで はない かい。 ちょうどお 

前さん のよう だよ」 眼の 前へ 蟋蟀 を かざす ようにした 

が、 「ちょっと でも 指の 先へ 力を入れて、 ほんの 心持ち 

押えた だけで も、 弱い 虫 は 死んで しまう だろう よ。 お 

前さん も そんなよ うに 思われる ねえ。 ちょ つと でも 荒 

く あたろう ものなら、 お前さん は 死んで しまい そうだ 

よ」 二 本の 指 を ヒョィ といら つた。 「おいでお いで 安 

全な ところへ」 —— と、 蟋蟀 は ひとはね はねた が、 指 

の 間から 畳の 上へ 飛んで、 そこでよ うすで も 窺う か 


のように、 例によって 触角 を 空で ふるわせた。 

戸外で は 風の 音が する。 

風の 音 を 縫って 虫の 声が する。 

が、 部屋の 中 は 静かであった。 

畳から 取り上げた、 袷の 袖 を、 鈴 江 は 無言で 縫って 

行く。 

そういう 鈴 江と 対座 をして、 小 次 郎は腕 を 組んで い 

る。 

で、 部屋の 中 はしず かであった。 

しかし そういう 静けさ を 破って、 小 次郎の 溜息が 聞 

こえて 来た。 
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ちまた 

「巷で 働く という ことが。 …… ねえ お前さんに はい 

やにな つたんで しょうね」 

「  」 

「そうね え、 お前さんの 性質と して は、 それ も 無理で 

はない かもしれ ない」 

「  」 

「お前さん は 結局 書斎の 人 だよ。 …… 学者と してのお 

父 様の、 一面ば かリを 受けつ いだ 人 だよ。 …… でも 私 

たちのお 父 様に は、 巷に 立って 号令 をして、 世 を 動か 

そう 清めようと なさる、 そういう 一面 もお ありに なさ 

れ たの だよ。 …… でもそう いう 一面 は、 お前さんに は 


伝わって いないね え」 

「  」 

「お 兄 様と そうして 妾と へ は、 色 濃く 伝わって いるけ 

れど」 

「  」 

「でも 妾 はお 前さん にいうよ。 せめて 剣道で もお 稽古 

なさい つてね、 よそ ほかの 道場へ 通って 行って、 ぉ稽 

古 をして いただく ので はなし、 内の 道場で お 兄 様から、 

お 稽古 をして いただけば よいの だからね。 …… 以前 は 

そうで もなかった けれど、 この頃で はお 前さん は 道場 

へ も 出ず、 竹刀 を 取り上げようと もしない ではない か 


え。 どうも それで はよ くないね え。 だんだん 体 だって 

弱くな リ ましょうよ。 …… 」 

「  」 

「でも 妾 は お前さんが 好きだよ。 妾と 性質が 似て いな 

いので、 それで かえって 好きな のか も 知れない。 …… 

らいらく  ひょうきん 

お 兄 様 は あの 通りに 磊落で、 快活で 剽軽 で 大胆 だから、 

やはり 好きに は 相違ない けれども、 でも 妾に はお 兄 様 

は、 兄弟な どと いうよりも、 同志と いった ほうが ふさ 

わしい の だよ。 …… そこへ 行く とお 前さん は 反対 だよ。 

兄弟ら しい 気がする よ。 行き届いた 細かい 愛情で、 お 

兄 様 や 妾の 身の上な ど を、 いろいろに 案じて くれる の 


だからね え。 可愛い 可愛い 弟と、 妾に は 心から 思われ 

るの だよ。 …… だから もし お前さんの 身の上な どに も 

しもの ことがあろう ものなら、 妾に は どんなに 悲しい 

だろう」 

「  」 

「体 を 大切に してお くれよ。 心 をのび のびと 持って お 

くれよ」 

「  」 

「私たちの 使命が 片づ いたら、 さっそく 江戸 を 引き 

のどか 

払って、 お前さんの すきな 京都へ 帰って、 長閑な くら 

し をす る Y  ことにしましょう」 


「  」 

「京都！ ああ、 いい 所 だ わね え。 —— 平和に まどろ 

おうよう  かも  さ  ゆか リ 

んで いる 東 山、 鷹揚に 流れて いる 鴨の 川、 寂び た 由縁 

の ある たくさんの 寺々、 秋に 美しい 嵯峨の 草の 野、 春 

さと  け わ 

に 美しい 白 河の 郷、 人の 心 も 落ちつい ていて、 険しい 

所な ど どこに もない。 …… 妾 だって 京都 は 大好きな の 

だよ。 ね、 帰って 行きましょう。 そうしてお ちついた 

ほ ん 

邸に 住んで、 お前さん は 好きな ご 書物 を 読んで、 みや 

び やかな 公卿 方のお 邸へ 参って ご 講義な ど をな さるが 

よいよ。 …… 私たち 三人 をず つと 昔から、 可愛がって 

くだされた 正 親 町 様の、 清らかで 質素な お 邸な どへ ね。 


…… でも 小次郎 や、 京都へ 帰る に は、 帰って 行ける だ 

けの 功 をして 帰つ て 行かなければ ならな いの だよ。 

でな かろう ものなら 笑われる の だからね え。 そうして 

申し訳が な い の だからね え」 

「  」 

「だから 妾 はお 前さん へいう のよ。 辛抱 をお しとね。 

今の くらしに 辛抱 をお しとね。 じっとして いればよ い 

の だからね。 働かないでも よいの だからね。 働く の は 

お 兄 様と 妾と だけで、 今のところ よさそう に 思われる 

からね。 でも お前さんが 元気 を 出して、 お 兄 様 や 妾と 

一緒にな つて、 同じように 働こうと なされるなら、 お 


兄 様に も 妾に も 嬉しい の だけれ ど …… 」 

そうい つ て 鈴 江 は 小 次郎を 見た。 

と、 小 次 郎は腕 を 組んだ ままで、 さっきから 黙って 

聞いて いたが、 この 時に わかに 小次郎 として は、 意外 

なほ どに も ハツ キリと した 語気で、 こうした したと 意 

見 をい つた。 


本当の 人間と 世間 


「はい 姉上の 仰せられました ように、 結局 私と いう 人 

間 は、 書斎の 人間で ございましよう。 単なる 学究で ご 

ざいましょう。 でも 私と いたしまして は、 体が 弱くて 

元気がなくて、 巷へ 出て 行って 事 を 行なおう にも、 行 

なう ことので きない ほどに も、 柔弱の 性質で あるが た 

めに 学究と なった ので は ございません。 ええ それ はい 

うまで もな く、 兄 上 や 姉上に 比べまして は、 柔弱に は 

相違 ございませ ぬが、 しかし 身体から いいましても、 

これと 申して 病気 はない し、 また 心から 申しましても 

たいして 卑怯で もありません し、 たいして 臆病で も ご 

ざい ませぬ。 にもかかわらず 巷へ 出て 行って、 兄 上 や 


姉上と 力 を 合わせて、 事 を 行なおうと 致し ませぬ のに 

は、 理由が あるから でございます。 …… 人間嫌い だか 

ら でございますよ、 世間 嫌いだからで ございま すよ。 

でも どうして 私の ような、 このような 若い 身 そら を 

もって そのよう に 人間が 嫌いに なり、 そのよう に 世間 

が 嫌いに なった のか？ 不思議に 思われる かも 存じ ま 

せぬ。 聞いて いただく ことにい たします。 私が このよ 

うに 若 いがため に、 かえって 鋭敏に 人間 や 世間の、 本 

当が わかる からな ので ございます。 私から 見ます ると 

人間と いう もの は 徹頭徹尾 噓 ばかりに、 終始して いる 

ように 思われます。 で、 ある 人が 『こういった』 とし 


ます。 すると 私に は 思われ ますので 『ああ あの人の 本 

当の 心 は、 あの 反対 をい いたかつ たの だ』 と。 また あ 

る 人が 『こうした』 とします。 すると 私に は 思われ ま 

すので 『ああ あの人の 本当の 心 は、 あの 反対 をした かつ 

たの だ』 と。 …… 私に は 人間と いう ものが 信じられな 

いので ございます、 世間 はどう かと 申します に、 一人 

一 人の 人間な どの、 思惑な どに は 頓着 をせ ずに、 自分 

勝手に 勝手の ほうへ、 盲目的に 進んで 行きます。 です 

から 一 人の 人間な どが、 世間の 進み を 自分の 力で かえ 

てみ ような どと いたしましても、 なしとげられる もの 

では ございません。 …… どっちみ ち 私に とりまして は 


人間 も 世間 も 嫌いで ございます。 ですから 自然人 間 や 

世間の、 渦巻の 中へ 出て 行って、 事 を 行なおう などと 

は 思いません。 しかし 私 は 思って おります。 本当の 人 

間と いう もの や、 本当の 世間と いう もの は、 決して そ 

のよう な もので はない。 もっともつ とよい もの だ。 そ 

うして 私 は 思って おります、 そういう 本当の 人間 や 世 

間 は、 私たちの 周囲に は 決してな いと、 それで は どこ 

にある のでしょう？ 申し上げる ことにいた します。 

高い 所に ございます。 心の中に ございます。 決して 見 

る こと はでき ません が、 考えの 中へ は 入れる ことが で 

きます。 すると 姉上 は 仰せられましょう。 问 にたよ つ 


て 考えられる のかと、 申し上げる ことにいた します。 

古聖 賢の 書 を 読む ことによって、 本当の 人間 や 本当の 

世間 を、 感じ 見る ことができ るの だと。 …… 書斎の 人 

間にな りました の は、 こういう 意味からで ございます _ 

…… だが なんて 俺 は 馬鹿なん だ！」 

こういうと 小 次郎は 突然に 立った が、 さも 悩ましい 

とで もい うように、 両手 を 上げる と 頭 を 抱えた。 

「つまらな いこと を 申し上げました。 姉上が 無知の 人 

間 かの ように！ 私が 悟った 人間 かの ように！」 

フ ラフラと 小 次郎は 歩き 出した。 「偽りの ない とこ 

ろ を 申し上げます。 私と て 美しい 娘 を 見れば、 恋しく 


も 愛らしく も 思われます。 いえいえ もっとも つと 酷い 

こと を、 空想す る こと さえ も ございます！ 乳房 を！ 

脛 を！ 抱擁 を さえ も！」 

フ ラフラと 小 次郎は 部屋 を まわった。 

「なんだか 苦しくな りました。 戸外へ 出て 歩いて 参り 

ます」 

で、 燭台の 横 を 通って、 ク ルリと 鈴 江に 背中 を 向け 

て、 小 次 郎は襖 を 引き あけた が、 すぐに 姿 は 消えて し 

まった。 

はきもの 

と、 履物で も はくら しい、 あわただし そうな ものの 

音が、 玄関の ほうから 聞こえて 来たが、 歩いて 行く 音 


が つづ いて 聞こえ、 門の 潜り戸 を あけたら しい 音が、 

聞こえて そうして 消えて しまった 後 は、 なんの 物音 も 

聞こえ なくなった。 

「あの 子 はほんと に可哀 そうだよ」 縫い物の 手 を 止め 

たままで、 鈴 江 は 口へ 出して つぶやいた。 

「いちずに 思い詰める 性質 だ からね え。 … … よくない 

きゅう 

ことで も 起こらなければ よいが」 鈴 江の 心配 は 杞憂で 

はなかった。 

さまよ 

というの は 小 次郎が 月夜の 町 を、 代官 町まで 彷徨つ 

て 来た 時、 その 代官 町の 露路の 口から、 数人の 人影が 

現われて、 次の ような 話 をした からで ある。 その 結果 


大事 件が 起こった からで ある。 


代官 松の 乾 児た ち 

^ じ 

山県紋 也の 邸 を 出て、 雉子 町の 通リを 東南へ 下れば、 

吹 矢 町、 本物 町、 番場 町と なって、 神 田 川の 河岸へ 出 

る。 —— 今日の 地理と はだい ぶ 違う。 その 区域に 立つ 

ている 大名屋敷 といえば、 酒 井 若 狭 守、 松 平 左衛門 尉、 

青山 下野 守、 土 井能 登 守、 —— といった ような 人々 の 


じょうびけ 

屋敷 屋敷で、 その 間に 定火 消しの 番所 も あれば、 町家 

も 無数に 立 つてい る。 そこ を 行き過ぎれば 代官 町と な 

れんじ やく 

る。 —— すなわち 今日の 連 雀 町の 辺で、 町家ば かり 

が 並んで いる。 

さて 邸 を 出た 小次郎 であるが、 たっぷりと 月光に つ 

かりながら、 代官 町まで 彷徨って 来た。 と、 小 広い 露 

路 があった が、 そこから 四 人の 人影が 出た。 

「おやき やつ は友吉 ではない か」 たしかに 一人 は友吉 

であった。 

「おおそう そう、 この 露路の 奥に 代官 松の 住居が あつ 

たはず だ。 はは ァ それで は友吉 という 男 は、 あの 目 明 


しの 代官 松の 乾 児の 一 人であった のか」 小 次 郎には 胸 

かたき 

に 落ちて 来た。 「代官 松が 我々 一家 を 目の敵に して 

ずっと 以前から 付け狙って いると 聞いて いたが、 さて 

は友吉 という あの 乾 児 を、 狡猾に も 間者と して 入り込 

ませて、 家の 秘密 を 探らせた ものと みえる」 

それにしても 四 人 も 打ち 揃つ て どこ へ 何 をし に 行く 

のであろう か？ —— これが 小 次郎の 気に かかった。 

「後 をつ けて ようす を 見て やろう」  で、 小 次郎は 

後 をつ けた。 

友吉を はじめと して 四 人の 者 は 小次郎 につけられて 

いると も 知らずに、 広い 往来へ 肩 を 並べて、 話しな が 


ら 先へ 進んで 行った。 

と、 友吉の 声が 聞こえた。 「 …… ふっと 打てる よう 

な 気がした のさ、 よし ひっぱたいて 片輪に してやろう、 

こう 思って 足 を 払った つ て もの さ。 …… だが さすが は 

山 県紋也 だ、 あべこべに 俺ら を 打ち据え おった …… 左 

の 横面が 痛んで いけない」 左手 を 上げる と 横面 をお さ 

えた。 「ズ キン ズ キンと 痛みお る」 四 人 は 先へ 進んで 

行く。 

と、 一 人の 男が いった。 「苦心 をした 甲斐 はあった つ 

うしろだ て 

て もの さ。 き やつの 背後 楣 の 人間が 正 親 町 様 だ という 

ことが、 お前の 探索で わかつ たんだ からな」 


「うん」 と友吉 はうな ずくよう にした が、 「たいして 手 

間 暇 はかから なかった つて わけさ。 京都から 来る 飛脚 

の 状 箱 を、 こつ そり あける だけで よかった の だからな」 

四 人 は 先へ 進んで 行く。 と、 もう 一人の 男が いった。 

「親分、 うまく やって くれれば よいが」 

「そうさ」 とこれ は友吉 であった。 

「普通の 捕り物と は 違う の だからな」 

「こつ そり 引つ くくる か 叩つ 殺して しまえ  と いう 

のが 狙い どころ なんだ からな」 

しばらく 四 人 は 黙り込ん だが、 先へ ズン ズ ン 進んで 

行く。 深夜と いうので なかった けれども、 道の 両側の 


家々 では、 雨戸 を 引いて 静まって いた。 月光ば かりが 

道 や 屋根 を 照らして、 霜の ような 色 を 見せて いる。 

と、 もう 一人の 男が いった。 「だが 佐久間 町の 屋敷 

に は、 何者が 籠って いるの だろう な」 

「さあ そいつ はわから ない。 親分が 何ともい わな いん 

だからな」 こういつ たの は友吉 であった。 

「俺ら の 役目 は 楽な もの さ。 あの 屋敷 を 厳重に 見守つ 

ている。 そうして 人数が 出る よう だったら、 急いで 

走って 行って 親分に 知らせる —— という だけの ことな 

ん だからな」 

「それじゃ 何 かい、 あの 屋敷に は 大勢の 侍で もい るの 


かい」 四 人の 中の 一 人であった。 

「親分が 何ともい わなかった から 俺ら に はどうな のか 

わかり ゃァ しないよ。 …… でも 親分 はこん な こと は 

いった。 幾人 かの 大名 や 旗本 衆が、 あの 屋敷の 老人 を 

助けてい ると な」 

「老人？」 と 一 人が 怪訝そう に、 「老人なん かがいる の 

かい？」 

「死んだ 老人 だとい うこと だ。 去年 伊豆の 三 宅 島で な。 

…… 痛い な あ、 ズ キズキ すら あ」 また 友吉は 横面 をお 

さえた。 

「大きな 鯨 だと もい われて いたつ け」 


「死んだ 年寄りの 鯨な のかい？」 

「じ ゃァ 人間 じゃァ ない の だな」 二人の 男が 笑いな が 

ら 訊いた。 

と、 友吉も 笑い 声を立て たが、 「老人で、 鯨で、 大学 

者 だそう だ。 そうして 北条 のお 殿様に とって は、 恐ろ 

しい 敵 だとい うこと だ」 

空 屋敷 焼き討ち 


さ こんの しょうげん 

「北条 の 殿様の 敵 だと すれば、 左 近将監 様に も 敵に 

あたる わけ だな」 誰と も 知れずに 一人が いった。 「お 

一 一人 はグル だとい うこと だからな」 

と 「オイ」 という 声が した。 友吉は 急いでた しなめ 

たので ある。 「ご 老中 様のお 名前なん か を、 大きな 声 

でい う もの じゃァ ない よ …… だが お前の いった 通り、 

糸 をた ぐると そういう ことになるな あ」 

「左 近 将監様 や 北条の 殿様の、 敵に あたる というから 

に は、 自然 代官 松の 親分に も、 敵に あたる という こと 

になるな」 —— 誰と も 知れず もう 一 人が いった。 「親 

分 は北条 のお 殿様から、 内々 眼 を かけられて いるの だ 


からな あ」 

「という ことであって みれば、 大学 者で 鯨で 死んだ 老 

人と いうの は、 京師 方の 奴に 相違ない な あ」 誰と も 知 

れず また 一人が いった。 「将監 様に しても 美 作 様に し 

て も、 幕府の ご権臣 やお 歴々 で 京師 方の 公卿 衆の 妄 

動って やつ を、 敵と して 憎んで いられる の だからな あ」 

「そうだよ」 と友吉 はうな ずいて みせた。 「大学 者で 

鯨で 死んだ 老人と いうの が、 京師 方の 人間 だとい うこ 

とだけ は 親分の 口ぶりで 確から しいよ。 ところで その 

老人 は 老人と して、 左 近 将監様 や 北 条美作 様 を、 幕府 

方の 元兇と して 敵と している し、 また 将監様 や 美 作 様 


は、 その 老人 を 京師 方に おける、 ちからの ある 陰謀の 

大 立て 者と して、 敵と して 憎んで いられる らしい の だ 

よ」 

いっか 友吉を はじめと して、 四 人の 乾 児た ち は 往来 

を 行きつ くして、 神 田 川に かけて ある 橋の 上へ その 姿 

を 現わした。 

橋の 欄干が 月の 光に 濡れて、 これ も 霜で も 下りた か 

のように 見える。 おだやかに、 流れて いる 川の 水の 上 

にも、 霜の ように 月の 光が 降り そそいで いて、 水明り 

を ボッと 立てて いる。 対岸に は 水 谷 町 だの 鞘 町 だのの、 

ゴ チヤ ゴ チヤと した 小さい 家ば かり を 持った、 町家 町 


が 黒々 と 横たわって いたが、 屋根 を 抜いて 高い 火の見 

櫓が、 星 を 頂きに 飾りながら、 四方 を 見 まわして 立つ 

ている のが、 夜空に 風情 を 添えて 見せた。 鞘 町の 向 こ 

うが 佐久間 町な ので ある。 

「そこで 水 戸 様 石 置き場の、 空 屋敷へ 親分と 俺た ちの 

仲間が、 今夜 乱入しょう とする ので、 大学 者で 鯨で 死 

んだ 老人って 奴が、 人数 を 出そうと いうの だな」 

「とすると 紋也 とその 老人と は、 一味 徒党と いう わけ 

だな」 

「そり ゃァ 一 味 徒党 だと も。 でなかったら 紋也を 助け 

ようとして、 人数 を 出す 気づかい はない からな あ」 


r 紋也も 京師 方の 人間なら、 老人 も 京師 方の 人間な の 

だからな あ」 

橋 を 向こう側へ 渡リ 越した 時に、 こう 三人の 仲間が 

いって、 友吉の ほうへ 顔 を 向けた。 

と、 友吉 はどうし たもの か、 そうで はない というが 

ように、 首 を 二、 三度 左と 右へ 振った が、 

「どうも 親分の 口ぶりから みると、 そうで はない よう 

に 思われる のさ。 一 一人ながら 京師 方の 人間で は あるが、 

働き はなん となく 別ッ こらしい そうだ」 

「連絡って もの もない のかな」 

「うむ、 どうもそう らしい」 


「では なぜ 人数 を 出す のだろう？」 

「部下が 入り込んで いるから だそう だ」 

「ほう、 どんな 部下なん だろう？」 

「 一 人 は 綺麗な 女 煙術師 で、 一 人 は 相棒の 小男 だそう 

だ」 

「綺麗な 女 煙術師 が、 水 戸 様 石 置き場の 空 屋敷へ、 出 

入り をして いると 知っていたら、 俺ら それ こそ 張りに 

行った もの を」 

「どう だ これから 出かけて 行って は」 

「焼き討ち にされ るの は まっぴら だよ」 ここで 四 人 は 

一 緒に 笑った。 


水 谷 町まで 四 人 はやって 来たが、 やがて 鞘 町へ 抜け 

ようとした。 

「届けて 捕り物 をす るので はなし、 焼き討ち なんかし 

て もい いものだろう かな」 ふと 一人が 不安そう にいつ 

た。 

「うん、 そいつ は 大丈夫 だよ」 友吉は その 一人へ 顔 を 

向けた が、 「北条 の 殿様へ 親分の ほうから、 申し上げて 

あると いう こと だ」 

「焼き討ち を 今夜と 定めた の は、 どういうと ころから 

来て いるの だろう？」 

「それ だってなんでも あり ゃァ しない」 いいながら 友 


吉は 四方 を 見た が、 「おい、 そろそろ 佐 久間町 だぜ」 

そこ は 佐久間 町の  一 丁目であった。 


注進に 走る 小次郎 


友吉を はじめと して 四 人の 者 はこうして 佐久間 町の 

一丁目まで 来たが、 不思議な 老人の 籠もって いると い 

う、 佐 久間町 二  丁目の 屋敷へまで は、 少しく 距離が あつ 

たので なお もヒ ソヒソ 話しながら、 ひそ やかに 先へ 進 


んで 行った。 

月が 四 人 を 照らして いる。 四 人の 影が 地へ 曳 いて 見 

える。 せわし そうに 二、 三人の 往来の 人が、 四 人と す 

れ 違って 歩いて 行った が、 その後 は 一 時人 通りが 絶え 

た。 ここ は 片側の 町で ある。 一方の 側に は 町家が 並ん 

で、 家々 は 屋根 を 月光に さらして、 灰白色に ぼかして 

いたが 反対の 側に は 川が あって、 水が 音 も 立てずに 流 

れ ていた。 すなわち 神 田 川の 流れで ある。 四 人 は 先へ 

と 進んで 行く。 

「なにの、 それ はこうい うわけ だ」 友吉は 含んだ 笑い 

声で、 一度に 三人へ 聞かせる ようにい つた。 「第一に 


紋 也の 後ろ 楣が、 正 親 町 様 だと わかった ので、 それで 

遠慮 も 会釈 もない やつ つける ことに 定めた のさ。 第二 

紋 也が 今日と いう 今日 俺ら を ひどい 目に会わせ たので、 

かたき 

親分が 俺ら を 気の毒が つて、 敵 を 取って やろうと い 

うので、 それで やっつける ことに 定めた つても のさ。 

ああそう だよ、 今夜 やっつける ことにな」 得意そう に 

肩 を そび やかす ようにし たが、 「親分 は 人情が 厚い か 

らな あ」 

「全く 親切で 人情に 厚い や」 三人の 中の 一人が いった。 

「その 親分 だが やりそこなわなければ よいが。 全体 幾 

人で 出かけたん だろう？」 


「四十 人 近くの 人数 だとよ」 友吉の 声に 不安 はな かつ 

た。 「兄弟分の 橋 場の 大将と、 河岸の 親分と がよ ろし 

いという ので、 一緒に 行って くれた そうだ」 

「なるほど」 と 三人の 中の 一人が いった。 「人数に 不 

足 はなさ そうだな。 …… ところで 火の手 は 上がらない 

かな」 で、 空 を 仰ぐ ように 見た。 

「そうさ、 そろそろ 上がる かもしれ ない。 …… 少し 急 

い で 行く としょう」 

こうして 四 人 は 足 を 早めた が、 まもなく 佐久間 町の 

二 丁目の、 土塀の いかめしい、 植え込みの 繁 つた、 大 

門の 厳重な 屋根の 前へ 揃って 姿 を 現わした。 


「おいこの 屋敷 だ」 

「さて どうす る」 

「四方へ 散って 見張る ことにしよう」 

「よかろう」 

という 声が した かと 思う と、 友吉を はじめと して 四 

人の 男の 姿が 消えて 見え なくなった。 露路ゃ 裏手 や 物 

の 蔭な どへ、 素早く 姿 を かくした のであろう。 で、 ひ 

としき リ 静かと なって、 人の 姿 は 見え なくなった。 が、 

一 つの 人影 はあった。 

「これ はこうして はいられない。 代官 松の 連中が、 水 

戸 様 石 置き場の 空 屋敷 を 襲って、 兄 上に 危害 を 加えよ 


うとして いる。 急いで 走って 行って お知らせし なけれ 

ばなら ない」 

その 人影 こそ は 他で もない、 友吉を はじめと して 四 

人の 男 を、 代官 町の 露路 から、 ここまで 後 をつ けて 来 

て、 四 人の 話 を 断片的に では あつたが、 耳に した 山 県 

小次郎 であった。 

「何が 幸いになる かしれ ない。 家 を 出て 彷徨って いた 

ばかりに、 兄 上の 一 大事 を 知る ことができた—  

焼き討ち！ 恐ろしい 話—  お知らせしょう！ 

近道 は ど つ ち だ—  ああ 間にあって くれれば よい 

が—  だが 老人と は 何者であろう？ いや そんな 


こと はどうで もよ い—  この 屋敷 は？ どうで も 

よい—  北条美 作が 承知 だとい う！ あぶない あ 

ぶない、 いよいよ あぶない！ 女 煙 術師？ その 相 

棒？ そんな 人間 はどうで …… もよ い！ 危険 だ 危険 

だ 兄 上が 危険 だ！」 考えが グルグ ル渦を 巻く。 

が、 取る 道 は 一 つし かなかった。 焼き討ちの はじま 

らな いその 以前に、 水 戸 様 石 置き場の 空 屋敷へ 行って、 

危険の 迫つ ている という こと を 兄に 知らせる ょリ ほか 

にはなかった。 

で、 小 次郎は 腰の 大小 を 束に 両手で 握りし める と、 

佐久間 町の 通り を 両国の ほうへ、 疾風の ように 走り出 


したが、 この ころ 覆面 をした 忍び 姿の、 二人の りっぱ 

な 侍が、 佐 久間町 二 丁目の 方角 をめ ざして 話しながら 

しとしとと 歩いて 来た。 

兵馬の 眼 

両国 橋 を 日本 橋の ほうへ 渡って、 さらに 神 田 川 を 下 

谷の ほうへ 渡れば、 平 左衛門 町の 通りと なって、 それ 

を 西の ほうへ たどって 行けば、 自然と 佐久間 町の 通り 


へ 出る。 

月の 光 を 故意と 避けて、 大小の 鐺 ばかり を 薄白く 

ぼかして、 北条美 作と 桃ノ井 兵馬と が、 今悠々 と 歩い 

て 行く。 

と、 美 作 は 振り返つ たが、 「まだ 火の手 は 上がらない 

と 見える」 

すると 兵馬 も 振り返って 見た が、 「まもなく 上がる 

で) ，- ざ リ ましょう」 

—— で、 二人 は 歩いて 行く。 道の 片側の 家々 は、 窓 

も 雨戸 も 閉ざして いた。 家の 影が 往来に 落ちて いて、 

そこ だけ は 黒々 と 闇で あつ たが、 闇から はずれた 往来 


の 上に は、 月の 光が 敷き 充 ちていて、 霜で も 置いた よ 

うに 白々 と 見えた。 

美 作と 兵馬と は 闇 を 縫って 進む。 人目 を 恐れて いる 

からら しい。 

「松吉 から 知らせの あった 時には、 俺 もちよつ と 不安 

に 思った が、 行って 見て すっかり 安心した よ」 美 作の 

声 は 愉快そう であ つ た。 

「水 戸 様 石 置き場の 空 屋敷 も、 松吉の 一 味に ああ 囲ま 

れ まして は、 山 県 紋也を はじめと して、 集まって いる 

男女の ャクザ 者た ち は、 一 人と して 囲み を 突破して、 

逃げ出す こと はでき ますまい」 


話しながら 先へ 進んで 行く。 どうやら 二人の 話から 

推せば、 今夜 水 戸 様 石 置き場の 空 屋敷 を 焼き討ち にか 

けようと いう、 そういう 知らせ を 代官 松の 手から、 北 

条美作 方へ もたらされ たので、 そこで 美 作 は 兵馬 を 連 

れて 焼き討ちが 成功 をす るか、 ないし は 失敗に 終わり 

はしまい かと 不安に 思って 空 屋敷へまで 行って、 よう 

す を 見ての 帰りら しい。 

二人 は 先へ 進んで 行く。 どこへ 二人 は 行く ので あろ 

うか？ 安心して 本 郷の美 作の 屋敷へ、 引つ 返して 行 

く 途中な のであろう か？ いやいやそう ではな さそう 

であった。 こう 美 作が いい 出した ので あるから。 


r 紋 也の ほう は あれで 片付く。 松 吉が仕 止めて しまう 

であろう。 …… 心に かかる は あの 老人 を 助けてい る 連 

中 ども だ」 

「は、 さようで ござります」 

「人数 を 出さな いと も 限らな い からな」 

「は、 さようで ござります」 

「厳重に 見張り をす る ことにしよう」 

「厳重に 見張る ことにい たします る」 

果然 二人の 行く先 はわかった。 例の 佐久間 町の 二 丁 

目の、 不思議な 老人の 籠って いる 屋敷へ、 見張り をす 

るが ために 行く のであった。 しばらく 二人 は 沈黙 をつ 


づけて、 先へ 先へ と 歩いて 行く。 と、 桃ノ井 兵馬で あ 

るが、 闇から 月光の 中へ 出た。 覆面 をつ けて いるが た 

めに、 ハツ キリと は 顔 はわから なかった が、 一方の 眼 

を 白い 布で、 グル ダルと 包帯して いるの が、 黒い 頭巾 

の 間から 洩れて、 気味 悪く 月光に 照らされて 見えた。 

「眼 はどう だな？ まだ 痛む か？」 

「はい」 というと 桃ノ井 兵馬 は、 無意識の ように 片手 

を 上げて、 その 包帯 をした 片眼 をお さえた。 「痛み は 

なお 

癒リ まして， >  J ざり ますが  」 

「視力の ほう は 恢復し ないか」 

「失明いた しまして ござります」 


「気の毒 だな。 気の毒に 思う」 すると 兵馬 は 腰 を かが 

めた が、 「怨みが 三重と なりました」 

「  」 美 作に は 意味が わからなかった らしい。 

無言で 闇から 兵馬の ほう をす かした。 

「怨みが 三重に なりました」 兵馬の 声 は 顫えて いる。 

「主義の 敵に 親 同士の 怨みに、 失明され ました 私自身 

の 怨みに …… 」 

「いかさま」 —— とそれ を 聞く と 北 条美作 は、 納得し 

たように 肩 を 揺すった が、 「復謦 の 念 も 強まった であ 

ろう」 

「いうまでもない 議 に ござります」 ますます 桃 ノ井兵 


馬の 声 は、 憤りと 怨みと に 顫え を 帯びて 来た。 「大武 

の 遺児の 兄弟 三人、 紋 也と 小 次 郎と鈴 江 を 嬲り 殺しに 

いたさない ことに は、 胸の 中が 晴れませんで ござり ま 

す」 

兵馬 はまた もや 片眼 をお さえた。 いつぞや 泉嘉 門の 

屋敷で、 山県紋 也と 切り結ん でいた 際に、 突然に 紋也 

の 妹の 鈴 江の、 吹き 針の 鋭い 針に 射られて、 潰されて 

しまった 片眼な のであった。 二人 は 先へ 進んで 行く。 

と、 美 作が 声 を ひそめて いった。 「そちの 女房の 君 江 

とかいう 女子が、 発狂した と は 本当の ことかな？」 


君 江と お 条の噂 

「そちの 女房の 君 江と かいう 女子が、 発狂した と は 本 

当の ことなの かな？」 こう 美 作に 訊ねられて、 兵馬 は 

明るい 月の 光の 中で、 苦い ような 寂しそう な 笑い 方 を 

した。 

「発狂と いうと ころへまで はまい り ませぬ が、 時々 精 

神 を 昂奮 させましたり、 常規を 逸した 行動に 出たり、 

言葉 に 出る こと は ござります」 


「お前が あまりに 虐めた からであろう」 こういい いい 

北 条美作 は、 月の 光の みちて いて 明るい、 往来の 中央 

へ 歩み 出して、 兵馬と 肩 を 並べる ようにした。 

「あまり 女房な ど は 虐めない がよ ぃぞ」 たしなめ るよ 

うな 声であった。 

が 兵馬に は 美 作の 言葉が 、 いくらか 気に入らな いよ 

うすで あ つ た。 

「いえいえ 決して 理由 もない のに、 女房な ど を 虐め は 

致し ませぬ。 ご 前にお かれても ご 必要の はずの 例の 重 

大な 秘密の 書類 を、 女房の 手より 奪い取ろう ものと、 

ちょ うち やく 

あるいは 押し 強く 尋ねましたり、 時には 打 擲 いたし 


ましたり、 嚇 したりい たします ので ございます」 

「いや そのこと ならば わかって いるよ。 再々 お前が 話 

して くれた からな」 美 作 は 今度 はな だめる ようにい つ 

たが、 「しかし はたして お前の 女房が、 重大な 秘密の 書 

類な ど を、 隠して 所持 をして いるだろう かな。 …… お 

前 は 確か だと はいって はいるが」 少し 怪しい というよ 

うに、 美 作 は 小首 を 傾けて 見せた。 

「間違いな く 確かに ござります」 こういうと 兵馬 は自 

信が ありそうに、 月の 光で ほの 白く 見える 右の 肩 を 心 

持ち そび やかす ようにし たが、 「竹 内 式部の 高弟と し 

まして、 信用の 誰よりも 厚く ありました 者が、 私の 女 


房の 父親に あたる 吉田 武左衛 門に ござります。 で 式部 

は 罪 を 受けます 以前に、 重大な 秘密の 書類の いっさい 

を、 その 武左衛 門に 預けました はずで。 …… さようで 

なければ なんで 私が、 姓名 を 騙り 身分 を 偽り、 佐幕 思 

想と は 反対の 勤王 思想家と 偽って まで、 武左衛 門の 家 

に 近寄りまして、 入り婿な どに なりましょう ぞ」 兵馬 

は いささか 得意そう であった。 一 一人 は 先へ 進んで 行く。 

右手に 流れて いる 神 田 川の 水が、 にわかに 微光 を 

失った の は、 月が 雲の 中 を 通った からであろう。 が、 

ふたたび 微光 を 放って、 東へ 東へ と 流れ出した。 月が 

雲から 現われた ので ある。 


「兵馬！」 と美 作が 声をかけた。 

「そちの 素性と そちの 本名と を、 女房 はい まだに 感づ 

力な レの 力な」 

「感づき ませぬ ように 存 せられます」 兵馬の 声 は 笑止 

らしく、 「佐幕 方の 浪人 武士の、 南 条竹之 助と 思い込み 

まして、 おります ように ござります」 

「素性と 本名と が 知れた 暁に は そちの 女房 はどうす る 

であろうな？」 

「本物の 狂人に なりましょう」 

「狂人に な つ て は可哀 そうだの」 

「敵方の 女に ござります」 


「気が狂っても 構わぬ というの か」 

「 敵方 の 女に ござります」 

「が、 連れ添う 女房で はない か」 

「女房な ど はさて おきまして、 たとえ 実子で ありま 

しょうと も  」 

「悪人 だの！ 極悪人 だの」 

「しかし ご 前と 比べまして は—  」 

「俺 か、 俺 はな、 善人 だよ」 

「は」 と 兵馬 胆を つぶした ように、 美 作の 顔 をす かす 

ように 見た が、 「ご 前が 善人に ございま すかな」 

「いや 善人と も 善人と も」 美 作と して は 不似合い なほ 


どに も、 明るい 道化た 口調で いったが、 

「なんなら 証拠 を あげても よい」 

「承りたい ものに ござります」 

「懐中物 を 女の 掏摸め に、 すられた ほどのう つけ 者 だ 

よ、 善人と いっても よいで はない か。 …… しかも 大切 

な 懐中物だった」 

「巻き 奉書の， J と で ござります か」 

「うむ、 両国の 広小路で すられた」 

「すりました はお 条 という 女 掏摸との ことで」 

「うむ、 松吉が 話して くれたよ」 

「女 煙 術 K いで もあります そうで」 


「うむ、 松吉が 話して くれたよ」 

「例の 老人の 一 味の 由で」 

「それ も 松吉が 話して くれたよ」 

「が、 ご 前に はお 条と 申す 女の、 誠の 素性に つき まし 

て は、 ご存知な いように 存 ぜられ ますが」 兵馬 は それ 

を 知っている ようであった。 


お 条の体 を 


自分 は それ を 知ってい ると、 そういつ たような 自信 

の ある 語調で、 

「が、 ご 前に はお 条と 申す 女の、 誠の 素性に つき まし 

て は、 ご存知な いように 存 せられ ますが」 と、 兵馬が 

美 作に いったのに 答えて、 

「京師 方の 女に 相違ない と、 松吉が 話して くれたに 

よって、 それだけ は 俺 も 知って はいるが、 その他の こ 

と は 何も 知らぬ よ。 松吉 にも 詮索が 届いて いないら し 

い」 こういって 美 作 は 兵馬の ほう を 見た。 「お前 は 素 

性 を 知っている のかな？」 

すると 兵馬 は 覆面した 顔 を、 上下へ 二、 三度 上げ 下 


げして 「さよう」 という 意味 を 現わした が、 「私に とり 

まして はお 条 という 女 は、 山 県 兄弟と 同じように、 主 

義の 敵で も ありま すれば、 父 以来の 敵に も ござります、 

いやいや それば かりで は ござり ませぬ。 お 互い 同士に 

敵で もあります。 あの 女 は あの 女と 致しまして、 この 

私に 対しまして、 敵対 行動 をと つてお ります」 

「女の 身 そらで 大胆な 奴 だの」 美 作 は 意外に 感じたら 

しい。 「いつ どのような 手段 を もって、 あの 女 は そち 

に 敵対した のか？」 

興味深 そうに 美 作 は 訊いた。 と 兵馬 は 苦々 しそうに、 

左右の 肩 を そび やかした が、 


「ご 前に はじめて 本郷の 通りで、 お 目通り 致しました 

あの 夜の ことで、 ぉ条は 手下の 芸人 ゴロ を 数人 私に け 

しかけまして、 討って 取ろうと いたしました」 

「はは あそう か、 あの 夜で あつたか。 …… ぉ条の 素性 

は 何 か？」 

「さあ」 といった が 桃ノ井 兵馬 は、 奇妙に もお 条の素 

性 を、 美 作に 語る の を はばかる ようであった。 

「ご 前」 と 兵馬 は 笑い声で いった。 

「あの 女の ことにつ きまして は、 一切合財 を この 私め 

に、 おまかせ くださる ようお 願い 致したい もので」 

「はてな」 —— とそれ を 訊く と 北 条美作 は、 解せない 


というよ うに 首 を 振った が、 「まかせる というの は 何 

を まかせる のか？」 「主として 体軀に ござります」  

いよいよ 兵馬 は 笑い声で いう。 

「あの 女 は 美し ゆう ございま すので」 

「ほほう」 と美 作に はわかった ようであった。 「そち 

は あの 女 を 好いて いると 見える」 

「いえ 私 は 憎んで おります」 兵馬 は 美 作 を さえぎる よ 

うにした が、 「とはいえ あの 女が 美人で あると、 そうい 

う 点に つきましては、 なんの 異存 も ござり ませぬ」 

「さよう か。  しかし、  どうしょう というの 

か？」 


「あの 女 を 私 ひつ 捕えまして、 その美し さ を 味わい ま 

す。 と、 そのこと は 私に とりまして は 二重の 得と なり 

ましょう。 …… 一 つ は復謦 となります るし、 一 っは享 

楽になります ので」 

「凄い の」 と美 作 は 驚いた ようにい つたが、 「その 凄 さ 

が 俺に は 好きだよ。 よしよ しお 条 という あの 女の こと 

は、 いっさい その ほうに まかせる ことにしよう。 素性 

も 聞かない ことにしよう。 …… それにしても 火の手 は 

まだ 上がらぬ かな」 

ふと 立ち止ま つ て 北 条美作 は 両国の 方面と 思われる 

ほうへ、 覆面 頭巾の 顔 を 向けた。 空に は 真珠色の 月の 


まう.， ま-つ. 

光が、 海原の 潮 を 想わせる ように、 茫々 として 満ちて 

いる。 込み入った 都会の 建物 は、 あるいは 高く あるい 

は 低く、 あるいは 尖り あるいは 扁平に、 その 空の 下 か 

ははき ぎ 

ら ささえて いる。 巨大な 箒 木の それの ように、 建物の 

屋根 をぬ きんで て、 空 を 摩して いる 形が あつたが、 

やげん ぼり 

薬研 堀 不動の 森の 木であった。 その 森の 木から 北東の 

一帯に、 両国の 盛り場 は あるので あつたが、 水 戸 様 石 

置き場の 空 屋敷 も、 そこの 付近に なくて はならない。 

で、 もし 石 置き場の 空 屋敷が、 焼き討ちに かかった と 

したならば、 その 辺の 空が いったいに、 深紅に 染めら 

れ なければ ならなかった。 まだ 焼き討ち は 行なわれな 


いのであろう。 その 辺の 空 は 月の 光で 同じ 真珠色に ぼ 

かされて いた。 

ふと 止めた 足 を また 運んで、 北条美 作が 歩き 出した 

ので、 これ も 同じように 足 を 止めて いた 桃ノ井 兵馬 も 

歩き 出した。 肩 を 並べて 先へ 進む。 

「ぉ条 という 女の 一身に ついては、 いっさい をお 前へ 

まかせる ことにす るが、 あの 女に すられた 巻き 奉書 だ 

け は、 どうと もして こちらへ 取リ 返さなければ ならぬ」 

こういった 美 作の 声の 中には、 断乎と した 決心が こ 

もっていた。 

「取り返す ことに は 致します るが、 その 巻き 奉書に は 


しる 

どのような - ,1 とが、 記されて あるの で ござりましょう 

か？」 ぜひに 聞きたい というよ うに、 兵馬 は 好奇心と 

熱心と で 訊ねて、 美 作の 顔 をす かして 見た。 

巻き 奉書と 秘密 文書 

巻き 奉書の 内容 は 何 か？ —— なるほど これ は 兵馬 

にと つて は、 聞いて 知りたい ことであろう。 で、 兵馬 

あいまい 

は 訊いた ので あつたが、 美 作の 答え は 曖昧であった。 


「もちろん 俺 は 知ってい るよ。 京都 所 司 代の 番士の 一 

人の、 矢柄 源 兵衛が 京都 表から、 わざわざ 俺に 持って 

来たの だからな。 ただし 本来 は 巻き 奉書 は、 矢柄 源 兵 

衛の 手に よって、 俺の 所へ 持ち 来たされる 文書で は 決 

してなかった の だ。 京師の 徳大寺 大納言から、 例の 屋 

敷の 老人の もとへ 送られて 来たと ころの 文書な の だ。 

くげ ざむ らい 

使者 は 徳大寺 家の 公卿 侍の 青地 清左衛 門と いう 武士で 

あった そうな。 その 清 左 衛門を 矢柄 源兵衛 めが、 箱 根 

の 山の 中で 討ち取って、 奪って 俺の 所へ 持って来 たも 

の だ。 …… さあ 中身 だが 何とい おうかな。 俺 は 熟読し 

たので あるから 中身の 有りよう は 存じて はいるが、 ち 


とお 前へ はいいに くい。 …… しかし こういう こと だけ 

はいえ る。 —— お前が 奪おうと 心掛けて いるお 前の 女 

房の 持って いると ころの 秘密 文書の 内容に は 『金子の 

あり 場所』 が 記されて あるし、 巻き 奉書の 中身に は 『人 

間の 数』 が 記されて あると な。 いやいや それ 以上に 大 

切な ものが、 血に よって 記されて あるの だよ。 よい か、 

血汐 で！ それ も 無数に！ どうも これ 以上 はい われ 

ない よ。 …… が、 もう 一言こう いう こと はいえ る。 お 

前の 女房の 隠して 持って いる 秘密の 文書 を 手に入れた 

上に、 巻き 奉書 を 手に入れたならば、 あの 老人 を はじ 

めと して、 京師 方の 『一味』 と 『動力』 と を 根 こそぎ 


刈り取って しまう ことができ ると。 …… もうこれ 以上 

に 話す こと はでき ない」 

こういう と美 作 は 口 をつ ぐんで、 正面 を 睨んだ まま 

で 歩きつ づけた。 

この美 作の 説明 は、 兵馬に とって は 不足で も あれば、 

また 不満で もあった けれども、 いわない といつ たん 

いった からに は、 金輪際 口 を 開こうと はしない、 剛情 

我慢で 英雄的の 美 作の 性質 を 熟知して いるので、 強い 

て 訊ねようと はしなかった。 とはいえ 口の 中で はつぶ 

やいた ので ある。 

「君 江が 隠して 保存して いる、 秘密の 文書の 中身に は 


『金子の あり 場所』 が 示して あると いう。 『金子の ぁリ 

場所？』 『金子の ぁリ 場所？』 だが いったいなん のこと 

であろう？ 俺 はそんな こと は 知らなかった。 あの 老 

人が 罪 を 受ける 前に、 秘密の 文書 を 取り揃えて、 君 江 

の 父親の 武左衛 門の 手へ、 ひそかに 預けた という こと 

ばかり を、 探って 知った ばかりな の だ。 秘密の 文書の 

内容が、 なんで あるか は 知らなかった の だ。 …… 金子 

のぁリ 場所が 示して あると いう。 さて はそう いう 文書 

なのかな。 …… ではい よいよ 君 江 をせ めて、 秘密の 文 

書 を 手に入れなければ ならない！ もう 一息 だ！ も 

う 一 息 だ！ もう 一 息 君 江 を さいなんだならば、 君 江 


の ほうから 苦しくな つて、 進んで 持ち出して 来る だろ 

う。 …… 巻き 奉書の 中身に は、 人の 数が 示して あると 

いう。 なんの こと だか わからない。 血に よって 記され 

て あると いう。 しかも 血汐 で！ しかも 無数に！ な 

ん のこと だか わからない。 …… が、 どっち みちこの 巻 

き 奉書 も、 どうで も 手中に 入れなければ ならない。 … 

…ぉ条 がすって 奪った という。 今でもお 条が 持って い 

るか しら？ それとも 例の 老人の 手へ、 すでに 渡して 

しま つた かしら 9  水 戸 様 石 置き場の 空 屋敷 へ 、 

ぉ条は 今夜 も 行って いる はず だ。 松吉 がう まく 捕えて 

くれれば よいが」 


考えながら 桃ノ井 兵馬 は、 北条美 作と 肩 を 並べて、 

先へ と 足 を 運んで 行く。 

まれ 

人の 往来が 稀で、 ここの 通り は 静かで ある。 依然と 

して 左側に 流れて いる 神 田 川の 水の面に は、 月の 光が 

降り そそがれて いるし、 右側に 並んで 軒 を 揃えて いる 

町家の 門口 は 月の 光に そむいて、 暗く 寂しく 静 もって 

いる。 川と 家並みと に はさまれて、 長く のびて いる 往 

来の 面に は、 月の 光が 蒼白く 注がれ、 そこへ 家の 影が 

筋 を 引いて、 明るさと 暗 さとの ハツ キリした 縞 を これ 

も 依然と してつけ ていた。 

そこ を 二人 は 進む のであった。 


「泉嘉 門の 近況 はどう か？」 こう 美 作が 声をかけ たの 

は、 しばらく 歩いた 後の ことであった。 

「今日 もようす を 見よう ものと、 嘉 門の 屋敷へ 参り ま 

したと ころ、 嘉門は 不在で ござりました。 が、 娘が お 

りました ので ：：： 」 こういって 来て 桃ノ井 兵馬 は、 

荒淫ら しい 笑い声 を 洩らした。 


火の手 あがる 


桃ノ井 兵馬の 荒淫ら しい、 笑い声 を 聞く と 北 条美作 

は、 さすがに 不快に なったら しく、 手に 持って いた 扇 

の 先で、 刀の 柄 を 烈しく 打った。 と、 カツ カツと 音が 

して、 すぐに 白い物が 胸の 前で 躍った。 カツ カツと 柄 

を 打った 拍子に、 扇が 開いて 白い 地 紙が、 月の 光 を は 

ねたから である。 

「嘉 門が 不在で 娘が いたと か？ その 娘 をお 前 はどう 

かした のか？」 —— すると、 兵馬 はまた 笑った が、 

「お 菊と 申す 嘉 門の 娘 は、 高貴の 姫君に も 劣らない ほ 

どに も、 美しくて 上品に ござります。 で、 …… 」 とい 

うとまた 笑った が、 心 ありそうに 黙って しまった。 


その 心 ありそうな 兵馬の 沈黙が、 いよいよ 美 作を不 

快に したら しく、 

「嘉 門の 娘のお 菊と いう 女子の、 美しくて 上品 だとい 

うこと について は、 枠の 左 内から 聞き及んで いるよ。 

であれば こそ 枠の 左 内め が 妻に しょうな どと 悩んで い 

るの だ」 

「娘お 菊の 心持ち も、 いまだに ご 子息 左 内 様から、 離 

れられ ないように 見受けられました」 —— それが 俺に 

は 面白くな いの だ —— といい たげ の 口吻が、 兵馬の 言 

葉の 節に あった。 それが また 北条美 作に は、 不快な も 

のに 響いたら しい。 


「だからお 前へ いいつけ たので はない か。 左 内と お 菊 

との 仲 を 裂いて、 双方 をして あきらめさせる ようにと」 

「はい さようで ござります とも」  どうしたの かこ 

こで 桃ノ井 兵馬 は、 残忍な 笑い声 を ひとしきり 立てた 

が、 「で、 私 は 本日 も 参って、 嘉 門の 留守 をう かがい ま 

して、 ズ カズ 力 家の 中にはい つて 行きまして、 娘お 菊 

の柔 かい 腕 を …… 」 

「莫迦 者！」 と 突然 それ を 聞く と、 美 作 は 怒声 を 筒 抜 

かせた。 「辱 しめたの か！ なぜ そのような こと をし 

たか！」 

しかし 兵馬 は 驚かなかった。 


「私が 穢 したと お聞きに なりましたら、 いかほど 左 内 

様が ご 執心で も、 おあきらめな さろうと 存じ ましてな」 

「うむ」 

「しかるに」 

「何？」 

「失敗で」 

「失敗？ ふうむ、 何 ゆえであった か？」 

「相手が あま リ にも 清浄で、 神々 しい ほど 初心で あり 

ましたので、 おのずから ひけまして ござります」 

「ほほう そんなに もよ い 娘 か」 こういう と美 作 は 打ち 

案じる がよう に、 にわかに 首 を 足 もとへ 向けた。 黙々 


として 歩いて 行く。 と、 不意に 美 作 はいった。 「嘉門 

も だ 

は 悶えて いるであろう な？」 

「酒び たりと なって、 不平不満 をい いつ づけて、 悶え 

ている そうに ござります。 …… 今日 も 朝から 酔い しれ 

まして、 フ ラフラと なんの あてもなく、 外出し ました 

そうに ござります。 暁 方に 帰宅 をいた しましたり、 二 

日 も 三日 も 家 を 外に、 泊まって まいる こと もあります 

そうで」 

しかし 兵馬 はこうい つて 来て、 急に 口 をつ ぐんで し 

まった。 というの は 肝腎の 北条美 作が、 兵馬の 言葉 を 

聞こうと もせずに、 上の空で いるよう に 見えた からで 


ある。 が、 必ずしも 北 条美作 は、 上の空で 歩いて いる 

のではなかった。 突然 このように いったので あるから。 

「左 近 将監武 元 様に は、 最近に とりわけ ご 寵愛で あつ 

た、 年若い 側室 を 失われた はず だ。 …… お 菊と いう 娘 

がそれ ほどに も …… 」 

「は？」 と 兵馬 は 迎える ようにい つた。 「奪い取り ま 

して 左 近将監 様へ …… 」 

「さよう さ」 と美 作 は 思案し いしいい つたが、 「そちに 

依頼 をす るか もしれ ない」 

やす 

「いと 易い ことに ござります」 

こうして 互いに 話しながら、 佐久間 町の 町の 入り口 


まで、 美 作と 兵馬と が 歩いて 来た 時に、 一 つの 事件が 

行なわれた。 というの は 一人の 若衆 武士が、 佐 久間町 

の ほうから 風の ように、 二人の ほうへ 走って 来たが、 

美 作の 身体へ ぶっかった のであった。 

「無礼者め が！ 粗忽 千万！」 

「火急の 場合、 お許しの ほど を …… 」 

「おつ、 貴様 は 山 県 小次郎 か！」 

「どなたで ござるな？」 

「桃ノ 井 兵馬 だ！」 

「斬れ！」 と美 作の 声が した。 

が、 この 時 火事の 光が、 両国の 空 を 深紅に 染めた。 


水 戸 様 石 置き場の 空 屋敷が、 今や 焼き討ち をされ たの 

である。 

石 置き場の 空 屋敷 

水 戸 様 石 置き場の 空 屋敷な どと いえば、 化物 屋敷め 

いて 聞こえ はする が、 決して そのような もので はなく 

て、 一種の 下賤の 歓楽 境な のであった。 水 戸 様の 建築 

の 用材の 石 を、 積み重ねて おく 置き 地が あつたが、 


空地 は 凄い ほどに も 広かった。 で 全然 必要の ない、 無 

駄な 空地 も ある わけで ある。 そういう 無駄な 空地の 所 

へ、 いっから ともなく 家が 建った が、 これが 大変な 家 

なのであった。 というの は 今日の 言葉で いえば、 バ 

力ん な 

ラック 建てと でもい うべき であろう か、 ろくろく 鉋 

も 掛けない ような、 粗末な 薄っぺらな 板 を 集めて、 き 

とぼ 

わめて やにつ こく 造られた もので、 家の 内で 灯されて 

いる 燈 火の 光が、 板の 隙間から 見えよう という、 そう 

いう 大変な 家な ので あつたが、 しかし 本当の 「大変 さ」 

は、 そういう 家の 造りよりも、 その 家へ 集まって 来る 

ところの、 人間の ほうに あるので あった。 


まず 夜鷹が 集まって 来た。 というの は 家 を 建てた も 

のが、 四 谷の 夜鷹 宿の 親方の、 喜 六と いう 老人で あつ 

たので、 そうして 家 を 建てた 目的と いうの が、 変った 

夜鷹 宿 を 設けよう という、 そういう 目的で あつたから 

ひょうき やく 

でも ある。 夜鷹が その 家へ 集まる ので、 当然に 嫖客 

が 集まって 来る。 その 嫖客 たる や 大変 物で、 折 助 や 船 

頭 や 紙屑 買 い や、 座頭 や 下職 や 臥 煙な どで 最下 等の 部 

に 属して いる、 そういつ たような 人間 どもであった。 

で 夜鷹と 嫖客 とが 集まる。 人間で あるから 飲み食いし 

たい。 —— という 要求 をい ち 早く 見抜いた、 これ も 下 

等な 屋台店な どの 主人が、 こっそり そこへ 店 を ひらい 


た。 と、 意外に それが あたった。 

「負けて いるもの か」 というと ころで、 居酒屋の 主人 

が 酒店 を 開いた。 とまた これが 大きに あたった。 「負 

けて いるもの か」 というと ころで、 駄 菓子屋が 店 を ひ 

らいて みた。 ところで これ も 大きに あたった。 「負け 

ている もの か」 というと ころで  さよう 続々 と 店が 

できた。 「ああ も 店々 が 繁昌す るの は、 夜鷹 宿が 嗜好 

に 合った からだ。 それ 夜鷹 宿 を もっと ふやせ」  と 

いうの であち こちに 巣 食 つ て いた 夜鷹 宿の 主人が 

出張って 来て、 空地へ 夜鷹 宿 を 建てた ところ、 予期し 

たように 繁昌す る。 夜鷹 宿が 増築され たので、 飲食店 


も 数 を 増し、 嫖 客の 数 も 数 を 増し、 大いに 盛る ところ 

から、 それ 地代な どが 騰貴して、 緦 張りな どの 争い も 

ちと じ 

起こる。 と、 元締めと いうよう な ものが、 自然と でき 

て 世話 を やいたり、 頭 を はねたり カスリ を 取ったり、 

せい 

うまい こと をして 贅を つくした リ する。 

女 を 買つ て 飲み食い をす る  それば かりで は 面白 

くない。 勝負 勝負！ これに 限る！ というので 賭博 

が 行なわれる。 そこで 博徒が 入り込んで 来て、 「これ 

はなんだ、 渡リ をつ けろ—  テラ 銭 をよ こせ！」 

おど 

などと 嚇す。 そんな ことに は 驚かないで、 「お前さん 

かしもと 

貸 元にな つてく ださい」 「うむ、 そうか、 それ もよ かろ 


►  J まば - J 

う」 —— 嚇 しに 来た 人間が 大将に なって、 駒 箱 を 膝へ 

引き寄せて、 「さあ 客人 張りな せえ」 などと いつ て 商売 

をす る 

こうして 成立 をと げたの が、 水 戸 様 石 置き場 空 屋敷 

なので あるが、 しかし どうして 空 屋敷な どと いうの 

か？ というの は 簡単な 理由からで、 昼間 はいつ さい 

商売 をし ない。 で 建物と いう 建物が、 空屋 のように ガ 

ランと している。 そこで 空 屋敷と いうので あった。 

しかし そのような 歓楽 境が、 そのような 径路で 成り 

立った ことにつ いて、 官 では 制裁 を 加えない ので あろ 

うか？ 水 戸 様の 用地 だとい う 事と、 夜 だけの 商売 だ 


という 点と で、 いうと ころの、 「見て いて 見ない 振り を 

する」  大目に見 ていたと いう ことで ある。 が、 そ 

れ とても 一面の ことで、 役人な ど は 元締めの 手から 

賄賂 を 貰つ てはいた そうで ある。 

繁昌す るので 美人 も 集まる。 ちょっと りっぱな 客な 

ども 来る。 若い 武士な ども 来る ようになって、 高尚め 

いた 取り あっかい を、 三、 四 軒の 家で はした そうで あ 

る。 

ところが このごろい つと はなしに ここ へ 集ま つて 来 

ま. P リぅた  まや リ  あお 、， 

る 男女の 間 へ、 一つ の 流行 唄が 流行 だした。 「 葵 の 花 

しぼ 

は まもなく 凋もう、 しかし その代わりに 菊の花が、 全 


盛 をき わめて 咲く であろう。 夏の 次に は 秋が 来る もの 

だ」 —— こういう 意味の 流行 唄な のであった。 流行し 

たは 山県紋 也であって、 今宵 も 紋也は 一軒の 家の、 土 

しよ-つぎ 

間の 床几へ 腰 を かけながら、 チビ リ チビ リと酒 を 飲ん 

でいた。 


魔窟の 紋也 

「献， 藤な ど はま どろつ こしい。 酒 は 手酌に 限る よう 


だ。 さて 手酌で 一 杯 飲もう。 …… しかし 何 か を 祝おう 

ではない か」 

こう 紋也 がいった 時に、 奥の 座敷の 方角から、 女の 

笑い声が 聞こえて 来た。 

「よろしい 飲もう、 女の 笑い声の ために！」 で、 紋也 

は盃を 干した。 

すぐに 徳利 を 取り上げ ると、 手酌で 盃へ酒 をつ いだ 

が、 徳利 を 置く と盃を 取った。 

「さて、 何 か を 祝おう ではない か」 で、 四辺へ 眼 を 配つ 

はだかろう そく  しっぽく だい 

た。 裸蠟燭 が焰を 上げて、 卓袱 台の 一所に 立って いた。 

「よろしい 飲もう、 裸蠟燭 のために！」 で、 紋 也は盃 


を 干した。 

すぐに 徳利 を 取り上げ ると、 手酌で 盃へ酒 をつ いだ 

が、 徳利 を 置く と盃を 取った。 

「さて 何 か を 祝おう ではない か」 で、 四辺へ 眼 を 配つ 

た。 正面に 外への 出入り口 があって、 暖簾が 夜風に な 

びいて いた。 

「よろしい 飲もう。 暖簾の ために」 で、 紋也は 盃を干 

した。 

すぐに 徳利 を 取り上げ ると、 手酌で 盃へ酒 をつ いだ 

が、 徳利 を 置く と盃を 取った。 

「さて 何 か を 祝おう ではない か」 で、 四辺へ 眼 を 配つ 


た。 暖簾 をく ぐって 嫖 客の 群れが、 二、 三人 土間に は 

いって 来た。 

「よろしい 飲もう、 お客さん たちのた めに」 

で、 紋也 は盃を 干した。 すぐに 徳利 を 取り上げ ると、 

手酌で 盃へ酒 をつ いだが、 徳利 を 置く と盃を 取った。 

「さて 何 か を 祝おう ではない か」 で 四辺へ 眼 を 配った。 

土間へ はいって 来た 嫖 客の 群れが、 賑やかに 女た ちに 

迎えられて、 奥の 部屋の ほうへ 通って 行った。 

「よろしい 飲もう、 享楽の ために」 で、 紋也は 盃を干 

した。 

すぐに 徳利 を 取り上げ ると、 手酌で 盃へ酒 をつ いだ 


が、 徳利 を 置く と盃を 取った。 

「さて 何 か を 祝おう ではない か」 で、 四辺へ 眼 を 配つ 

た。 

し つ ぽ くだ い 

三尺 幅に 一間ぐ らいの 長さの、 足 高の 卓袱 台が 四、 

五 台が ところ、 土間に 位置よ く 置かれて あつたが、 そ 

の 一台 を 前に 控えて、 紋也は 飲んで いるので あった。 

空の 徳利が 五、 六本が ところ、 左の 側に 片寄 せられて 

ある。 三 皿ば かりの 酒の 肴が 卓袱 台の 上に 置かれて 

あつたが、 一皿 だけが 荒らされ ていた。 一見 柔弱に 思 

われる ほどに も、 紋也は 美男で も あり、 きゃしゃ でも 

あつたが、 酒に はき わめて 強かった。 そうして 酔って 


も 崩れなかった。 軽快な 言葉つ き や 態度な どが、 いよ 

いよ 軽快になる ばかりであった。 そうして 得意の 冗談 

口 や、 洒落 や 滑稽 や 逆説な どが 口 を 突いて ほとばしり 

出る ばかりであった。 

はくせき 

十分に 紋也は 酔って いるら しい。 白皙の 顔に 紅潮が 

さし、 眼の 色が 少しく 据わって いる。 しかし 姿勢 は 崩 

れ ていない。 背後に 奥の 部屋へ 通って 行かれる、 上が 

がまち 

リ框の 障子 を 背負い、 右手に 料理 場の 暖簾 口 を 持ち、 

正面に 外への 出入 リロ を 控えた、 そういう 位置へ 腰 を 

下ろしながら、 一人で 喋 舌って 手酌で 飲んで、 眼に つ 

く 物 や 耳に 聞こえる もの を、 いちいち 祝福して 乾盃す 


ささや 

るので あった。 ここ は 家 号 を 「笹 家」 といって、 水 戸 

様 石 置き場の 空 屋敷の 中で は、 かなりに 大きい 私娼 宿 

なのであった。 

それにしても 紋也は 一人 だけで、 そう やって 飲んで 

いるので あろう か？ 紋 也の 供 をして ここへ 来た はず 

しょう だ  こもだ 

の、 庄田、 菰田の 二人の 門弟の、 姿の 見えな いのは ど 

うした のだろう？  二人の 門弟 は 土間から 上がって、 

びようぶ 

奥の 小 座敷の 屛 風の 蔭 あたりで、 白 首 を 相手に 遊んで 

いるの かもしれ ない。 しかし 紋也は 一人 だけで、 酒 を 

飲んで 喋 舌って いるので はなかった。 

女 煙術師 のみな り をした、 ぉ条が 同じ 卓 袱台を 前に 


—— もっとも 少しく 片隅へ 寄って、 山 県 紋也を 見守 リ 

ながら、 両手の 肘 を卓袱 台の 上へ 突いて、 両の 掌で 頤 

を ささえて、 いたずらつ 児ら しい 顔付き をして、 床几 

に 腰 を かけて いた。 

「さて 何 か を 祝おう ではない か」 こう 紋 也が 五 度 目に 

いって、 四辺へ 眼 を 配った 時に、 不意にお 条が声 を か 

けた。 

I 妾 をお 祝いなさい まし」 それから 右の 手 を 前へ 出 

したが、 「一 ついた だこうで は ございま せんか」 


恋のお 条 


—— 妾 をお 祝いなさい まし。 …… ひとつい ただこう 

では ございま せんか —— こういつ てお 条が 右の 手 を 出 

して、 紋 也から 盃を 貰おうと したが、 紋也は 素気なく 

首 を 振った。 

「いやいや 盃は 差し上げますまい。 付け込まれる 恐れ 

があります のでな。 …… あなた を 祝う こと もいた しま 

すまい。 付け込まれる 恐れが あります のでな」 —— で 

紋也は 酒の 満ちて いる 盃を 口まで 持つ て 行つ たが、 


グッと 一息に 飲み干して しまった。 と、 盃を 台の 上へ 

置いた。 それから 少しく 据わって いる 眼 を 真っ直ぐに 

ぉ条の 顔へ 注いだ。 「うつかり 好意 を 見せよう ものな 

ら、 すぐさま 付け込んで 来る というの が、 今の 世の 人 

間で ございます からな」 

で、 唇 を ゆがめて 見せた。 裸 蠟燭の 光が あたって 顔 

の 半面 は 明るく 見えた が、 反対側の 半面 は、 影 をな し 

て 暗かった。 で、 唇 を ゆがめた 時に、 明るい 半面に 

隸 属して いる、 前歯の 四 本 だけが 光って 見えた が、 そ 

の 表情に は 用心深い ところがあった。 「どのように 

我輩 を 誘惑 したと ころで、 我輩 は 決して 誘惑され はし 


ない よ」 —— といった ような ところがあった。 

ことわ 

結局お 条は 拒絶ら れ たので ある。 差し出した 右手 を 

所在な さそう に —— やり 場に 困る といった ように、 差 

し 出した ままで 迷わして いたが、 にわかに 侮辱で もさ 

れ たかの ように、 ヒョィ とひつ 込ませる と頤の 下へ 

やった。 

「なんの 妾が そのような こと を …… 」 それからお 条は 

いらいらしながら いった。 「付け込む ことな どいた し 

ましょう。 付け込ませる あなた 様で も ございますまい 

に」 

「いや」 と 紋也は それ を 聞く と、 ゆがめて いた 唇 を 食 


いしめ るよう にした が、 「あなた こそ 私に とりまして は 

恐ろしい 侵入者で ございま すよ。 …… 正気の 心 を 奪お 

うとされ ます」 —— で、 徳利 を 取り上げ ると、 手酌で 

盃へ酒 をつ いだ。 

「  」 ぉ条は 返辞 をし なかった が、 頤を ささえ 

し っぽく だ い 

ていた 両の手 を 下ろす と、 卓袱 台の 上 を 無意識に こ 

すった。 思い惑って いるよう すと いえよう。 何 かいお 

うかいうまい かと 思って、 思案に あまって いるよう す 

でもあった。 と、 にわかに 横 を 向いた が、 「恋して いる 

からで ござりましょう よ。 …… 恋されて いる 殿方と い 

う もの は、 恋して いる 女 を あつかましい 者に も、 付け 


込む 人間に も 見なさい ます もので」 こういつ てお 条は 

柄に も 似合わず、 台の 上で 指 を もて あそび 出した。 

「誰が 誰 を 恋し ており ますの やら」 今度 は い ささ か 気 

の 毒そう に、 そうして 真相 を 知っていながら、 わざと 

よそごと 

知るまい と 努める かの ように、 余事の ようない いまわ 

し 方 をした が、 「触れたくない もので ござります な。 

恋と いうよう な 言葉な どに は」 —— で、 盃を 取り上げ 

たが、 濡れて いる 縁 を 蠟燭の 火に 光らせ、 つと 口まで 

持って行って、 すぐと 紋也は 一息に 干した。 

しばらく 四辺 は 静かであった。 二人とも 黙って いる 

からで ある。 


嫖 客の 群れの 往来す る 姿が、 出入り口の 暖簾の 隙 か 

なま 

ら 見える。 と、 時々 チュ ツチ ュッ という 艷 めかし い 

私娼の 口 を 鳴らす 音が、 嫖 客の 駄洒落 や 鼻唄 もま じ つ 

て、 二人の 耳へまで 届いて 来た。 

だが ここの 土間 はしず かであった。 と、 その 静けさ 

を 破壊し な い 程度 の 、 悩ま しいよう なつぶ やきの 声が 、 

こうお 条の 口から 出た。 

「ずっと 以前からで ございま すよ、 一度 しみじみとし 

たお 話な ど を、 いたした いものと 存じまして、 変ない 

いまわし 方で は ございま すが、 あなた 様の 後 を 今日が 

日まで、 どのように 追い かけた ことでしょう。 すると 


どうでしょう あなた 様に は 妾が 悪女で でも あるかの よ 

うに、 逢うまい 逢うまい、 話 をし まいと、 そういう ご 

ようす をお 見せに なられて、 避けてば つかりお いでな 

された。 …… 」 怨 情と でもい うのであろう。 眼に は 

痛々 しい 光 をた たえて、 お 条は紋 也 をみ つめたので 

あった。 

てんたん らいらく 

そういうお 条 のよう す を 見て は、 恬淡で 磊落な 紋也 

といえ ども、 釣り込まれて 優しい 言葉ぐ らい は 掛けて 

やらなければ ならないだろう。 しかるに 紋也は 逆に 出 

た。 

「しみじみ としたお 話な ど を、 あなたと 取り かわせて 


おりましょう ものなら、 あの いつぞやの 晚 のように、 

印籠 を すられる で ござりましょう よ」 それから 笑い声 

を 高く 立てた。 

愛して はいるが 

なぜ そのよう に 山 県紋也 は、 しおら しいお 条の 言葉 

に対して、 まるでお 条を冷 かすかの ような 返辞と 笑い 

声と を 立てた のであろう か？ 


紋也 はお 条を 嫌って いるので あろう か？ それとも 

そのほかに 訳が あるので あろう か？ それ は 今のと こ 

ろ わからなかった。 

そんなよ うな 挨拶 を紋 也に されて、 ぉ条 はしおれて 

しまったであろう か？ それとも 怒って 席 を 立った で 

あろう か？ いやいや 結果 は 反対であった。 そういう 

紋 也の 挨拶ぶ りが、 お 条の心 をして 自由に させ、 また 

軽快に させたら しい。 同じように 笑い声 を 高く 立てた 

が、 「あの 印籠の ことで ござります か。 でもす リ取リ 

はいたし ました ものの、 お返しした はずで ございます 

よ。 …… そうして 印籠 をす り 取りました わけ は、 もう 


あの 晚に あなた 様に、 申し上げた はずで ござります よ。 

妾と いう 女の あると いう ことと、 佐 久間町 二 丁目の 土 

塀の あるお 屋敷 を、 あなた 様へ 強く お知らせしたい。 

—— と いうの がわけ でありました はずで」 

こういって はお 条 はもう 一 度 笑った が、 急に 真面目 

な 表情 を 作って、 教える かの ようにい い 継いだ。 

「同志の はずで ございま すよ。 はいはい あなた 様と こ 

の 妾と は。 ：：•• 同じ 一 つの 目的へ 向かって、 進んで い 

る 同志で ございま すよ」 

で、 紋 也の 返辞 を 待った。 と、 紋也 はうな ずいて 見 

せた が、 すぐに 次のように 意外の こと をい つた。 


「同じ 一 つの 目的に 向かって、 進んで 行く 同志で は あ 

りましょう。  しかしお 互いにた のう だお 方 は、 

別々 の はずで ございま すよ」  で、 盃へ酒 をつ いだ 

が、 今度 はすぐ に 飲もうと はせ ずに、 盃 中の 酒に 映つ 

ている 燈 火の 影 を 凝視した。 

「たのう だお 方？」 と紋 也の 言葉 を、 ぉ条は 口へ 出し 

て なぞる ようにし たが、 やがて 意味が わかった ものと 

見える。 雌蕊の ように も 白い 頸 を、 抜ける ほど 前へ 

伸ばす ようにし たが、 

「えええ え、 さようで ございます とも。 妾の ほうの た 

のう だお 方 は、 徳大寺 様で ござります」 


おおぎ まち 

「私の ほうの たのう だお 方 は、 正 親 町 様に ござります 

か」 こういって 紋也は 意味 ありそうに、 ぉ条の 近々 と 

迫って いる 情熱 的の 美しい 顔へ、 鋭く 視線 をぶ つつけ 

た。 「目的が 同じでありましょう とも、 たとえ 同志で 

ありましょう とも、 たのう だお 方が 別であって みれば、 

やはり 我々 二人の 者 は、 やはり 別々 に 別れ別れに、 働 

くの が 本当で ござり ますよ」 

「そのような ことが ござります もの か」 どうした のか 

こういつ たお 条の 声に は、 叱りつ ける ような 響きが 

あった。 「たのう だお 方が 別々 であろうと、 目的 は 同 

じで ござります。 一 心 同体にな りまして、 力 を <s 口 わせ 


て 働く のが、 本当で も あれば 強く もあります」 

しかし 紋也 はう けがわなかった。 フト横 を 向いて 眼 

をつ むった。 燈 火の ほうへ 向けられた 顔 は、 一杯に 燈 

火の 光 を 浴びて、 明るく 華やかに 見られた が、 つむつ 

まぶた  けいれん 

ている 両眼の 下の 眼瞼が、 目立つ ほどに も 痙攣 を 起こ 

している ので、 不安気な 顔 ともいう ことができた。 不 

意に 紋也は 眼 を あけた が、 その 眼で ぉ条を 睨む ように 

見た。 

「本当の こと を 申し上げましょう」 紋 也の 声に は 情熱 

があった。 「みんな 噓 だった ので ございま すよ。 これ 

まで 私が あなたに 対して、 申し上げ たこと も 振る舞つ 


て 来た こと も、 みんな 噓 だった ので ござり ますよ。 本 

当の こと を 申し上げましょう」 ここで 紋也 はためら う 

ようにし たが、 たたきつける ように 一句い つた。 「私 

に は 毒な ので ござります！ その あなたの 美しい 姿 

, 、ゝ  - 

力！」 

これ はお 条の 身に とって は、 嬉しく も あれば 苦しく 

も あり、 魘される ような 言葉で もあった。 なんとい つ 

て 応じたら よいだ ろうかお 条には 咄嗟に はわから な 

かった。 で 黙って 紋也 をみ つめた。 

と、 今度 は紋 也の 口から、 ぉ条 にと つて は 恐ろしい 

言葉が、 たたきつける ように 洩らされた。 


「私に は あるので ござり ますよ。 あなたの 美し さに 捉 

えられたり、 あなたの 情熱に 溺れたり して は、 申し訳 

のない 一 人の 女が！」 

「恋人 £:」 とお 条は 上気して いった。 

「京師 方の 娘！ 私の ^ 許婚！」 II するとお 条は狂 

人の ように、 胸の 前で 両手 を 叩き 合わせた が、 憑かれ 

た 女の ように 口説き 出した。 


女 煙 術師の 嘆き 


「あなたに 許婚が ありましょう とも、 よしんば 恋人が 

ありましょう とも、 なんで 妾が そのような ことで、 あ 

なた を 断念いた しましょう。 妾 はかえ つ て 勇気 づき ま 

す。 妾 はきつ と あなたの 許婚 を、 この 妾の 燃える よう 

な 心で、 あなたから 離して お 目に かけます。 この 妾と 

いう 人間 は、 そういう 性質な ので ございます。 競争 相 

手が 一人で も あると、 勇 気づく ので ございま すよ。 … 

…そうして 一 旦 思い込んだ こと は、 よしんば 悪い 事で 

もありましょう とも、 いっか はきつ とやり とげて 見せ 

ます。 えええ え 妾と いう 人間 は、 そういう 性質な ので 


ございま すよ。 …… 妾 は あなた を 愛して おります。 で 

すから どのような 邪魔が あろうと、 きっと あなた を 手 

の 中へ 入れて、 妾の ものにし てお 目に かけます。 …… 

さあ あなたの 許婚と やら は どのよう にお 美しく、 おし 

とや かで、 どのよう にお 利口 か は 存じ ませぬ が、 その 

こわ 

ような ことと て 妾に とりまして は 怖く も 恐ろしく も ご 

ざいません。 競争相手が 優れてい る、 苦手であれば 苦 

手で ある ほど、 妾に は 力が はいり ますし、 勇 気づいて 

も 参ります。 …… いずれ は あなたの 許婚 ゆえ、 お 上品 

でお 人柄で お 嬢 様で ご 身分 もよ ろしゅう ございましよ 

う。 でも 妾に は そのような こと も、 怖く も 恐ろしく も 


ございません。 …… こう 思う ので ございま すよ。 そう 

いうお 上品な お 嬢 様なら ば、 かえって 妾に はよ い 幸い 

だと！ 苦労な どなす つて はおりますまい。 ねんね え 

様で ございましよう。 策 もなければ 手管 もない、 箱 入 

り 人形で ございましよう。 …… 妾 は 反対で ございます。 

上品で もなければ 人柄で もな く、 箱入り 人形で も あり 

ませねば、 ねんね え 様で もありません。 苦労 をした 人 

間で ございます。 …… 掏摸で 芸人で ございます。 浮世 

あか 

の 垢 を なめてお ります。 …… ねんね えの あなたのお 許 

婚 など を、 虐めて おさえつけて 追い出す ことぐ らい は 

朝飯前の 仕事で ございます。 …… あなた を 必ず 捉えて 


見せます！ あなた をき つと 溺ら せて 見せます！」 

すわって いた 床几から 腰 を 上げて、 赤い 手 甲 を 甲斐 

甲斐し く はめた、 両の手 を 台の 上へ しっかりと 突いて、 

肩 を 前 のめりに 前へ 傾けて 顔を紋 也の 顔へ 差しつ け、 

物 をい うごと に頰の 後れ毛 を、 耳の 後ろまで ひるがえ 

して、 こう 口説き 立てた ぉ条 のよう す は、 毒婦と も 見 

れば 妖婦と も 見え、 淫婦に さえ も 見える のであった。 

しかるに そういうお 条と 対して、 向かい合って 腰 を 

かけて いる、 山県紋 也の 態度と いう もの は 冷然と して 

静かであった。 みつめて いる 眼に もこれ といって、 怒 

り を 宿して いるので もなければ、 閉じて いる 心に も 表 


まぶた 

情が なく、 先刻 方 眼瞼に 現われて いた 痙攣 さえ も 今 は 

なかった。 が もし 誰かが 注意 をして 紋 也の 膝の 上 を 見 

やったならば、 その 膝の 上で 両の手の 指 を、 握ったり 

放したり 揉んだり して、 心の 内の 烈しい 動揺 を、 押さ 

えつけ ている という こと を、 見の がす こと はでき な 

かった であろう。 紋也 はお 条の 言葉に よって、 事実 は 

感情 を 嵐の ように、 搔き 立てられ 乱され 荒らされ たの 

であった。 そうして それ を 見せまい として、 強い 意志 

でお さえつけ ている のであった。 

で、 二人 は 黙って いる。 顔と 顔と を 突き合わせて、 

怨み 合って でもい るよう に、 僧み 合って でもい るよう 


に、 喰らい 付きそう にして 見合って いる。 

で、 四辺 は 静かであった。 戸外 を 人の 通る 足音が す 

る。 音締めの 悪い 三味線の 音が、 座敷の ほうから 聞 こ 

えても 来た。 

A 葵 は 枯れても 

ああ、 ああ、 

菊 は 栄える 

唄って 通る声が したが、 門口で フッと 消えて しまつ 

のれん 

た。 と、 一 人の 職人 ふうの 男が、 暖簾 を 分けて 顔 を 出 

したが、 皮肉め いた こと をい つた かと 思う と、 顔 を 引つ 

込ませて 行って しま つ た。 


し っぽく だい 

土間 を 設けて 卓 袱台を 置いて、 裸 蠟燭を あかりと し 

て、 陰惨と した 暗い 中で、 酒 を 飲ませる という やり方 

は、 水 戸 様 石 置き場の 空 屋敷の、 私娼 宿で やる やり方 

なのであった。 ここ だけで 女 を 相手に して 酒 を 飲む だ 

けで 帰って 行く  といった ような 客 も あれば、 奥の 

座敷へ 女と 一 緒に 寝に 行く というよ うなお 客 もあった。 

そうかと 思う とよ その 女 を、 こっそりと ここへ 引つ 

あ いびき 

張って 来て、 ここの 私娼 を まじえないで、 媾曳 をして 

帰る という、 そういつ たような 客 もあった。 紋也 とお 

条 との 関係な ど は、 最後の ものに 当たる らしい。 で、 

私娼 もやって 来なければ、 他の 客 も 避けて 行く ので 


あった。 II と、 咽び泣く 声が した。 ぉ条が 突っ伏し 

て 泣き出し たので ある。 


不安の 一 時 

うこんいろ  ちりめん  たす き 

鬱金色の 縮緬の 櫸を かけて、 派手 やかな 模様の 振 

リ袖を 着て、 深紅の 手 甲と 脚絆と をつ けた、 妖艷な 女 

の 煙術師 姿の、 若い ぉ条が 台へ 突っ伏して、 髪の 簪 

の 銀の ビラ ビラ を、 後れ毛と 一緒に 顫 わせて、 咽び泣 


いている 向こう側に、 美男で 若くて 凛々 しい 風貌の、 

山県紋 也が 冷然と して、 時々 盃を なめながら、 無言で 

ぉ条を 見守って いるよう す は、 水 戸 様 石 置き場の 空屋 

敷と いう、 特殊の 私娼窟で あるが ために 何となく 凄味 

に 眺められた。 土間の 中 は 陰 森と して 薄暗い。 蠟燭の 

火が 揺らめいて、 土間の 上の 男女の 二つの 影 を 物の怪 

のように 顫 わして いる。 気象の 勝った 男勝りのお 条が 

何 ゆえに そのよう に 弱々 しそうに 咽び泣き など を はじ 

らいらく 

めた のであろう？ 磊落で 豪放で 親切な 紋 也が、 何 ゆ 

えに 冷然と している のであろう？ 

とまれお 条は 咽び泣いて いるし 紋也は 冷然と して 無 


言で いる。 で この 土間の 中 は 物寂しくて、 鬼気に こめ 

られ ている ように さえ 見えた が、 もし 紋 也に しろお 条 

にしろ、 戸外の ほう へ 注意 をむ けて 戸外の ようす をう 

かがったならば、 歩いて いる 人々 の 足の 音が、 にわか 

にせ わしく 乱れて 聞こえ、 口々 に 何事 か をい い 合いな 

がら、 すれ違ったり ぶっかつ たりして、 露路の ほうへ 

走って 行く 者 も あれば、 水 戸 様 石 置き場の 空 屋敷と い 

う、 この 一画から 遠の く 者 もあって、 混雑 を呈 してい 

る ことにき つと 感づ いたに 相違ない。 

「喧嘩！」 「人殺し か！」 「賭場の 手入れ？」 「 …… いや 

変な 奴が 歩き まわ つ ている の だ」 「うそう そ 家の まわ 


り を まわって いる」 「あそこの 露 路には 五 人いた」 「あ 

そこの 空地に は 十 人いた」 —— などと いったよう なさ 

さやき 声な どが、 ささやかれて もい るので あった。 「捕 

り 物 かな？」 「そうか もしれ ない」 「だが 風 態が それら 

しくない よ」 —— などと いう 声 も 聞こえな された。 「な 

ん だか 知らないが 気味が 悪い よ」 「よくない ことが 起 

こりそう だ」 「怪我 を しないう ちに 引き上げよう」  

と いう 声な ども 聞こえる のであった。 

何が 戸外で は 起こ つ ている のであろう？ 

こぶん  ひき 

あの 目 明し の 代官 松が、 兄弟分と 乾 分と を 率いて、 

水 戸 様 石 置き場の 空 屋敷へ、 焼き討ち を かけて、 混乱 


させて、 ドサ クサ まぎれに 山 県紋也 や、 同志の 者を片 

付けよう として、 入り込んで 来たに 過ぎない ので あつ 

た。 

水 戸 様 石 置き場の 空 屋敷と いうの は、 一方 は 隅 田の 

川に 面し、 反対の 側 は 寺院 通りに 面し、 いうと ころの 

うなぎ  ねどこ 

鰻 の 寝所の ような、 南北に 長い 空地であって、 北の は 

ずれに は 一 ッ目 橋が あって、 渡れば 相 生 町 や 尾 上 河岸 

へ 出られ、 南の はずれ を 少し 行けば、 有名な 幕府のお 

ふな くら  きたな 

舟 蔵と なる。 そういう 空地へ 貧民窟の ような、 穢ら 

し い 小 家が ゴ チヤ ゴ チヤと 立ち、 狭い 露路が 無数 に 

通って いるかと 思う と、 草の 生えた 小 広い 空地な どが、 


随所に できて いたりした。 そうして そういう 草の 空地 

かんざけ  テント  こも 

に は、 おでん 燜 酒の 屋台店 だの、 天幕 張り ゃ菰 張りの 

食物 店な どが 群れ をな して 建って いたり、 ポッ ポッと 

離れて 建って いたりした。 官許 を 得ての 盛り場で はな 

いので、 燈火 など は 乏しく 灯って ようやく 人の 顔の 見 

える 程度の、 明るさ を 保って いるば かりであった。 

でもし 誰かが 高い 所へ 上がって、 夜 この 一画 を 見下 

ろしたならば、 異形な ものに 見えた ことであろう。 大 

地に へばり付 いている 小さい 家々 は、 —— ある 一所に 

は 数 をな して かたまり、 ある 一所に は バラ バラに 立つ 

ま 3 

て 無秩序 をな している 小さい 家 は、 —— 襤褸で も かた 


まっている ように 見え、 その 家々 の 集合に よって、 無 

数に 織られて いる 露路 という 露路 を、 ゥネ ゥネと 歩い 

ている 嫖客 たちの 列 は、 虫 けらの ように 見える ことで 

あろう。 ところどころから あるかな しかの、 薄明る い 

ぼう 

光が 茫と 立って、 それが 四辺 を 明るめて いるよう す は、 

全然 光の ない よりも、 かえって 気味 悪く 見える かもし 

れ ない。 一 ッ目 橋の ほうへ やや 近く、 家の ない 空地が 

ひらけて いたが、 そこに 比較的に 明るい 燈 火が、 四方 

菰 張りの 小屋の 隙 を 通して、 幾 筋と なく 漏れ 出て 見え 

たが、 それ は 賭博 小屋の 火の 光であった。 その 賭博 小 

屋 から 隅 田 川の ほうへ 寄った、 土地の 低い 一所に 木立 


ちが あつたが、 そこに 三人の 人の 影が ささやき もせず 

に 立って いた。 と、 一 つの 人の 影が、 賭博 小屋の 前 を 

すべる ようにして、 三人の 人影へ 走り 寄って きた。 

「親分、 とうとう 目 付け出しました。 紋 也は笹 家に お 

ります ので」 

「そうか」 という 声が すぐ 応じた が、 三人の 中の 一人 

であって、 代官 松の 声であった。 


代官 松の 指図 


「そうか」 というと 代官 松 は、 知らせに 来た 乾 児の 

いのきち 

猪吉 という 男 を、 迎え 取る がよう に 一 足 出た が、 

「そうか、 紋 也は笹 家に いたか。 いいこと をした、 よ 

く 目 付けた。 この 界隈 を 焼き討ちに かけても、 肝腎の 

紋也 をのが してし まって は、 何の 役に も 立たない の だ 

からな。 で、 まあ 手 を 分けて 探したん だが、 おり 場所 

がわ かって 安心した。 …… え、 なんだ つて？ ふうん 

そうか！ ぉ条も 一緒にい ると いうの か？ いや そい 

つ は 好都合 だ、 一緒に やっつける ことができ るの だか 

らな。 …… 構う もの か、 さあ 押し出せ、 そうして 四方 


から 火 を 掛けろ！ 官許 を 得て いない 盛り場 だ、 焼き 

払った ところで 咎に はならない。 その上に 渡りが つい 

ている、 美 作 様 や 左 近将監 様から、 それとなくお 町 奉 

行の 依田 様の ほうへ、 ご 内意が 行って いる はず だ。 何 

を やろうと 後難 は 受けない。 笹家を 中心に して 四方 八 

方へ、 構わない から 火 をつ けて しまえ！ さぞ マァ私 

娼 やお 客 野郎な どが、 泡を食って 逃げ出す ことだろう。 

そこが こっちの 付け目な の だ！ ドサ クサ まぎれに 紋 

也の 野郎 を、 みんなで めちゃめちゃに 叩き殺して しま 

え！ さあ 行け 行け 早く 行け—  いけない、 いけ 

ない、 ちょっと 待って くれ！ 紋 也の 野郎 をね むらせ 


る はいいが、 お 条の阿 魔 を 殺して はいけ ない。 どうと 

もして 引つ かついで 連れて来る がいい。 というの は 桃 

ノ井 兵馬 様が、 そういって 俺に 頼んだ からさ。 それに 

あの 女 は 美 作 様から、 大事な 物 をす つてい る はず だ。 

あいつ をた たいて 口 を 割って、 あり 場所 をい わせて 取 

リ 返さな けり ゃァ ならない。 だからよ ぉ条は 殺しち や 

ァ いけない。 さあ 行け 行け、 早く 行け—  ぉッと 

いけない 待った 待った。 兄弟分に 知らせな けり ゃァぃ 

けない—  これこれ 文 三 前へ 出な。 お前 は 東へ 飛 

んで 行く がいい。 橋 場の 卯 之さん が 野郎 ども を つれて、 

そっち を 固めて いなさる はず だ。 で、 大将に こういつ 


て くれ。 紋 也の 在家が わかりました。 笹 家に いるそう 

でございます。 これから 退治に とりかか リ ますので、 

万端よ ろしく 願います とな。 —— これこれ 勘 八 前へ 出 

な。 お前 は 西へ 飛んで 行く がいい。 河岸の 源さん が 野 

郎 ども を 連れて、 そっち を 固めて いなさる はず だ。 で、 

源さん にこうい つて くれ。 紋 也の 在家が わかりました。 

笹家 にいる そうで ございます。 これから 退治に とり か 

かリ ますので、 万端よ ろしく 願います とな。 …… さあ 

これでい い 早く 行け！ いや 待て 待て、 いう ことがあ 

る。 紋也は 素晴らしい 手利きな の だ。 そのうえ おそら 

ひいき 

く あいつの 蟁属 が、 この 界隈に はたく さんいよう。 で、 


うっかりして 下手な こと をす ると、 こっちに 怪我人が 

できる かもしれ ない。 だからよ。 十分に 用心して かか 

りな。 …… さあ これでい い 早く 行け！ いや 待て 待て 

いう ことがある。 揃えて 隠して ある 捕り物 道具 だ！ 

あいつ をう まく 使うよう にしな。 …… 今度 こそい い、 

早く 行きな。 …… おっとお つとま だいけ ない。 そうだ 

もう 一 言いう ことがある。 正規の 召し捕り じゃァ ない 

の だから、 『御用』 の 声 も 『神妙』 の 声 も、 かけない よ 

うにす るが いい。 そうして なんだ、 紋 也の 矗 属が紋 也 

に矗展 をして かかって 来たら、 遠慮 はいらな いから 叩 

きのめして しまえ！ 瑄嘩で ^  ざいます と い つ てし ま 


えば、 後難 もなければ 咎め も 受けまい。 …… さあ 行け、 

行け、 今度 こそい い！」 

立ち木が 月の 光 を さえぎって いるので、 代官 松と 三 

人の 乾 児の、 姿 も 顔 も ぼんやりと している。 が、 正面 

に は 賭場が あって、 燈 火の 光が 隙間から さしてい る。 

そうして 右手に も 左手に も、 私娼窟の 小 家が ゴ チヤ ゴ 

チヤと、 固まって 地面に へばりつ いている。 そこから 

も燈 火の 光が 見える。 が、 この 境地 は 暗かった。 

その 暗い 境地に 身 を 隠して 紋 也のお り 場所 を 目 付け 

たという そういう 報知 を 待ち かまえて いた、 目明かし 

の 代官 町の 松 吉が乾 児の 一 人の 猪吉の 口から 今やお り 


場所 を 聞いた のであった。 で、 指図 を 下した ので あつ 

た。 と、 二つの 人の 影が、 木立ち を 離れて 東と 西と へ、 

礫 のように 走り出し たが、 親分の 代官 松の 指図 通りに、 

橋 場の 卯 之吉と 河岸の 源 介の もとへ、 伝言 をす るた め 

に 走って 行く、 文 三と 勘 八との 姿であった。 

「猪 吉、 お前 は 一 緒に 来な。 笹 家の 前で ようす を 見よ 

う」 こういつ たの は 代官 松で、 いうと 同時に 木立ち か 

ら 離れて、 家の ある ほうへ 歩き 出した が、 二人の 姿が 

遠の いた 時に、 

「偉い ことにな つた ぞ、 大変 だ ァ！」 と、 木立ちの 背 

後で 声 を 上げて、 地 団太を 踏む 人の 影が あった。 


金兵衛 走る 


「偉い ことにな つた ぞ、 大変 だ あ！」 と、 代官 松と 乾 

児の 猪吉 とが、 立ち去った 後の 木立ちの 背後で、 声 を 

上げて 地 団太を 踏み出し たの はお 条の 相棒の 金 兵衛で 

あった。 いつの まに そこへ 来て いたのであろう か？ 

今日の 夕方お 条と 一 緒に 水 戸 様 石 置き場の 空 屋敷へ、 

常連と して 来たので あつたが まもなく 姿 を 現わした の 


が、 ぉ条の 恋して いる 山県紋 也で、 それと 見る とお 条 

は 金兵衛 のこと など、 見返り もしない というよ うに、 

むしろ 金 兵衛を 邪魔の ようにして、 紋 也とば かり 親し 

そうにした。 で、 金 兵 衛には 面白くなかった。 

「へ、 山 県 様、 山 県 様、 へ、 紋也 様、 紋也 様、 紋也様 

ばかり を 追い まわす がいい。 ぉ条 さんに は 面白かろう 

が、 金兵衛 さんに はお かしく もない て。 …… それ もさ 

山県紋 也さん の ほうで も、 姐 ご を 想って いるの ならい 

いが 紋 也さん の ほうで はさ ほどで もなくて、 どっち か 

といえば 逃げ まわって いる。 それ だのに 姐 ご は カラ 夢 

中 だ。 紋也 様、 紋也 様、 紋也 様！ まるで 紋也 様が 福 


の 神で、 札の 束で も くわえて 来る ように、 追つ かけお 

ん まわし ひつ 捉えようと している。 気に入 リ ません 

ね！ 気に入りません とも」 

—— で 金 兵衛は 一 人 離れて、 屋台店 をの ぞいたり、 

私娼 宿の 女 をから かった リ、 賭場に 立ち入って 見物 を 

したり、 ここの 境地 をず つと 以前から、 あても なしに 

歩き まわって いたと ころ、 にわかに 四方が 騒がしく 

なって、 殺気立った 気分が 醸された ばかり か、 なんと 

なく 場 近い 〔# 「場 近い」 は ママ〕 と 思われる ような、 幾 

群れ かの 人間が 物で も 探す ように、 露路ゃ 小路へ 入り 

込んだり、 家々 の 門 をの ぞいたり する ので、 「はてな？」 


と 思わざる を 得なかった。 と、 そのうちに 眼に 付いた 

のが、 目 明し の 代官 町の 松吉 であった。 「いよいよ こ 

いつは はてなに なった ぞ」 —— で 金 兵衛は 見え隠れし 

て、 代官 松の 後 をつ けて この 木蔭へまで 来たので あつ 

た。 そうして 立ち聞き をした のであった。 

「偉い ことにな つた ぞ、 大変 だ あ！」 で 金兵衛 は地団 

太 を 踏んだ。 「さあこう して はいられない！ 紋也さ 

ん とお 条 さんと が しめられて しまう！ どうした らい 

いの だ！ どうしたらいいの だ！」 —— 外に 策の ある 

はずがない。 笹家 という 家へ 駆けつけて 行って、 紋也 

とお 条 とへ 事情 を 話して、 逃がして しまうよ り 策 はな 


い。 「まに 合って くれ！ まに 合って くれ …… 」 で 、金 

兵衛は 走り出した。 

木立ち を 出る と 空地で ある。 行く手に 一 群の 家が あ 

る、 が、 そこに は笹家 はない。 南の はずれに たむろし 

ている、 私娼窟の 中の 一所に、 都合 悪く 笹家は あるの 

であった。 で、 笹 家まで 駆けつけ るに は、 空地 を トツ 

走って 家の 群れへ はいって、 露路 から 露路を くぐりぬ 

けて、 二 所ば かりの 小 空地 を 越して、 ふたたび 家の 群 

れの 中へ はいって、 さらに 露路 から 露路を 縫い 入って、 

はじめて 達する ことができる のであった。 金 兵 衛は空 

地 を 走って いる。 頭が 大きく 体が 小さくて、 子供の よ 


うな 格好の 彼 だ。 裾 を たくし上げて 脛 を 出して、 その 

脛 を 雑草の 露に 濡らして、 月の 光に 生白く 光らせ、 家 

の 群れの ほうへ 走って 行く。 

「焼き討ち！ 困った！ 凄い ことにな つた ぞ！ … 

…目 明し！ 畜生！ 代官 松め！」 

とぎれとぎれに 口の 中で、 連絡の ない こと を つぶや 

きながら 懸命に 金 兵衛は 走って 行く。 「いけない、 お 

条 さん しめられ るんだ ぜ！ お逃げよ、 お逃げよ、 お 

逃げよ—  まだ 大丈夫 だ！ 火の手が あがらな 

い—  山 県の 先生！ オイ 紋 也さん！ いけない、 

いけない、 殺され るんだ ぜ！」 


金 兵衛は 懸命に 走って 行く。 こうして 空地 を 走り抜 

けて、 最初の 家の 群れが 彼の 前へ 立って、 彼の 行く手 

を さえぎった 時に、 その 家の 群れの 露路ゃ 小路から、 

人の 群れが ゾロゾ 口と 現われて 来た。 まだ 焼き討ち は 

はじまって はいない。 焰も 煙り も 立って はいない。 し 

かしなん となく 不安と 殺気と が、 この 盛り場へ みなぎ 

ひょうき やく 

り 出した ので、 嫖 客の 群れが 恐怖心 を 抱いて、 家路 

に 向かって 帰り 出した、 その 人た ちの 群れな ので あつ 

た。 

「ご免ください、 ご免ください！」 こう 金 兵 衛は声 を 

掛けながら、 群衆 を搔き 分けて 進もうと したが、 あ ふ 


れ 出る 群衆に 押し戻されて 先へ 進む ことが 難儀と なつ 

た。 が、 躊躇して はいられない。 無理に も搔き 分けて 

進まなければ ならない。 

なだれ 出る 人波 

「ご免ください、 ご免ください—  やい 畜生！ 

どけ、 どけ、 どけ—  へい、 お願いで ございます、 

急ぎの 用事で ございます、 ちょ つと どうぞ 道 をお あけ 


なすって—  わからね え 奴ら だな、 邪魔 をし ちゃ 

ァ いけない！ 通せ、 通せ、 通して くれ—  何が 

なんでえ、 この べらぼう！ 人 二人の 命に かかわる こ 

とだ！ むやみ やたらと ぶっかって 来るな い！ 素直 

に 通せ！ 片寄れ、 片寄れ—  え、 なるほど、 こ 

れは 失礼、 まっぴら ご免ください まし。 とんだ ぞんざ 

い を 申しました。 いかさま 大変な 混雑で。 一 人 搔き分 

けて 先へ 行く の は、 よくない ことで は ございましよう 

が、 りっぱな 若い お 侍さん と、 途方 もな く 別嬪のお 嬢 

さんと が、 ひどい 目に 逢い かかって おります のでね。 

助けに まいる ので ございま すよ。 …… 雑 言 は まっぴら 


ご免な すって。 はいはい いくらでも あやまります とも。 

はいはい いくらでも あやまり ますから、 どうぞ 通して 

おくん なさい—  やい、 馬鹿者、 気を付け やが れ ！ 

ぶっかって 来る 奴が ある もの か！ ぁッ 痛い！ 悪い 

奴 だ！ わざと 横から 胴 を 突き ゃァ がる！ いけね え、 

うしろ 

ご免 だ！ ひどい な あ、 背後から 背中 を 小突き ゃァが 

る—  」 

あやまったり 怒鳴った リ毒 吐いたり、 悲鳴 を あげた 

リ、 呪ったり しながら、 金 兵衛は 先へ 進む のであった 

が、 露路 はとい えば 一間たら ずの 幅で、 群衆 はとい え 

ば 後から後から、 うねる ようにして 歩いて 来る ので、 


早く 走る こと は 困難であった。 その上に 一方 群衆の ほ 

うは 何物と も 知れない 不安の 空気に、 漠然と 怯 や か さ 

れ ている ので ある。 で、 急いで ここ を 出て、 家へ 帰ろ 

うとして いるので ある。 一足で も 余計に 先へ 出ようと、 

足 を 早めて いるので ある。 

その 群衆と 逆行して、 群衆の 行く ほうと は 反対の ほ 

うへ、 傍若無人に 乱暴に、 人 を搔き 分けたり 突きの け 

たりして、 がむしゃらに 行こうと する 金 兵衛の 態度 は、 

群衆に は 小 憎らしく 見えたら しい。 で、 わざと 背後 か 

ら 小突いたり、 横から 拳で 突いたり した。 しかし 金 兵 

衛は 群衆から、 突かれよ うが 撲られ ようが 邪魔 をされ 


ようが、 そんな ことに は 頓着 をし ないで 依然として 人 

を搔き 分けたり、 また 突きの けた リ して 先へ 進んだ。 

みちの リ 

が、 道程の 遠く 思われる こと は！ そうして 歩きに く 

い つも 

く 思われる こと は！ そのく せ 平素の 夜で あったら、 

今 もがいて いる この 位置から、 紋 也と ぉ条 のい る笹家 

などへ は、 一走りに 行きつ くこと がで きる のであった。 

すなわち 実際の 距離から いえば、 たいして 遠く はない 

のであった。 ただ 群衆が みなぎつ ている。 露路を 一杯 

にして うねって 来る。 で 平素の 夜の ように、 早く 走る 

ことができない のであった。 で、 距離が 遠く 思われる 

のであった。 


でもとう とう 四つ辻まで 来た。 角々 に 立って いる 小 

さな 私娼 宿 は、 戸外の なんとない 恐 迫 観念 〔# 「恐 迫 観 

念」 は ママ〕 の、 その あおり をい つの まに か 感じた もの 

と 見えて、 門口に 出して 置いた 行燈 をし まい、 門の 戸 

を ガタガ タと閉 てはじめ ていた。 辻 を 中心に して 三方 

の露路 から、 辻に 向かって 人の 群れが、 例によってう 

ねって 押し寄せて 来た。 いずれも 口々 につぶ やいて い 

る。 何 をい つてい るの か はわから なかった が、 その 

声々 がー つに なって 一種の 恐怖 を 醸し出し てはいた。 

そうして 群衆 は 足 を 早めて、 今、 金兵衛 がた どって 来 

た露路 を、 金 兵衛と 逆行して 進み出した。 


三方から 群衆 は 集まった ので ある。 辻 は 人間で 泡立 

つよう に 見えた。 と、 その 人間の 泡 をく ぐって、 頭の 

大きな 体の 小さな、 不具 じみた 男が 喚きながら、 両手 

を宙に 打ち 振ったり、 両手で 人の 群れ を 押し ひらいた 

りして、 一 つの 露路へ 進もうと していた が、 まもなく 

姿が 見え なくなった。 金 兵衛が 人の 波に 溺れた ので あ 

る。 金兵衛 を溺ら せた 人の 波 は、 その 金 兵衛の 溺れた 

あたりで、 ひとしき リ雑 音を立てた ようで あつたが、 

すぐに 一方へ 進み出した。 溺れた 金 兵衛の 体の 上 を 無 

慈悲な 波が —— 群衆の 足が、 踏みに じって 越して いつ 

たので もあろう。 が、 まもなく 辻から 離れた、 一筋の 


露路の 一所へ、 金 兵衛の 姿が 現われた。 溺 らした 人波 

から 体 を 救って、 そこまで 泳いで 来たので あろう。 髪 

が 顔へ 乱れて いる。 衣裳が 所々 破れて いる。 手足に 生 

血が にじみ 出して いるの を、 側の 私娼 宿の 燈 火の 光が、 

黒い 色に 照らして いる。 

「山 県の 先生、 お逃げな すって！ お 条の姐 ご、 逃げ 

なせえ！」 —— 人波 を 分けて 無二無三に、 なお も 金 兵 

衛は 進んで 行く。 


南無 三！ 火の手！ 


いく 筋 かの 露路を くぐりに くぐって、 それでも 金 兵 

衛は 空地へ 出た。 空地に は 幾つかの 屋台店が、 点々 と 

して 立って いたが、 漠然とした 恐怖に 怯 やかされ たか 

ら であろう、 屋台店の 主人 は あわただし そうに、 店の 

道具 を 片付けて いた。 いつもなら 空地 は 比較的に、 人 

の 姿が まばらな ので あつたが、 今夜 はそう はいかな 

かった。 

漠然とした 恐怖に 怯 やかされて、 家路へ 帰って 行く 

人の 群れが、 四方の 露路 から 現われいで、 ここの 空地 


へ 集まって、 それから さらに 露路を 通って、 水 戸 様 石 

置き場の 空 屋敷の、 この 気味の 悪い 境地から、 外へ 出 

ようとして いるので あるから、 空地 は 人の 群れで 充た 

されて いた。 で、 金 兵衛は 同じように、 詫び をい つた 

リ毒 吐いたり、 人に 突き あたったり 突き あたられたり、 

もがいたり 喘いだり、 押し返された リ しながら、 突き 

進まざる を 得なかった。 空地 はたい して 広く はな かつ 

た。 しかし この 時の 金 兵衛に は、 一 里 も あるよう に 思 

われた が、 それでも ようやくの ことで、 金 兵衛は 空地 

を 横切って、 空地の 向こうに たむろし ている 私娼窟の 

露路へ はいる ことができた。 


この 露路を 抜ければ、 今と 同じような 小 広い 第二の 

空地と なり、 その 空地 を 抜ければ 一番に 大きな、 私娼 

窟のー 廓へ 出る ことができる。 そこまで 駆けつけ なけ 

れ ばなら なかった。 その 私娼窟の 一 廓に、 山県紋 也と 

ぉ条 とのい る笹 家と いう 家が あるので あるから。 が 彼 

ははた して そこまで 駆けつけ 得られた か？ 不幸に も 

金 兵衛は 駆けつけられなかった。 

第二の 空地まで たどりついた 時に、 笹 家の 立って い 

る 方角から、 突然に 悲鳴と 叫喚と が 起こって、 つづい 

て カツと 火の 光が さして、 見る見る 月の 夜が 紅色に 染 

めら れ、 すぐに 屋根 を 抜いて 焰の 束が、 煙り を ともなつ 


て 上がった からで ある。 

「しまった！ 焼き討ち だ！ まに 合わなかった！」 

呻きながら 突っ立った 金 兵衛の 周囲 を、 「火事 

だ ー ッ」 と 喚き、 「助けて くれ ー ッ」 と 叫んで、 逃げて 

来る 男と 女との 群れが、 荒々 しい 渦と なって 捲き 立つ 

た。 

「  」 

金 兵衛は 無言で 突き進んだ。 一 人の 女が ぶっかつ て 

来た。 髪が 乱れて 裾が 崩れて、 白い 脛が 股まで 現われ 

ている。 かわして 金 兵衛が 突き進む 横から、 一人の 坊 

主が よろ け かかって 来た。 かわして 金 兵衛は 突き進む。 


火光で 空地 は 真昼 かの ように、 明るく 華やかに 輝いて 

は 見えた が、 凄い 華やか さとい わなければ なるまい。 

火の粉が 八方へ 散って 行く。 その 中に 月が 浮かんで い 

ほおずき いろ 

る。 なんと 妖怪 じみた 酸漿 色の 月 だ！ 火の粉と 月と 

の 真下の 地上 を、 押し合い 突き 合いぶ つかり 合って、 

人の 群れが あたかも 野犬 かの ように 吠えて 呻いて 走り 

廻る。 

と、 一 所に 穴が できた。 数人の 人間が 地に 倒れた と 

ころへ、 十数 人の 人間が 襲い かかって 倒れて いる 人間 

へつ まずいて、 折り重なって 倒れた ために、 穴が あい 

たように 見えた ので ある。 が、 その 穴 はすぐ に 埋まつ 


た。 倒れて いる 人間 を 踏み越え 踏み越え、 無数の 人間 

が 後から後からと、 波の ように 寄せて 来たからで ある。 

搔き 分け 搔き 分け 金 兵衛は 進む。 しかし 少しも はか 

どらない。 とも すれば 後へ 追われよう とする。 

「どうした もの だ！ どうした もの だ！」 

とうとう 金 兵衛は 絶望の 声 を 上げた。 が、 その 時に 

一 人の 武士が 抜け かかって いる 大小 を 抜け かけた まま 

で、 あわてふためいて 走って 来て、 正面から 金 兵衛に 

ぶっかつ たがために、 金 兵衛は 活路 を ひらく ことが で 

きた。 というの は 金 兵衛は それと 見て とる と、 「借リ 

る ぜ！」 という や 右手 をのば して、 武士の 刀 を 引つ こ 


抜いた が、 それ を 頭上に 振り かぶる と、 火事の 光 を は 

ね 飛ばす ように、 左右に ピュ— ッ と振リ まわし、 「やい、 

どけ どけ！ 道 を あけろ！」 —— で 群衆が 胆を つぶし 

て、 左右へ ダラ ダラ 開いた からで ある。 

「有難い！」 と金 兵衛が 叫んだ 時には、 すでに 数 間 を 

走って いた。 しかし こうして 空地 を 駆け抜けて、 露路 

の 一 つへ 飛び込もう とした 時に 「待て！」 と 呼び止め 

る 声が した。 で、 ギヨ ッ として 眼 を 走らした、 金兵衛 

の 前に 突っ立つ ていたの は、 五 人の 乾 児 を 周囲に 持つ 

た、 代官 町の 松吉 であった。 

「手 はじめに こいつから やっつけて しまえ！ そうし 


て その後で 紋也 とお 条 だ！」 

金 兵衛を 包んで 揉み 立てた の は、 代官 松の 乾 児で 

あつたが、 紋也 とお 条 との 運命 は？ 

この頃 紋也 とお 条 との 二人 は、 一 つの 露路で 戦って 

いた。 


追い詰められた 二人 


「さあお 条殿 ついて おいでな され！ 決して 拙者と 離 


れ ぬよう になされ—  敵が かかれば 用捨 をし ない 

で、 突く とも 切る とも ご 自由にな され！ 必ず 彼らに 

捕えられぬ ように—  これ は 尋常の 火事で は ござ 

らぬ！ 放火で ござる、 放火で ござる—  しかも 

我 々 を 仕 止めよう とし て 企ら ん でいた した 放火 で ござ 

る！」 

血に ぬれた 抜き身 を 右手に 下げて 乱れた 髪 を 額へ か 

けて、 はだけ た 胸へ 返り血 を 浴びて、 棒に でもう たれ 

たの か 脛の 一所へ、 紫色の 大きな 痣 をつ けた 山 県紋也 

はこう 叫びながら、 露路の 向こう を 睨みつ けた。 ここ 

は 火事 元の 笹 家から は、 少しく 離れた 露路 ではあった 


が、 しかし 空から は 火の粉が 降り、 黒煙が 強い 臭気と 

ともに、 四方八方から 渦巻いて 来た、 で、 左右に 幾 十 

軒と ない、 小箱の ような 私娼 宿 を 持ち、 前後に 狭い 道 

い き 

を 持 つ たこの 露 路の中 は 燃える ほどに も 熱く、 呼吸 づ 

くことの できが たいほ どに も、 煙りと 熱と に充 たされ 

ていた。 だが 露路 内に は 人影がなかった。 

みんな 逃げ出して しまったから であろう。 家々 の 戸 

障子 は 蹴 放されて、 出し かけて とうとう まに 合わな 

かったら しい、 荷物の 群れが 家々 の 門 や、 露路に 雑然 

として 捨てられて ある。 火事が 起これば 火事に つれて、 

嵐の 起こる もので あつ たが、 今や 嵐が 起こ つていた。 


轟々 という 嵐の 音が、 焼けて 崩れる 物の 音 やい まだに 

四方八方の 露路 で、 逃げて まわって いるら しい 人間の 

悲鳴 や 叫喚 や 足の 音と ともに、 地獄の 音楽の それ かの 

ように、 露路の 周囲 や 空の 上から、 紋 也の 耳へ 伝わつ 

て 来た。 周囲が それほど にも 騒がしい のに ここの 露路 

だけに 人の 声が なく、 人の 姿の 見えな いのはい つたい 

どうしたと いうので あろう？ 紋 也に は 理由が わから 

なかった。 火事 だとい う 声に 驚いて、 ぉ条 をうな がし 

て 山県紋 也が、 笹 家から 外へ 飛び出した 時には、 笹家 

を 包んで 三方から、 すでに 火の手が 上がって いた。 

「火事で ござる ぞ、 お逃げな され！ 庄田 氏、 菰田 氏 


お逃げな され！」 奥の 部屋で 私娼と 飲んで いる はずの、 

二人の 門弟へ 声を掛けて おいてお 条を 背後に 従えて、 

露路を 一方へ 突っ走って、 丁字形の 一所へ 現われる や、 

紋也 とお 条とは 七、 八 人の 者に、 取り 捲 かれて 打って 

力 力、 b  t た 

「人違い をす るな！ あわて 者め！」  <  違いで あ 

ると 思った ので、 こう 声をかけた 山 県紋也 は、 刀 も 抜 

かないで 龃け 抜けよう とした。 が、 どうした のか 七、 

八 人の 者 は、 長 脇差 や 棍棒 を ふるって、 そうしてなん 

とも 物 をい わずに、 無二無三に 打ち かかって 来た。 「は 

てな、 さて は 人違いで はない のか！ 俺た ち を 打ち取 


ろうとして いるの か？  とすると こやつら は 何者 

であろう？」 それ は紋 也に はわから なかった とはいえ 

紋也 はこう 思った。 「俺た ちに は 敵が ある はず だ。 そ 

れも 無数に ある はず だ。 代官 松の 一 味から 桃ノ井 兵馬 

の 一 味から。 …… 佐幕 方の 奴ら は 一 人 残らず 敵 だ！ 

…… こやつら は その 中の どれ かなので あろう」 —— 紋 

也に は 躊躇で きなかった。 決心 をして 刀 を 引つ こ 抜く 

と、 やにわに 一人 を 叩き切って、 それに 怯えて 後へ退 

く、 敵方の 隙 をう かがって、 脇差しの ほう を 素早く 抜 

くと、 ついて 来たお 条の 手へ 渡した。 

「ぉ条 殿、 拙者へ ついて ござれ！」 —— で、 まっしぐ 


らに 突き進んだ 周囲 を 群衆が 走って 行く、 火の 舌が な 

ぐれて 襲って 来る。 ド— ッと 火柱が 燃え 落ちて 来た。 

そういう 境地 を 突破して、 一 つの 十字路まで 走って 来 

た。 と、 その 三方に 人数 を 分けて、 脇差し や 棍棒 や 匕 

首 を 握った 敵ら しい 人影が 十数 人 もいた。 で紋 也と お 

条 との 二人 は、 敵の いない 一 方の 露路 をめ ざして、 

はやて 

疾風の ように 突ッ 走った。 すると またもや 交叉点へ 出 

たが、 そこに も 敵が 待ち かまえて いた。 ただし 一方の 

露路 だけに は、 敵の 姿 は 見えなかった。 で、 そっちへ 

ひた 走った。 と、 またまた 十字路へ 出た。 そうして そ 

の 結果 は 同じであった。 三方 だけに 敵の 群れが いて、 


一方 だけにい なかった。 当然 二人 は 敵の いない 露路へ 

走り込まざる を 得ないだろう。 牽制され て、 牽制され 

て、 最後に 逃げ込んだ 露路 というの が、 今、 二人の い 

る露路 なのであった。 あらかじめ この 露路へ 追い詰め 

て、 打つ 取ろうと 企らん でいた のか もしれ ない。 この 

露路 ばかりが 他の 露路と 違って、 群衆の 姿がない ので 

あるから、 誰に も 邪魔され ないで、 捕る にも 斬る にも 

格好の 露路 だ！ 紋 也と ぉ条と はどうす るであろう 

力？ 


屋根の 上から 


「ともかく 急いで 歩きましょう」 背後に 従ってい るお 

条の ほうへ、 こう 紋也は 声をかけ たが、 露路を 一方へ 

歩き 出した。 

—— 何ら か奸 策が 行なわれ ている らしい。 彼らの い 

ない という 理由 はない。 突然 どこから か 現われて 来て、 

我ら 二人 を 襲う のであろう。 だから 動く の は 危険な の 

では あるが、 動かない ことに は 救われない。 この 熱 

さ！ この 息苦し さ！ 火の粉！ 煙り！ 焼け落ち 


る 火柱—  火元の 笹 家に は 近いら しい。 いまにも 

焰が まわって 来よう。 いやもう 四方へ まわって いるか 

もしれ ない。 よしんば 火が 四方へ まわらな くと も、 右 

側に 並んで いる 私娼 宿へ は、 まもなく 火が 移って 焼け 

なければ ならない。 その 私娼 宿の 背後に あたって、 火 

元の 笹 家が あるので あるから。 で、 こうやって いるう 

ちに も焰が 私娼 宿の 屋根 を 越して、 空へ 猛然と 上がる 

かもしれ ない。 そうして 私娼 宿の 門 や 窓から 黒煙と 一 

緒に 束の ような 焰が、 ドッと 噴き出して 来る かもしれ 

ない。 

「どうと もして 露路 から 出なければ ならない。 手近に 


空地が あった はず だ。 いそいで そこへ 行く ことにしよ 

う」 抜き身 を 背後へ かくすよ うにして、 火光で 深紅に 

輝いて いる、 細い 露路を 一方へ 歩き 出した。 だが 三 間 

と は 歩かなかった であろう、 その 時 左側に 並んで いる、 

私娼 宿の 家々 の 屋根の 上へ、 夜で はあった が 火事の 光 

しょ. つじよう ひ 

で、 猩々 緋 のように 輝いて いる、 凄くて 美しい 明るい 

空 を 背景と して 人の 姿が、 七、 八 人 陰影の ように 現わ 

れた。 と 見て とった 山 県紋也 は、 「き やつら だ！」 と 叫 

ぶと 抜き身 を 引き付け、 屋根から 飛び下りて かかって 

でも 来たら、 叩き切って やろうと 上 を 仰いだ。 が紋也 

の その 考え は、 より 惨酷の 所業に よって、 すぐに 裏切 


られ てし まう ことにな つ た。 

と、 いうの は 屋根の 上の 人間 どもが、 何やらい つせ 

いに 叫んだ かと 思う と、 突然に 彼らの 両手が 上が つ て、 

つづいて 両手が 下げられた 時 礫 や 丸太 や 火の ついて 

いる 棒が、 紋 也の 頭上へ 恐ろしい 勢いで、 唸りながら 

落ちて 来たから である。 

「卑怯者め！」 と 紋也は 叫んだ。 がその 声 は 次の 瞬間 

に は 消えて、 細い 露路の 一 所 を 埋める ようにして 礫 や 

丸太 や 火の ついている 棒が、 うずた かいまでに 塊 まつ 

た。 火の ついている 棒から は焰が あがって、 丸太の ほ 

うへ 移って 行った。 


紋 也の 姿 は どこに もない。 お 条の姿 も 見当たらない。 

二人 は どこへ 行った のであろう？ 打ち倒され てし 

まった のであろう か？ 礫 や 丸太 や 火の ついている 棒 

の、 それらの 下にい るので あろう か？ いやいや 二人 

は 別の 所に いた。 左側に 並んで いる 私娼 宿の 壁へ、 

ピッ タリと 背中 を 平め かしてつ けて、 投げ落とされる 

丸太 や 礫 や、 火の ついている 棒の 災 いから、 巧みに の 

がれて いるので あった。 

幸いに 負傷 もしなかった らしい。 

紋也は 抜き身 を 脇 構えに 構えて、 その 切っ先 を ピリ 

つかせながら、 いま もな お 屋根から 投げ落とされて 来 


る、 礫 や 丸太 や 火の ついている 棒が、 露路 へた まるの 

を 睨んで いた。 が、 紋也は 考えた。 「ぐずぐずして は 

いられない。 いよいよき やつら はこの 露路の 中で、 

我々 を 殺そうと している らしい。 この あんばいで 察す 

る 時には、 次々 に 彼ら は 奸策を 設けて、 二人 を 進退き 

わ まらせ るら しい。 突破 突破、 突破しょう！ 空地へ 

出よう、 群衆と まざろう、 そうして 混雑に 身 を まぎら 

せて、 水 戸 様 石 置き場の 空 屋敷から、 のがれて 巿 中へ 

はいる ことにしよう」  敵であろう とな かろうと 行 

く 手 を さえぎる 人間が あったら、 用捨な く 切って 切り 

萌して、 活路 を ひらこうと 決心 をした。 で、 お 条を見 


返った が、 

「ぉ条 殿 拙者へ ついて ござれ！ 拙者 活路 を ひらき ま 

しょう。 寄る 者が あったら 遠慮会釈 なく、 斬るな り 突 

くな りな さるが よろしい。 今 はお 互いの 身が 大事で ご 

ざる。 …… いざ！」 というと 山 県紋也 は、 露路の 真ん 

中 へ 飛び出し たが 一方へ 向かつ て 走り出した。 

と、 一軒の 家の 中から、 二人の 人間が 現われた が、 

走って 来る 紋 也に 狙い をつ けて、 巨大な 物をガ ラガラ 

と 投げた。 左右に は 家が 立ち並んで いる。 作られて い 

る 露路は 帯の ように 狭い、 その 狭い 露 路の宙 を 飛んで、 

捕り物 用 特殊の 投げ 梯子が、 二 挺 風 を 切って 飛んで 来 


たが、 悲鳴 は 起こらなかった。 紋也 もお 条も身 を かが 

めて、 梯子の 下 をく ぐった からで ある。 が、 その 次の 

瞬間に おいて、 火光 を 叩き割る 光り物が あって、 すぐ 

に すさまじい 悲鳴が 起こった。 一人の 人間が 倒れて い 

る。 一人の 人間が 逃げて 行く。 男女 二人が 追い かけて 

行く。 


腹背に 敵 


敵の 一人 を 真っ向に かけて、 一刀に 切り倒した 山 県 

紋也 は、 新しく 血に 濡れた 抜き身 を 引つ 下げ、 逃げて 

行く もう 一人の 敵の 後 を、 ぉ条を 背後に 従えて、 今や 

まっしぐらに 走って 行く。 露路は 狭い！ 帯の よう だ。 

露路は 明るい！ 昼の よう だ。 その 中 を 黒煙が 渦巻い 

ている、 バラ バラ バラ バラと 火の粉が 降る。 金の 箔で 

も 撒いた ようで ある。 家々 を 越して 束の ような 焰と、 

髪の毛の ような 黒煙と が、 うねりに うね つ て 上が つ て 

いる。 走る 走る その 境地 を 走る。 と、 逃げて 行く 敵の 

一人が、 一 軒の 家の 前まで 行く や、 合図め いた 大きな 

声 を 上げた。 


とその 敵 は 駆け抜け たが、 気の 付かぬ 紋 也が 走って 

来て、 その 家の 前まで はせ つけた 時に、 その 家の 門 か 

まり 

ら 一 人の 男が、 はずんだ 毬 のように 飛び出して、 反対 

側の 家の 前まで 行った。 と、 露路を 横に 一 直線に、 

グ ー ッと 一筋の 繩が 張られた。 足 を 掬おう 張り 緦 であ 

る。 かかった が 最後 山 県紋也 は、 もん どり 打って 倒れ 

なければ ならない。 が、 紋也は 倒れなかった。 察した 

刹那に サ— ッ と 一 揮り！ 緦を 真ん中から 切り払 つ た。 

力に 負けた というので もあろう、 緦の端 を 握って 立つ 

ていた 敵が、 ヨロ ヨロと よろめいて 前へ 出た。 

「くたばれ！」 一 刀！ ド ー ッと 血煙り！ 


「いざお 条 殿！」 

「はい 紋也 様！」 

火元の 笹 家が 燃え 尽くして、 この 時 横倒しに 倒れた 

ので もあろう か、 ゴ— ッ という すさまじい 物音が した 

が、 見る見る 瞬間に 露路の 上から 煙りと 火の粉との 

あつぶ すま 

厚 衾が、 紋也 とお 条とを 圧して 来た。 烈しい 臭気 だ、 

呼吸が 詰まる！ 恐ろしい 煙り だ、 眼が あかれない！ 

びん 

火の粉が 鬢を 焼き 袖 を 焼く！ 嵐に 飛ばされる 屋根 や 

板 木片が、 肩 を 打ち 頭 を 打ち 腕 を 打つ！ にわかに 窒 

息しょう とした。 火事場に 起こる 現象で ある。 一 所に 

真空が できた ので ある。 「ム ー ッ」 と 紋也は 呻いた が、 


猛然と して 走り出した。 しかしに わかに 足 を 止めて、 

振り返らざる を 得なかった。 背後に あたって 十数 人の、 

荒々 しい 男の ののしる 声が、 ぉ条 らしい 女の 叫び声に 

まじって、 紋 也の 耳へ 聞こえて 来たから である。 

えもの 

いつの まに どこから 現われ出た のであろう、 得物 を 

持った 十二、 三人の 男が ぉ条を 真ん中に 取リ こめて、 

得物 得物 を 打ち 振って、 ぉ条を 叩き 倒そうと している。 

狭い 明るい 露路の 一 所に、 黒い 物が ダル ダルと 渦を卷 

いて、 その 渦巻の 上の あたり を、 白光 を 放って 一本の 

刀が、 素早く 左右 前後に ひらめき、 そのつど 赤い 色が 

渦巻 を 縫って、 花弁の ように ひるがえって 見える。 赤 


い 手 甲の 手へ 脇差し を 握って 十数 人の 敵 を 相手に して、 

捕えられまい 捕えられまい として、 ぉ条が 苦闘 をして 

いるので あった。 が、 ぉ条は 一人であった。 しかるに 

敵 は 多勢であった。 まもなく 地上へ 叩き 倒されて、 や 

がて かつがれて 行く ことであろう。 

ところが 結果 は 反対と なった。 ぉ条を 真ん中へ 取り 

こめて、 渦巻の ように グル ダルと まわって、 揉みに 揉 

ん でいた 十二、 三人の 男の、 その 中の 一人が 悲鳴 を 上 

げて、 持って いた 棒 を 地へ 落として、 渦巻の 中から 一 

人 離れて よろめく と 見る まに ぶ つ 倒れて 肩から タラタ 

ラと血 を 流して、 のた 打った のをキ ッカケ にして、 渦 


巻の 一 角が 崩れ 立った。 

さむらい  ふる 

見れば 一人の 武士が 血 刀 を 揮って 立って いた。 ぉ条 

が あぶない と 見て とって、 引つ 返して 来た 山県紋 也が、 

敵の 一 人 を 袈裟 掛けに 斃し、 第二の 犠牲 を 目 付けよう 

と、 刀 を 揮って いるので あった。 

「紋也 だ！」 「野郎！」 「叩き伏せろ！」 

ぉ条を 見す てて かかって 来たが、 露路が 狭い ので 多 

勢が 一度に、 かかって 行く こと はでき なかった。 そこ 

を 付け目に 山 県紋也 は、 「ぉ条 殿お 条殿 まわりな され！ 

拙者の 背後へ まわりな され—  力— ッ！」 とば か 

りに 気合 を 掛けた が、 掛けた 時には 飛び込ん でいた。 


そうして 飛び込んだ その 時には、 真っ先 立って 来た 敵 

の 一人の、 頰 から 頤 まで 割り付け ていた。 

刀が 上がった！ 火光 を はねた。 刀が 引かれた！ 

横へ 走った。 と、 悲鳴！ 血の 匂いだ！ ダッダ ッ 

ダッと 引き 退く 足音！ 三人 目 を 腰 車に ぶ つ 放して、 

青 眼に 構え をつ けた ままの、 紋 也の 眼前 三 間の 間に は、 

二つの 死骸が ころがって いるば かりで、 敵の 姿 は 見ら 

れ なかった が、 三 間の かなたに は 群ら がって いた。 そ 

こまで 敵 は 逃げた ので ある。 紋 也の 背後に ぉ条 がいる。 

「さあ この 隙に、 ぉ条 殿！」 「あい！」 —— 一 散！ 走 

り 出した 時 だ！ 行く手に 人影が 現われた。 


門弟の 助太刀 


行く手に 現われた 人の 影 は、 その 数、 十 人 は あるで 

あろう か、 得物 得物 を ひらめかして、 煙りと 火の粉の 

狭い 露路を 一ば いにして 寄せて 来た。 まさしく 敵の 同 

勢な ので ある。 その 同勢の 現われた の を 合図に、 一 旦 

退いた 背後の 敵勢が、 これ も 露 路をー ぱいに して、 二 

人の ほうへ 押し寄せて 来た。 結局 紋 也と ぉ条 との 二人 


は、 前後 腹背に 敵 を 受けて、 退路 を 断ち切られて しま つ 

たので ある。 

「やられた！」 という 心持ち は、 この 時の 紋 也の 心 持 

ちであった。 「あらかじめ 計って やった こと だ！ 

引つ 包んで、 討ち取ろうと 計って いたの だ！ 左右 は 

人家で 逃げ路がない。 前後 は 敵に さえぎられて しま つ 

た。 どうしたらいいの だ！ どうしたらいいの だ！」 

走って いた 足 を 釘 づけに して、 紋也は 露路へ 突つ 

立った が、 その 間 も 前後の 敵の勢い は、 威嚇的の 喊€ 

を 上げながら、 二人の ほうへ 寄せて 来た。 

「ぉ条 殿お 条殿、 もういけ ませぬ。 覚悟 をな され、 覚 


悟 をな され—  いや、 まだまだ 大丈夫で ござる。 

なんとかして 活路 を 開きましょう。 …… うむお 条殿こ 

うおし なされ！  二人の 背中 を 合わせましょう。 背後 

から 来る 敵の勢 を、 あなたに おいてお 防ぎく だされ！ 

拙者 は 前の 敵に 向かって、 一人 二人 切って 落とし ま 

しょう。 崩れ 立った ところ を 駆け抜けましょう！」 

—— で 一 一人 は 背中 を 合わせた。 

すると 不思議に も 押し寄せて 来た、 前方の 敵の勢が 

足 を 止めた がすぐ にバ ラ バラと 崩れ 立ち、 ド— ッと後 

ろへ 引つ 返した。 が、 一間と は 引つ 返さない うちに、 

今度 は紋 也の ほうへ 走って 来た。 しかし 一間と は 走つ 


て 来ない うちに、 またまた 背後の ほうへ 引つ 返した。 

つまり 一所で 寄せつ 返しつ、 揉み合い ひしめき 合って 

いるので ある。 

と、 これ はどうした のであろう、 二人ば かり 地上へ 

倒れた ではない か。 と、 これ はどうした のであろう、 

お 互い 同士が 得物 得物 を、 火光に キラ キラと ひらめか 

して、 煙りの 一 ぱいに 渦巻いて いる、 露路 で、 打ちつ 

打た れっして いるで はない か。 怒声と 悲鳴と 喚声と が、 

焼け落ちる 物の 音 を 貫いて、 すさまじ いまでに 聞こえ 

て 来る。 いったい どうしたと いうので あろう？ 同士 

打ち 暄嘩を はじめた のであろう か？ いやいや それ は 


そうではなかった。 彼らの 群れの 後方から こういう 呼 

び 声が 聞こえて 来たので あるから。 

「先生 先生 山 県 先生、 もはや 大丈夫に ござります。 お 

助けに はせ つけて 参りました」 

庄田内 記の 声であった、 つづいて 別の 声が 聞こえて 

来た。 

「先生 先生 山 県 先生、 我ら 血路 を ひらきます、 おのが 

れ くだされお のがれく だされ！」 

菰田 重 助の 声であった。 すなわち 石 置き場の 空 屋敷 

へ、 宵の 間に 紋 也が 連れて来て、 笹 家の 奥の間で 遊ば 

せて おいた、 二人の 内弟子が 火事 だと 知って、 笹家を 


外へ 飛び出した ところ、 師匠の 紋 也の 姿が 見えない、 

怪我で もさせたら 大変 だとい うので、 あちこち 探して 

いるう ちに、 この 露路の 中へ まぎれ 込み、 紋 也の 危急 

に 逢った ところから 切り立てた のであった。 

勇気 百倍と いう 心持ち は、 この 時の 紋 也の 心持ちで 

あろう。 

「庄 田と 菰田と が 助けに 来て くれた か！ 有難い！ 

有難い！ 有難い！」 で大 音に 声をかけた。 「ご両 所 

ごろつき 

であった か、 ご 助勢 感謝！ こやつら は 悪漢で 破落戸 

で ござる！ 切って 切って 切り まくりく だされ！」 で 

背後 を 振り返って 見た。 と、 前方の 味方の 勢が、 崩れ 


立った の を 見た からであろう、 背後から 寄せて 来た 敵 

の 勢 も、 こちらへ 寄せて 来ようと はせ ずに、 一 つ 所の 

ようす を 見守つ ていた。 

「うむ、 この 隙に この 露路を 出よう」 でお 条へ声 を か 

けた。 

「ご覧の 通りに 二人の 門弟が、 前方から 助けに まいり 

ました。 我ら も 切り込んで はさみ 討ちと し、 ともかく 

も露路 からの がれましょう。 背後 は 大丈夫で ござり ま 

すよ。 寄せて 来る 気づかい は ござり ませぬ。 いざ！」 

というと 紋也は 太刀 を かざし、 ぉ条を 背後へ 従える 

と 疾風の ように 走り出した。 が、 しかし 見よ、 その 瞬 


間に、 すさまじい 音が 轟 いて 露路が 火の 海に 一 変し 

たこと を！ 右手に 並んで いた 家並みが、 焼けて 崩れ 

て 落ちた からであった。 


露 路を縫 つ て 


焼け落ちた 家並みが 露路 をお おうて、 焰々 として 焰 

を 上げて、 黒煙と 火の粉と を 八方へ 吹いて、 反対側の 

家並み を さえ、 まもなく 同じように 焼き 落とそう とし 


ている。 その 露路の 中で 戦って いた 紋也 やお 条ゃ 二人 

の 門弟 や、 代官 松の 乾 児た ち は、 どういう 運命に なつ 

たこと であろう か。 焼け落ちた 家並みの 下敷きと なつ 

たら、 潰された あげくに 焼き殺されなければ ならない。 

それとも うまくの がれた であろう か？ しかし 猛火 は 

そういう 人間の 運命な どに は 関係な く、 ますます 焰を 

上げ 煙り を 吹き、 火の粉 を 八方へ 散らして いる。 

いやいや 露路 にいた 人間 ども は、 下敷きに もなら な 

ければ 焼き殺され もしないで、 別の 露路を 走って いた。 

先に 立って 走って 行く 二人の 武士が あった。 庄田 とそ 

うして 菰田な ので ある。 すぐ その後に 引き つづいて、 


一 人の 武士と 一 人の 女と が、 乱れた 姿で 走って いた。 

紋 也と そうしてお 条 とであった。 その後から 多勢の 人 

間が、 得物 を かざして 追って 行った。 代官 松の 乾 児た 

ちであった。 その 露路 にも 火の 光 はみ なぎって いて、 

火の粉 や 煙り は 流れ込んで 来たが、 焰は 入り込ん では 

いなかった。 住人 はおお かた 逃げ去つ たものと 見えて、 

人影 はき わめて まれ まれであった。 

その 人影 だが 光の 加減からで もあろう、 人間の よう 

に は 見えないで、 気味の 悪い 人間の 影法師の ように 見 

えた。 と、 多勢の 影法師が、 その 先の ほう を 走って 行 

く 男と 女との 影法師へ、 かぶ さるよう にして 走り か 


へ ん ぽん 

かった。 と、 男の 影法師で あろうが、 翩 翻と 背後へ 飛 

び 返る と、 二度ば かり 白光 を ひらめかした。 と、 同時 

に 走り かか つ て 来た 多勢の 影法師の 先頭に 立 つた 二つ 

は、 もん どり 打って 地へ 倒れた。 紋 也の 太刀に 二人の 

敵が 見事に 切られて 倒された のであった。 で、 多勢の 

影法師が、 ムラ ムラと 後へ引き しりぞき、 それ を見捨 

てた 一 つの 影法師 は、 女の 影法師と 前後して、 一 散に 

先へ 走って 行く。 その 先 を 二つの 影法師が 走る。 庄田 

とそうして 菰田な ので あつたが、 多勢の 影法師 も、 一 

時 は 退いた が 盛り返して、 ふたたび 後 を 追つ かけた。 

火光 は 赤く、 煙り は 黒く、 火の粉が 金箔の ように キ 


ラ キラす る。 両側の 家々 の 屋根 は 明るく、 門口 は 煙り 

で ぼやけて いる。 走る！ 走る！ 走る！ 走る！ 

そういう 露路を 影法師の 群れが 走る。 と、 先に 立った 

二人の 武士 姿の、 影法師が まず 消えて しまった。 露路 

が 丁字形 をな していた が、 角 を 曲がって 右手の ほうへ、 

その 影法師が 走った からで ある。 つづいて 男女の 影 法 

師が、 同じ 角から 消えて しまった。 少し まをおいて 大 

勢の 影法師が 同じ 角から 消えて しまった。 で、 この 境 

地に 残って いるもの といえば、 火光と 煙りと 火の粉と 

家並みと、 逃げお くれて ゥ ロウ 口う ごめいて いる 可哀 

そうな 幾人 かの 住人た ちであった。 


が、 この 時 別の ほうの 露路 で、 同じような ことが 行 

なわれ ていた。 すなわち 白刃 を ひつ さげて 時々 それ を 

打ち 振って、 行く手の 人間 を 払うよう にして、 武士 姿 

の 二つの 影法師が、 一散に 走って 行く 後から、 これ も 

血 刀 を ひつ さげた、 男女 二つの 影法師が、 同じく 一  散 

に 走って 行く。 と、 その後から 一団と なった 多勢の 影 

ふる 

法師が 得物 を 揮って、 先へ 走る 影法師 を 追つ かけて 行 

ま え 

く。 が、 この 露路と 以前の 露路 との、 ちがう ところ も 

少し はあった。 

火光 も 煙り もみち ていたが、 そうして 火の粉 も 散つ 

ていたが、 以前の 露路の それらと 比較す る 時、 稀薄で 


あると いう ことで ある。 以前の 露路 よりも 火元の 笹家 

に、 遠ざかつ ている 証拠と いえよう。 いや それよりも 

以前の 露路 より、 いっそう ちがって いると ころが あつ 

た。 家財 を まとめたり 家財 を 運んだり、 老幼 を 助けて 

避難しょう としてい る 住人の 群れが 相当に あって、 そ 

のた め 逃げて 行く 影法師 も、 また 追って 行く 影法師 も、 

ともす ると 行動 を さえぎられる  と いうそう いう こ 

とであった。 

しかし またもや 同じような 順序で、  まず 武士 姿 

の 二 つの 影法師から、 つづいて 男女の 影法師と なり、 

最後に 多勢の 影法師が、 丁字形 をな している 一 角から、 


次々 に 消えて しまった 後 は、 ここの 露路も 火光と 避難 

する 人と、 煙りと 火の粉との 世界と なった。 が、 この 

時 別の ほうの 露路 では、 同じような ことが 行なわれて 

いた。 二人の 武士の 影法師が 走って 行く、 男女の 影 法 

師が 走って 行く。 多勢の 影法師が 追って 行く。 火光、 

煙り、 逃げ 迷う 人々！ そうして 逃げ 迷う 人々 の 数 は、 

その 露路 において いちじるしかった。 空地に 近い 証拠 

である。 

とうとう 影法師の 一 行 は、 空地の 入り口へまで 走つ 

て 来た。 


空地へ は 出た が 


庄田内 記と 菰田 重 助と に、 先 を 走らせて 血路 を ひら 

かせ、 幾 筋 かの 露路を くぐりく ぐって、 ぉ条を 助け 介 

抱して、 それでも 空地の 入 リロまで、 ようやく たどり 

ついた 山 県紋也 は、 「さぞ 空地 は 火事 を 避ける 人で、 

ご つたが えして いるだろう、 そこ を 取りえ に 人の 群れ 

に まぎれて、 この 場の 危険 をまぬ がれよう」 と、 こう 

思って 空地へ 眼 を 走らせた。 紋 也の 想像に は 狂いが な 


く、 火事の 光に 照らされ ている、 空地 を うずめて 人の 

群れが、 大波の ようにう ねって いた。 が、 これ はどう 

した ことであろう？ この 入り口に 接近した、 眼の 前 

の 空地の 一所 だけに、 群衆の 姿が 見えない と は。 と は 

いえ 全然 いないので はなかった。 脇差し をめ ちゃめ 

ちゃに 振り まわして いる、 一人の 小男 を 包囲して、 捕 

えよう 捕えようと している らし い、 六 人の 男が グルグ 

ルグル ダルと、 渦巻の ように まわって いた。 その 一団 

を 遠巻きに して、 避難の 人た ちが 走ったり 倒れたり、 

人 を 突きの けたり 人に 突かれたり、 波の ようにう ねつ 

ている のであった。 


「はてな？」 と紋也 はとつ さに 思った。 

「あの 小男 は 何者だろう？」 見覚えが あるよう に 思 つ 

たからで ある。 

と、 その 時紋 也と 引き 添い、 左側の ほう を 走って い 

た、 ぉ条が 甲高く こう 叫んだ ので、 小男の 素性が 紋也 

に 知れた。 

「金ち やん、 金ち やん、 金ち やん じゃァ ないか …… 」 

小男 はお 条の 相棒に あたる、 金ち やん こと 金 兵衛で 

あった。 と、 金兵衛 だが ぉ条の ほう を 見た。 

「ゃァ 姐 ごか！ お 条の姐 ごか！ お ッ山県 先生 も！ 

有難い 有難い、 助かりました かい—  さあ 野郎 ど 


も、 もういけ まい！ 姐 ごと 先生と がい らっしゃった 

んだ！ 金ち やんだ つて 随分 強い！ 三人 だせ 三人 だ 

ぜ！ 一人の 俺に だって かなわなかった お前ら だ！ 

そいつが 三人に なつたん だ！ どう だかな うまい、 顫 

えろ 顫えろ！ どう だ ー ッ」 

ふる 

と 一はね はねる ようにして、 脇差し を 揮って 前へ 飛 

び、 敵の 一 人 を 袈裟が けにした が、 敵に 素早く かわさ 

れ たらしい。 で 金 兵衛も 飛び 返った。 そうして、 そこ 

で 声をかけた。 

「こい つら は あい つらで ござり ますよ。 例の 目 明し の 

代官 松の、 乾 児た ちな ので ございま すよ。 先生と 姐 ご 


と を やつ つけようと いうので 人数 を 入れて 放火 をして、 

どさくさ まぎれに お 一 一人さん を、 討つ て 取ろうと もく 

ろんだ ので。 …… そこにお ります そこにお ります！ 

代官 松め が そこにお ります—  私 は 偶然 立ち聞き 

したんで。 そこでお 知らせしょう としたんで。 で、 

走って 来 ましたんで。 そこ を こいつら に 取り巻かれた 

んで。 …… もう 大丈夫 だ、 ビ クビク する もの か！ 見 

わめ 

や がれ！」 と 喚く と 今の ように 脇差し を 揮って 前へ 飛 

び、 敵の 一人 を 真っ向から 切った。 しかし 今度 も はず 

れて しまった。 で、 金 兵衛も 飛び 返った が、 「先生、 姐 

ご、 油断 はでき ません。 こいつら ばかり じゃァ ありま 


せんので、 橋 場の 卯之吉 とかいう 奴 や、 河岸の 源 吉〔# 

「源 吉」 は ママ〕 とかいう 奴が、 多勢の 乾 児 を 引き連れ 

てはいり 込んで いると いう ことで いずれ 現われる で ご 

ざいましょう。 討って かかる で ございましよう。 …… 

おのれ！」 と 叫ぶ とまた また 金兵衛 は、 例によって 脇 

差し を 打ち 振って、 はねる ように 前へ 飛び出して 行つ 

て、 敵の 一人 を横薙 ぎに かけた。 が、 しかし これ も は 

ずされ たらしい。 一人 も 敵 は 倒れなかった の だから。 

火事 は 一力 所ば かりで なく、 どうやら 諸方に 起こつ 

たらしい。 東に も 西に も 火の手が 見える。 ここの 空地 

も 明るさ を 加え、 熱さ を 加え 混乱 を 加えた。 で、 あつ 


ちこつち の露路 口から、 ここの 空地へ 逃げ込んで 来る、 

無数の 幼老 男女に よって、 今まで 一団 体 をつ くって い 

た 金 兵衛と 代官 松と 乾 児との 組 も、 その 団体 を 崩され 

かかった。 避難の 人の 群れが 無我夢中に、 彼らへ 殺到 

して 来たから である。 と、 その 混乱の 間 を 割って、 紋 

也と ぉ条 とが 走って 来る 前へ、 一人の 男が 突き進んだ。 

「山 県の 先生、 お 条の姐 ご！ もういけ ません ぜ、 覚 

悟 をして くだせえ！ 四方八方 を 取り囲ん だんだ！ 

逃げよう た つ て 逃がし はしない—  おい 野郎 ども 

方向 を 変えろ！ 金兵衛 なんかう つち やって おけ！ 

紋 也と ぉ条と へ かかつ て 行け！ 一  人 は 眠らせろ！ 


一 人 はさら え！」 代官 松 こと 松吉 であった 


舌 nfe ！ 舌 Ifc ！ 


「そうか」 と 紋也は 代官 松の 言葉 や、 金 兵衛の 喚いた 

言葉に よって、 この 出来事が ハツ キリと わかった。 

「代官 松の 乾 児 どもが、 我々 に 害 を 加えようと、 放火 

や 襲撃 を 企 てた のか。 おぼろげながら もそう 感じ て は 

いたが、 これで 事情が すっかりと わかった。 が、 どの 


ような 理由の もとに 我々 へ 害 を 加えよう とする のか？ 

いや これ とてもお およそ はわ かる。 上に 立って いる 大 

物が、 我々 の 主義と 行動と を 押さえつ けよう 莂り 取ろ 

しそう 

うと、 代官 松 を 使嗾した の だ。 …… さあ、 では、 これ 

からどう した もの だ？ どうしょう もこう しょう も あ 

り はしない、 斬って 斬って 斬リ まくって、 この 一 廓 か 

ら のがれ 出て、 巿 中へ はいり 込んで 身 を 隠す より、 他 

に 手段が ありよう はない。 …… 」 

で紋也 はせ わしそう に、 ぉ条の ほうへ 眼 を 走らせた 

が、 「ごらんの 通りの ありさまで ござる。 敵 は 代官 松 

の 一 味の 由で、 目的 は 我々 を 害そうと の 事で、 容易な 


らぬ 危難に ござります。 ついては 何よりの 手段と して、 

一 刻 も 早く この 境地から 離れ 市中へ はいる ことにいた 

しましょう。 拙者の 後より ついて ござれ！ 拙者 血路 

を ひらきましょう！ ーッ目 橋の ほうへ！ 一  ッ目橋 

の ほうへ！」 それから 四方へ 眼 を やった が、 

「庄田 氏 はおらぬ か！ 菰田 氏 はおらぬ か！」 すると 

二人の 声が 聞こえた。 

「庄 田で ござります！ ここにお ります！」 

「菰田で ござります！ ここにお ります！」 

見れば 二人の 内 門弟 は、 血 ぬられた 刀 を 引き そばめ、 

乱れた 鬢 髪に 崩れた 衣裳で、 代官 松ら の 背後の あたり 


に、 平め かした 姿勢で 立って いた。 指揮 さえ 下した な 

ら 一議に も 及ばず、 斬って 入ろう の 構えであった。 

「こんな 奴と は 問答 は 無益 だ」 このように 思った がた 

めであろう、 代官 松の 挑戦の 言葉へ、 紋也は 返辞 を投 

げ つけよう ともせず 「やれ！」 と 叫ぶ と 自分自身、 血 

刀 を 揮って 突き進んだ。 「まず 金 兵 衛殿を 助け出せ！」 

うなじ  かん ざし  ぬ 

髪 は 乱れて 頸に 垂れ 簪 は 脱け て 散乱し、 紅い 掛 

け 布 は よれよれ となり、 襟 を はだけ て、 返り血 を 浴び 

た  そのために 凄愴 〔# 「凄 愴」 は ママ〕 の 美 を 加え 

た、 肉付きのよい 胸 を 現わし、 赤い 手 甲の 両の手に 脇 

差し をし つかりと 握った ぉ条 が、 すぐに その後から 突 


き 進んだ。 と 挟撃で もす るよう に、 その 瞬間に 二人 

の 門弟が、 背後から ドッと 斬り 込んだ。 

火事の 光で 地上 は 明るく、 明るい 地上 を 人間の 波が、 

うねりで 泡立ち 沸き立つ ている。 と、 その 一 所が 

きゅうたん 

急湍 のように、 物 すさまじく 渦卷 いたが、 悲鳴と 喚き 

とどろ 

声と 刃 音と が、 周囲の 雑音 を 貫いて、 ひときわ 高く 轟 

くや、 バタ バタと 倒れる 人の 姿が 見え、 つづいて 一組 

の 人間が、 周囲の 群衆 を 左右に 割って ーッ目 橋の 方角 

へ、 走って 行く のが 見て とられた。 が、 数 間と は 走ら 

なかった であろう、 その ーッ目 橋の 方角から、 一団の 

人数が 現われいで これ も 周囲の 群衆 を 割って こちら を 


さして 走って 来た。 と、 思う まも あらば こそであった- 

河岸の 方角から またも 一 団の 得物 を 持った 人数が 現わ 

れ たが、 同じように こちらへ 走って 来た。 と、 思う ま 

も あらば こそで あ つた、 たつ た 今急湍 のように 人の 渦 

が 渦巻いて いた その 所から、 四 人の 人数が 走り出て、 

同じように こちらへ 走って 来た、 そうして 三組の 人の 

群れが、 ーッ目 橋の ほうへ 走って 行く、 一組の 人数 を 

おつ 取り囲んだ 時に、 ふたたび 乱闘が 行なわれた。 

「代官 町の 兄貴 か！」 「河岸の 兄弟 か！」 「代官 町の 兄 

貴 か！」 「橋 場の 兄弟 か！」 こういう 声々 が 取り交わさ 

れ、 つづいて こういう 声が 聞こえた。 「そいつが 紋也 


だ！ こいつが ぉ条 だ！ いいと ころへ 来た！ さあ 

やってくれ！」 

一 ッ目 橋の 方角から 龃け 付けて 来た 一 団の 人数 は、 

河岸の 源 介の 勢で あり、 河岸の 方角から 走って 来た 一 

団は、 橋 場の 卯 之吉の 勢で あり、 背後から 追って 来た 

四 人の 人数 は、 代官 松と 乾 児と であった。 

三方に 敵 を 引き受け たの は、 紋 也と ぉ条 と金 兵 衛と、 

庄 田と 菰田との 五 人であった。 宙に 上がる 棍棒、 空に 

あられ 

うねる 捕り 繩、 紅色の 火事の 遠 照り を 縫って、 霰 のよ 

うに 飛ぶ 無数の 目潰し！ が、 それら を 四方に 受けて、 

八方へ 斬り 返す 五本の 刀！ 空 は 深紅 だ！ 周囲 は 人 


波 だ！ と紋 也た ちの 一団で あつたが、 さっきからの 

乱闘に 疲れて いた。 しだいし だいに 弱って 来た。 


起こった 歌声 


もしも 天上に 人が いて、 眼の 下の 光景 を 眺めたなら 

ば、 こういう 光景 を 見た ことであろう、 一 人の 娘が 脇 

差し を 揮って、 数人の 男と 戦って いたが、 脇差し を 地 

上へ 叩き落とされて しまった。 と、 数人の 男た ちで あ 


るが、 すぐに 飛び かかって 揉み 立てた あげく、 娘 を か 

ついで 走り出した。 かつがれて 行く の はお 条 なので あ 

る。 と、 見て とった 一人の 小男が、 これ も 脇差し を 揮 

いながら、 数人の 男と 戦って いたが、 ぉ条を 誘拐から 

救おうと して、 かつがれて 行く ほうへ 走り出した。 が、 

そのと たんに 一 人の 敵に、 棍棒で 足 を 払われた ため、 

モン ドリ 打って ぶつ 倒れた。 と、 数人の 敵で あつたが、 

倒れた 小男へ —— 金 兵衛の 体へ、 一度に ドッと 襲い か 

かって、 グルグ ルと繩 で 縛り上げよ うとした。 

が、 金 兵衛も 縛られようと はしない。 起き上がろう 

起き上がろうと 手足 を もがかせる。 それと 見て とった 


一人の 若い 武士が、 ギヨ ッ としたよ うに 立ちす くんだ 

が、 十数 人の 敵 を 相手に して 切り捲く つていた 血に 濡 

れた刀 を、 脇 構えに 構えて 突き進んだ。 ほかならぬ 山 

県紋 也で ある。 金 兵衛を 助けよう として 突き進ん だの 

である。 が、 その 時 少し 離れた 処 から、 女の 叫び声が 

聞こえて 来たので、 また ギヨ ッ として 声の 来た ほう を 

見た。 ぉ条 がかつ がれて 行こうと している。 

「しまった！」 というよ うに 一 瞬間、 また 紋也は 立ち 

すくんだ が、 これ は 金 兵衛を 助けよう か、 それともお 

条を 救おうかと、 躊躇した ものと 見て よかろう。 しか 

し紋也 はお 条の ほうへ 走った。 


こういう 境地から 数 間 離れた、 ほかの 一画で は 二人 

の 武士が —— 庄田内 記と 菰田 重 助と であった が、 これ 

も 刀 を 打ち 揮い、 十数 人の 敵 を 相手に して、 苦しい 戦 

い をつ づけて いた。 

火事の 光 は 深度 を 加えて、 今 は 地上 は 昼よりも 明る 

く、 地 を 這って いる 小 虫 を さえ も、 数え 取る ことが で 

きそうで あり、 そういう 明るい 地面 を埋 ずめ て、 逃げ 

迷って いる 無数の 男女が、 そういう 乱闘の 修羅の 場 を 

めぐって、 うねり、 波立ち、 崩れ、 集まり、 また 押し 

寄せたり 退いたり していた。 

ぉ条 はかつ がれて 行く であろう か？ 金 兵衛は 縛ら 


れて 捕えられる であろう か？ 紋 也に ぉ条が 助けられ 

るであろう か？ 苦戦して いる 庄 田と 菰田と は、 結局 

どうなる ことだろう？ と、 これ はなん という こと 

だ！ この 地獄の 光景の 中へ、 

A 葵 は 枯れても 

ああ ああ 

菊 は 栄える 

と、 多勢のう たう 歌の 声が、 忽然と 響いて 来たで は 

C ヽゝ 

レ 力！ 

と、 これ はなん という こと だ！ 賭場の 立って いる 

方角から、 十 人、 二十 人、 三十 人、 続々 と 異形の 人の 


影が、 得物 得物 を 振りかざして こちらへ 走って 来る で 

や し  ばくと  ご ろつ き 

はない か！ 香具師、 博徒、 遊芸 人、 破落戸た ちの 群 

れ であった。 

と、 これ はなん という こと だ！ その 一 団の 走る に 

つづいて、 今まで 夢中で 逃げ まわって いた、 避難の 人々 

が 逃げ まわる の を 止めて、 

A 葵 は 枯れても 

ああ ああ 

菊 は 栄える 

と、 これ も 同音に 歌いながら、 その 一 団に はせ 加わつ 

て、 こちらへ 走って 来る ではない か！ 


「山 県 先生 をお 助けし ろ！」 誰い うとな く 叫ぶ ものが 

あった。 

「お助け 申せ！ お助け 申せ！」 一 団が 同音に 声 を 合 

わせた。 

かって 紋 也が 弟の 小次郎 へ、 「俺が 巷へ 呼びかけた 

声が、 どんなに 多勢の 口々 によって、 叫ばれて いるか 

を 聞く がよ い」 と、 こういう 意味の こと をい つたこと 

があった がその 叫び こそ この 叫びな のであった。 

水 戸 様 石 置き場の 空 屋敷と いう、 この 境地へ 入り込 

んで、 潜行 的に 山県紋 也が、 下賤と 見なされ ている 人 

たちへ、 どれほど 恩 を ほどこした かどれ ほど 思想 を 吹 


き 込んだ か、 その 証跡が 今や 挙がった。 紋也 急難と 伝 

え 聞く や、 自分の 危険 を 打ち 忘れて、 こぞって 救いに 

はせ 向かった ので ある。 その 一団が 襲い かかった 時、 

以前に もました 大乱 闘が、 空地の 中で 行なわれ たが、 

やがて 集団 的の 乱闘が、 ここに 一組、 そこに 一組と、 

分立 的の 乱闘と 変った。 と、 一散に 一 人の 武士が 乱闘 

の 場から 走り出た。 


助けつ 助けられつ 


乱闘の 場から 走り出た の は、 これまでの 戦いに 薄手 

では あるが、 数 力 所に 傷 を 負った 紋 也であった。 髪 は 

乱れて 顔へ かかり、 衣裳の 袖 は ちぎれて 取れ、 手に も 

足に も 血 を 流し、 引つ 下げた 刀 を ピリつ かせて いる。 

代官 松の 一団から いえば、 紋也を 討って 取る ことが、 

この 夜の 襲撃の 主なる 目的で、 逃がして はならない 獲 

物な のであった。 が、 思 いもおよ ばなかった、 意外の 

敵が 現われて、 「葵 は 枯れても、 ああ ああ、 菊 は 栄える」 

と、 歌いながら 攻めて かかられ たので、 一 団 はこと ご 

とく 気 を 呑まれて、 この 新手の 敵に 向かい、 紋 也が 乱 


闘の 場から 抜けて、 ーッ目 橋の 方角へ、 走って 行く の 

に 気が付かなかった。 で、 紋也 ははず む 息 をお さえ、 

つ か 

ともす ると 定まらず よろめこう とする、 疲労れ た 足 を 

踏みし め 踏みし め、 絶えずぶ つかって 来る 群衆の 波 を、 

血 刀 を 振って 左右へ 払い、 ーッ目 橋の ほうへ 突き進ん 

だ。 が、 半 町と は 走らなかった であろう、 紋也 はにわ 

かに 足 を 止めた が、 振り返る と 乱闘の 場 を 眺めた。 

「お、 ぉ条 殿—  うつち やって はおけ ない！」 I 

I のがれようと 思う 一 心から、 遮二無二 ここまで 走つ 

て は 来たが、 ぉ条が 敵に 取り こめられて、 乱闘の 場に 

残って いる こと を、 フッ とこの 時 思い出し たので あつ 


た。 「女 を 捨てて はお かれない」 —— で、 紋也は 取って 

返した。 取って返して 戦ったならば、 疲労れ 切って い 

る軀 である、 おおかた 斃 されて しまう だろう。 …… そ 

ういう 予感 はあった けれども、 見捨てて 自分 だけ 助か 

ろうとい う、 卑怯な 心に はなれなかった。 

「ぉ条 殿！ ぉ条 殿！ ぉ条 殿！」 と、 人の 声、 足音、 

物の 破壊れ る 音、 火事に 付き物の 嵐の 音、 声 や 音に 一 

ぱいに 充 たされて いる、 ここの 修羅場の 騒音 を 通して、 

紋 也は大 音に 呼んで みた。 と、 どうだろう その 声に 答 

えて、 数 間の 先から ぉ条の 声が 「紋也 様！」 とすぐ 答 

えたで はない か。 意外な 結果に 驚いて、 声の 来た ほう 


へ 紋也は 向いた。 そこに ある ものと いえば 群衆で あつ 

たが、 その 群衆 を 脇差しで 払って、 ぉ条が こちらへ 走つ 

て 来る のが 見えた。 

「おお、 ぉ条殿 か、 お 怪我はなかった か」 安心した 紋 

也 は走リ 寄りながら、 こう 叫んで ぉ条を 抱える ように 

した。 「金 兵衛殿 は？ 門弟 ども は？」 

紋 也の 腕に 抱えられて、 ぉ条は 荒い あえぎ 声 を 上げ 

た。 「ご、 ご 安心な さり ませ、 金兵衛 もお 二人の ご 門弟 

衆 も、 道 を 変えて おのがれなさい ました」 —— で、 紋 

也に ひしと すがった。 「意外の 助けが 出ました ので… 

…みんな その ほうへ かかりまして …… 隙ので きたの を 


見て とって …… めいめい のがれた ので ございます。 … 

…あなた をお 探しいた しました。 …… やっと、 …… お 

声が …… 聞こえ ましたので …… 」 

「有難い …… 」 と 紋也は 腕に こめた 力で、 お 条の肩 を 

引き締め たが、 「さあ 一緒に！ 見付けられな いうち 

に！」 

「はい」 とお 条も 立ち直った。 「お 屋敷に お帰りな さ 

れて は、 危険 至極で ございます。 …… それよりも 妾の 

屋敷の ほうへ！ 私たちの おります 屋敷の ほうへ！ 

…… あそこ は 安全で ござります！」 

「まず この 空地 を—  一 ッ目 橋から—  」 


で、 二人 は 走り出した。 なお も 群衆が ぶっかって 来 

て、 二人の 間 をへ だてよう とする。 それ を 払って 突き 

進む。 一 ッ目橋 を 向こうへ 越す と、 相 生 町の 一画へ 出 

る。 それ を 北の ほうへ 走って 行けば 尾 上 町の 河岸へ 出 

る。 河岸に ついて 走って 左へ 曲がれば、 九十 八 間の 両 

国 橋と なる。 両国 橋 を渡リ 越せば、 吉川 町と なり 柳 橋 

となる。 そこの 町筋 を 西へ 走れば、 久左衛 門 町と なり 

佐久間 町と なリ、 儒者 ふうの 老人の 籠って いる、 例の 

いかめしい 屋敷と なる。 いっか 二人 は 久左衛 門 町まで 

来た。 火事 を 見る 人が 往来の 上 や、 屋根の 上な どに 

立って いたが、 その 人影と てまれ まれであって、 町筋 


はむしろ 寂しかった。 

紋也 もお 条も 疲れ切つ ていた、 今にも 二人ながら 倒 

れ そうであった。 それに 紋 也に は 心配が あった。 自分 

を 討ち 漏らした 代官 松の 徒が、 あくまで 自分 を 討って 

取ろうと して、 自分の 屋敷へ 討ち入り はしまい か？ 

討ち入られ たが 最後、 妹 も 弟 も、 難 を 受けなければ な 

ら ないだろう。 妹に は 吹き 針の 武芸が ある。 あるいは 

難 をの がれる かもしれ ない。 が、 弟 は 柔弱 者 だ。 討つ 

て 取られて しまう だろう。 

「小 次郎！ 小 次郎！ 小 次 郎！」 と、 思わず 紋也は 

声 を 上げた が、 その 小 次 郎は紋 也の 行く手の、 佐久間 


町の 入り口の 往来で、 難 を 受けて いる はずで ある。 


小 次郎の 生死？ 


一 人の 若衆 武士が 佐久間 町の ほうから、 疾風の よう 

に 走って 来て、 おりから 佐久間 町の 入り口へまで 来た、 

北条美 作と 桃ノ井 兵馬と へ、 II いや 先に 立って いた 

美 作の 胸へ、 ドンとば かりに つきあたり、 

「無礼者め が！ 粗忽 千万！」 


「火急の 場合、 お許しの ほど を」 

「おつ、 貴様 は 山 県 小次郎 か！」 

「どなたで ござるな？」 

「桃ノ 井 兵馬 だ！」 

「切れ！」 という 美 作の 声が して つづいて 兵馬が 抜き 

討ち ざまに、 小 次郎の 胴へ 切リ つけたの は、 水 戸 様 石 

置き場の 空 屋敷に ある 笹 家から 火の手の 上がった 時で、 

小 次郎の 兄の 山県紋 也が 受難の 時刻と 同じ 時刻で あつ 

た。 

小 次郎は 柔弱で はあった けれども、 ともかくも 兄に 

仕込まれて、 多少と も 武術の 心得 はあった。 抜き 討ち 


に 兵馬に 切り付けられ たが、 その 一 刀 を 胴へ 受けて、 

そのまま 斃れ てし まう という ほどに も、 不鍛鍊 未熟の 

人間ではなかった。 こういう 場合に 自然と 出る 「あ ッ」 

という 驚きの 声 を 上げた が、 声 を 上げた 時には 小次郎 

は、 反射的 運動と でもい うべき であろう か、 パッと 背 

後へ 両足で 飛び、 これ とても 反射的 運動と いえよう、 

左手で 刀の 鯉口 を 握り、 右手で 柄 を 握りし め 眼前に 刀 

を 上段に かぶ リ、 刀身 を 月光に ひらめかし、 黒頭巾の 

中から 白々 と、 左の 一 眼 を 繃帯した、 白い 布 を 気味 悪 

く のぞかせて、 開いて いる 右 眼で 睨んで いる 殺気に 充 

ちた 兵馬の 姿 を、 絶体絶命の 心持ちで 怯えながら みつ 


めて いた。 

両足で 背後へ 飛んだ 時に、 おのずからそう なった 位 

置な のであろう、 家々 の 屋根が 月の 光 を さえぎり、 そ 

のために できた 蔭が あって、 往来の 左側 を 暗め ていた 

が、 そこに 小 次郎は 立って いた。 で 兵馬に は 小 次郎の 

姿 は 暗 さに 包まれて 不分明で あつたが、 兵馬の 姿 は 月 

の 光に、 青白く 照らされて 明らかであった。 兵馬の 姿 

が 明らかに 見える！ という ことが 小次郎 にと つて は、 

そく 

即 恐ろしい ことであった。 前後に 踏んで いる 兵馬の 足 

が、 衣裳から 洩れて 現われて いたが、 その 足が ジリ リ、 

ジ リリ、 ジリリ と、 小 次郎の ほうへ 寄って 来る。 柄の 


頭 を 握って いる 兵馬の 拳が、 月光の 加減 か、 尋常なら 

ず 大きく 見えた が、 同じく ジ リリ、 ジ リリ、 ジリリ と 

小 次郎の ほうへ 寄って 来る。 

が、 何よりも 恐ろし いのは、 拳の 下にす わって いる 

穴の ように 見える 一眼で、 それ は 人間の 眼と いうより 

も、 一個の 独立した 奇怪な 生物 —— というよ うに 見な 

された。 その 眼が 同じく 小 次郎の ほうへ、 ジ リリ、 ジ 

リリと 寄って 来る。 兵馬 その 者の 姿勢から、 全体 的に 

うさぎ 

感ぜられる もの は、 兎 を 捕える にも 全力 を 注ぐ とい 

い 伝えられ ている 獣 王の 獅子で、 どうあろう とよし、 

こうあろう とよし、 あくまでも 小 次郎を 討って 取ろう 


と、 深く 決心 をして いるよう な、 真に 物凄い 殺気で あ つ 

た。 そういう 兵馬 を 前に 置いて、 何 ゆえ 小 次 郎は刀 を 

抜かずに、 みつめた ままで 立って いるので あろう。 小 

次 郎には 刀が 抜けな いのであった。 

桃ノ井 兵馬と いう 名 は 聞いて いたが、 そうして 兵馬 

が 自分た ち 一族の、 敵で あると いう こと も 聞いて いた 

が、 そうして いつぞや 兄の 紋 也と、 姉の 鈴 江と が泉嘉 

門の 屋敷で、 その 兵馬 を 懲らした という、 そういう こ 

とも 知って はいたが、 しかし 逢う の は はじめて であつ 

た。 剣 技の 素晴らし いという こと も、 以前から 小次郎 

は 聞いて いた。 が、 どのくらい 素晴らしい のか、 それ 


は 今まで は 知らなかった。 しかるに 今や 逢った ので あ 

る。 剣 技の 素晴らしい 一 族の 敵に！ と、 想像 をして 

いたよりも、 なんと 恐ろしい 敵なん だろう！ 刀 を 抜 

こうに も 抜く ことができない。 抜く とたんに 隙が でき 

るだろう。 そこ を 一 刀に やられる だろう。  で、 小 

次 郎は棒 か 杭の ように、 ただに 立って いるば かりで 

あった。 

両国の 方面の 霧の 深かった 空が しだいに 紅色に 染 

まって 来た。 水 戸 様 石 置き場の 空 屋敷が、 焼き討ちの 

ために 焼けて いるから である。 しだいに 大火に な るら 

しい。 空の 紅色が 月の 光 を 奪って、 見る見る うちに 濃 


くな つて 来た。 

「兄 上！」 と 小 次 郎は紋 也の こと を 思った。 「お 身が 

あぶない、 お 身が あぶない！」 

—— 心の 隙と いわなければ なるまい！ この 息詰ま 

るよう な 闘争の 間に、 兄の 安危へ 心 を 移した ので ある 

から。 果然！ 一刀 真っ向へ 来た！ つづいて 「ヮ ッ」 

という 悲鳴が 起こって、 小 次郎の 姿が 地へ 倒れた が、 

同時に 刀 光が 地上 五寸 の、 空間 を 横へ 一 流れした。 

ァ 」 の 凄隊！ 


しかし 小 次郎は 切られた のではなくて、 兵馬が 切つ 

て かかった 時に、 行動した というよりも 無我夢中に、 

これ もい い 得べ くんば 反射運動 的に、 前方へ 向かって 

飛び出して 行き、 兵馬の 体へ ぶっかった ところ、 自分 

の 力に 自分が 負けて、 ドッと 地上へ 倒れた が、 その 瞬 

間に 心が 開けて、 刀 を 抜く だけの 余裕が できた。 で、 

引き抜く や 倒れた ままで、 兵馬の 足を薙 いだので あつ 

た。 「ヮ ッ」 という 悲鳴 を あげたの も、 真っ向 を 切られ 

たがた めではなくて、 真っ向 を 切られた と 思った から 


であった。 

月光が 道の 上に 敷いて いて、 霜の ような 色 を 見せて 

いる。 その 道の 上 を 素速い 早 さで、 コロコ 口と 転がつ 

て 行く 物の 形が あった。 起きよう 起きようと 努めてみ 

て も、 恐怖の ために 足が 立たないで、 転がって 行く 小 

次郎の 体な のであった。 と、 一本の 氷柱の ような もの 

が、 小 次郎の 体の 転がって 行く つど、 月光 を はねたり 

飛ばした りした。 そこ は 小 次郎も 武士であった、 転ん 

でも 刀 を 放さなかった。 握って いる 刀が 光る ので ある。 

火事の 遠 照りが ここ ま でも 届 いて、 ここ の 空間 は 薄 

紅い 色に、 ボッと 気味 悪く ぼかされ ていたが、 その 空 


間の 一 所に、 腰 を 落として 右の 足 を 曲げて、 股の 中 所 

に 太刀 柄 を あてて、 天道 流の 下段に 構えて、 転がって 

行く 小 次郎の 転がって 行く 姿 を、 睨み付け ている 武士 

があった が、 いうまでもなく 兵馬であった。 月光と 火 

光と に 練り 合わされて、 微妙な 色と 光と が、 曲げた た 

めに かえって 釣り上がった 衣裳の 裾の 下から 出て いる 

すね  ひも 

脛の 一 所 を 照らして いた。 と、 なんだろう 紐の ような 

ものが、 脛 を 伝わって 足の甲の ほうへ、 ズ ルズル とた 

ぐられ て 行く ではない か。 昼間 見たら その 紐 は 赤く 見 

えよう。 夜で ある 今 は 蒼 黒い 色に 見えた。 小 次 郎に刀 

うか つ 

で薙 がれた 時に、 迂濶に 受けた 傷口から、 流れて した 


た つてい る血汐 なのであった。 

柔弱 者の 小 次郎を 一刀に 仕 止める ことができず、 そ 

の 上に あべこべに 傷 を 負わされ たので、 兵馬 は カツと 

のぼせて しまった。 がし かし 小 次郎が 立ち あがって、 

構えて いるので あったならば、 すぐに この 太刀 を 下す 

ことができ たが、 あたかも 転がって 行く 俵の ように、 

やわら  ねわざ 

小 次郎は 地上 を 転がって いた。 柔道に 寝業と いう もの 

があって、 これに かかる と 練達の 士 でも 意外に 不覚 を 

取る ものである。 剣道の 外伝に も 寝業 は ある。 同じく 

迂濶 にかかろう ものなら、 同じく 不覚 を 取る もので 

あった。 兵馬 ほどの 腕利きの 武士で ある、 小 次 郎が取 


るに も 足らない ような、 武道 未熟の 武士で あると いう 

そういう こと はわ かっていた。 が、 寝業 をされ た 日に 

は、 多少と も 用心 をし なければ ならない。 そこで 下段 

に 構え をつ けて、 はやる 心 を 押し 静めて、 小 次 郎のコ 

口 コ 口と 転んで 行く ようす をグッ とみ つめてい るので 

あった。 

その 兵馬の 心持ちと いえば、 山 県の 一 族 は 自分に 

とって、 主義の 敵で あり 父の 仇で ぁリ、 片眼 を 潰され 

た 怨みから、 自分自身の 仇で もあって、 なぶり 殺しに 

してやらなければ、 心の 晴れない 怨敵であった。 その 

一人の 怨敵 小次郎 が、 眼の 前に 地上に 転がって いる。 


「うむ、 うむ、 うむ、 有難い ぞ！ 一太 刀 切って 自由 

を 奪って、 その後で さんざんに なぶって やろう。 耳 を 

剃り落とし 眼 をクリ 抜き、 鼻 をえ ぐり 取り 指 を 折り、 

綺麗な 艷々 しい 前髪 を、 一 本 一 本む しり 取って やろう」 

感情が 極度に 昂奮す ると、 人間 は 物が いえなくなる。 

むしろ 能弁家で、 毒舌 家で 人 を さいなむ 場合に も、 

喋 舌り まくる 兵馬で はあった けれど、 感情が 極度に 昂 

奮して いた。 で、 石の ように 黙った ままで、 左へ 転が 

れば 左の ほうへ、 右へ 転がれば 右の ほうへ、 小 次郎の 

ぼうし 

体の 転んで 行く ほうへ、 鋅子を 角立てて 差し向けて、 

ジリリ …… ジリリ …… と 刻み足で 進んだ。 


で、 この 二人の たたずま いは、 凄惨な ものと いわな 

ければ なるまい。 しかるに そういう 二人から、 三 間 あ 

まり へだたった、 家の 影の 濃い 道の 上に、 寂然と して 

たたずんで、 その 二人の 凄惨な たたずまい を、 見守つ 

ている 一人の 武士が あった。 北 条美作 その 人であった。 

黒頭巾の 中から 剃刀の ような 眼で、 二人 を 眺めて いる 

ことで あろうが、 影の 暗 さに おおわれて、 ただ 一様に 

黒く 見えた。 刀の 柄へ 手 さえ 掛けて いない。 が、 これ 

はどうした のであろう、 ゆるゆると 右の 肘 を 張り、 右 

足 を そろり と 前へ 出した。 と、 手が 刀の 柄へ かかった。 

見れば 美 作の 立って いる 前へ、 小 次郎の 体が ころがつ 


て 来る 


夢中の 恐怖 


北条美 作の たたずんで いる ほうへ、 小 次郎が 転がつ 

て 行く といっても、 地上 を コロコ 口と 俵の ように、 今 

は 転がって 行く のではなくて、 立ち上がろう としても 

腰が 立たず、 起き上がろう としても 足が 利かない、 そ 

れ でいて やはり 立ち上が ろうとし、 それでいて やはり 


起き上がろう とする。 そこで ある 時には 半ば 立ち、 ま 

た ある 時には 全く 転がり、 そうかと 思う と 片膝 だけで 

立つ。 そういう ありさまで 転がって 行く のであった。 

で、 そのよう す は 重い 傷 を 負って、 もがき まわって い 

る 人間の ように 見えた。 が、 なぜ 美 作の 立って いる ほ 

うへ、 好んで 転がって 行く のであろう？ 

いやいや 決して 小次郎 は、 好んで その ほうへ 転がつ 

て 行く のではなくて、 落とした 石が 転落す る や、 いや 

でも 同じ 方向へ 向かって、 加速度に 転落して 行く のと 

同じに、 小 次郎も 最初に 転がった ほうへ、 加速度に 転 

がって 行く までであった。 そうして 小 次^に は 自分の 


行く手に、 ゆるゆると 右の 肘 を 張って、 右足 を そろり 

と 前へ 出して、 柄頭へ 手 を かけて 狙いす ましてい る 北 

条美 作と いう 人間が、 たたずんで いる 姿なる ものが ま 

こと は 眼に はいって いないの であった。 

「桃 ノ井 兵馬！ 我々 の 敵 だ！ 凄い 人間 だ！ 恐ろ 

しい 剣 技 だ！ そいつに 俺 はぶつ かった の だ！ 俺 は 

殺される 殺される！ が、 俺 はどうしても 殺される の 

はい や だ！ といって 兵馬 を 討ち取る こと はでき な 

い！ 俺 は 剣道が 未熟な の だから！ ではい つたい ど 

うしたら いいの だ？ 逃げよう 逃げよう、 どうぞして 

逃げよう」 転がりながら も 心の中で、 ハツ キリと 考え 


ている ことと いえば、 それ 以外の 何物で もなかった。 

同時に 小次郎 はこう 思って いた。 「水 戸 様 石 置き場の 

空 屋敷で、 兄 上が 苦闘して おられる だろう。 行って お 

力に ならなければ ならない。 少なくも 兄 上 を 焼き討ち 

にかけ た 敵の 素性と 手配りと だけ は、 どうしてもお 聞 

かせし なければ ならない」 

火事 は 大きくな つたら しい。 ここ 佐久間 町と 両国と 

はかなり の 距離 を 持って いるのに、 ここまで 届いて い 

る 遠 照りの 光が、 しだいに 色 を 濃く して 来て、 今にも 

火の粉の 幾片 かが、 降って 来 はしない かとさえ 思われ 

た。 で、 付近の 幾 軒 かで は、 表 戸 を あけての ぞいたり、 


屋根の 上へ 昇って 見た ようで あつたが、 大川 をへ だて 

た 両国の 地点が、 火元で あると 知った からか、 まもな 

く 人影 は 消えて しまった。 擦 半が 鳴って 寺の 鐘が 鳴つ 

て、 火消しの はせ て 行く 足の 音な ども、 聞こえて 来た 

こと は 来た けれども、 この 佐久間 町の 往来ば かり は、 

ただに 寂しくて 人通り もなかった。 この こと は 美 作と 

兵馬に とって は、 好都合の ことで はあった けれども、 

小次郎 にと つて は 不幸であった。 もしも 人通りが あつ 

たなら ば、 美 作 も 兵馬 も 気 を 兼ねて、 小 次郎を 討つ こ 

と を 控えた であろうから。 

と、 一 つの 黒い 形が、 ムック リと 地上から 持ち上がつ 


た。 小 次郎が 辛うじて 立ち上が つたので ある。 と、 一 

つの 黒い 形が、 すぐに 地上へ くず 折れた。 小 次 郎が膝 

を 突いた ので ある。 と、 同じ 黒い 一 つの 形が ズル ズル 

と 地上 を 這って 行った。 小 次 郎が地 を 這った ので ある。 

と、 這って いた 小次郎 であった が、 反射的に 何物 か を 

感じたら しい、 グイと 顔 を 上向け た。 と、 その 顔 を 見 

下ろしながら、 頭巾 を かぶった 威厳の ある 武士が、 今 

にも 斬リ 下ろそう 構えの 下に、 刀の 柄へ 手 を かけて い 

た。 

「ハ ー ッ」 と 小 次 郎は気 を 呑んだ、 恐怖が 昂 ずると 夢 

中になる。 美 作の 姿 を 眼に 入れて、 敵が 二人 だと 知つ 


た 瞬間、 立てなかった 足が にわかに 立って、 美 作と 二 

尺と は 離れなかった であろう、 そのよう にも 美 作と 接 

近した 位置へ、 グ— ッと小 次郎は 突っ立った。 これ は 

美 作に も 意外であった らしい。 「おつ！」 というよう 

な 声を立て たが、 抜き 討ちに かける に は 近す ぎた。 で、 

後ろ ざまに 飛び さがり、 無言 の 気合で サ— ッと 斬った。 

しょうぜん 

どう だ！ いや！ 斃れ なかった！ ただ 鏘然 たる 

音ば かリ がした。 夢中で 小 次郎が 持って いた 刀 を、 頭 

上へ 高く 捧げた ため、 斬り付けた 北条美 作の 刀が、 鰐 

で 意外に も 受けられ たので ある。 が、 その 次の 瞬間に 

おいて、 横様に 小 次郎へ 飛び かかる 魔の ようにす さま 


じい 人影が あった。 両手 を 上げて 刀 を 捧げて、 今 も 小 

次 郎は美 作の 刀 を、 棒立ちに なって ささえて いる。 ま 

る 見えに なった 胴 を 割るべく、 兵馬が 飛び かかって 

行った のであった。 


現われた 一 団の者 


しかし 兵馬 は あせって いた。 というの は 小 次 郎が起 

き 上がる の を 待って、 討ち取ろう とようす を 見て いた 


ところ、 小 次郎は 起き上がり は 起き上がった ものの、 

その 時にはす でに 北条美 作が、 真っ向 を 割るべく 刀 を 

下ろして いた。 で、 兵馬 は 切る ことができなかった。 

が、 これ だけなら まだよ かった が、 美 作の 切り下ろし 

た 刀 を 受けて、 小 次郎が 棒立ちに 立って しまった。 と、 

その 姿勢が 兵馬の 眼に は、 小次郎 のために 美 作の ほう 

が、 今にも 切って 斃 されそう に 見えた。 で、 美 作 を 助 

けようと して、 まる 見えに 見えて いる 小 次 郎の胴 を、 

割ろうと して 飛び かかって 行った ので ある。 しかし 飛 

び 切った 瞬間に、 しまったと 思わざる を 得なかった。 

小次郎 と美 作と がくつつ き 合って、 ほとんど 一個の 群 


像の ように、 向かい合って 立って いたから であって、 

小 次郎を 切ろうと して 薙 いだ 刀が、 美 作 を 切ろう も 知 

れ ないから であった。 で 兵馬 は 飛び かかった が、 急に 

刀 を 手 もとへ 引く と、 にわかに 足 を 踏み固めて、 すぐ 

に 小 次郎の 背後 を 目掛けて、 飛鳥の ように 斜めに 走つ 

た。 兵馬の 眼の 前に 見えて いるの は、 小 次郎の 細い 

頸 足と、 刀 を 捧げて いるが ために、 怒って 見える 両肩 

と、 頭の 上に こちらに 向かって 切っ先 だけ を 突き出し 

て、 その 切っ先 を 燐 かの ように、 蒼白く 月光に さらし 

ている、 受けられ ている 美 作の 刀と であった。 「切り 

よい 姿勢 だ！」 「胴 を 輪 切ろう」 と 思った ので はない 感 


じたので ある。 感じた 時には 切って いなければ ならな 

い。 兵馬の 刀が 左 横へ 流れて 返る や 小 次 郎の後 胴へ は 

いった！ —— という 手 はずになる べきで あつたが、 

またもや 兵馬 はス 力され てし まった。 美 作の 刀 を 夢中 

でさ さえて、 放心した ように 立って いた、 非力の 小 次 

郎が ささえる 力に 負けて ヒョ ロヒ ヨロ ヒ ヨロ ヒ ヨロと 

後ろへ さがり、 もたれる ように 兵馬の 胸へ、 体当たり 

めいた もの を くれたから であった。 

「チ エツ」 という 舌打ちの 声が した。 二度の 失策に 業 

を 湧かして、 兵馬の 鳴らした 舌打ちであった。 しかる 

に 舌打ち を 鳴らした 時には、 再度の 舌打ち を 鳴らさな 


ければ、 どうに も 我慢ので きないよ うな、 意外な 出来 

事が 起こって いた。 兵馬の 足 もとに 小 次郎の 体が、 倒 

こ ま 

れて 独楽の ように まわって いたが、 振り まわした 小 次 

郎の 刀の 先に 触れて、 また 兵馬が 脛 を 切られた からで 

ある。 

ちょこざい 

「こやつ！ 猪口才！ うう む、 切った な！」 

しかし 兵馬が わめいた 時には、 二 間 あまりの かなた 

の 道 を、 両国の ほうへ 無二無三に、 —— どういう 理由 

でそう もに わかに、 走る だけの 度胸が 出た のであろう 

か —— 小 次郎は 黒々 と 走って いた。 

「ご 前！」 と 兵馬 は 美 作 を 呼んだ。 「残念 …… 拙者… 


…傷 を 負うて ござる—  ご 前 ご 前、 小 次郎め を！」 

「傷 は 重傷 か！ 兵馬 兵馬」 

「ご 心配 ご 無用！ かすり 傷で ござる—  が、 い 

ささ か、 出血が 多く—  ご 前 ご 前、 小 次郎め を！」 

「うむ」 と美 作が いった 時には、 すでに 小 次郎を 追つ 

かけて いた。 

美 作が 小 次郎を 追つ かけて 行く の を、 眼で 追いな が 

ら 大地に すわって、 兵馬 は 結んで いた 帯 を 解いて、 一 

方の 端 を 歯で 嚙ん だが、 ピリ ピリと 細く 引き裂いた。 

と、 脛へ 捲き 付けた が、 受けた 傷 を 繃帯した ので あつ 

た。 その 間 も 兵馬 は 眼で 追った。 


「お ッ、 しめた！ 追い付いた！ うむ、 ご 前が 切リ 

付けた！ ぁッ、 いけない！ 切り そこなった！ 小 

次 郎め小 次郎め まだ 走りお る—  いよいよ しめた 

ぞ！ 追いついた ぞ！ ゃッ、 ご 前が 手 をのば した！ 

おけ 擒り にす るお つもりら しい。 …… お 偉い！ ご 

前！ 捕え ましたな—  なんだ なんだ、 どうした 

の だ！ 小 次郎め 振り切って 逃げて 行く—  なん 

だろう ご 前の 持って おられる の はり …… 袖 だ 袖 だ 小 

次郎 めの 袖 だ—  今度 はよ かろう、 追い付いた！ 

大丈夫 だ 大丈夫 だ、 今度 は 切る ぞ！」 

しかし 兵馬 は 口 をつ ぐむ と、 裂き 残りの 帯 を 腰へ 巻 


いて、 刺された かの ように 飛び上が つたが、 美 作と 小 

次郎の 走って 行った ほうへ、 足の 傷な ど は 忘れた よう 

に、 身体 を ひらめかして 一散に 走った。 何 かに 仰天し 

たようす である。 

三度 目に 美 作が 小 次郎へ 追いつき、 ぶつ 放さん とし 

た 時、 松 永 町の ほうと 通じてい る、 小 広い 横丁から 一 

団の 者が、 忽然と して 現われて 来て、 小 次郎を 保護で 

もす るかの ように、 小 次郎を 人数の 真ん中へ 包んで、 

美 作 を さえぎ つ てし ま つたから である。 


肉 魔の まどわし 


小 次郎を 中へ 包む ようにして、 美 作 を さえぎって 

往来の 中央へ、 たむろす るよう にたた ずんで いる、 十 

人の 一 団は 武士が 四 人に 駕籠 舁 きが 二人に 女が 四 人と 

いう、 まことに 変わった 一団であって、 武士 はいずれ 

も 年が 若く、 健 かで 美貌で あるら しく、 頭巾で 顔 を こ 

そ 包んで いるが お 小姓 じみた ところがあった。 緑色の 

小袖 を 一様に 着て、 羽織な しに 袴 を はいていた。 四 人 

の 女 はこれ に反して、 いずれも 醜い 老女ら しく、 これ 


まと  かつぎ 

も 緑色の 衣裳 を 纏い、 緑色の 被 衣 を かぶって いた。 

と、 二人の 駕籠 舁き によって、 舁 がれて いる 女 駕籠 

まきえ 

がー 挺あった が、 塗り は 総体に 黒色で 金銀の 蒔絵が ほ 

どこして あって、 扉の あたりに 深紅の 総が、 焰の 束の 

ように 下がって いた。 その 駕籠の 扉に 引き 添って、 地 

に 膝 を 突いて、 小 次郎が 烈しく あえぎながら、 それで 

も 刀 は 手から 放さず、 握った ままで 静まって いた。 

なんという 不思議な 一団な のであろう？ が、 この 

不思議な 一団 は いつぞや も 佐久間 町の 往来へ、 このよ 

うな 姿で 現われて 出て、 小 次郎の 兄の 山 県紋也 を、 驚 

かせた ことがあつ たはず であり、 北条美 作の 子息に あ 


たる 左 内 をお びき 寄せた はずで ある。 が、 あの 時には 

駕籠の 扉が あいて、 姫君 姿の 妖艷な 女が 顔 を のぞかせ 

たはず であ つ た。 今夜 もそう いう ことになら なければ 

なる ま い。 

はたして 駕籠の 扉が 内側から あいて、 女が 顔 を のぞ 

かせた。 夕顔の 花の それの ように、 なんという 白い 顔 

であろう。 ニ顆の 宝石で も 懸けた ように、 なんという 

光の 強い 眼であろう。 いつぞやの 夜の 姫君 姿の 女と 同 

じ 女であった。 い っぞ やの 夜に は その 女が 物い うごと 

に 形容に 絶した、 愛欲 を そそる 馨 しい 匂いが、 息苦し 

いまでに 匂って 来て、 紋也を 恍惚の 境地へまで 墜落 さ 


せた はずで あつたが、 はたして 今夜 はどうであろう 

力？ 

今夜 も いつぞやの 夜と 同じであった。 女の 顔 は 駕籠 

の 中で 月光に 隠されて いるが ために、 一様に ほの 白く 

きす 

見える ばかりで あつたが、 その 顔の 一 所に 黒い※ 〔# 

「やまいだれ + 比」、 51-1U がで きて —— 女が 唇 を あけた 

からであろう —— こう 小 次郎へ いった 時に 小 次 郎の心 

を 恍惚と さ せて ほ とん ど 絶息 さ せる まで の馨し い 匂い 

が、 言葉と 一 緒に 匂って 来た。 

「このお 若い 衆 は 気に入つ たよ、 ああ 妾の 気に入った 

くちづけ 

よ。 この 人へ 接吻 をして 上げよう。 この 人 は 嬉しがる 


に 相違ない。 妾が この 人 を 嬉しがる ように。 …… まだ 

この 人 は 童貞ら しいよ。 まだ この 人 は 女子の 肌の、 胸 

から 下 を 見て いないよ。 この 人の 心 は 顔立ちで わかる。 

冷や かなものや 堅い 物 や、 寂しい 物 や 静かな ものに、 

ずっと 養われて 来たらし いよ。 では 妾が 見せて 上げよ 

う、 それと はまる つきり 別な もの を。  そうして こ 

の 人へ 教えて 上げよう、 それと はまる つきり 別の 物の 

ほうに、 生き甲斐の ある 物の あると いう こと を。 …… 

半分し かこの 人 は 知らないの だよ。 だから 妾 は 後の 半 

分 を、 この 人へ 知らせて 上げる ことにしよう」 

で、 馨 しい 匂いが、 香料の ように 匂って 来たので あつ 


た。 と、 飼い犬で も 甘やかす ような 命令 的で は あるけ 

れ ども、 優しい声が 駕籠の 中から 聞こえた。 

「おいで、 さあ、 ここへ おいで。 お出し、 さあ、 お前 

の 手 を」 

—— と、 その 声の いい 終えられた 時に、 二 本の 細い 

白い 線が、 暗い 駕籠の 中から 差し出されて、 小 次郎の 

ほうへの ばされ た。 袖が 捲 くれて 二の 腕まで も 露出 さ 

れた 女の 腕であった。 必死の 闘いの 直後に おいて、 こ 

く ゆ 

の 光景に 接した ばかり か、 例の 芳香に 燻らされ たので 

あった。 小 次郎に 何の 意識が あろう。 差し出された 女 

の 手の 先に 磁気で も 起こって いるかの ように、 連れて 


小 次 郎も手 を 出した。 刃物の 地に 落ちた 音が したが 小 

次 郎が刀 を 落とした のであろう。 四 本の 腕が からみ 合 

い、 二つの 顔が 近寄って 行く。 

と、 この 怪しく も 肉欲 的の、 それでいて 静的の たた 

ずまい を 破って、 叱咤す るよう ないかめ しい 声が、 一 

所から 聞こえて 来た。 

「姫！ 穢ら わしい！ 狂気な された か！」 

抜き身 を ひつ さげて 戦慄しながら 立って いた 北条美 

作であった。 


顔が 合わさる！ 

最初 は 切って 捨てよう とし、 二度目 は 生け 擒 りしよ 

うとし、 三度 目に はまた もや 切り捨てよ うとして、 刀 

を 高く 振り かむ つた 時に、 松 永 町へ 通う 横丁から、 駕 

籠の 一 団が 現われ出て、 殺そうと した 小次郎 を、 瞬間 

に 中へ 取り こめて、 切ろうと して 追って 来た 美 作 を、 

恐れげ もな くさえ ぎ つたので あつ たが、 この 時の 美 作 

の 心持ちと いえば、 行列が 異様で あつ たがために 「気 

を 呑まれた」 という あの 心持ちであった。 が、 彼 ほど 


の 人物で ある。 いつまでも 気 を 呑まれて はいなかった _ 

きょうゆ う 

まして や 彼 はこの 時代に おける、 梟雄であって 権臣 

であって、 大目 附で あろうと 若年 寄で あろうと、 はば 

かった ほどの 勢力家であった。 で、 そのような 行列な 

どが、 彼の 所業な ど を さえぎろう ものなら、 有無 をい 

わせず 切り払った ところで、 咎められる ような 心配 は 

なく、 切り捨て ご免と いうよう な、 好都合に 計らわれ 

るの は 知れて いた。 そうして 美 作 自身に おいても、 そ 

ういう こと は 知悉して いた。 

で、 気 を 呑まれた 心持ちから、 恢復す る や 突き進ん 

で、 その 行列 を 誰何した 上で、 小 次郎を こなたへ 取リ 


戻す か、 きかない 時には 行列の 人数 を、 切り払った 上 

で 取り戻そうと、 ヌッ とば かりに 進み出た のであった。 

がし かし、 美 作 は そのと たんに さらに 意外な 物 を 見た。 

内側から 駕籠の 扉が ひきあ けられて、 浮かび 出た 女の 

顔であった。 

「お ッ、 これ は 姫君で はない か！ 何とい うこと だ！ 

何とい うこと だ！」  で、 またまた 気 を 呑まれて、 

茫然と して 突っ立つ たので ある。 どうして 彼 ほどの 人 

物が、 たかが 女の 顔 を 見て、 そうまで 気 を 呑まれた の 

であろう か？ 駕籠の 中に いる 姫君 姿の 女が、 美 作に 

とっての 苦手であ るか、 ないし は その 女の 父母 か 縁辺 


に 美 作に とっての 苦手が あるか、 どっち かで なければ 

ならなかった。 とまれ 美 作 は 茫然と して、 抜き身 をダ 

ラリと 下げた ままで、 一団の 前にた たずんで いた。 し 

かるに 駕籠の 中の 女で あつたが、 美 作が そこにい る こ 

とな ど を、 知っていても 知らないと いうよう に、 小 次 

郎に 向かって 話しかけ、 小 次郎に 向かって 手 をのば し、 

これ ものば した 小 次 郎の手 を、 恥ずかし 気 もな く握リ 

しめて、 駕籠へ 近々 と 引き寄せて、 そうして 自分で は 

駕籠から 外へ、 胸から 上 を 傾けて、 そうして 顔 を 下げ 

て 行って、 上向いて いる 小 次郎の 顔へ、 今や 落とし か 

けようと した。 


「姫！ 穢ら わしい！ 狂気な された か！」 

_ —— で、 美 作 は 声をかけた のであった。 

美 作 ほどの 人物に、 辛辣に 声をかけられ たので ある。 

姫君 姿の 駕籠の 中の 女 は ハツと して 態度 を 変えな けれ 

ばなる まい。 しかるに 女 は 変えなかった。 同じ 態度 を 

保って いた。 これ はなん たる 好奇 的な 形 か！ 緑色の 

かつぎ 

衣裳と 緑色の 被 衣 を、 一様に 着て いる 女た ち を、 四 本 

の 常 磐 木に たとえたならば、 緑色の 小袖に 覆面 姿の、 

四 人の 武士た ち も 同じように、 四 本の 常 磐 木に たとえ 

る ことができよう。 その 常 磐 木に 囲繞され て、 黒塗り 

の 駕籠が 中央に あるの は、 岩と いっても よさそう で 


あった。 その 岩から 外へ はみ出して、 一叢の 花が 咲い 

ていたが その 中の 純白の 大輪の 花が、 得なら ぬ 芳香 を 

あげながら、 ゆるゆると 下へ うつむいて 行く。 真下に 

きゃしゃ 

も 一輪の 白い 花が あって —— 華奢で 美男で 色白の、 小 

次郎の 顔と て 花で はない か —— うつむいて 来る 雌花 を 

受けようと している。 

火事 は 大火と なった と 見えて、 空に 赤味が 加わって 

来た。 が、 地上に は 月の 光が おだやかに 蒼白く 敷かれ 

ている。 木々 の 静まって いる こと は —— 四 人の 女 も 四 

人の 武士 も、 このような 出来事に は 慣れて いる ぞと、 

そういって でもい るよう に、 姫君 姿の 女の ほうへ も、 


小 次郎の ほうへ も 見向こう とさえ しない。 —— 木々 の 

静まって いる こと は！ —— いずれも 冷然と たたずん 

で、 保護 をす るの が 役目で あると、 心 を 定めて いるか 

のように、 駕籠の 周囲 を 守って いる。 と、 白々 と 二輪 

の 花が、 今や 一 つに なろうと した。 しかし その 時 地 を 

蹴る ような、 荒々 しい 音が 手近で 起こった。 駕籠の 一 

団 から 一 間 ほど 離れて、 立って いた 美 作が 驚きと 怒り 

で、 思わず 地 団太を 踏んだ からであった。 

「お 噂 はお 噂 ばかりでなく、 誠の ことで ありました 

か！ ご 乱行に も 程が ござる！ ご 自分に お恥じな さ 

り ませ！ 左 内 を、 左 内 を、 いかがな される お 気 か！ 


穢ら わし ゆう， l ざる ぞ！ 穢ら わし ゆう) ，1 ざる ぞ！」 

片手に ひつ さげた 抜き身 を顫 わせ、 美 作 は 駕籠へ 近 

よろうと した。 

と、 女 は 顔 を 上げた が、 美 作の ほう をす かして 見た。 


原始的な 愛欲 生活 


「左 内 様なら 知ってい るよ。 あの人 は 妾の 可愛い 人 さ。 

でも まだ あの人 は 駄目な の だよ。 妾の 自由に ならない 


の だから。 …… 誰な の、 お前 は、 そこに 立って いる 人 

は？」 

駕籠 を 取り巻いて 守って いる 老女と 武士と は 木立ち 

のよう であった が、 木と 木との 間に 隙が あるよう に、 

そこに も 隙が できて いて、 その 隙の 向こう側に 北条美 

作が、 依然として 抜き身 を ひつ さげて、 駕籠の ほう を 

みつめて 立って いた。 その美 作の 顔 を 見るべく、 姫君 

姿の 駕籠の 中の 女 は、 顔 を 上げて 隙から 隙の 向こう側 

を 見た が、 現の 人間と は 思われな いような —— いい 

得べ くんば 他界 的の 声で、 こう 美 作へ 声をかけた。 

お前 は 誰で あるかと 訊ねた ので ある。 


これに は 美 作 も 驚いた ようであった。 隙間から 女 を 

睨む ように 見えた が、 

「私儀 は 北条美 作で ござる。 左 内の 父の 美 作で ござ 

る」 —— で、 老女た ちと 武士た ちと を 分けて、 駕籠へ 

接近しょう とした。 が、 接近す る こと はでき なかった。 

きた 

「北 条美 作？ 妾 は 知らぬ よ。 見れば 穢 ならしい お 侍 

さんだ が、 一度 もこれ まで 見た ことがない よ」  こ 

ういう 言葉が 女の 口から 例の 他界 的の 響きの ある 声で、 

すぐに 聞こえて 来たから であった。 これ はどう やら 美 

作に とって は、 意外の 意外で あるら しかった。 接近し 

ようとして 踏み出した 足 を、 釘 づけに して 突っ立った 


「姫君に は 何 を 仰せられる。 お 屋敷へ 参上いた すごと 

に、 お 目に かかって いるで は ござり ませぬ か、 まして 

このごろ では 枠の 左 内の 事で …… 」 しかし 美 作に はい 

い 切れなかった。 重なった 激情 的の 出来事の ために、 

気絶 をしたら しい 小 次郎の 体の 肩の あたりへ 腕 を 巻い 

て、 小 次郎の 片頰へ 自分の 片頰を 重たそう にの せた 姫 

君 姿の 女が、 美 作の 言葉な ど 聞こうと もせず、 美 作の 

ほうな ど 見ようと もせず、 いよいよ 赤味 を 加えて 来た 

火事の 遠 照りの 空の 一 所に、 張りつ けたよう にか かつ 

ている 銅色の 月へ 眼 を やり、 例の 他界 的の 響きの あ 


る 声で、 あこがれる ように 歌うよう に、 

「 …… 大 森林が うねって いるよ。 大きな 滝が 落ちて い 

みずち  ひょう 

るよ。 古沼に 蛟が 泳いで いるよ。 ご覧よ、 豹 を 追つ 

かけて 裸体の 人間が 走って 行く から。 おおとう とう 追 

い 付いた。 口へ 手 を 掛けて 引き裂いて しまった …… ご 

らんよ、 裸体の 人間た ちが 大きな 大きな 歯朶の 蔭へ、 

獣皮の 天幕 を 張った から。 篝 火が 幾つと なく 燃えて い 

るよ。 照らされて いるの は 何だろう？ 弓 だよ、 矢 だ 

よ、 石器 だよ。 壺で何 か を 煮て いるで はない か！ 矢 

に 塗りつ ける 毒液 だよ。 …… 遠くで 狼 が 吠えて いる。 

近くで 栗鼠が はねて いる。 月が 雲 を 割って 現われた。 


はるかの むこうで 銀箔の ように、 平らに 何 か 光って い 

さんしょううお  す 

る。 山椒魚の 棲んで いる 湖な のさ。 …… お聞きよ お 

とさ 

聞きよ 閧の 声が 聞こえる。 大 森林の 向こう側 にある、 

他 部落の 敵勢が 征 めて 来たの さ。 …… ご覧よ、 獣皮の 

天幕の 中から、 裸体の 人た ちが 武器 を 持って、 蝗 のよ 

うに 飛び出し たから—  大 森林の 中へ 消えて し 

まった …… 閧の 声が 聞こえる、 打ち合う 音が 聞こえる 

悲鳴が 聞こえる、 喚き声が 聞こえる。 …… 静かに なつ 

たよ。 静かに なった よ。 …… どうした のだろう、 歌声 

が 聞こえる—  大 森林から 人が 出た。 みんな 裸体 

の 人 たちだ。 さっき 出て 行った 人 たちだ。 いくさに 


勝って 帰って来 たの だ。 …… 踊る 踊る 裸体の 人た ちが 

踊る！ 歌う 歌う 裸体の 人た ちが 歌う—  篝 火が 

足の裏 を 照らして いる。 篝 火が 盾 を 照らして いる。 輪 

になって みんな 踊って いる。 …… おお 楽の 音が する！ 

手 太鼓の 音が ！ 角笛 の 音が —  ご 覧ょ) 」 覧ょ大 

きな 乳房 を！ ご覧よ ご覧よ 太い 股 を！ ご覧よ ご覧 

よ 逞しい 腕 を！ 髪 を 束ねて 垂らして いる！ 女 だ 女 

だ 女王 様 だ—  月が 隠れた、 深夜に なった。 寝所 

を 調えて いる 男が ある。 とりわけ 大きな 天幕の 中で！ 

… … ご覧よ ご覧よ 女王 様が 寝た から！ 裸体 の 男が 捲 

いている 逞しい 腕で 捲いて いる。 …… でも その 男 は 追 


い 出された。 別の 裸体の 男が 来た。 乳房が 男の 胸を受 

けた。 でも この 男 も 追い出された。 別の 裸体の 男が 来 

た。 やがて は 追い出される ことだろう。 でも 今 は 女王 

様に 抱かれて いる。 …… 沼で は 水牛が 水 を 飲み、 林で 

は 猿猴が 眠って いる。 そうして 荒野の 洞窟で は、 魔女 

どくろ  いのち 

が 十三の 髑髏 を 並べて、 人の 生命 を 占って いる …… ま 

た 女王 様 は 別の 男 を 召された」 —— 夢の ような こと を 

い い 出した からで ある。 


殿の 息女 


「その 女王 様が 妾な の だよ」 気絶した らしい 小 次郎の 

身体の、 肩の あたりへ 腕 を 捲いて、 小 次 郎の片 頰へ自 

分の 片頰 を、 重たそう にの せた 姫君 姿の 女 は、 駕籠 か 

ら 半身 を 外へ 現わし、 守護の 老女た ちと 武士た ちとに、 

周囲 をグ ルリと 厳重に 守らせ、 その 向こうに 立って い 

る 美 作な ど は、 眼中にないと いうよう に、 視線 を さえ 

も 送ろうと はせ ず 例の 他界 的の 響き を 持った、 あこが 

れ るよう な 声で い い つづけた。 

「その 女王 様が 妾な の だよ。 …… 妾 はいろ いろの 男 を 


知っている。 あの 男 は 町人の 枠だった が、 鞣 した 皮の 

ように 滑らか だ つ たよ。 あの 男 は 若い ご 家人 だ つ たが、 

足の 力が 強かった よ。 あの 男 は 下等な 船 夫だった が、 

胸が 広くて 厚かった よ。 そうして あの 男 は 歌舞伎 役者 

だった が、 じき 泣き だした よ。 妾よ リ五 つも 年の 下の、 

旗本の 三男 を 手に入れた 時には、 弟の ように 可愛がつ 

て やった よ。 …… 犬の ように 這わせたり、 魚の ように 

裸体に したり、 牡丹の 花弁 を 一枚 一枚、 はいで やった 

あげくに 太い 蕊を、 むき 出しにする ように 男の 衣裳 を、 

一枚 一枚 はいでも やった よ。 妾の 髪の毛で 男の 咽喉 首 

くちな わ  ふすま 

を、 蛇の ように 巻いても やった し、 重い 衾 を 幾 枚 も 


重ねて、 その 中で 男 を 蒸しても やった よ。 …… ご覧よ、 

女王 様が 別の 男 を 召した。 ご覧よ 水牛が 沼から 上がつ 

ね- P 

て、 獣皮の 天幕の 裾の 下から、 顔 を 入れて 閨を うかが つ 

ている から。 お聞きよ、 たくさんの 天幕の 中から、 男 

のうな されて いる 声が 聞こえる。 …… 洞窟で は 魔女が 

占って いるよ。 『まだ 宜しい まだ 宜しい』 と。 魔女 は 

思って いるの だよ。 『この 生活 は 血に よって 伝わり、 

夜の 間にお いて 現われる』 と。 …… 駕籠 をお や リ！ 

若衆 武士 をお 連れ！」 —— と、 変化が 行なわれた。 

二人の 武士が 身をかがめ たが、 気絶 をして いる 小 次 

郎の： K: の、 肩と 足 を ささえ 持ち、 自分で 扉 を 閉じて 内 


へ 隠れた、 姫君 姿の 女 を 乗せた 黒塗り 蒔絵の 女 駕籠が、 

ユラ ユラと 揺れて 進み出した、 その かたわらに 引き 

添って、 ほかの 武士た ちと 老女た ちとに よって、 その 

周囲 を 守らせて、 すでに 深紅の 色と 変った、 火事の 遠 

照りの 空の 下 を 佐久間 町の  一 一丁目の 方角 を さして、 

粛 々 としかし 傍若無人に、 美 作 を 後に して 歩み 出し 

たので ある。 一団 はし だいに 遠の いて 行く。 

若年 寄から 大目 附、 町奉行に さえ も 一 目 を 置かせる、 

美 作 ほどの 人物に も、 去って 行く 駕籠の 一団 を、 止 ど 

める こと はでき ない ものと 見えて、 しだいに 小さく し 

もうろう 

だいに 朦朧と、 やがて は 消える であろう 駕籠の 一 団を、 


ただに 茫然と 見送って いた。 と、 気抜けで もした よう 

に 一つ 大きく 溜 息をつい たが、 一軒の 家の 門の 柱へ、 

背 を もたせかけて うなだれた。 先刻 方 小 次郎を 追い 詰 

めて、 その 片袖を もぎ 取った がその 片袖を 左手に 持つ 

たま ま、 捨てる こと さえ も 忘れた ようであった。 諸方 

で 擦 半 や 寺々 の 鐘が、 いまだに 鳴って はいた けれど、 

この 往来ば かり は 静かな ことよ！ —— 、 少なくも 美 

作に はめい りそうな ほどに も 身の まわりが 静寂に 思わ 

れ ている らしい。 と、 かたわらから 呼ぶ 声が 聞こえた。 

「ご 前 ご 前、 いかがなさい ました」 —— 繃帯 をして い 

ない 一眼 を 頭巾の 奥で しばたた きながら、 傷 を 負った 


足 を 爪先 立てて、 両腕 を 胸へ 物々 しく 組んで、 美 作の 

正面へ たたずみながら、 さもい ぶかし いという ように 

美 作の ようす を 眺め 見て いた、 それ は 桃ノ井 兵馬で 

あった。 

「あれ は 何者に ござります か？ 駕籠の 中に おられた 

姫君 姿の 女 は？」 

美 作の 後 を 追って 来て、 美 作の 背後に たたずんで、 

姫君 姿の 駕籠の 中の 女の、 言葉 や 所業 を 美 作と 一 緒に 

兵馬 もす つか リ 見聞いた のであった。 そうして 兵馬に 

は 姫君 姿の 女が、 美 作が 怪しく 思った 以上に、 怪しく 

思われて ならなかった ので ある。 


「ご 前」 と 兵馬 はや やあって いった。 「化生の 物と も 

思われ ませぬ が、 あの 女 は 何者に ござります か？」 

「あれ か」 と美 作 は はじめて 答えた。 が、 その後 をい 

いつ づけようと はしないで、 柱から 離れる と 酔漢 かの 

ように、 ヒ ヨロ ヒ ヨロと 前へ 歩み 出した。 

「あれ か」 と美 作 は 先へ 進んだ。 

「あれ か …… あれ はな …… 殿の 息女 だ—  左 内が 

…… いかさま …… 諾 わない はず だ。 …… 」ヒ ヨロ ヒョ 

ロヒ ヨロ ヒョ 口と 先へ 進んだ。 

と、 二つの 人の 影が、 背後から こちらへ 走って 来た。 


鈴 江 走る 


「火事 は 両国 だとい うこと だ！ 水 戸 様 石 置き場の 空 

屋敷 だそう だ！」 

往来 を 人々 が 走りながら、 こういう 叫び 声を立てた 

時、 鈴 江 は 居間で 針仕事 をして いた。 

「まあ」 とつぶ やいた が 立ち上が つ て 鈴 江 は 雨戸 を あ 

けて 見た。 なるほど 両国の 方角から、 火の手が カツと 

あがって いた。 


「水 戸 様 石 置き場の 空 屋敷へ は、 今宵 も 兄 上に は 行つ 

て いられる はず だ。 火事の ためにお 怪我で もな さらな 

ければ よいが」 —— で、 たたずんで しばらく 見て いた。 

火事 は 盛んになる らしくて 火の手が 見る見る 大きく 

なった。 

「隙の ない 兄 上で あられる から、 お 怪我な どなされ る 

気づかい はない が、 でもなん だか 心配 だね え」 —— し 

かし 鈴 江 は 女の 身空で、 たとえ 火事場へ 駆け付け たと 

ころで なんの 役に も 立ち はしまい。 …… こう 思って 出 

かけようと はしなかった。 がいう ところの 予感で も あ 

ろうか、 何となく 兄の 紋 也の 身の上に、 変事が あるよ 


うな 気持ちが して、 しだいに 心持ちが いらいらして 来 

た。 「そうだ 誰かに ようす を 見て 来て 貰おう」 —— で、 

鈴 江 は 内 門弟 を 呼んだ。 

「代地 様 代地 様 ちょっと 来て くだされ」 —— と、 玄関 

に 近い 部屋から、 男の 答える 声が したが、 すぐに 襖 を 

し つぼく 

あける 音が して、 二十 八、 九 歳の 質朴ら しい、 代地と 

いう 武士が 姿 を 現わした。 

「お 嬢 様 ご用で ございま すかな。 …… や、 これ はこれ 

は 火事で ござる か」 この 時まで 勉強 をして いたので も 

あろう、 青 表紙の 本 を 持って いた。 

「あのね」 と 鈴 江 はすぐ にいった。 


「兄 上が 行って いられる の だよ。 水 戸 様 石 置き場の 空 

屋敷へ ね。 ところで 火事が 起こった の だよ。 その 水 戸 

様 石 置き場の 空 屋敷に ね」 

「ほほう さようで ございま すか。 これ は 心配で ござい 

ますな あ」 

「でね」 と 鈴 江 はいいつ づけた。 

「ちょつ とようす を 見て 来て おくれ」 

「かしこまりまして ござります」 こういうと 代地 は あ 

わた だしそう に、 玄関の ほうへ 小 走って 行った が、 ま 

くぐ 

もな く 潜り戸の 開く 音が した。 

ますます 大火に なると 見えて、 空が 赤味 を 加えて 来 


すリ ばん 

て、 擦 半の 音 や 鐘の音が、 いらだた しそうに 聞こえて 

来た。 

鈴 江 は 縁の 上に たたずん だままで、 いつまでも 不安 

そうに 眺めて いると、 その 時 玄関の ほうから、 あわた 

だしく 呼ぶ 声が 聞こえて 来た。 

「お 嬢 様お 嬢 様 大変で ござる！ 水 戸 様 石 置き場の 空 

屋敷 を …… 」 

みなまで 聞かないで 縁から 離れて、 鈴 江 は 玄関まで 

走って 行った。 両国に 屋敷 を 持って いて、 毎日 道場へ 

いがらし こまお 

通って 来る 五十嵐 駒 雄と いう 門弟が、 大急ぎで 走って 

来たからで もあろう、 荒い 呼吸 を ハツ ハツと つきな が 


くつぬ 

ら、 沓脱ぎの 上に 立って いたが 鈴 江の 姿 を 眼に 入れる 

と、 

「代官 松の 一 味の 輩が、 先生に 危害 を 加えようと、 水 

戸 様 石 置き場の 空 屋敷へ、 只今 焼き討ち を かけました 

そうで。  」 

「まあ」 と 鈴 江 は 胸 を そらせた。 

「代官 松め が …… 兄 上に 対して …… でも どうして あな 

たにお かれて は？」 

すると 駒 雄 は 手の甲 を もって、 額の 汗 を 押しぬ ぐつ 

たが、 「自宅に 近う ございま すので、 両国 一 帯の 盛り場 

は —— 妙な いい 方で は ございま すが、 私の 緦 張り に) J 


ざいます。 で、 今宵 も ブラ ブラと 水 戸 様 石 置き場の 空 

屋敷 を、 …… すると 火事で は ござり ませぬ か。 はてな 

と 注意 をして 見て いました ところ、 『焼き打ち だ 焼き 

つけび 

打ち だ！ 放火 だ！ 放火 だ！』 とそうい う 声が まず 

聞こえて、 『代官 松め が 乾 児 を ひきいて、 はいり 込んで 

来た！』 という 声々 が —— これ はどう やら あそこの 賭 

場に いた 博徒 どもが 傷 持つ 自分の 脛から、 目ざとく 目 

付けた ところから、 叫び 出した ものと 存じます が、 そ 

ういう 声々 が つづ いて 聞こえて …… いえもう これ だけ 

で 結構な ので、 一散に 走って お 嬢 様へ お知らせに 参上 

いたしました。 …… で、 今ごろ は 先生に おかれまして 


ば  」 

鈴 江 は その後 を 聞こうと はしないで、 裾 を ひるがえ 

すと 居間の ほうへ 走った。 が、 すぐさま 現われた。 

「五十嵐 様 ご 一 緒に おいでく だされ！」 

つ ま 

五十 本の 吹き 針 を 右の 手に 握って 左の 手で は 棲 を 引 

き 上げ、 はきもの も はかない 足袋 跣 足で、 こう 駒 雄へ 

声を掛けた 時には、 鈴 江 は 門外へ 走り出し ていた。 


「まあ？」 


「常日頃から 代官 松が、 兄 上 を はじめ 私たちに、 狙い 

をつ けて いた こと は、 私たちに も わかって いた。 その 

代官 松が 乾 児 を ひきいて、 放火 焼き討ち を 企てながら、 

水 戸 様 石 置き場の 空 屋敷へ、 はいり 込んだ というから 

に は、 五十嵐 様の いわれた ように、 もうこれ だけで 結 

構 だ、 兄 上に 危害 を 加えよう として、 出張って 行った 

に 相違ない。 うつち やって はおけ ない！ お助けに 行 

こう！」 —— で、 鈴 江 は 走る のであった。 火事と はいつ 

て も 雉子 町の 往来 は、 火元と へだたって いるが ために、 

立ち騒ぐ ような 人の 群れ もな く、 時々 門に 出て 眺める 


人 や、 屋根の 上への ぼって ようす を 見る 人が、 まれ ま 

れ にある ばかりであった。 しかし 火事に は 付き ものの 

火事 見物の 弥次馬ら しい ものが、 五 人 七 人 かたまって、 

走って 行く 姿 は 見て とれた、 空 は 赤かった が 地 は 蒼 

かった。 

火事の 遠 照りと 月の 光と が、 おのおの を 色 づけて い 

るからで あろう。 吹き 針 を 握った 右の 手 を、 乳房の あ 

つま 

たりへ しっかりと あて、 棲 を 取った 左の 手 を 下腹部へ 

ゆうぜん  したぎ  あぶら 

つけ、 裾から 洩れる 友 禅の 襲 衣 を、 白い 脂肪 づ いた 脛 

びん 

にから ませ、 走る につれ てぶ つかる 風に、 鬢の毛 を 乱 

して 背後へ なびかせ、 これ もぶ つかる 風に 流れる、 振 


り 袖 を 長く ひらめかして、 走って 行く 鈴 江の ようすと 

いう もの は、 美女で ある だけに 凄味が あって、 狂女 を 

思わせる ものが あった。 で、 まれ まれで はあった けれ 

ども、 門に 出て いる 人 や 道 を 歩いて いる 人 は、 眼 を 見 

張って 鈴 江 を 見送った。 雉子 町の 通り を 両国 を さして、 

東南に 向かって 走って 行けば、 吹 矢 町と なり、 番場町 

となり、 神 田 川の 河岸へ 出る。 渡って 先へ 走って 行け 

ば、 代官 町と なり 水 谷 町と なリ、 鞘 町と なって 佐久間 

町と なる。 

頸 を 抜ける ほど 衣紋から 抜いて 薄白く 月光に 浮き出 

させて、 前 こごみ に 体 を 傾けて、 足の もどかし さに 


焦心りながら も、 しかし 武術の たしな みは ある、 決し 

て 口で 呼吸 をし ないで、 唇 を かたく 引き 結び 不安と 殺 

気と で 眼 を 輝かせ、 そういう 町 通り を 人目 も 恥じず、 

鈴 江 は 走りに 走って 行った が、 「焼き討ちに かけられ 

た その上に、 大勢の 者に 襲われた では、 武道す ぐれた 

兄 上と いえ ども、 難儀 をされ ない もので もない。 もし 

もの 事が あろう ものなら 自分た ちの 企てた 一 大事 も、 

水の 泡に な つ て 消えて しまう し、 父上の ご 意志 も 建て 

られ ない。 自分た ち 一族に してから が、 みじめな 身の 

上に なって しまう …… 兄 上！ 兄 上！ 兄 上！ 兄 

上！ ご 無事で おいでく ださい まし！」 と、 念じに 念 


じている のであった。 

そういう 鈴 江 を 守る ようにして、 鈴 江と すれすれに 

つばぎ わ 

肩 を 並べ、 大小の 鍔 際 をお さえながら 五十嵐 駒 雄 は 

走って いた。 出来事が 出来事で あるが ために、 無駄な 

駄弁な ど を 弄そうと もしない。 鈴 江と 一緒に 走って 行 

く。 不意に 鈴 江 は 小次郎 のこと を 思った。 

「さっき 方、 家 を 出て 行った が 小 次郎は どこへ 行った 

ものであろう？ 町 を 歩いて いるう ちに、 火事の 噂 を 

聞いて くれた かしら？ 聞いたなら あの 子も龃 けつけ 

るであろう。 柔弱な 弟で は ある けれども、 こんな 場合 

には龃 けつけ て くれて、 助けに なっても らいたい もの 
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懸命に 走る！ 懸命に 走る！ 吹 矢 町 を 走り抜け、 

本物 町 も 走り抜けた。 番場町 も 走り抜け、 神 田 川の 河 

岸へ 出た。 と、 橋 を 渡り 越して、 なお も 鈴 江と 駒 雄と 

は、 東南の ほうへ 走り 下った。 こうして 佐久間 町の 二 

丁目まで 来たが、 その 時 鈴 江 は 行く手に あたって、 黒 

まきえ 

塗り 蒔絵ら しい 一挺の 駕籠 を、 四 人の 武士と 四 人の 老 

女と が、 警護 をす るよう に 引きつつ み、 若侍の 死骸ら 

しい 物 を、 その 中の 二人の 武士が 釣って、 粛 々とこ 

ちらへ 進んで 来る の を 見た。 火事場へ 駆けつけて 兄 を 

助けようと、 息せ いている 場合で はあった けれども、 


行列が あまりに も 異様であって、 妖気に さえ も充 ちて 

いたので、 「まあ」 とば かりに 声 を 上げて、 鈴 江 は 足 を 

釘 づけに した。 と、 なんという ことであろう？ その 

行列 は 消えた ではない か。 いやいや 実は 消えた ので は 

ない、 傍らに 立って いた りっぱで もない、 小 門 を 持つ 

た 二階屋へ、 消えて しまったと いっても よい ほどに、 

倐忽 とはいり 込んで しまったの である。 

「五十嵐 様、 あれ は？」 と 息 をのみながら、 鈴 江 は 駒 

雄へ 顔 を 向けた。 「さあ」 と 駒 雄 はいい はした が、 後へ 

継ぐべき 言葉はなかった。 


はさみ 討ち か 


武士た ちが いずれも 頭巾 を かむ つて、 緑色の 小袖 を 

着て いた ことと 老女た ちが これ も 緑色 をした、 衣裳と 

被 衣と を 着けて いた ことが、 鈴 江の 眼に は 残って いた 

わかしゅ うまげ 

が、 二人の 武士が 前後に 立って、 若衆 鬍の 武士の 死骸 

らしい 物の、 肩と 足と を ささえ 持って、 真ん中に して 

歩いて いた 姿が、 わけても 眼の 底に 残って いた。 「死 

骸？ 死骸？ 若衆 武士の 死骸！」 —— すると、 鈴 江 


に は その 死骸に、 見覚えが あるよう な 気持ちが した。 

「誰だった ろう？ 誰だった ろう？」 —— 今にも 記憶 

に 浮かびそう であ つ たが、 浮かび そうで 容易に 浮かば 

なかった。 「誰だった ろう？ 誰だった ろう？」 —— と、 

この 時 駒 雄の 声が、 追い立てる ように 聞こえて 来た。 

「火の手が 盛んになりました ぞ！ 鈴 江 殿お 急ぎ な さ 

り ませ」 

「火の手 9  盛ん？  あつそう だった！ 兄 

上 をお 助けに 行く のだった！」 鈴 江 は 気が ついて 空 を 

見た。 火元の 両国へ 近づいた ためと、 火事が 大きく 

なった ためと この 二つの 原因から であろう、 遠 照りな 


どと はい われない ほどに も、 両国の ほうの 空 はいう ま 

でもな く 真上の 空まで カツと 明るく、 珊瑚 を 砕いて 塗 

りつけ たように 見えた。 

「さあ 五十嵐 様、 急ぎましょう ぞ！」 

またも 鈴 江 は 棲 を 取り、 足袋 跣 足の 足で 裾 を 蹴リ、 

吹き 針 を 握った 右の 手 を、 乳の あたりへ しっかりと 当 

てて、 頸 足 をのば して 前 こごみ にこ ごんで 往来 を 一 散 

に 走り出した。 が、 鈴 江と 駒 雄と が、 こうして 走って 

行ったならば、 こちらへ 歩いて 来る 二人の 仇敵に —— 

北条美 作と 桃ノ井 兵馬と に、 邂逅し なければ ならない 

だろう。 


しかし 鈴 江 も 五十嵐 駒 雄 も、 そのような ことと は 知 

ら なかった。 で、 一散に 走って 行った。 と、 その 時 数 

個の 人の 姿が、 儒者 ふうの 老人の 籠って いる はずの、 

例の いかめしい 屋敷の 蔭から ス ルス ルと姿 を 現わした 

力 

「おい」 とその 中の 一 人の 男が、 鈴 江の 後ろ姿 を 見送 

りながら いった。 「紋 也の 妹の 鈴 江と いう 娘 だ。 吹き 

針に かけて は 達者な もの だ。 もう 一人の 武士 は 五十嵐 

といって、 紋 也の 門弟で も 腕利きの 男 だ。 揃って あわ 

ただしく 走って 行く の は、 火事が 水 戸 様 石 置き場の 空 

屋敷 だとい うこと を 聞いた ので、 紋 也の ことが 心配に 


なって、 そこでよ うす を 見に 行く のだろう。 腕利き だ 

ま ず 

けに やって は 不味い！ そっと 追つ かけて しめてし ま 

え！」 代官 松の 乾 児の 友吉 であった。 

「よかろう」 と、 後の 数人が いったが、 そういった 時 

に は 足音 を 盗んで、 友吉を 先頭に 走り出し ていた。 

しかし 鈴 江 も 五十嵐 駒 雄 も、 そのような ことと は 知 

ら なかった。 で、 一散に 走って 行く。 ところで この頃 

美 作と 兵馬 は、 火事の 光 を 背と 肩と へ 浴びて、 佐久間 

町の 入 リロから 鈴 江た ちの ほうへ、 変った 足 ど リで歩 

いていた。 美 作 は 酔漢の それ かの ように、 現 心 もな 

いように、 依然として 抜き身 を 下げた ままで、 ヒ ヨロ 


ヒ ヨロ、 ヒ ヨロ ヒ ヨロと 歩いて 来る。 と、 その後から 

不安そう に、 兵馬が 胸へ 腕 を 組みながら、 美 作が 左へ 

よろめけば、 自分 もつれて 左の ほうへ 歩き、 美 作が 右 

へ よろめけば、 自分 もつれて 右の ほうへ 歩き、 もしも 

倒れたら 抱き起こそう ものと、 心構え をして ついて 来 

た。 

「美 作 様 ほどの 人物が、 手 を 下す こと さえで きな かつ 

た、 姫君 姿の 駕籠の 中の 女 は、 どのような 素性の 女性 

なのであろう？」 これが 兵馬に は 不可解であった。 

「惜しい こと をした 惜しい こと をした、 すんで に 敵の 

片割れの、 小 次郎を 討つ ことができ たのに、 意外な 邪 


魔が 現われて、 討ち 損じた 上に さらわれて しまった」 

—— 何 ゆえ あの 女が ああい う 態度で、 小 次郎を さらつ 

て 行った のか、 これ も 兵馬に は 不可解であった。 ヒョ 

ロヒ ヨロと 左右へ よろめきながら、 美 作 は 先へ 進んで 

行く。 つれて 左右へ 足 を 運びながら、 兵馬が 後 をつ け 

て 行く。 と、 この 時 背後の ほうから、 二つの 人の 影が 

走って 来たが、 しだいに 二人へ 近づいて 来た。 「ぉ屋 

敷 は 眼の 先と なりました。 …… ようやく 危難 をまぬ が 

れ ました。 もう 大丈夫で ござります。 お 苦し ゆうと も 

ご 辛抱な さり ませ」 

一 つの 人影が こういつ たが、 若い 女の 声であった。 


謦敵 同志 

「大丈夫で ござる、 お案じな さるな。 …… が、 少しば 

かり 傷 を 負うて ござる。 …… ちと 苦しい。 …… いや 大 

丈夫！」 

一 つの 男の 声が 答えて、 かえって 女 をいた わるよう 

にした が、 事実 は 少なからず 苦しい ようであった。 

と、 この 男女の 二人の 者が、 美 作と 兵馬へ 追い付い 


て、 そうして 駆け抜けて 行こうと した 時に、 「紋也 か！」 

と凄愴 〔# 「凄 愴」 は ママ〕 な 声が 響いて、 「ぉ条 も 一 緖 

か！」 と 次いで 響いた。 

「汝は 兵馬 か！」 鏘 然と 太刀 音！ 

二 組の 人数が ガッと 塊まり、 サッと 開いた 瞬間に お 

いて、 砂塵が ム— ッと 月夜に 立った。 月夜に ム ー ッと 

立ち上がった 砂塵 は、 時なら ぬ 煙りの 壁と 見て よかろ 

う。 半透明の 煙りの 壁 をへ だてて、 紋 也と 兵馬と が 向 

かい 合い、 美 作と ぉ条 とが 向かい合つ ている。 が、 一 

呼吸 をす る 隙 もなかった、 小 次郎を 討ち 損じた ばかり 

でな く、 薄手 さえ 負わされて 激怒して いる 兵馬 は、 仇 


敵の 的で ある 紋 也と 逢って、 激怒 を 二倍に 高めたら し 

い。 天道 流での 「軍捨 利払い」 だ！ すくむ がよう に 

肩 を ちぢめた が、 中段に 構えて いる 紋 也の 刀 を、 自分 

の 額へ 受ける 覚悟で、 縮めた 肩で 躍り かかった。 払い 

上げた 刀の 切っ先 ニ寸 が、 相手の 右腕へ はいった が最 

後、 腕 を 落として 頤を 払い、 相手の 顔 を 下から 逆に、 

斜めに 半分 割りつ けたであろう。 が、 またもや 太刀の 

音が して、 一 所から 砂塵が 上が つ たが、 一 一 つ の 人影が 

入れ違った。 兵馬の 刀 を 右へ おさえて、 左足 を 飛ばす 

とさながら 飛燕 だ、 紋 也が 前方へ 飛んだ ので ある、 と 

その 次の 一髪の 間に、 紋 也の 右側に 人が あって、 上段 


にかぶ つた 刀の ままで、 ス ルス ルと 前方へ 走る のが 見 

えた。 

「お逃げ！ ぉ条 殿—  真っ向が あぶない！」 

ス ルス ルと 前方へ 走って 行く 者が、 美 作で あると い 

うこと と美 作の 正面に ぉ条 がいて、 脇差し を あぶな さ 

そうに 青 眼に 付けて、 立って いるのと を 突 嗟に 感じて、 

紋也 がお 条へ 注意 をした のであった。 が、 そう 呼び か 

けた 自分の 言葉が、 わずかに いい 終えた 直後に おいて、 

紋也は 頭上に 刀 気 を 感じ、 自分の 正面に 一 つの 眼が、 

けだもの 

獣 の 眼の ように 燃えながら、 迫って いるの を 眼に 入 

れた。 太刀 音！ 砂塵！ からみ 合った 人影—  


しかし …… 別れて …… 二 間 をへ だてた—  山形 を 

なした 相 青 眼の、 二 本の 刀が 宙に 浮かんで、 砂塵の 壁 

を 刻んで いる。 

「依然として 凄い の！ 凄い 技倆 だ！」 兵馬の 刀の 

切っ先 を、 二 間の かなたに 据えながら、 兵馬の 一眼 を 

頭巾の 奥の、 繃帯の 間にみ つめながら、 自分 も 青 眼に 

構え をつ けて 紋也は 思わざる を 得な か つ た。 

「さあ これから どうした もの だ、 兵馬 は 敵の 一 人で は 

あるが、 退治る にも 及ばない 小敵 だ。 このような 人間 

を 退治た ところで、 自分が 久しく 企てて いる、 一大事 

さわ リ 

を 仕 とげる 足しに もなら ず、 かえって 障害になる くら 


いだ。 …… さわりた くないの だ、 さわりた くないの だ」 

—— で、 紋 也の 希望と して は、 この 闘い を 切り上げ 

て、 ぉ条の 住んで いる 例の 屋敷へ、 入り込んで 休息し 

たかった。 が、 すさまじい 剣 技 を 持った 兵馬が、 「やわ 

かの がす もの か」 と、 吸血鬼の ような 陰々 たる 殺気 を、 

刀の 切っ先に ただよわせて 一分 を 刻み 二分 を 刻み、 そ 

ろり そろり と 刻み足で、 真正面から 迫って 来て いた。 

紋也 にも それ を 引っぱず して、 のがれ 去る こと はでき 

なかった。 その 紋也 はどう かとい うに、 乱闘の 際に 幾 

箇所と なく、 薄手 を 受けて いるば かりで なく、 全身 こ 

と， 1 J とく 疲労し ていた。 のがれ 去る - J とがで きな いば 


かり か、 しだいし だいに、 しだいし だいに、 兵馬に 圧 

迫され るので あった。 

「屋敷 は 手近 だ、 駆け込みた いもの だ！ ぉ条 殿と 一 

緒に！ お 条殿を 助けて！」 —— そのお 条 であるが ど 

うして いるであろう？ 剎那、 紋也 はお 条 のこと を 

思った。 と、 そのと たんに 太刀の 音が、 兵馬の 立って 

いる 背後の ほうの、 数 間の かなたから 響いて 来た。 

と、 そこに もつれ 合って いる、 男女の 人影が 見られ 

たが、 美 作と ぉ条 とが 切り合って いるので あった。 


小唄の 声 


太刀 音 はした が 男女の 人影の、 男の ほう も 女の ほう 

も、 どっち も 倒れ はしなかった。 美 作 もお 条も 切られ 

なかった のであろう。 

「いかにお 条が 女丈夫で も、 北条美 作に はかなうべく 

もない。 よくこれ まで 持ち こたえて いた もの だ」 —— 

紋 也に とって は 北 条美作 は、 一面 主義の 大敵で あり、 

一族の 仇の 元兇で あつたが、 親友の 左 内の 父で も あつ 

た。 で、 従来 も 美 作に ついては、 十分に 研究 を 届かせ 


てお き、 風貌 態度 も 調べて おいた。 で、 今こう してぶ 

つかった 時に も、 すぐに 美 作 だと 知った のであった。 

「よくこれ まで 持ち こたえて いた もの だ。 しかし あぶ 

ない！ もうあぶ ない！」 —— 心 をお 条へ 運ばせた が 

ために、 気合が ゆるんで 隙が できた。 なんの 兵馬が 見 

のがす ことがあろう ぞ。 

風 を 起こして 真っ向へ 刀 を 下ろした。 四 度 烈しい 太 

刀 音が したが、 紋 也の 疲労 はいち じる しく、 受け は受 

けた ものの 兵馬に 押されて、 タジ タジと 後へ引き さ 

がった。 「しめた！」 という 心持ち は、 この 時の 兵馬の 

心持ちであろう。 合わせて いた 刀 を 引つ 払う と、 瞬間 


に 左 脇へ 流した が、 返す と あの 手と 全く 同じ だ！ 天 

道 流での 「軍捨 利払い」 だ！ うんと 上 斜めに 払い 上 

げた。 刀の 切っ先 ニ寸 がと ころ、 紋 也の 右腕へ はいつ 

たが 最後、 腕 を 落として 頤を 払い、 紋 也の 顔 を 下から 

逆に、 斜めに 半分 割り付けた であろう。 

運命？ どう だ？ 紋 也の 運命 は？ 

いちじるしく 疲労れ てはいた ものの、 む ざむ ざ 討た 

れ るよう な紋 也ではなかった。 かろうじて 受けて 身 を 

かわした が、 ヒ ヨロ ヒ ヨロ ヒ ヨロ ヒ ヨロと また 後へ 下 

がって、 一軒の 家の 雨戸へ もたれ、 ハツ ハツ ハツと 大 

息をついた。 が、 それ とても 間と もい えない、 短い 分 


秒の 間であった。 

「  」 無言ながら も 掛け声よりも 凄く、 殺気に 

充 ちた 兵馬の 刀が、 咽喉 を 狙って 突き出されて 来た。 

「  」 紋 也に なんの 声が 出よう、 同じく 無言で 

力 も 弱く、 中段に 構えて いた 刀 を 揮って、 捲き 落とす 

心 組で 横へ 払った が、 合わさった 刀の 音と ともに、 一 

本の 刀が 宙へ 飛び、 数 尺の かなたの 地の 上へ 落ちた。 

兵馬の 刀 を 捲き 落とそう として、 かえって 兵馬の 剛刀 

に はねられ、 紋 也が 刀 を 飛ばした ので ある。 紋也は 

ハ ー ッと息 を 呑んだ が、 窮 して 通ず る さっそくの 気 転 

で、 必ず 今 S こそ は 討って 取る と、 大上段に 刀 を 上げ 


て、 切り下ろそう として のしかかって 来た 兵馬の 肩へ 

ガッ とば かりに、 自分の 頭で 頭突き を くれた。 が、 結 

果 どうな つ たろう？ 疲労 をして いる 紋 也の 頭突きが、 

猛 気に 精一杯 燃えて いる、 兵馬に どうして 感じよう 

ぞ！ はね 返されて 地へ 倒れて、 地上に 石が あつたと 

見える。 後 脳 をした たか 打ち付け たが、 そのまま 意識 

を 失つ てし ま つ た。 

が、 意識 を 失う 際に、 兵馬の 刀が 蒼 光って、 顔の 上 

へ 落ちて 来ようと したのと、 妹の 鈴 江ら しい 「兄 上！」 

という 声が 近くで 聞こえ、 つづいて 「先生！」 と 呼ん 

だら しい、 男の 声が 同じ ほうから 聞こえ 同時に 落ち か 


か つ て 来た 兵馬の 刀が 落ち かからずに 横へ それて、 「鈴 

江 か！ 南無 三！ うう む 吹き 針！」 こういう 兵馬の 

声が 聞こえ、 「ご 前 ご 前！ お逃げな され！」 と、 美 作 

にで も 呼びかけ ている らしい、 これ も 兵馬ら しい 声が 

聞こえ、 それに 応じて 美 作らし い 声で、 「うむ 走れ！」 

と 答える 声が —— 、 つづいて ぉ条 らしい 女の 声で、 

あざけ 

「すって やった ぞ！ すって やった ぞ！」 と 嘲る よう 

な 声が して、 そうして バタ バタと 走って 行く 音 や、 走つ 

て 来る 音が 乱雑に 聞こえ、 ちょっとの 間 しずかに なつ 

たかと 思う と、 ヮ— ッ という 四、 五 人の 人間の、 閧の 

声ら しい ものが 聞こえて 来て、 「友吉 でございます！ 


友吉 でございます！」 とそうい う 声が 聞こえて 来た か 

と 思う と、 またもや 大勢の 足音が、 こちらへ 向かって 

走って 来る ようで あつたが、 「ゃッ 屋敷から 人数が 出 

た！ 逃げろ！ 身 を かくせ！ 捕えられな いように 

しろ！」 と、 誰 ともなく 呼ぶ 声が 聞こえて 来た。 —— 

そこで 紋 也の 意識 は 絶えた。 

ずっと 下火に はなった けれども、 火事の 光 は 空に 薄 

赤く、 地に は 月光が 蒼 澄んで いた。 戦いの 後の 寂し さ 

よ、 佐 久間町 入り口の 往来に は、 人の子 一人い なかつ 

た。 踏み荒らされた 地面の 土 は、 ところどころ 穴 をな 


していて、 血汐 のに じんだ ような 所 もあった。 片側 町 

の 家々 では、 太刀 音 や 悲鳴 や 鬨の声に、 怯 やかされた 

か、 雨戸 を あけて 外 を 見ようと する 者 さえなかった。 

しじ ま  ラた 

と、 その 時 静寂 を 破って、 謡う 声が 横丁から 聞こえて 

来た。 

A 柳の 下のお 稚子様 は、 朝日に 向こうて お 色が 黒い 


子守唄 


A お 色が 黒く ば 笠 を 召せ、 笠 も 笠、 いっきょ うとが 

り 笠、 おそり 笠、 じょに 吹く 笛が ふもとに きこ ゆる… 

謡いつ づけて 横丁の 口から、 佐久間 町の 通りへ 現わ 

れて 来たの は、 お 狂言 師の 泉嘉 門であった。 不平 を 酒 

で まぎらわし はじめた の は、 久しい 前からの ことで 

あつたが、 このごろ ではい つそう 烈しくな つて、 家で 

連日 飲む ばかりでなく、 外へ 出て は 暴飲 をし、 往来へ 

倒れて は 夜 を 明かし、 居酒屋で 眠って は 帰宅し ようと 

もしない。 今日 も 朝から 酒 を 飲んで、 昼 ごろに なって 


家 を 出て、 どこで これほど にも 飲んだ のであろう か、 

足 もとが 定まらない というよりも、 身体 全体が 定まら 

ないように、 手で 空 を 泳ぐ ような 格好 をしたり、 肩で 

家々 の 小 門 や 柱へ、 痣ので きる ほどぶ つかった りして 

まんさん ひょうひょう 

蹣 跚飄々 として 歩いて 来た。 

や つ  とげ 

いかに 窶れた ことであろう！ 高い 鼻 は 尖って 棘の 

ようにな リ顳顬 は槌で 叩かれた かの ように、 痩せて く 

ぼんで へつ こんで、 広がった 額が 狭まって 見える。 月 

の 光が みなぎって いるので、 空へ 向かって 顔 を 仰向け 

た 時には、 細 まった 頰ゃ ずつ こけた 頤が、 際立って 蒼 

白く 眺められ たが、 落ちく ぼんだ 眼窩が その代わりに、 


髑髏の それの ように 黒く 見えた。 ひえびえと 寒い 秋の 

夜 だのに 酔いの ために 身体が 熱い のか、 襟 を はだけ て 

あばらぼね 

肋骨の 見える、 胸 を 腹まで 現わして いる。 左の 脚が 

膝の 上まで、 裾から 捲 くれて 見えて いるの は、 裾 を 

端折って いるから であろう。 

A おおさて は 瓶した。 裏に 来い との 笛の 音、 裏道 来 

いとの 笛の 二 首 …… 

うたいながら 先へ 歩いて 行く。 やがて 佐久間 町の 三 

丁目へ 来た。 儒者 ふうの 老人の 籠って いる はずの、 い 

かめし い 屋敷の 門の 前まで 来たが、 屋敷に 籠って いる 

人た ちに も、 また この 屋敷 そのもの にも、 嘉門は 全然 


無関係であった。 で、 先へ 進んで 行った。 

柳の 下のお 稚子 さま は …… 

うたいながら 先 へ 進んで 行く。 

水 戸 様 石 置き場の 空 屋敷 を、 今 は ， J と) j とく 燃やし 

つくした ので もあろう か、 空 を 染めて いた 火事の 紅色 

は、 この 時お おかた 褪めて しまって、 夜が ふけた ので 

冴え 冴えし さ を 加えた、 月光ば かりが 空に みなぎり、 

家々 の甍の 屋根 を 白め、 往来の 片側 を 流れて いる 神 

田 川の 水に 銀箔 を 踊らせ、 往来 を 霜の ように 色 づけて 

いた。 と、 その 往来の 上に 縮んだり 延びたり、 大きく 

なったり 小さくな つたり する、 異様な 黒い 形が あって、 


嘉門を 追いながら ついて 行った が、 なんでもない 嘉門 

の 影法師な のであった。 その 影法師の 一所から、 細つ 

こい 枯れた ような 枝が 出た。 

嘉 門が 月で も 捉えよう とする のか、 空へ 向かって 手 

を 上げた ので ある。 と、 影法師が 地上から、 全然 形 を 

消して しまった。 疲労た のか 酔って 苦しい のか、 嘉門 

が 地上へ うずくまつ たからで ある。 と、 にわかに 影 法 

師が、 地上へ 現われて 動き 出した。 しかも 元気よ く延 

び 縮みす る。 嘉 門が 元気よ く 歩き 出した からで、 どこ 

となく ようすが 浮き浮きと している。 と、 嘉門 はうた 

い 出した。 


「太郎 冠者、 おじ やる かや」 「は、 おん 前に」 「何が な 

面白い こと はない か」 「権門 衆のお やりになる こと は、 

こと ご とく 面白う おじ やります」 「たと えば どんな 面 

白い ことがある」 「私利 私欲に ふけりながら、 お 国の た 

めじ やと 申して おります」 「いかさま これ は 面白い」 「公 

平 公平と 申す ことによって、 不公平ば かり をいた しま 

す」 「いかさま これ は 面白い」 「何 を やっても 一方の 人 

は 当たり、 何 を やっても 一方の 人 はは ずれる、 肥って 

行く 人と 痩せて 行く 人と、 ハツ キリ 分かれお リ まする」 

「これ はどう も 面白くな いが」 「にもかかわらず 肥って 

行く 人 は、 泰平な 浮世 じ やと 申して おります」 「なる ほ 


どこれ は 面白い。 が、 お前の いっている こと は、 誰も 

彼 も 知っている ことば かりじ や。 あえて 珍しい ことで 

もない。 珍しい ことが どこかに ないか？」 「珍しい 人 

間なら おじ やります」 「聞きたい もの じ や、 なんという 

きたな 

男 じ や」 「お 狂言 師の 泉嘉 門と いう、 穢 らしい 老人に 

おじ やります」 「聞いた ような 名 だが どこが 珍しい」 — 

I 「A 泉嘉 門の 珍し さは、 なんに たとえん 唐衣、 錦の 

つづれ 

心 を 持ちながら も、 襤褸に 劣る 身ぞ と、 人目に 見 ゆる 

かんなづき 

情けな や、 ころ は 神無月の 夜な りしが、 酒 をとう ベて 

ヒ ヨロ ヒ ヨロと …… 」 でたらめの 謡 をうたい ながら、 

さまよ 

佐 久間町 二 丁目まで 彷徨って 来た。 と、 女の 声で あつ 


たが、 子守唄 をうた う 声が 聞こえて 来た。 

あの 山越えて 行く 時 は、 里の 土産に 何 持た む。 


狂女と 子供 


佐久間 町の 二 丁目と 三 丁目との 境い は、 儒者 ふうの 

老人の 籠って いる 例の 宏大な 屋敷であって、 その 屋敷 

から 東南の 方が、 佐久間 町の 三 丁目と なって いて、 そ 


れと 反対の 西北の ほうが、 佐久間 町の 二 丁目と なって 

あきや 

いた。 で、 怪しい 四 軒の 空 家 は、 二 丁目の ほうに 属し 

ている のであった。 あの 山越えて 行く 時 は 里の 土産に 

何 持た む …… と、 今し もこう いう 子守唄の 声が、 女の 

声で 細々 と 聞こえて 来たが、 それ は 四 軒の 怪しい 空 家 

の、 西北の はずれの 一 軒から、 さらに 西北へ 数軒 離れ 

た 横町へ 通ず る 狭い 横丁の、 一 所から 聞こえて 来る の 

であった。 その 横丁 は 狭い 上に 家並みが 不揃いで 凸凹 

があった。 で、 あまねく 照らして いる 月の 光 もこの 横 

丁へ は、 あまねく 落ちて は 来なかった。 が、 あたかも 

水たまり かの ように、 道の 上へ 蒼白い 一た まり ほどの、 


くぼ 

水の ような ものがた ま つ ていたが 凹んで いる 家の 屋根 

の 上に ある 月が そこ へ だけ 光 を こぼして そこ だけ を 明 

るめ ている のであった。 

と、 その 一 つの 月の 光の 圏へ 一 人の 女が 現われた。 

痩せ細った 身体、 痩せ細った 顔、 髪 は 乱れて 肩へ かか 

はぎ  や つ 

り、 裾 は 崩れて 脛 を 現わし、 見る 影 もな く 窶れて いる。 

しかも 背中へ は 子供 を 背負って、 枝の ように 細い 両手 

を まわし、 子供の 尻の 辺 を 抱き かかえ、 自然と 前へ こ 

ごんで いる 胸から、 夜目に も 蒼い 乳房 を 出し、 酒に 酔つ 

てで もい るかの ように、 足 もと さだまらず 歩いて 来る。 

と、 無心に 空 を 仰いだ、 落ちく ぼんだ 眼窩の 底に 沈ん 


で、 正気の 人間の 眼と は 見えない、 異様に 鋭く、 異様 

に 痴呆 的の 狂人 じみた 眼が 光って いたが、 その 二つの 

眼 を 縦断して 険しい 高い 鼻が あり、 その 下に 前歯 を 食 

いしめ て、 唇ば かり をポッ カリと あけた 小さな 口が つ 

いていた。 

で、 もし この 女が 貧しくなくて、 正気で 肥えて いて 

着飾って いたなら、 十分に 美人と して 通りそう であつ 

た。 かさ 張った 物で も 入れて いるので あろう、 両方の 

抉が ふくれて いて ダラ リと 下へ 下がって いて、 歩く，、 マ J 

ぎゃくた い 

とに 股の あたりで 揺れ動いた。 虐待と 貧し さとに 発 

狂 をした、 可哀 そうな 若 妻と は 一眼で わかった。 が、 


それにしても 母の 肩の 上へ、 これ も 痩せこけた 頤 をの 

せて、 眠りに はいって いる 二 歳ば かりの、 男の子の 

いじらし 

可憐 さとい う もの は！ 栄養が 不足して いるから でも 

あろう、 首 は 抜けそう に 痩せて いるし 母親の 肩で おさ 

えつ けられて いる、 頰 などに も 肉 はついて いなかった。 

が、 その 面 立 は 母親 に似ていて、 美しい 輪郭 を 持って 

いた。 片手 を 無心に 上への ばして 母親の 肩の 上へ 掛け 

ちろ 

ていたが、 月光に 磁器の ように 白く 脆く 見えた。 母親 

がお ぼっかな く 歩く につれ て、 子供の 顔 は 母の 肩の 上 

で、 ガク リガ クリと 動揺した。 それでも 眼 ざめ ようと 

しないの は 泣き 疲れて 眠りに はい つたから であろう。 


と、 眼の 下の 頰の 上に 何やら 水の ように 濡れて いる も 

のが、 今、 母親が フラ リフラ リと 歩き、 そのため 子供 

の 顔が 揺れて、 ちょっと ばかり 空の ほうへ 向いた 時に、 

月の 光で 照らし 出された。 子供の 流した 涙ら しい。 

と、 子 を 背負った 女の 姿が、 闇に 呑まれて 見えな く 

なった。 月光の たまりから それた からで ある。 が、 ま 

もな く 狭い 横丁の、 闇に 埋められ ている 暗い 中から、 

子守唄の 声が 流れて 来た。 

あの 山越えて 行く 時 は、 里の 土産に 何 持た む。 … 

すぐに 女の 声が 聞こえた。 


「坊や、 お眠り、 よい 子 だね え。 …… 竹太郎 はよ い 子 

でございます、 泣き もむ ず かり もいた しませぬ。 鉦に 

レ よう 

太鼓に 笙の 笛、 赤い 鼻緒の 下駄 持た む …… 」 

—— と、 子 を 背負った 女の 姿が 月の 光に 照らし 出さ 

れた。 凹んで いる 家が そこにあって、 そこ だけの 空地 

へ 空の 月が、 光 を こぼして いるが ために、 できて いる 

月光の たまりの 圏内へ、 女が はいって 行った からで 

あった。 負われて いる 子の ぼんのくぼが、 妙に 痛々 し 

く 蒼白く 見え、 裾から はみ出され ている 女の ふくら 脛 

が 蛇の 腹の ように ヌ ラヌラ して 見えた。 

「お 父康を 探しに 行きましょう ねえ。 そうして お渡し 


いたしましょう ねえ。 あのお 方が あのよう にも ほしが 

るの だから …… 。 坊や、 お笑い、 竹太郎 や」 

しかし まもなく 女の 姿 は、 ふたたび 闇に 呑まれて し 

まって、 横丁から 佐久間 町の 通りへ 出られる、 出口の 

辺で 唄う 声が 聞こえた。 あの 山越えて 行く 時 は …… と、 

その 声の 絶えた 時に、 誰かに 向かって 話しかけ るよう 

な、 同じ 女の 話し声が 佐久間 町の 通りから 聞こえて 来 

た。 

「お 爺 様、 ご存知で は ござり ませぬ か？ 妾の 大事な 

竹 之 助 様の 行方 を？」 


狂女と 酔漢 


すると 老人の 声が 聞こえた。 

「竹 之 助 様？ 存じ ませぬな あ」 

「可愛い お 方な ので ございま すよ」 また 女の 声が いつ 

た。 

「可愛い お 方で ございま すかな」 答えて 老人の 声が 

いった。 

「それ は それ は結搆 な， J とで」 


「妾の 良人な ので ございます」 

「ああ さようで。 お前 様の 良人で。 で、 可愛い お 方な 

ので」 

「妾 を 大変 可愛が つ て くれます」 

「ご 夫婦仲が よろしい そうな」 

「ピ シ ャ ピシャ 叩く の で) ，- ざ いますよ」 

「叩く？ ほう！ 何 を 叩く ので？」 

「顔 や 手足 を 叩きます ので」 

「どなた 様が どなた 様 を 叩きます ので」 

「竹 之 助 様が 叩く ので ございま すよ。 はい 妾 を！ 君 

江さん を！」 


「ああお 前 様 は 君 江さん というので」 

「はいはい さようで ござ います …… で 娘な の で ござ い 

ます」 

「娘？ ほう、 どなた 様の 娘で」 

「武 左衛 門の 娘な ので ございま すよ」 

「武 左衛 門？ どうもな 存じません て」 

「りっぱな お 方で ございました」 

「あ ッ、 これ は ごもっとも さまで。 お前 様に は 孝行と 

見えます な あ。 お 父 様 を 大変 褒めて いられる」 

げんば 

「玄蕃 様の 一 族な ので ございます」 

「さあ、 また 一 人 わからな いお 方が できた。 玄蕃 様？ 
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一蕃 様？ さあ わからない ぞ」 

れて しまいました」 

玄蕃様 はお 気の毒な」 

ので ございま すよ」 

し 

ちて おりました」 

し 

父 様が おっしゃ いました。 『渡すな！ 文 

んだぞ よ！』 と」 

し 

通で ございます」 


「  」 

「 一 本 は卷き 奉書で ございます。 お 父 様の 懐中に ござ 

いました」 

「  」 

「 一 通 は 綴じ 紙で ございます。 ずっと 前から お 父 様が、 

こっそり 妾に お預けな されて、 このように おっしゃつ 

てで ございます。 『老人の 俺 だからい つ 死ぬ かもしれ 

ない。 敵の ある 身 だからい つ 殺される かもしれ ない。 

で、 お前に 預けて おく。 誰に も 決して 渡して はいけ な 

い。 竹 内 式部 様の 一 味の ほかに は』 …… でも、 竹 之 助 

様 はおつ しゃいます。 『持って いるだろう から 渡せ 渡 


せ！』 つて。 …… で、 叩く ので ございます。 …… ピ チヤ、 

ピ チヤ、 ピ チヤ！  ピ チヤ、 ピ チヤ、 ピ チヤ！」 

突然 老人の 笑い声が 起こった。 

「何が なんだか わからない。 ヮッ ヮッ！ ワッハ ッ 

ハ ッ—  どうやら お前 様 は 気が狂つ ている よう 

だ」 すると 女の 声が 聞こえた。 

「気な ど 狂って はおり ませぬ。 こんなに 幸福な ので ご 

ざいます もの。 でも 妾 は 申し上げます、 お 酒に は 酔つ 

ております ようで。 …… お 爺 様 も 酔って でございます 

な」 すると 老人の 声が 聞こえた。 

わし 

「俺が 酔って いる？ 何 をい うこと やら！ 俺 はな 発 


狂して いるの だよ—  虐める 奴が あるので な」 

「妾 はお 酒に 酔って おります」 女の 声 はなお つづいた。 

「お 爺 様お 願いいた します。 二 品 をお 渡しく ださい ま 

し」 

「二 品？ 何 かな？  二 品と いうの は？」 

「巻き 奉書と 綴じ 紙と でございますよ」 

「で、 どなたに 渡します ので？」 

「竹 之 助 様へ でございますよ」 

「ああお 前 様の 可愛い ご 良人に？」 

「でも 近来 は 寄り付き ませぬ」 

「なるほど、 お 家へ 寄り付かな いので」 


「お 爺 様お 探しして ください まし」 

「どうもな、 それ は、 ちと むずかしい」 

「探して お渡しして ください まし」 

「どうもな、 それ は、 ちと むずかしい。 俺 は 竹 之 助 様 

を 存じません のでな」 

「竹 之 助 様 は 美男で ございます」 

「まことに 有難う 存じます」 

「でも 片眼な ので ございます」 

「片眼？ はてな？ それで 美男で？」 

「今年の 夏 頃に 潰されました」 

「それじゃ 兵馬と いう 武士 に似てい る —— 桃ノ井 兵馬 


と はお つし や いませぬ かな？」 


一 一 品 を！ 


しかし 女の 声 は 否定した。 

「いいえい いえ 妾の 良人 は、 南 条竹之 助 様と いい まし 

て、 そのような 桃ノ井 兵馬な どと いう、 いやらしい 名 

前で は ございません」 

「さよう かな、 それ は それ は」 老人の 声 はいぶ かし そ 


うであった。 「が、 片眼 をつ ぶされ たといえば」 

きんり 

「いいえい いえ それに 妾の 良人 は、 禁裡 様 方のお 味方 

で、 忠義な お 方な ので ございます」 

「はは さようで、 では 人違い だ。 兵馬と 申す お 武士 は、 

幕府の 犬で ございます からな」 

「それ を 好んで お 父 様が、 夫婦に したので ございます」 

「よいお 心掛けで ございま すよ。 そうでなければ なり 

ませぬ」 

「でも 離縁して しまいました」 

「離縁？ はてな、 変な ことで。 どういう 理由からで 

ございましよう？」 


「偽り者 だ！ 贋者 だ！ 憎い 敵方の 一 味 だと 申し 

て！」 

「とすると やっぱり 幕府 方の 犬 かな」 しかし 老人の 言 

葉に 対して、 女の 声 は 答えなかった。 全く あらぬ こと 

をい い 出した。 

かたき 

「敵 を 討って くださり ませ！」 これに は 老人 も 驚い 

たようで あ つ た。 

「敵 を？ が、 どなた 様の 敵 を？」 

「何者かに 殺され ましたお 父 様の 敵 を」 

「これ はどう も 迷惑 千万！」 老人の 声 は あわてていた。 

「俺 はな、 泉嘉 門と 申して お 狂言 師 なので ございま すよ。 


で、 武芸な ど はでき ませぬ。 でな、 お許し を 願いたい 

もので」 

「申し ている ので) J ざいます。 お願いして いるので ご 

ざ います」 

「金輪際 ご 辞退 を 申します」 

「すると 竹 之 助 様が 申されました」 

「  」 

「秘密の 文書 を 手渡したら、 喜んで 敵 を 討って やろう 

と」 

「アツ ハツ ハツ、 なんの こと だ」 老人の 声 は ノン ピリ 

とした。 「俺に お頼みして いるので はない ので」 


「で、 お 爺 様、 渡して くだされ」 

「さあ、 また 渡せが 始まった が、 これ も ご 辞退いた し 

ますよ。 私、 竹 之 助 様 を 存じません でな」 

「ここに あるので ございま すよ」 女 は 何 か を 取り出し 

たようであった。 「両袖へ 入れて 参りました。 巻き 奉 

書と 綴じ 紙と を」 

「ちとな、 どうもな、 これ は 乱暴！ そう 手 を 引っ張つ 

てはいけ ませぬ！ 無理に 握らせて はいけ ませぬ！」 

さも 困った と いうよう な 老人の 声が 聞こえて 来た。 

「ぁッ とうとう 押し付けて しま つた」 

と、 女の 声が した。 


てカゝ  で， 

当つ しご 妾 
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が羽搏 いてお ります」 

お遊びに おいでく だされ」 

し 

助 様との ささやかな 住居 は、 根 岸に あるの 

すよ」 

- 人の 答える 声 は、 応 とも 否と も 聞こえな 

き 奉書と 綴じ 紙と を、 無理に 女に 預けられ 

て いるから でもあろう。 


と、 女の 声が した。 

「竹 太郎は 可愛らし ゆ うご ざ いますね え 」 

「やれやれ」 といよ いよ 当惑した らしい、 老人の 声が 

聞こえて 来た。 

「また わからない 人が 一 人で きた。 竹太郎 様と は どな 

た 様な ので？」 

「坊や はお ねんね でございます」 

「はは は 背負つ ていら つし やる 坊ちゃん なので」 

r ピ チヤ、 ピ チヤ、 ピ チヤ！ —— ピ チヤ、 ピ チヤ、 

ピ チヤ！ 坊や を 叩く ので ございます」 

「それ はよ ろしく ございま せんな あ。 お前 様、 お叩き 


なさらぬ がよ い」 

「竹 之 助 様が いとしが つ て、 ピ チヤ、 ピ チヤ、 ピ チヤ！ 

—— ピ チヤ、 ピ チヤ、 ピ チヤ！ 坊や を 叩く ので ござ 

レ ます」 

「どうもな、 お前 様、 俺に はわから ぬ」 老人の 声が 興 

醒めた ようにい つた。 「お前 様 を ピチャピチャ お叩き 

になり、 坊ちゃん を ピチャピチャお 叩きになる。 それ 

で 可愛がり いとしが ると いう。 とんと、 俺に はわ かり 

ませぬな あ。 いやいや 反対で ございましよう。 竹 之 助 

様と いうお 武家 様 は、 邪慳な お 方な ので ございましよ 

う」 


「ねえ。 お 爺 様お 聞きく だされ、 二日 も 三日 も 竹 之 助 

様 は、 食べさせな いので ございま すよ。 えええ え ご飯 

を、 坊や や 妾へ」 

「  」 

「それでいて 今年の 初夏の ころから、 竹 之 助 様 は ご 仕 

官 なされて、 ご 裕福な ので ございま すよ」 

另ォ另 れ て 


老人の 声 は 聞こえなかった。 返辞 をし ないで いるの 

であろう。 で、 佐久間 町の 夜の 通りに は、 なんの 物音 

も 聞こえないで、 いかにも 秋の 深夜ら しく、 ひっそり 

として 寂しかった。 が、 ややあって 女の 声が した。 

「どこ へ ご 仕官なさい ましたの やら、 明して ください 

ません ので、 妾 は 心細う ございます けれど、 でも 心強 

うご ざいます。 浪人ぐ らしの ころから 見ます と、 竹 之 

助 様に はお りっぱに なられて、 大小から 衣裳から お 持 

ち 物まで、 きらびやかに おなりな された のです から。 

…… でも、 妾と 坊やと に は、 なんの かかわり も ござり 

ませぬ。 …… いえいえ かえって 悪くな りました。 …… 


『出て 行け！』 などと 申します し 『見る もい や だ』 など 

と 申します し 『敵 同士 だ』 などと 申します し 『渡せ 渡 

せ 文書 を 渡せ！』 と、 以前よりも 執拗 申します し、 そ 

れに ちっとも 寄り付き ませぬ。 家へ 帰って まいり ませ 

ぬ …… お 爺 様 なぜで ございましよう。 …… 」 

しかし 返辞 は 聞こえなかった。 老人 は 黙って いるの 

であろう。 

と、 また 女の 声が 聞こえた。 

「竹 太郎 が可哀 そうで ございます。 妾に お 乳が 出 ませ 

ぬ ゆえ、 お 乳 を 飲む ことができ ませぬ。 で、 泣く ので 

ございま すよ。 妾 も 竹 太 郎も声 を 合わせて。 …… 」 な 


お 老人 は 黙って いるら しい。 返辞が 聞こえて 来な かつ 

た。 

と、 突然に 歌の 声が 聞こえた。 

A 钲に 太鼓に 笙の 笛、 赤い 鼻緒の 下駄 持た む。 … 

「坊や、 行こう ねえ、 お 父 様 を 探しに」 

あの 山越えて 行く 時 は …… 

「さようならよ、 お 爺 様」 

里の 土産に 何 持た む …… 

「お 爺 様、 お願いいた しました 二 品 をお 渡しく ださい 

まし、 あの ご 親切な 竹 之 助 様へ—  おや、 水鳥が 


羽搏 いたよ！ 水が お 月 様へ 笑い かけて いるよ。 …… 

はぎ  しお 

坊や、 お眠り、 よい 子の 坊や。 …… 萩の 花 は 少し 凋れ 

ましたが、 まだ 美し ゆう ございます。 お遊びに おいで 

ください まし。 …… 吉 田玄蕃 様の 一族で、 筋目 正しい 

お 父 様 も、 根 岸に 近い 藪 畳 で、 初夏の 雨の 降る 寂しい 

晚に、 人手に かかって 殺されました。 せっかく 妾が お 

傘 を 持って、 お迎えに 道まで まいりました のに。 …… 

傘から は 雨が 洩り ましたよ。 遠くで 町の 灯が 見えて い 

ました。 …… 小柄が 落ちて はおりました が、 竹 之 助 様 

の 小柄でした」 どうやら 女 は 歩き 出したら しい、 声が 

しだいに 離れて 行く。 


「妾 を 忘れないで ください まし」 女の 声が 離れた 所 か 

ら 聞こえた。 「よいお 爺 様で ございました。 ：：•• 抉が 

軽くな りました。 二 品 をお 渡しした からです。 心が 軽 

くな りました。 一 一品 を 竹 之 助 様が 受け とられましたら、 

坊や や 妾 を 可愛が リま し よ う。 そう 思う と 心が 軽くな 

り ま T9」 

声が だんだん 遠の いて 行く。 

かしゃ ふだ 

「おや、 貸家 札が 張って あるよ。 四 軒 揃って 空 家 だ そ 

うな。 幸福に お暮らし なさり ませ！ 空 家に 住んで お 

られる 方へ！」 

さらに 声が 遠ざかった。 


「おや、 りっぱな お 屋敷が あるよ。 庭木が こん もりと 

繁 つてい るね え。 幸福に お暮らし なさり ませ！ ぉ屋 

敷へ 住んで おられる 方へ！」 

その 時 老人の 声が 聞こえた。 

「いったい ここ は どこなん だ！」 すっかり 酔いの まわ 

り 切った、 ろれつの まわらない 濁声であった。 

「誰かと 話 をした はず だが、 誰と 話 をした の やら」 

老人 も 少しずつ 歩き 出したら しい。 声が 少しずつ 

移って 行く。 

「酔つ ぱ らいの 若い 女と だった。 …… が、 どんな こと 

を 話した やら。 …… 」 


少しずつ 歩いて 行く らしい。 声が しだいに 移って 行 

「なんだ こいつ は？ 巻き 奉書 だ—  おや、 こん 

な 綴じ 紙が ある—  どこで どうして 手に入れ たの 

かな？」 しだいに 声が 遠の いて 行く。 

「誰かに 何 か を 渡して くれと、 誰かに 頼まれた はず 

だった が、 誰が 誰な のか 誰が 知る もの か」 

ここ は 佐久間 町の 往来で、 月が 明るく 照らして いる。 

泉 嘉門は よろめきながら、 往来 を 西北の ほう へ 歩いて 

行く。 


君 江 を 追 つ て 


と、 子守唄の 声が 聞こえた。 

「おや」 と嘉門 はつぶ やいた が、 ゆるゆると 背後 を 振 

り 返って 見た。 夜が ふけて 月が 傾いた からか、 落ちて 

いた 往来の 片側の、 家並みの 蔭が なくなつ ていて、 往 

来 はこと ごとく 霜の 降った ように、 白く 幅広く 縦の 帯 

をな して 月光 を 浴びて 延びて いた。 と、 その 往来 を 一 

個の 人影が あやつり 人形 を 想わせる ように、 たよりな 


げに 先へ 進んで いた。 子供 を 背負った 女であった。 

あの 山越えて 行く 時 は …… 

無心と いえば 無心で あり、 憐れと いえば 憐れで あり、 

愚かしい といえば 愚かしい ともい える、 しみ 入る よう 

な 子守唄 は、 その 女が うたって いるら しかった。 女の 

歩いて 行く あたりから 嘉 門に 届いて 来たので あるから。 

「ああそう だった あの 女子だった」 と 転ばない ように 

両足 を 踏ん張り、 両 膝へ 両手 を いかめしく 突き、 突い 

た 手の甲と 差し出した 顔の、 頤 ばか リを 薄白く 月の 光 

に 照らさせ、 見送って いた 嘉門 はこう つぶやい たが、 

「君 江 様と こうい つたつ け。 なんでも ご 亭主 は 竹 之 助 


様だった。 その 君 江 様と お 話 をして、 その 竹 之 助 様へ 

手渡す ようにと、 この 巻き 奉書と 綴じ 紙と を、 無理 往 

生に 預けられ たの だつ け。 …… と、 ここまで は 思い出 

したが、 さあ その後が わから なくなった ぞ …… ええと 

竹 之 助 様！ 竹 之 助 様—  ええ 竹 之 助 様！ 竹 之 

助 様—  と、 こう 繰り返して いったと ころで、 お 

いよと 竹 之 助 様が 返辞 をして、 立ち 現われる もので も 

なし。 さりと てまる ッきリ 宛がない のに 日本の 国中 を 

探し もなら ず。 …… これ は 困った ことにな つた ぞ」 

酔い は なかなか 醒めない ばかり か、 かえって 深ま 

さって 行く とみえて、 巻き 奉書と 綴じ 紙 を、 ねじ 込ん 


だが ために 膨れ 上がって いる、 懐中の あたり を ブル ブ 

ル ブルと、 脔篛 のように 顫 わせて いる。 とに わかに 

ヒ ヨロ ヒ ヨロ ヒ ヨロ ヒ ヨロと、 嘉門は 二、 三 歩 前へ 出 

た。 

「君 江 殿 あぶない、 そこ は 川 じ や！」 —— で、 両手 を 

突き出した がそれ でさ さえようと したので もあろう。 

なるほど、 これ は あぶなかった。 人影 —— すなわち 

君 江な ので あるが、 神 田 川が 家並みと 反対の 側に、 たつ 

ぷリと 水 をた たえた 姿で、 月光 を 浮かべて 流れて いる 

のに、 狂った 心から 気が付かなかった のだろう、 落ち 

込もうと して 寄って 行った ので あるから。 がよう やく 


気が付いたら しいので、 岸で 辛うじて 踏みと どま つ て、 

今度 は 川と は 反対の ほうへ、 フラ リフラ リと 歩いて 

行った。 

「まずよ かった、 命び ろい をな された」 安堵 をした と 

いうよう に、 嘉門 はまた も 両足 を 踏ん ばり、 膝の 上へ 

両手 を いかめしく 突いた。 が、 それ とても 一瞬間で、 

またもや ヒ ヨロ ヒ ヨロと 飛び出して 行った。 「あぶな 

い！ 君 江 殿！ そこ は 石垣 じ や！」 

いかさま これ も あぶなかった。 家並みの 一 所に 石の 

垣が、 少しく 往来へ 突き出して、 荒々 しく 築かれて 延 

びて いたが、 それへ 君 江が 背負った 子の、 竹 太 郎の頭 


を 打ち付けよう ばかりに、 フ ラフラと よろめいて 行つ 

たので あるから。 が、 もう 一足と いうと ころで、 どう 

やら 心 付いた と 見えて、 足 を 踏みた えて 姿勢 を 直し、 

それから 先へ 歩き 出した。 

「まずよ かった、 これで 安心」 —— で、 嘉門は 吐息 を 

ざくろ 

したが、 「打ち付けたら 最後 坊やの 頭 は、 石榴の ように 

割れた ところ さ」 —— でしば らく 見送った。 しかし ど 

うに も 君 江の 姿が、 嘉 門に は 不安に も あぶな つ かしく 

も、 また 憐れに も 見えた ようであった。 

「それに さ、 こんな 厄介な 預り物 を 持って いたで は、 

俺と いえ ども 迷惑 じ や。 追い付いて 返して あげた ほう 


がいい」 II で、 嘉門は 小 走りながら、 「巻き 奉書と 綴 

じ 紙！ 君 江 様お 返し 致します ぞ！」 と、 酔った 濁声 

を 張り上げた。 しかし 君 江に は 聞き取れな いと 見えて、 

先へ 先へ と 歩いて 行く。 

と、 不意に 消えて しまった。 

「ャ ッ」 と嘉門 は胆を 潰した ように、 こういって 小 走 

る 足 を 止めた が、 止めた 拍子に よろめいて、 一方の 側 

へヒ ヨロ ヒ ヨロと 寄った。 とその 嘉門を 背後から、 

グ ッと ささえる ものが あ つ た。 

「誰 じ やい！ 邪魔な！」 と 怒り 声 を 上げて、 嘉門は 

邪見に 振り返つ たが、 振り返った 嘉門を 見下ろし てい 


たの は、 男で もなければ 女で もな く、 儒者 ふうの 老人 

の 籠って いる 宏大な 屋敷の 大門であった。 


棄 てられた 二 品 


「門 かよ …… 」 と 嘉門は 確かに てれて 鼻白んだ 声で 怒 

鳴った が、 ますます 酔い は 深まった と 見える。 もはや 

君 江 を 追つ て 行こうと もせずに 門へ 背中 を あてた まま 

で 抱き 膝 をして かがみ 込んだ。 


「それにしても 君 江 さま はどうし たもの か？」 

そう 思った 嘉門を 笑 うかのよ うに、 横町ら しいと こ 

ろから …… 里の 土産に 何もろ た …… 

子守唄の 声が 聞こえて 来た。 

「不意に 消えた と 思った のに それで は 横町へ まがった 

のか」 いよいよ 嘉門は 鼻白んだ らしい、 自分 を 嘲笑け 

るよう につぶ やいた が、 「どうで も 返さなければ いけ 

ない の だが ナァ …… といつ て 追つ かける に は 疲れす ぎ 

た …… 厄介な の は 巻き 奉書 さ …… 迷惑な の は 綴じ 紙 さ 

…… 眠い …… と」 しかし 嘉門 はいった、 「眠い —— と は 

いえ 返さなければ ならない」 


「鉦に 太鼓に …… 笙の 笛」 君 江の 唄う 子守唄が また 

遠々 しく 聞こえて 来たが、 まもなく 消え、 聞こえな く 

なった、 遠くへ 行って しまったから であろう。 で この 

境地 は ひ つ そりと な つ て 神 田 川の 水 音と 水鳥で も あろ 

うその 川の 中で 羽搏く 音が 眠い 嘉 門の 眼 を 誘うて さら 

さらと 聞こえ、 はたはたと 響いた、 大門の 鋇が 光って 

いて その 下に 膝 を 抱いて うずくまって、 顔 を 膝頭に お 

しあて て 眠りに はいって いる、 嘉 門の 全身 も 明るす ぎ 

る ほどに 明るんで 見えた。 なんの さえぎる もの もな く 

月が 差し込んで いるから であった。 

風が ひとしきり 吹き 渡った、 と、 その 風に 誘われて 


空の ほうから 月光 を 縫って、 無数に 落ちて 来る 細い も 

のがあった。 広大な 屋敷の 土塀の 裏に 生い 繁 つてい る 

樹々 の 葉のう ち、 秋の 季節に しおれた 葉が もろく も 

散って 来たので あった、 嘉 門の 頸へ も 散り かかり 背へ 

も 散り かかり 嘉 門の 肩へ も 散り かかった。 そして 嘉門 

の うずくま つてい る その 正面の 往来 へ も 散り 落ち て 小 

黒い 点 を こしらえた。 と、 その 点が 動き 出した、 落ち 

葉が 風に あおられた からで あろうが、 それ とても、 ひ 

としきり でた まった 落ち葉が 静まった、 風が 吹き 止ん 

だからであろう、 しかし 再び 落ち葉が 動いて 一身に 体 

を 躍り上がらせ、 一 めぐりぐ るぐ ると めぐった のは旋 


風が 吹いて 来たから であろう、 と 渦まい た 落ち葉で 

あつたか、 嘉 門の 顔へ 襲い かかった、 風が その ほうへ 

吹いた からであろう、 にわかに 嘉門は 顔 を 上げた が、 

「寒い！」 とつぶ やくと 膝 を 抱いた まま 両方の 手 を ふ 

ところへ 入れた。 

「なんだ？」 嘉門 はま たもつぶ やいた。 同時に ふと こ 

ろから 手を抜い たが、 白い ものが 両手に もたれて いた。 

「巻き 奉書と 綴じ 紙 だな ァ」 —— で 無心に 膝の 前の 地 

面の 上 へ 二 品 を 置いて 嘉門は ボン ャリと 眺め やった。 

がしば らく 間 をお いてから 右手 を 伸ばす と 巻き 奉書 を 

とりあげ 一 種の 好奇心に かられた からで もあろう さら 


さらと 一 方へ 開いて 見た。 人の 名が ごじ や ごじ やと 書 

いて ある、 その 下へ 赤い ものが ついている —— 面白く 

もない ように つぶやい たが そのまま ボイと 投リ 出して、 

右手 をのば すと 地に 置いて ある 綴じ 紙 を 取り上げ てめ 

くり 出した、 「いろいろな 図面が 描いて あるが これに 

は 用 はない」 —— で また ボイと 投り出 したが、 いまだ 

に 酔いが 醒めない と 見えて 再度 両手で 膝 を 抱き 膝頭の 

上に 顔 を あて、 すぐにう とうとと 眠りに はいった。 

で 地上に は 落ち葉の ほか は あけられた ままの 綴じ 紙 

とほぐ された ままの 巻き 奉書が 月の 光で 巨大な 蛾の 死 

骸か のように 白々 と 光 を 浴びて すてられ てあつ た。 


時々 一 一品が ふるえる の は 依然として 風が 吹く からで あ 

ろう。 

何事 も 知らない 泉嘉門 はた だに いつまでも 眠って い 

る。 

がま ことに この 出来事 は 重大 きわまる 出来事で ある 

と 断言し なければ ならないだろう。 

巻き 奉書 は 徳大寺 家が 公卿 侍 青地 清左衛 門の 手から 

のぼ 

「あのお 方」 の 手に 渡す ように 命じて 江戸へ 上した も 

ので 非常に 大切な、 かつ 危険な 意味 深い 品物と いわな 

ければ ならない。 

しかも 箱 根の 山中で 矢柄 源兵衛 という 武士に よ つ て、 


I 京都 所 司 代の 番士 であって いま は 北条美 作の 手に 

養われて いる 武士で あつたが —— その 武士に よって 奪 

われた 上に 美 作の 手に はいった 品で、 これにつ き 美 作 

は 桃ノ井 兵馬へ 今宵 次のように いった はずで ある。 


重大な 二 品 


「巻き 奉書の 内容に は 『人間の 数』 が 記されて ある。 

いやいや それ 以上に 大切な ものが 血に よって 記されて 


あるの だよ。 よい か血汐 で！ それ も 無数に！」 —— 

では、 あるいは 巻き 奉書 は、 徳大寺 家 を 盟主と した 倒 

幕の 志士の 連判状 かもしれ ない。 ところで 美 作 は 同じ 

く 今宵、 綴じ 紙に ついても いっている。 「秘密 文書の 

内容に は、 金子の あり 場所が 記されて ある」 と。 では、 

宝 暦 尊王 事件 —— 竹 内 式部が 大義 を 企てた その 時の 軍 

資金と いうよう な ものの、 あり 場所が 記されて ある も 

のと、 解釈 をしても よい かもしれ ない。 なお美 作 は 二 

品に ついて 「 —— で、 この 二 品 を 手に入れたならば、 

京師 方の 『一味』 と 『動力』 と を、 根 こそぎ * 刈り取る 

ことができる」 とこうい うこと もい つてい る。 


で、 この 二 品 は 幕府 方に とって は、 きわめて 重大な 

もので あり、 ぜひとも 手中に 入れなければ、 安心ので 

きない 品で あると ともに、 京師 方に とっても 重大な も 

ので、 やはり ぜひとも 手に入れなければ、 安心ので き 

ない 品な のであった。 

しかるに 一 品の 巻き 奉書の ほう は、 いったん 美 作の 

手へ ははい つたが、 ぉ条 と金 兵衛 とに すり 取られた。 

がその 次の 瞬間に は、 武左衛 門の 手へ はいって しまい、 

また その 次の 機会に は —— 武左衛 門が 惨殺され た 結果、 

娘の 君 江の 手に はいり、 最後に 嘉 門の 手に はいり、 今 

や 往来に 投げ出され ている。 


他の 一 品の 秘密 文書の ほう は —— 紙に 綴られて いる 

ところから、 綴じ 紙と いっても よいだろう —— 久しい 

前から 武左衛 門が、 深く 蔵して 世に 現わさず、 娘の 君 

江に 預けて おいた。 ところが それ も嘉 門の 手に はいり 

同じく 往来に 投げ出され ている。 

で、 何者であろう とも、 取ろうと 思えば この 二 品 を 

今 はすぐ にも 取る ことができる。 

北条美 作と 桃ノ井 兵馬と が、 この 二 品 を 手に入れよ 

うと、 苦心して いるの は 事実で あり、 またお 条 と金 兵 

衛 とが 綴じ 紙の ほう は ともかく として、 巻き 奉書 を 手 

に 入れよう として 探して いるの も 事実であった。 


で、 敵 味方 四 人のう ち、 誰かが ここへ 来合わせ たな 

らば、 易々 として 一 一品 を 手に入れる ことができよう。 

ところで 今宵 煙術師 のお 条は、 気 を 失った 紋也を 助 

けて、 紋 也の 妹の 鈴 江 ともども、 今嘉 門が うずくまつ 

ている 宏大な 屋敷へ はいった はずで ある。 でもし ぉ条 

が 何 かの 機会で 一 足 門外へ 出たならば、 二 品 を 手中に 

入れる ことができよう。 

いやいやお 条ー 人 だけで はない —— 京師 方の 人で あ 

るお 条ゃ金 兵衛を かくま つ ている 屋敷で あるから に は 

例の 儒者 ふうの 老人 を はじめ、 屋敷に いる ほどの 人々 

は、 京師 方の 人々 と 見て よかろう。 だから それらの 


人々 の 誰かが、 何 かの 機会で 門外へ 出て、 この 二 品 を 

見たならば、 即座に 手中に 入れる ことができる。 

これに 反して 美 作 や 兵馬が、 さっきの 乱闘で、 一旦 

は 逃げても、 屋敷の ようす をう かがおう として、 ここ 

ら あたりへ 立ち 現われ、 もしも 二 品 を 眼に 入れたなら 

ば、 手 もな く 奪って 行く ことができる。 しかし 屋敷 か 

らは人 も 出ず、 誰もが 来 かかろうと はしなかった。 

屋敷の 門に うずくまって、 眠って いる 嘉 門の 正面の、 

月光に 明るい 往来の 上に、 その 月光 を 白々 と 受けて、 

微風に 顫えながら 巻き 奉書と、 綴じ 紙と が 置かれて あ 

る。 


一 番 鶏の 啼き 声が して、 夜の 深さ を 教えた が、 まも 

なく 啼 きゃんで ひつ そりと した。 

と、 その 時 一個の 人影が、 佐久間 町の 入り口の 方角 

から、 こなた をめ ざして 歩いて 来た。 酒に でも 酔って 

いるので あろう か？ それとも 怪我で もして いるので 

あろう か？ 右へ よろめき 左へ よろめき、 立ち止まつ 

たり 小 走ったり して、 さもた より なげに 歩いて 来る。 

女ではなくて 男であった。 杖で も 持って いるので あろ 

うか 棒の ような もの を 地に 突いて、 それにす がって 休 

むこと もあった。 が 時々 杖が 光った。 杖ではなくて 抜 

き 身ら しい。 


くぐ 

と 屋敷の 前へまで 来た。 で、 その 男 は 潜りへ 行き、 

潜りの 戸 を 打とうと して 手 を 上げた。 

しかし そのと き 気が付い たらしい、 嘉 門の 前へ 眼 を 

やった。 その 眼が 二 品へ 移った 時、 男 は そろそろ 寄つ 

て 行った。 


取りつ 取られつ 


男 は 金 ちゃんの 金兵衛 であった 


水 戸 様 石 置き場の 空 屋敷で、 代官 松の 一 味の 者に 襲 

われて 金 兵衛は 苦闘 をした。 意外な 助けが 現われた の 

で、 ようやく 一方の 血路 を 開いて、 危険な 境内からの 

がれた ものの、 すぐに 屋敷へ は 帰れなかった。 棍棒で 

幾 所 か 叩かれたり、 倒された 時に 幾 所 か 打ったり、 重 

傷 や 深 傷はなかった が、 しかし 無数に 傷 を 受けて、 歩 

行が 自由にで きなかった からで、 で、 あちこちで 身体 

を 休めたり、 井戸水な ど を 飲んだり した。 

その上 金兵衛 はお 条 に対して は、 この 上 もな く 忠実 

だった。 はたしてお 条が 危険な 境内から、 のがれ 出る 

ことができた かどう かと どうに も 心配で あ つたので、 


一 旦 かなり 遠の きながら も、 引つ 返して 石 置き場へ 

行って 見 もした。 ぉ条 もの がれた ようすだった のに、 

安心 をして 引き上げ たが、 衣裳 はズ タズ タに 裂け て い 

るし、 手足から は 血汐が 流れて いるし、 乱れた 髪 は 顔 

へ かかって いるし、 それに 途中の 用心と して、 脇差し 

は 持って行かなければ ならない、 その 脇差し は 血に 塗 

られ ている —— 、 金 兵 衛の姿 は 物凄かった。 で、 大通 

リ など を 通ったならば、 人に 咎められる 恐れが あり、 

咎められて は 危険であった。 で、 あちこちと まわ リ道 

をして、 露路ゃ 横丁 をく ぐり 抜けて 意外に 時 を 費して、 

今よう やく この 屋敷の 前へ、 たどりつく ことができた 


のであった。 

見れば 一 人の 老人が、 門の 裾の あたりに うずくまつ 

て、 抱き 膝 をして 眠って いる。 「酒に でも 酔って いる 

らしい。 それにしても 道端で 眠る と は、 のん 気 至極の 

老人で は ある」 こう 思って 金兵衛 はお かしかった が、 

その 老人の 眠って いる 前の、 往来の 上に 白々 と 月の 光 

に 照らされ ている、 巻いた 紙と 綴った 紙が、 風に あお 

られて 置かれて あるの を 見る や、 疑念 を 起こさざる を 

得なかった。 「なんだろう？」 と 口の 中で つぶやい たが、 

老人の 正面へ 歩いて 行って、 老人との 間へ 二 品 を はさ 

んで、 金 兵衛は そっと かがみ 込んだ。 巻き 奉書の 一部 


分が 解けて いて 面 を 月が 明るめて いた。 と、 金 兵衛の 

眼に 付いた の は 「徳大 寺 公 城」 という 署名で あり、 そ 

の 下にお された 血判であった。 

「  」 

金 兵 衛の胸 は 動悸 をう つ た。 

「こり や ァ 例の 巻き 奉書 だ ！ 」 ムズと 金 兵衛は 巻き 奉 

書 を 握った。 「目 付けた 目 付けた 巻き 奉書 を 目 付け 

た！」 —— 否、 口に 出して いったの ではない、 口の 中 

で 歓喜して 叫んだ までであった。 で、 ヌッと 立ち上 

がって、 潜りの ほうへ 走ろうと した。 が、 金兵衛 はも 

う 一品の、 辍じ 紙に 心 を 引きつ けられ、 そろそろと 立 


ち 帰った が、 またも 老人の 前へ かがんで、 綴じ 紙の 頁 

をめ くって 見た。 いくつかの 図面 を 幾 枚 かの 紙に、 順 

序 を 追って 描かれて あり、 最後の 頁に 「竹 内 式部、 

ぞうす ベ きものな り 

可 蔵 者 也」 と 記されて あった。 

「  」 

もちろん 金 兵衛に はこの 綴じ 紙の、 性質 も 価値 も わ 

かってい なかった。 しかし、 竹 内 式部と いう、 この 署 

名 こそ は 金兵衛 にと つて は、 何物よりも 権威が あった。 

「竹 内 式部 可 蔵 者 也と、 ハツ キリと 記されて いる 以上 

は、 式部 先生の 持ち 品と みて よい。 では 『あのお 方』 

へ捧 ぐべき もの だ」 金 兵 衛は突 嗟に こう 思った。 「巻 


き 奉書と 往来 側に、 一 緒に 置かれて あるから に は、 連 

絡の ある 物 かもしれ ない。 いずれ は 重大な 品な の だろ 

う」 それにしても 金 兵 衛には 不思議で ならなかった。 

きた 

「眠り こけて いる 穢 ならしい、 この 老人の 膝の 前に、 置 

かれて ある 以上 はこの 二 品 は、 この 老人が 所持して い 

たものと 解釈しても よさそう だ。 この 老人 は 何者な の 

であろう？ どうして 持って いるので あろう？」 

—— が、 老人 を 前に 据えて、 ゆるゆる 考えて いたの 

ではなくて、 瞬間に そのよう に 思った までであった。 

右手に 抜き身 を 持って いたので、 金 兵衛は 左の 手 をの 

ばす と、 すでに 持って いた 巻き 奉書と、 一束に して 綴 


じ 紙 を、 ギュッ とば かりに ひっつかんだ。 が、 そのと 

たんに 何者かが、 金 兵衛の 左手 を 打つ 者が あった。 

「あ ッ」 と金 兵 衛は声 を 上げた がもう その 時には 二つ 

の 品 は、 他人の 手に よって 持 たれて いた。 

「賊 め！」 と 叫んで 金 兵衛の 前へ 立ち上が つたの は 泉 

嘉 門であった が、 二 品 は その 手に 持 たれて いた。 

「これ は ある 人からの 預かり物 じ や！ 何 をな され 

る！ 奪う こと はならぬ よ！」 

金兵衛 迫る 


一流に 秀でた 名人に は、 隙と いうの はない という。 

泉嘉 門に おいて は、 したたかに 酔って はいた けれども、 

また 眠って はいた けれども、 預かり物の 二つの 品 を 奪 

い 取られよ うとした 時に、 一種の 感覚で 知った ので も 

あろう。 咄嗟に 眼 を あける と 手 をのば して、 金 兵衛の 

小手 をピッ シリと 打った。 武道に は 門外漢で はあった 

けれども、 お 狂言 師 として は 無双の 名人、 物事の 気合 

に は 達して いた。 で、 打った 手に、 狂い はなく、 おの 

ずと 急所へ はま つ たものと 見える。 


しかるに 一方 金 兵衛の ほうで は、 相手が 酔い しれて 

眠って いたので、 油断 をして 心の 構えさえ もせず、 そ 

れに 久しく 探し 求めて いた、 大切な 品物が 目 付かった 

ので、 嬉し さに あわただしく 握った のであった。 そこ 

を ピッシ リと打 たれた ので、 取り落と したの は 当然と 

いえよう。 と、 取り落とした 次の 瞬間に は、 嘉門は 二 

品 を 拾って いた。 そうして 拾った 次の 瞬間に は、 すで 

に 嘉門は 立ち上が つていた。 

宏大な 屋敷の 門の 扉 を 背後に、 取り返した 二 品 を 背 

の ほうへ 隠し、 酔って いたが これ もお 狂言に よって、 

鍛え たがために ガ ッシリ としてい る、 腰 を 引き 加減に 


こご ませて、 真っ向から 射して いる 月の 光 を、 額から 

足の 爪先へまで 浴びて 嘉門は 金 兵衛を 睨み付けた。 額 

越しに 見る という あの 見方で、 金 兵衛を 睨み付け てい 

ると ころから、 落ちく ぼんだ 眼窩 一帯が、 陰 をな して 

暗くな つていた。 が、 その 中で 黒い 露の ように、 チラ 

チラと 輝き 動く ものが あった。 まばたき をし ない 両眼 

なので ある。 

その 嘉 門と 二 間の 距離 をお いて、 右手に 抜き身 を 

ひつ さげて、 左手 を 握ったり 解いた リ して、 心の 驚き 

を あからさまに 示して、 突っ立つ ている 男が あ つ たが、 

頭が 人並みより 大きくて、 体が 人並みより 小さくて、 


片輪 者ら しいと ころがあった。 いうまでもなく 金兵衛 

なのであった。 薄くて 細くて 短い 眉毛、 細くて 小さく 

て ショボ ショボ した 眼 付き、 獅子鼻で はない が 似た よ 

うな 鼻、 唇の 薄い 歯の 反った 大きな 口、 —— で、 顔 は 

醜い ので あつたが、 幸い 月が 背後に あって、 光に そむ 

いている がた めに、 嘉 門の 眼に は 見えなかった。 が、 

もし 月が 前にあって、 顔 を 照らして おったならば、 そ 

ういう 金 兵衛の 醜い 顔が、 困惑と 絶望と 驚愕と で、 ゆ 

がんで 行く の を 見た ことであろう。 

しばらくの 間 一 一人 は 黙って いた。 

「お爺さん！  | と ゴック リと唾 を 飲みながら、 とうと 


う 金兵衛 はいい 出した。 「ごもっとも 様で ございます。 

私が 悪う ございました。 どんなに 欲しい 品物 だろうと、 

お前さん という 持ち主が あって、 その 持ち主が 眠って 

いなさる 隙に、 取ろうと したの は 悪う ございました。 

あやま リ ます、 あやまります。 で、 堪忍して おくん な 

さい」 いいい い 金 兵衛は 二つ も 三つ も、 つづけさ まに 

丁寧に 頭 を 下げた。 と、 そのつどに 抜き身が 揺れて、 

ギラ ギラと すさまじい 光 を 放ち、 嘉門 と金 兵衛の 間の 

地面へ、 落ちて いる 影法師の 頭の 所が、 のびたり 縮ん 

だり して うごめく ように 見えた。 

「が、 お爺さん、 お願いします！ お前さんの 持って 


いる 品物 だが、 私たちに とって は 大切な ものな ので、 

どうぞ 渡して ください まし」 で、 また ゴック リと唾 を 

飲んで、 二つ も 三つ も 頭 を 下げた。 と、 抜き身が その 

つど 揺れて、 ギラ ギラと すさまじい 光 を 放ち、 取りよ 

うによ つて は 口で は あやまる が、 聞かない 時には 叩き 

切る ぞと、 威嚇して いるよう にも 思われた。 

はたして 嘉 門に はそう 思われた らしい。 

「ならぬ！」 と いかめしく 答えた が、 横 歩きに そろ そ 

ろと 右手の ほうへ、 —— すなわち 佐久間 町の 二  丁目の 

ほうへ、 蟹が 歩く ように 位置 を 移した。 「どういうお 

方 か は 知り ませぬ が、 抜き身 を 引つ 下げて おいでな さ 


る。 しかも 私の 眠って いる 隙に、 二 品 を 黙って 持って 

行こうと なされた。 善い お 方で ない という こと だけ は 

私に も ハツ キリと わかり ますよ。 今、 なんとか おつ 

しゃい ましたな、 『お前さんの 持って いる 品物 だが、 私 

たちに とって は 大切な ものな ので、 どうぞ 渡して くだ 

さい まし！』 ならぬ！ 渡さぬ！ 決して 渡さぬ！ 

お前 様た ちに とって 大切な 品なら、 この 品 を 私に ぉ預 

けなされた、 さっきの 酔つ ぱ らいの 女子に とっても、 

大切な 品物でありましょう よ。 で、 渡さぬ！ 決して 

渡さぬ！ さっきの 女子 を 探し出して、 女子の 手へ お 

返しし なければ ならない」 —— で、 いよいよ 横 歩き を 


して、 門扉から 離れて 往来へ 出た。 と、 その 鼻先へ す 

さま じく 光る、 抜き身の 先が 差し付けられた。 


構えから 構え へ 


二 品 を 持 たれて 逃げられた 日に は、 一大事で あると 

焦慮され たので、 金 兵衛は 夢中で 抜き身 を 差し付け、 

嘉 門の ほう へ ジ リジ リと 寄った が、 しか し 切る 気 で は 

なかった ので 差し付けながら も 丁寧な 言葉で、 願い を 


繰り返す ばかりであった。 

「はいはい お爺さん、 ごもっとも 様で、 みんな ごもつ 

とも 様で ございま すよ。 …… が、 ごもっとも 様 は ご 

もっとも 様と して、 その 品物ば かり はどうで もこう で 

も、 頂戴いた さなければ なり ませぬ。 お渡しな すって 

ください まし。 どうやら 只今のお 言葉に よれば、 元 か 

らお 前 様の 品ではなくて どなた からかお 預かりな され 

た 品の ようで。 ではお そらく お前 様に は その 品物の 中 

身 や 値打ちが、 わかって おいでで はありますまい。 だ 

からこ そその ように おっしゃって、 頑固に お断わりな 

さいます ので。 で、 申し上げる ことに 致します。 大変 


な 品物な ので ございま すよ。 もし その 品物が 敵方の 手 

に  という 敵の 何者で あるか は、 申し上げる こと は 

でき ませぬ が —— 恐ろしい 人た ちな ので ございま すよ。 

…… その 人た ちへ 渡ろう ものなら、 大事 件が 起こる の 

でございますよ。 というの は 官位の 高い お 方 や、 身分 

の りっぱな 人た ちゃ、 私 どもの ような やくざ 者まで が、 

一 網 打 尽に獵 り 取られて、 流され も すれば 押し込めら 

れ もし 殺され もす るので ございま すよ。 そうして その 

あげくに 国中が 乱れない とも 限りません ので。 …… と 

このように 申し上げましたら、 なるほど これ は 重大な 

品 だ、 手渡して やらなければ 気の毒 だと、 必ずや 思わ 


れ るで ございま しょうね。 さあさあ お渡しく ださ いま 

し」 —— で、 いよいよ ジリ ジリと 寄って、 抜き身の 切つ 

先 を 差しつ けた。 

しかるに 嘉 門に は 金兵衛 のそう いう 言葉と、 そうい 

う 態度と が、 金 兵衛の 予想と は 正反対に、 悪く 聞こえ 

も すれば 見え もしたら しい。 「黙らつ しゃい！」 と 怒 

り 声 を 上げた 「なんだ なんだ、 不届き 千万！ 人に 頼 

みごと をしょう というのに 抜き身の 切っ先 を 差しつ け 

て、 嚇す という ことがある もの か！ 物 を 頼む に は 頼 

みょうが ある。 腰 を かがめる なり 手 を 下げるな り、 ひ 

ざまず くな りすべ きもの だ！ それ をなん ぞゃ 血に 濡 


れた 抜き身 を、 臆面もなく 差しつ けお る！ 抜き身 を 

捨てろ！ これ を 捨てろ！」 —— いいい い 嘉門は 背後 

の ほうへ、 一歩一歩 小刻みに 下がった。 と、 嘉 門の 正 

面に、 小 長い 物が 差し出されて、 それが 月光に 白々 と 

浮いて、 差し付けられ ている 抜き身の 切っ先 を、 迎え 

るよう に 上下へ 動いた。 武道に は 全く 門外漢の、 お 狂 

言 師の嘉 門で は あ つ たが、 こういう 場合に はおの ず か 

らに、 こういう 姿勢 を 取る ものと 見えて、 綴じ 紙と 一 

緒に 右の 手に、 握り 持って いた 巻き 奉書 を、 剣道での 

いわば 平 青 眼の 形に、 グッと 前の ほうへ 差し出して、 

金 兵衛が 差しつ けて いる 血に 濡れた 抜き身に、 ヒタと 


ばかりに 向かい合わせた のであった。 

「抜き身？」 と金 兵衛は 不思議そう にいった が、 「あ ッ、 

いかさま、 これ はこれ は、 抜き身 を 差しつ けて おり ま 

したな あ」 こういうと はじめて 気付いた ように、  

事実 はじめて 気が ついた ので も あるが —— ヒョィ と 抜 

き 身 を 左の 脇腹の、 袖の 下へ 隠す ように 押し隠した。 

「これでよ ろしゅう ございます かな？」  で、 グッと 

眼 を 据えて、 眼の 前の 空間に 浮かんで いる、 巻き 奉書 

を 凝視した。 

しかし 金兵衛 のそう いう 姿勢 は 剣道で いうと ころの 

脇 構えであって、 構えの 中で も 特に 陰険な、 殺気に 充 


ちた ものと して、 相手 を 恐れさせる 構えであった。 武 

道に 門外漢の 嘉 門に は、 もちろん 金兵衛 のそう いう 姿 

勢が、 脇 構えで あるか なんの 構えで あるか は、 知る と 

ころではなかった けれども、 姿勢 そのものの 持って い 

る、 殺気ば かり は 感ぜられた。 で、 嘉門は 同じように、 

ジリ ジリと 小刻みに 下がった が、 「抜き身 を 捨てろ と 

申して いるの だ！ なぜ 捨てぬ か、 なぜ 持って いる！ 

袖の 下へ こっそりと 隠して おいて、 機 を 見て 払い 上げ 

て 俺の 胴 を、 斜に 切ろうと している の だな！ 抜き身 

を 捨てろ！ これ 捨てろ！」 

すると 金兵衛 は、 「へい」 といった が、 二 品 はぜ ひと 


も 手に入れなければ ならない。 そのために は どのよう 

ないい 分で も 聞こう。 —— という 心持ちが 動いた もの 

と 見えて ガタ ガタと 地上へ ひざまず くと、 抜き身 を 膝 

の 前へ 真つ すぐに 置き、 両手 を 柄頭の 後方へ 置いた。 

「これでよ ろしゅう ございま しょうな。 …… 一 一品 をお 

渡しく ださり ませ」 

しかし そういう 金 兵衛の 姿勢 は 剣道で いうと ころの 

ふくしゃ 

「伏 叉の 構え」 に、 おのずから はまって いるので あって 

「脇 構え」 より 恐ろしい 構えな のであった。 


狨乎 まわり 


刀の 切っ先 を 相手に 向けて、 突然に 地上へ ひざまず 

いて、 刀 を 膝の 前へ 置き、 両の拳 を 柄頭から、 五寸ぁ 

まりこ ちらの 地上へ 据える。 と 突然に ひざまずかれた 

ので、 相手が ギヨ ッ として 動揺す る。 その 隙 を 狙って 

電光の ように、 柄 を 両手に ひっつかみ、 身 をのし 上げ 

ると 前方へ 飛び出し、 相手の 胸へ 突き を 入れる —— 「伏 

叉の 構え」 の 恐ろし さは、 こういう 変化に あるので あつ 

た。 武道に は不鍛 鰊の 金兵衛 であった。 「伏 叉の 構え」 


など は 知らなかった。 抜き身 を 捨てろ、 ひざまずけと、 

そう 嘉門 にい われた ので 抜き身 を捨 てて ひざまずいて、 

嘉門 のい いっけに 従った までであった。 ところが 一方 

嘉門 においても、 武道に は 全然 門外漢であって、 「伏 叉 

の 構え」 というよ うな もの は 知っても いなければ 聞い 

て もい なかった。 がそ こ は 感覚で ある、 金兵衛 のそう 

いう 構え 方が、 恐ろしく 感ぜられて ならなかった。 で、 

差しつ けた 巻き 奉書 を、 いよいよ 夢中で 差しつ けなが 

ら、 またも ジリ ジリと 後へ 下がった。 

「うむ、 さよう か、 ひざまずかれ たか！ ふん、 なる 

ほど、 抜き身 を 捨てられ たか。 …… それで 一 通り 物 を 


頼む、 作法 はでき たという ことに はなる。 …… が、 い 

けない、 まだいけ ない。 切っ先が こっちへ 向いて いる 

ではない か。 これ 横へ やれ、 横へ やれ！」 いいい いさ 

らに幾 足と なく 嘉門は 小刻みに 背後へ 下がった。 

と、 金兵衛 は、 「へい」 といった が、 抜き身の 柄へ 片 

手 を かける と、 おとなしく 抜き身の 位置 を 変えた。 す 

なわち、 切っ先 を 横にした ので ある。 

「これでよ ろしゅう ございます かな？」 

「さよう さ」 と嘉門 はしぶ しぶとい つた。 が、 巻き 奉 

書 を 差しつ けた ままで、 またも 小刻みに 背後へ 下がつ 

た。 「さよう さ、 うむ、 それ はよ ろしい。 …… だが お前 


さん 後へ お下がり！ 抜き身の 前にす わって いて、 飛 

びかかろう とで もす るよう に、 柄頭の 側へ 両手 を 据え 

わし こわ 

て、 私 を 恐い 眼で 睨んで いたで は、 人に 物 を 頼む 作法 

に はならない。 お下がり お下がり、 二、 三尺お 下がり」 

いいい い 嘉門は 自分で も、 ソロ リと 背後へ また 下がつ 

た。 

どうもし かたがなかった ので、 いわれる ままに 金 兵 

衛は、 抜き身から 二 尺 ほど 背後へ 下がった。 

「これでよ ろしゅう ございましよう かな？」  で、 

いかにも 手に入れ たそうに、 月光の 明るい 空間に、 お 

いでお いで をして いるが ように、 上下へ 揺れて いる 眼 


の 先の、 嘉 門の 差しつ けて いる 巻き 奉書へ、 金 兵衛は 

グッと 眼 を 注いだ。 

「さよう さ、 うむ、 それでよ ろしい」 

こういいながら またもや 背後へ、 ソロ リと嘉 門 は 引 

き 下がった。 で、 二人の 間隔 は、 相当の 開き を 持って 

来た。 

と、 嘉門 はいかめ しくい つた。 

「これ、 そこな 人よ、 よくお 聞き、 お前さん はこの 二 

品に ついて、 たった今 しがた 恐ろしい ほどの、 話 を 話 

してく だされた。 聞けば 聞く ほどこの 二 品 は、 重大な 

値打ちの ある 品物ら しい。 ところで お前さん も 今い つ 


たように、 この 二 品 は 私の 物ではなくて、 若い 女子 か 

ら 預けられた 品 じ や。 もし この 二 品が 値打ちの ない、 

つまらない 品であろう なら、 私 は お前さんへ 渡した か 

もしれ ない。 ところがそう ではな さそう だ。 …… で、 

はっきりと いってお く！ この 品物 は お前さんへ は 渡 

さぬ！ 預け 主 を 探し出して お返しす る—  恨む 

ならこの 品の 重大な 値打ち を、 私に 精々 教えて くれた、 

お前さんの 口 を 恨む がよ い」 こういつ て 来て 泉嘉門 は、 

嘲る ように 笑った が、 ク ルリと 金 兵 衛へ背 を 向ける と、 

一 散に 走って 逃げ出した。 

しかし その 次の 瞬間に、 嘉門は 意外な 言葉 を 聞 い た 。 


「待て！ 爺！ 待て！ 泥棒！」 

「なに、 泥棒！ こやつ、 無礼！」 で、 裏門 は 振り返つ 

おのれ  たけ だけ 

た。 「賊 は汝じ や！ 猛々 しい 奴め—  場合に 

よって は 大音を 上げて、 町の 人々 を 起こす ぞ よ！」 

「大音 を 上げる？ 面白い 上げろ！」  すでに 抜き 

身 を ひつ さげて、 嘉 門の 前まで 追い 迫って いた 金兵衛 

はこうい うと ゲ ラゲ ラと 笑った。 

r 大音を 上げろ！ 人 を 呼べ！ 汝が 呼ばねば 俺が 呼 

ぶ！ 汝 のよう な 老耄の 声より、 俺の 声が 大きい ぞ！」 

事実 金 兵 衛は大 音 を 上げた。 

「お 条の姐 ご！ お 屋敷の 方々！ お出合い くだされ、 


お出合いく だされ！」 

「あ ッ」 と嘉 門の 驚くまい ことか！ 


救助 を 呼ぶ！ 


てっきり 賊と 思い込ん でいた 金 兵衛の ほうから あべ 

こべに、 「泥棒！」 と 声をかけられ たばか リか、 「お出 

合いく だされ！」 と大 音に、 四方に 向かって 声 を 上げ 

られ たので ある。 泉 嘉門は 仰天した が、 どうす る こと 


もで きなかった。 差し出した 巻き 奉書 を あわただしく、 

綴じ 紙と 一緒に 懐中の 奥へ、 ねじ 込む と 茫然た たずん 

だ。 

が、 嘉 門に はもう 一 つ ほかの ことが 感ぜられた。 宏 

大な 屋敷が 立って いたが、 そこから 人が 出て 来ようと 

もせず、 屋敷と 並んで 二階建ての、 小 家が 四 軒 立って 

いたが、 そこから も 人 は 出て 来ないで、 静まって いる 

ことであった。 四 軒の 小 家 は 空 家な ので あるから、 人 

の 出て 来な いのは 当然と しても、 宏大な 屋敷に は 儒者 

ふう をした 例の 老人 を はじめと して、 多勢の 人が いる 

はずで ある。 金 兵衛の 上げた 大 音に つれて、 何人 か屋 


敷から 走り出なければ、 不自然な ことと いわなければ 

ならない。 にもかかわらず 屋敷から は 誰もが 走り出て 

来なかった。 金兵衛 にと つても この 事実 は、 意外な こ 

とで あつたと 見えて、 抜き身 を嘉門 へ 突き つ けなが ら、 

そうして 隙 を 見て 叩つ 斬ろうと して、 ダッグ ッと 前へ 

進みながら、 

「お 条の姐 ご、 どうしたんで すい！ 来て ください ま 

し！ 来て ください まし—  お 屋敷の 方々、 どう 

したので すい！ 来て ください まし！ 大変 もない 獲 

物が 逃げ るので ござんす！ 早く 取り 押えて おくん な 

さい！ 私 は あちこち 怪我 をして、 身体が 不自由で ご 


ざいます！ 取りに がす かもしれ ません！ 来て くだ 

さい まし！ 来て ください まし！」 と、 いよいよ 大音 

を 上げる のであった。 

「やい！」 と金 兵 衛は人 を 呼ぶ 一方、 嘉 門へ 向かって 

も 威嚇の 声をかけた。 「渡せ！ さあさあ、 二 品 を 渡 

お 、-, ま- れ 

せ！ いやか、 老耄、 いやと いうなら 斬る ぞ—  

これ、 俺 様 はな、 強い 男 だ！ その上 途方 もな く 敏捷つ 

こい 男 だ！ 皆 さま も 大変 怖がって くださる。 俺から 

見れば、 汝 など は 物の 数に も はいらない 奴 だ！ 取ろ 

うと 思えば そんな 一 一品、 すぐに もす つ て 取る ことが で 

きる！ する ぞょ、 老耄、 さあす るぞ—  が、 い 


けない、 今夜 は 参った！ あちこちへ 傷 を 受けて いる 

…… ぁッ、 足が 攣る！ おやよ ろけ る！ が、 きっと 

する！ 用心し ろよ—  待ったり、 どうも 今夜 は 

いけない！ それ、 な、 そうだろう、 肝腎の 手が さ、 

こう もフ ラフラして いるんだ からな！ 掏摸に 大切な 

は 手なん だぜ！ 指の 先 だとい つても いいが。 …… そ 

の 手が お前 フ ラフラなん だよ。 やっと ま ァ刀を 持って 

いると いう 訳さ！ だから 今夜 はす リに くいの だ！ 

 が、 きっとす る！ すって 見せる—  それと 

も汝 から 渡して くれる か！ お礼 はいう ぜ、 おい、 お 

渡し—  いやか？ いやなら 声 を 上げる ぜ！ お 


条の姐 ご！ 来て ください まし！」 

金 兵衛は 無数に 傷 を 受けて いた。 その上に 道 を 歩い 

て 来た。 その上に 嘉 門の 持って いる、 巻き 奉書と 綴じ 

紙と を、 手に入れようと 心掛けて、 嘉門 のい うなりに 

従って、 ひざまずいたり 後へ 下がったり、 苦しい 呼吸 

で 物 をい つたり した。 その上に 今 は 大音を 上げたり、 

嘉 門の 後 を 追つ かけたり、 能弁 に 威嚇 の 言葉 を さ え 発 

した。 で、 体 は 疲労れ 切って いた。 見れば 抜き身 を 差 

しっけて、 時々 空で 振り まわした が、 持つ 手 も だる そ 

うに 力がなかった。 振り まわされる つど 月光 を 散らし 

て、 抜き身 は 燐の ように 光った ものの、 人に 迫る 殺気 


は 見られなかった。 

左の 半身に 月光 を 浴び、 右の 半身に 蔭 を 持ち、 前に 

立って いる 嘉門を 目掛けて、 これ も 月光 を 一杯に 浴び 

て 生白く 見えて いる 往来の 中央 を、 突き進ん ではいた 

けれども、 一 足 ごとに 左右へ よろ けたり、 前と 後へ よ 

ろけ たりした。 ハツ ハツと 大息 をつ いている ので、 口 

がポ カリと あいていて 反歯が 唇から 飛び出して 見えた 

が、 左の 側の 上の 歯の、 二 本ば かりが どうした 加減 か、 

けだもの 

ひときわ 白く 眺められて、 獣 の 歯 を 連想 させた。 

と、 これ はなん としたの であろう か、 金兵衛 はにわ 

かに 身 を ひるがえ すと 屋敷の 門の ほうへ よろめき 走つ 


た。 

「お 条の姐 ご、 来て ください！ 獲物が 逃げる！ 取 

リ 押さえて ください！ 俺に は 駄目 だ！ 疲労れ 切つ 

てし ま つた！」 

同時に 門の 扉へ 手 を 上げた が、 ひらめか すと 一緒に 

乱打した。 ドン！ ドン！ ドン—  ドン！ ド 

ン！ ドン！ 

と、 内側から 声が 答えた。 「どなた！ 金ち やん か 

い？ 待ち かねてい たよ！」 


潜り 門の 内外 


門の 内側から 答えた 声が、 お 条の声 だと 知った ので、 

金 兵衛は 喜びに 飛び上が つ て、 門の 扉から 離れる と、 

潜り戸へ つかまって ビヨン ビヨンと はねた。 で、 裾が 

ひるがえ つ て ふくら 脛が 月光 を 蹴る ように 見えた。 

「有難い！ 姐 ごか！ おいでな すって！ 潜り 門 を 

あけて 来て ください—  姐 ご、 あいつ だ！ 目 付 

かりまし たんで—  が、 逃げて 行って しまい ま 

す！ とつ 捕まえなければ なりません—  足が あ 


るので ござんす からね！ 何 さ、 そいつ を 持って いる 

おやじ 

爺 に！」 

しかし 門の 内のお 条の声 は、 驚いても あわてて もい 

なかった。 喜んでい るよう にも 聞こえなかった。 

「妾、 金ち やん を 待って いたの だよ。 ：：•• 心配の こと 

があって ね」 

その 声 はむしろ 深い 愁いと、 深い 悲しみと に 放心 を 

どうぜん 

した、 洞 然とした 声であった。 

「金ち やん 大変 遅かった のね え。 でもよ く 殺され もし 

なかった のね え。 妾 は 随分 心配した よ。 水 戸 様 石 置き 

場の 空 屋敷から 逃げ出し たこと は 知ってい たが、 あん 


まり 帰りが 遅い ので、 途中で 悪漢に でも 襲われて、 大 

怪我で もしな けり やよいが つ てね え」 

「姐 ご、 有難い！ お礼 をい います。 …… だが お礼 は 

お礼と して、 ゆっくり いわせて いただきましょう。 今 

は それ どころ じゃァ ありません。 ね、 あれが、 京都 か 

らの あれが —— 徳大寺 様から ご 依頼 をされ た、 おわか 

りで しょうな、 あの 獲物が、 たった今 目 付かった じ や 

ァ ありま せんか！ 取り返さなければ いけません！ 

姐 ご、 お願い だ！ 来て おくん なさい！ 助 太 

刀！ そうなんで！ 助太刀 をして ください—  

私 は 駄目なん で！ 力が な いんで！ 受けて ね、 傷で 


す！ めちゃくちゃに 受けて！」 

「傷？ おおい や だ！ 金ち やん も かい 9  ねえ、 

あのお 方 もそう なんだ よ」 

「じれった いな あ、 何 をい つてい るので—  姐 ご、 

巻き 奉書 だ！ 目 付か つたんだ！」 

「金ち やん、 紋 也さん が 危篤 いんだよ」 

「紋也 知らない！ 知りません ねえ！」 

「途中で 悪者に 襲われて ねえ」 

「爺が 巻き 奉書 を 持 つて 行 こ うとす るん だ ！」 

「後 脳 を ひどく 打 つたの だよ」 

「打とう にも 俺に は 力がない」 


「いまだに 正気が つかれな いの だよ」 

「爺 も だいぶ 酔って いる」 

「妾 は 心配で 心配で ねえ …… 」 

「やい！ 姐 ご！ たいがいに しろ！」 とうとう 金 兵 

衛は 怒鳴りつ けた。 二人の ための 物 じゃァ ない、 多 

勢の ための ものな の だ！ しかも 命に かかわる もの 

だ！ 姐 ごも 俺 も 一 生 懸命に 今日まで 探して いた 大切 

な もの だ！ そいつが 目 付かった といって いるの だ！ 

俺 一 人で は 取り返せない 姐 ごに 助けても らいたい！ 

こうい つてお 願い をして いるの だ！ まごまご してい 

ると なくなって しまう！ というの は 変に 強 晴な、 頑 


としょり 

固な 老人が 持って行って、 渡して くれようと しないば 

かリ か、 持って行って しまおうと している の だ！ 姐 

ご、 あけな！ 潜り戸 を あけな！」 で 金 兵 衛は手 を 上 

げ ると、 夢中の ように 潜り戸 を 叩いた。 

しかし、 内側から は 依然として 放心した ような ぉ条 

の 声が、 このように 聞こえて 来た。 

「はいって 来れば よいで はない かい。 お前さんが 帰つ 

て 来な かったん だよ、 誰が 潜り 門な ど閉 てて おこう。 

さっきから あいてい るの だよ、 鍵なん かか かって はい 

ない の だよ」 

—— その 時ず つと 奥の ほうから —— 屋敷の 玄関と 思 


われる あたりから 山県紋 也の 妹の 鈴 江の、 声ら しい 声 

で 呼ぶ のが 聞こえた。 

い き 

「ぉ条 様！ 兄が—  眼 を—  呼吸 を！」 

たまぎ 

「呼吸 を！ ぁッ」 というお 条の 声が、 魂消る ように 

聞こえた かと 思う と、 玄関の ほうへ 走り 返る、 狂気 じ 

みた 足の 音が した。 

「チ エツ、 潜り 門 は あいていた のか！」 ドンと 押した 

金 兵衛の 手に つれて 潜り 門 は バック リとロ を あけた。 

「しめた！ 方々！ お 屋敷の 方々！」 

潜り 門の 口から 顔 を 差し入れ、 こう 金 兵 衛は声 を か 

けたが、 ハツと 気が付いて 振り返って 見た。 月に 白々 


と 往来 はあった が、 嘉 門の 姿 は 見えなかった 


金兵衛 さがす 


「いない！ うう— ん、 爺 はいない！」 

金 兵衛は 思わず 声 を 上げた が、 しかし よくよく 考え 

て みれば、 泉嘉 門の いなくな つたの は、 当然の ことで 

あるか もしれ ない。 潜り 門の 内外で ぉ条を 相手に 押し 

問答 をして いた 間中、 夢中に なって いた 金兵衛 は、 一 


度 も 振り返って 嘉 門の ほう を、 眺めた ことがなかった 

ので あるから。 だから その 間に 一散に 走って、 身 を 隠 

そうと 思 つ たら、 身 を 隠す ことができ たはず である。 

で、 おそらく 泉嘉門 は、 そう やって 身 を 隠した ので あ 

ろう。 が、 しかし 金 兵衛に は、 こう 思われざる を 得な 

かった。 

「お 条の姐 ごと 話して いた 時間 はほんの わずかな 間で 

あった。 その上に 爺 は 酔って いた。 で、 走って 逃げて 

行った ところで、 そう 遠くへ は 行って いまい！ よし、 

追 つ かけて 捉えて やろう！」 

で、 金 兵衛は 走り出した。 薄 傷 を 無数に 受けて いて、 


全身が 綿の ように 疲労れ ていて、 自分 だけで は 爺の 手 

から、 例の 巻き 奉書と 綴じ 紙と を、 奪い取る こと はむ 

ず かしい と、 このように 思った ところから 屋敷の 人 や 

ぉ条を 呼んで、 助け を 乞うた 金兵衛 なので あつたが、 

どうした もの か 屋敷の 中から は 誰 一 人と して 現われて 

は 来ず、 ぉ条 までが 放心 をした ような 声で あらぬ 事 を 

いった その あげくに、 屋内へ はいって しまったので、 

どうしても 自分 一人 だけで、 重大な 二 品 を 取り返さな 

ければ ならない —— という 立場に 立った ので、 奇蹟 的 

の 勇気が 金 兵衛に 出た。 

「のがして なろう か！ 取り返さないで おこう か！」 


—— で、 金 兵衛は ひた 走った。 

しかし 勇気 は 勇気で ぁリ、 軀の 衰弱 は 衰弱であった。 

左に 神 田 川の 流れ を 持ち、 右に 町家の 家並み を 持った、 

月に 明るい 佐久間 町の 往来 を、 前への めったり 後へ よ 

ろけ たリ、 下げて いる 抜き身 を 杖の ように 突いたり、 

そうかと 思う と 肩へ かつ いだり して、 走って 行く 金 兵 

衛の 姿と いう もの は、 凄惨と いうよりも 滑稽で あり、 

恐ろしい というよりも 道化て いた。 身長が 人並みより 

きわ 立って 低く、 頭が 人並みより とりわけ 大きく、 

しゅじゅ  せむし 

侏儒 か 佝僂 か を 想わせた。 そういう 金兵衛 がそう いつ 

たようす で、 あえぎ あえぎ 走って 行く ので ある。 で、 


もし 人が 前から 来て、 金 兵衛を 見たなら ばこう 思う で 

あろう。 

きりょう 

「玩具の 刀 を 偉そう に 持って、 縹緻の 悪い 卑しい 家の 

わる あがぎ 

子供が、 こんな 夜中に 悪戯 をして いる」 と。 しかし 本 

わるあがき 

人の金 兵衛 にと つ て は 悪戯 どころ の 騒ぎで はな か つ 

た。 命が けの 真剣な 働きな のであった。 と、 かついで 

いた 抜き身 を 下げる と、 だるそう に 地上へ 突き立てた 

が、 もたれかかったら 刀身が 折れよう、 で、 鎚 るよう 

に 身 を 寄せる と、 金 兵 衛は足 を 止めて 右の ほう を 睨ん 

だ。 そこに 一筋の 露路 があって、 犬の 吠え声が した か 

ら であった。 露路の 入り口から 二、 三 間ば かりの 地点 


は、 横 ざしに さし 込んで いる 月の 光の ために、 かなり 

ハツ キリと 見えて いたが、 それから 先 は 暗かった ので、 

見き わめる ことができなかった。 まもなく 犬の 吠え声 

もやんだ。 

「爺め、 この 露路へ 逃げ込み はしなかった かな？」 ふ 

と金 兵 衛には 思われた ので、 露路 口に 立って すかして 

見た ので あつたが、 やはり 真つ すぐに 佐久間 町の 往来 

を、 先へ 追って 行く ことにした。 こうして 佐久間 町の 

通り を はせ 過ぎ、 代官 町の 入 リロまで 来た、 しかし そ 

の 間に 老人ら しい 男の 姿ら しい もの さえ 見な か つ た。 

「では やっぱり さっきの 爺 は、 この 大通り は 通らずに、 


どこかの 露路 へで も 逃げ込んだ のかな？」 こう 思って 

金 兵 衛はカ を 落とした が、 それと 一緒に 堪え 堪えて い 

た、 体の 衰弱が 一時に 出て、 立って いる こと さえで き 

なくなった。 

「残念 だが もうし かたがない。 これ 以上 は 俺に は 追つ 

て 行かれない」 —— で、 金 兵 衛はグ タグ タ になって、 

往来の 上へ 両膝 をつ いて、 首 をうな だれて 太い 息をつ 

寸 ま い 

いた。 が、 その 時人の 気勢が 行く手に あたって 感ぜら 

れ たので、 首 を 上げて 行く手 をす かして 見た。 すると 

一人の 大兵の 男が、 こちら を さして 歩いて 来る のが、 

月の 光に 鮮やかに 見えた。 「有難い、 あの人に 訊ねて 


見よう。 この 先で 老人 を 見かけなかった かと？」 —— 

で、 少しば かリ元 気づいて、 金 兵衛は 地上から 立ち上 

がった。 と、 大兵の 男で あつたが、 金 兵衛の 前まで 来 

たかと 思う と、 

「今晩は」 と 泣く ような 声をかけた。 「お 妻さん を ご 

存知で は ございますまい か？ 私の 大事な お 妻 太夫 さ 

んを ？」 

^旧の 人 


「お 妻 太夫さん です つて？ 知りません ね」 —— 老人 

を 見かけ はしなかった かと、 こっちから 訊ねようと 

思って いたのに、 来 かかった 大兵の 男の ほうから、 「お 

妻さん を ご存知で は ございますまい か？ 私の 大事な 

お 妻 太夫さん を」 などと、 泣く ような 声で 訊ねられた 

ので、 金兵衛 はムッ としてそう いったが 「お 妻さん」 

という 女 太夫の 名に も、 そういった 泣く ような 男の 声 

にも、 何となく 聞き覚えが あつたので、 大兵の 男 をつ 

くづ くと 見た。 年 は 二十 七、 八で、 片耳の ない 大男で、 

ろ どん 

魯 鈍そう にズン ダリと 肥えて いた。 


しぎ まる 

「おい、 お前さん は嶋 丸さん じゃァ ないか £:」 こう 金 

兵衛は 声を掛け たが、 この 時 その 男 を 思い出し たので 

あった。 

と、 大男 は 金 兵衛の 顔へ、 愚かしい 瞳 を 押し 据えた 

が、 「へ い、 さようで ございます。 嶋丸 様で ございます」 

「フ— ッ」 と金 兵衛は 笑い を 吹いた。 「嶋丸 様の 『様』 

は あるまい。 相変わらずの お前さん だ。 あの 時 はたし 

か 自分の こと を 芸人 衆 様と いってい たつけ」 

「へいさよう でございます。 芸人 衆 様の 嶋丸 様が、 わ 

たくしな ので ございま すよ。 で、 役目と いい ますれば 

…：- J 


「わかって いるよ、 こうなんだろう。 『軽い 口上 を 申 

し 上げまして、 お 上品に お客様 衆 を 笑わせる』 途方 も 

なく りっぱな 口上い いなんだろう？」 

「よくご 存知で ございますな」 こういうと 嶋丸は 不審 

しそうに、 金 兵衛の 顔へ 押し 据えた 眼 を、 パ チリ パチ 

リ としば たたいた が、 「あなた 様 は どなた 様で ござい 

ます かな？」 

「見忘れた かね、 無理 はない、 お前さんと 逢って 話 を 

かすみ  きリ 

したの は、 今年の 春の 霞 の 深かった 晚で、 今 は 霧の 立 

つ 秋の 夜 だからな あ。 半年 以上 もた つてい るだろう よ。 

が、 俺 は 覚えて いるよ。 京都で 逢って 話 をした はず だ。 


千 本お 屋敷の ご用 地の 露路 でね。 ね、 そうだろう 思い 

出す だろう がね」 

すると 嶋 丸の 魯 鈍そう な 眼へ、 喜びの 色が かすかに 

さした。 

「あ ッ、 さようで ございました。 そうそう 私 も 覚えて 

おります。 あの 時にはたい そうご 親切に、 私 をお 呼び 

止めく ださいまして、 いろいろお 言葉 をく ださい まし 

たはず で、 まことに 有難う 存じました」  で 嶋丸は 

お辞儀 をした。 

「ナ— 二お 礼に は 及びません よ」 金 兵衛は テレて 苦笑 

い をした が、 「思い出して くれて 有難い。 で、 何 かね」 


といって 来たが、 金 兵 衛には 思われて ならなかった。 

「あの 時に もお 条の姐 ごに 逢おうと、 急いで 走って 来 

たので あつたが、 この 嶋丸 という 男に 逢う と、 妙に 心 

持ちが ノン ビリ として、 急がし い 用事な ど 忘れて し 

まって、 無駄話 をしたり からかったり したが、 今夜の 

俺と いう もの は、 あの 時の 俺よりも 倍 も 二倍 も、 急が 

しく も あれば 大事な 身の上で、 道の 真ん中へ 突っ立つ 

て、 無駄話な ど をして いる こと は、 許されて いないに 

も かかわらず、 こうやつ てこの 男と 話して いると、 や 

はり 心持ちが ノン ビリ として 来る。 それに さいつ も 急 

がしい 時に 限って、 この 男と ぶっかる の も 変な 因縁 だ。 


どうやら 俺と この 男と は、 縁の つながりが あるら しい 

ぞ」 —— 金 兵衛は 苦笑い をつ づけた ままで、 嶋 丸へ ノ 

ン ピリと 話しかけた。 

「あの 時 もた しか お前さんに は、 お 妻 太夫さん を 血眼 

になって、 探して おいでな すった よう だが、 今夜 も 探 

してい らっしゃ いますので？」 

「へい」 と嶋丸 はうな ずいて 見せた。 

「探して いるので ございます」 

「すると、 お前さん は あの 時 以来、 ずっと 京から 江戸 

へ かけて、 お 妻 太夫さん を 探して いられる ので」 

「いんね」 と嶋丸 はかぶり を 振った。 「あの 時 は 目 付 


か つ てで ございます」 

「で、 またお 紛失し なすった ので？」 

「へい」 と嶋丸 はまた うなずいた。 「今夜 も 紛失して 

しまいました。 いえいえ 今夜ば かりで はなく、 その後 

ずっと いろいろの 土地で、 お 妻 太夫さん を 紛失し まし 

て、 心配 をいた しまして ございます」 

「それ はもう もうご 心配です とも」 金兵衛 はと もす る 

と 吹き出そう とする 笑い を、 前歯で 嚙み 殺した が、 「で、 

ただ今 は お前さんの 一 座 は、 江戸に おいでで ござんす 

かね？」 

「いんね」 と 嶋丸は 首 を 振った。 


「鮫洲 にいる ので ございま すよ。 でも …… 」 と 嶋丸は 

後 をつ づけた。 


名所 案内 


「でも」 といい つづけた 嶋 丸の 声に は、 愚かしい 得意 

さが 籠って いた。 「今 こそ 鮫洲に はおります るが、 近 

いうちに 一 座 は 打ち上げまして、 東海道 を大津 まで、 

上って 参る はずに ございます。 はいはい 私 ども 一 座の 


うまや じ 

者 は、 東海道の 宿 や 駅 を、 お得 意に してお りまして、 

ひいき  なにわ 

ご 矗貭様 もた くさん にあります。 江戸 や 浪華 や 京な ど 

という、 そのような 繁華な 都な ど は、 物の 数に も 入れ 

ており ませぬ」 

「ほう」 と金 兵 衛は眼 をみ はった。 「お前さんのお 話 

を 聞いて おります と、 どうやら 繁華な 都よりも、 街道 

うまや じ 

筋の 宿 や 駅 の ほうに、 権威 を 認めて おります ようで。 

少し 変で は ございま せんかな。 物の 数に も 入れない な 

どと は？ •」 

「はいはい さようで ございます とも、 そのような 繁華 

な 都な ど は、 物の 数に も 入れ ませぬ し、 権威 も 認めて 


おり ませぬ」 

「大変な 見識で ございますな。 だがし かし それ はどう 

いう 訳で？」 

「繁華な 都で 打ちましても、 ご 見物 衆が 来て くれ ませ 

ぬ」 

「あ ッ、 なるほど、 そういう 訳 がらで、 これで スッパ 

リと わかりました」 

「したがいまして 私の 口上 も、 聞いて くださらな いの 

でございますよ」 

「不届きな 見物で ございますな」 

「で、 権威 を 認めません」 


「物の 数に も 入れません かな」 

「宿 や 駅の ほうがよ ろしゅう ございま すよ」 

「それにしても なぜに 都の 方々 が、 お前さんの 一 座 を 

見物に 来ない か、 研究た こと は ございません かな？」 

「それ はいろ いろに 研究て みました」 

「おわかり になった で ございましよ うな？」 

「よく わかりまして ござります」 

「それ はさよう で ございましよう とも」 

「あまりに 中身の よす ぎる 物 は、 かえって 都の 方々 に 

は、 受けない もの だと 申します こと を、 その 結果 知リ 

まして ございま すよ」 


「中身？」 と金 兵衛は 訊き返した。 「何の 中身で ござ 

んす 力え？」 

「へ い、 私 ども 一 座の 中身で」 

「それが よす ぎる とお つし やる ので？」 

「はいはい さようで ございます」  ひ ど い 自信家が 

あった もの だ！ 金 兵 衛には 笑い もで きなかった。 

「では」 と金 兵衛 はから かうよう に 訊いた。 

「よす ぎる 中身の 一 座 を ひきいて お前さんに は あの 時 

以来 —— 京で お逢いした あの 時 以来、 東海道 を 順々 に 

打って、 鮫洲 まで 来たので ござんす かね」 

しギ」 まる 

「へ ー い、 さようで ございま すよ」 嶋丸 はまた も 得意 


そうな ようす を、 間延びした 声に 籠らせた が、 「あの 時 

は 大津で 打って いました。 お 妻 太夫さん が 目 付か リま 

したので 私 は 大変に 喜びまして、 さっそく 戻って いた 

だきまして、 翌日に 大津を 立ちました。 大津 はよ い 所 

しじみ 

でございます。 瀬 多の 蜆が 名物で …… 」 

II おや！ と金 兵衛は 毒気 を 抜かれた。 「話が 瀬 

多 蜆へ 移って 行った ぞ！ とはいえ 俺 も 瀬 多 蜆 は 好き 

だ」 

「さよう さよう 瀬 多の 蜆 は、 結構な 名物で ございます 

とも」 

「草津 でも 打ちまして ございま すが、 あそこの 名物と 


申し ますれば …… 」 

うば  もち 

「はいはい 姥ケ 餅で ござんす とも」 —— 俺 だって 食い 

物に は、 少し は 通 だ！ 負けて いるもの かとい う 心 持 

ちで、 先 まわり をして 金兵衛 がいった。 

「姥ケ 餅が 名物で ございます とも」 嶋丸は 鷹揚に うな 

ずいて 見せた。 

せき 

「で、 たくさんいた だきまして、 それから 関へ 参り ま 

して、 打ちました ところが 大人気で、 一 座 喜びまして 

ございま すが、 あそこの 名物と 申し ますれば …… 」 

「地蔵さん じゃァ あるまい ね」 

「いんね、 地蔵さん も 名物であります」 


「といつ て 食べ はします まいね」 

「はい、 あなた 様、 お 地蔵 様 は 堅い 石で できて ぉリま 

すので、 食べよう ものなら 歯 を 欠きます」 

 まるで これで は 俺の ほうが、 教えられて でもい 

るよう だ！ 金兵衛 はかえ つ て 鼻白んだ が、 

「それから 順々 に 東海道 を、 打って 下って 来たんで す 

ね。 もう 結構よ くわ かりました。 名所 案内のお 話 はい 

ずれ ゆっくり 伺う として、 おい 嶋 丸さん、 聞きたい こ 

とが ある！ この 先で 老人と 逢わなかった かね？」 金 

兵衛は 引き締って グッと 訊いた。 


塀の 上の 人影 

金 兵衛は 引きし まって 訊いた けれども、 嶋 丸の ほう 

では 引きし まろうと はしないで、 相 も 変わらぬ ノソッ 

としたよ うすで、 

としょり 

「お 老人に でございます かな？ へい、 お逢い 致し ま 

した」 

「逢った か！」 と金 兵 衛は声 を はずませて、 「おい、 話 

して くれ！ どの辺で 逢った！」 


「へい、 この 先で ございま すよ」 こういうと 嶋丸は 首 

を 返して、 今 来た ほう を 振り返った。 代官 町の ふけた 

通りに は、 人っ子 一人い なかった。 半 町 ほど 先から 道 

が 曲がって、 見通す こと はでき なかった が、 その 曲が 

ひさし 

リ 角に かなり 大きな、 薬種 屋 らしい 家が あって、 廂に 

かかげて ある 看板の あたりに、 鋭く 白く 光る 物が あつ 

た。 金具に 月光が さしてい るので あろう。 その 薬種 屋 

ほっす 

と 向かいあった、 反対側の 家の 前に 巨大の 払 子 を 想わ 

せる ような、 柳が 一本 立って いたが、 頂きの 辺が ほの 

白く 光り、 裾の あたりが 黒く 見えた。 月が 上に あるか 

ら であろう。 


「おおそう か！ この 先で 逢った か！ しめた！ 有 

難い、 さっきの 爺だろう！」 元 気づいた 金兵衛 はこう 

いうと、 杖が わりにつ いていた 血に 濡れた 抜き身 を、 

小脇に 引つ さげて 走り出した。 が、 その 足 を 不意に 止 

める と、 「おい 嶋 丸さん、 その 爺 は、 酒に 酔って フ ラフ 

ラ していた ろうね」 

「へい、 フ ラフラして おりました」 月光に ギ ラック 金 

兵衛の 抜き身へ、 この 時 はじめて 気がつい たらしく、 

怯えた ような 顫え 声で、 こう 嶋丸は 返辞 をした が、 眼 

では 抜き身 をみ つめていた。 

ほうき  ちりと 

「 箒 と 塵取りと を 持って いました」 


「何 を！」 と 意外な 嶋 丸の 返辞に、 金 兵衛は 毒気 を 抜 

かれたら しく、 走って 行く 代わりに 走り 返リ、 こうい 

うと 抜き身 を 前へ 突き出し、 嶋 丸の 鼻の 先で 振り まわ 

し、 「箒と 塵取り？ なんだ それ は！」 

「へい」 と嶋丸 はジタ ジタと 下がった。 「往来 を 掃い 

ていたので ございま すよ。 へ い、 家の 前の 往来な ので」 

「違う！」 と金 兵衛は 怒鳴りつ けた。 「持って いたの 

は 巻き 奉書 だ！ そうして 糸で 綴った 紙 だ—  そ 

うだろう がな？ その 爺 はどうした？」 

「家の 内へ はいって しまいました」 どうに も 抜き身が 

怖い と 見えて また ジタ ジタと 背後へ 下がり、 隙 を 見て 


逃げようと している らしく、 嶋丸は 四辺 を キヨ 口 キヨ 

口と 見た。 

「いつ 逢った の だ？ どこで 逢った の だ？」 

「今日の 夕方で ございます。 品 川の 通りで ございます。 

お 妻 太夫さん をお 探ししながら、 来 かかった 時で ござ 

レ ます」 

「やい！」 

「  」 

「馬鹿者！」 

「  」 

「何 をい いおる！」 
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「先 は 先 だが 遠過ぎる わい！」 

「でも あなた 様、 やっぱり 先で …… 」 

「まだいう つもり か！ この 化け物め が！」 

腹に 据え かねた というよ うに、 金 兵衛は 抜き身 を 振 

りかぶ ると、 嶋丸を 目掛けて 飛び かかった。 と、 ヮッ 

という 声が 起こって、 佐久間 町の 方角へ 転がる ように、 

走って 行く 牛の ような 形が 見えた。 「お助けな すつ 

て！ 人殺し だァ— ッ」 

それ は 逃げて 行く 嶋丸 であった が、 やがて 姿 は 見え 

なくなった。 月光の 充 ちている 往来の 上へ、 で、 しょ 

んぼリ と 残ったの は、 落胆 をした 金兵衛 一人であった。 


のろま 

「とんだ 鈍物に かかりあって、 大事な 時 を 潰して しまつ 

た。 さて これから どうした もの だ」 —— まだ 未練が あ 

ると 見えて、 屋敷へ 引つ 返して 行こうと はしないで、 

衰弱した 体 を 引きずる ようにして、 金 兵衛は 先へ 進ん 

で 行った。 と、 数十 人の 人影が、 行く手に あたって 現 

われた。 水 戸 様 石 置き場の 空 屋敷から、 引き揚げて 来 

た 代官 松の 一味ら しい。 で、 金 兵衛は 立ちす くんだ が、 

この ころ 佐 久間町 二 丁目の、 例の 空 家の 一軒の、 小 門 

の 塀 上へ 人の 姿が、 一 つ ポッツ リと 現われた。 


塀の 内側へ 


真っ向から 月光が さし 込んで いるので、 小 門の 塀の 

上へ 姿 を あらわした 人物の 姿が よく 見えた。 意外に も 

泉嘉 門であった。 君 江と いう 見 も 知らない 女子の 手 か 

ら、 無理に 一 一品 を 預けられた ところ 不具者の ような 小 

男の ために、 その 二 品の 内容の 重大で ある こと を 語ら 

れた あげくに、 その 小男に 抜き身で 迫られて、 その 二 

品 を 取られよ うとした。 で、 やるまい と 争って いるう 

ちに、 宏大な 屋敷の 門の 扉 を、 その 小男が 親しそう に、 


叩いた 上で 人 を 呼んだ。 すると 門 内から 返事が あった。 

で、 嘉門は 驚いて しまった。 

「では、 この 小男と 屋敷の 人と は、 連絡の ある 一味な 

のか。 では 屋敷から 人が 出て 来て、 小男に 加勢 をした 

上で、 俺 を 襲って 二つの 品物 を 奪い取る に 相違ない。 

これ はこうして はいられない。 逃げて 行かなければ な 

ら ないだろう」 —— で、 嘉門は 逃げ かけた が、 「俺の 酔つ 

ている この 足で、 逃げた ところで、 逃げお おせられ ま 

い。 それよりも どこかへ 身 を 隠して、 急場の しのぎ を 

した ほうがいい」 —— 不意に 嘉 門に はこう 思われた の 

で、 素早く 四辺へ 眼 を 配った。 と、 眼に ついた の は 四 


軒の 空 家で 西北の はずれの 一軒が、 最も 間近に 立って 

いた。 そこ はお 狂言 師の身 も 軽く 門の 一 所へ 手 を 掛け 

ると、 塀 を 越して 空 家の 庭へ 下り、 外の ようす をう か 

がった。 すると 宏大な 屋敷から は、 人数の 出て 来る よ 

うす もな く 例の 小男 一人 だけが、 佐久間 町の 往来 を 西 

北の ほうへ、 空 家の 前 を 駆け抜けて、 走って 行った の 

を 聞き 知った。 

「やれ 有難い、 これでの がれた」 —— こう 思いながら 

も 泉嘉門 は、 なおしば らくようす をう かがった が、 依 

然として 宏大な 屋敷から は、 人の 出て 来る 気配 もな く、 

また 走って 行った 小男の、 帰って来る 気配 もなかった 


ので、 「急いで 家へ 帰る としょう」 —— で、 またもや 塀 

へ 手 を かけ、 身 を ひるがえして 塀の 上へ、 今や 姿 を 現 

わした のであった。 塀の 上へ 体 を 据えながら、 月に 明 

るい 往来の 左右へ 嘉門 はせ わしく 眼 を 配った。 明るい 

往来の 明るさ は、 落ちて いる 小石 さえ わかる ほどで 

あつたが、 人の 姿 は 見えなかった。 往来の 向こう側 を 

せき リ よう 

流れて いる 神 田 川の 水の 音ば かりが、 寂寥の 中での 

音であった。 

「よし」 と 嘉門は 口の 中で いうと 塀 をす べつて 下り か 

けた。 真っ向 からさし 込んで いる 月光に よって、 嘉門 

の 姿 はよ く 見える。 瞜 中の 辺の ふくらんで いるの は、 


巻き 奉書と 綴じ 紙と が、 そこに 蔵され て あるから であ 

ろう。 と、 あらわに 痩せた 脛が 膝の 上まで 捲 くれ 上が 

り 衣裳の 裾から 洩れて 見えた が、 その 脛が 一本 塀の 上 

おやゆび  かぎ 

から、 塀の 面への ばされ て、 拇指の 先が 鈎の ように 曲 

、， ぼ 

がって、 塀の 面の 一所へ 疣の ように 吸い付いた。 拇指 

をぬ かした 四 本の 指の 爪が 貝の ように 光って いる、 月 

光が あたって いるから であろう。 それ は嘉 門の 右の 足 

であって、 塀の 面 を 伝って、 往来へ 下りよう としてい 

るので あった。 「えい ッ」 と 口の 中で 声をかけて、 嘉門 

はやが て 飛び降りよ うとした。 

すると 意外に も 背後の ほうから、 「誰 じ やい！」 と 


嗄れた 声が 聞こえた。 「  」 —— で、 嘉門は 

ギヨ ッ として、 声の 来た ほう を 振り返って 見た。 小 広 

い 前庭の 奥に あたって、 この 家の 玄関が 立って いたが、 

今まで 閉ざされ ていた 玄関の 戸が、 一方へ 細く あけら 

かつぎ 

れ ていて、 その 隙から 手燭 を 携えた 緑色の 被 衣 をかず 

いた 女の、 物の 化 じみた 姿が 見えた。 砂金 色 をした 手 

燭の 光が、 被 衣の 中に 納まって いる 女の 顔へ あたって 

いたので、 女の 顔 は 鮮やかに 見えた が、 醜い 老女の 顔 

であった。 「あ ッ」 と 嘉門は 声 を 上げた。 空 家 だと 思つ 

ていた 家の 中から、 そのような 大奥の 老女め いた 女が 

現われて 来たので あるから、 驚いて 声 を あげたの であ 


る。 

「誰 じゃり」 と 老女 はまた 声をかけた。 と、 背後 を 振 

リ 返った。 「方々 どうやら 賊 のよう で ござる！」 

「あ ッ」 と嘉門 はまた 声 を 上げた。 手燭 を かかげて い 

る 老女の 背後に、 同じように 緑色の 被 衣 を かぶった、 

幾人 かの 老女が いる ばかりでなく、 緑色の 小袖 を ま 

とっている 若い 美男ら しい 侍が、 幾人 かいて 戸の 隙間 

から、 こなた をの ぞいた からであった。 

ダ、 ダダ、 ダ、 ダ— ッと 烈しい 音が した。 嘉 門が 塀 

の 上から 往来の 上へ、 転落 をした 音であった。 と、 白々 

と 紙ら しい 物が、 塀の 内側の 庭の 上へ 落ちた。 


巻き 奉書の 行方 


塀の 上から 転落 をした 拍子に、 懐中の 中に あった 二 

品の 中の、 綴じ 紙の ほうが 懐中から 飛び出し、 塀の 内 

側の 庭の 上へ、 蛾の ように 白く 落ちた の を も、 嘉門は 

少しも 知らなかった。 

「ああ 空 家ではなかった のか！ み、 醜い 妖怪 じみた 

老女！ び、 美男のお 侍た ち！ 化け物 屋敷 だァ— ッ、 


化け物 屋敷 だァ— ッ」 —— 嘉門は 夢中で 往来 を 走った。 

どちらの 方角へ 走つ ている のか それさえ 嘉 門に はわ 

かってい ないようであった。 足に まかせて 走って 行く。 

しかし 嘉門は 佐久間 町の 通り を、 代官 町の 方角へ、 今 

や 走って いるので あった。 酔いな どとうに 醒めて し 

まって、 恐怖ば かりが 心に あった。 

しかし それにしても 厳密にいえば、 空 家と 思って い 

た 家の 中から、 老女と 若侍と が 現われて、 誰何した と 

いう それば かりの ことで おちつきの ある 芸 匠の 身分の 

泉嘉門 ほどの 人物が、 こう も 恐怖 を 感ずる と は、 ちょ つ 

と 受け取れない ことで はあった。 想う に 嘉門は 見えた 


事実よりも、 事実の 奥に 秘められ ている、 見えな かつ 

た 事実 や 聞こえな か つ た 事実 —— そういう ものから 放 

射される、 鬼気ない し は 魔 気と いうよう な ものに、 襲 

われた 結果 恐怖した のか もしれ ない。 敏感な 芸匠 であ 

る だけに、 鬼気ない し は 魔 気と いうよう な もの を 感ず 

る 力 は 大きい はずで ある。 

左側に 流れて いる 神 田 川の 水が、 月の 光に 踊って い 

るの も、 嘉 門に は 美しく 見えない ばかり か、 物す さま 

じく 見える ようで あり、 右手に 並んで いる 家々 の 雨戸 

や、 塀 や 柱な どが、 影 を 往来へ 引こうと はせ ずに、 さ 

し 込まれて いる 月の 光に よって、 蒼白く 鮮やかに 見え 


ている のさえ、 白い 巨大な 墓の ように、 恐ろしく 嘉門 

に は 思われる ようであった。 さっき 方まで 大事に して 

いた、 預かり物の ことな ども、 今 は 忘れて いるら しく、 

手で は 懐中 を 抑えても いない。 いやいや 手で は 衣裳の 

裾 を、 下等な 人間の やる ように、 高々 と 持って 捲く り 

もろあし 

上げて いた。 で、 諸 足が 股の 上まで 見える。 

嘉門は 夢中で 走って 行く。 

と、 この 時 行く手に あたって、 一 つの 人影が 現われ 

ぉぴ  ほんぎ ゆう 

たが、 これ も 何物 かに 怯 やかされ たかの ように、 奔牛 

のよう な 速さで 走って 来た。 

「お助けな すって！ 人殺し だァ— ッ」 


二人の 距離が 近よ つて、 すれ違お うとした 時に、 奔 

牛の ように 走って 来た 男が、 こう 叫ぶ と嘉 門へ しがみ 

付いた。 

「ヮ ッ」 と 嘉門は 叫び声 を 上げた が、 力 を こめて 振り 

もぎ つ た。 

「お助けな すって！ 人殺し だァ— ッ」 

—— が、 こう 再度 叫んだ 時には、 嘉 門の 姿 は 遠の い 

ていて、 嘉 門に 強く 振り もぎら れ たために、 地へ 倒れ 

しぎ まる 

た嶋 丸ば かりが、 往来の 真ん中に 残って いた。 

「ホ— ッ」 

と 嶋丸は 太い 息をついた。 と、 そのこと が嶋 丸の 恐 


怖 を、 かえって 心から 消した と 見えて、 もう 叫ぼうと 

も 走ろうと もしないで、 ト ホンと 地上へ すわった まま 

でいた。 しかしす ぐに 「おや」 といって、 ノッ ソリと 

片手 を 前へ 伸ばした。 月光に 薄白い 往来の 色 を 一所き 

わ 立てて 白く 染めて、 巻かれた 小 長い 奉書 紙が、 膝の 

前に ころが つていた からであった。 

「何 かな？」 と 嶋丸は 巻き 奉書 を 取り上げ、 無心に ス 

ルス ルと ひろげて 見た。 

「たくさんの 字が 書いて ある。 赤い 色が 付いている」 

しかし 嶋 丸の 身に とって は、 なんの 値打ち もない 品 

物であった。 で 無心に 捲き 納める と、 無心に 片手に 握 


リ 持った。 

ぼんやり 

嶋丸は ガック リと首 を たれて、 何やら 茫然と 考え出 

した。 

しかしに わかに 立ち上が ると、 

「お 妻 太夫さん！ お 妻 太夫さん」 と 泣き出し そうな 

憐れつ ぼい 声で、 あく がれる ように 呼ば わった が、 佐 

久間 町の ほうへ 歩き 出した。 

手に 持 たれて いる 巻き 奉書が —— 嘉 門の 懐中に 蔵 さ 

れ ていて、 嶋丸を 強く 振り もぎった 時に、 落とした と 

ころの 巻き 奉書で あるが  ダラ リと 下げられて いる 

がた めに、 その 先が 嶋 丸の 足の甲 を、 かすったり 打つ 


たりして ひらめいて 見えた。 

宏大な 屋敷の 前まで 来た。 しかし 嶋 丸に は 関係が な 

かった。 で、 先へ 歩いて 行った。 

「お 妻 太夫さん！ お 妻 太夫さん！」 II しかし その 

お まろ 

声 も 遠ざか つ て、 呼び 主の 姿 も 朧 となり、 やがて 見え 

なくなった 後 は、 この 一郭 は 静まり返った。 とはいえ 

宏大な 屋敷の 奥の、 一 つの 部屋から は 声が していた。 

「奉公 心得の 事—  」 神々 しい 老人の 声であった。 


講義の 声 


いざなみ のみこと  いざなみ のみこと 

「それ 大君 は、 上古 伊 穽冊尊 〔# 「伊羿 冊 尊」 は ママ^ 

こいう  あまてらすおおみかみ 

天日 を 請 受け、 天照大神 を 生み 給い、 この 国の 君と 

お さ 

し 給いし より、 天地 海山よ く 治まりて、 民の 衣食住 不 

足な く、 人の 人た る 道 も 明らかになれり。 されば、 代々 

の 帝の 御 位に 即 かせ 給う は、 天の 日を嗣 ぐと いう こと 

あまつひつぎ 

にて、 天津日嗣 といい、 また 宮仕えし 給う 人 を、 雲の 

う えびと 

上人と いい、 都 を 天と いい、 四方の 国、 東国よりも、 

西 国よりも、 京へ 上る といえ り。 たとえば 今 床の 下に 

物の 生ぜざる にて 見れば、 天日の 光 及ばぬ 処に は、 い つ 


こう 草木 生ぜず。 しかれば およそ 万物、 天日のお 蔭 

こうむ 

蒙らざる ものなければ、 そのご 子孫の 大君 は 君な り、 

父な り 天 なれば、 この 国に 生きと し 生ける もの、 人間 

はもち ろん、 鳥獣 草木に 至る まで、 みなこの 君 を 敬い 

尊び、 各 品物の 才能 をつ くして ご用に 立て、 二心な く 

奉公し 奉る！」 こう 説いて いる 老人の 声が、 神々 しく 

部屋から 聞こえて 来た。 

さかのぼ 

日本に 君臨した もう 皇室の 淵源に 遡 つて 説いて い 

るので あって、 大義名分 を 正す に はこ こから 説き出さ 

なければ ならない のであった。 が 何者が 説いて いるの 

であろう？ どこの 部屋で 説いて いるので あろう？ 


ある 時には 遠い はるかの 部屋で、 説いて いるよう に 

も 聞こえて 来る し、 ある 時には ほんの 手近の 所で —— - 

隣り の 部屋と いうよう な、 そのような ほんの 手近の 部 

屋で、 説いて いるよう にも 聞こえて 来る。 

神々 しい 声に は 相違なかった が 単なる 神々 しい 声で 

はなくて、 その 底に すさまじい 覇気 を 持ち、 熱 を 持ち 

闘争 性 を 持ち、 革命 心 を 持った、 潑淛 とした 声で あつ 

た。 

あの 広い 深い 大洋 をめ ざして、 大 渓谷 を 流れて 行く、 

一 筋の 谷川が あつたと したならば、 岩に 激して 響き を 

上げ、 淵に たたえて 沈潜し、 滝と 落下して 音を立て、 


他 の 細流 を 収容し て は、 睦まじ そうな ささ やき を 交わ 

し、 しかも 谷川の 谷川ら しい 清浄 を 保って 流れて 行く 

であろう！  そういう 谷川の 流れの 音 を、 連想 さ 

せる に 足る ような、 それ は 神々 しい 声で もあった。 

誰に 向かって 説いて いるので あろう？ 説いて いる 

人の 姿が 見えない。 なんで 聞いて いる 人々 の 姿が 見え 

る ことがあろう。 

しかし 多くの 人に 向かって、 説いて いるの だとい う 

こと は、 老人の 講義の 音で 知れた。 

時々 老人の 講義の 隙に、 講義の さまたげに ならない 

せき 

ようにと、 十分に 注意 をして いるら しいつつ ましい 咳 


の 音 も すれば、 幾人 かの 人た ちが 衣紋 を 直す らしい さ 

さやかな 音 も 聞こえて 来た。 

ここ は 儒者 ふうの 老人の、 籠って いる 宏大な 屋敷で 

あって、 深夜で ある ことに は 疑いない。 

戸外に は 嵐が 出た と 見える。 

木立ちの 騒ぐ 音が した。 

老人の 声が しばらく とだえて、 嵐の 音の 吹き 絶えた 

時に、 二、 三尺 離れた 所から、 嘆く ような 願うよう な 

若い 女の 声で、 こういつ ている のが 聞こえて 来た。 

「眼 をお 開きな されて ください まし！ お 心 をお 取リ 

返しな されて ください まし！ あなた！ あなた！ 


あなた！ あなた—  このお 額の 冷たい こと は！ 

…… もしも あなたのお 身の上に、 もしもの ことがあり 

ましょう ものなら 私 は 生きて はおり ませぬ—  ご 

一緒に 死にます、 ご 一緒に 死にます！」 つづいて 泣く 

声が 聞こえて 来たが 額へ 滴の 落ちた の を 感じた。 

と、 その 額 をお おうよう にして、 熱い 柔 かい 物が 触 

れた。 

「誰か どこかで 講義 をして いる。 誰か どこかで 泣いて 

いる。 …… ここ は どこ だ？ 俺 はどうし たの だ？」 

部屋の 一 所に 燭台が あって、 燈 火が 部屋 を 明るめて 

いた。 その 燈 火に 淡く 照らされながら、 床の 上に 寝て 


いる 武士が あり、 その 枕 もとにす わって いる 若い 美し 

い 娘が あった。 山県紋 也と ぉ条 とであった。 

「頭が 痛む。 …… 体が 痛む。 …… 訳が わからない。 … 

…どうしたの だろう？」 半分 意識 を 恢復した 中で 山 県 

紋也 はこう 思った。 

講義の 声が 聞こえて 来た。 

接吻 


「故に 大君に 背く もの あれば、 親兄弟たり といえ ども、 

すなわち これ を誅 して 君に 帰す る こと、 我国の 大義 

なり。 いわん ゃ官禄 いただく 人々 は 世に いう 三代 相伝 

の 主人な どと いう 類に あらず。 神代より 先祖 代々 の臣 

下にして、 父母 兄弟に 至る まで、 大恩 を 蒙む る なれば、 

その 身 はもち ろん、 紙一枚、 糸 一筋、 みな 大君の たま 

ものな り。 あやまりて 我 身の ものと 思い 給う ベ からず。 

わけてお 側近く 奉公した まう 人々 は、 天照大神の 冥加 

みめぐ 

にかない、 先祖 神霊の 御 恵みに 預か リ たまう 身 なれば、 

いよいよ 敬い かしずき 奉る 心、 しばらく も 忘れた もう 

ベ からず」 


ここで 老人の 声が 絶えて、 四辺が 森 然と 静か になつ 

た。 が、 すぐに 老人の 声が した。 

「これ こそ は臣 道の 大綱で ござ つ て、 上 は 将軍家より 

下 は 庶民にまで、 一様に 行ない 違うべからざる、 一大 

事の 道で ござります ぞ！ 三代 相伝と いう ごとき は、 

将軍と 旗本、 大名と 侍、 この 関係に は あてはまり ましよ 

たみくさ 

うが、 君と 民草との 関係に は、 あてはまらざる 義 にご 

ざり ます ぞ！」 —— で、 またも 声が 絶えて、 四辺が 森 

然と 静かに なった が、 戸外の 嵐 は 吹き まさった と 見え 

て、 庭木の 枝が 枝と すれ、 葉が 葉と すれ 合う 音が して、 

遠 波が 寄せて 来る かの ように、 紋 也の 耳へ 聞こえて 来 


た。 

「あれ は 奉公 心得 書 だ！ 奉公 心得 書 を 講義して いら 

もうろう 

れる」 …… 半ば 意識の 朦朧と した 状態の 中で、 こう 紋 

也 は 一 瞬間 思った。 「先年 三 宅 島で ご 逝去され た 竹 内 

式部 先生が、 堂上 方の ためにお 書きに なった、 あれ は 

奉公 心得 書 だ！」 

誰が 何者へ なんの ために、 どこで 講義 をして いるの 

か、 紋也は 知りたい と 努力した。 しかし 後 脳が 重く 痛 

み、 全身が 燃える ように 熱 を もって 痛み、 意識が しだ 

いに 失われて 行った。 

「俺 はいった い 生きて いるの か？ それとも 俺 は 死ん 


でい るの か？ 死んで はいけ ない！ 死んで はいけ な 

い！ 誰でもい いから 俺 を 介抱して くれ！」 紋 也は大 

声に 声 を 上げた。 しかし 声 は 出なかった。 出した と 

思った ばかりであった。 しかし その 次の 瞬間に、 聞き 

覚えの ある 女の 声で、 「紋也 様が 口 を 動かしな され 

た！」 歓喜に 顫えて いるよう にいう 者が あって、 つづ 

いて 同じ その 声が、 「紋也 様お 条 でございます！ 正 

気づかれて くださり ませ！ 傷 は 浅い ので ございます。 

正 気づかれて ください まし！ 私 を ご覧く ださい ま 

し！ お 眼 を 開かれて！ 一眼 私 を！」 いいつ づける 

声が 聞こえて 来た。 


「お 条？」 と 紋也は 半意識の 中で 繰り返す ように 考え 

てみ た。 「お 条？ 俺 は 知ってい るよう だ。 どこかで 

確かに 聞いた 名 だ」 で 紋也は 努力 をして ぉ条 という 女 

を 見ようと して、 あけに くい 両眼 をし やにむ にあけ た 

と、 最初に 見えた の は 橙 黄色の 燈 火の 光で、 つづいて 

橙 黄色の 光の 中に、 夕顔の 花 を 想わせる ような、 ぼつ 

と 白い 女の 顔であった。 が、 見えた の は それだけで 

あって、 すぐに 世界が 暗くな つて、 何もかも 一切 見え 

なくなった。 せっかく あけた 眼 を 閉じた からで ある。 

しかし 紋也は 女の 声 を 聞いた。 

「紋也 様に はお 眼 をお あけな された！ だんだん 正気 


を 取り返される！ もう 大丈夫 だ！ もう 大丈夫 

だ！」 

つづいて 紋也は 温く 柔 かく —— それが 額に のせられ 

た 時から、 一種の なつかし さと 物 恋し さと、 心の 平和 

と を 覚えた ところの —— 温い 柔 かい 物 を 額へ 感じた。 

「ああ、 いいな、 心が 和む！」 - I 紋也は 半意識の 中 

で、 こう 思って 涙ぐみた くな つた。 「だが これ はなん 

だろう？」 

燭台の 燈火 がまば たきながら、 下へ のばされて 白く 

ぇリ あし 

細く、 抜け出て いる 女の 頸 足と、 それへ 崩れても つれ 

いたま 

かかって、 揺れて いる 女の 後れ毛と を、 惨し くも 見え 


なまめ 

れば 艷 かしく も 見える、 そういうよう に照らして いて 

その 下に 蒼白の 色 をした、 男の 顔の ある こと を、 これ 

も 橙 黄色に 照らして いた。 いやいや 燈光 は、 その 男の 

額へ、 接吻して いる 女の 唇の 初々 しい 顫え を も 照らし 

ていた。 

と、 襖が 静かに 開いた。 

お 条と鈴 江 


襖 を あけて はいって 来たの は、 紋 也の 妹の 鈴 江で 

あった。 

「 容態 はいかが で ございましよう か？」 

ささやく ように 訊ねながら、 寝て いる 紋 也の 足の ほ 

うへ、 鈴 江 はしず かにす わった が、 不安そう に 顔 を 差 

しのばす と、 紋 也の 顔 を のぞき 込んだ。 

「口 をお 動かしな されました。 ほんの かすかで はあり 

ましたが、 眼 もお 開きなさい ました。 もう 大丈夫で ご 

ざいます」 

襖が 開いた ので 驚いて、 紋 也の 額に あてて いた 唇 を 

あわてて 離す と 顔 を 上げて、 急いでお 条は すわり 直し 


たが、 こういうと 鈴 江 を まぶし そうに 見た。 

「さきほど も 口 をに わかに あけ 眼 を 苦しそう にあけ ま 

したが、 いまにも 呼吸 を 引き取り そうな ほどに も、 

危険く 見えまして ございま すので あなた 様 をお 呼び 致 

しました が …… あの 時には どうやら あなた 様に は、 門 

の 内外で どなた 様 かと、 お話しして おいでなさい まし 

たようで」 

「金 兵衛 殿と で ございました」 こう ぉ条は 答えた が 、 

金 兵 衛の名 を 口へ 出した ので、 その 金 兵衛が 門の 外で 

話しかけた 言 葉 を 思い出した。 

—— 巻き 奉書と いったよう であった！ 誰かが 持つ 


て 行く といった ようであった！ 妾に 出て 来て 加勢 を 

して くれと、 たしかにこう もい つたよう であった！ 


「巻き 奉書、 巻き 奉書"：」 にわかにお 条は ハツと 思つ 

た。 「私たちが 以前から 探して いる、 あの 巻き 奉書の 

ことか しら？」 

 それにしても 金兵衛 はどうして いるので あろ 

う？ なぜ 屋敷へ 帰って来ない のであろう？ —— 

ぉ条は 急に 気が かりにな つた。 で、 放心した ように、 

部屋の 一 所へ 眼 を やった。 

ぉ条は 衣裳 を 着かえ ていた。 いかにも 武家の 娘ら し 


い、 凛々 しい 姿と なって いた。 しかし 全体が 弱々 しく、 

だる 気で も あれば 苦しそう でもあった。 膝 を 崩して す 

わって さえいた。 水 戸 様 石 置き場の 空 屋敷 や、 佐久間 

町の 入り口で 行なわれた、 烈しい 戦いに 薄手で は あつ 

たが、 幾 箇所 か 傷 を 受けた からであった。 崩して いる 

膝 をお おうてい る、 衣裳の 裾 を かかげたならば、 傷 を 

はぎ 

包んで いる 白い 布 を、 脛の あたりに 見る ことができよ 

、つ。 

左手 を 畳へ ささえる ように 突いて、 右手 をなる たけ 

動かさな いように、 膝の 上へ そっとの せて いたが、 そ 

の 右の 手の その 腕 あたりに も、 繃帯 は 結ばれて いるの 


まげ 

であった。 島 田 鬅も今 は 崩されて いて、 髪 は 無造作に 

束ねられ ていた。 燈火を 受けて いる 右の 頰の、 耳の 下 

あざ 

辺に 黒い 痣が、 大きく むごたら しくで きていた が、 棍 

棒な どで うたれ た痕 であろう。 

しかし 負傷と いう ことに なれば、 紋 也の ほうがいち 

じる しかった。 燭台の 燈火を 横から 受けて、 しとね の 

上に 仰臥して、 その上へ 絹 夜具 を 引き かけて、 咽喉と 

顔と を 夜具の 襟から 出して、 静まって いる 紋 也から、 

夜具 を 取りの けて 見たならば、 手と いわず 足と いわず 

胴と いわず 白 布で 一面に グル ダルと、 捲き 立てられて 

ある ことに、 驚かされ るに 相違ない。 水 戸 様 石 置き場 


の 空 屋敷で こうむった ところの 傷な ので ある。 

しかし いずれも 致命傷ではなくて、 ほんの 浅い 切り 

傷で あり、 骨にまで 達しない 打ち傷であった。 しかし 

佐久間 町の 入り口で、 桃ノ井 兵馬と 闘って、 体 あたり 

をして くれたの が 失敗して、 自分で 自分 を あおのけに 

倒して、 大地で 後 脳 を 打った のが 一番に 重い 傷と いえ 

よう。 で、 気絶して しまった。 その 気絶した 紋也 をに 

なって、 ここの 屋敷へ 連れて来る や 否や、 ここの 屋敷 

に 詰めている、 医師に よって 手 あて を 加えられ、 さつ 

きから 寝かされて いるので あった。 正 気づく こと はわ 

かってい たが、 一刻も早く 正 気づく ようにと、 ぉ条も 


鈴 江 も 願って いるので あった。 

しょうす い 

いかに 紋 也の 憔悴した ことか！ 眼窩が くぼんで 

蔭 をな している。 頰の 肉が ゲッ ソリと 落ち込んで、 頰 

骨が 高く 立って いる。 鬍は ほぐれて 乱れた 髪 を、 枕の 

外へ はみ出させ ている。 

この 部屋 ははた して 広い のであろう か？ 病める 人 

の 神経 を いら 立てない ように、 燭台の 燈火を 細 ませて 

いるので、 お 条と鈴 江と 寝て いる 紋 也との、 三人の 姿 

を 照らして いるば かりで、 部屋 を 一 杯に は 照らして い 

なかった。 燈 火の 光の 圏内に 水 を 張った 小 桶 だの 薬の 

壷 だのが にぶく 光って 置いて ある。 


「ぉ条 様、 お休みな さり ませ」 ややあって 鈴 江 はお 条 

にいった。 


せめても の 介抱 

みと リ 

「いえ」 とお 条 はすぐ にいった。 「妾が お看 護いた し 

ます。 あなた こそお 休みく ださり ませ」 「いえ」 と 鈴 江 

は 押し返した。 「妾 は 疲労れ て もお り ませねば、 怪我 

をいた しても おり ませぬ。 それ だのに あなた 様 はお 疲 


労れで も あれば、 お 怪我 もいた して おられ ますこと ゆ 

え どうぞお 休みく ださり ませ。 兄 は 大丈夫で ございま 

す。 妾が 看護る ことに 致しましょう」 

しかしお 条 はどうい われても、 この 部屋から 出よう 

と はしなかった。 そうして 紋 也の 介抱 を、 ほかの 人に 

まかせよ うとし なか つ た。 

ぉ条 にと つて 山 県紋也 は、 何物に も 変えられない 恋 

人であった。 その 恋人と 難 を 受けて、 その 恋人と 共に 

戦い、 そうして 共に 怪我 を 受け、 しかも 恋人 は それが 

ために、 意識 を 失って いるので あった。 怪我 をした と 

いう ことと 意識 を 失って いると いう ことと は、 ぉ条に 


は 悲しく はあった けれども、 そのために こうやって そ 

の 恋人 を、 自分で 介抱 をす る ことができる。  とい 

うこと は 喜びであった。 自分 も 幾 箇所 か 怪我 をして い 

る。 しかし それ とても 恋人と 一緒に、 受けた ところの 

怪我で あると、 こう 思えば 苦痛に も 感じなかった。 

自分が 介抱に 堪えられない ほどに も 深 傷 を 負つ て い 

るので あったら ほかならぬ 恋人の 妹で ある、 鈴 江に 恋 

人の 介抱 を、 こだわらずに 依頼す るであろう。 現在の 

自分 はそう ではない。 で、 介抱が したかった。 それ 

に！ —— とお 条は 思う のであった。 京都の 土地に 紋 

也 様に は、 が婚 のお 方が おありな さるそう な。 では 


どれほどに 焦心れ て も、 自分の 恋心 を紋也 様に は、 将 

来 受け入れて くださらない かもしれ ない。 また 自分に 

してから が、 水 戸 様 石 置き場の 空 屋敷の、 笹 家の 土間 

で 感情の ままに、 —— 亢 ぶった 感情の 流れる ままに、 

あなたに 恋人が ありましょう とも、 よしんば 許婚が あ 

りましょう とも、 そのような こと は 数に も 入れず、 き つ 

と あなた を 妾の 手に 必ず 入れて お 目に かけるな どと い 

いはった ものの、 紋也様 を 心から 恋して いる 自分に は 

かえってで きがたい ことか もしれ ない。 

二人の 目的 は 同じで も、 たのう だお 方が 別な ので あ 

るから 紋也 様に は ご 恢復 をな されたら ば、 この 屋敷 か 


ら 立ち去られて、 妾な どに は 眼 も くれないで、 お働き 

なされる ことであろう。 ではこう やって 自分の 手で、 

紋也 様の 介抱ので きる の は、 今夜 ー晚 だけで あるか も 

しれない。 とげられない 恋の 思い出に、 どこまでも 自 

分で 介抱したい。 —— 

で、 ぉ条 はす わった ままで、 鈴 江に 紋 也の 介抱 を ま 

かせて、 他の 部屋へ 行って 休もう などと は、 思い もし 

なければ しもし なかった。 

と、 そういう 優しい 悲しい、 ぉ条の 心持ちが 感ぜら 

れ たからで もあろう か、 今 鈴 江 は 休む ようにと、 強い 

てお 条に 勧め もしないで、 向かい合って 黙って すわつ 


ていた。 

細めて おいた 燭台の 燈 火が、 にわかに 焰を 太く した。 

で、 鈴 江の くくれて いる、 逞しい ほどの 頤の あたりに、 

ほ つれている 鬢の 毛が テラ テラと 光り、 ぉ条が 膝へ 置 

いている 右手の 爪 を 桃色に 染め、 二人の 女に 見守られ 

ている、 紋 也の 乾いて いる 唇から、 洩れて 見える 前歯 

を 白く 浮き立た せた。 しかし 焰 はすぐ に 細 まって、 以 

前よりも 部屋の 中が 暗くな つたので、 二人の 女と 一人 

の 武士との、 姿が 茫 とぼけて しまい、 焰が 太くな つた 

時に 一 枚の 襖の 一 つの 引き手が、 妙に キラ キラ 輝いて 

見えた が、 今 は 反対に 見え なくなった。 


二人の 女 は 黙って いる。 と、 その 時 襖の 外から、 鈴 

江 を 呼ぶ 男の 声が した。 

「鈴 江 殿、 行って 参りました。 お 邸に はこれ という 異 

変 もな く、 代官 松の 一味の 者の、 襲った ようす も ござ 

り ませぬ。 しかしい まだに 小次郎 殿に は、 ご 帰宅され 

て はお リ ませぬ …… 」 

いがらし こまお 

五十嵐 駒 雄の 声であった。 邸の ようすが 案じられ、 

小 次郎の 身の上 も 気に かかった ので、 鈴 江が 心配して 

五十嵐 駒 雄に、 雉子 町に ある 自分の 邸の、 ようす を 見 

て もらいに 行って もらった ところ、 こういう 返辞 を も 

たらせ、 駒 雄が 帰って来た のであった。 


「静かに！」 と 鈴 江 は 注意 をして、 紋 也の ようす をう 

かがった。 駒 雄の 声が 高かった からで ある。 

「そちらへ 参つ てお 聞きいた しましょう」 

鈴 江 は 部屋 を 出た が、 その 時 例の 老人の、 神々 しい 

声が 聞こえて 来た。 


甦った 紋也 

「しかれ どもた だ、 業の み 敬いて、 誠の 心う すければ、 


君に 諂う に 近う して、 君 を 欺く にも 至るべし。 本心 

よ リー 一心な く 敬う を忠 といえ リ、 忠は 己が 心 を 尽くす 

の 名に して、 如才なき 本心 を、 業と 共に 尽くす ことな 

り。 そのお 側近う つこう る 身 は、 はじめの ほど は、 恐 

れ慎 むの 心 もっぱら なれ ども、 慣れて は衰 うる ものに 

や。 古より 忠は宦 成に 怠り 病い は 小 癒に 加わり、 

わざ わ  けだ  らいき 

禍 いは 懈惰に 生じ 孝 は 妻子に 衰 うとい う、 また 礼 記 

にも、 狎れ てし かして これ を 愛すと いえり」 

講義 をして いる 老人の 位置が、 おそらく 接近 をした 

のではなくて、 紋 也の 意識が 以前よりも、 恢復され た 

がた めであろう、 そういう 老人の 講義の 声が、 紋 也の 


耳へ 粒立って、 今 は 聞こえて 来る ようになった。 

「どうで もこれ は 誤 まりで はない、 竹 内 式部 先生が、 

堂上 方のお ため を 計って、 お書きに なった 奉公 心得 書 

を、 どなた かが 講じて おられる の だ」 で、 紋也 はどう 

ぞ して 自分 も、 講義の 席へ 連ら なって、 講義 を 聞きた 

い 欲望に とらわれざる を 得なかった。 

「あの 奉公 心得 書 を 講義す る 人が あると すれば、 竹 内 

式部 先生 か、 そうでなければ 自分の 父上の 山 県 大武で 

なければ ならない。 そうでなければ 父上の 同志の 藤 井 

右門 殿で なければ ならない。 しかし それらの 三人の 

方々 は、 とうに 死なれて しまわれ たはず だ」 —— それ 


だのに 講義 をす る 者が ある！ これが どうに も紋 也に 

とって は、 不思議に 思われて ならなかった。 したがつ 

て 講義 をして いる 人の 何者で あるかと いう こと を 確か 

めたい 欲望に とらわれ もした。 まず 紋也は 眼 を あけた。 

と燈 火の 光な のであろう、 橙 黄が の ほのかな 光が、 

ま え 

以前の ようにす ぐに 眼に 映り、 つづいて その 中に 浮い 

ている 白い 女の 顔が 見えた。 

「女が いる、 誰であろう？」 —— 紋也は 女 を 確かめよ 

うとして、 できるだけ 強く 視力 を 凝らした。 すると 白 

い 女の 顔が、 静かに 上へ 昇って 行った。 「はて、 これ は 

なんとい うこと だ！」 —— こう 紋 也が 思った 時、 女の 


顔が ユラ ユラと 揺れて、 橙 黄色の 光が、 ぼんやりと 輪 

形 を 作って いる 天井の 下 を 一 方へ 動いた。 

「女 は、 どこかへ 行く の だとみ える」 —— 紋也 は、 漠 

然とそう 思った。 

事実 それに 相違なかった。 

「金ち やん はどうして いるの だろう？ なぜ 帰って来 

ない のだろう 9  金 ちゃんの いった 巻き 奉書と い 

う 言葉！ これ も 妾に は 気に かかる」 —— こう 思った 

ぉ条が 我慢で き なくなって、 門外へ 行って ようす を 見 

ようと 今 そ つ と 立 つ て 歩き 出した ので あ つ た。 

襖が あいて 半分 閉じた、 その あわさり 目から ほの 白 


い 形が、 紋 也の 寝姿に 向けられた。 

部屋の 外の 廊下へ は 出た ものの、 紋 也の ことが 心に 

かかって、 のぞいて いるお 条の 顔であった。 

が、 その 顔が 引っ込んで、 襖が 全く 合わさって、 廊 

下 を 小 走つ て 行く らしい ぉ条の 足音が しばらくの 間 聞 

こえ やがて 聞こえ なくなった 時には、 この 部屋に は 仰 

臥した ままの 山 県紋也 一 人と なった。 

と、 神々 しい 老人の 講義の 声が また 聞こえて 来た。 

「わけても 君の ご 寵愛に 預かる 人 は、 幸いに 天地 万民 

のために 君 を 正しき 道に いざない 奉り、 ご 前に 進みて 

は、 道 ある 人 を 進め、 善 をのべ、 邪 まなる 人 はもち ろ 


よ  ち ぎ 

ん話を も 防ぎ、 ただ 善き 道に 導き 奉り、 共に 天神地祇 

の 冥 助 を、 永く 蒙り 給わん こと を 願い 給うべし。 しか 

らば 若き 人の あまりに 行き過ぎ たる は、 憎まし きもの 

なれば、 言葉 を 慎み、 時 を 計り 給うべし …… 」 ここで 

講義の 声が 切れた が、 すぐに あたかも 叱咤す るよう な、 

同じ 老人の 声が 聞こえて 来た。 

「山 県 大武、 藤 井 右門、 この 人々 の 行ない こそ は、 あ 

まりに 行き過ぎ たる 行ないで ござ つ て、 芽生えん とし 

た 尊王 抑覇の 大切の 若芽 を莉 り取リ たる もので ござ 

る！」 

「何 を！」 と 紋也は 思わず 叫んだ。 と、 その 拍子に 全 


身に 怒りと 気力と がみな ぎって、 意識が 完全に 甦 つ 

た。 

夜具が 最初に 一 方へ はねられ、 次に 紋 也の 起き 上 

が つ た 姿が しとね の 上 へ 現われた。 

と、 紋也は 立ち上がった。 しかし 痛みに 堪えられな 

いように、 すぐに 横倒しに 倒れ かかった が、 その かた 

わらに 両刀の あるの を、 手に 引つつ かむ と 脇差し を 帯 

び、 刀 を 杖に また 立ち上がる や、 ス ルス ルと 部屋 を 襖 

の ほう へ 歩き 襖 を 蹴 開く と 廊下 へ 出た。 


講義 をして いる 部屋 

あ t こ ）- 

廊下へ 立ちいで た 山 県紋也 は、 まず 四辺 を 見 まわし 

て 見た。 廊下 は 長く のびて いたが、 ところどころに 金 

網 を かぶせた、 網 行燈が 置かれて あるので、 廊下 は ど 

こまで も 見渡されて、 その 一方がず つと かなたで、 突 

然に 絶えて いるの が 見え、 そこに 階下へ 行く 降り口の、 

設けられて ある ことが 見受けられ、 したが つて ここが 

この 屋敷の、 二階に あたって いる ことが、 おのずから 

紋 也に 感ぜられた。 が、 そっちから は 講義の 声が、 聞 


こえて 来る と は 思われなかった。 

廊下の 左右 は 部屋 部屋と 見えて 襖が 一 つづきに 並ん 

でいた。 その 襖へ 背中 を もたせかけて とも すれば 衰弱 

で 倒れよう とする、 体 をよう やく こらえ、 刀 を 杖に 突 

くように して、 紋也 はしば らくた たずんだ が、 ほかの 

一方の 廊下の ほうへ、 おぼつかない 眼 を 走らせた。 

と、 数 間 離れた 距離の、 廊下の 一所へ 蒼々 と、 月光 

らしい ものが さし 込んで いて、 木立ちの 影と も 思われ 

る 物が、 同じ 廊下の 一 所の、 月光ら しい 光の 中に、 躍つ 

ている のが 見て取られ、 その 方角から 講義の 声が、 聞 

こえて 来る ように 感ぜられた。 


「父上の 所業 や 藤 井 殿の 所業 を、 行き過ぎた 所業 だと 

ののしりお つ た！ この 言葉ば かり は 許されない！」 

いきどお 

—— と、 こういう 憤 りが、 半意識の 中に 伏せって い 

た紋也 をして、 意識 を 恢復 させ 床から 起こし 部屋 を 出 

させ、 廊下へ 今や 立た せた ので あつたが、 同じ 憤りが 

紋也を 駆って、 講義の 声の 聞こえる ほうへ、 夢中に 足 

を 運ばせた。 

と、 すぐ かたわらに 網行燈 が、 片寄 せられて 置かれ 

てあつた が、 その 前を紋 也が 通った 時、 よろめく 足の 

右の 足首に、 巻かれて ある 繃帯が 赤 黄色く 染まった。 

網 行 燈の燈 火が 照らした からで ある。 


しかし その 足の すぐ 前に、 水の ように テラ テラ 濡れ 

光る 物が、 廊下から 縦に 上の ほうへ、 延びて いるの は 

なんであろう？ 杖に している 刀の 鞘が、 網 行 燈の燈 

火に 照らされ、 同じように 光って いるので あった。 と、 

その 刀の 鞘が 動いて、 前方へ 向かって 歩き 出した 時、 

繃帯 をした 足 も 歩き 出した。 と、 今まで 廊下の 右に、 

落ちて いた 紋 也の 影法師が、 前方の 廊下の 面へ 落ちた。 

網 行燈を 背後に 見す てて、 紋 也が 先へ 進んだ からで あ 

る。 

しかし まもなく 紋 也の 姿が、 蒼白く 半身 照らされて 

見えた。 月の 光の さし 込んで いる、 その 一所まで 行つ 


たからで ある。 

で、 紋也は 月の 光の、 さし 込んで 来る ほうへ 眼 を やつ 

た。 

廊下 を 中に して その 左右に、 部屋 部屋が 二列に 立ち 

並び、 襖 を 二列に 並べて いたが、 そこば かりに は 部屋 

がなくて、 部屋の ある 所に は 欄干が あり、 その 向こう 

に 広大な 中庭が あり、 月が その 向こうの 空に あって、 

植え込みの 枝 や 葉 をく ぐって 廊下へまで も 蒼白い 光 を、 

水の ように 注ぎ込んで いるの が 見られた。 

中庭 はき わめて 広かった。 が、 その 広い 中庭へ 二 棟 

の 部屋が 向かい合って、 翼の ように 突き出され ている 


ので、 その 二 棟の 部屋に よって、 包まれて いる 中庭の 

一部 は、 これ はき わめて 狭かった。 その 二 棟の 部屋の 

うち、 左側に あるの がた つた 今し方、 紋 也が 寝て いた 

部屋で あり、 向かい合った 右側の 部屋から、 講義の 声 

が 聞こえて 来た。 

この 屋敷 は 宏大で あり、 その上に 厚い 土塀に よって、 

ときわぎ 

外界と 境 をな していた。 その 土塀の 内側に は、 常 磐 木 

が鬱々 と 籠って いる。 で、 屋敷の 構内の、 どの 部屋で 

講義 をしょう とも、 声 は 外界へ は 聞こえないで あろう。 

という 安心から 来て いるので もあろう、 今、 講義の 

行なわれ ている、 右側の 部屋に はたった 一枚の、 雨戸 


とち 

さえ 引かれて はいなかった。 で、 その 部屋で 灯されて 

いる、 燈 火の 光が 塗り 骨 障子の、 障子の 紙 を 赤 黄色く 

染め、 中庭の 一部 を 明るめて いた。 見れば その 部屋と 

向かい合つ ている、 紋 也が 今までいた 左手の 部屋の、 

雨戸 も 一 枚 も 引かれて なかった。 

なるほど、 老人の 講義の 声が、 寝て いた 紋 也の 耳へ 

まで、 筒抜けに 届いて 来た はずで ある。 

やが て紋 也の 立ち姿が、 月光の 上 か ら 突然に 消え て 、 

廊下の 先の ほうへ 現われた。 が、 その 次に は紋 也の 姿 

は、 廊下の どこに も 見え なくなった。 しかし 廊下が 鉤 

の 手に 曲がって、 老人が 講義 をして いる 部屋の、 入り 


口の ほうへ つづいて いたが、 その 廊下の 先へ ヒ ヨロ リ 

ヒ ョ ロリと 進んで 行く 紋 也の 姿 は 見られた。 

さまよ 

彷徨う 紋也 


鉤の手の ように 曲がって いる 廊下 を、 先へ たどる に 

つれて、 神々 しい 老人の 講義の 声 や、 多勢の 人た ちの 

えもん 

衣紋 を 直す 音 や、 し わ ぶ き の 声な どが 聞こえて 来た。 

続いて いる 廊下の 左側に、 一面に 立てられて ある 襖が 


あつたが、 広い 部屋 だとい うこと は、 その 襖の 数が お 

びた だしい ので 知れた。 数 間の 先に あるので あつたが、 

衰弱 をして いる 紋 也に は、 そこまでた どるの がたいて 

いでなかった。 

例によって 刀 を 鞘ぐ るみ 突いて、 それ を 唯一の 杖と 

して、 よろめく 足 を 踏みし め 踏みし め、 この 廊下に も 

置いて ある、 網行燈 のかた わら を 過ぎ、 過ぎる 時 繃帯 

した 右の 足首の、 白い 繃帯 を 赤 黄色く 染め、 刀の 鞘 を 

水に 濡らした ように、 テラ テラと 艷々 しく 光らせて、 

わずかに する ようにして 進む のであった。 

これほど 宏大な 屋敷で あるのに 今 歩いて 来た 廊下に 


も、 今 歩いて いる 廊下に も、 廊下の 左右の 部屋 部屋に 

も、 人の 姿の 見えな いのは —— 人の いる 気勢の しない 

の は、 いったい どうした ことなので あろう？ 屋敷 中 

の 人が 出払って、 一 つの 部屋に 集まって、 老人の 講義 

を 聞いて いるので あろう か？ が 廊下 を 通る 者の ない 

の は その 者に と つ て 幸いで ぁリ紋 也に と つ て も 幸いで 

あった。 誰かが 廊下 を 歩いて 来て 紋 也の 姿 を 見かけた 

ならば、 必ずや 誰何す るであろう。 と、 紋也は 気が立 つ 

ている。 一 刀に 切って 捨てる かもしれ ない。 ただちに 

血の 雨が 降らされる。 屋敷 中の 人々 が 現われ出て 紋也 

を 取り こめて 惨殺す るか もしれ ない。 


しかし 人 は 通らなかった。 で、 今 は ひそ やかで あつ 

た。 

それにしても 対照の 変わって いる ことよ！ 一室に 

おいて は 大義名分の、 おだやかな 講義が 行なわれ てい 

てい ずれ は 衣紋 を 正し ゆうした、 多勢の 武士た ちが か 

しこまって、 その 講義 を 粛然と 聞いて いるで あろうに 

廊下で は 刀 を 杖に 突いた 乱髪の 負傷した 山県紋 也が、 

よろめきながら 歩いて いる。 

その 紋 也の 心持ちと いえば、 竹 内 式部 先生が、 書き 

記した 奉公 心得 書 を、 講義して いる 老人が、 竹 内 式部 

先生の、 か 鉢 を 継いで 勤王 抑覇 の、 運動 を 起こした 紋 


也の 父の 山 県 大^ や、 その 同志の 藤 井 右門の 行なった 

業 を、 行き過ぎた 所業 だと このよう にいって、 非難 を 

加えて いる ことに、 憤り を 抱いて いるので あった。 

「では 父上の 遺業 を 継いで、 事 を 謀って いる この 紋也 

の 今日まで 行な つ て 来た こと も、 行き過ぎた 行ないと 

いわなければ なるまい！」 

「いや、 そのような はず はない！」 

不意に 紋也は 歩み を 止めた。 見れば 講義の 行なわれ 

ている 広い らしい 部屋の 襖の 前に、 この 時 たどりつい 

ていた。 

少し 紋 也の 姿勢が のび、 突いて いた 刀が ヒョィ と 上 


がり、 鐺が 左の 脇の 下から、 背後の ほうへ 突き出され 

た。 すぐ その 鐺の 光った のは紋 也の 背後の 廊下の 一 所 

に、 網 行燈が 置かれて あって、 その 光が 鐺を 照らした 

からであった。 

紋 也の 姿勢の のびたの は、 全身に 力を入れ たからで 

あって、 刀 を 小脇に 抱い 込んだ の は、 襖 を あけた 瞬間 

に、 部屋の 中に いる 武士た ちの 群れが、 斬り付けて 来 

ない もので もない、 その 時 抜き合わせて 戦おうと 構え 

をつ けたが ためであった。 

背後に 置いて ある 網行燈 のかた わらに 人が 立 つてい 

て、 紋 也の 姿 を 見て いたならば、 一旦のば された 紋也 


の 姿勢が、 やがて 反対に 前へ 傾き 腰から 上が 暗くな り、 

えりあし 

頸 足ば かりが 暗い 中で、 妙に 生白く 見えた ことと、 腰 

から 下が 網 行燈の 光で、 ほのかに 明るんで 見えて いて、 

右の 足が 前へ 踏み出され、 左足が 背後へ 踏み 引かれ、 

踵 を 上げた その 左足の 踵が 網 行燈の 光に 染まって、 際 

立って 赤 黄色く 見えた ことと、 左の 手が そっと のばさ 

れて 襖の 引き手へ 掛けられた ことと を、 見て取る こと 

がで きたであろう。 そうして 次の 瞬間、 襖が 一枚 引き 

あけられ、 あけられた 隙から 燈 火の 洪水が、 一 部屋 か 

らドッ と 流れ出て、 紋 也の 姿 を 光に 溺ら せ、 その 紋也 

をして のけぞらせ たこと を 見て とる ことができた であ 


ろう 


四 人の 醜女 


講義の 行なわれ ている 部屋の 襖 を、 引き あけた 紋也 

は、 何 を 見た か？ 燈 火の 洪水に 溺れながら、 体 をの 

けぞら せた ばかりであった。 紋 也の 考えで は 襖 を あけ 

て、 部屋へ 踏み込もうと 思って いたので ある。 それが 

部屋へ 踏み込まない ばかりでなく、 あべこべに 背後へ 


のけぞつ たので ある。 意外な 光景 を 見た ものと、 こう 

いわざる を 得な いだろう。 

しかし 意外な 光景 は、 その 部屋ば かりに あるので は 

なくて、 全然 別の 場所に もあった。 女 駕籠 をに ない 小 

次郎を 吊るした 例の 異形な 行列が、 入り込んだ 二階屋 

がその 場所であった。 

かつぎ 

被 衣 はかぶって はいなかった が、 緑色の 小袖 を 一様 

に 着た、 四 人の 老女が 半円 を 作って、 半円の 切れ目へ 

燭台 を 置いて、 その 光で 綴じ 紙 を 眺めながら、 顔 を 寄 

せ 合つ て ささやき 合つ ていた。 


一方の 仕切 リは 襖で あつたが、 立てつ けの 悪い 安物 

と 見えて、 襖と 襖との 合わさ リ 目が、 よく 合わされず 

に 隣り の 部屋の、 燈火も 見えれば ささやく 声な ども、 

細かく こちらへ 聞こえて 来た。 

と、 一人の 老女が いった。 

「りっぱな お 屋敷で ございますな」 —— で、 図面 を 指 

さした。 片眼の 上瞼が ダラ リと 下がって、 ほとんど 瞳 

せきがん 

をお おうていて、 隻眼の ように 見えて いる。 それ は 醜 

い 老女であった。 「りっぱな お 屋敷で ございま すわい」 

こう 応じた の は 鼻柱が 曲がった —— それ は 性的の 悪い 

病い、 中年の ころに 曲がった ものら しい。 —— 同じく 


醜い 老女で あつたが、 「このお 屋敷に は 見覚えが ある。 

これ は 水 戸 様のお 下屋敷で ござる よ」 ともう 一人の 老 

女へ いった。 「あなた 様に もお 見覚えが ありましょう 

力な」 

するともう 一 人の その 老女が い つた。 

「妾に も 見覚えが ございます とも。 水 戸 様のお 下屋敷 

でございます とも」 —— そういった 老女の 醜 さも、 他 

の 老女に 負けなかった。 上の 歯茎が これ も 悪病で ほと 

んど 腐って 取れて いた。 で、 言葉が 不明瞭であった。 

「よく まあ これ だけ 詳しく 正しく あの 水 戸 様のお 下屋 

敷 を、 写した もので ございますな あ」 


後に つづけて こういつ たの は、 これ も 三人の 老女に 

劣らず、 醜い もう 一人の 老女であった。 眉毛が 左右と 

もな くな つ ている。 

隻眼に 見える 老女が いった。 

「なんの 符牒で ございましよう、 赤い 色で 十文字が 記 

されて あります。 ほんの 小さく 図面の 一 所に …… 」 

そこで、 四 人の 老女た ち は、 白髪の 頭 を 寄せ 合った _ 

と、 燭台の 燈 火が 映えた。 で、 あたかも 老女た ちの 頭 

な  きけい 

は、 小 長い 無数の 銀の 線 を、 絢い 合わせて できた 畸形 

力た 

な 球が、 四つ 塊 まっている ように 見えた。 

そういう 四つの 球の 下に、 これ も 燭台の 燈火を 浴び 


て、 橙 黄せ に 映えて いる、 綴じ 紙の 最初の 一枚が、 広 

げられ たままで 置かれて あつたが、 いかさま 見れば そ 

の 面に、 大門、 玄関、 客間、 寝室、 別館、 大 書院、 亭、 

とのい  うまごや はしため 

廻廊、 控えの間、 宿直の 間、 廐舎、 婢 女の 間、 家士た 

たま 

ちの 溜リ、 調理の 場所、 無数の 建物が 描かれて あり、 

そういう 建物 をグ ルリと 取り巻いた、 前庭 後 庭 中庭な 

どの、 変化 縦横の 庭園の 様が、 同じく 精巧に 描かれて 

あった。 と、 一所に 築山が ぁリ、 裾 をめ ぐって 流れが 

ぁリ、 巨大な 池が その 末に あり、 池に 石橋が 渡されて 

あり、 石橋 を 渡った 一所に、 石燈 籠が 立って いたが、 

その 石燈 籠の 台石の ほとりに、 朱色で 十文字が 記され 


てあつた。 

しわ 

と、 皺 だらけの 手が のばされ、 枝の ように コ チコ チ 

とひから びて いる、 二 本の 指が ひょいと 動いた。 鼻柱 

の 曲がって いる 一 人の 老女が 綴じ 紙 を 一 枚め くった の 

である。 

と、 そこに も 大名 衆の、 下屋敷ら しい 宏大な、 建物 

と 庭園との 絵図面が これ も 精巧に 描かれて あった。 一 

所に 竹の 林が あり、 その 竹林の 根 もとの あたりに、 同 

じく 朱色の 十文字の 符牒が、 あるかな しかに 描かれて 

いた。 しかも 数 は 二 個であった。 

うねめ のしよう 

「これ はどう やら 土 屋采女 正 様の、 お 下屋敷の よう 


でございますな」 歯茎の 取れて いる 老女が いった。 が、 

すぐに 紙が めくられた。 


図面の 数々 


めくられた 綴じ 紙の 面に は、 またも 図面が 描かれて 

あった。 しかし 大名の 下屋敷な どの、 庭 を 取り入れた 

図面ではなくて、 四面 を 小 丘で 囲ませて、 その 中央の 

低い 所へ、 豪農ら しい 堅固 質素の、 しかし 十分 宏壮な 


家が、 作られた ところの 図面であった。 

眉毛の ない 老女が つぶやく ようにい つた。 

「よい 家相で ございますな。 —— 四面 高く して 中央 

平坦、 ここに 家宅 を 構える もの は、 富貴 延命 六畜田 蚕、 

加増され て 名誉の 達人 起こり、 君に は忠、 親に は 孝、 

他に 類 少なき 上 相と なす —— 家相に ピッ タリと はま つ 

ております。 どこの 農家で ござ いましょう やら？」 

—— で、 三人の 老女た ち を 見た。 

「ど y  J の 農家で) J ざ いましょう やら」 

隻眼の 老女 はこう 答えて おいて、 こご ませて いた 体 

を 上への ばす と、 投げる ように 頭 を 背後へ やった、 と、 


すぐ その 顔 を 燭台の 燈 火が 照らした。 額に も頰 にも 紐 

のよう な、 太い 皺が 幾う ねかう ねって いて、 乏しい 燭 

台の 燈 火の 光に、 陰 をな すまでに 深く もあった。 「江 

戸の 界隈に 建てられた、 農家の ようで は ございませぬ 

な。 建て 方が いかにも 田舎 じみて おります」 

「美 濃 あたりの 建て 方で ございます」 

ややあって このように いったの は、 鼻柱の 曲がって 

いる 老女であった。 「それにしても 不思議で ございま 

すな、 小 丘の 麓に 赤い 色で、 十文字が 三つ 記されて あ 

リます 」 

その 十文字の 赤い 符牒 を、 たしかめ ようとす るかの 


ように、 その 鼻柱の 曲がって いる 老女 は、 いよいよ 体 

を こご ませて、 顔 を 図面へ 押しつける ようにした。 

えりあし 

すぐに 抜け出た 頸 足が、 燭台の 燈 火に 照らされ たが、 

脂肪 気がなくて カサカサと していて、 折れそう に 細つ 

きた  しゅぶつ 

こくて 穢 ならしかった。 それでいて 腫物で も あるので 

あろう、 角に 切った 膏薬が 貼って あった。 

いかにも その 老女が いった 通り、 東側に 立って いる 

小 丘の 麓に、 朱色の 十文字が 小さく はあった が、 たし 

かに 三つ 記されて あった。 と、 一本の 腕が 出て 指が 綴 

じ 紙 を 一 枚め くった。 横から 歯茎の 取れて いる 老女が、 

次の 図面 を 見ようと して、 綴じ 紙 をめ くった ので あつ 


た。 

また 図面が 描かれて あった。 

とはいえ そこに 描かれて ある 図面 は、 大名 衆の 下屋 

敷で もな く、 田舎の 豪農の 家で もな く、 一  宇の 寺院の 

仁王門であって、 その 仁王門の 礎 の あたりに、 例に 

よって 朱色の 十文字の 符牒が、 このたび は 四つ 記され 

てあつた。 

「どこの 仁王門で ございましよう？」 

こういつ たの は 歯茎の ない 老女で、 こういうと 片方 

の 膝 を 崩し、 体 を いやらしく ク ネクネ とさせた。 少し 

拡がった 胸 もとの へん を、 燭台の 燈 火が 光らせた が、 


一 つ 家の 鬼女 を 想わせる ように、 皮膚が たるんで いて 

茶色 をな していた。 

誰も 返事 をし なかった。 誰もが 知っていな いからで 

あろう。 

「どれどれ 次 をめ く つ て 見ましょう」 

こういって 体 をい ざら せて 来たの は、 両方の 眉毛の 

ない 老女で あつたが、 少しく 燭台へ 接近した ため、 禿 

げ ている 眉の 痕が テラ テラと 光って、 癩 患の 人間 を 連 

想 させた。 と、 その 老女が 綴じ 紙 をめ くった。 と、 す 

ぐに 声々 がいった。 

「これ は 珍し ゆう ござ いますな」 「大河が あります。 


岩が あります？」 「信 濃 あたりの 地図で もあろう か？」 

「ここ に は 十文字の 符牒がない 」 

いかさまめ くられた 紙の 面に は、 山岳と 森林と 大き 

な 河と、 突 兀峨々 として つらなつ ている 岩と によって 

形作られ ている 所の 広汎の 地図が 描かれて あった。 一 

人の 老女が いったよ うに、 朱色で 記された 十文字の、 

例の 符牒 は 付いていなかった。 

が、 その代わりに 大河の 流れに、 これ はなん という 

美しい 色 だ！ 燃え立つ ばかりの 深紅の 色で、 牡丹の 

花が 描かれて あった。 

この 謎め いた 牡丹の 花に は、 醜い 四 人の 老女た ち も、 


特に 好奇心 を そそられ たと 見えて、 無言で 一 所へ 視線 

を 集めた。 

で、 しばらく 静かであった。 しかし その 時 隣り の 部 

屋 から、 

「枕 をお かいな さり ませ！ おいやな らば …… そう、 

なま 

おいやな らば …… 」 と、 そういう 艷 めかし い 女の 声が、 

そそのかす ように 聞こえて 来たので、 老女た ち はニッ 

と 笑い 合った。 


若侍の 心 


隣リの 部屋の 女の 声 を 聞いて、 笑った の は 女た ちば 

かりではなくて、 ほかに 四 人の 男が あった。 女の 声の 

聞こえて 来た、 その 部屋 を 中には さむよう にして、 老 

女 たちのい る 部屋から いえば、 反対側に あたる 所に、 

同じような 部屋が できて いたが、 そこに 置かれて ある 

一 基の 燭台の 橙 黄色の 燈 火に 照らされ、 端坐 をしたり、 

ひじまくら  あぐら 

肘枕 をした リ、 横にな つたり、 胡 坐 を かいたり して、 

武士に ある まじい 自堕落な 態度で、 緑色の 衣裳 を 一様 

に 着た、 四 人の 美貌の 若い 武士が いたが、 この 武士た 


ちが 笑った のであった。 一人の 武士が いった。 

「ちと 今夜の の は手剛 いと 見える」 肘枕 をして いる 武 

土な ので あつたが、 こういうと 荒淫の 女の 唇 を、 連想 

させる に 足る ような 赤い 薄手の 受け口め いた 唇 を、 い 

よいよ 上へ そらす ようにした。 枕に している 左の 腕が、 

肘の あたりから 露出して いて 滑らか そうな 柔 かそうな 

は  ま つげ 

蒼白い 皮膚が 燈 火に 映えて 見えた。 睫毛が とりわけ 濃 

いため か、 眼が 隈取られて いるよう に 見える。 「が、 ど 

のように 我を張っても、 しまいに はきつ と 退 治られる 

奴 さ！ 我を張る だけが 馬鹿と いう もの さ。 それに 苦 

痛の 事で はなし」 


「そうだ」 とすぐ に 答える ものが あった。 端坐して い 

る 武士であって、 この 武士の 特色 ともいうべ きもの は、 

女な どよりも 髪の毛が 多く、 女な どよりも 髪の毛が 黒 

く、 艷々 と 光って いる ことであった。 

「そうと も、 苦痛の ことで はない よ。 いや 苦痛の 反対 

だ」 ここで その 武士 は 腕 を 組んで、 考える ように 首 を 

傾げた。 で、 左の 半面が、 燈 火の 光に そむく ようになつ 

た。 そのためで もあろう、 端麗の 鼻が、 一方の 側へ 濃 

い 陰 をつ けて、 その 端麗 さ を 浮き彫り にした。 「ああ、 

だが あれ は ど こだ つたろう？ 俺が 夢 を むさぼ つたの 

は？」 ここで その 武士 は 左へ 傾げて いた 首 を、 右の ほ 


うへ 傾げ 変えた。 で、 鼻の 反対側に 同じように 陰が 濃 

くついて、 同じように 端麗 さ を 浮き彫り にした。 

「めっきり 記憶が なくなって しまった。 俺の 頭 はどう 

かしてい る。 いやいや 頭ば かりで はない、 身体 全体が 

どうかし ている。 精力がない！ 虚茫 けて しまった。 

しびれ 

…… はっきり 覚えて いる ことと いえば、 その 時の 痙攣 

一 つ だけ だ」 

「俺と いえ どもそう なんだ よ」 やや あつ てこの ように 

あぐら 

いう ものが あつたが、 それ は 燭台に 遠く離れて 胡 坐 を 

かいている 武士であった。 三日 も 四日 も 日の目 を 見ず 

に、 寝 部屋ば つかりに 伏せって いて、 異性の 匂いば か 


り を嗜ん でいた ため 衰弱し 切った 若い 男に、 往々 見 

られる それの ような、 怪しい 淫な 病的な、 赤味 を頰に 

持って いて、 それが かえって 美しい、 —— といった よ 

うな 武士であった。 「俺と いえ どもそう なんだ よ、 

痙攣れ るよう な 思い出ば かりが、 頭の 一 所に 残って い 

るば かりで、 そのほか のこと は 覚えて いない。 …… し 

かし 俺 はどうしても 求める！ あの 恍惚と した 夢 を 求 

める！」 

—— 間！ しばらく は 静かであった。 燭台に 丁字が 

できた と 見える。 燭台の 燈 火が 細 まって、 部屋の 中が 

おもむろに 薄暗くな つた。 その 薄暗い 部屋の 中で、 絶 


望した ような 声が 聞こえた。 

「俺 だけ は 出たい！ この 境地から 出たい！ そうし 

て 昔の 俺に なりたい！」 胡 坐 を かいている 武士の かた 

わらに、 長々 と 身体 をのば した 姿で、 横にな つていた 

武士が あつたが、 その 武士が 悲痛に そういつ たので 

あった。 「四 人の 中で は 最初だった！ 俺が 一番 最初 

しびれ 

だった！ あの、 痲痺と 陶酔と を 味わった の は！」 こ 

こで その 武士 は 仰臥した。 と、 その 富士 型の 秀でた 額 

を、 燭台の 燈 火が 橙 黄色に 照らした。 

えじき 

「一人で あるよう に 願った もの だ！ あの 餌食になる 

ものが、 この 俺 一人で あるよう にと—  ところが 


そこへ お前た ちが 来た！ そのほか 毎晚 外来の ものが 

幾人と なく やって来た！ どんなに 俺 は 嫉妬した か！ 

どんなに 俺 は 悩んだ か！ それ こそ 俺 は 発狂し そう 

だった！ でも 俺 は 待って いた！ どうぞもう 一度 来 

るよう にと！ ああ、 そうな の だよ、 しかし 今では 諦 

めて しまった！ 昔に かえりたい！ この 境地から 出 

たい！」 

—— 間！ しばらく は 静かであった。 戸外で 吹く 風 

の 音ば かりが 聞こえる。 しかし 隣り 部屋から 女の 声が 

聞こえた。 

「 …… 屛 風へ かける がよ いよ！」 


隣り の 部屋 

その 声 を 聞く と 四 人の 武士 は、 眼 を 見合わせ てまた 

も 笑った。 

その 中の 一 人の 武士が いった。 

「屛 風へ かける がよ いよ、 か、 …… うむとう とう そこ 

まで 行った か」  で、 じっと 耳を澄ませた。 

「俺に もそう いう ことがあった」 もう 一人の 武士が や 


やあって いった。 「で、 俺 は 帯を屛 風の 上へ かけた も 

の だ」 ここで その 武士 は 考える ようにし たが、 「その 時 

俺の 献上の 帯が、 キュ ー キュ ー と 鳴った の を 覚えて い 

る。 そうして あの 縮緬の 帯が、 先に 枝 垂れた 花の よう 

に、 屛 風の 上に かけられ てあつて、 なかば 眩んで いた 

俺の 瞳に、 焼きつ いたの も 覚えて いる」 —— この 武士 

もじつ と 耳を澄ませた。 しかし 隣り の 部屋から は、 何 

の 物音 も 聞こえな か つ た。 

さん 

仕切られて いると ころの 襖の 桟の、 隙間が かなり あ 

いている ので、 隣り の 部屋 を のぞこう としたら、 十分 

のぞく こと はでき るので あった。 いやいや のぞく こと 


がで きる ばかりではなくて、 むしろ そこから のぞかせ 

ようとして、 意識して 桟を あけて あるの だと、 そう 思 

われる 節さえ あった。 

こう 一 人の 武士が いったの である。 

「なぜ 我々 に 見させよう とする のか？ なぜ 我々 に 聞 

かせよう とする のか」 

桟は 黒く 塗られて いた。 黒い 二 筋の 縦の 縞の 中に、 

橙 黄色の 一筋の 縞が、 光 をな して 引かれて いた。 隣リ 

の 部屋の 燈 火の 光が、 桟の 隙間から さしてい るので あ 

ろう。 と 一 瞬間 橙 黄色の 縞が、 真紅の 色に カツと 燃え 

た。 緋の 縮緬で も 横切った のであろう。 


「なぜだろう 俺に はわから ない」 眉毛の 濃い 武士が 肘 

枕 をした まま、 こういって 軽く その 眼 を 閉じた。 

「獣の 匂いが したの だからな あ」 

「俺に は 古沼の 匂いが したよ。 そうして 大 森林の 匂い 

がした よ」 病的に 怪しい 赤味 を頰に 持って いる 武士が 

いった。 「そうして その 句い を かいだ 時に、 f おい 太古 

の 歌の ような ものが 聞こえた。 あのお 方の 肌が 歌った 

ので もあろう よ？」 —— それから 組んで いた 胡 坐 をと 

くと、 二 本の 足 を 畳の 上へ 這わせた。 と、 燭台の 燈火 

がすぐ に照らして、 くるぶしの あたりから うね つてい 

る 静脈 を 黒く 浮き立た せた。 


「俺 は 外来の 男 を 羨む」 つぶやく ようにい つた ものが 

あった。 富士 型の 秀でた 額 を 持った、 横様に 寝て いた 

武士で あつたが、 こういうと グ ルリと 寝返り を 打った。 

女の 腰 を 想わせる ような、 ねば つ こい 細い きゃしゃな 

腰が、 それに つれて 軟らかく うねった ので、 爬虫類で 

もうごめ いたよう に 見えた。 

ま 「う 

「彼ら は 一 度で 抛り 出される の だ。 死骸の ように グダ 

グダに されて、 裏木戸から 外へ 抛り 出される の だ。 が、 

彼ら も 一生涯、 そのこと は 忘れられまい。 そのため 瘵 

人になる だろう。 とはいえ 毎夜 見聞きし なければ なら 

ない、 俺た ちょり は 幸福だろう」 


間！ またも 静かに なった。 しかし 隣り 部屋から 女 

の 声が 聞こえた。 

「誰よりも お前が 気に入つ たよ」 

どうやら こういった 女の 声 は、 若い 美貌の 武士た ち 

おとしい 

を、 驚きと 絶望と へ 陥入れ たらしい。 四 人 一度に 寄リ 

添って しまった。 で おのずから 四 人の 姿 は、 燭台の 燈 

火 を 中央に して、 一種の 円陣 を 形作った。 眉毛の 濃い 

武士の 切れの 長い 眼 は、 いつもの 倍 ほどに 見 ひらかれ 

ている し、 富士 型の 額 を 持った 武士の、 鬢の 後れ毛 は 

ふる 

顫えて いるし、 端麗な 鼻 をした 武士の 頰は、 いちじる 

しく 痙攣 を 起こして いるし、 薄手の 受け口め いた 唇の 


武士 は、 ガチ ガチと 奥歯 を嚙 むように した。 と、 富士 

型 をした 額 を 持った 武士が、 にわかに ヨロ ヨロと 立ち 

上がった。 すると、 腰から 裾へ かけて、 燭台の 燈 火が 

からみついて、 裾から 出て いる 足の 革 足袋の、 紫色 を 

藤色に 染めた。 と、 その 武士 は よろめく ように 歩いて、 

襖の 前まで 寄って 行った が、 あたかも 襖へ 食いつ くよ 

うにして、 その 襖の 合わさり 目から、 隣り の 部屋 をの 

ぞいて 見た。 


永遠の 男性 


すると 端麗な 鼻 を 持った 武士が、 不安そう に 声 を か 

けた。 

「貴殿ば かり は 見て はいけ ない。 よくない ことが 起こ 

るだろう」 すると 受け口の 武士 もい つた。 

「そうだ、 なるたけ 見ない ほうがいい。 貴殿 は 一番 苦 

しんで いる。 だから なるたけ 見ない ほうがいい。 …… 

窒息して 死ななければ、 自分で 自分 を 殺す ようになろ 

う」 するともう 一人の 武士が いった。 

「我々 四 人 は 仲間な の だ。 一人 欠けても 寂しくな ろう _ 


なるたけ 大事 を 取っても らいたい！ 貴殿 見る の は 止 

めた ほうがいい」 

しかし 富士 型の 額 を 持った 武士 は、 隙 見 をす る こと 

を やめなかった。 

まむし 

「今、 あのお 方 は頤を 両手で ささえて おられる。 蝮 

の 眼が 若衆 武士 を 狙って いる」 隙 見 をしながら そう 

いった。 

四 人の 武士が 集まって、 燭台の 燈火を 取り巻 いてい 

たのが、 富士 型の 額 を 持った 武士が、 一人 だけ 円陣 か 

ら 抜け出して、 襖の 面へ くっつい たので、 円陣の 一所 

あ き 

へ 空所が できて そこから さし 出て いる 燈 火の 光が、 襖 


の ほうへ 届いて 行って、 そこにく つついて いる 例の 武 

士の 腰から 踵まで を 光らせて いる。 腰に たばさん でい 

る 小刀の 鐺が、 生白く 光って 見える の は、 そこへ 燭台 

の燈 火が、 止まって いるが ためであろう。 

と、 その 武士が うなされる ようにい つた。 ずっと そ 

の 先に 若衆 武士が いる …… 蒼白な 顔！ 食いし ばった 

口！ 若衆 武士 は 半身 を 縮ませて いる！ 狙われて い 

ちょう 

る 蝶の よう だ！ あのお 方の 頸 足が 象牙の 筒の よう 

にの びた。 象牙の 玉 を 半分に 割って、 伏せた ように 滑 

ら かで 白い 肩 だ！ 焰 がニ片 畳の 上 を 嘗めた！ だん 

だん 距離が せばまって 来た。 でも 五 尺 は あるだろう。 


そういつ ている 武士の 後ろ姿 を、 三人の 武士 は 不安 

そうに、 凝視しながら ささやき 合った。 

「昔へ かえりたい！ この 境地から 出たい—  こ 

う、 あの 男 はいった ではない か、 その 男が 隣り の 部屋 

を 見て いる。 諦めから 猛然と 反対の ほうへ 行こう！」 

「嫉妬の ためにいた たまらずに、 のがれよう としてい 

る あの 男 だ！ それが 隣り 部屋 を 見て いるの だ！ 兇 

暴に なろう ぞ、 血 を 見る ことにな ろう ぞ！， - 

「お聞き、 あのお 方の 声が 聞こえる」 はたして 声が 聞 

こえて 来た。 

「こういう こと はこれ までになかった！ お前 は 妾に 


は 不思議に 見える！ 優しい 顔 や 姿に は 似で、 おご そ 

かで 清らかな 心 を 持って る。 だから 妾に は 好ましい の 

だよ。 妾 は ぜひとも その 心 を 食べて、 嚙み 砕いて 呑ん 

でしまい たい！ お前 は 『永遠の 男性』 らしい。 だか 

ら妾は 食べ て やりたい！ そうして お前 を 変えて やり 

たい！」 

女の 声の 絶えた 時に、 例の 富士 型の 額 を 持った 武士 

が、 顫える 声で いいつ づけた。 

「今、 若衆 武士が 右手 を 上げた。 だが あの 眼 は 何と 

いったら よいの だ！ 悲しみの 涙 をた たえて いて、 怒 

りの 焰を 燃やして いる。 …… だが 背後へ 引こうと して 


いながら、 同じ 所から 動かない。 とうとう 距離 は 三尺 

ばかりに なった」 

そういう 武士の 後ろ姿 を、 仲間の 三人の 美貌の 武士 

たち は、 恐怖しながら 見守った。 

「すぐに あの 男 は 悶絶す る ぞ！」 —— その 時 女の 声が 

笑った。 


永遠の 女性 


笑い声 を まじえた 女の 声が、 四 人の 美貌の 武士た ち 

のい る こなたの 部屋へまで 聞こえて 来た。 

「もがいても 駄目なら 忍耐 えても 駄目 だよ。 どうせ は 

そこへ 落ち込 むんだ から。 みんなの 男が そうであった 

あけがた 

ように。 でも 暁 方の 鐘が 鳴ったら、 あるいは そうでな 

くなる かもしれ ない。 とはいえ 結局 は のがれられない 

の だよ。 夜 は 今夜 だけで はない の だから 明日の 夜 も あ 

れば 明後日の 夜 も ある。 夜 は 永遠に つづく の だよ。 昼 

が 永遠に つづく ように。 …… 夜 は 女の 領分な の だよ！ 

歯朶の 葉が 人間の 丈よりも 高く、 獣皮の 天幕で 女王 様 

が、 男 を 召した ころから！ 夜になる とその ころの 荒 


すま い  うらない 

^の 洞窟に、 住 をして いた 占 術 家の 魔女が 十二の 

どくろ 

髑髏 の盃の 中へ、 いろいろ さまざまの 草 や 木 や 石 や、 

生物から 採った お 酒 を 盛って、 妾の 所へ 来る の だよ。 

何で 妾が 飲まない ことがあろう。 飲む と 妾 は 甦 るの 

だよ。 呼吸に 身体に 心持ちに、 太古の 女王 様が 甦る の 

だよ。 誰で あろうと 妾 を 止める こと はでき ない。 止め 

た 人へ は 笑って やる。 すると その 人 はの がれて しまう 

誰で あろうと 妾 を さえぎる こと はでき な い。 さえぎ つ 

た 人へ は 睨んで やる。 すると その 人 は 逃げて しまう。 

お 父上で あろうと 母上で あろうと、 兄弟で あろうと 役 

人であろう と！ だが 妾 はさえ ぎらない の だよ。 どう 


して、 そうな のか 知らないの だよ。 魔女が 教えて くれ 

ただけ だよ。 『誰も 彼 もが 持って いるもの をお 前へ 強 

おんな 

くくれた ばかり だ』 と。 『お前 は 永遠の 女性な の だから、 

永遠の 男性 を 見付け出 すまで は、 そういう こと をして 

もよ い』 と。 おいで！ さあ、 ここへ おいで！ なん 

だか 妾に は 思われる よ！ お前 こそ 妾の 見付けて いた 

魔女の いった 永遠の 男な の だと！ おいで、 さあ ここ 

へお いで！」 

ま ひ 

ここで 女の 声 は 絶えた。 麻痺され るよう な 沈黙が 来 

た。 何が その 次に 起こったろう か？ 

「今、 あのお 方が 飛び かかった！ なんだ！ ああ！ 


腰刀が 抜かれた！」 

しかし その 次に は その 武士 は、 喜びと 恐怖と で 飛び 

上がって、 襖から 離れて 畳の 上へ 倒れた。 

「突いた！ 股 を！ 自分の 股 を！ とうとう 忍耐 

た！ 若衆 武士 は 忍耐た！」 

何が その 次に 起こった であろう か？ 四 人の 醜い 老 

女た ちの、 控えて いる 部屋へ 行って 見たならば、 何が 

起こった か 知る ことができよう。 

四 人の 醜い 老女た ち は、 その 時 一度に 立ち上がった。 

というの は 隣り 部屋 を 仕切って いる、 襖が 向こう側 か 

ら蹴 放されて、 抜き身 を 握った 山 県 小次郎 が、 股から 


下 を 血に 染めて、 よろめきながら 出た からで ある。 

が、 小次郎 はすぐ に 倒れた。 倒れながら 小 次 郎は夢 

中の ように、 畳の 上に ひろげられ ていた、 綴じ 紙を片 

手で 引つ つかみ、 股の 一 所へ 押し あてた。 流れ出る 血 

汐を おさえた ので ある。 

そういう 小 次郎を 見守って いるの は、 茫然と した 四 

人の 老女で あつたが、 その 老女た ちの 背後に あたって、 

すなわち 蹴 放された 襖の 奥の、 隣り の 部屋の 敷居 際に 

あたって、 皓々 とした 発光体の ような、 純白な 生物が 

佇立して いた。 これ も 小 次郎を 見守って いる。 

洞 然と 開かれて いた 小 次郎の 眼が、 しだいし だいに 


細 まって 来た。 と、 睫毛が 下 眼瞼 をお おうた。 俄然 身 

体が 傾いた。 で、 小 次郎は 横へ 倒れた。 股の あたりが、 

だんだんと 赤く 染まって 行く。 綴じ 紙が 血汐を 吸う か 

ら であった。 しかも 小 次郎は 綴じ 紙 を、 握った ままで 

放そうと はしない。 —— で、 部屋の 中 は 陰惨と して、 

限りない 静寂に 充 たされて いた。 

と、 そういう 静寂 を 破って、 佐久間 町の 往来から わ 

めく 声が、 ここの 部屋まで 届いて 来た。 

「お 条の姐 ご、 一大事 だ！ お 屋敷の 方々、 大変で ご 

ざん す！ 代官 松の 一 味の 者が、 多勢 押し寄せて 参り 

ます ！ 」 


それ は 金 兵衛の 声であった 


金 兵衛の 苦痛 


金 兵衛が 往来 を 走って いた。 いやいや 走って いるの 

ではなくて、 這い まわ つてう ごめいて いるので あった 

その 片側に 神 田 川の、 ゆるやかに 流れる 川 を 持ち、 反 

対の 側に 家並み を 持った、 この 佐久間 町の 往来に は、 

例によって 月光が 敷き 満ちて いて、 蒼白い 明るさ を 


保って いたが、 行人の 姿 は 見られなかった。 で、 うご 

めいている 形と いえば、 金兵衛 以外に は 一個 もなかつ 

ま ろ 

た。 その 金 兵衛の 姿と 来て は、 さながら 襤褸の 塊り の 

もと どり 

ようであった。 髻が ちぎれて 髪が 乱れて、 顔へ か 

かってい るが ために、 金 兵 衛の顔 はわから なかった が、 

時々 一 所が 白く 光った。 犬の 歯の ような 反歯であった。 

地に 突いて いる 左右の 手が 肩まで ムキ 出しに 見えて 

つばさ 

いて、 脇の 下から 翼の ような 物が 時々 ひるがえって 

宙に 泳ぐ の は、 両方の 袖が 半分 ちぎれて ブラ ブラに 

なって いるから らしい。 今、 金 兵衛は 先方へ 甓 つた。 

がその 次に は 横へ 倒れた。 すると 右の 手が 空へ 向かつ 


て、 棒の ように 突き出された。 何 かその 手が 握って い 

る、 抜き身 を 持って いる はずであって 抜き身なら 月光 

に 光らなければ ならない、 ところが 光ろうと はしな 

かった。 何 を 握って いるの だろう？ 刀身の 折れた 柄 

ばかり を、 依然 抜き身で あるかの ように 懸命に 握って 

いるので あった。 体 を 起こす と蹵 つて 進んだ。 

「お 条の姐 ご、 一大事 だ！ お 屋敷の 方々、 大変で ご 

ざん す！」 ここで また 金 兵衛は 横倒しに なった が、 起 

きる と 先へ 蹵 つて 進んだ。 「代官 松の 一味の 者が、 多 

勢 押し寄せ て 参ります！」 何 を 金兵衛 はどうした の だ 

ろう？ 巻き 奉書と 綴じ 紙と を、 逃げて 行った 泉嘉門 


の 手から 奪い取ろうと 追って 行った ところ を、 嘉 門と 

逢う こと はでき なかった が、 その代わりに 嶋 丸と 久し 

ぶりに 会い 嶋 丸の 駄弁 を 聞いて いるう ちに、 いくばく 

かの 時間 を 潰して しまった。 で、 嶋 丸を嚇 しっけて、 

抜き身 を 揮って 追い払って、 金 兵 衛は嘉 門に 追い付 こ 

うと、 なお も 先の ほうへ 走って 行った ところ、 代官 町 

へ いっか 出た。 

と、 目 明し の 代官 松が、 乾 児 や 兄弟分 を 引き連れて、 

水 戸 様 石 置き場の 空 屋敷から、 自分の 家へ 帰る のと 

逢った。 ギヨ ッと はした がさす が は 金兵衛 で、 その ま 

ま 引つ 返して 逃げようと はしないで、 こっそりと 体 を 


忍ばせて、 代官 松の 住居へ 近寄り、 彼らの ようす をう 

かがった ところ、 水 戸 様 石 置き場の 空 屋敷で、 紋也ゃ 

ぉ条を 取り逃がした ことに、 怒り をな した 代官 松が、 

兇暴と なり 自暴自棄 となって、 衆 を ひきいて 佐 久間町 

の、 儒者 ふうの 老人の 籠って いる、 屋敷に 乱入 をした 

上で、 儒者 ふうの 老人 を 退治て しまえと、 荒々 しく 命 

じている 声 を 聞き、 それの 用意に 取り かかった、 兄弟 

分 や 乾 児の 行動 を、 見届けて 金 兵 衛は胆 をつ ぶした。 

そこで 素早く 走り 帰って、 この 一大事 を 屋敷の 人々 へ、 

至急 注進しょう とした。 

で、 走って 来たので あった。 しかし 金 兵 衛は傷 を 


負って はいたし、 おびただしく 疲労 をして いたので、 

佐久間 町の 通りまで 来た ころに は、 走ろう にも 走る こ 

とがで き なくなった。 そこで 這ったり 甓 つたり、 うご 

めいたり して 二 尺 三尺と、 儒者 ふうの 老人の 籠って い 

る、 屋敷の ほうへ 進んで いるので あった。 辛うじて 

蹵 つて 進む ばかりでなく 喚きの 声 を 上げる のさえ、 今 

は ほとんど 絶え絶えであった。 それでも 四 軒並んで い 

る、 空 家の 前 を 通り抜けて、 目的の 屋敷の 土塀 近く ま 

で 来た。 それ だのに 眼の 前に 見えて いる、 大門まで 一 

気に 行けな いのは、 疲労と 衰弱と が 極端に、 金 兵衛を 

0 んで いるから であろう。 


「来る の だ！ 姐 ご！ 大勢 来る の だ！ 今度 こそ あ 

ぶない！ がむしゃら になって る！ 代官 松め がが む 

しゃら になって る—  俺ら だ！ 金兵衛 だ！ 誰 

か 来て くれ—  苦しい！ ナニ 糞！ だが 苦し 

い！ 水 だ！ 水 を くれ！ 舌が つるんだ …… 足が つ 

るんだ！ 歩かれね え—  ぅッ、 ぅッ、 ぅッ」 と 

いった かと 思う と、 ようやく 大門の 前まで 行き、 手 を 

伸ばして 潜り戸に 触れた が、 全く 気絶 をした と 見えて、 

伸ばした 両手の 腕の 上へ、 額 を 押し あてる と 動かな く 

なった。 と、 この 時 往来の 一方の 金兵衛 がた どって 来 

た 方角から、 黒い 雲で も 湧き出し たかの ように、 一 群 


の 人数が 現われ出て、 こちら を さして 寄せて 来た。 代 

官 松の 一味であった。 しかし この 時 潜り戸の 内側で、 

二人の 女の 話し声が した。 

「ぉ条 様、 どちらへ 参られます？」 

「はい、 妾、 金 兵 衛殿を 探しに …… 鈴 江 様、 どちらへ 

参られます？」 

「はい、 妾、 小 次郎を 探しに」 —— で、 潜り戸 を あけ 

る 音が したが …… 。 


案じる 鈴 江 


お 条と鈴 江との 話し声が、 潜り戸の 内側から 聞こえ 

て 来て、 潜り戸 を あける 音が したが、 そのまま 潜り戸 

が あけられて、 気絶 をして いる 金兵衛 や、 はるかの 往 

来に 姿 を 現わした 代官 松の 一 味の 者 を、 お 条と鈴 江と 

が 認めたならば、 事件 は大 波瀾と なった ことであろう。 

が、 事件 を 少しく 後へ 戻して、 儒者 ふうの 老人の 籠つ 

ている この 宏大な 屋敷の 裏の、 月の 光の さし 込んで い 

る 庭の 一 所へ 鈴 江 を 置いて その 心持ち を 探る ことにし 

よう。 


弟の 小 次郎の 安否 を 気づかい、 五十嵐 駒 雄 を 走らせ 

て、 神 田 雉子 町の 自分の 家の、 ようす を 見させに やつ 

たと ころ、 家に は 変わった こ ともなく、 小 次郎の 消息 

は 不明で あると、 駒 雄が 報告 を 持って来 たの は、 鈴 江 

が 兄の 紋 也の 寝て いる ここの 屋敷の 二階の 部屋に、 お 

条と 話して いた 時で あつたが、 詳しくよ うす を 訊ねよ 

うとして その 部屋 を 出て 駒 雄と 一緒に、 鈴 江 は 裏庭へ 

出て 行った。 しかし、 そう やって 裏庭へ 出て、 駒 雄に 

詳しく 訊ねた が 詳しく 知る こと はでき なかった。 とい 

そう そ つ 

うの はき わめて 匇卒の 間に、 駒 雄 は 雉子 町の 紋 也の 家 

を 見 まわして 調べた に過ぎないので あるから。 で、 代 


官 松の 一 味の 者が 襲って は 来なかった という ことと、 

小次郎 がいなかった という ことと 一 一 つ 以外に はいう こ 

とはなかった。 そこで 鈴 江 は 駒 雄へ 頼んだ。 

「どうぞ 雉子 町の 私たちの 家で、 留守居して いただき 

とう 存じます。 そうして 小 次郎が 帰りましたならば、 

今夜の 事情 をお 話しく だされて、 ここのお 屋敷へ あな 

た ともども、 ぜひとも おいでく ださい ますよう」  

そこで 駒 雄 は 意 を 体して、 雉子 町の 紋 也の 家へ 行き、 

鈴 江ば かりが 裏庭へ 残った。 裏庭の 土塀の 内側に 添つ 

て、 木立ちが 深く 茂って いたが、 それの 一本へ 背 を も 

たせ かけて、 鈴 江 は 考えに 打ち沈んだ。 うなだれた 顔 


は 暗かった が、 頸 足と 肩と が 木立ち を 通して さしてい 

る 月の 光に あたって、 水に でも 濡れて いるかの ように、 

蒼白い 色に お ぼめ いて 見え、 裾から わずかば かり はみ 

出して いる 足の 爪先が わけても 白く 見えた。 月光が た 

まっている からであろう。 

「北条 美 作の 印籠で、 妾が あの 時に すり ましたと、 お 

みょうが 

条 様が おっしゃって 渡して くだされ たが、 抱き 茗荷の 

まきえ 

定紋が、 金 蒔絵 をな して 付いている。 美 作の 印籠に 相 

違 あるまい」 

こう 鈴 江が つぶやきながら、 眼の 前へ 差し出した 

てのひら 

掌 の 上に、 一 つの 印籠が のって いて、 月光が 灰色に 


け ぶら せて いた。 

さっき 方 佐久間 町の 入 リロで、 美 作と 兵馬と を 相手 

にして、 紋也 とお 条とは 切り合って いたが、 そこへ 鈴 

江と 駒 雄と が、 駆け付けて 行って 助勢 をした。 で、 美 

作と 兵馬と は、 驚いて 一散に 走って 逃げた。 が、 その 

時 佐久間 町の ほうから、 鈴 江と 駒 雄と を 尾行け て 来た、 

友吉の 一 団が 走って 来て、 美 作と 兵馬と へ 味方 をした。 

そこで 美 作と 兵馬と は、 盛り返して 来て 引つ 返して、 

気絶 をして いる 紋也を はじめ、 お 条ゃ鈴 江 や 駒 雄な ど 

を、 一挙に 討って 取ろうと した。 が、 成功し なかった。 

儒者 ふうの 老人が 籠って いる 宏大な 屋敷の 潜りの 戸が 


あいて、 騒がしい 往来の ようす を 見るべく、 武士た ち 

が 現われて 来たから である。 この 武士た ちに かかられ 

て は、 勝ち目の あろう はずはなかった。 で 美 作 を はじ 

めと して、 兵馬 も 友吉の 一 団も、 そのまま 逃げて 姿 を 

隠した、 その 混乱の 間 を 縫って ぉ条が 印籠 をす つたの 

である。 

今、 月光 をた めて いる、 鈴 江の 開いた 掌の 上に、 静 

もりの つてい る 印籠 こそ は、 その 時に すった 印籠な の 

であった。 

「印籠 も 印籠で は ある けれども、 佐久間 町の 入り口の 

往来の 上に 捨てられ てあつた 片 袖が、 妾に はどうに も 


心配で ならない」 こう 鈴 江が つぶやいて、 印籠 をのせ 

ていない 一方の 手に、 かたく 握って いた 男物の 片袖を 

月に すかす ようにして、 鈴 江 は 額の 上へ かざした。 「妾 

が 小 次郎へ 縫って あげた、 平 着の 衣裳の 片袖 なの だ 

からね え」 —— で、 鈴 江 は 不安そう に、 いつまでもい 

つまで も片袖 をみ つめた。 

その 片袖 にあたっていた、 これ も 蒼白い 月の 光の、 

一 所が チラ チラと 乱れた の は、 夜風が 木立ちの 枝葉 を 

揺すって、 月の 光の さし 込んで いた、 隙間 穴 を 崩した 

からであろう。 

「あの 佐久間 町の 入 リロで、 小 次郎が 誰かに 何ら かの 


害 を、 受けた ように 思われて 心配で ならない」 —— で、 

また、 鈴 江 は 考え込んだ。 


丄 「由 
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美 作と 兵馬と 友吉 との 勢が、 逃げて 姿 を 隠した ので、 

鈴 江 や 駒 雄 は 安堵して、 気絶 をして 地上に 倒れて いる、 

紋也 をまず もって 抱き上げて、 微傷と 疲労と で 気落ち 

をして いる、 お 条をも 助けて 一同 揃って、 儒者 ふうの 


老人の 籠って いる、 屋敷へ 向かって 引き上げ かけた 時、 

ふと 鈴 江 は 往来の 上に、 男 衣裳の 片袖 らしい ものが、 

ふみにじられて いるの を 見た。 で、 思わず 取り上げて 

見た。 そうして それが 弟の 小次郎 の、 衣裳の 片 袖に ま 

ぎれ ない ことに、 思い至って 愕然とした。 で、 感じら 

れ たこと といえば、 弟の 小 次郎が この 界隈 を、 歩いて 

いたと いう ことと、 自分で 袖 を もぐ はずがない ので、 

誰かに もがれた に 相違が なく 片袖を もがれた と あるか 

らに は、 何者かと 小 次郎が 争って、 もがれた ものに 相 

違がない！ 

誰と 何のた めに 争った のだろう？ その 結果 小次郎 


はどうした であろう？ 大 怪我な ど をし なかった であ 

ろうか？ 惨殺な どされ はしなかった であろう か？ 

—— とそうい うこと であった。 二度まで も 駒 雄に 依頼 

をして、 自分の 家の ようす を 見させ、 小 次郎の 安否 を 

確かめさせ たの は、 そういう 不安と 心配と が、 鈴 江の 

心に あ つたから であ つ た。 

無心に 木立ちから 離れた が、 考えに 深く 沈みながら、 

鈴 江 は 庭 を 歩き まわった。 木立ちの 作って いる 暗い 影 

から、 今や 鈴 江 は 外へ 出た。 女と して は 肥え 過ぎる ほ 

どに も 肥えて いた 頰ゃ頤 の あたりが、 にわかに 痩せた 

ように 見受けられ たの は 月の 光の 加減ば かりで も ある 
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「ぉ条 様のお 話に よる 時には、 兄 上 やお 条 様が 走って 

来て、 美 作 や 兵馬と ぶっかった 時、 いや その 前から 北 

条美作 は、 抜き身 を 引つ 下げて いたそう である。 では 

その 前に 北条美 作に は、 誰か を あの 辺で 切った のか も 

しれない」 

月の 光 を 体に 浴びて、 細身に 見える 鈴 江の 姿が、 不 

意に 一方へ よろめい たの は、 不吉の 予感に 顫えた から 

であろう。 

「小 次 郎の片 袖が あそこに あって 美 作が 抜き身 を ひつ 

下げながら、 あそこ を 歩いて いたので あるから、 あそ 


こで 小次郎 を虐ん で、 片袖を もぐ ほどに も虐ん で、 そ 

の あげくに 切つ て 殺した ものと、 こう 考えれば 考えら 

れる」 —— で、 また 鈴 江 は 一 方へ よろ けた。 

「恐ろしい こと だ！ 恐ろしい こと だ！」 

木立ちと 反対の 方角に は、 幾 棟 かに 別れて 建って い 

る、 宏大な 屋敷の 建物が、 黒く おごそかに 見えて いた 

が、 突き出されて できて いる 一 軒の 部屋から 華やかな 

燈 火の 橙 1 色の 光が、 雨戸 を閉 てて ない 障子 一面に、 

栄えて 鈴 江の 眼に 映った。 講義の 声が まれ まれに 聞 こ 

え る 

その 部屋と わずかな 距離 をお いて、 これ も 突き出さ 


れた 部屋が あつたが、 内の 燈 火が 暗い と 見えて、 障子 

は 華やかで も 明るく もなかった。 その 部屋に なかば 無 

意識の ままに、 寝て いる はずの 紋也 のこと を、 チラ リ 

みと リ 

と 鈴 江 は 考えた が、 お 条 様が 看護 をして いてく ださる、 

だから 心配 はなさそう である。 それに 兄 上 は 時 さえ 経 

てば、 きっと 意識 を 取り返し、 そうして 意識 を さえ 取 

り 返したならば、 後 は 養生 一 つ だけで、 昔 通りに 健康 

に なられる —— と、 確信され ている ので、 鈴 江に はた 

いした 不安ではなかった。 小 次郎の 安危へ 心 を 移した。 

「家 を 出かけて 行く 時から、 小次郎 のよう す は 寂し そ 

うだった よ。 兄 上 や 妾の 行動に ついて、 優しい 弱々 し 


い 清浄な、 小次郎 らしい 心持ちから、 いろいろと 心配 

をして くれたが、 心配 をされ た 私たち は、 危難 を 受け 

は 受けた ものの、 こうやつ て 一 一人ながら 生きて いて、 

同じ この 屋敷に おちついて いるのに、 心配 をして くれ 

た 小 次郎の ほうが、 行方の 知れない 身の上と なった。 

ひよ つ とかす ると あの 時の 言葉が、 別れの 言葉で 

はなかった かしら？」 

一軒 建物が 建って いて、 その 影が 地上に 落ちて いた。 

その 影の 中へ 一時 はいって、 姿 を 黒めて 見え なくなつ 

たが、 その 影から やがて 現われて、 鈴 江の 姿が 月光に 

照らされ、 顔が 明るく 見えた 時、 眼が 大きく 見開かれ 


た。 

「あれ は！」 と 声に 出して 鈴 江 はいった。 「異様 だつ 

た 駕籠の 行列の 中に、 釣る されて いた 若衆 武士 は！」 

—— で、 鈴 江 は 棒立ちに なった。 


空 家へ 行こう 


眼 を 大きく 見開いて、 鈴 江が 棒立ちに 立った の は、 

思い あたる ことがあった からであった。 紋 也の 危難 を 


救おうと して、 雉子 町の 自分の 家から 出て、 五十嵐 駒 

雄 を 伴って 佐久間 町の 二 丁目まで 来た 時であった。 緑 

か つぎ 

色の 衣裳 を 一様に 着た、 四 人の 若い 侍と 緑色の 被 衣 を 

一様に かぶった、 四 人の 老女た ちに 囲繞され て、 黒 塗 

まきえ 

リ 蒔絵ら しい 女 駕籠が 一 挺 行く手から 現われて 来て、 

四 軒並んで いた 空 家の 一軒へ、 忽然と して はいって し 

まった が、 その 時 鈴 江 は 二人の 侍が、 死骸ら しい 若衆 

武士の 肩と 足と を、 釣る すがよう にさ さえ 持って や は 

り 空 家の 一軒へ、 はいり 込んだ の を 見て取った。 

その 時 は 意外で あり、 あわただしい 場合で あつたの 

で、 その 若衆 武士の 何者で あるかに 思い及ぶ ことが で 


きなくて ただ 何となく 若衆 武士に、 見覚えが あると い 

うように 思いな された ばかりであった。 

「どうも 妾に は あの 若衆 武士が、 小次郎 に似てい るよ 

うに 思われる よ」 

今にな つ て 鈴 江に はそう 思われて 来た。 

「とはいえ あのような 得体の知れない、 気味の 悪い 行 

列の 人た ちに、 小 次郎が 連れられて 行く はず はない」 

鈴 江 は 思案に ふけりながら、 庭 を そろそろと 歩き 出 

した。 

広大な 武家屋敷の 庭な ので あるから、 築山が あった 

リ 泉水が あつたり、 亭 があった り 石橋が あったり、 風 


雅の 構え を 持って いるの が 当然で なければ ならない の 

に、 ここの 庭に はそう いったよ うな 構えら しい もの は 

見られなかった。 一様に 平坦に ならされ ていた。 何者 

か 敵に 攻め込まれた 時、 駆け引き 自在であろう こと を 

希望んで、 昔 はそう した 風雅な 構え をた しかに 構えて 

はいた けれども、 このごろ になって 手 を 入れて、 なら 

したよう なと ころがあった。 

で、 鈴 江 は 歩き 出した が、 何物に も さえぎられる こ 

となく、 建物の 陰影へ はいった 時と、 木立ちの 陰影へ 

はいった 時 以外 は 月光に 照らされて 明らかであった。 

今 は 月光に 背 を 向けて いるので、 顔と 爪先と が 暗く 見 


えた。 

「でも」 と 鈴 江 は 思案した。 「釣る されて 行った 若衆 

武士が、 とにかく 小次郎 に似てい たので は あるし、 小 

次郎に 似た 武士 を 連れ込んだ 家が、 このお 屋敷から ほ 

んの 手近の すぐ この 先に あるので あるから、 こっそり 

その 家へ 忍び込んで 確かめて 見る 必要 はどうしても あ 

るよ」 

しかし 鈴 江に は 躊躇され た。 

「小気味の 悪い 行列だった よ。 その 行列が はいり 込ん 

だの だよ。 小気味の 悪い 事件な どが、 あの 家の 中で 起 

こって いるか もしれ ない。 忍び込む の は 妾に はい や 


だ」 

さまよ 

後へ引つ 返して 彷徨った。 で、 月光が 正面 を 照らし 

て、 今 はかえ つて 細めて いる 愁 を 持った 眼の あたり を、 

睫毛の 見える までに 明るめた。 「でも」 と 鈴 江 はさら 

に 思った。 「そういう 小気味の 悪い 行列が、 事実 あの 

家へ 小 次郎を 連れて、 はいり 込んだ の だとあって みれ 

ば それ こそ 打ち捨てて おかれない」 で、 鈴 江 は 引つ 返 

した。 

「探す あてのない 小次郎 なの だよ。 少しで も 小 次郎に 

似通って いる、 そういう 武士が 手近の 家に 連れ込まれ 

ている と あるから に は、 何 を 差しお いても 探さな けれ 


ばなら ない」 ここに 鈴 江の 考えが のびた。 

「とはいえ あの 時の 若衆 武士 は、 死骸 そっくり のよう 

す をして いたよ。 あれが 小次郎 であったならば？ 小 

次郎の 死骸で あ つ たなら ば？」 

ふと この 一事に 思いが 到って、 鈴 江 は 肌に 粟 を 生じ 

た。 

持って いた 小 次 郎の片 袖と 美 作の 印籠と を 夢中の よ 

つま 

うに 懐中へ 押し入れ ると 棲 を 取り上げ、 建物の 一 面に 

添いながら、 鈴 江 は 表門の ほうへ 走り出した。 こうし 

て 裏庭から 鈴 江の 姿が、 消えて 見え なくなった 時、 玄 

関 側へ 姿が 現われ、 その 玄関 側から 鈴 江の 姿が 消え て 


見え なくなった 時、 潜り戸の 内側へ 現われた。 

そうして そこで 金 兵衛を 探しに 紋 也の 寝て いる 部屋 

から 出て 来た、 ぉ条 とバッ タリ 顔を合わせた。 で、 二 

人 はいった ので ある。 

「ぉ条 様、 どちらへ 参られます？」 

「はい、 妾、 金 兵 衛殿を 探しに、 …… 鈴 江 様、 どちら 

へ 参られます？」 「はい、 妾、 小 次郎を 探しに」 —— で、 

潜り戸 を あけ かけた。 


薩、 長、 土、 肥、 佐賀、 水 戸、 越 前 


お 条と鈴 江との 二人の 娘が、 潜りの 内側で 話し合つ 

て、 それから 潜り を あけ かけた が、 そのまま 潜りが あ 

けられて、 気絶 をして いる 金 兵 衛の姿 や、 はるかの 往 

来に 姿 を 現わした、 代官 松の 一 味の 者 を、 そのお 条と 

鈴 江と が 認めたならば、 事件 は大 波瀾と なった ことで 

あろう。 

が、 事件 を また 後へ 戻して、 山県紋 也の 身の上に つ 

いて、 調べ を 届かせる ことにしよう。 威厳の ある 神々 

しい 老人の 声で、 講義 をして いる 部屋の 襖 を 引き あけ 


た 時に 山 県紋也 は、 いかにも 驚いた というよ うに、 棒 

立ちに なって 胸 を そらせた が、 これ は 予想と 全然 反し 

た 光景 を 眼の 前に 見た からではなくて、 こう もあろう 

かと 想像 をして いた、 そういう 光景 を 見た 上に、 空想 

する こと さえで きなかった、 珍しい 物 を 見た からで 

あった。 

部屋の 大きさ は 五十 畳 敷 もあろう か、 武家の 屋敷の 

部屋と して は、 尋常 をき わめた 構造で あつたが、 一方 

の 壁ば かり は奇 をき わめて いた。 というの は 天井へ ま 

で 届く ほどに も、 高い 幾 層 かの 黒塗りの 棚が 壁 をお お 

うて 立てられ てあつて、 その 層々 とした 棚の 上に、 無 


数の 書籍 を はじめと して、 大砲の 模型、 小銃の 模型、 

地雷の 模型、 巨大な 地球儀、 城砦 の 模型、 軍船の 模型、 

洋 刀の 模型、 背嚢の 模型、 馬具の 模型、 測量器、 靴 や 

軍帽 や 喇叭 や 軍鼓 や、 洋式 軍服 や 携帯 テント や 望遠鏡 

というよ うな ものが、 整然として 置かれて あり、 その 

大棚を 背後に 背負って、 二十 人 あまりの りっぱな 武士 

が、 袴 羽織 を 折り目正しく 着て、 端然と してす わって 

いた。 

いやいや 端然と してす わって いるの は それら 二十 人 

余の 武士ば かりではなくて、 部屋の 中央と 思われる 辺 

にも、 七 人の 武士が 端坐して いた。 いやいや 端然と し 


てす わって いるの は、 決して それらの 武士ば かりで は 

なくて、 壮麗な 床の間 を 背後に して、 七 人の 武士と 二 

十 人 余の 武士と、 そうして 異国 ふうの 大棚 とに、 向か 

ためぬ 

い 合いながら 部屋の 奥に 溜 塗りの 小型の 見台 を 据えて、 

端坐して いる 儒者 ふうの、 神々 しいよう な老 武士が 

あった。 

身長が 人並みより 高い のと、 総髪に 切り下げて 両肩 

へ 垂らした たっぷりと ある 髪が 白い のとが 人の 眼 を 引 

くに 十分で あつたが、 青年の ように 血色の よい 顔 肌、 

総の ように 厚い 漆黒の 眉毛、 山 根の あたりから 高く 盛 

じゅんとう  まろ か 

り 上が つ て、 準 頭 が 豊かに 円 な 鼻、 左右の 隅が やや 


上に あがり、 形の 大きい 厚手の 口 等 は、 貴人の 相 を 想 

わせて、 同じく 人の 眼 を 引く に 足りた。 しかし 最も 特 

色 的な の は、 黒白の 色が ハツ キリと していて、 瞳に 人 

を 射る 光が あり、 眼 頭 細く 下に 傾き、 眼 尻が 上がって 

これ も 細く、 上の 瞼 は 尋常で あるが、 下の 瞼 は 弧形 を 

なし、 白 味 少なく 黒 味の 多い、 世に いうと ころの 君子 

眼であろう。 人 を 射る 眼光 は 鋭い けれども、 征服 的の 

ところはなくて、 懐し 味 さえ 持って いた。 見台 を 前 

に 控えて いるから に は、 講義 をして いた ものと 見て よ 

く、 紋 也の 耳に した 講義の 声 はこの 老儒 者の 唇から 発 

せられた 声と 見て よかろう。 黒 羽二重の 紋服の 上に、 


同じ 紋 付の 羽織 を はおり、 白 綸子の 下着 を 襟から のぞ 

かせ、 白い 絹の 太 紐 を —— それ は 羽織の 紐な ので ある 

が、 胸 もと 高く 結んで 垂れ、 折り目の 高い 袴の 膝に、 

てのひら 

両手の 掌 を 開いての せ、 正面に 顔 を 向けて いた。 

部屋の 四隅に 大 燭台が あって、 橙 黄 化の 華やかな 光 

を、 互いに 部屋の 中に 交叉 させて、 明るさと 暖かさと 

を充 たせて いたが、 老儒 者の 左側に も 燭台が あって、 

老儒 者の 姿と その 周囲と を、 とりわけ 明るく 明るめて 

いた。 懐紙が 開いた まま 座の 一 所に あった。 講義 を 聞 

いていた 武士た ちの 一人が、 ひそかに 取り出して 使つ 

たが、 講義 を 聞く のに 気を取られて、 懐中へ 入れる の 


を 忘れて いたのであろう。 青々 とした 畳の 上に、 純白 

の 懐紙が 置いて あるので あるから、 ある だけの 燭台の 

燈 火の 光が、 それへ 吸収され たかの ように、 いやが 上 

にも 白く 見えた。 と、 その 懐紙が パッ とめ くれて、 二、 

三 葉が 部屋の 中 を 歩いた。 

紋 也が 襖 を あけた ので、 あけられた 隙から 風が 吹き 

込み、 そのよう に 懐紙 を 歩かせた のであろう。 と、 いつ 

せいに 部屋の 武士た ち は、 紋 也の ほうへ 顔 を 向けた。 

「薩、 長、 土、 肥に 水 戸に 越 前 か！」 とたんに 紋 也が 

うめ 

呻く ようにい つた。 「佐賀 藩の 重臣 もお いでな さる！」 


七 力 国の 七権臣 


r 薩、 長、 土、 肥に 水 戸に 越 前 か！ 佐賀 藩の 重臣 も 

おいでになる！」 こう 紋 也の 呻いた のに は、 もっとも 

の 理由が あるので あった。 紋 也が 襖 を あけた 瞬間に、 

紋 也の 眼に 見えた ものと いえば、 例の 異国 ふうの 大棚 

と、 神々 しい 儒者 ふうの 老 武士と すわって いる 二十 人 

余の 武士と、 これ も 端然と すわって いる 部屋の 中央の 

七 人の 武士と、 大きな 五 基の 燭台と —— そういう もの 


の いっさいであって、 それ も 別々 に ハツ キリと、 見え 

て 来たので は 決してなくて、 そういう ものが 一 つに 塊 

まって 一度に 見えて 来たので あった。 しかるに 紋 也が 

そういうよ うにして 部屋の 襖 を あけ たがために、 部屋 

の 人た ち は 驚いた ように、 揃って いっせいに 紋 也の ほ 

う を 見た。 と、 紋 也の 引き あけた 襖が、 その 部屋の 中 

央 にあたって いる 襖の 一枚で あつたが ために、 おのず 

から その 部屋の 中央の 辺に 並んで いる 七 人の 武士の 顔 

を、 正視し なければ ならない ことにな つた。 で、 紋也 

は 正視した、 すると どうだろう、 その 七 人の 武士に 紋 

也 は 見覚えが あるで はない か。 


すなわち 一 人は薩 摩の 大領、 島津 修理 太夫のお 側 用 

人、 箭飼巿 之 進 その 人で ぁリ、 もう 一 人 は 毛 利 

だ いぜん だ ゆう  しし どび ぜん 

大膳 太夫の 家老、 宍戸備 前 その 人で あり、 もう 一人 は 

きりまくらん ど 

山 内 土 佐 守の 家老、 桐 間 蔵人 その 人で あり、 もう 一人 

なべし ま  いさ はやます ちょ 

は 鍋 島 家の 重臣の、 諫早益 千代 その 人で あり、 もう 一 

人 は 松 平 三 河 守の 智謀、 永 見 文庫 介 その 人で あり、 も 

う 一 人 は 水 戸 家の 若年 寄、 渡 辺 半 蔵 その 人な ので あつ 

た。 そうして これらの 人々 は、 日ごろから 紋 也が 接近 

てづる 

しょうとして 苦心して 手蔓 を 求めて いた 相手で、 これ 

おの 

らの 人々 と 懇親と なり、 これらの 人々 へ 己が 思想 を、 

吐露した あげくに これらの 人々 が、 その 思想に 共鳴 を 


して くれたならば、 主家 を 動かす こと さえで きる。 そ 

力く 力く 

ういう 素晴らしい 大 大名の、 威権 嚇々 たる 重臣 方な の 

であった が、 ところが そういう 重臣 方が、 さもつつ ま 

しく 膝 を 揃えて 眼の 前に 端坐して いるので あった。 紋 

うめ 

也が 呻いた の は 当然と いえよう。 

さて その 七 人 を はじめと して、 正面の 儒者 ふうの 老 

武士 も、 二十 人 余の 武士た ち も、 そう やって いっせい 

に紋 也の ほう を 向いた が、 これ はなん という ことで あ 

ろう！ 叫びの 声 も 立てなければ、 咎め立て する 声 も 

立てず、 まして や 立ち上がって 来る 者 もな く、 寂然と 

眺めて いるば かりであった。 で、 紋也も 立った ままで 


いた。 その 紋也 はどう かとい うに、 髪 は 乱れて 顔へ か 

ねぎ 

か リ顔は 血の気 を 失って、 葱の 茎の ように 蒼白く、 体 

中 を 白 布で 捲き 立てて いて、 しかも 刀 を 杖つ いていた _ 

真 つ 向から 部屋の 中の 大 燭台の 明るい 燈火を 浴びた が 

ために、 落ちく ぼんだ 眼窩の 底の ほうで、 ギラ ギラと 

輝いて いる 血走った 眼の、 その 血走りが いよいよ よく 

見え、 意外の 光景に 接し たがために、 アングリと あけ 

た 口の 中の、 舌の 色 さえ 見える ほどであって、 そのた 

めに いよいよ 紋 也の 姿 は、 すさまじく 恐ろしく 物騒に 

おちつい 

見えた。 で、 どのように 沈着た 人で も、 この 紋 也の 姿 

を 眼に 入れたならば、 動揺し ないで はいられない であ 


ろう。 にもかかわらず 部屋の 中に いる、 二十 人 余の 人 

たち は、 動じようと はしない のであった。 

この ことが 今度 は紋 也の 心へ、 いわれぬ 不思議 を 産 

み 出した ようであった。 七 人の 武士た ちから 眼 を 放す 

と、 見台 を 前に 控えながら、 床の間に 近く 端坐して い 

る 老儒 者の ほうへ 視線 を 送った。 これ は 当然の ことで 

あろう。 紋 也が 見ても つて 重要人物と している 七 人の 

有名な 武士た ち を はじめ、 二十 人 余の 武士た ち を、 眼 

の 前に 置いて 悠々 然と、 しかも 威厳と 権威と を もって 

教える がよう 講義 をして いる、 そういう 老儒 者 は紋也 

にと つて は、 驚異で なければ ならない ので あるから。 


「どういう ご 身分のお 方な のであろう？」 で、 老儒 者 

を つくづくと 見た。 

と、 その 威厳の ある 老儒 者で あるが、 右の 手 を 胸へ 

軽く 上げた かと 思う と、 ホト ホトと 見台の 縁 を 打った。 

諸人の 注意 を 呼んだ ので ある。 

「力 ある 大国の 大名 を、 打って 一丸と なし、 その 連合 

の 大勢 力 を もって、 尊王 抑覇の 大業 を 企つべき を あ 

えてな さず、 ただに 民間 市井の 衆に、 説 を 説いて 事 を 

図ろうと なされた 山 県大武 殿と 藤 井 右門 殿との、 行な 

い 方 は 率直に 申せば、 遺憾ながら 少しく 軽率で ござ つ 

た」 —— 今は紋 也から 眼 を 放して、 ひたすら 老儒 者 を 


みつめて いる、 部屋 中の 武士た ちに 向かいながら 老儒 

者の 説き出した 言葉と いえば 実に このような 言葉で 

あった。 


忠義の 本道 


「忠義の 道 は 一 筋で ござる！」 突然に 老儒 者の 講義の 

方角が、 この 一 句に よって 一 変した。 

「今まで 主として 講じました は、 帝に 仕え奉る、 庶民 


の 具体的の 方法で ござ つ て、 京師 方の 公卿 や 殿中 人 を、 

標準と いたした もので ござる が、 ただちに 関東の 武家 

方に も、 あてはまるべき 方法で ござる、 いやいや 武家 

あまお とめ 

方ば かりで なく、 浜に 塩 を 焼く 海人 乙女に も、 山に 木 

き  やまが つ 

を 伐る 山賤 にも、 あてはまるべき 方法で ござる。 で、 

奉公 心得の 件 は、 以上で 大略 尽くし ましたる はず、 し 

からば 説 を 一転して、 忠義の 道の いかなる もの かの 本 

道に ついて 説く ことにしましょう」 

老儒 者の 顔が 一 段と 輝き、 頰の 赤味が 色 を 増し、 眼 

の 光が 鋭 さ を 増し 両 肩に 波 を 打って いた 切り下げた 総 

髪の 髪の 先が、 白い 泡で も 湧いた かの ように、 その 肩 


の 上で 湧き 立った が、 これ は 老儒 者の 精神が、 緊張し 

たがた めであろう。 

と、 おごそかな 声が 響いた。 

「 一 目 瞭然の ことで あり、 一 句 万世に 通ず べき、 簡単 

にして しかも 揺るがぬ、 一大 真理で ござる によって、 

それがし 

某、 くどう は 説き ませぬ。 一言 を もって 申し上げ ま 

する。 ゆえに 方々 にお かれましても、 十分に お聞きく 

だされた 上、 日夜 反覆 熟慮して、 簡単の 言葉の 奥に ひ 

そむ、 深く して 広く 鋭く して 正しい、 真理に ついて 思 

案 をめ ぐらされ、 言葉の 意味の 真 核 を、 ムズと 握って 

放さざる とともに、 それ を 実行に 現わす ことによって、 


そんげん じんじ  キ. II え 

帝の 尊厳 仁慈の 大御 心に、 専心 帰依 をお なしく だされ。 

す こや  す 力す 力 

同時に おのおのの 心と 肉体と を、 健かに 清々 しくお 

保ちく だされ！ 一  言と はなん ぞゃ！ 一  言と はなん 

ぞ や！」 

—— と、 この 時 老儒 者の 横手の、 燭台の 燈 火が 鳥の 

刺 異にで も、 あおられ たかの ように ヒ ラヒラ と、 焰をー 

方へ 傾がせた が、 これ は 老儒 者が 気概の 充 ちた ままに、 

左右の 腕 を 高く 上げて、 それ を 振り下ろして 見台の 縁 

を、 打って そうして グッ とっかんで、 前 こごみ に 体 を 

先方への ばして、 正面につつ ましく 端坐して いる、 多 

くの 武士 をみ つめる ようにした 時、 両方の 袖が ひるが 


えって、 風 を 起こして 燭台の 燈火 を、 一 あお リ あおつ 

たがた めであった。 

「いわく！」 と 老儒 者 は 前 こごみ にして いた、 体の 半 

きょうけん 

分 を 後へ引く と、 改めて グッ とす わり 直し、 恭謙 その 

もの を 形に 現わしたならば、 こう もあろう かと 思われ 

るよう な、 —— そういう 恭謙な 態度と なった が 「いわ 

く！」 ともう 一 度 言葉 を なぞった。 

「まことに 日の 本の 実の 姿と 申せば、 皇位に 即して 主 

れんめん 

権存 し、 皇統に 即して 皇位 存し、 連綿と して 二 千 幾 百 

年、 不純の 物 を 一毫 もま じえず、 今日に 及んだ もので 

ござって、 かくの ごとき は 世界 万国、 いずこに も 見ら 


れ ざる 国の 姿で ござって、 尊むべく 崇む ベく 誇るべき、 

真個 奇蹟 的の 事実で ござる。 方々！」 と 老儒 者 は 首 を 

突き出した。 が、 その 首 を 後へ引く と、 再び 恭謙の 態 

を 作った が 「ああ 諸人が 究極に おいて、 持ちた きもの 

おもい 

は 『純粋 性』 で ござる！ もろもろの 思想、 もろもろ 

くらし 

の 学、 さまざまの 生活、 無数の 経験！ 学び、 考え、 

触れ、 行なう の、 究極の 目的 は それ 一 つで ござる。 し 

かも 悲しい かな 諸人に あって は、 学び、 考え、 触れ、 

行なう  さよう 行なう ことによって、 いよいよ 純粋 

性に 遠ざかり、 混迷の 度 を 強めて ござる！ かるが ゆ 

それがし 

えに あえて 某 は 申す！ 我らに は 唯一 に 純粋 性の、 


動かぬ 大 柱の 帝が おわす！ 尊み、 崇め、 誇り、 仕え 

よと！ 結果 はいかに？ 明らかで ござる！ 上 は 帝 

の徳を 増し、 国 を 盛んにし 民 を 富ませ、 下 は 仕うる 個々 

の 人々 の 心 を 統一 純粋に 帰せし め、 和楽 内に あり 平和 

すま い 

四周に あり、 幸福と 安心との 殿堂に、 住居す る ことが 

できる で ござろう！ よろし ゆう ござる かな！ よろ 

しゅう ござる かな！ これ こそ 忠義の 本道で ご ざ 

る！」 

ここで 老儒 者 は 言葉 を 切って、 端坐 をして いる 武士 

たち を 見た が、 にわかに その 眼 を 遠くへ 走らせる と、 

異国の 武具の 精巧の 模型 を、 置き 並べて ある 正面の、 


大 棚へ 瞳 を 据える ようにした。 と、 優しい声で いった。 

「よく 集めた のう、 見事な もの じ や—  大業 をと 

げ るに は 進んだ 武器 を、 こう 集める のが 本当で ござる」 

I いいい い 視線 を 返した が、 紋 也に 向かって 声 を か 

けた。 


やはり あなた 様に は 

「山 県紋也 殿お すわりな さるが よろしい。 だいぶ 衰弱 


をいた している ようで ござる。 しかし 衰弱 を 致して お 

られて も、 そのよう にこ こまで 来られる ようで ござれ 

ば、 まずまず 大丈夫で ござりましょう。 ぉ条 殿に 詳し 

く 承 わ つ て ござる、 水 戸 様 石 置き場 空 屋敷と やらで、 

随分 ひどい 目に 逢われました そうで。 がそれ とても 貴 

殿のお 父上 や、 藤 井 右門 殿の 遭遇な された、 悪い 運命 

に 比べられて は、 それ こそ 数に も はいりますまい。 … 

…とはいえ 大変お 気の毒で ござった。 しかし この 際 申 

し 上げる、 今後 は あのような 下々 の 場所な どへ は、 あ 

まり 繁々 と 参られぬ がよ ろしい」 ここまで い つ て 来て、 

老儒 者 は 不意に 言葉 を 切つ た。 


それまで 刀 を 杖に ついて、 それにす がって たたずん 

でいた、 紋 也が ヒ ヨロ ヒ ヨロと 座敷の 中へ よろめきな 

がら はいって 来たから であった。 その 姿の すさまじい 

こと は！ 顔色と いえば 蒼白で あり、 眼と いえば 玉の 

ようにむ き 出され、 口と いえば 椀の ように 開かれて、 

上の 前歯が 唇から 洩れ 喰い つきそう にもけ わしく 見え 

る。 そういう 顔 をバッ とおおう て 簾の ように かかつ 

ている の は、 鬅 のない 乱れた 髪の毛であって、 歩む に 

つれてな びくよう に 揺れる。 はだけ た 襟から 見えて い 

るの は 胸に 巻いた 痛々 しい 白 布で あり、 崩れた 裾から 

見えて いるの は、 これ も 脛 を 巻いた 痛々 しい、 少し 血 


のに じんで いる 白 布であった。 

畳の 数に して 十 畳 あま リ、 それでも 前へ 進んだ であ 

ろうか、 ついていた 刀 を だるそう にあげる と、 グ ー ッ 

と 前へ 差し出して、 左の 手で 鞘 を 上向きに 握り、 右の 

手に 柄の 頭 を 握り、 紋也は その 時 足 を 止めた。 玉の よ 

うにむ き 出された 血走った 眼の、 なんと 鋭く 老儒 者の 

顔 を 睨みつ づけて いる ことか！ と、 また 二、 三 歩 前 

へ 進んだ。 老儒 者 を 切ろうと でもす るので あろう か？ 

もしもそう ならば 部屋の 中に 端坐 をして いる 一 一十 人 余 

の、 武士た ちがいつ せいに 立ち上がって さ え ぎら な け 

れ ばなら ないで はない か。 武士た ち は 寂然と 静まって 


いた。 

と、 また 紋也は 二、 三 歩 進んだ。 なぜ 武士た ち はさ 

え ぎらない のであろう？ 

紋 也の 顔の 表情に、 殺気ら しい ものが 一 抹も なく、 

驚きの 表情ば かりが あるから であった。 すなわち 玉の 

ようにむ き 出された 眼 も、 椀の ように ワン ダリと 開か 

れたロ も、 驚きの 表情に ほかなら ない のであった。 

不意に 部屋の 中 を 明るめて いた 橙 黄色の 燭台の 燈火 

が、 まばたき をした ように 見て とれた が、 紋 也が 投げ 

出した 刀の 鞘が、 燈火を はねた に 過ぎなかった。 投げ 

出した 刀が 音を立てて 落ちて、 のびたよ うに 畳の 上へ 


おちついた 時、 その 横に 膝 を 突き 手 を 揃えて、 かしこ 

まっている 武士が あった。 紋也 以外の 誰で ある ものが。 

「 …… やはり …… あなた 様に おかれまして は …… 」 胸 

が 苦しく 息 づき かねた か、 こういつ て 来て 紋也は 絶句 

した。 が、 つつまし く 後 をつ づけた。 

「 …… 父より 詳しく 承 わりました。 …… ご 容貌な り… 

…お 姿な り …… 」 また 紋也は 絶句した が、 その代わり 

にス ルス ルと膝 を 進めた。 

「たしか あなた 様に おかれまして は …… 三 宅の 島で ご 

逝去な された、 大 先生に 相違 ござり ませぬ！ しかし 

…… どうして …… あなた 様が …… 不思議で ござり ま 


す！ 不思議で ござります！」 

そういった 紋 也の 言葉に 答えて、 老儒 者 は 何 かいお 

うとした らしく、 見台から 軀 をのり 出す ようにし たが、 

にわかに 軀を 元の 位置に 直す と、 耳 傾ける ように 首 を 

頃 寸，， こ。 

屋敷の 門の ある 方角から、 お 条と鈴 江との 叫ぶ 声が、 

甲高に 聞こえて 来たから であった。 

「お 屋敷の 方々 ご用 心 あそばせ！ 代官 松の 一 味の 者 

, 、ゝ  - 

力！」 

つづいて 潜り戸へ 錠 をお ろす 音が、 かなり あわた だ 

しく 響いて 聞こえ、 すぐに 玄関から 屋敷の 中へ、 駆け 


込んで 来る 足の 音が したが、 金兵衛 らしい 男の 声で、 

弱々 しく 叫ぶ のが 聞こえて 来た。 「自暴自棄 になって 

るから あぶな いんだ！ 乱入して 来る ぜ！ 思慮 分別 

なく—  美 作 も 兵馬 もま じ つてい るの だ！」 


簡単な カラク リ 


この 物語 も 後 数回で、 大団円と する ことにしよう。 

お 条と鈴 江と 金兵衛 とが、 北 条美作 や 桃ノ井 兵馬 や、 


代官 松の 一味の 者が、 襲って 来る ぞと 叫んだ 直後 は、 

ここの 宏大な 屋敷の 中に あるい ちじる しい 変化が 起 

こった。 

第 一 は 屋敷 内の あらゆる 燈 火が 一 度に 消えた ことで 

ぁリ、 第二 は 屋敷の 土塀の 内側に、 生い 繁 つていた 立 

ち 木の 枝葉が、 大 暴風雨に でも 襲われた ように、 気味 

悪く 揺すれた ことであった。 

と もが ら 

で、 襲って 来た 代官 松 や、 美 作 や 兵馬の 輩 は、 し 

ばらく の 間 気 を 飲まれて、 乗り込んで 行く ことができ 

なかった。 

それにしても 美 作と いうよう な 身分の 重い 権臣 が、 


代官 松と いうよう な、 目 明し などの 中に まじって、 軽 

率に 襲って 来たので あろう？ 

いやいや 襲って 来たので はなくて、 代官 松 をして 襲 

わせて、 ようす を 見ようと したので あった。 

それにしても 美 作と もあろう 者が、 代官 松の 家な ど 

に、 どうして この 時まで いたのであろう？ 

佐久間 町の 入り口の 往来で 美 作 は さんざんな 目に 

あった。 で、 体な ども 疲労した。 それで 兵馬が こう 

いって 進めた。 

「代官 町の 松吉 の 家で、 しば らく) J 休息な さり ませ」 

と。 


で 美 作 は 休息した。 そこへ 続々 と 引き揚げて 来たの 

が、 代官 松の 一味であった。 で、 襲わせる ことにした。 

「大物の 正体 を 見き わめて やろう、 後難が あったら 

あった 時の こと だ。 なんとか 始末 をす る ことができよ 

う」 

権臣 だとい う 自負 も あり、 さんざんの 目に 合わされ 

た、 うつ 憤 もあった ところから、 美 作 は 決行した ので 

あった。 

屋敷 を 襲った とはいう ものの、 巿 中で はあり 屋敷 そ 

の ものが、 旗本の 持ち物であった ので、 かん 〔# 「かん」 

は 底本で は 「かん 匕 声 を あげたり 門 を 破ったり して、 ま 


さかに 乱入 はでき なかった。 なるたけ 人目に 立たない 

ように、 屋敷の 周囲 を 取り巻いて、 しばらくの あいだ 

見守って いた。 

そのうちに 揺れて いた 木々 もしず まり、 ざわざわと 

なんとなく 騒がしかった 屋敷の 中が、 しずまつ たので 

美 作 は 傍に いる 兵馬へ いった。 

「松吉 を 屋敷へ いれて みろ」 

兵馬 は 松 吉へ意 を 伝えた。 

で、 代官 松の 松吉 は、 数人の 子分 を 従えて、 土塀 を 

越して はいつ て 行った。 

相当の 時間が た つたよう であ つ た。 


その 時 屋敷の 潜り戸が、 内側から おおつ ぴら にあけ 

られ て、 代官 松が 顔 を 出した。 

「皆様お はいりく ださい まし。 屋敷 は 無人で ございま 

す」 

で、 一同 は 中へ はいった。 

なるほど、 どの 部屋 を 見 まわって 見ても、 人っ子 一 

人い なかった。 

「はは あ」 

と美 作 は 苦笑い をした。 

「立ち木な ど 揺すって 子供 だまし をして、 我々 がち ゆ 

うちよ している 隙に、 ど こぞへ 立ち去って 行った もの 


と 見える」 

それにしても 不思議で ならなかった。 屋敷の 周囲 を 

固めて いたのに、 どこから のがれて 行った のであろう。 

しかし 間もなく 代官 松が、 秘密の カラク リを 探して 

来た。 

屋敷の 土べ いの 一 所が、 長方形に くり 抜ける と露路 

あきや 

であり、 その 向こう側に 空 家が あり、 空 家の 塀 もくり 

抜かれて いて、 開閉 自在と なって いた。 四 軒並んで い 

た 空 家の 塀が、 ことごとくそう なって いたのであった。 

かんどう 

思う に 最初から 屋敷の 人た ち は、 そういう 間道 を 作ろ 

うため に、 四 軒の 家 を 買収して、 わざと 空 家に してい 


たのであろう。 

そうして 屋敷の 人た ち は、 三方 だけの 立ち木 を 揺 

すって、 美 作た ち を その ほうへ 集め、 その 隙に ここ か 

ら 立ち去った のであろう。 

美 作た ち は 四 軒の 空 家 を、 一軒ず つ 順々 に 調べて 

行った。 

はずれの 一 軒へ 来た 時に、 一 同 は 意外な もの を 見た。 


巻き 奉書 は？ 


一様に 縁 色の 衣裳 を 着た、 四 人の 老女と 四 人の 武士 

とに、 その まわり を 守られて、 姫君 姿の 一 人の 美女が、 

白痴の ようにぼう 然と、 一つの 部屋に すわって いるの 

を、 美 作た ち は 見た のであった。 

「先刻の 女子で ござり ますな」 

驚いて 兵馬が 美 作へ いった。 

と、 美 作 はうな ずいた が、 

たけ もと 

「右近 将監武 元 殿の、 お 屋敷へ 丁寧に お送りい たせ」 

「は。 …… しかし 女子の 身分 は？」 

いぶかし そうに 兵馬 は 訊いた。 


しょうふく  まち 

「武元 殿の 妾腹の 姫よ。 満知 姫様と 申し上げ るお 方 

だ。 …… せがれ、 左 内の 婚約の 主 だ」 

「それに 致しても この ありさま は？」 

「夜な夜な ご 乱行 をな される と いう、 おう わさが あつ 

たがう そと 思うて いた。 …… しかし、 やっぱり 事実で 

あった。 …… 左 内が ほかの 女子の ほうへ 心 を 傾けた の 

はもつ とも だ。 …… 左 内 もずい ぶん 苦しんだ らしい。 

…… 今後 は 彼の 思う ままに させよう」 

「ご 正気の ように は 見え ませぬ が？」 

やみ 

「どういう 訳 かわし は 知らぬ が、 夜の 暗が 襲うて くる 

けだもの 

ごとに、 満知 姫様に は ごようす が 変わり、 獣 のよう 


に なられる そうだ」 

元始の 人間の 血液が、 ある 特質の 人間 だけに 間け つ 

的に 遺伝って、 夜になる ごとに、 その 人間 は、 その 元 

始の 人間の、 生活 を 如実に するとい う —— これにつ い 

て は 米国の 作家 ジャック • ロンドンな ども 書いて いる。 

思う に満知 姫が それな のであろう。 その 不幸な 人間 

なのであろう。 それにしても 満知 姫が 物 をい うごと に、 

かおつ て 来た 芳香 は 何な のであろう。 

愛欲 生活に 充 たされて いた 元始の 人間 はおの ずから 

せき 

に 催 情 的の 芳香 を、 呼吸の 中に 持って いたと、 碩学 ェ 

ロイスが 説いて いる。 その 芳香 を 夜の 間 だけ、 満知姫 


も 持って いたのであろう。 それにしても 満知 姫の 犠牲 

になって、 絶息す るまでに 衰弱 をした いろいろの 人間 

を この 空 家の、 塀の 切り戸から 運び去った、 武士た ち 

は そもそも 何者な のであろう。 やはり 満知 姫の 家臣で 

あった と 解釈す べきが 至当であろう。 

老女 や 若い 美男の 武士に、 緑色の 衣裳 を なぜ 着せた 

か？ きわめて 容易に 説明で きる。  妒カ  元始の 森林の、 

縁の 色 を 愛した からで ある。 老女に 醜女 を なぜ 選んだ 

か？ 美し さ を 引き立てよう ためだつ たの だ。 満知姫 

自身の 美し さ を。 

満知 姫の 犠牲に なろうと した 山 県 小次郎 はどうした 


力？ 

四辺に 姿が 見えなかった。 屋敷の 人々 が この 空 家 を 

通って、 去って 行く 時に 小 次郎を 見付けて、 連れて 立 

ち 去った ものであろう。 では 小 次 郎が血 をお さえて い 

た、 図面の 描いて あった 綴じ 紙 も、 屋敷の 人に 発見 さ 

れて、 持ち さられた ものと 見て よかろう。 空 家 を 見 終 

わった 美 作た ち は、 ふたたび 屋敷へ 引き返して、 二階 

の ほうへ 上がって 行った。 

と、 広々 とした 部屋が あって、 一方の 壁に 巨大な 棚 

が、 からつ ぼの ままで 据えて あった。 しかしながら こ 

こに は 様々 の ものが —— 精巧 をき わめた 武器な どの 模 


型が —— 置かれて あった はずで ある。 なくなつ ている 

の はどうした のであろう？ 

立ち去る 時に 屋敷の 人々 が、 いっさい 運んで 行った 

のであろう。 さて、 こうして 美 作た ちが 屋敷 を 見 ま 

わって いる 時に、 一人の 大男が お茶の水 あたり を、 

「お 妻 太夫さん、 お 妻 太夫さん」 と、 呼びながら 淋し 

しぎ まる 

そうに さまよつ ていた。 嶋丸 以外の 誰でもなかった。 

行く手に 小 橋が かかって いて、 そこまで 行った 時嶋 

丸 は、 疲労と 眠気と に 襲われた からか、 欄干へ よって 

うとうとと 眠った。 と、 女の 声が した。 

「竹 之 助康を ご存知で はありますまい か？」 


突然に 声 かけられ たので、 驚いて 嶋丸は 眼 を さまし 

たが、 無心に 持って いた 巻き 奉書 を、 この 時 川の 中へ 

落として しま つ た。 

「存じませんで ござります」 いいい い 嶋丸は 眼 をみ 

はった。 子 を 負った 女が 立って いた。 


天龍川に 沿って 

子 を 負った 女 は 君 江であった。 この 時まで 巿 中に 良 


人 をたず ねて、 さまよい 歩いて いた ものと 見える。 

「あなた ご存知で は ござりますまい か、 私の 大事な お 

妻 太夫さん を？」 今度 は嶋 丸が 愚かしく 訊いた。 

と、 君 江 は 首をかしげ たが、 「存じませんで ござり ま 

す」 

そこで 二人 は 黙り込んだ。 川の 中へ 落とされた 巻き 

奉書 は、 水へ 沈んだ のか 流された のか、 川の面に は 見 

られ なかった。 秘密 を 包んで 永遠に、 人の 世へ 二度と 

は 現われまい。 不意に 嶋 丸が 愚かしく いった。 

「では ご 一 緒に お 妻 太夫さん と 竹 之 助 様と をお 探しし 

ましょう」 君 江に は 否やがなかった と 見える。 


「 一 緒に お探しいた しまし ようよ」 

こういって 小 橋 を 一方へ 渡った。 嶋丸も 並んで 歩い 

て 行った。 狂女と 白痴との 二人であった。 どこまで 歩 

い て 行く ことであろう。 

うまや じ 

これ は 後日の ことで あるが、 大津の 駅路に お 妻 太夫 

むしろ 

の、 小屋掛けの 見世物が かかった 時、 その 菰 張りの 楽 

屋の 中に、 君 江と その子の 竹太郎 とが、 一 座の 人た ち 

に 可愛がられながら 無邪気に 平和に 暮らして いて、 嶋 

丸が いつも 竹太郎 を、 膝の 上へ 乗せて あやした リ、 背 

に 負って あやして いたそう である。 嶋 丸が 君 江に 同情 

して、 自分の 座へ 連れて来 たものと 見える。 


仇敵で ある 桃ノ井 兵馬と、 虐めら れ ながら 住んで い 

るより、 お 妻 太夫の 座中に いて、 可愛がられ ていた ほ 

うが、 君 江に とっても 竹太郎 にと つても、 幸福な こと 

といわなければ ならない。 

さて、 こうして 日が たって、 秋の 終わりが 迫って 来 

た。 そのころ 一団の 旅人が、 信 濃の 国 は 伊那の 郡 天 龍 

川の 岸に 沿って、 下流へ 下流へ と 歩いて いた。 一挺の 

駕籠 をと りまい た、 男と 女との 一団であって、 その 中 

に は 山 県 紋也も いれば、 その 弟の 小 次郎も いれば、 そ 

わすれがたみ 

の 妹の 鈴 江 も いれば、 藤 井 右門の 遺 女 の 女 煙 術師の 


ぉ条も いれば、 その 仲間の 金兵衛 もいた。 駕籠の 中に 

は 誰が いるので あろう？ 

日 あたりの よい 丘の 上へ、 その 一団が さしかかった 

時、 しばらく 休息す る ことにな つた。 と、 下ろされた 

駕籠の 中から 一 人の 老人が 現われた が、 例の 宏大な 屋 

敷に いた、 儒者 ふうの 老人 その 人であった。 

のどか  あたり 

枯れ草 を 敷いて 一 同の 者 は、 長閑そう に 四辺の 風景 

を 見た。 眼の 下に つらなり そびえて いる 奇岩の 裾 を 天 

龍の 流れが、 南に 向かって 流れて いて、 岩に 激して 上 

しぶき 

がる 飛沫が 岩の 間に 錦 を 拡げて いる 紅葉 を艷々 しく 濡 

らして いた。 


老儒 者 は 懐中へ 手 を 入れた が、 綴じ 紙 を 取り出す と 

膝の 上へ 拡げた。 

「目的の 地 も 近くな つた。 京 丸の 地 はもう 間近 だ」 い 

い い い 老儒 者 は 綴じ 紙の 面に 描かれて ある 細密の 地図 

ぼたん  しるし 

の その 一 所に 記されて ある 牡丹の 符牒へ 眼 を 注いだ。 

「はじめに は 水 戸 様のお 下屋敷へ、 その 次に は土屋 

うねめ のしよう  み の 

采女正 様の これ も 同じお 下屋敷へ、 次に は 美 濃の 豪 

農の 関 重左衛 門の 屋敷の ほとりへ、 その 次に は 石山の 

仁王門の 下へ、 あばかれる を 恐れて 地 を 変えて 埋め、 

最後の 京 丸の 秘密 境へ 埋めて おいた 莫大の 金子 は、 こ 

の 綴じ 紙が 手に はいった ので、 我々 の 所有と なること 


になった。 …… そのために 苦労 をした 吉田武 左 衛門は 

どうした こと やら？」 

ぶぜん 

憮然と した 老儒 者の 眼 尻の あたりに 涙が にじんで 露 

のように 見えた。 と、 側に いた 紋 也が 訊いた。 

「吉田 武左衛 門と 仰せられる 仁と、 綴じ 紙との 間に は 

関係が あるので ござりましょう か？」 

しるし 

「金子 を 転々 と 埋め 変えて、 そのつど 符牒 をつ けたの 

が、 ほかならぬ 吉田 武左衛 門な の だよ。 …… 俺の 門下 

の 中に あっても、 信用のお ける 人物であった」 

丘 をめ ぐ つ て 雑木林が あり、 小鳥が 飛び 来たり 飛び 

去って は、 紅葉 を 散らし、 紅葉 を 散らした。 


「俺 はな、 一 度 だけ 武左衛 門 を 見かけた」 思い出した 

ように 老儒 者 はい つた。 


回想の 数々 


「代官 松と かいう 目 明し が、 俺の 正体 を 見き わめよう 

として、 追って 来た 日の 両国の 往来で、 俺 は、 売卜 者 

に 尾羽 打ち 枯らした、 吉田 武左衛 門の 姿 を 見かけた。 

剣難の 相が 現われて いたので 俺 は 注意 を 与えて おいて、 


翌日から 人を巿 中へ 配って、 武左衛 門の 住居 を 探させ 

たが、 今もって 発見す る ことができない。 あるいは こ 

の 世に いないの かもしれ ない …… それでいて 武左衛 門 

の 預かって いた、 この 大切な 綴じ 紙ば かり は、 小次郎 

殿の 手に よって、 あのような 変な 空 家から、 偶然 発見 

する ことができた。 いずれ いろいろの 事情の 下に、 め 

ぐり めぐって あちこちの 人へ 渡り、 あげくに あそこ か 

ら目 付けられた のであろう」 いよいよ 老儒 者 は 憮然と 

した。 と、 側に いたお 条 がいった。 

「先生が お見掛けな されました、 両国に いた 売卜 者に 

は、 妾 も 縁が ござります。 徳大寺 様から 清 左衛門 様へ 


預け、 先生へ お手渡し 致します はずの、 例の 重大な 巻 

き 奉書。 —— それにしても 巻き 奉書 をお 持ちに なって、 

江戸へ 下られた 清 左衛門 様に は、 お気の毒 にも 箱 根の 

山中で、 誰に ともなく 討ち果たされ、 この 世 を 去られ 

てし まいまして 巻き 奉書 も 奪われました。 —— で 妾と 

金兵衛 殿と は、 巻き 奉書 を 奪った 者 は 幕府 方の 武士に 

相違ない と、 このように 見当 を 付けまして、 専心 探索 

に 取り かかりました。 …… でも なぜ 私たち 二人の 者が、 

巻き 奉書 を 取り返そうと、 苦心いた したので ございま 

しょう？ 徳大寺 様から このように 命ぜられました か 

ら でございます。 『今 大切の 巻き 奉書 を、 青地 清左衛 


門へ つかわして、 大 先生へ もたらせ たが、 道中の ほど 

が 心 もとない。 で、 その ほうた ち 二人へ 命ずる。 それ 

となく 清 左 衛門を 警護す るよう に』 と。 ：•：. その 警護 

に 失策 をし まして、 巻き 奉書 を 他人の 手へ、 奪い取ら 

れ たので ございます。 どのように 苦心 を 致しましても 

こちらへ 奪い返し ませねば、 徳大寺 様に 対しまして、 

私 ども 申し訳が 立ち ませぬ。 …… ところが あの 日 両国 

の 往来で、 北条美 作の 懐中から 奪い取る ことができ ま 

した。 …… でもす ぐ 目 明し の 代官 松に、 目 付けられて 

烈しく 追い かけられました。 巻き 奉書 を 持って いて、 

取り 押さえられて は 一大事と、 このように 咄嗟に 思い 


ましたので、 一時 預かって いただこう ものと、 大道 売 

卜者の 老人の 店へ、 投げる ようにして おき ましたが、 

その 売卜 者の 老人が、 お 話の 吉田武 左衛門 様と は、 思 

いも 及ばないで おりました」 

その 日の こと を 回想す るよう に、 こういうお 条は感 

慨 深そう に、 張りの ある 大型の 眼 を 細めた。 

「ところが どうだろう、 その 巻き 奉書 を、 お 狂言 師の 

ような 老人が あの 晚 綴じ 紙と 一 緒く たにして お 屋敷の 

前で ひろげて いたで はない か」 

ぉ条の 横につつ まし やかに、 すわって いた 金 兵衛が 

このよう にいった。 


「取り返そうと 手 を 尽くして みたが、 とうとう 持って 

逃げられて しまった。 …… 思い出しても ム カム 力す る _ 

あの 晚は 俺た ちに は 悪い 晩だった。 …… 水 戸 様 石 置き 

場の 空 屋敷の あの 惨酷な 焼き討ちから、 お 狂言 師の老 

人に、 なぶられた あげくに 逃げられた ことから、 美 作 

や 兵馬 や 代官 松め に、 屋敷 を 囲まれて 襲われた ことか 

ら …… そうして 屋敷から 引き上げた ことから。 …… 思 

い 出しても ム カム 力す る」 —— で 金 兵 衛はジ リジリ し 

たようす で、 小鬢の あたり を 指で 搔 いた。 しかし 老儒 

者 は 微笑しながら いった。 

「あれ は 予定の 引き上げだった の だよ。 ここの 屋敷 も 


めざされて おります、 水 戸 様のお 下屋敷へ お移りな さ 

れと、 勧められ ていたお りだつた の だから。 …… むし 

ろよ ぃ晚 だった といった ほうがいい。 探して いた 綴じ 

紙 を 引き上げの 際に、 手に入れる ことができ たの だか 

らな」 —— といい いい 老儒 者 は 綴じ 紙 をた たむ と、 深 

く 懐中へ 入れた。 

天龍川の 水 音が、 秋晴れの 空気 を顫 わせて いる。 

くリ いろ  うさぎ 

栗色の 兎が 草 むらから 出た。 が、 逃げよう ともしな 

かった。 

「どのようなことが 巻き 奉書に は、 書かれて いるので 

ござります か？」 —— ややあって 紋 也が 慇憝に 訊ねた。 


京 丸 を さして 


「存ぜ ぬ」 と 老儒 者 は 言下に 答えた。 「手に入れる こ 

とがで きなかった の だからな。 ああそう だよ、 巻き 奉 

書 を。 …… しかし 推量 をす る こと はでき る」 

「  」 紋也は 無言で 老儒 者 を 見た。 

「血判 をした 連判状で あろうよ」 

「  」 


「徳大 寺 卿 を はじめと して 京師の 勤王の 公卿 方が、 集 

めら れた 衆人の 血判 状で あろうよ」 

「  」 

「とはいえ 徳大寺 公 城 卿 は、 尊き ご 身分で おわし ます。 

ご 自身 血判な どされ る はず はない。 集められた 衆人の 

血判 状で あろうよ」 

「それ を 先生へ もたらせました？」 

「わからぬ」 と 老儒 者 はふた たびい つた。 

「が、 これ とても 推量 はでき る。 俺 を 引き出 そうとさ 

れ たのであろう。 しかし 俺と して は 出なかった であろ 

うよ。 たとえ 巻き 奉書が まいった ところで」 


「それ は 何 ゆえで w ざり まする か？」 

「宝 暦の 事件に 懲りて いるから」 

「公卿 方 は 賢明に はお わします が、 武力 も 金力 もお 持 

ちで ない。 再度 ご 計画な されよう とも、 成功な される 

気づかい はない。 それに」 

と 老儒 者 は 紋也を 見た。 

「公卿 方の 間に も 党派が あって、 結束が おぼつかなく 

思われる からで も あるよ」 

「党派な どお ありで ござりましょう か？」 

おお * きまち きょう 

「そなた は 確か 正 親 町 卿から、 お 心 を 受けて 江戸へ 出 

つの 

て、 志士 を 募って おられた はず だが？」 


「仰せ 通りに w ざり ます」 

「それが 党派の ある 証拠 だ。 徳大寺 卿と 正 親 町 卿と が、 

別々 に 企てて おられる ではない か」 

「胸に 落ちまして，》 J ざり ます」 

わし 

「俺 はな」 と 老儒 者 は 意味 深く いった。 「島 をの がれ 

て 江戸へ はいって 以来、 武力と 金力の 充実て いる、 大 

名 衆 へ 眼 をつ けて、 ひ た すら 思想 を 吹き込んだ もの だ」 

「薩、 長、 土、 肥に 水 戸、 佐賀、 越 前 £:」 

「さよう」 と 老儒 者 はうな ずいて 見せた。 「彼ら は そ 

れぞれ 立つ であろう」 ここで 老儒 者 はお 条 にいった。 

「くもる とも 何 か 怨みん 月 今宵 晴れ を 待つ ベ き 身に し 


あらねば …… そなたのお 父上の 藤 井 右門 殿の、 この 悲 

壮な 辞世の 和歌が、 間もなく 世人に 崇められて、 うた 

われる ようになりましょう よ」 

「  」 ぉ条は 無言で 頭 を 下げた。 と、 その 時紋 

也が いった。 

「京 丸に 埋めました 金子と 申す は？」 

「あれ か、 宝 暦の 事件の 際に、 同志が 諸方から 集めた 

金子 だ。 …… これ を 活用して 事 を 挙げる のが、 我々 の 

今後の 仕事な の だ。 さて、 そろそろ 出かける としょう」 

老儒 者の 乗った 駕籠 を 取り巻き、 一団 は 先へ 歩き 出 

した。 荷物 を 背負って いる 人足な どもあった。 何が は 


いっている のであろう？ 新しい 軍器の 模型 かもしれ 

ない。 

年が 代わって 春と なった。 お 狂言 師の 泉嘉 門の、 花 

の 咲いて いる 裏庭で、 恋 語り をして いる 男女が あった。 

北条左 内と お 菊と である。 

「父 も 性質が 変わりました」 といい いい 左 内 は 微笑 を 

した。 

「去年の 初秋からで ございま すよ。 にわかに おだやか 

になり まして 私の 申す 意見な どに も、 耳 を 傾ける よう 

になり ました。 よく 口癖に 申したり します。 『事と い 


うの は 齟齬す る もの だ。 俺 はこれ から は 我 は 張らぬ 

よ』 このように 申す ので ございま すよ」 

うぐいす  こまい 

鶯 の啼き 声が 聞こえて 来た。 小 舞 物 をうた う 声な 

どもした。 

「父 も おだやかに なり ましたし、 元気に もな りまして 

ござります。 お聞きな さり ませ 『柳の 下』 を、 あのよ 

ほが 

うに 朗らかに うたって おります。 …… このごろ 破門 を 

許されまして、 舞台に 立つ ことができました ので、 元 

気になつ たので ござります」  で、 お 菊 は 聞こえて 

来る 嘉 門のう た 声に 耳を澄ました。 

すると、 左 内が ささやく ようにい つた。 


神仙 境 

「嘉門 殿 を 舞台に 立た せます よう、 宗家へ 申し入れ ま 

したの が、 私の 父な ので ございま すよ」 

「まあ」 とお 菊 は 眼 をみ はった が、 感謝に たえない と 

いうよう に、 左 内へ 初々 しく 頭 を 下げた。 

ひがんざくら  む 

一 一人 をお おうてい る 彼岸桜が、 陽に 蒸されて 今にも 

崩れそう に 見えた。 ふとお 菊 は 不安そう に 訊いた。 


「 桃 ノ 井 兵馬と 申さ れる 恐ろしい お 侍さ まが ございま 

したが。 …… 」 

「兵馬で ござる か、 どうして おる やら。 『あの 男 は あ 

まりに 惨 忍に 過ぎる』 このように 父が 申しまして、 出 

入り を 止めて しまいました。 …… が、 いやらしい 人間 

のこと など、 考えない ことに 致しましょう」 泉水で 鯉 

の はねる らしい、 清々 しいかす かな 音が した。 

「あのう」 とお 菊 は 口籠る ようにい つた。 

「あなた 様に はお 許婚のお 方が …… 」 

ま ち 

「ああ ありました、 満知 姫様と いいます」 どうしたの 

か 左 内 はこの 言葉 をい うと、 妙に 憂鬱の 顔 をした。 


「が、 お 命 はありますまい」 

「  」 

「ひどく ご 衰弱な され ましてな、 骨と 皮ば かりにな り 

ました」 

「  」 

「お気の毒 なお 方な ので ございま すよ。 …… いささか 

きょうし つ 

狂 質が ぁリ ますので。 …… が、 もう 何も 申しますまい。 

不快な 他の 人の 身の上な ど は。 …… 」 

一 一人の 恋 はかなう であろう か？ 

身分の 相違 はいち じる しいが、 しかし 左 内の 情熱と、 

すがすがしい 心境から そん S すれば。 …… 


とにかく ここに ある ものと いえば、 恋 以外の 何物で 

もなかった。 

(山 重なって 森 深く、 岩た たな わって 谷 をな し、 天 龍 

こせき  すまい 

の 川の 流る る 所、 古昔より 神仙 住居して、 深紅の ぼた 

しの 

んの花 を 養う。 大 いさか さ を 凌ぐ もの あり、 ひょう 

ひょうと して 水に 浮かび、 流れに 従って 海に 入る。 神 

仙の 住 地 を 京 丸と 称し、 花 を 京 丸 ぼたんと いう。 地名 

ところ 

あれ ども 所在 を 知らず。 云々) 

これが 京 丸と いう 別天地に ついて、 いい 伝えられて 

来たう わさであって、 天龍峡 あたりに あった ものと 見 


え る 

ところが 明 和の ある 時代から、 すなわち 老儒 者の 一 

団が、 その 地 を 目 ざして はいり 込んだ ころから、 京 丸 

の あるら しい 地点へ 向かって、 諸国から 武士た ちが は 

いり 込んだり、 武士た ちが 諸国へ 出て 行ったり する の 

を、 天龍川の 沿岸に 住む 村人た ち は 眼に 止めた。 

ある そまな ど はこうい うこと をい つ た。 

「ある 日 私 は 道に 迷って、 谷 深く はいって ゆきました。 

すると どうでしょう 木の香の 新しい、 幾 棟 かの 家々 が 

建って いて、 武士た ちがお るではありません か。 講義 

をして いる 声 も すれば、 武芸 を 習って いる 音 も すれば、 


何 か 機械で も 造って いるら しい、 つちの 音な どもいた 

しました。 で 私 は 驚いて、 急いで 横へ それました とこ 

ろ、 一軒の 家から 神々 しいよう な、 長身の 老人が 出て 

来られまして、 川の ほうへ 歩いて ゆきました。 引きつ 

けられた とで もい うのでしょう。 歩いて ゆく 老人の 後 

へつ いて、 私 も 歩いて ゆきました。 と、 天 龍の 岸へ 出 

ました。 私 は そこで 胆を つぶしました。 四方 山の よう 

な 岩に かこまれ、 一方 だけに 口 を あけた、 二 町 四方 も 

あるであろう か —— そんなに も 広い 平らの 土地に、 ひ 

もうせんと でもい いまし ようか、 深紅の 敷き 物が 敷い 

てあつた からです。 で、 私 はす くんで しまいました。 


その まに 老人 は ひもう せんの 上 を、 先に 歩いて ゆき ま 

した。 ところが どうに も 不思議な の は、 ひもう せんが 

老人の 歩く につれ て、 左右へ ユラ ユラと 揺れる ばかり 

でな く、 その 老人の 腰から 下 を、 見えない ように 隠す 

のです。 で、 私 は よくよく 見ました。 なんと 意外で は 

ありま せんか、 ひもう せんだ と 思って いたの は、 深紅 

のぼたん の 花だった のです。 そのうちに 老人が 出て 来 

ましたので、 私 は 恐る恐るお 訊ねいた しました。 『あ 

なた 様 は どなた 漾 でございます か？』 と。 


太陽 を 掲げる 人々 

すると その 老人が 申されました 『わし は 天 龍 道 人 だ 

よ』 と。 

—— で 私 はまた 訊きました。 

『ここ は どこな ので ございます か？』 と。 

すると 老人 は 申されました。 

『ああ ここ は 京 丸 だよ』 と。 

それから 私 は 京 丸から 出て、 ようやく 家へ 帰り まし 

たが、 もう 一度 行って 見よう などと は、 夢にも 思って 


おりません。 こうなん ともい えない ような、 強い 力が 

一方に あって、 そうして 一方に は 仙境 じみた、 尊 気の 

力が あるので すから、 ちょっと 私な どに は 寄りつ きか 

ねます」 

天 龍 道 人 だと 称した 老人が 例の 老儒 者であろう なら、 

その 老儒 者 は 宝 暦 事件の 立て 者、 垂加 流の 神道の 祖述 

きんのうか 

者で あり、 兵法 学者で あり、 勤王家であった 竹 内 式部 

その 人 だと、 こう 想像して よさそう である。 

何 ゆえ かとい うに 信 濃の 人々 は 「竹 内 式部 先生 は、 

奇跡的に 三 宅 島からの がれ 出て、 天 龍 河畔に 隠せい し 

て、 みずから 天 龍 道 人と 称して、 晚年を 平和に 送った」 


と、 今日 も 固く 信じて おり、 証拠 も ある 点まで 挙げて 

いるので あるから。 

老儒 者 は 竹 内 式部と しても、 決して 平和に 平凡に、 

京 丸へ 隠せい したので はなくて、 一方で はぼたんの 花 

を 養い、 「自然」 の 美し さ を 称えながら、 他方で は 例の 

金子 を 用いて、 諸国の 志士 や 義人た ち を 集め、 あるい 

は 尊王 抑覇の 講義に、 または 新兵 器の 製造に、 専心し 

たものと 断じてよ い。 

京 丸に 住む 人た ちの 中には、 紋也 や、 ぉ条 や、 小 次 

郎ゃ、 鈴 江 や、 金兵衛 などが いる はずで ある。 

これらの 人々 も 竹 内 式部、 天 龍 道 人の 指揮の 下に、 


京 丸に あって は 事業 を 助け、 諸国へ 出て は 説 を 述べ、 

明治維新の 大変 革の、 原動力と なった ことであろう。 

とまれ 竹 内 式部と いい 山県大 式 といい、 藤 井 右門と 

いい、 近世に おける 尊王 主義の 士は 明治維新の 大業に 

ぎょうしょう 

対して、 暁 鐘 をつ いた 人た ちであった。 

で、 その 次に 来たる もの は、 太陽 を 掲げる もので な 

ければ ならない。 

薩、 長、 土、 肥に、 水 戸、 佐賀、 越 前の 憂国の 志士 

たちが それで ある。 

そうして そういう 人た ち を、 養い 教えた 人物が、 竹 

内 式部 だと いう ことができる。 


それにしても 紋也 とお 条 との 恋 は、 その後 どうな つ 

たこと であろう？ 

紋 也に は，. 許婚の 娘が あった はず だ。 ぉ条 との 恋 は 

とげられなかった かもしれ ない。 

しかし 大業の 前にあって は、 二人ながら 恋な ど は 問 

題に しないで 働いた ものと 解釈して よかろう。 

昭和 四 年の 今日に おいても、 京 丸と いう 神秘 境 は、 

名 は あるが ぁリ 場所 はわから な い。 

しかし 今日 も 時あって、 ぼたんの 花の 咲く 候になる 

と、 かさ ほどの 大 いさの ぼたんの 花が、 天龍川の 上流 

から、 流れて くると いう ことで ある。 


東海道 を 敵と 敵 


いやいや 物語 は 以上 だけで、 完結す る こと はでき な 

かった。 

素晴らしい 重大な 出来事が、 まもなく 起こった ので 

あるから。 

それ は 初夏の ことで あつたが、 一人の 武士と 一人の 

娘と が、 旅 よそおい をり りしく して、 京 丸の ある 地点 


から 京都に 向かって 発足した。 

山県紋 也と 鈴 江と であった。 

そのこ 

「園 子 様お たっしゃで おいでな されば よいが」 

「さよう さ、 たっしゃで おいでな されば よいが」 

「兄 上 を 慕 つ て 江戸 表な ど へ 、 お いでな さらなければ 

よろし ゆ う) J ざ いますが 」 

「わし も その 事が 心配な の だよ。 江戸 表へ 出たい とい 

うような 事 を 書面に したためて よこされ たの は、 去年 

の 初秋の ことであって その後 仕事に 取り まぎれて、 わ 

し は 消息 さえし なかった。 …… 江戸 表へ などお いでで 

なければ よいが」 


「園 子 様のお 兄 様の 青地 清 左 衛門様 を、 箱 根の 山中で 

討ち取りました は、 何者な ので ございましよう？」 

「これ だけ はい まだに わからない。 いずれ は 北 条美作 

などの、 一 味の 者と 思われる が」 

かたき 

「さぞ 園 子 様に おかれまして は、 敵 が 討ちとう ござ 

いまし ような」 

「わしに してから が 討って あげたい」 

「京 丸へ お呼び寄せなさい ましてから、 園 子 様のお 心 

を 伺って、 敵の 素性 を 突き止めて、 兄 上がお 助太刀な 

さいまして、 敵討ち をお させな さり ませ」 

「そうさ、 わし もそう 思って いる」 


兄妹が 歩み を 運びながら、 話し合つ ている 話と いえ 

ば、 おおよそ このような ものであった。 

京 丸での 仕事の だいたいの 形が、 この 初夏まで にで 

き 上がった ので、 紋 也に とって は 許婚の 青地 園 子 を 京 

丸へ 呼び寄せ、 安全に 保護 を 加えようと、 二人が 迎え 

に 行く ところな のであった。 

「ぉ条 様、 ぉ可哀 そうで ございますな」 

i 心戯 ツ子ら しいから かい 声で、 ややあって 鈴 江が 紋 

也へ いった。 

「なぜな？」 と 紋也は 訊き返した。 

「元気よ く 江戸へ 旅立 たれた ではない か」 


「お 許婚の 園 子 様 を、 京 丸へ お迎え 取りな されようと、 

兄 上がお いいだし なされた 日に、 不意にお 条 様に はさ 

びし そうにな されて 『私 は 江戸 表へ 参ります。 そうし 

て 江戸の 同志の 方々 と、 江戸で 仕事 をいた します』 と、 

このように いわれて 金兵衛 殿と、 京 丸 を 出られた では 

ございませ ぬか」 

「江戸で 働く の も 大いによ ろしい」 

「それにしても にわかに あのよう に。 …… 」 

「まあまあ それ はいわない ほうがよ かろう」 

「園 子 様と お逢いな される のが、 お 苦しい からで ござ 

いまし ようよ」 


紋也は 返辞 をし なかった。 ただ、 黙々 と 歩いて 行つ 

た。 飯 田の 城下 も 通り過ぎ、 日数 を 重ねて 浜 松へ 出た。 

この 浜 松から 東海道と なる。 東海道 を 京に 向かって、 

二人の 兄妹 は 歩いて ゆく、 編が さで 二人ながら 顔 を 隠 

し、 人目に つかぬ ように 歩いて ゆく。 旅人 や、 旅 かご 

や、 乗リ かけ 馬な どが、 街道 筋 を 通って いた。 武士 も 

通れば 商人 も 通り、 道中 師 らしい 人物 も 通り、 女 連れ 

の 群れな ども 往来して いた。 

松 並木 は 青く 海 も 青く、 海に はか もめが 白々 と 飛び、 

並木の 土手に は 草の 花が、 松の 根 を 美しく 飾って いた。 

のどか 

で、 賑やかで 長閑そう であった。 


しかるに いっこう 長閑そう になく、 憂う つらし いよ 

うす をした、 浪人 者ら しい 二人の 武士が、 京都の ほう 

へ 歩いて いた。 

深 編が さ をいた だいて いるので 顔 を 見る こと はでき 

なかった が、 一人 は 桃ノ井 兵馬で あり、 もう 一人 は 矢 

柄 源兵衛 なのであった。 

「どうやら とうとう 見失った らしい。 矢柄 氏なん と 思 

われる かな？」 

「さよう さ」 と 矢柄 源兵衛 はいった。 

「見失った ようで ございますな。 …… 一 人 は 男 一 人 は 

女、 その 取り合わせが 面白う ござる、 根よ く 探したら 


見つかりましょう よ」 

で、 二人 は 歩いて 行った。 

三組の 道中 

北条美 作の 心持ちが 変わ つて おだやかな 態度と な つ 

て 以来、 桃ノ井 兵馬 は 出入り を 止められ、 またも 浪人 

の 身の上と なり、 妻の 君 江に さえ 逃げられて、 江戸に 

住む ことが 苦痛と なった。 


矢柄 源 兵衛も 同じであった。 青地 清 左 衛門を 箱 根の 

山中で 討ち取った あげくに 巻き 奉書 を 奪い、 北 条美作 

へ もたらせる や、 北条美 作に 愛せられ、 美 作から 京都 

の 所 司 代の、 阿部 伊予 守へ 懇望して、 源 兵衛を 番士の 

籍 から 抜かせ、 自分の 家臣へ 加えた が、 美 作の 心が 変 

わると ともに、 源 兵衛は 冷遇され るよう になった。 

で、 源 兵衛は 浪人した。 

浪人 はした が 食う ことができない。 

そこで 食えない 兵馬 を かたらい、 切り取 リ など を 行 

なった が、 いよいよ ますます 食えなく なった。 

そこで 二人 はこう 考えた。 「京都へ 行って よい 運 を 


つかもう」 —— で、 旅 をして 来たので あった。 

しかるに 掛 川まで 来た 時で あつたが、 意外な 人間 を 

発見した。 旅 よそおい をした 一人の 娘が、 旅 よそおい 

をした 若い 男 を、 供の ようにして 引き連れて、 街道 を 

たど つ て 行く ので ある。 一 一人ながら 編が さ を かぶ つ て 

いるので、 顔 を 見る 事 はでき なかった が、 姿 や 物腰で 

知る ことができた。 女 はお 条 であり 男 は 金兵衛 であつ 

た。 

見て取る や 兵馬 は、 「しめた！」 と 思った。 

わすれがたみ  おれ 

「藤 井 右門の 遺児と して は、 ぉ条は 己に は 怨敵 だが、 

おれ  ま ま 

しかし 己 は あの 女が 好きだ。 手に入れて 自由にした 上 


で、 息の根 を 止めて やる ことにしよう」  で 源兵衛 

むね 

にも 旨 を 含め、 見え隠れに 二人の 後 をつ けた。 

うまや じ 

が、 袋 井 を 通り抜けて、 見 付の 駅路へ はいった 時、 

どうした もの か 見失つ てし ま つ た。 

で、 今、 街道 を 歩きながら、 兵馬と 源 兵 衛とは 残念 

そうに、 その 事に ついて 話して いるので あった。 

ひとえ 

紋服で は あるが あかじみた 単衣 を、 二人ながら だら 

りと 着流して いる。 はいている たび も 切れて いれば、 

はいている 雪駄 も 切れて いた。 歩く ごとに かわいて い 

る 地面から、 バ ツバ ッ とほ こりが 舞い上がって、 裾 を 

まみれさせた。 


二人 は 先へ たどって 行く。 

事実 二人の 思って いるよう に、 ぉ条 と金 兵衛 とが こ 

の 街道 を、 京へ 旅して いるので あろう か。 

二人 は 事実 旅して いた。 

ぼうば な 

しかし この ころ 二人の 者 は、 見 付の 駅路の 棒 鼻の あ 

たり を、 話しながら 先へ 進んで いた。 

「お 許婚の 園 子 様 を、 紋也 様に は 京から 呼び寄せ、 京 

すま い 

丸へ こさせて お 住居な さると いう。 当然の ことで は あ 

ろう けれど、 私に は 悲しく も 口惜しい。 私 は 園 子 様と 

お逢いしたくない」 —— で 金 兵衛を 誘って、 江戸 表へ 

出て 働こうと いう、 そういう 口実で 京 丸 を 出て、 事実 


江戸へ 出た ので あつたが、 江戸に はいろ いろの 思い出 

があって、 住居 をす る ことが 苦しかった。 「京都に も 

同志の 人た ち は ある。 その 人た ちと 働く ことにしよう。 

それに その後の 出来事 を、 徳大寺 様に お 目に かかって、 

お 話 をす る 義務 も ある」 —— で、 京都へ 出かける こと 

にした。 

見 付の 駅路まで 来た 時で あつたが、 その 駅路から 一 

里ば かリ 離れた、 妙 塚と いう 小さい 里に、 縁結びの 地 

蔵 尊の あると いう ことに、 ふと 気が つ いたと ころから、 

参詣 をす る ことにした。 

で、 金 兵衛と 参詣して、 時 をつ ぶして 見 UZ: まで 帰つ 


て、 今、 棒 鼻の 辺 を 歩いて いるので あった。 

みちゆき 

編が さ を かぶって、 道行 を 着て、 手 甲 脚半に 手足 を 

よそおい、 お 条はス タス タと 歩いて ゆく。 尻 端折り を 

して 道中 差し を 差して、 並んで 金 兵衛が 歩いて ゆく。 

はたご  とめおん な 

夕暮れに 近い 時刻であって、 旅 宿の 門で は留 女が、 

客 を 呼ぶ 声を立て はじめていた。 

こうな つて は 事件が 起こらなければ なるまい！ 紋 

也の 組と、 兵馬の 組と、 ぉ条の 組と が 同じ 街道 を、 同 

じ 日に 同じ 方角へ 向かって、 同じ 時刻に 歩いて いるの 

であるから。 


四 組の 客が 同じ 宿に 


案外に 事件 は 起こらな か つ た。 

三組の 人数 は 歩いて いたが、 距離が へだたつ ていた 

がた めに、 顔を合わせる ことがなかった からで ある。 

幾日 か 幾日 か 泊ま リを 重ねて、 三組の 人た ち は 大津の 

うまや じ 

駅路へ はいった。 しかるに 同じ 日に もう 一組の 男女が 

京都から 大津の 駅路 へ はいった。 

うば  しも ベ 

旅 よそおい をした 若い 娘 を 乳母ら しい 老女と 下僕ら 


しい 男と が、 守護で もす るよう に 前後に はさんで、 入 

り 込んで 来た 一組であった。 すげ のか さ を かぶって 道 

行 を 着て、 かいきの 手 甲 脚半 をつ けて、 たびに 付け ひ 

もの ぞうり を はき、 杖 をつ いた 娘の 旅の 姿 は、 上品で 

清らかで 美しくて、 処女の 気高 ささえ 持って いた。 引 

いたよう に 細い 三 力 月形の 眉、 その 下にうる おってい 

る 切れ 長の 眼、 鼻の 形の 高尚 さは、 人に 頭 を 下げさせ 

るに 足りた。 長目の あごに かさの ひもが、 結ばれて 赤 

く 見えて いたが、 唇の 赤 さと 似た ものが あった。 

「園 子お 嬢 様 は 旅 は はじめて、 さぞお 疲れで ござり ま 

しょう。 少しば かり 早く は ござり ますが、 旅 宿 を 取る 


ことにいた しましょう」  四十 歳 あまりで たくまし 

くて、 忠実ら しい 下僕 はいった が、 「お 咲 殿 その ほうが 

よろし かろうな」 乳母ら しい 老女へ 顔 を 向けた。 

「その ほうがよ ろしゅう > ざいます とも。 江戸まで は 

長旅に ございます。 今から 足な ど 痛めまして は、 それ 

こそ 大変で ございます。 旅 宿 を 取る ことにいた しま 

しょう」 —— 乳母のお 咲 はこうい うように いった。 

「私の ことなら 大丈夫 だよ。 私 はちつ とも 疲れて はい 

ない。 一日で も 早くお 江戸へ ゆきたい。 ね、 もう 一宿 

ゆく ことにし ようよ。 …… でもお 前た ち 小 平 やお 咲が、 

疲れて いるよう なら 泊まっても よいが」 —— 娘 はか さ 


の 中で こういう ようにい つた。 

徳大寺 卿の くげ 侍の、 青地 清左衛 門の 妹で あり、 山 

県紋 也の 許婚で ある、 それ は 青地 園 子であった。 どう 

して 旅な どして いるので あろう？ 許婚の 紋也を 恋 

慕って、 江戸 表 を 差して 行く 途中な のであった。 

お ま  め 

「山 県 様に 一 日 も 早く、 お逢いな さろうと 思し召して、 

先 をお 急ぎなさい ますそう な」 下僕の 小 平 はから かう 

ようにい つた。 「がお 嬢 様 それ はいけ ませぬ。 逢わな 

い 内の 楽しみに も、 よいと ころが ある もので ござ リま 

すよ」 

「まあ 小 平 は …… 何 をい うこと やら」 


しかし 三人 は 泊まる ことにして、 千代 古屋 という 旅 

宿屋へ はいつ て 行った。 

「お 早い お着きで ございます」 

—— で、 三人 は 奥へ 通された。 

ぞくぞく  かど 

しだいに 夜が 迫って 来て、 続々 と 旅人 は 旅 宿の 門 を 

くぐった。 と、 その 時 二人の 浪人が、 千代 古 屋の門 を 

くぐった が、 そのみす ぼらし い 風 さいから、 どうやら 

帳場から 断 わられた らしい。 が、 二人の 浪人 は、 その 

ような ことに は 慣れて いると 見えて、 番頭と 押し問答 

をした あげくに、 ズ カズ 力と 奥へ 通って 行った。 

「はい 千^ 古屋 でございます。 お泊まりなさい まし、 


お泊まりなさい まし」 —— 留女は 門口で なお も 呼んだ。 

と、 その 声に 引かれた かの ように、 前後して 二 組の 男 

女の 旅人が、 千代 古屋の 門の 土間へ はいった。 一組 は 

紋 也と 鈴 江で あり、 一組 はお 条 と金 兵衛と であった。 

が、 一足 違った ため か、 双方と も心づ かなかった。 別 

れ 別れて 別々 の 部屋へ、 案内され て 通った ので ある。 

「お泊まりなさい まし、 お泊まりなさい まし」 

なお も 留女は 門口で 呼んだ。 

「お 妻 太夫さん の 見世物 を 見に、 お 島さん 行って 見た 

いねえ」 

「こっそり ごまかして 見に ゆこう か」 


留女 たち は 客 を 招く 合間に、 こんな 話 を 話し合って 

うまや じ 

いたが、 この 大津の 駅路の はずれの、 水 無 神社の 境内 

に、 事実 この 時お 妻 太夫の 一座が、 見世物の 小屋 を か 

けて いた。 —— が、 千代 古屋の 奥の 部屋の、 出来事に 

つ いて 語る ことと しょう。 

「兵馬 氏、 飯 を 持って来 ぬの」 

「虐待，" しおる。 アツ ハハハ ハツ。 ただし 珍しい こと 

でもない。 源兵衛 殿、 気 永く 待つ ことにしましょう」 

II 一 一人の 浪人が 話しあって いた。 


敵討ち はどうな るか？ 


さっき 方 番頭と 押し問答 をして むしろ 脅かして 千代 

古屋の 奥へ、 通って 行った 浪人 は、 桃ノ井 兵馬と 矢柄 

源兵衛 とであった。 

暗い 行 燈の光 を 前に、 二人 は 腹立たし そうに 話して 

いた。 

「こう 虐待 をされ るよう な、 こんな 身分に おちぶれる 

ほどなら、 何も 人 一人た たつ 切って、 巻き 奉書な ど 奪 

わなければ よかった」 


「青地 清 左 衛門を 叩つ 切った ことかな」 

「うん」 と 源 兵衛は 不気味そう にいった。 箱 根の 山中 

で 背後から、 声をかけずに 叩つ 切った が、 今ではい や 

な 気持ちが している。 

「ナ— 二人 間の 一人 や 二人、 叩つ 切った ところでなん 

でも あ リゃァ しない。 …… それ は それと して 飯が 遅い 

な。 …… おや、 廊下で 足音が した。 下女め が 夕飯 を 

持って来た のかな」 

で、 二人 は 耳 をす ました。 しかし 廊下での 足音 は、 

部屋の 前から 立ち去って しまった。 

「なんだ なんだ 面白く もない」 


しかし もし 二人の 浪人 者が、 廊下に 足 音を立てた 主 

の、 素性 を 知る ことができたならば 「面白く もない」 

というよ うな、 そのような 比較的 のん 気な 気持ちで、 

話し合つ ている こと はでき なかった であろう。 という 

の は 廊下での 足音の 主が、 源 兵 衛が箱 根の 山中で、 討 

ち 果たした 青地 清左衛 門の 妹の、 園 子 その 人であった 

からで ある。 

園 子で あるが 自分の 部屋 を 出て、 かわやへ 行って 用 

をた して、 廊下 を 何気なく 帰って来た。 と、 部屋の 中 

で 話し声が 聞こえた。 兄 清左衛 門のう わさが 出た。 そ 

こで 足 を 止めて 聞き耳 を 立てて、 源 兵 衛の話 を いっさ 


い 聞いた。 

「この 部屋に いる 源兵衛 という 武士が、 さて は 兄 上の 

かたき 

下手人な のか！ これで 敵 を 知る ことができた。 逃 

がし はしない！ 兄 上の 敵 だ！」 —— で、 たしな みの 

おど 

懐剣 を、 引き抜いて 部屋へ 躍り込んで、 敵 を 討とうと 

思った が、 小 平 やお 咲に 知らせなかったら、 後に なつ 

て怨 まれる ことであろう。 それに 部屋に は 敵の 他に、 

連れの 侍が いるら しい。 気 を はやらせて 飛び込んで 

行ったら、 あべこべに 返り討ちに されよう もしれ ぬ。 

一旦 自分の 部屋へ 帰って、 小 平と お 咲と へ 事情 を 話し 

て、 三人で 切って はいる ことにしよう。  で、 自分 


の 部屋へ 引つ 返した が、 その 部屋と いうの は 源 兵衛の 

ま 

部屋から、 三 間 ほど 離れた 所に あった。 

部屋へ 飛び込む と 園 子 はいった。 

「さあ 助太刀 をして おくれ！ 兄 上 を 討ち果た したに 

かたき 

くい 敵が、 同じ 宿に 泊まって いるの だよ。 かなわぬ 

まで も 切り込んで。 …… 」 

しもべ 

「お 嬢 様！」 とそれ を 聞く と 下僕の 小 平が、 まずた く 

ましい 顔の 上へ、 敵が い 心 を ムラ ムラと だした。 

「お 咲 殿、 そなた も 守り刀で！」 

「あい！」 とお 咲 も 懐剣 を 握った。 

さむらい 

「どんな 武士 か 知らないが ナ—  二！ ナ—  二！ ナ— 


二！ ナ—  二！」 小 平 は 傍へ 引きつけ ておいた、 道中 

差 し を 取り あげたが 、 フ 」 主人 様 もお 守り くださりよ う。 

三人 かかって 討って 取り、 かなわぬ 時 は 切り死に する 

ばかり だ」 —— で、 ヌッと 突っ立った。 

「ではお 嬢 様」 

「小 平 や 頼む よ」 

「私 も 命 限り 根限り！」 

—— で、 三人 は 勢い込んで、 部屋から 出る と 廊下 づ 

たいに、 源 兵衛と 兵馬の こもって いる、 部屋の ほうへ 

足音 を 忍んで 進んだ。 

はたして 敵討ち はでき るであろう か。 討つ ほう はか 


よわい 娘で あり、 助太刀 をす るの は 下僕と 乳母 だ。 武 

道に は 未熟の 連中で ある。 しかるに 一 方 討 たれる ほう 

は、 人 を 殺した ことの ある、 兇悪の 矢柄 源兵衛 である。 

のみならず 源 兵 衛には 剣鬼の ような、 桃ノ井 兵馬が つ 

いている。 

この 敵討ち は あぶない あぶない！ 

力 も 

そういう 気分が その 一郭で、 醸されて いると いう こ 

と を、 なんで 紋 也が 鈴 江が 知ろう。 

二人 は 五、 六 間 へだたった、 一間の 中に 向かい合つ 

て、 夕飯の 終えた 後の 時間 を、 寝 もせず 静かに 話して 

ひとと ころ 

いた。 と、 突然 一 所から、 ののしり 合う 声が 聞こえて 


来た。 

「兄 上の 敵！」 

「何 を 女郎が！」 

—— で、 紋 也と 鈴 江と は、 ハツと したよう に 眼 を 見 

合わせた が、 次の 瞬間に は 二人ながら —— 一人 は 刀 を 

引つ 下げて、 一人 は 吹き 針 を 手に 持って、 立ち上がつ 

て 廊下へ 走り出し ていた。 


悲惨な 再会 


しかるに この頃もう 一組の 者が、 一つの 部屋で 話し 

合って いたが、 「おや」 といって 顔 を 見合わせた。 紋也 

たちのいた 部屋の 正面の、 小 綺麗の 部屋に いた 一組で 

あって、 他なら ぬお 条 と金 兵衛と であった。 

かたき 

「兄 上の 敵と いったよ うだね。 しかも うら 若い 女の 

声で」 

「へ い、 姐 ご、 そうい つたよう で」 

「行って みょうよ、 ねえ、 金ち やん」 

「行って みましょう！」 と金 兵衛は 立った。 

ふすま を あけた が 二人 一緒 だ！ ス ルス ルと 廊下へ 


走り出て、 声の した ほうへ 小 走った。 と、 その 二人の 

すぐ 行く手 を、 一 人の 武士と 一 人の 娘と が、 やはり 先 

の ほうへ 小 走って いた。 

「あ ッ」 とお 条が声 を あげた。 

「山 県さん だよ！ 紋 也さん だよ！」 

「よ ッ、 妹 ごの 鈴 江 様 も おられる！」 

しかし 金兵衛 がそう いった 時には、 紋 也の 姿 も 鈴 江 

の 姿 も、 曲がり角 を 曲がって 見え なくなつ ていた。 と 

はいえ すぐに 叫び声が した。 

「お ッ、 これ は 園 子 様 か！」 

つづいて 女の 喜び 声が 聞こえた。 


「あ ッ、 紋也 様！ 鈴 江 様に も！」 

つづいて 紋 也の 声が 聞こえた。 

「おのれ は 兵馬 か！ 桃ノ井 兵馬 か！」 

「う ー む、 貴様 は 山 県 兄妹 か！」 

つづいて 女の 声が した。 

「兄の 敵で ござります！ そこにい る 矢柄 源兵衛 とい 

う 男が！」 

—— たちまち 太刀 音が 数 合した が、 すぐに 人間の 倒 

れる 音が し、 

「園 子 様！ とどめ をお 剌し なされ！」 紋 也の 声が 響 

き 渡り、 「おのれ！ 逃げる か！ 卑 きょうだ！ 兵 


馬！」 こう 同じ 声が つづいて 起こった。 

しかし その 次の 瞬間に おいて、 廊下 を はせ て ゆく 足 

音が した。 

あさよる 

まだ 浅 夜であった ので、 大津の 町 は 賑わって いた。 

と、 その 往来 を 一人の 浪人が、 抜き身 を さげて 走って 

来た。 千代 古屋 から 逃れ出た 兵馬であった。 と、 その 

後から 大勢の 者が、 棒な ど を 持って 追つ かけて 来た。 

千代 古屋の 若い 衆 を 先に 立てて 近所の 人々 が 訳 わから 

ずに 群衆 心理に 支配され て、 兵馬 を 追って 来たので 

あった。 


「食い逃げ だ！」 「賊 だ！」 「敵討ち だ！」 —— で、 一 

同 追って 来た。 

—— 紋 也に 逢おうと は 思わなかった。 鈴 江に 逢おう 

と は 思わなかった。 その上 廊下の 曲がり角の あたりで、 

ぉ条 と金 兵 衛の姿 を 見た！ いったい どうした という 

のだろう o  とうとう 源 兵 衛は討 たれて しま つ た 

おれ 

…… なぜ 己 も あの 時 紋也を 相手に、 切り死に をして し 

まわなかった のか！ 尾羽 打ち 枯らした 浪人の 己 だ！ 

今後の 立身な どお ぼっかない！ 切り死に すれば よ 

かった ではない か！ 

走りながら 兵馬 はこん な こと を 思った。 


—— 仇敵の 山県紋 也に 討 たれて 死ぬ のが 口惜しく 

思 つたから だろう。 それで 夢中で 逃げた のだろう！ 

追って 来お る！ 追って 来お る！ 追って 来お る！ 

食い逃げ、 賊 だと 叫んで おる—  町人 どもに 追い 

詰められて 捕えられて は 恥の 恥 だ—  腹 を 切りた 

い！ 死に場所 を 得たい！ 

兵馬 は 走りな がらこう 思った。 で、 兵馬 は 横道へ そ 

れた。 しかし 群集 は 追って 来た。 兵馬 は 露 路露路 をく 

ぐって 逃げた。 しかし 群集 は 追って 来た。 と、 兵馬 は 

うまや じ 

駅路の はずれの、 神社の 広い 境内へ 出た。 そこに かけ 

小屋が 立って いて、 赤い 提灯が 釣る されて あり、 人々 


が 木戸から 出入りし ていた。 

「よし」 と 兵馬 は 咄嗟に 思った。 

「まぎれて 小屋へ はいって やろう」 —— 抜き身 を 鞘に 

納める や、 素早く 木戸から 中へ はいった。 

お 妻 太夫の 見世物 小屋であって、 その 舞台裏の 楽屋 

の 中に、 一 人の 女が 子供 を 膝に し、 さも 平和そう にう 

た つていた。 

「あの 山越えて ゆく 時 は …… 」 

「竹 太郎 やお 笑い、 よい 子の 竹太郎 や！ お 父 様 を 目 

付けに ゆきましょう ねえ」 

しかし その 時 見物 席の ほうから、 どよめく 人々 の 声 


が 聞こえ、 こっちへ 走って くる 足の 音が し、 楽屋へ 何 

者 か 飛び込んで 来た。 

「お前 は 君 江！ う ー む、 竹太郎 も！」 


京 丸の 所在地 


飛び込んで 来たの は 桃ノ井 兵馬で、 この 結末 は 簡単 

であった。 女房の 君 江の 前へ すわる と、 

おれ 

「お前の 父親 武左衛 門 殿 を、 殺害した の はこの 己 だ、 


己 はお 前に は 父の 仇 だ！ さあ この 刀で 怨み を 晴ら 

せ」 と、 刀 を 抜く と 桃ノ井 兵馬 は、 君 江へ 渡して 討た 

れ ようとした。 が、 君 江 は 発狂して いた。 で、 ただ ぼ 

う 然とみ つめてば かりいた。 そこで 兵馬 はいった そう 

である。 「親の 敵で は ある けれども、 お前に とって は 

己 は 良人 だ。 まさか 討つ こと はでき ないだろう。 …… 

よしよ しこうして 討 たれよう」 —— 抜き身の 柄 を 君 江 

に 持たせ、 手 を 持ち 添えて 自分から、 兵馬 は 切っ先 を 

胸 もと 深く、 突き 込んで この 世 を 辞した そうで ある。 

「竹 太郎を 頼む！ これ だけ は 頼む！ 死に場所 を 得 

た！ せめても の 慰め！」 これが 最後の 言葉であった 


そうな。 

しかるに この ころ 千代 古屋 では、 ぉ条 とそうして 園 

子との 間に、 こういうし おらし いすが すがし い 話が 取 

り 交わされて いたそう である。 

「おう わさ は 承 わって おりました。 あなた 様が 園 子 様 

で ござりました か。 お 若い 娘 ごの 身空 を もって、 よう 

仇討ち をな されました。 見れば お 優しくて 気高くて、 

それでいて 勇気 もお ありな さる。 紋也 様と はよ いお 

配偶、 私な どお よび もつ きませ ぬ」 これ はお 条 がいつ 

たのであった。 

「藤 井 右門 様のお 嬢 様の、 あなた 様 はお 条 様で ござり 


ました か。 お見受けし ますれば かん 難 辛苦 を、 数々 お 

重ねな されました ごようす、 私な どお よび もつ きませ 

お ぼ 

ぬ。 何と ぞ 今後 は 妹と も覚し 召して、 万事お 教えく だ 

さいます よう」 これ は 園 子が いったの であった。 

もうこれ だけで よいで はない か。 ぉ条は 活動的 婦人 

であって、 園 子の 気品に 打 たれた のであった。 紋 也に 

対する 恋心 を、 いさぎよく 園 子へ 譲った ものと、 こう 

解釈して よいば かリ か、 事実 自分の 恋 を 捨てて、 その 

後 は 江戸 や 京都の 地 や、 京 丸な どへ 往来して、 得意の 

煙 術 を 種に して、 同じ 志の 義人 や 志士 を、 京 丸へ き ゆ 

う 合した そうで ある。 矢柄 源 兵衛を 切り倒し たの は、 


山県紋 也に 他なら なかった が、 とどめ を剌 したの は 園 

子であって、 兄に あたる 青地 清左衛 門の 敵 を 討ち取つ 

たものと いう ことができる。 

園 子 を 加えた 京 丸の 地へ、 その後 続々 と 志士 や 義人 

が、 集まって 来て 倒幕の 策 を 講じた という ことに 関し 

て は、 詳説す るに も あたるまい。 

ここで 作者 は 顔 を 出す。 

百 五十 七 回 を 書いた 時、 読者の 一 人から 次の ような、 

親切な 手紙 を 受け取った。 


前略 貴 作 「娘 煙 術師」 拝読 仕 候、 京 丸の 所在 ご 不明 

の 由お 記載に 候え ども、 右 は 交通 甚だ 不便の 地な 

る も、 確かに 現存し、 現に 小生 叔母の 娘が 嫁し おり 

候、 小生 は 京 丸より 東南 約 十 里の 土地の 産に 候、 た 

だし 京 丸へ は 未到に 候 

奈良県 丹 波 市町  鈴 木 享 

では 作者 は 読者に 約す る、 明日に も 新 舞子 を 発足し 

て、 京 丸の 別天地へ 行って みょう。 そうして 竹 内 式部 

を はじめ、 この 物語へ 出た 多くの 人々 の、 その後の 生 

活を 調べて みょう。 おそらく 意外に して 有意 味の 歴史 

を、 発見す る ことができ るだろう。 その 発見した 歴史 


を もとに、 近い将来 にこの 物語の 続篇 を 書く の も 面白 

いで はない か。 

作者 は 信 州 誠訪の 産で、 京 丸に ついても 京 丸 ぼたん 

についても、 京 丸で 晚年を 送った という、 天 龍 道 人 竹 

内 式部 —— この 偉大なる 人物に ついても、 いわれぬ 愛 

着 を 持って いて、 以前に も 「京 丸 ぼたん」 と 題して、 

長篇 物語 を 書いた ことがあった。 実地 踏査 をす る こと 

によって、 さらに 新しい 物語 を、 作る ことができよう 

かと 思われる。 

「娘 煙 術師」 の 物語に しても、 あえて 作者 はいって お 

く。 「決して でたらめの 空想の みに よって、 作った も 


ので はない という こと を」 
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